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第 1部 事業概要 

第 1章 事業の趣旨・目的 

 我が国は地形・地質・気象等の国土条件により、従来から自然災害による甚大な被害に

見舞われてきた。大規模な災害発生時の現場では、極限状態の中で、被害、復旧、要請等、

様々な状況を迅速に把握し、的確に意思決定・行動することが求められる。そのためには情

報が不可欠となる。一方で、人口減少やコロナ禍による災害対応能力の減少は深刻な課題と

なっている。 

 災害対応の DX 化の取り組みは、行政を中心に進展しつつある。実際、防災科学技術研究

所の開発した府省庁連携防災情報共有システム「SIP4D」は、国全体で状況認識を統一し、

的確な災害対応を行うために、所掌業務が異なる多数の府省庁・関係機関等の間で、横断的

な情報共有・利活用を実現している。こうした災害対応の DX 化のポイントとして、被災時

の先読み能力を高める「防災デジタルツイン」の構築や安否・インフラ状況等のリアルタイ

ムの情報共有等が挙げられている。このようなシステムの実現には、センシングや AI 等の

最先端技術が重要な役割を果たす。 

 そこで本事業では、センシングや AI 等を活用した災害対応を中心とした安全安心インフ

ラの DX 化を推進していく人材を育成する教育プログラムを開発し、実施する。こうした

DX 人材を輩出していくことで、安全安心社会の構築に寄与する。 

 

 

第 2章 当該教育カリキュラム・プログラムが必要な背景について 

 我が国は地形・地質・気象等の国土条件により、従来から自然災害による甚大な被害に見

舞われてきた。実際に大規模な災害が発生するとその現場では、極限状態の中で、被害、復

旧、要請等、様々な状況を迅速に把握し、的確に意思決定・行動することが求められる。そ

のためには情報が不可欠となる。一方で、人口減少による災害対応能力の減少は深刻な課題

となっている。ここに、災害対応の DX の必要性がある。 

 

2-1 災害が起こりやすい国土 

 『国土交通白書 2021』で指摘されているとおり、我が国は地形・地質・気象等の国土

条件により、従来から自然災害による甚大な被害に見舞われてきた。四方を海で囲まれ、海

岸線が長く複雑であるため、地震の際は津波による被害が発生しやすい。また、国土の中央

を脊梁山脈1が縦貫していることにより、ヨーロッパやアメリカの河川に比べると全体の長

 
1 大陸や半島を分断する山脈 
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さが非常に短く急勾配で、大雨に見舞われると河川流量が増加し洪水等の災害が起こりや

すい。 

 

図表 1 我が国と諸外国の河川勾配比較2 

 

 

 

2-2 災害対応の実態 

 災害対応の現場では、極限状態の中で、被害、復旧、要請等、様々な状況を迅速に把握し、

的確に意思決定・行動することが求められる。そのためには情報が不可欠となる。 

 

 一方で、人口減少による災害対応能力の減少は深刻な課題となっている。ここに、災害対

応の DX の必要性がある。 

 

図表 2 災害対応現場のイメージ3 

 

 

 
2 『国土交通白書 2021』

（https://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/r02/hakusho/r03/index.html） 
3 『防災のデジタル化に関する取り組み』（https://www.mext.go.jp/content/20210616-

mxt_jishin01-000016008_5.pdf） 



3 

 

2-3 コロナ禍における災害対応の課題 

 令和 2 年 7 月豪雨は、新型コロナウイルス感染症の影響下で発生した初めての大規模災

害である。政府は、避難所における新型コロナウイルスの感染防止を目的に、指定避難所以

外の避難所の開設、ホテルや旅館等の宿泊施設に加え、知人・親戚宅への避難も検討する必

要がある（分散避難）と方針を打ち出した。一方で、分散避難については、避難者が避難先

（ホテル等）の空き状況を把握できない、避難所外にいる避難者の状況を行政が把握できな

い等の問題が浮き彫りになった。また、地方公共団体における災害対応職員については、コ

ロナ禍以前より人手不足の状態であった。共同通信が全国の自治体に行ったアンケートで

は、約 2 割の自治体で防災の仕事に専従する職員が存在しないことが判明した。加えて、コ

ロナ禍における災害では、通常の災害対応に加え感染症対策の必要があることから、発災時

における自治体の業務は、ひっ迫している状況にある。4 

 

 

2-4 災害対応DXに関する行政の取組 

 災害対応の DX 化の取り組みは、行政を中心に進展しつつある。実際、国立研究開発法人 

防災科学技術研究所は、府省庁連携防災情報共有システム「SIP4D」を開発した。同システ

ムは、国全体で状況認識を統一し、的確な災害対応を行うために、所掌業務が異なる多数の

府省庁・関係機関等の間で、横断的な情報共有・利活用を実現している。 

 

 SIP4D で共有される情報は、「防災科研クライシスレスポンスサイト（NIED-CRS）5」

で一般にも公開され、スマートフォンやタブレット等でも閲覧可能となっている。例えば、

平成 30 年北海道胆振東部地震においては、以下のような情報が SIP4D によって共有され

ている。 

 

  

 
4 『情報通信白書 令和 3 年版』

（https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/r03.html） 
5 https://xview.bosai.go.jp/ 
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図表 3 平成 30 年北海道胆振東部地震の際に SIP4D で共有された情報 

 

 

図表 4 リアルタイム推定震度分布（平成 30 年北海道胆振東部地震） 

 

 

図表 5 避難所情報（平成 30 年北海道胆振東部地震） 

 

 

 SIP4D によって共有された情報を、各都道府県や自衛隊等がそれぞれの Web ページや

Twitter 等で公開・拡散する取組も実施されている。6 

 

 さらに大阪市では、令和 4 年 3 月 28 日から順次運用が開始されている大阪市防災情報シ

ステムの再構築に当たり、SIP4D 等とのシステム連携により、国やライフライン事業者か

ら、震度分布図、浸水エリア図、道路通行状況等の災害情報をリアルタイムで収集すること

に取り組んでいる。SPI4D との接続は政令指定都市で初の取組となる。また、職員や地域

 
6 『府省庁連携防災情報共有システム SIP4D と防災情報サービスの挑戦』より

（https://s4d.csis.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/CSIS-S4D-8thSymposium_05.pdf） 
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の自主防災組織が災害画像を投稿できるようにし、災害状況の情報収集能力を高めている7。 

 

 

2-5 災害対応DXで取り組むべきポイント 

 内閣府のデジタル・防災技術ワーキンググループ 未来構想チームの提言8では、災害対応

DX で取り組むべきポイントとなる取組案の中に、以下の 2 つが挙げられている。 

 

（1）被災時の先読み能力を高める「防災デジタルツイン」の構築 

都市空間をデジタル上に再現するとともに、これを動かすシミュレータを構築。被

災状況の推定・可視化と、事前だけでなくリアルタイムに進行する災害への対策の有

効性件等や救助キャパシティの想定に役立て、被害を最小化する。 

（2）安否・インフラ状況等のリアルタイムの情報共有 

民間企業が持つ情報網も活用し、人の所在、安否を把握しつつ、被害推計を行う。

空間・インフラについては緊急時視察ドローン網やセンサー（河川カメラ、スマート

フォン、衛星等）による情報収集も行う。これら安否・インフラ状況をリアルタイム

に統合・可視化し、俯瞰可能にするとともに、安定的に動く情報基盤の構築・運用も

行う。 

 

図表 6 「Arakawa Digital Twin online」（荒川・デジタルツイン・オンライン） 

 

 

 

2-6 オープン・ソース・インテリジェンス（OSINT）の活用 

  SNS 等、一般に公開されている情報を分析して独自の情報を読み取る手法を「オープ

ン・ソース・インテリジェンス」（OSINT）という。先述した参考資料『防災のデジタル化

に関する取り組み』でも、インターネット上の災害情報を自然言語処理により抽出する取組

 
7 https://www.city.osaka.lg.jp/hodoshiryo/kikikanrishitsu/0000564688.html 
8 https://www.bousai.go.jp/kaigirep/teigen/pdf/teigen_03.pdf 
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に触れられている。災害時における被災地の状況や、被災者の安否に関わる情報、求められ

ている支援や物資等を分析するのに用いられる。膨大な情報から必要な情報を取得し、AI

等による自然言語処理を用いて分析する必要がある。 

 

図表 7  OSINT の活用イメージ 

 

 

 

2-7 センシングや AI 等の最先端技術を活用して安全安心インフラの DX 化に貢献できる

人材の必要性 

 地震、津波、噴火、豪雨、豪雪等の自然の脅威をなくすことはできない。また、防災、減

災等の災害対応は重要だが、人口減少やコロナ禍によりその能力は低下しつつある。一方で、

災害対応の DX 化は行政を中心に進展しつつあるが、『防災における DX の推進に向けた取

組報告書（案）9』（令和 3 年 10 月 29 日開催、全国知事会 危機管理・防災特別委員会 資

料２）では、DX の推進に関する課題として「防災部局（又は県庁内に）に専門人材が不在

で、専門的な知識やノウハウも不足し、防災における DX の推進の企画・立案が難しい。」

と指摘されているように、当該分野の人材は不足している。こうした取組をさらに先に進め、

安全安心社会を構築していくためには、センシングや AI 等を活用した災害対応を中心とし

た安全安心インフラの DX 化を推進していく人材が必要となる。 

 

 さらに、先頃閣議決定された『経済財政運営と改革の基本方針 2022（骨太方針 2022）10』

でも、「より分散化され、信頼性を確保したインターネットの推進や、ブロックチェーン上

でのデジタル資産の普及・拡大など、ユーザーが自らデータの管理や活用を行うことで、新

しい価値を創出する動きが広がっており、こうした分散型のデジタル社会の実現に向けて、

 
9 

https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushir

you2.pdf 
10 https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/2022/2022_basicpolicies_ja.pdf 



7 

 

必要な環境整備を図る。」と明記されている。 

 

 今後、Web3.0（分散型 Web）の環境整備を本格化していくとの意思が示されていること

からも、より進んだ NFT（非代替性トークン）や DAO（分散型自律組織）、メタバース等

の技術も備えていくことが重要となる。但し、最先端技術のみにとらわれず、本当に必要な

支援や対応は何かを考えられる安全安心マインドを身に付けていることも重要である。 

 

 

第 3章 開発する教育プログラムの概要 

 

 令和 4 年度～令和 6 年度の 3 年間の事業期間にわたり開発する教育プログラム「センシ

ングや AI 技術等による安全安心インフラの DX 化」の概要は、以下の通りである。 

 

3-1 教育プログラムの概要 

本教育プログラムは、情報・機械・電気・電子等を中心とした専門学校生を主な対象とし

て、センシングや AI 等の最先端技術を活用した安全安心インフラの DX 化に貢献できる人

材の育成を目的とする。対象となる学生各々が専門学校で学んできた情報・機械・電気・電

子等に関する知識や技術を基に、他分野の学生と協力して仮想的なプロジェクトに取り組

む PBL（Project Based Learning）学習を通して、最先端技術や災害対応等に関連する知

識や技術は勿論、業務に携わる上で重要なコミュニケーション能力や問題解決力等の業務

遂行能力の修得・向上を目指す。授業時間は、最大で 450 時間（1.5 時間×300 コマ）程度

とし、受講者が必要な科目を選択して受講できるような仕組みとする。また、実際に 2 年制

専門学校で実施する際は、1 年次後半から 2 年次前半にかけて講義科目やケーススタディ科

目を受講し、卒業研究として PBL に取り組むような運用を想定している。 

 

将来的には、新ビジネス創出関係などのより発展的な科目を付加して、2 年制専門学校を

卒業した後に進学する 1 年制の進学学科（3 年目）としての運用も念頭に置く。 
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図表 8 教育プログラムの基本項目 

 

 

図表 9 教育プログラムの構成 

 

 

 

3-2 学習内容と方法 

本教育プログラムで学習する内容は、災害対応を中心とした安全安心マインド、災害対応

（予測、予防、復旧等）や過去の災害等に関する知識、災害対応の DX 化に必要な最先端技

術（センシング、AI、IoT、ビッグデータ、通信、ブロックチェーン、Web3.0、NFT、DAO

等）に関する知識・技術等である。教育手法は科目によって、講義、e ラーニング、グルー

プワーク、PBL を組み合わせる。特に、情報・機械・電気・電子等の様々な分野の学生に

よるグループで取り組む PBL 学習により、業務遂行能力を含めた実践力の向上を重視する。 
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3-3 教育プログラムを構成する科目 

 本教育プログラムを構成する想定科目は、以下の通りである。総合計 450 時間（必修：

315 時間、選択：135 時間）としている。 

 

 PBL 科目は、それ以外の各科目で学習した知識や技術を基に、災害対応に関する安全安

心インフラの企画を立案することを最終目標とする。ケーススタディ科目では、講義で学習

した内容を基に調査や討議を行うグループワークを実施する。その他の 6 つの講義科目で

は、講師による集合学習での講義のほかに、e ラーニングを用いて個人で反復学習を行うこ

とができるようにすることにより、災害対応や最先端技術に関する基礎知識を身につける。

このような講義とグループワークの組合せにより、より実務的な知識や技術の修得を目指

す。 

 

図表 10 本教育プログラムの科目構成 

区分 科目名 概要 時間数 

実務 

能力 

 

必修 

災害対応 

PBL 

災害対応における安心安全インフラの DX

化を題材とした PBL を実施する。課題やプ

ロセスも含めて学習者が討議して設定する

学習者主導型の PBL とする。これにより、

コミュニケーション力やアジャイル思考等

をはじめとした安全安心インフラの構築を

推進する実践的な業務遂行能力や新事業を

創出する能力の修得を目指す。 

135 

(H) 

災害対応 

ケーススタディ 

災害対応に関するケーススタディにより、

災害対応の考え方や災害対応の DX 化に関

するプロセス等を学習する。 

45 

(H) 

最先端技術 

ケーススタディ 

センシング、AI、IoT、ビッグデータ、通

信・ネットワーク、ブロックチェーン、

Web3.0、NFT、DAO 等に関して、個別或

いは各種を組み合わせた活用事例を題材と

したケーススタディにより、これらの最新

技術の活用に関する実務知識を学習する。 

67.5 

(H) 

災害対応 

各種災害に関する基礎知識や、災害対応に

活用されている最先端技術、災害対応を中

心とした安全安心マインド等について、講

義で学習する。一部内容は e ラーニング化

45 

(H) 



10 

 

し、反復学習に使用する。 

基礎 

技術 

 

選択 

センシング基礎 

センサーに関する基礎知識やドローン・人

工衛星等によるセンシングの方法、災害対

応への活用事例等について、講義で学習す

る。一部内容は e ラーニング化し、反復学

習に使用する。 

22.5 

(H) 

ビッグデータ基礎 

ビッグデータの概要やデータの取得・整

理・解析等の方法、災害対応への活用事例

等について、講義で学習する。一部内容は e

ラーニング化し、反復学習に使用する。 

22.5 

(H) 

通信・ネットワーク

基礎 

通信・ネットワークの概要や各種規格、仕

組み、災害対応への活用事例等について、

講義で学習する。一部内容は e ラーニング

化し、反復学習に使用する。 

22.5 

(H) 

AI 基礎 

AI の概要や仕組み、活用方法、機械学習の

基礎、自然言語処理、災害対応への活用事

例等について、講義で学習する。一部内容

は e ラーニング化し、反復学習に使用す

る。 

45 

(H) 

IoT 基礎 

IoT の概要や仕組み、構成要素の基礎、活用

方法、災害対応への活用事例等について、

講義で学習する。一部内容は e ラーニング

化し、反復学習に使用する。 

45 

(H) 

  合計(H) 450 

 

 なお、事業を進める段階で、ケーススタディ科目や PBL 科目も e ラーニング化できない

か検討し、教育プログラム導入校や受講者の利便性を最大限高めるよう努める。また、防災

や ICT 関連の内容については、経済産業省「未来の教室」STEAM ライブラリー11等の無償

で利用できる各コンテンツの活用も検討する。 

 

 

3-4 今回開発する教育カリキュラム・プログラムの新規性 

 これまでのところ、災害対応の DX 化に関する教育プログラムは見受けられない。さら

 
11 https://www.steam-library.go.jp/ 
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に、平成 7 年に発生した阪神淡路大震災の震源地である兵庫県や、平成 28 年に発生した熊

本地震の震源地である熊本県をはじめ、南海トラフ地震（東海地震）による甚大な被害が予

想されている静岡県、及び毎年台風による大きな被害が発生している沖縄県に所在する専

門学校が参画し、各地域の備えている防災に対する意識や知見を活用しながら開発し、こう

した地域で実施していく点でも、他の教育プログラムには見られない特徴があり、これを全

国に展開する意義は大きい。 

 

 

第 4章 計画の全体像 

 令和 4 年度～令和 6 年度の事業計画は、以下の通りである。 

 

4-1 令和4年度事業計画 

 令和 4 年度は、教育プログラム開発の前段として調査を実施し、その結果を基にスキル

標準、カリキュラム、試作教材の開発とプレ実証を行う。 

 

●調査 

・最先端技術を活用した防災の取組に関する事例・実地調査 

 センシングや AI 等の最先端技術を活用した防災に関する取組事例を収集し、活用さ

れているシステムや活用のメリット、課題等を整理する。 

・自治体及び関連事業者等を対象とした防災の DX 化の取り組み状況や課題等に関するア

ンケート・ヒアリング調査 

 防災の DX 化に関して、取り組み状況や課題、人材の育成方法等を明らかにし、必要

な人材のスキルを明確にする。 

 

●開発 

・スキル標準とカリキュラムの開発 

 本事業で育成を目指す人材に求められる知識やスキルを整理する。また、必要な授業

科目を設定し、カリキュラムを開発する。 

・教材の試作 

 カリキュラム内の授業科目で使用する教材の一部のプロトタイプを開発する。 

 

●評価 

・プレ実証講座実施 

 試作した教材を活用し、10 時間程度の小規模な講座を行う。 
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4-2 令和5年度事業計画 

 令和 5 年度は、教育プログラムの一部を開発し、それを基に実証講座を実施して教育プ

ログラムの改善を図る。 

 

●開発 

・シラバス開発 

 カリキュラムを構成する各科目について、学習目標、使用教材、評価方法、授業計画

を検討し、シラバスを開発する。 

・PBL 教材開発 

 災害対応 PBL で使用する教材を開発する。令和 5 年度における開発では、災害シ

ミュレーションを題材としたものを計画している。 

・ケーススタディ教材開発 

 災害対応、最先端技術のケーススタディ科目で使用する教材を開発する。 

・講義用教材開発 

 災害対応、最先端技術の講義科目で使用する教材を開発する。 

 

●評価 

・実証講座実施 

 開発した教育プログラムの一部を抽出して 20 時間程度の実証講座を構成し、工業系

（情報・機械・電気・電子等）の専門学校生 20 名程度を対象として試行的に実施す

る。 

・評価・改善 

 実証講座を実施した結果を基に教育プログラムを評価し、改善する。 

 

4-3 令和6年度事業計画 

 令和 6 年度は、令和 5 年度に引き続き教育プログラムを開発して完成させ、それを基に

実証講座を実施して教育プログラムの改善を図る。 

 

●開発 

・PBL 教材開発 

 災害対応 PBL で仕様する教材を開発する。令和 6 年度における開発では、災害発生

から復旧までのフェーズを題材としたものを計画している。 

・ケーススタディ教材開発 



13 

 

 災害対応、最先端技術のケーススタディ科目で使用する教材を開発する。 

・講義用教材開発 

 災害対応、最先端技術の講義科目で使用する教材を開発する。 

 

●評価 

・実証講座実施 

 開発した教育プログラムの一部を抽出して 135 時間程度の実証講座を構成し、工業系

（情報・機械・電気・電子等）の専門学校生 40～50 名程度を対象として試行的に実施す

る。 

・評価・改善 

 実証講座を実施した結果を基に教育プログラムを評価し、改善する。 

 

 

第 5章 今年度の具体的活動実績 

 今年度は実施委員会を 3 回、調査・実証合同分科会を 1 回開催し、事業方針の検討及び

進捗の確認を行った。また、事業計画に従って調査及び教育プログラム開発を行い、プレ実

証講座を実施してその評価を行った。 

 

5-1 実施委員会 

 本事業は、産学官の連携体制によって実施委員会を構成し、事業に運営に当たった。以下

は、本事業の実施委員会の構成である。 
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図表 11 実施委員会構成 

名称 役割等 都道府県 

一般社団法人 安全安心社会構築教育協会 事業取り纏め 京都府 

神戸電子専門学校 開発・実証実施 兵庫県 

九州工科自動車専門学校 開発・実証実施 熊本県 

静岡電子情報カレッジ 開発・実証実施 静岡県 

専門学校 IT カレッジ沖縄 開発・実証実施 沖縄県 

奄美情報処理専門学校 開発・実証実施 鹿児島県 

株式会社デンソーウェーブ 開発・実証支援 愛知県 

サイマルテニアス株式会社 開発支援 京都府 

株式会社グローバライズコーポレーション 実証支援 鹿児島県 

【CONTROL+UAS FLIGHT24】&Co. 開発・実証支援 東京都 

エスタカヤ電子工業株式会社 開発・実証支援 岡山県 

株式会社モリタホールディングス 開発・実証支援 大阪府 

双葉電気通信株式会社 開発・実証支援 大阪府 

株式会社東通メディア 調査支援 東京都 

株式会社 KSP 調査支援 神奈川県 

SP 株式会社 調査支援 兵庫県 

一般社団法人 沖縄専門人材開発研究会 調査・開発協力 沖縄県 

奄美情報通信協同組合 開発・実証協力 鹿児島県 

一般社団法人 鹿児島県情報サービス産業協会 調査協力 鹿児島県 

NPO 法人 鹿児島インファーメーション 調査・実証協力 鹿児島県 

 

 以上の参画機関から実施委員を招集し、実施委員会を 3 回、調査・実証分科会を 1 回開

催した。以下は、実施委員会等の開催実績である。 
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図表 12 実施委員会等の開催実績 

実施委員会 開催日時 議題等 

第一回実施委員会 2022 年 9 月 30 日（金） 

14:30～16:00 

・事業計画説明 

 

第一回調査・実証合同分科会 2022 年 12 月 2 日（金） 

16:00～17:30 

・調査中間報告 

・プレ実証講座概要説明 

第二回実施委員会 2023 年 1 月 31 日（火） 

13:30～15:00 

・アンケート調査報告 

・実地調査中間報告 

・プレ実証講座視察 

第三回実施委員会 2023 年 2 月 20 日（月） 

16:00～17:00 

・実地調査報告 

・プレ実証講座実施報告 

・教材開発報告 

 

 

5-2 調査 

 今年度の教育プログラム開発に必要な情報・資料収集を目的として、以下の 2 つの調査

を実施した。 

 

5-2-1 最先端技術を活用した防災の取組に関する事例・実地調査 

 文献調査により、センシングや AI、IoT、ビッグデータ分析等の最先端技術を活用した防

災に関する取組事例を収集し、活用されているシステムや活用のメリット、課題等を整理し

た。また、大規模災害被災地を対象に、災害や復興に関する資料や情報を収集する実地調査

を行った。文献調査では 30 件の事例を収集し、実地調査では福島県双葉町、鹿児島県奄美

市、鹿児島県桜島の 3 箇所でヒアリング等を行った。 

 

 

5-2-2 自治体等を対象とした防災のDX化の取り組み状況や課題等に関するアンケート・

ヒアリング調査 

 防災の DX 化に関して、取り組み状況や課題、人材の育成方法等を明らかにし、防災の

DX 化に必要な人材のスキルを明確にするためのアンケート調査及びヒアリング調査を

行った。アンケート調査は 10 都府県 478 の市区町村等に調査を依頼し、122 件の回答を得

た。アンケートで回答のあった自治体から 10 件を抽出し、DX の取組状況や人材の育成方



16 

 

法等に関するより詳細な情報や資料をヒアリングにて聴取した。 

 

 

5-3 開発 

 令和 4 年度は、調査結果を基にスキル標準とカリキュラム（科目表）の開発、及び教材の

試作を行った。 

 

5-3-1 スキル標準開発 

 調査結果を基に、防災に関する安全安心インフラの DX 化を推進する人材に求められる

知識やスキルを整理した。スキル標準に盛り込む内容は、災害に関する知識や最先端技術に

関する知識、それを活用するスキル、及びコミュニケーション力をはじめとするコンピテン

シー（業務遂行能力）等である。厚生労働省の職業能力評価基準12等の記述も参考にしなが

ら、基準には、「～～が説明できる」「～～することができる」など、備えている知識やスキ

ルの程度を行動で判断できるような記述を用いた。 

 

5-3-2 カリキュラム開発 

 安全安心インフラの DX 化を推進する人材を育成するために必要な授業科目を設定し、

カリキュラムを開発した。より具体的には、スキル標準で整理した知識やスキルを身につけ

るために必要な科目を切り出し、その概要や授業時間等を設定して科目表を作成した。科目

表は教育プログラムを構成する科目の一覧であり、科目名、概要、時間数を表記した。 

 

5-3-3 教材の試作 

 開発したカリキュラム内における一部の科目（「災害対応講義」及び「災害対応 PBL」）

について、調査結果や先述のスキル標準及びカリキュラムから仕様を策定し、試作としてプ

ロトタイプ教材を開発した。これらの教材の概要は、以下の通りである。 

  

 
12 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/jinzaikaihatsu/ability_

skill/syokunou/index.html 
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図表 13 今年度開発教材の概要 

教材 概要 

災害対応講義 災害の基礎知識や災害発生時の対応、災害対応に活用されている最先端

技術、安全安心マインドについて講義で学習する。 

災害対応 PBL 平成 22 年奄美地方豪雨を題材として、災害時におけるドローンの活用

や提供サービスを検討する PBL 教材。本教材では、プロジェクトの最

終目標や前提条件、検討課題などが用意されており、学習者はこれに

沿ってプロジェクトに取り組む。予め設定されたシナリオに沿って検討

を進めるシナリオ進行型 PBL である。また、防災ドローンの理解のた

めに、導入学習として平成 22 年奄美地方豪雨を題材としたケーススタ

ディ教材も開発している。 

 

 また、これらの教材を基に解説映像を作成して e ラーニング化を行った。 

 

5-4 評価 

 令和 5 年度以降の実証講座に先行して、先述したプロトタイプ教材を活用した 6 時間の

小規模なプレ実証講座を実施した。これを通じてプロトタイプ教材の内容（テーマ、構

成、時間配分等）や難易度について分析を行い、教材の本格開発に役立てる。 
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第 2部 調査報告 

 今年度の教育プログラム開発に必要な情報・資料収集を目的として、以下の 2 つの調査

を実施した。 

 

 ①最先端技術を活用した防災の取組に関する事例・実地調査 

 ②自治体等を対象とした防災の DX 化の取り組み状況や課題等に関するアンケート・ヒ

アリング調査 

 

 以下、各調査の結果を報告する。 

 

第 1章 最先端技術を活用した防災の取組に関する事例・実地調査 

1-1 調査概要 

 本調査は、ケーススタディや PBL の題材を収集することを目的として実施した。調査

対象は、防災にセンシングや AI、IoT、ビッグデータ分析等の最先端技術を活用した取組

事例（文献調査）、及び大規模災害の被災地（実地調査）である。文献調査では 30 件の事

例を収集し、活用されているシステム、最先端技術の活用方法、活用のメリット、課題等

を整理した。一方、実地調査は 3 箇所（福島県双葉町、鹿児島県奄美市、鹿児島県桜島）

でヒアリングや資料収集を行い、災害発生時の状況や復興までの経緯、災害から得た教

訓、災害の構成への伝え方等について整理した。 

 

 以下、文献調査と実地調査のそれぞれについて報告する。 

1-2 文献調査 

 まずは文献調査の結果を列記する。 
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1-2-1 文献調査の結果 

NO.1 

項目 内容 

取組主体 総務省 

協力者 一般財団法人マルチメディア振興センター、都道府県、市町村 

対象とする災害

の種類 

地震、津波、水害 

取組の概要 Ｌアラート（Local alert）とは、「災害情報共有システム」の登録

商標名称であり、市町村が発信した災害時の避難指示など地域の安

全・安心に関するきめ細かな情報をテレビやインターネットなどの

事業者と共有し、かつ広く地域住民に迅速かつ効率的に提供するこ

とで、速やか避難の実現と災害の低減につなげるものである。 

Ｌアラートは、地方公共団体やライフライン事業者等の「情報発

信者」が発出した避難指示や避難勧告といった災害関連情報をはじ

めとする公共情報を、放送局やアプリ事業者等の「情報伝達者」で

ある多様なメディアに対して一斉送信することで、災害関連情報等

の迅速かつ効率的な住民への伝達を可能とする。 

Ｌアラートから取得された情報は、情報伝達者が取材源の一つと

して各種報道で利用するほか、データ放送、Ｌ字画面等での利用、

その他ポータルサイト、スマートフォンアプリ、デジタルサイネー

ジといった多様なメディアで利用されている。 

活用されている

システム・技術

等 

災害情報共有システム「Ｌアラート」 

最先端技術の活

用方法 

情報発信者が連携システムやデータ投入ツールなどで L アラート

に災害情報などを送信すると、L アラートから SOAP などの配信形

式で情報伝達者に一斉に配信される。その際、情報伝達者は連携シ

ステムやデータ照会ツールによって、L アラートに参加する全ての

情報発信者からの情報を一定のフォーマットで効率的かつ迅速に受

信することができる。 

地域住民は、情報伝達者が提供する様々な媒体（テレビ、ラジ

オ、Web サイト等）を通じて災害情報を入手することができる。 
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出典：

https://www.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/r01/95/news_02.htm

l 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

緊急性の高い情報も、L アラートへシステム連携（データ投入

ツールからの入力を含む）することで様々なメディアに対して配信

でき、迅速かつ確実に地域住民に伝達することができる。 

情報発信者は住民の居場所に関わらず、多様なメディアを通じて緊

急性の高い情報を迅速かつ確実に伝えることができる。Ｌアラート

へシステム連携することで、多様なメディアへの情報伝達が可能と

なり、入力作業の負荷が大きく軽減される。隣接する自治体等、他

地域の災害状況を即時に把握できるようになる。緊急性の高い情報

を、放送等のもつ速報性、同報性等を活かして迅速かつ正確に、住

民へ伝えることが可能になる。 

テレビやラジオなどのマスコミにとっては詳細かつ多様な災害情

報を最適なデータフォーマットで効率的に取得することができる。

Ｌアラートと放送システム等を連携させることにより、データ入力

の手間を省き、情報をより正確、迅速に伝達することが可能にな

る。コミュニティＦＭ事業者や地域 CATV 事業者等にとっても、よ

り広域かつ詳細な災害情報が入手でき、一層効率的、効果的に、地

域の実状に合った情報提供ができる。全国の公共情報が標準化され

た手順により最適なデータフォーマットで入手可能となり、情報取

得のためのコスト、工数の大幅削減が期待できる。これにより災害

などの緊急時にも安心・安全に関わる情報をテレビ、ラジオ、携帯

電話など多様なメディアを通じて、誰もが、いつでもどこにいても

https://www.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/r01/95/news_02.html
https://www.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/r01/95/news_02.html
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迅速かつ確実に得ることができる。 

地域住民にとっては緊急事態発生時には、身近なメディアを通じ

て、迅速に正確な情報取得が可能になる。テレビ、ラジオ、携帯電

話、インターネット等、多様なメディアを通して、早めの避難が必

要とされる身障者、高齢者を含め誰もが、いつでもどこでも、地域

の安心・安全に関わる情報を確実、迅速に入手することができる。 

誰もがどこにいても、緊急情報を取得できる。 

外出先や移動中であっても、携帯電話や街に設置されている大型ビ

ジョン（デジタルサイネージ）等で、災害などに関わる情報を文字

や地図、音声等、さまざまなメディアを通じてリアルタイムに受信

できるようになる。 

課題 主な課題としては 1.「L アラートへ発信する情報の多様化」、2.

「L アラートとの利用の多様化・高度化「、3.「L アラートの持続的

運用」である。1.「アラートへ発信する情報の多様化」について

は、警報等の危険情報だけでなく、ライフラインとなる水道や電力

について、河川の水位情報や道路情報、交通情報などの発信が望ま

れる。2.「L アラートとの利用の多様化・高度化」としては、特に望

まれるのがスマートフォンでの情報発信である。そのためにも L ア

ラートの情報を地図上での視覚的把握が可能になるようにする必要

もある。3.「L アラートの持続的運用」としては費用負担の問題が挙

げられている。 

その他関連項目  

参考資料等 内閣府 HP「災害情報の配信を支える L アラート」 

https://www.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/r01/95/news_02.htm

l 

 

「今後の L アラートの在り方検討会」報告書（概要） 

（平成 31 年 3 月総務省地域通信振興課） 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000607192.pdf 

 

L-ALERT HP https://www.fmmc.or.jp/commons/merit/3-1.html 

  

https://www.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/r01/95/news_02.html
https://www.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/r01/95/news_02.html
https://www.soumu.go.jp/main_content/000607192.pdf
https://www.fmmc.or.jp/commons/merit/3-1.html
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NO.2 

項目 内容 

取組主体 国家レジリエンス研究推進センター（内閣府管轄） 

協力者 国立研究開発法人防災科学技術研究所（研究開発機関：研究責任者の

所属機関）/富士通株式会社/国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構/

さくらインターネット株式会社（2018～2020 年度）/国立大学法人山

口大学/BIPROGY株式会社/国立大学法人東京大学/国立研究開発法人

建築研究所/学校法人中部大学中部大学/公益財団法人日本測量調査技

術協会/アジア航測株式会社/国際航業株式会社/株式会社パスコ/いで

あ株式会社/パシフィックコンサルタンツ株式会社/株式会社建設技術

研究所/国立研究開発法人土木研究所/一般財団法人日本気象協会/国

立大学法人鹿児島大学/一般財団法人砂防・地すべり技術センター/一

般財団法人消防防災科学センター 

対象とする災害

の種類 

大規模地震・津波、水害、火山災害 

取組の概要 特に、災害が発生した際に早い復旧へつなげるために、どのような

対応をするべきか考えるために必要となるのは、災害が起きている場

所の被災状況をいち早く知ることである。被災状況を正確にいち早く

知ることができれば、適切な災害対応へつなげることができる。大規

模な自然災害は広い範囲に影響が及ぶことが多く、全体を把握するま

で時間がかかる。しかし、「鳥の目」のように空から俯瞰できれば、被

災状況の全体像を知ることができるはずである。鳥の目の役割とし

て、地球を規則的に周回している人工衛星により観測・撮影された

データの活用をおこなっている。人工衛星を使うことで、数十キロ四

方という広い地域をカバーできる。最近では数多くの人工衛星が打ち

上がっており、人間が見たものと同じようなカメラで撮影するだけで

なく、雲を透過することが可能な電磁波を使って、天気や昼夜を問わ

ず観測・撮影できる人工衛星も打ち上がっている。人工衛星からの

データを活用し、被災状況を表す情報をいち早く抽出し、そこから今

後起こり得る事態や被害を予測するため、現在はシミュレーションを

行い、人の目視判断に近くなるように、AI による機械学習が進めら

れており、ゆくゆくは自動解析をおこなうシステムの開発が進められ

ている。 
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出典：https://www.bosai.go.jp/nr/nr2.html 

 

活用されている

システム・技術等 

AI、衛星観測データ 

衛星データから被災状況を抽出する技術については、1 シーンの

データのみにとどまらず、複数の時系列データを組み合わせた新しい

解析技術の開発や、AI 等の最新の情報技術を活用しつつ、抽出精度

をより高める解析技術の開発を行っている。 

さらに、衛星データはある時点のスナップショットのため、時系列で

将来予測を行うシミュレーション技術と組み合わせることで、数時間

先の状況の予測が精度よく行える可能性がある。それによって、先を

見越した的確な災害対応につながる。 

最先端技術の活

用方法 

人工衛星により観測・撮影したデータを災害対応へ活用するため

に、5 つのステップを踏まえる必要がある。それは、①Trigger、②

Select、③Process、④Deliver、⑤Share である。 

衛星観測を行うにあたって、「いつ」「どこ」を観測すべきか、とい

う情報が無ければ、適切な観測につながらない。そこで、 ①Trigger

（トリガー）のステップが重要である。既存の様々な観測情報や災害

情報を活用して、観測すべき場所とタイミングを提案し、衛星観測に

Go サインを出すトリガー情報を生成する技術を開発している。次に、

いち早く観測するためには適切な衛星を選択し、観測を速やかに依頼

できる必要がある。そこで、②Select（選択）というステップが重要

だ。衛星の軌道情報等から、最適な衛星を選択し、撮影を依頼するた

めの技術を開発している（衛星セレクターシステム）。さらに、様々な

種類の衛星等による観測・撮影データを一元化できるとともに、それ

らのデータから被災状況を表す情報が抽出できる必要がある。そこ

で、③Process（処理）というステップが重要だ。衛星が観測・撮影し

たデータを一元化し、それとほぼ同時に解析処理により情報の抽出が

https://www.bosai.go.jp/nr/nr2.html
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容易に行える情報プラットフォームを開発している。そして、衛星

データや被災状況を抽出した結果を、地理空間情報として使いやすい

形式で④Deliver（提供）することが必要となる。これらのステップを

経て、政府、災害時情報チーム（ISUT）、地方自治体等、緊急活動を

行う方々にデータが⑤Share（共有）されることで、はじめて衛星デー

タが災害時に本当に利活用されると考えている。 

 

出典：https://www8.cao.go.jp/space/comittee/27-minsei/minsei-

dai28/siryou3-2.pdf 

 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

衛星による被害把握ができるようになることのメリットは、全体被

害の予想までにかかる時間が圧倒的に短縮できることである。人間の

目視判断のみでは 5 日かかるところ、AI による分析モデルを使った

場合は 5 分ほどで処理をすることができる。これらが実装されると、

災害に対して先回りした対策を行うことができる他、被害の把握漏

れ・対応漏れが減少するのではないかと考えられる。 

 

https://www8.cao.go.jp/space/comittee/27-minsei/minsei-dai28/siryou3-2.pdf
https://www8.cao.go.jp/space/comittee/27-minsei/minsei-dai28/siryou3-2.pdf
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出典：https://www8.cao.go.jp/space/comittee/27-minsei/minsei-

dai28/siryou3-2.pdf 

課題 課題としてあげられるのは、システムの開発と並行して衛星による

撮影データの共有体制を構築することである。現在は広域性や定期性

等の衛星データの特徴を活用した業務への適用範囲が限定され、衛星

データを利活用した業務モデル開発・整備についての潜在的なニーズ

はあったが、それらのニーズを具体的な形で研究、開発に結びつける

ところまでは至っていなかった。衛星データの多様化に加え、空間分

解能や波長分解能が著しく向上するとともに、その効用が実証されつ

つある現在、国土管理における衛星データの利用目的を明確にし、緊

急時にノンストップのデータ共有ができる体制を構築する必要があ

る。 

その他関連項目  

参考資料等 SIP 戦略的イノベーション想像プログラム 

「被災状況解析・共有システム開発」資料 

https://www8.cao.go.jp/space/comittee/27-minsei/minsei-

dai28/siryou3-2.pdf 

 

国家レジリエンス研究推進センターHP 

「NR2 被災状況解析・共有システム開発」 

https://www.bosai.go.jp/nr/nr2.html 

 

  

https://www8.cao.go.jp/space/comittee/27-minsei/minsei-dai28/siryou3-2.pdf
https://www8.cao.go.jp/space/comittee/27-minsei/minsei-dai28/siryou3-2.pdf
https://www8.cao.go.jp/space/comittee/27-minsei/minsei-dai28/siryou3-2.pdf
https://www8.cao.go.jp/space/comittee/27-minsei/minsei-dai28/siryou3-2.pdf
https://www.bosai.go.jp/nr/nr2.html
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NO.3 

項目 内容 

取組主体 国立研究開発法人防災科学研究所（文部科学省管轄） 

協力者  

対象とする災害

の種類 

地震・豪雨竜巻 

取組の概要 地震災害が発生した場合に、建物の被害情報等を全国 250ｍメッ

シュでリアルタイムに高精度推定するシステムを開発。2016 年 4 月

の熊本地震では発災から 10 分程度で推定情報を算出した。今後、津

波を対象としたリアルタイム被害推定システムや被害状況の実測

データを取り込みながら、広域での推定情報を高精度化していくシス

テムの開発をおこなっている。 

活用されている

システム・技術等 

AI、ビッグデータ、IoT（K-NET 等震度観測点） 

このシステムでは、防災科研、気象庁、地方自治体による膨大な地

震観測データが活用されている。さらに被害推定するために全国を対

象とした約 5600 万棟の建物分布モデルと、時間帯別人口分布モデル

を、250m メッシュ（全国で約 600 万メッシュ）で構築し、新たに取

り入れている。さらに関東・東海地域においては地下構造モデルも加

え、より精度よく地震動を推定し、高精度な被害推定ができるシステ

ムを構築した。 

最先端技術の活

用方法 

リアルタイム地震被害推定は、ビッグデータとして作成された滞留

人口、建物モデル、人口増幅率などの基礎データを用いて、K-NET な

どの震度観測点で得られるデータを掛け合わせて計算を行うことに

よって、自動的に人的被害・建物被害を計算するモデルを作成したも

のである。これらの被害推定データは SIP 第 1 期で構築された基盤

的防災情報流通ネットワーク「SIP4D」上に共有されることによって、

自治体や消防などに即時に共有されるように進められている。 

建物を対象としたリアルタイム被害推定システムが試運用にあっ

た 2016 年 4 月に熊本地震が発生した。4 月 14 日に発生した前震で

は発災の 29 秒後から被害推定情報を配信し、10 分程度で完了。4 月

16 日の本震でも 11 分程度で完了した。算出した被害推定情報は、そ

の後調査した実際の被害情報と比較しても多少の過大評価の傾向は

見られたものの、ほぼ同様の状況であったことが実証できている。 
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出典：https://www-

510.aig.co.jp/assets/documents/institute/forum/02/aiginstitute-

forum-02-nied-fujiwara.pdf 

 

熊本地震の被害状況を踏まえ、その後リアルタイム推定情報のさら

なる高度化に取り組んでいる。例えば、被害調査結果をデータベース

化し、地震動と建物被害率の関係を示す被害関数等の改良を実施。さ

らに前震・本震・余震と繰り返す揺れの建物への影響を考慮した被害

関数を構築した。また、熊本地震発災直後に撮影された空撮写真を

使って、写真に映る約 30 万棟の建物被害状況を延べ 100 人体制で丸

3 日間かけて目視判読することで、精度高く被害状況を把握し、目視

判読結果を人工知能に学習させ、航空写真から被害状況を瞬時に自動

判別できる手法の開発を進めている。 

 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

今後、南海トラフ巨大地震などで広域に建物被害が発生した場合の

被害状況把握技術の開発を加速させ、人命救助や復旧・復興の意思決

定に役立てると期待される。 

被害を発災後早期に予測することにより、消防や救急、自衛隊などの

人的リソースの効果的な配分や、自治体の災害対応への意思決定に対

しての支援などが見込まれている。 

https://www-510.aig.co.jp/assets/documents/institute/forum/02/aiginstitute-forum-02-nied-fujiwara.pdf
https://www-510.aig.co.jp/assets/documents/institute/forum/02/aiginstitute-forum-02-nied-fujiwara.pdf
https://www-510.aig.co.jp/assets/documents/institute/forum/02/aiginstitute-forum-02-nied-fujiwara.pdf
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出典：https://www-

510.aig.co.jp/assets/documents/institute/forum/02/aiginstitute-

forum-02-nied-fujiwara.pdf 

 

課題 各都道府県・市町村がリアルタイム地震被害推定を活用するために

SIP4D による情報共有システムが全国の自治体に導入されることが

必要になっている。また導入するだけではなく、緊急時に対応できる

ようにするための訓練も実施していくひつようがある。 

 

出典：https://www-

510.aig.co.jp/assets/documents/institute/forum/02/aiginstitute-

https://www-510.aig.co.jp/assets/documents/institute/forum/02/aiginstitute-forum-02-nied-fujiwara.pdf
https://www-510.aig.co.jp/assets/documents/institute/forum/02/aiginstitute-forum-02-nied-fujiwara.pdf
https://www-510.aig.co.jp/assets/documents/institute/forum/02/aiginstitute-forum-02-nied-fujiwara.pdf
https://www-510.aig.co.jp/assets/documents/institute/forum/02/aiginstitute-forum-02-nied-fujiwara.pdf
https://www-510.aig.co.jp/assets/documents/institute/forum/02/aiginstitute-forum-02-nied-fujiwara.pdf
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forum-02-nied-fujiwara.pdf 

 

その他関連項目  

参考資料等 防災化学研究所 HP「発災後 10 分で被害を推定し配信」 

https://www.bosai.go.jp/activity_special/disasterresponse/detail003

.html 

 

「リアルタイム地震被害推定を中心とした SIP1 期の研究成果」 

国立研究開発法人防災科学技術研究所マルチハザードリスク評価研

究部門藤原広行（2019 年 6 月 12 日第 2 回 AIG 総研フォーラム資料） 

https://www-

510.aig.co.jp/assets/documents/institute/forum/02/aiginstitute-

forum-02-nied-fujiwara.pdf 

 

  

https://www-510.aig.co.jp/assets/documents/institute/forum/02/aiginstitute-forum-02-nied-fujiwara.pdf
https://www.bosai.go.jp/activity_special/disasterresponse/detail003.html
https://www.bosai.go.jp/activity_special/disasterresponse/detail003.html
https://www-510.aig.co.jp/assets/documents/institute/forum/02/aiginstitute-forum-02-nied-fujiwara.pdf
https://www-510.aig.co.jp/assets/documents/institute/forum/02/aiginstitute-forum-02-nied-fujiwara.pdf
https://www-510.aig.co.jp/assets/documents/institute/forum/02/aiginstitute-forum-02-nied-fujiwara.pdf
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NO.4 

項目 内容 

取組主体 国土交通省気象庁 

協力者 理化学研究所（管轄：文科省） 

対象とする災害の

種類 

水害、線状降水帯による局所的大雨 

取組の概要 日本における水害は台風を除くと、線状降水帯による被害が多く

を占めている。高性能レーダーとスーパーコンピューター富岳を活

用し、得られるリアルタイムの観測データの高度化とこれまでの気

象データかを学習し、予測に繋げるためのシミュレーションを実施

することで、線状降水帯の予測精度を大きく改善することを目指し

ている。 

活用されているシ

ステム・技術等 

AI、ビッグデータ（過去の気象データ、フェーズドアレイ気象レー

ダによる観測データ） 

最先端技術の活用

方法 

この取り組みの中で取り扱われているフェーズドアレイ気象レー

ダーはゲリラ豪雨や竜巻などを観測するため、情報通信研究機構、

大阪大学、東芝が開発した最短 10 秒間隔で隙間のない三次元降水

分布を 100m の分解能で観測することが可能な最新鋭の気象レー

ダーである。将来的には、突発的な気象災害の監視や短時間予測に

役立つと期待されている。また、レーダーによって得られるデータ

をスーパーコンピューター富岳により「観測システムシミュレー

ション実験（OSSE： Observing Systems Simulation 

Experiment）」を行い、仮想の観測システムをシミュレーション

し、数値天気予報における有効性を評価する実験を行っている。 
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出典：https://www.riken.jp/press/2022/20220307_1/index.html 

 

 

活用のメリット 

（組織や業務がど

のように変化した

か） 

行われた実験の中では九州全土という広範囲に 17 台のフェーズ

ドアレイ気象レーダを展開することで、2020 年 7 月に豪雨をもたら

した線状降水帯の予測を大きく改善できることが証明された。 

この結果は、地球規模の温暖化により脅威を増す線状降水帯の予測

精度の向上や被害の軽減に向けた新しい予測技術や観測システムの

提案に繋がるものと期待されている。また、本研究では OSSE のフ

レームを、スーパーコンピュータ「富岳」上に構築した。「富岳」の

計算能力を活用することで、これまでにない大規模な OSSE が可能

となり、10 年、20 年先を見越した観測システムや予測技術の設計・

検討に貢献するものと期待される。 

気象庁では、2022 年より半日前から線状降水帯などによる大雨と

なる可能性についての情報の提供が始まっており、2030 年までに、

線状降水帯に伴う集中豪雨を高い確率で予測することを目指す計画

が立てられている。線状降水帯の予測が局所かつ発生する前の早い

段階で行われることによって、警報や避難勧告といった災害に対す

る事前の退避行動を促すことができると期待されている。 

 

https://www.riken.jp/press/2022/20220307_1/index.html
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出典：https://www.riken.jp/press/2022/20220307_1/index.html 

 

課題 現在、気象庁の警報や注意報は、線状降水帯のスケールに比べる

と広域に発表されている。効率的な避難のためには、実際の避難指

示に対して意味のある地域区分毎に、雨量予測情報とその判断基準

が同時にリアルタイムで提供される必要がある。 

自治体のニーズを踏まえ、現在自治体で運用されている、避難勧

告・避難指示の発表までのタイムラインに、新しい情報をどのよう

に加えていけばよいかを社会実験の中で、自治体とともに、また関

係省庁と連携しながら、検討を進め、新しい線状降水帯対策の在り

方を検討していく必要がある。 

その他関連項目  

参考資料等 「シミュレーションで線状降水帯の豪雨予測精度を改善 

－もしも最新鋭気象レーダで九州全土を覆えたら－」（2022 年 3 月

7 日理化学研究所プレスリリース） 

https://www.riken.jp/press/2022/20220307_1/index.html 

「線状降水帯予測精度向上に向けた技術開発・研究をオールジャパ

ンで実施する」（令和 4 年 5 月 31 日気象庁報道発表） 

https://www.jma.go.jp/jma/press/2205/31a/SLMCS_AllJapan2022

0531.pdf 

 

 

  

https://www.riken.jp/press/2022/20220307_1/index.html
https://www.riken.jp/press/2022/20220307_1/index.html
https://www.jma.go.jp/jma/press/2205/31a/SLMCS_AllJapan20220531.pdf
https://www.jma.go.jp/jma/press/2205/31a/SLMCS_AllJapan20220531.pdf
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NO.5 

項目 内容 

取組主体 茨城県 

協力者 NTT 東日本 

対象とする災害

の種類 

地震・水害 

取組の概要 茨城県では、常総市を除く県内 43 市町村と共同で建物被害認定調

査業務や罹災証明書の交付業務などを効率的に行うことができるシ

ステムを導入し、平成 31 年度から運用をしている。 

導入前まで、43 市町村では紙による調査票により建物被害認定調査

を行っていたため、調査後に調査結果を電子化する作業を必要として

いた。システムの導入により、建物被害認定調査をタブレット端末と

調査アプリで行うことが可能となり、調査と同時に調査結果がクラウ

ド上にデータとして蓄積できるため、調査結果の電子化作業が一切不

要となった。 

活用されている

システム・技術等 

クラウドシステム（NTT 提供）、スマートフォン・タブレットアプリ

ケーション 

最先端技術の活

用方法 

罹災証明書を発行するためには、地方自治体が行う調査を経て発行

する必要がある。このシステムではスマートフォン・タブレットのア

プリケーション上で、誰もが調査が実施できるよう、国の基準や内閣

府の指針がわかりやすく整理・表示された上で入力をすることができ

る。入力されたデータはクラウド上に保存されるため、役所で罹災証

明書を発行するために必要な情報と一元化されることにより交付さ

れるまでの時間が短縮される。 
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出典：https://www.midimic.jp/wp-

content/uploads/2017/02/1968271296836c57ff9d48e45c7f898e-

1.pdf 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

令和元年東日本台風（台風 19 号）では、同システムの活用により、

事務処理を大幅に軽減し、迅速に建物被害認定調査を実施することが

でき、発災後概ね 2 週間で調査を終え、罹災証明書の交付についても、

申請件数に対する交付件数の割合が 1 割程度の県もある中、茨城県で

は発災後一ヶ月で 8 割以上に達するなど、被災者の早期の生活再建へ

の取組を支援することができた。 

課題 システムを導入するだけでなく、使い手となる市町村職員が、ふだ

んから使いこなせるように環境を備え、訓練しておく必要がある。

せっかくのシステムも災害時で初動が遅れてしまっては本末転倒で

モバイルシステムはライセンス取得や設定などの準備が必要となる。

職員全員が平時からシステムやタブレットの操作に慣れておくこと

も重要である。 

導入時にはシステムの事前研修を行って 4 月の稼働に対応できる

人材を確保したが、人事異動で所属する人員が替わるため、研修も毎

年継続することが必要である。また、有事には職員全員でフル稼働す

る必要があるので、担当者だけが研修を受けておけばいいというもの

でもない。 

 

その他関連項目  

参考資料等 「防災における DX の推進に向けた取組報告書」 

（令和 3 年全国知事会危機管理・防災特別委員会資料） 

https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/20211

02905_kiboutokushiryou2.pdf 

 

NTT 東日本 HP「台風第 19 号で実証された被災者支援への 

ICT 導入の有効性とモバイルシステムの機動力」 

https://business.ntt-east.co.jp/case/2019/n023/ 

 

 

  

https://www.midimic.jp/wp-content/uploads/2017/02/1968271296836c57ff9d48e45c7f898e-1.pdf
https://www.midimic.jp/wp-content/uploads/2017/02/1968271296836c57ff9d48e45c7f898e-1.pdf
https://www.midimic.jp/wp-content/uploads/2017/02/1968271296836c57ff9d48e45c7f898e-1.pdf
https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
https://business.ntt-east.co.jp/case/2019/n023/
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NO.6 

項目 内容 

取組主体 三重県 

協力者 防災科学研究所、海洋研究開発機構 

対象とする災害

の種類 

津波 

取組の概要 津波浸水想定では、紀伊半島南部地域では 3 分で 1m の津波が沿

岸部に到達すると予想されており、人的被害軽減のためには正確な

津波来襲情報を発信するとともに、迅速な避難誘導を促す必要があ

る。三重県では熊野灘沖に設置された地震・津波観測網である

DONET を活用した津波予測・伝達システムを構築して運用してい

る。DONET が津波を観測した場合、事前にシミュレーションを

行った断層モデルの中から最も適合するものを選び、リアルタイム

で津波浸水予測図を描画するものであり、従来の津波浸水想定とは

異なり、実際に発生した地震に即した予測を行うことが可能になっ

ている。 

活用されている

システム・技術等 

AI、IoT：地動センサーシステム(強震計、広帯域地震計)、圧力センサー

システム(水晶水圧計、微差圧計、ハイドロフォン、精密温度計) 

正確な津波来襲情報の取得を行うための手法として、沖合観測

データを利用した津波即時予測手法がある。紀伊半島の沖合には、

地震・津波観測監視システム DONET が海洋研究開発機構により構

築され、防災科学技術研究所(以下、NIED)により運用されている。

JAMSTEC では、DONET によるリアルタイム津波観測を利用する

即時津波予測システムを開発し、紀伊半島沿岸地域において運用さ

れている。 
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出典：https://www.midimic.jp/wp-

content/uploads/2017/02/1968271296836c57ff9d48e45c7f898e-

1.pdf 

 

出典：https://www.midimic.jp/wp-

content/uploads/2017/02/1968271296836c57ff9d48e45c7f898e-

1.pdf 

最先端技術の活

用方法 

DONET は、南海トラフの地震・津波の常時観測監視を目的とし

た海底ケーブル式の地震・津波観測監視システムであり、紀伊半島

沖の DONET1(2011 年度から運用開始)と紀伊水道沖の

DONET2(2016 年度から運用開始)の 51 観測点網から構成される。

DONET1 の観測網は、三重県尾鷲市古江町の陸上局から紀伊半島の

沖合約 125km 先まで、総延長約 250km に渡る基幹ケーブルをルー

プ状に敷設し、その途中 5 箇所にノードを設けて、それぞれに 4 つ

の計 20 個の観測点が接続されている。各観測点には地動センサーシ

ステム(強震計、広帯域地震計)、圧力センサーシステム(水晶水圧

計、微差圧計、ハイドロフォン、精密温度計)で構成された観測装置

ユニットが設置され、地殻変動のような周期の長いものから地震動

のような周期が短いものまであらゆるタイプの海底の動きをリアル

タイムに捉えることが可能である。観測装置は海底ケーブルを介し

て陸上と接続され、観測装置からは海底の地震動、水圧変動等の

データがケーブル内の光ファイバーを通じてリアルタイムで陸上局

へ送られている。観測装置からのリアルタイムデータは、陸上局か

ら専用回線を通じて研究機関や自治体(三重県・和歌山県・他)に配信

されている。 

活用のメリット 緊急速報メールが実際の津波を観測してから送信されるため、津波

https://www.midimic.jp/wp-content/uploads/2017/02/1968271296836c57ff9d48e45c7f898e-1.pdf
https://www.midimic.jp/wp-content/uploads/2017/02/1968271296836c57ff9d48e45c7f898e-1.pdf
https://www.midimic.jp/wp-content/uploads/2017/02/1968271296836c57ff9d48e45c7f898e-1.pdf
https://www.midimic.jp/wp-content/uploads/2017/02/1968271296836c57ff9d48e45c7f898e-1.pdf
https://www.midimic.jp/wp-content/uploads/2017/02/1968271296836c57ff9d48e45c7f898e-1.pdf
https://www.midimic.jp/wp-content/uploads/2017/02/1968271296836c57ff9d48e45c7f898e-1.pdf
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（組織や業務が

どのように変化

したか） 

警報と異なり第１波・第２波と継続して津波が発生していることを知

らせることが出来るため、一度避難した住民が自宅等に確認に戻り、

第 2 波、第３波の犠牲となることを防ぐことが期待される。 

また、津波の発生や浸水の有無を含めリアルタイムで浸水の状況を予

測出来るため、災害対策本部の活動や、避難を促すための消防、警察

等の活動における活用が期待できる。 

課題 DONET1 の観測情報を活用するシステムでは、波源と沿岸予測地

点との間に観測点が存在しない場合、適切な第 1 波到達時刻の予測

ができないため、地域を限定した運用形態となっている。 

県内沿岸部全地域に拡大するためには、紀伊半島西岸沖に位置する

DONET2 の観測情報が必要不可欠であったが、2016 年度に

DONET2 は構築が完了し、現在は運用が開始されている。 

DONET1 および 2 の観測データを利用した新たな津波予測システム

の構築を行い、観測地域の拡大が急務である。 

その他関連項目  

参考資料等 「防災における DX の推進に向けた取組報告書」 

（令和 3 年全国知事会危機管理・防災特別委員会資料） 

https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/20211

02905_kiboutokushiryou2.pdf 

 

DONET を活用した津波予測・伝達システムと今後の展開について 

平成 29 年 2 月 15 日 DONET 研究会シンポジウム資料 

https://www.midimic.jp/wp-

content/uploads/2017/02/1968271296836c57ff9d48e45c7f898e-

1.pdf 

 

 

  

https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
https://www.midimic.jp/wp-content/uploads/2017/02/1968271296836c57ff9d48e45c7f898e-1.pdf
https://www.midimic.jp/wp-content/uploads/2017/02/1968271296836c57ff9d48e45c7f898e-1.pdf
https://www.midimic.jp/wp-content/uploads/2017/02/1968271296836c57ff9d48e45c7f898e-1.pdf
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NO.7 

項目 内容 

取組主体 熊本県 

協力者 NTT ドコモ 

対象とする災害

の種類 

地震・水害（台風・津波等） 

取組の概要 避難所の受付・入退出の管理を AI による顔認証を用いて行うこと

により、今まで行われていた紙による受付による待ち時間の解消

や、情報の取りまとめをスムーズに行うと共に、避難所の混雑状況

や物資の分配についても管理することを支援する。 

活用されている

システム・技術等 

AI、顔認証システム、クラウドシステム 

 

最先端技術の活

用方法 

事前に顔写真を撮影し必要な情報の登録を済ませておき、避難所

として想定された同小学校に入室する際に、AI 顔認証ソフトウェア

で顔認証を行うことで、誰がいつ入室し、現在何人避難しているか

など、避難所のリアルタイムの状況を瞬時に把握することができ

る。これにより、災害時の迅速な避難・救助活動を行うことにつな

がる。 

 

 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

紙ベースでの通常受付と顔認証受付の職員側の作業フローを比較

すると、紙ベースでの通常受付では避難者カードによる住民受付の

後、避難者カーどうから名簿を作成して、その情報を災害対策本部に

報告するという業務があるのに対し、顔認証受付では受付と同時にそ
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の情報が本部と共有されるため、名簿作成と報告の業務が不要とな

る。 

課題 平時からの利用について現段階においては、認証顔認システムの性

能は有用であると認識しているが、実用にあたっては、あくまでも登

録者数をある程度確保した状態で避難所の受付に使用することが適

当である。そのため、個人情報との連接による登録要領の簡素化や平

時から活用できる登録のメリットなど避難所利用者に検討してもら

うことが必要であると考える。 

未登録者への対応受付時間の短縮を最大限発揮するためには、一定

の登録者数を確保した上での運用が望ましいため、住民は事前に登録

を済ませた状態で避難施設の受付に来る必要がある。そのためには、

登録について簡素化することや、住民への事前登録作業の周知広報に

も取り組む必要がある。登録の簡素化については、他のアプリ等との

連携により個人情報を紐付ける方法等が考えられる。また、他サービ

スとの連携を進めていくことで利用したいサービスが増え事前登録

周知と合わせて登録者が増える可能性があるため、連携を進めること

も一つの手と言える。 

 

出典：

https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/20211

02905_kiboutokushiryou2.pdf 

 

その他関連項目  

参考資料等 「防災における DX の推進に向けた取組報告書」 

（令和 3 年全国知事会危機管理・防災特別委員会資料） 

https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
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https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/20211

02905_kiboutokushiryou2.pdf 

 

令和 3 年度スマートシティ実証調査実証報告書 

（あらおスマートシティ推進協議会令和 4 年 3 月） 

https://www.mlit.go.jp/toshi/tosiko/content/001481278.pdf 

 

  

https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
https://www.mlit.go.jp/toshi/tosiko/content/001481278.pdf
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NO.8 

項目 内容 

取組主体 宮城県仙台市消防局 

協力者  

対象とする災害

の種類 

地震・水害等の災害・事故 

取組の概要 仙台市における救急出場件数は、平成 13 年に初めて 3 万件を突破

し、その後、3 万件台後半を推移していたが、平成 22 年には 4 万件

を突破、平成 23 年には東日本大震災の影響もあって過去最高の 46、

394 件(前年比 10.3%増)となった。そのため、市民による救命救急が

傷病者の生死を分ける大きな要因となっており、多くの市民が救命救

急技術の習得や、緊急時の対応を簡単に学べるようにするためのアプ

リとして「救命ナビ」を開発・導入した。 

 

出典：

https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/20211

02905_kiboutokushiryou2.pdf 

 

活用されている

システム・技術等 

スマートフォンアプリケーション、e ラーニングシステム 

最先端技術の活

用方法 

「救命ナビ」には、実際に救急現場に遭遇した際に、傷病者の意識・

呼吸の確認から 119 番通報、さらには胸骨圧迫・人工呼吸のやり方

を、動画と音声で分かりやすく誘導してくれる「救命ナビゲート機能」

が搭載されている。 

「応急手当を学ぶ機能」では、応急手当の手順やポイントを動画やナ

レーションで詳しく紹介しているので、過去に救命講習を受講した方

のみならず、初めて応急手当を学ぶ方にも分かり易いものとなってい

る。 

https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
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急な病気やケガの症状から、救急車を呼ぶべきか判断に迷った際

に、自ら判定することができる「救急受診ガイド機能」を平成 29 年

4 月から追加した。この機能は大人から子供まで、その時の症状によ

り該当する項目をタップしていくと、アプリが 4 段階の緊急度を判断

し、直接 119 番通報できる画面や、継続的に様子をみて症状が悪化す

るようであれば、医療機関の受診を考慮してもらうといった内容のガ

イダンス画面を表示し、受診の必要性に係る判断をサポートするもの

だ。 

「救急電話相談機能」では、≪おとな電話救急相談#7119≫と≪こ

ども夜間安心コール#8000≫について案内する画面を確認すること

が出来るようになっている。その他「仙台市内のみならず全国の AED

設置場所が確認できる機能(消防本部、団体等で把握・公開されている

ものに限る。)」を付加しており、出先などで救急現場に遭遇した際に

も、速やかに AED を準備することが可能となっている。 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

救命ナビに合わせ、普通救命講習の事前学習や復習用として使える

e ラーニング用のホームページ「応急手当 WEB 講習」も公開した。

e ラーニングシステムについて、全国の消防本部が導入できるよう消

防庁がプログラムの配布を行ったところだが、ホームページとアプリ

を、内容的、デザイン的に連携させることで、より分かりやすく、理

解しやすいものになるなどの相乗効果を期待して、本市独自の e ラー

ニングシステムの開発に取り組んだ。また、東日本大震災の被災地と

して、ホームページ内に震災の経験・教訓を踏まえた内容を盛り込む

ことにより、市民に応急手当の習得など日頃からの備えの重要性につ

いて、さらに理解を深めてもらうことも期待している。なお、全国の

消防本部で導入が進みつつある e ラーニング同様に、このホームペー

ジで事前学習を行うことによって、例えば成人に対する心肺蘇生法と

AED の取り扱い方法について学ぶ最も基本的なコースである普通救

命講習 I の講習時間が、通常の 3 時間から 2 時間に短縮となり、これ

まで時間的制約等によって救命講習に参加できなかった人も参加し

やすくなった。 

課題 仙台市としては、このアプリを活用することにより、応急手当の裾

野を拡大するとともに、救急現場において、バイスタンダードドによ

る迅速かつ効果的な応急手当が実施されることで、救命率の向上に繋

がるよう、今後とも更なる啓発に努めて行きたいと考えている。 

その他関連項目  

参考資料等 「防災における DX の推進に向けた取組報告書」 
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（令和 3 年全国知事会危機管理・防災特別委員会資料） 

https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/20211

02905_kiboutokushiryou2.pdf 

 

仙台市消防局応急手当 e ラーニング＆救命ナビアプリケーション HP 

https://www.sendai119.jp 

 

  

https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
https://www.sendai119.jp/
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NO.9 

項目 内容 

取組主体 福島県郡山市 

協力者 株式会社富士通研究所 

対象とする災害

の種類 

水害（内水氾濫） 

取組の概要 福島県郡山市は 2015 年 7 月より下水道氾濫の兆候を検知するセン

シングシステムの実証実験を行なっている。ゲリラ豪雨発生時の内水

氾濫の兆候をリアルタイムに検知している。市内の雨水幹線の上流、

中流、下流の 3 箇所に水位計を設置し、実証実験のなかで集中豪雨時

(最大雨量 53mm/h)の雨水管内の状況を把握することができた。 

活用されている

システム・技術等 

IoT（水位計） 

下水道管路内に水位計を設置するにあたっては、マンホール内に圧

力式水位計を設置する方式を採用している。 

 

出典：

https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/20211

02905_kiboutokushiryou2.pdf 

 

最先端技術の活

用方法 

実証実験の結果、上流のマンホールでは、ゲリラ豪雨の発生後、15

分から 30 分で水位が最大になること。中流、下流に向かうほど加速

的に水位が増加すること。上流マンホールと下流マンホールで最大水

位を示す時間は 15 分ほどのタイムラグがあることがわかった 

実証実験を踏まえ、郡山市では水位計の本格導入を決定し、2017 年 8

月から市内 6 箇所の合流式下水道管内において水位計が稼働してお

り、現在にいたるまで、水位データを採取し続けている。蓄積できた

https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
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データはまだ少ないだが、そのなかでも今まで視えなかった下水道管

の水位を把握することで、様々なバリエーションの降雨における水位

変動のしかたや、下水道管下流において河川水位の影響を受ける水位

など今まで現場での経験に基づいて判断していたデータがより正確

に数値化できるようになってきた。また、水位計だけではなく、樋門

への Web カメラの設置や河川接続部への流向計の設置などにも積極

的に取り組んでいる。こういった機器を増設していくことにより、下

水道管内の水位や浸水情報を一元化し、リアルタイムで把握すること

により、限られた人員のなかでも IoT を活用した雨水管理のスマート

化が期待される。 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

豪雨の際には、浸水常襲区でのパトロールの実施や、市民からの通

報を受けて現地に駆け付け、下水道の氾濫状況を確認することで、浸

水状況の確認および被害軽減策の検討を行っていたが、浸水の現場に

駆け付けた時には、既に浸水が引いていることなどもあり対応が後手

にまわってしまうこともあり、下水道管路内の実際の状況を正確に、

そしてできるたけ早く把握することは雨水を管理するための大きな

課題となっていた。水位の変化が数値化されたことで、排水計画の検

証が可能になり、今後の浸水対策の計画の策定に活かせる。また、長

期間バッテリー交換不要となるエネルギー・ハーベスティング技術

は、ランニングコストの大幅な縮減が期待できるとともに、交通量の

多い場所に設置されているマンホールにおいての危険の伴う保守作

業軽減にもつながる。 

水位の変化が数値化されたことで、排水計画の検証が可能になり、

今後の浸水対策の計画の策定に活かせる。また、長期間バッテリー交

換不要となるエネルギー・ハーベスティング技術は、ランニングコス

トの大幅な縮減が期待できるとともに、交通量の多い場所に設置され

ているマンホールにおいての危険の伴う保守作業軽減にもつながる。 

課題 今後、実測データを解析して水位予測を高精度化するなど、実証実

験で得られた成果を中心に開発を進め、同技術の 2016 年度中の製品

化を目指す。郡山市では、今後、落合堀雨水幹線の排水計画の検証を

行い、新たな浸水被害対策に生かしていく。 

その他関連項目  
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参考資料等 「防災における DX の推進に向けた取組報告書」 

（令和 3 年全国知事会危機管理・防災特別委員会資料） 

https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/20211

02905_kiboutokushiryou2.pdf 

 

「富士通研究所、郡山市との実証実験で、ゲリラ豪雨による内水氾濫

の兆候を検知」 

（IoTNews2015 年 12 月 22 日） 

https://iotnews.jp/archives/10189 

 

  

https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
https://iotnews.jp/archives/10189
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NO.10 

項目 内容 

取組主体 静岡県静岡市 

協力者 トヨタ IT 開発センター 

対象とする災害

の種類 

地震・水害 

取組の概要 大規模災害発生時、クラウド環境を利用した GIS(地理情報システ

ム)システムにより、消防等緊急車両の通行、救援物資の運搬、緊急避

難地としても使われる「道路」の啓開(通行可否)情報を的確に発信し、

また、通常時においても通行規制等、各種情報の発信が可能なシステ

ムである。 

 

出典：https://www.applic.or.jp/pdf/future_20/03/4.pdf 

活用されている

システム・技術等 

GIS、クラウドシステム、ビッグデータ（交通情報） 

最先端技術の活

用方法 

しずみち info では、大規模災害時のアクセス集中による高負荷の

運用を想定したクラウド環境で、道路の通行規制情報と災害情報を公

開サイトより一般公開している。 

しかしながら、公開サイトでの情報提供には大きな課題があった。

それは、公開サイトにアクセスする閲覧者にしか詳細情報が伝わらな

いため、情報の拡散に限界があることだ。アンダーパスの冠水、山間

地の道路崩落などの情報は、人命にも関わる重要な情報なので、運転

中のドライバー、車での移動を考えている方等、多くの人にリアルタ

イムで提供したい情報だ。こうした重要な情報を広く伝える手法につ

いて、庁内で検討を重ねた結果、Web アプリケーションやスマホアプ

https://www.applic.or.jp/pdf/future_20/03/4.pdf
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リケーション、またはカーナビ等に直接、道路情報のデータを発信で

きないか考えるようになった。 

Google の基幹イベント「GoogleAtmosphereTokyo2014」での静岡

市長の基調講演をきっかけに、クルマ情報の活用を研究している(株)

トヨタ IT 開発センターとの共同実験が 2015 年 7 月より開始。オー

プンデータ化した道路情報とクルマ情報を組み合せた新しいサービ

スの創出を目的とした共同実験を行なっている。その共同実験の成果

として構築されたものが、「しずみち info」の「道路情報」を、オープ

ンデータとしてリアルタイムに提供し、Web アプリやカーナビなどと

マッシュアップすることを可能とした、静岡市独自の「WebAPI」を

提供している。これにより、災害情報や通行規制情報などの動的オー

プンデータと、地図の高度化に繋がる静的データ、あわせて 35 種類

の道路関連情報をオープンデータとして提供している。 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

東日本大震災では多くのサイトでアクセスが難しいことが一つの

原因となり、情報収集・伝達ができない状況下で災害対応を強いられ

たと考えており、庁舎にサーバーが設置されているシステムによる災

害対応の限界が顕在化した。また、2011 年の台風災害では静岡市山

間部で 1、000mm を超える雨量が観測され、多くの道路が被災し、

孤立した集落が発生した。この災害では、職員が現地で状況把握して

も情報を市庁舎に伝達し共有することが難しい問題に直面し、どの道

が通れて、どの集落が孤立しているのかなど、被災の全体像を把握す

ることに長時間を要した。Google のクラウド環境にて構築した GIS

の「しずみち info」によりこれらの課題を解決し、リアルタイムかつ

クラウド上で通行可能の道路を把握し、迅速な災害対応にあたること

ができる。 

課題 課題は情報の精度を確保するシステム運用である。しずみち info の

道路情報は、基本的に市職員が登録を行う。しかし、登録された情報

の精度は、各職員により差があるのが現状だ。特に道路の時間帯規制

等、短期間で状況が変化する情報は、細かな情報入力作業が必要であ

り、その扱いが難しいと実感しており職員が情報を入力しやすいシス

テムへの改修を進めている。また、リアルタイムを更に追求して、現

場の工事業者から情報発信させる手法についても検討を進めている

が、最終的には情報を入力する職員や工事会社の負担とならない、自

然な運用が必要である。 

その他関連項目  

参考資料等 「防災における DX の推進に向けた取組報告書」 
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（令和 3 年全国知事会危機管理・防災特別委員会資料） 

https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/20211

02905_kiboutokushiryou2.pdf 

 

「しずみち info・通行規制データのリアルタイム・オープン化(静岡

市)」FutureVol.202017.3 

https://www.applic.or.jp/pdf/future_20/03/4.pdf 

  

https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
https://www.applic.or.jp/pdf/future_20/03/4.pdf
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NO.11 

項目 内容 

取組主体 岐阜県大垣市 

協力者 アーバン・イノベーション・ジャパン（ UIJ）  

ベル・データ株式会社  

対象とする災害

の種類 

地震 

取組の概要 BxLink は入出庫や移動、棚卸時に入力結果をリアルタイムに反映

し、常に正確な備蓄を表示する。またイベントや充足率は可視化され、

現状を直感的に理解することが出来る。 

活用されている

システム・技術等 

PC アプリケーション BxLink、クラウドシステム 

最先端技術の活

用方法 

BxLink は備蓄の消費期限を色分けし、期限切れ前にダッシュボー

ド上でアラートを掲示する。これにより消費期限切れが近づいて備蓄

の活用や、備蓄計画や予算検討に役立てることが出来る。 

地図データやハザード・天候データと連携し、防災シミュレーション

や防災情報ポータルとして活用することが出来る。 

また行政や民間企業と備蓄データを連携し、官民の垣根を越えた、広

域備蓄情報を共有できる。 

 

 

出典：https://sendai-bosai-

tech.jp/media/files/event/conference/2022/2022_pdf/OP5_Ogaki.pdf 

 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

これまでは備蓄を紙や Excel で管理していたため、消費期限切れに

気が付かず、無駄に廃棄が発生してしまうケースが頻繁にあった。 

「在庫管理」や「賞味期限管理」など一般的な管理機能に加えて「人

https://sendai-bosai-tech.jp/media/files/event/conference/2022/2022_pdf/OP5_Ogaki.pdf
https://sendai-bosai-tech.jp/media/files/event/conference/2022/2022_pdf/OP5_Ogaki.pdf
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したか） 口動態シミュレーター」があることがポイントである。この機能に

よって、自治体等が単なる人の数ではなく、人の“属性”ごとにあわ

せた備蓄計画を立てやすくなっている。 

課題 使い勝手の良さを指摘する声がある一方で、表示方法や機能面で改

善を要望する声もあった。要望を踏まえ、システムをカスタマイズし、

正式に導入することになる。 

発災時に国や他の自治体から応援物資が届き、避難所で物資が消費さ

れる。それらは防災担当以外の職員が対応し、あらかじめ管理してい

る備蓄品と発災後に届く支援物資を含めた物資の移動や滞留、過不足

を簡単に把握するにはどうするか、という課題がある。 

 

 

出典：https://sendai-bosai-

tech.jp/media/files/event/conference/2022/2022_pdf/OP5_Ogaki.pdf 

その他関連項目  

参考資料等 「岐阜県大垣市の防災 DX 事例」 

（大垣市危機管理室 2022 年年 3 月 1 日） 

https://sendai-bosai-

tech.jp/media/files/event/conference/2022/2022_pdf/OP5_Ogaki.pdf 

 

「備蓄物資の在庫管理を DX 化！岐阜県大垣市に導入の狙いを聞く」 

（地域のなかに防災ニッポン 2022 年 7 月 4 日） 

https://www.bosai.yomiuri.co.jp/biz/article/6843 

 

 

  

https://sendai-bosai-tech.jp/media/files/event/conference/2022/2022_pdf/OP5_Ogaki.pdf
https://sendai-bosai-tech.jp/media/files/event/conference/2022/2022_pdf/OP5_Ogaki.pdf
https://sendai-bosai-tech.jp/media/files/event/conference/2022/2022_pdf/OP5_Ogaki.pdf
https://sendai-bosai-tech.jp/media/files/event/conference/2022/2022_pdf/OP5_Ogaki.pdf
https://www.bosai.yomiuri.co.jp/biz/article/6843
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NO.12 

項目 内容 

取組主体 愛知県豊橋市 

協力者 株式会社 Spectee 

対象とする災害

の種類 

洪水、高潮、津波、竜巻等 

取組の概要 防災 DX を目指していたわけではなく、災害時に「情報が早く欲し

い」「共有したい」ということを第一に求めていた。それには紙での情

報共有ではスピード感がとても間に合わず、IoT、AI、ドローンの活

用が必要と考えた。また、国の機関に出向していた職員が豊橋市に

戻った際にサービスを知ったことがきっかけで、「SpecteePro」とい

う AI 等の最先端の技術を活用した SNS 災害情報サービスの無料ト

ライアルを実施した。2019 年 10 月に発生した東日本台風の際に、

SpecteePro の災害時における有効性が確認できたことで、現在は正

式に導入している。こうしたデモや実災害で組織全体がその有効性を

認知し、結果として、防災 DX の第一歩を踏み出すことになった。 

現在では、SpecteePro やドローンのツール、PHEV やテント等の長

期間活動ができる資機材も整えることで、自己完結型の支援体制を整

えている。このような取組が、豊橋市の防災対応力のさらなる強化に

つながっている。 

 

 

出典：https://dxhakusho.com/2907/ 

 

活用されている

システム・技術等 

「SpecteePro」 

SNS、気象データ、河川・道路カメラ、人工衛星データ、人流デー

タ等のデータを収集し、AI 解析をすることで「危機」を可視化する

https://dxhakusho.com/2907/
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データ解析プラットフォーム。具体的には、SNS で上がってきた動

画、テキストを AI が自動的に判断し、地図上にプロットすることで、

解析した情報をすぐに画面上で確認することができる。そのため、必

要な情報を「迅速に」「正確に」配信・可視化が可能であり、ハザード

マップと重ね合わせたデータ分析も可能なため、災害情報を見える化

できるのが特徴。情報については、デマ・フェイク・誤情報等への対

応として、1 次チェックは過去データから AI が解析し、２次チェッ

クでは専門チームが 24 時間 365 日体制で情報を確認している。この

ように情報の正確性も担保されてあり、既に合計 100 を超える自治

体・官公庁での導入実績がある。 

最先端技術の活

用方法 

SNS から災害に関する様々な情報を収集し、AI で解析して危機を可

視化する。また、訓練において実際の災害を体験することは難しいが、

Spectee では、画面上で過去の災害時の様子を映し、シミュレーショ

ンをする事ができ、臨場感のある訓練が実施できる。 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

2017 年に竜巻が発生した当時、豊橋市の災害対策本部には、特に情

報収集するツールが十分ではなく、災害対応に必要な情報が乏しい状

態だった。竜巻発生とその被害情報を初めに知ることができたのは、

テレビのニュースが報じた視聴者の SNS 情報であり、災害対応が後

手に回っていたことが否めない状況だった。災害対策本部には、問い

合わせや連絡が入ることもあるが、それらは断片的な情報で現場の全

体像が見えづらいものだった。本来であれば、災害時に情報が集約さ

れるべき災害対策本部に、情報が乏しいという問題を抱えていた。 

 

SNS での情報源は報道よりも早い。これらの情報収集により、実際

の災害時にどのような情報が収集できるのかや、被災地支援の出発前

に現地の状況を確認できるようになった。現在では、様々な災害や事

故の状況をいちはやく防災危機管理課で覚知をして、関係する各部署

に連絡をする体制を整えられている。 
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出典：https://spectee.co.jp/report/webinar_20211126_toyohashi/ 

 

 

出典：https://dxhakusho.com/2907/ 

 

 

出典：https://spectee.co.jp/report/webinar_20211126_toyohashi/ 

 

https://spectee.co.jp/report/webinar_20211126_toyohashi/
https://dxhakusho.com/2907/
https://spectee.co.jp/report/webinar_20211126_toyohashi/
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課題 自治体で新しい取り組みをする際は組織内、文化的な困難がつきも

のである。その点では豊橋市も SpecteePro 導入時に様々な壁に直面

した。その中でも一番大きい壁は、担当者自身がそもそも素晴らしい

システムが存在しても知らないことや、仕組み理解していないこと

だった。新しい仕組みを熟知せずに、組織の財政当局、トップへ説明

するのは非常に難しい。そこで、豊橋市では無料トライアルという形

で導入し、様々な訓練や実際の災害対応の中で、トップも巻き込み見

せる、使う機会を地道に積み上げ。組織全員が新しい仕組みを知り、

それが良いものだと認識しなければ導入及び長く使い続けていくこ

とは困難である。訓練をはじめ、普段から使えることを周知する機会

を積極的につくり、組織全体を巻き込むことが大切。 

その他関連項目 株式会社 Spectee について 

国内企業契約社数 No.1、自治体契約数 No.1 の AI 防災・危機管理

ソリューション『SpecteePro』を中心に、AI 等の最先端の技術を活

用したビッグデータ解析を通して、災害関連情報や企業のリスク情報

などをいち早く提供する他、デジタルツイン技術による被害のシミュ

レーションや予測などを行っている。「危機を可視化する」をスロー

ガンに、すべての人が安全で豊かな生活を送れる社会の創造を目指し

ている。 

URL：https://spectee.co.jp/ 

参考資料等 防災 DX 事例「豊橋市×Spectee」 

https://dxhakusho.com/2907/ 

 

【Web セミナー】「Specteex 豊橋市」防災 DX セミナー【2021 年 11

月 26 日開催】 

https://spectee.co.jp/report/webinar_20211126_toyohashi/ 

 

 

  

https://spectee.co.jp/
https://dxhakusho.com/2907/
https://spectee.co.jp/report/webinar_20211126_toyohashi/
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NO.13 

項目 内容 

取組主体 香川県高松市 

協力者 日本電気株式会社 

対象とする災害

の種類 

水害（台風・高潮等） 

取組の概要 センサーから取得した水位等のリアルタイムデータと、地図情報等

を組み合わせたデータ利活用を行うことで、早期の安全対策の実施、

災害対応の効率化を図るシステムを構築している。 

 

出典：https://www.soumu.go.jp/main_content/000563390.pdf 

 

活用されている

システム・技術等 

クラウドシステム・IoT（水位センサー・スマートメーター・GPS・

スマートフォン）、オープンデータ 

 

最先端技術の活

用方法 

香川県高松市では水位・潮位の情報については、市の管理する河川

や海岸部など、本市水防計画上の観測地点(13 か所)にセンサーを設置

し、リアルタイムにデータを収集・分析している。 

また、香川県の防災情報(かがわ防災 Web ポータル)とも連携してお

り、県が管理する河川の水位などについても情報収集し、災害対応に

活用している。 

収集した水位・潮位の情報は、地図(ダッシュボード)上で一元的に

管理し、状況については矢印の色や方向で示すとともに、アイコンそ

のものも警戒水位や危険水位などの基準に応じて色が変化する仕組

みとなっている。さらに、観測地点ごとに、水位・潮位のデータに加

https://www.soumu.go.jp/main_content/000563390.pdf
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えて、近隣の観測地点の降水量データを収集・表示することで、水位・

潮位の今後の予測にも活用できるようにしている。 

避難所の安全情報については、避難所となる市内 30 か所のコミュニ

ティセンターに設置されているスマートメーターから通電情報を収

集し、災害が発生した際の避難所開設が可能かどうかの判断を行う。 

 

出典：https://www.soumu.go.jp/main_content/000563390.pdf 

 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

ライブカメラや気象情報などとともに、市全域のリアルタイムの水

位・潮位の状況や、避難所の安全情報を地図(ダッシュボード)上で確

認するとともに、大型モニターに表示し、関係部署との速やかな情報

共有を図りながら、街区における冠水や浸水を可視化土嚢手配措置、

交通事業者への周辺状況通知、避難所の使用可否の迅速な把握や避難

所周辺エリアの停電確認など迅速な対応につなげている 

課題 水位・潮位の変動をリアルタイムに数値で把握し、適時・早期の現

場出動が可能となったものの、急激な水位上昇への対応については、

職員が現地で目視確認したのち状況を伝達してくるまで、本部では具

体的な状況が掴めず、事象に応じた対策・対応の早急な立案・準備、

判断などが困難な状況である。また、アンダーパスについても現状で

はリアルタイムに状況が把握できず、職員が現地に到着するまで、対

応についての判断ができない状況である。このようなことから、水位・

潮位センサーを設置している水防計画上の観測地点への監視カメラ

の設置や、アンダーパスの冠水状況を通報する装置の設置により、更

なるデータの収集を図るとともに、現地に出向いた職員がスマート

フォンで撮影した画像や映像についても、IoT 共通プラットフォーム

https://www.soumu.go.jp/main_content/000563390.pdf
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に収集し、ダッシュボードに表示するなど、災害対策本部室において、

迅速かつ的確な災害対応及ビ市民の安全確保が行えるよう、機能の拡

充に向けて取り組んでいる。 

平成 30 年 7 月豪雨においては、福山市でため池の決壊による人的

被害が発生している。本市にも、大小様々な灌漑用ため池が約 3、000

か所点在しており、近年多発している集中豪雨などの際には、これら

の決壊による浸水被害などが懸念される。ため池に起因する被害を未

然に防止し、あるいは軽減するためには、ため池を適切に管理する必

要がある。本市においては、ため池の状況を「見える化」することが

有効な手段の一つと考え、スマートシティ推進協議会会員である地元

民間事業者と共同で、市内 3 か所のため池に水位センサーを設置し、

常時水位の情報が通知される「ため池の水位確認システム」の実証実

験を実施しており、今後、課題を整理しながら実用化に向けた検討を

進めることとしている。 

その他関連項目  

参考資料等 「防災における DX の推進に向けた取組報告書」 

（令和 3 年全国知事会危機管理・防災特別委員会資料） 

https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/20211

02905_kiboutokushiryou2.pdf 

 

「スマートシティたかまつ」プロジェクトの推進について 

（総務省 ICT づくり推進会議スマートシティ検討 WG 資料 

平成 30 年 5 月 28 日） 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000563390.pdf 

 

（異種システム連携による都市サービス広域化(高松広域-防災)と複

数都市間のデータ連携の実証） 

（日本電気株式会社資料 2020 年 3 月 18 日） 

https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain/a-2-4_200318.pdf 

 

 

  

https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
https://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/2/2021102905_kiboutokushiryou2.pdf
https://www.soumu.go.jp/main_content/000563390.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain/a-2-4_200318.pdf
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NO.14 

項目 内容 

取組主体 熊本県熊本市 

協力者 損害保険ジャパン日本興亜株式会社 

OneConcern Inc. 

株式会社ウェザーニュース 

対象とする災害

の種類 

地震・水害 

取組の概要 地域防災に関わる気象や建物などの各種データと AI を活用し、洪

水・地震などの災害の発生前・発生時・発生後における正確な被害予

測サービスとリアルタイムな被害状況の把握が、ブロック(区画)単位

で可能となる。 

活用されている

システム・技術等 

AI、IoT（震度計）、ビッグデータ（気象情報、建物情報、GIS） 

 

最先端技術の活

用方法 

災害発生前には高度な AI 技術の活用により、災害危険性と地域の

脆弱性を評価し、動的シミュレーションを用いた正確な被害予測シ

ミュレーションが可能となる。防災・減災システムのユーザーとな

る熊本市役所や消防・救急は、これらのシミュレーションに基づ

き、効果的な BCP プランや防災計画の策定・見直し、自衛消防団・

地域住民が参加するリアルな防災訓練の実施、災害時における避難

場所や避難方法の見直しなど、災害発生前における防災・減災対策

の強化が可能となる。 

災害発生時には発災直後に提供される被災地域の被害予測サービ

スにより、リアルタイムで被害状況の把握が可能となり、地域全体

が受ける損害のインパクトが明らかになる。ユーザーは、これらの

情報をもとに災害の被害地域・被害規模を正確に把握し、高齢者や

子供を優先的に救助するなど、災害発生時における効率的・効果的

で迅速な初動対応の実現が可能となり、被害を極小化することがで

きる。災害発生後も被害状況の詳細を収集し、実際の被害データと

して被害予測サービスに組み入れるとにより、地域の実情に合った

リアルタイムで正確な被害状況の把握が可能となる。 
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出典：https://bp-affairs.com/news/2019/03/20190329-9066.html 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

システムのユーザーは、これらの情報をもとに災害からの早期回復

へ向けた適切で効果的な復興対策を検討することができ、災害発生後

の地域レジリエンス(復元)力の向上につながる施作を打つことができ

る。今後このシステムと保険商品とを連動させることで、リスクファ

イナンスの推進や BCP の推進などが図られる予定である。 

課題 地域の脆弱性が評価されることで、地価への反映があり、経済的に

困難な世帯が脆弱性の高い地域に住まなくてはいけない可能性が高

まるため、行政も踏まえた対策が必要となる。 

その他関連項目 OneConcern はアメリカの防災スタートアップ企業である。 

 

参考資料等 「AI が変える日本の防災・減災対策熊本市が防災・減災システムの

実証実験開始」 

（bp-Affairs2019 年 3 月 29 日） 

https://bp-affairs.com/news/2019/03/20190329-9066.html 

 

 

  

https://bp-affairs.com/news/2019/03/20190329-9066.html
https://bp-affairs.com/news/2019/03/20190329-9066.html
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NO.15 

項目 内容 

取組主体 熊本県西原村 

協力者 防災科学研究所、熊本高等専門学校、エー・シー・エス株式会社、株式

会社 Rimos、NTT ドコモ 

対象とする災

害の種類 

地滑り・斜面崩壊 

取組の概要 低コストで多用途（斜面変動の監視、河川水位変動の監視など）の IoT

センサーを共同で開発。また、雨量概況、気象警報･注意報、ハザード

マップなどの各種公開情報と、IoT センサーにより現地で観測したリア

ルタイムの情報を一元化するためのWeb-GISシステム開発を進めてい

る。 

活用されてい

るシステム・技

術等 

IoT（ＭＥＭＳ（微小電気機械システム）型加速度センサー）、ビッグ

データ（気象情報）、AI 

 

出典：

https://www.bosai.go.jp/activity_special/collaboration/detail002.html 

 

最先端技術の

活用方法 

防災科研と熊本県などが協力し、土砂災害を起こす斜面の変化を捉

える新たな監視システムの実証を開始。 

杭（くい）の中にＭＥＭＳ（微小電気機械システム）型加速度センサー

を組み込んだ装置を熊本県阿蘇市、南阿蘇村、西原村の計９地点に設置

した。 

斜面に「異変」があった時点での通知で、避難に十分な時間はとれな

い。だが、設置数を増やして実証を重ね、ビッグデータ（大量データ）

化すれば、予兆現象を捉えられる可能性が高い。人工知能（ＡＩ）によ

るリスク判断の自動化も検討中である。 

活用のメリッ 斜面の監視における大幅なコストダウンが見込まれる。既存の斜面

https://www.bosai.go.jp/activity_special/collaboration/detail002.html
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ト 

（組織や業務

がどのように

変化したか） 

監視装置は設置費を含め数百万円がかかるが、このセンサ―は自治体

や個人でも設置できる価格で、まずは設置地域を増やしたいとの声が

ある。 

このプロジェクトでは、斜面全体の監視で２０万―３０万円のシステ

ムを目指している。ＩｏＴ技術の進展やセンサー類の低価格化で、個人

が自宅の裏山にセンサーを設置して監視し、さらにそれぞれからの

データを共有して地域の防災につなげることも将来的に見込まれてい

る。 

課題 避難の目安となる土砂災害警戒情報はこれまでの経験やデータのも

とに発令されており、実際の斜面の緩さを計測しているものではない

ため、早期の発令が行われること、発令が遅れることがある。 

しかし、杭による実測値データだけを信頼することも避難が遅れるこ

ともあるため、降雨量も含めた全体のデータを元に避難指示等の判断

がされるシステムが必要となる。 

その他関連項

目 

 

参考資料等 「「地産地防」—地域の産業で地域の防災を実現する」 

（防災科学研究所 HP 研究紹介） 

https://www.bosai.go.jp/activity_special/collaboration/detail002.html 

 

「NTT ドコモも参画、土砂災害の｢突然｣なくせ熊本県で斜面監視シス

テム開発へ」 

（NewsSwitch2018 年 04 月 17 日） 

https://newswitch.jp/p/12640 

 

 

  

https://www.bosai.go.jp/activity_special/collaboration/detail002.html
https://newswitch.jp/p/12640
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NO.16 

項目 内容 

取組主体 熊本県嘉島町 

協力者  

対象とする災害

の種類 

地震・水害 

取組の概要 災害対応工程管理システム“BOSS”は「業務毎」もしくは「所属毎」

に災害対応工程フローを作成し、各業務の概要や関連する村地域防災

計画の規定、必要なマニュアル、国の通知、過去の災害対応で作成し

たファイルなどをリンク付けして参照することのできるものである。 

活用されている

システム・技術等 

災害対応工程管理システム“BOSS”、クラウドシステム 

 

最先端技術の活

用方法 

このシステムを活用することにより業務を熟知していない職員でも

業務の全体像の把握、業務内容の把握及ビ業務の実施に必要なマニュ

アル、システム等を素早く把握することが可能となり、災害対応業務

を円滑に実施することを可能となる。また、このシステムはクラウド

方式のため、災害現場での利活用や他自治体への災害応援派遣の際

に、受援自治体へのアドバイスや様々な質問にも庁舎外からタブレッ

ト端末を使用し、システムにアクセスすることで迅速かつ的確な対応

が可能となる。 

 

出典：

https://www.isad.or.jp/pdf/information_provision/information_prov

ision/h30/ICT30_all.pdf 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

応援側受援側双方にメリットがあり、これを活用することによって

災害時における初動対応を含む業務の「迅速化」と「均質化(標準化)」

を図ることができる。 

それは、このように大きな災害が発生した際に、自治体または対応に

https://www.isad.or.jp/pdf/information_provision/information_provision/h30/ICT30_all.pdf
https://www.isad.or.jp/pdf/information_provision/information_provision/h30/ICT30_all.pdf
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あたる職員等が何を基に行動するのかということになるが、多くの場

合で地域防災計画や付随するような○○計画、○○要綱、○○マニュアル

等に沿って行動する。地域防災計画といえば、少なくとも数十ページ、

中には 1000 ページ近いものも存在する。嘉島町のものは資料編まで

含めて約 300 ページとなっており、関連する要綱やマニュアル等も含

めると数百ページに及ぶ。このように膨大なページ数の地域防災計画

等を災害発災後から読み始めて該当箇所を探そうとしても、なかなか

大変なことでり、確認時間を要する。理想はすベての職員が自分の従

事する業務に関係する地域防災計画の該当箇所やマニュアルを覚え

ておくことであるが、読み込んでいき内容を理解するにはかなりの時

間と労力を要すため、現実的には難しいところがある。 

課題 行政は異動が頻繁にあり、人や役務が変わることも多いため、シス

テムを導入するだけでは、災害時にシステムの活用ができなくなる。

平時より訓練を行う中で、システムの活用について確認をする必要が

ある。 

その他関連項目  

参考資料等 地域防災データ総覧市町村における防災 ICT 関連技術の導入に関す

る資料集編 p139-146 

https://www.isad.or.jp/pdf/information_provision/information_prov

ision/h30/ICT30_all.pdf 

 

  

https://www.isad.or.jp/pdf/information_provision/information_provision/h30/ICT30_all.pdf
https://www.isad.or.jp/pdf/information_provision/information_provision/h30/ICT30_all.pdf
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NO.17 

項目 内容 

取組主体 株式会社ウェザーニュース 

協力者 国立研究開発法人情報通信研究機構 

国立研究開発法人防災科学研究所 

LINE 株式会社 

対象とする災害

の種類 

地震・水害（浸水・台風・高潮）等 

取組の概要 SOCDA は第二期 SIP「国家レジリエンス（防災・減災）の強化」に

おいて、「避難・緊急活動支援統合システム開発」の一環として開発中

の防災チャットボットである。チャットボットは LINE 等のチャット

上で動作する自動対話プログラム全般を指す言葉だが、現在広く商用

で利用されるチャットボットは問合せ対応対話機能のみを持つもの

が中心である。SOCDA では問合せ対応に限らず、防災に関する様々

な会話をユーザに対して自動で行うシステムであり、ユーザからの話

し掛けに対応するだけでなく、自発的に情報収集や避難に関する情報

を提供する会話を開始することも可能である。 

活用されている

システム・技術等 

防災チャットボット「SOCDA」 

AI、気象データ、道路情報、衛星情報、地理空間情報等 

SOCDA は第一期 SIP「レジリエントな防災・減災機能の強化」の

一環として開発された SIP4D（基盤的防災情報流通ネットワーク）と

接続されている。SOCDA が収集した災害関連情報は、SIP4D へとリ

アルタイムで共有され、災害対応機関に共有される。これにより、災

害の現場の一般市民あるいは、現場職員の報告が、市町村だけでなく、

都道府県や府省庁にも即時に共有され、素早い災害対応につながるこ

とが期待される。 
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出典：https://www.jstage.jst.go.jp/article/bplus/15/3/15_200/_pdf 

 

最先端技術の活

用方法 

SOCDA には、ユーザがチャットボットと対話形式で、災害の状況

を報告する機能が備わっている。災害収集には、二つのモードが存在

し、一つは自由文記述モード、もう一つが選択肢モードである。自由

文記述モードは、SOCDA と対話をする中で、起こっている災害情報

の自由な記述、地図からの位置情報の入力、写真の投稿を行うモード

である。投稿のテキスト情報から災害の種別を自動判定し、種別ごと

に地図上に表示することができる。また、消防団員、市の職員等が使

用する場合は、所属情報を認証し、災害関連情報を投稿することがで

きる。更に所属情報などを地図上で確認し、所属を絞って収集した情

報を確認することもできる。そのため消防団員などの信頼度の高い所

属の人からの災害情報だけを表示することも可能である。 

 

出典：https://www.soumu.go.jp/main_content/000783476.pdf 

 

また、災害情報の投稿者を指定して災害対策本部等から手動でメッ

セージを送信することも可能となっており、報告された災害に対して

より詳細な情報を確認したい場合、その旨の依頼などが可能である。 

災害対応機関での職員向けの業務を支援することも可能となって

おり、メッセージ配信方式では、所属や位置情報などの属性情報を基

に送信対象を指定することが可能で、気象情報などを対象地域の住民

だけに送信することが可能になる。今後、現在実用化が進められてい

る避難指示情報の地図データによる配信が進めば、避難指示の対象地

域の住民のみに情報を発信することも可能となる。 

避難支援機能は、ユーザ一人一人の置かれた状況に応じて、避難行動

https://www.jstage.jst.go.jp/article/bplus/15/3/15_200/_pdf
https://www.soumu.go.jp/main_content/000783476.pdf
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を推薦する機能である。ユーザは事前に現在地やよくいる場所の登録

と、小さな子供と一緒であるか、体が不自由で自力での移動に制限が

あるか、などといった情報を SOCDA に伝え、それらを考慮して避難

行動を開始する警戒レベルを設定することができる。また、ハザード

マップと防災気象情報などの公的データを基に、現在地の危険度を参

照し、ユーザが避難行動を開始した方がいいかを判定する。避難行動

を開始した方がいいと判断された場合、近隣の避難所情報を提供し、

どの避難所へ避難するのかをユーザに確認する。ユーザとの対話か

ら、在宅避難を選択したか、避難所への避難を選択したか、避難所へ

の避難の場合はどの避難所への避難を選択したかを把握できる。更

に、避難所への避難の場合には、避難準備中、避難中、避難済みといっ

たステータスを把握できる。これらを集計することで、避難所ごとに

何人避難しているか、これから何人が避難を予定しているか、といっ

た避難所の混雑に関する傾向を得ることができるため、災害対策本部

等において避難所の混雑が予測できるようになることにより、避難所

が満員になる前に新規の避難所を開設したり、広域避難の応援要請を

実施したりするなど、自治体の避難所運営を先回りして支援すること

が可能である。また、混雑状況をユーザにフィードバックすることで、

避難先の決定を支援し、ユーザの避難行動を支援することもできる。 

 

出典：https://www.soumu.go.jp/main_content/000783476.pdf 

 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

SOCDAで収集した情報を基に自治体が災害の被害状況を把握でき

るようになってきており、被害状況に対して実働も含めた対応を行い

つつある。SOCDA の導入により、これまで被災の情報は通報後、公

共団体や消防が確認し、防災対策に情報を反映させるため、時間がか

かっていたが、SOCDA を導入することにより、市民から情報が集ま

りそれにより対策が講じられるようになったため、初期対応が速く

なっている。 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000783476.pdf
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2021 年 2 月 13 日に発生した福島県沖地震の際に、南相馬市では実

際に災害情報が収集された。地図上の表示は、自動判定された災害種

別の情報を基に、「水道トラブル」の情報のみを表示している。この情

報から、南相馬市の広範な地域で断水や水の濁りが発生していること

を確認できる。また、右下 2 枚の投稿は消防団員から投稿された情報

であり、道路破損などが起こっていることを、デマの心配が比較的少

なく確認することができる。 

 

出典：https://www.jstage.jst.go.jp/article/bplus/15/3/15_200/_pdf 

 

三重県における実証実験では、水防団の所属を登録しておくこと

で、担当している河川が水防団待機水位に逹すると、自動的に待機を

指示するメッセージを送るなど、災害対応業務支援でも活用できるこ

とが確認された。 

課題 災害情報登録の自由文記述モードで投稿された文章の解析精度向

上のため、実証実験での投稿も学習データとして利用した深層学習に

よる文章解析に取り組んでいる。近年のコロナ禍では、避難所の定員

数を削減する動きなどもあり、避難所が満員になりやすくなってお

り、避難所の混雑予測の重要性は増しているといえる。加えて、情報

収集の機能として説明した選択肢式の質問によりユーザの健康状態

等を確認し、より適切な避難行動へ誘導することも可能である。避難

所での実測した避難人数や人口統計などと組み合わせて混雑予測を

補正し、より精度の高い混雑予測モデルを構築することを検討してい

る。災害時には家族や近隣住民と相談しながら避難を決断するケース

も多いと考えられるため、避難支援機能をグループチャットまで機能

拡張を検討している。グループチャットでの避難支援では、事前に避

難のタイムラインを作成する機能や、実災害時にそのタイムラインに

沿って避難を促す機能の開発を検討している。 

その他関連項目 株式会社ウェザーニュース 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/bplus/15/3/15_200/_pdf
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日本に本社を置く世界最大の気象情報会社。世界 50 か国・地域に展

開し、1000 人を超えるスタッフにより 24 時間 365 日、世界中の気象

を毎日観測・解析・分析・予測している。 

https://jp.weathernews.com/ 

参考資料等 「災害対応における ICT 活用と防災チャットボット SOCDA」 

通信ソサイエティマガジン No.59 冬号（2021） 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/bplus/15/3/15_200/_pdf 

「「防災チャットボット(SOCDA)」が実現する災害情報の把握と提

供」 

防災情報通信セミナー資料 2021 年 12 月 1 日開催 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000783476.pdf 

  

https://jp.weathernews.com/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/bplus/15/3/15_200/_pdf
https://www.soumu.go.jp/main_content/000783476.pdf
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NO.18 

項目 内容 

取組主体 株式会社バカン 

協力者 新潟県長岡市 

対象とする災害

の種類 

地震・水害 

取組の概要 リアルタイム空き情報配信プラットフォーム「VACAN」を通じて

行われ、インターネット上で現在対象となる市内の避難場所は計 249

か所の場所・混雑状況を確認することができる。 

活用されている

システム・技術等 

IoT、スマートフォンアプリ「VACANMap」、位置情報 

最先端技術の活

用方法 

避難される方はこの VACANMaps に PC やスマートフォン等でア

クセスすることで、各施設の位置や混み具合を確認することができ

る。混み具合の情報は、市職員がインターネット上の管理画面から操

作することで更新できる。表示は、「空いている」「やや混雑」「混雑」

「満」の 4 段階で表示される。 

 

出典：

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000108.000018933.html 

 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

コロナ禍においては、感染拡大防止のために人と人との間に距離を

確保する社会的距離（ソーシャルディスタンス）などが求められる。

これは災害時に開設される避難施設でも例外ではなく、距離の確保や

体調不良者のゾーニングなどが重要になる。一方で、そうした状況下

においては各避難施設の収容可能人数が従来と比べ少なくなる可能

性があり、一部の避難施設に人が集中することを避け、分散して避難

をすることが必要になる。 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000108.000018933.html
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長岡市は 2019 年の台風 19 号の際、信濃川支流の逆流による浸水

被害や、1200 人以上の避難者の発生など、大きな災害となった。今

後いつ起こるかわからない災害への備えとして、今回の取り組みは、

避難される方や遠方にお住まいのご家族の方が混雑状況を簡単にス

マホなどから確認できるようにし、分散避難を考慮して行動できる環

境づくりを図る。 

課題 災害時はインターネット通信の混雑も懸念されるため、住民に対し

ての事前のダウンロードの必要性を伝え、準備を行う必要がある。 

その他関連項目  

参考資料等 「新潟県で初！災害時に避難場所 249 か所の混雑可視化に活用。新潟

県長岡市に、混雑状況をリアルタイムに伝える「VACAN」を提供開

始」 

（株式会社バカンプレスリリース 2020 年 12 月 22 日） 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000108.000018933.html 

 

  

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000108.000018933.html
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NO.19 

項目 内容 

取組主体 東京海上日動火災保険株式会社、応用地質株式会社 

協力者  

対象とする災害

の種類 

水害（浸水・高潮） 

取組の概要 人工衛星データや浸水深解析に基づく「浸水エリア予測」と、冠水

を検知する防災 IoT センサによる「実測データ」を組み合わせた「リ

アルタイム浸水情報」をもとに、アラートを発出して企業や自治体に

防災・減災行動を促す新サービスの開発を実施。また、国土交通省が

整備を進める 3D 都市モデル「PLATEAU(プラトー)」などを活用し、

防災 IoT センサと災害状況の可視化技術を融合したサービスの開発

も行なっている。 

活用されている

システム・技術等 

IoT（浸水センサー）、ビッグデータ（衛星観測データ） 

最先端技術の活

用方法 

2021 年 7 月から、過去の浸水履歴やハザードマップの情報を元に

福岡県久留米市内の水災リスクを分析し、リスクの高いエリアにある

東京海上日動火災保険株式会社の保険代理店に、冠水センサ「冠す

いっち」(応用地質の防災 IoT センサ)を設置。企業や自治体、住民の

災害対応における冠水センサの有効性の検証を実施。 

2021 年 8 月に発生した豪雨では、同市で 8 月 14 日 4 時 46 分まで

の 1 時間に 72.0 ミリという 8 月の観測史上最大の雨が観測され、冠

水センサの設置場所では、同日 3 時 29 分に 4cm 以上の冠水を検知、

4 時 41 分には 45cm 以上に上昇、7 時 27 分に冠水が解消(4cm 未満)

した事を検知した。検証の結果、冠水センサから得られたデータが実

際の浸水状況や浸水深と整合していること、事前に登録した関係者に

アラート情報がリアルタイムで配信されたことが確認でき、東京海上

日動で既に活用している人工衛星データによる浸水エリアの特定や

浸水深解析の精度向上にもつながることが確認できた。 

防災 IoT センサで収集したデータ・気象データ・ハザードデータな

どと 3D 都市モデル「PLATEAU(プラトー)」を組み合わせた「3D 都

市空間・浸水被害シミュレーションサービス」の開発を進めている。

従来は、これらのデータを２次元の地図上で表現する事が一般的だっ

た。「3D 都市空間・浸水被害シミュレーション」は、3 次元で表現さ

れた都市空間上でシミュレーションを行うため、周辺の状況把握が容

易になるとともに、災害をよりリアルに表現することができる。本
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ツールを活用し、地域特性に応じた自然災害対応力向上支援(自治体

向けサービス)や、拠点のリスクを可視化することによる事前防災対

策・意思決定支援(企業向けサービス)などのサービスを開発していく

予定である。 

 

出典：https://www.oyo.co.jp/oyocms_hq/wp-

content/uploads/2021/11/20211105_news-release_oyo.pdf 

 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

冠水センサを用いることで、リアルタイムの浸水が明確に分かりや

すくなっており、3D でのマップとの連動を行うことで、過去の水害

での被害範囲、事前の避難の必要性が住民側から理解しやすくなって

おり、早急な対策を打つことができる。 

課題 現在開発中のサービスのため今後、高度な流体解析技術やリアリ

ティのある可視化技術を取り入れて、データ活用の高度化を目指す。

また、自治体から地域住民への効果的な防災情報伝達や企業からス

テークホルダーに対する災害リスク説明を高度化するリスクコミュ

ニケーションツールの開発を進める。 

その他関連項目  

参考資料等 「防災 IoT センサと 3D 都市モデルを活用した先進的な防災サー

ビスの開発を開始」（東京海上日動火災保険株式会社、応用地質株式

会社 プレスリリース 2021 年 11 月 5 日） 

https://www.oyo.co.jp/oyocms_hq/wp-

content/uploads/2021/11/20211105_news-release_oyo.pdf 

 

  

https://www.oyo.co.jp/oyocms_hq/wp-content/uploads/2021/11/20211105_news-release_oyo.pdf
https://www.oyo.co.jp/oyocms_hq/wp-content/uploads/2021/11/20211105_news-release_oyo.pdf
https://www.oyo.co.jp/oyocms_hq/wp-content/uploads/2021/11/20211105_news-release_oyo.pdf
https://www.oyo.co.jp/oyocms_hq/wp-content/uploads/2021/11/20211105_news-release_oyo.pdf
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NO.20 

項目 内容 

取組主体 東京電力パワーグリッド株式会社 

協力者  

対象とする災害

の種類 

地震・火災・風害・停電 

取組の概要 近年、導入がされているスマートメーターは元来、検査員がふよう

となるように遠隔で通電、電気使用量を確認するものであったが、災

害時や停電時に各世帯の通電を確認することにより、不具合箇所の早

期発見ができるようにするシステムを作っている。 

活用されている

システム・技術等 

IoT、ビッグデータ 

 

出典：

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/jisedai_sma

rt_meter/shiyo_kento_wg/pdf/001_02_09.pdf 

 

最先端技術の活

用方法 

スマートメーターは電力センサー機能を有する「宅内 IoT 機器」を

分電盤内に設置し、電気火災の一因とされる「トラッキング」の予兆

として発生する細かい放電現象を検知する。予兆を検知した際は、技

術員を派遣し原因を特定し取り除くことで、電気火災の未然防止に繋

げ、宅内 IoT 機器を情報ハブとして活用することで、自治体が有する

防災情報の伝達ならびに、トラブル時に住民から消防や自治体などへ

安否情報を発信できる機能を用いて様々な防災上の課題が解決でき

ると考えられている。 

2019 年台風 15 号においてはスマートメーターの 30 分指示数を活

用し、停電被疑地点を抽出巡視した 2600 件のうち、約 2000 件は実

際に停電、残りの役 600 件は上位ネットワークの障害や計器故障によ

り抽出されたもので、現地は電気が使用可能な状態であった。 

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/jisedai_smart_meter/shiyo_kento_wg/pdf/001_02_09.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/jisedai_smart_meter/shiyo_kento_wg/pdf/001_02_09.pdf
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同地点へ能動的な巡視を行うことで、改修要箇所の早期発見に繋げ

た。 

 

出典：

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/jisedai_sma

rt_meter/shiyo_kento_wg/pdf/001_02_09.pdf 

 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

災害対策として、発災前後の電力使用量統計の差を用いて、曜日・時

間帯に応じた想定被災者数や発災時の避難状況を可視化することで、

発災時の避難誘導の効率化や避難行動の促進役立てられる。 

 

出典：

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/jisedai_sma

rt_meter/shiyo_kento_wg/pdf/001_02_09.pdf 

 

課題 各家庭へのスマートメータの導入作業が必要であり、大規模停電が

発生した場合は発生起因となる場所がどうしても絞りづらくなって

しまうため、これまで通りの探索による対応が必要になるため、全て

の停電に対して対応できるわけではない。 

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/jisedai_smart_meter/shiyo_kento_wg/pdf/001_02_09.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/jisedai_smart_meter/shiyo_kento_wg/pdf/001_02_09.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/jisedai_smart_meter/shiyo_kento_wg/pdf/001_02_09.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/jisedai_smart_meter/shiyo_kento_wg/pdf/001_02_09.pdf
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その他関連項目  

参考資料等 「スマートメーターシステム×防災ソリューション」 

東京電力パワーグリッド株式会社 スマートメーター仕様検討ワー

キンググループ資料 2020 年 9 月 29 日） 

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/jisedai_sma

rt_meter/shiyo_kento_wg/pdf/001_02_09.pdf 

 

  

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/jisedai_smart_meter/shiyo_kento_wg/pdf/001_02_09.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/jisedai_smart_meter/shiyo_kento_wg/pdf/001_02_09.pdf
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NO.21 

項目 内容 

取組主体 株式会社 JX 通信社 

協力者 東北大学 

対象とする災害

の種類 

地震・水害等災害全般 

取組の概要 SNS 及び AI 技術を活用した情報収集、集計、解析による災害情報

の提供を進めている。平成 29 年より、Twitter をはじめとする SNS

や同社が運営するスマートフォン向け速報ニュースアプリ「News 

Digest(ニュースダイジェスト)」の利用者 400 万人以上(令和 3 年 1 月

時点)を情報基盤とする、AI 緊急情報サービス「FASTALERT(ファス

トアラート)」の提供している。。 

活用されている

システム・技術等 

SNS、AI 

最先端技術の活

用方法 

SNS には災害発生直後からほぼリアルタイムで細かい情報が上

がってくることから、SNS が最初の情報源になることも多い。情報が

速ければ速いほど被害や損害を最小化するための余裕を作ることが

できると考え、複数の SNS を通じて現場にいる目撃者や当事者から

発信された情報をいち早く入手、解析し、最短 1 分以内での配信を

行っている。一方、SNS 上には誤情報も多いため、同サービスでは、

AI によるフィルタリングで内容の解析・分類・デマや無関係な画像

等のノイズの排除を行っている。優れた言語処理能力と訓練された機

械学習により、確度の高い情報だけを場所・事象ごとに整理して収集

することにより、誰にでも扱える、わかりやすさで大量かつ多様な情

報を迅速に整理・可視化できることから、利用者からも好評となって

いる。利用者は、利用シーンに応じたサービス利用料を支払うことで

アカウントが発行され、Web ブラウザやメールソフト、スマートフォ

ンアプリ等を通じて同サービスが配信する内容をリアルタイムで確

認することができる。同サービスの提供先は報道事業者や中央省庁・

自治体・消防・警察のみならず、交通事業者、ライフライン事業者、

旅行事業者、金融投資事業者など様々である。地域や災害種別により

必要な情報をフィルタリングする機能等を備えることで、地方自治体

の災害情報収集や、一般企業の BCP 用途にも活用しやすくしている。 

令和 2 年には、自社アプリ「NewsDigest」の機能として慶應義塾

大学准教授との共同開発により、「精密体感震度」のサービスを開始

した。同アプリの利用者は、地震が発生した際に、アプリ画面上に表
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示される体感震度の報告ボタンを使って、感じた揺れを体感震度とし

て入力し投稿することで情報を共有する。気象庁から発表される震度

情報は、震度計がある場所の揺れのみを表しているため、震度計から

離れた場所の体感震度を共有することで、実際の揺れを知る手掛かり

となることや、この情報が救助の初動態勢や防災意識の向上にもつな

がることが期待される。 

令和 2 年、東北大学との共同開発により、水害発生時の SNS 上の

被害情報を保存して、今後の防災に役立てるための取組「みんなで

SNS マッピングプロジェクト」を開始した。インターネット上のサイ

トを誰でも閲覧することができ、Twitter に投稿された大雨や台風被

害の写真、映像がどこで撮影されたものかわかった場合に、サイトに

申告をし、正確な位置にプロットしていくという参加型プロジェクト

になっている。プロットした情報は、発生した災害のレイヤごとに、

地図上に示される。地図上のピンをクリックすると、発信元の投稿の

確認ができ、プロットされた場所が誤っている場合は再度サイトに申

告をすることができる。 

 

 

出典：

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf

/025.pdf 

 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

「FASTALERT」では、道路陥没や信号故障など、住民がどこに通報

すればよいのかわからないまま SNS に何気なく投稿した情報も収集

しているため、水道局や警察が把握し、早期の補修にもつながってい

る事例もある。 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf/025.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf/025.pdf
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同社は、新型コロナウイルス感染症に関する情報についても大手ポー

タルサイトに提供しており、新規罹患者数、10 万人あたり罹患者数

(直近 1 週間増加数)、陽性者の発生を公表した事業者のマップ等を独

自に配信している。このデータは自治体におけるクラスター対策の業

務効率化、一般市民の感染予防策としても活用されている。 

課題 災害時における SNS 情報の収集の重要性については認知が高まり

つつあるが、情報収集の品質担保等については未だ広く議論されてい

ないため、効果的な機能として幅広く社会実装されるのには、さらな

る理解促進が必要だと考えている。 

今後、SNS データ解析技術と衛星データ解析技術を掛け合わせ、世界

中で起きている災害や事故等の被害範囲を推定するシステムの開発

を予定している。 

その他関連項目  

参考資料等 「国土強靭化 民間の取り組み事例集 令和 3 年度版」 

（内閣官房 国土強靭化推進室 令和 3 年 4 月） 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf

/025.pdf 

 

株式会社 JX 通信社 FASTALART 

https://fastalert.jp/ 

 

 

  

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf/025.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf/025.pdf
https://fastalert.jp/
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NO.22 

項目 内容 

取組主体 ITbook テクノロジー株式会社 

協力者  

対象とする災害

の種類 

水害 

取組の概要 「みまわり伝書鳩」は 4 時間どこからでもため池等の水位を把握で

きる遠隔監視制御システムであり、観測した情報をクラウドサーバで

管理し、ため池の水位情報などがリモートで確認ができる。 

活用されている

システム・技術等 

IoT（センサ端末）、クラウドシステム、気象計 

最先端技術の活

用方法 

「みまわり伝書鳩」は通信回線(専用インターネット回線、専用携帯

通信網)、計測器(センサ端末)、情報管理サービス(運用・管理含む)が

セットになった「遠隔監視制御システム」である。水位計や気象計(温

度・湿度・風速・風向・紫外線指数・照度・日射・雨量)で計測した情

報が 10 分間隔でクラウドサーバに自動的に更新される。蓄積された

データは携帯電話やスマートフォン、PC から必要な時にいつでも確

認することができる。 

農業用水を確保するためにつくられたため池は、農村部では必要不

可欠である一方、大雨や台風の際に増水し、決壊してしまう危険性が

ある。長野県上田市塩田平土地改良区は、ため池がひとたび決壊する

と洪水被害面積が 299ha にのぼると想定されており、令和元年度に

同システムを導入した。ため池等の水位を遠隔で常に確認することが

でき、増水時にも水位監視を目的として自治体等の担当者が現地に赴

く必要はなくなるため、安全の確保にもつながる。 

令和 2 年 10 月末には気象予報データと連携させる仕組みをリリー

スし、6 時間先の状態を予測できるようにした。今後、過去の計測デー

タと風速予報をもとにした瞬間最大風速の予報も提供を予定してい

る。 
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出典：https://www.mimawari.info/mimawari.html 

 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

防災対策だけでなく農繁期の際は利水の水位管理等に活用するこ

とができる。温度・湿度・風速・日射等の計測データをもとに暑さ指

数(WGBT)を提供することで、農作業者の安全管理を図ることができ

るため、日頃からの活用が見込まれ、防災対策としても優位であると

考えられる。 

課題 見やすさ、使い勝手の意見を聞き、UI(ユーザインターフェース)を

見直しが必要となっている他、今後、最終的に遠隔制御の機能を実装、

遠隔からの水門開閉機能、他自治体への放水情報の自動送信、IP フォ

ンを使った避難指示の一斉送信システムを計画している。 

その他関連項目  

参考資料等 「国土強靭化 民間の取り組み事例集 令和 3 年度版」 

（内閣官房 国土強靭化推進室 令和 3 年 4 月） 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf

/017.pdf 

 

ITbook 株式会社 みまわり伝書鳩 HP 

https://www.mimawari.info/mimawari.html 

 

  

https://www.mimawari.info/mimawari.html
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf/017.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf/017.pdf
https://www.mimawari.info/mimawari.html
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NO.23 

項目 内容 

取組主体 株式会社アイデアクラウド 

協力者  

対象とする災害

の種類 

火災・地震・浸水 

取組の概要 現実の空間に災害の状況を映し出して体験できる「防災 AR」を開

発。部屋などの空間を認識することによって、煙を滞留させたり炎の

広がる様子を現実世界上に映し出すことができ、直感的で現実感のあ

る、防災訓練や防災教育が可能となる。端末貸出のイベント利用がで

き防災イベントなどで活用できるパッケージとして展開されている 

活用されている

システム・技術等 

AR・VR 

最先端技術の活

用方法 

「防災 AR 消火訓練」を使うことで、消火器を使った臨場感のある

消火訓練が AR で体験ができるようになった。この体験により、火災

が起こった場合、どのような状況になり、どのような対処が必要なの

かなど、現場の状況の想定ができるため、直感的で現実感のある防災

訓練や防災教育が可能である。仮想の空間での AR を使った消化訓練

ではなく、自分が今いる場所にスマートフォンのカメラでかざすと画

面上の床面に火災が発生する仕組みです。そのため実際の火災を AR

で再現でき、燃え広がる様子を危険がなく、人的なコストもかからず

疑似体験ができる。また、画面上で発生した火災に対して、画面手前

に出現する消火器のボタンを押すと消火体験もできる。燃え広がる火

を決められた制限時間以内で消火することがミッションとなり、結果

は成功か失敗かで表示され、ゲーム的な体験を通じて楽しく消火を学

べる。また、「防災 VR 暴風雨編」が 2019 年 11 月にリリースされて

おり、2018 年から 2019 年までに日本で発生した大型規模の台風を

想定して開発。暴風域に入った際の横殴りの雨と風、さらに物体が飛

ばされていく様子など、台風の恐ろしさを VR で体験できる。風や雨

の強さを調整し、個別の台風の状況を再現するなどカスタムの対応も

可能となっている。 

これまでのイベント運用の知見から、げんざいは屋外・屋内での利

用に問わず誰でも簡単に利用できることを目的に、レンタルキットの

貸し出しを行なっている。キットには専用のマニュアルがセットされ

ているため、パソコンやモバイルに慣れていない方でも簡単にセッ

ティングできる。希望者には「防災レンタルキット」とともにポスター
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やチラシなどの印刷が可能となっており、イベントツールをゼロから

作る必要がなく、防災 VR/AR のサイト内で展開しているポスターや

バナーなどをご利用いただければ低コストでイベントを実施ができ

る。 

 

 

出典：https://bousai-vr.com/ 

 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

コロナ禍もあり、人が集まった防災訓練を行うことが難しくなった

ため同サービスは自宅でも実施ができる防災訓練・防災教育の素材と

してうってつけのものである。また、現在は機材の貸し出しも行われ

ているため、誰でも簡単に体験をすることができる。 

課題 現在は最も簡単に体験を行うためには機材を借り受ける必要があ

る。これから VR・AR の機材はより民衆の手の届く価格になること

が見込まれるため、いつでもだれでも簡単に体験ができるような仕組

みが作られることが望まれる。 

その他関連項目  

参考資料等 株式会社アイデアクラウド「防災 VR・AR」 HP 

https://bousai-vr.com/ 

「大型台風を VR 体験、効果的に防災意識を向上」（Mogura VR News 

https://bousai-vr.com/
https://bousai-vr.com/
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2019 年 10 月 17 日） 

https://www.moguravr.com/bousai-vr-storm-compilation/ 

 

 

  

https://www.moguravr.com/bousai-vr-storm-compilation/


85 

 

NO.24 

項目 内容 

取組主体 ニッタン株式会社 

協力者  

対象とする災害

の種類 

火災 

取組の概要 火災感知器にビーコンを取り付け、GPS 等の電波が届かない屋内

における人の位置把握ができるシステムを開発。災害時の逃げ遅れ防

止や迅速な初動対応につなげる。 

活用されている

システム・技術等 

IoT（ビーコン端末） 

最先端技術の活

用方法 

防災メーカーとして、自動火災報知設備や消火設備等を開発、販売

しているニッタン株式会社は、「屋内位置情報システム B Catch 

Now(ビーキャッチナウ)」を開発し、令和 2 年 4 月より提供を開始。

災害時の避難や救助には、人の位置情報の把握が重要であると考えた

同社が、自社製の火災感知器にビーコンを取り付け、専用アプリをダ

ウンロードしたスマートフォンと連動させることで、屋内の人の位置

や動きの把握を可能にしたサービスである。屋外であれば、GPS 等を

活用して人の位置情報を把握することが可能であるのに対し、屋内で

は、GPS 等の電波が届かないことに加え、内部の地図やレイアウトも

公開されていないことが多いため、人の位置把握が難しく、災害時の

避難状況の確認や救助の際に時間がかかってしまうことが課題視さ

れてきた。同サービスは火災感知器が火災を感知すると、登録者に一

斉にプッシュ通知が届く仕組みとなっており、画面を開くと、火災場

所、人の位置、消火設備、非常口等が表示される。火災場所の近くに

いる人や逃げ遅れた人がいる場合も、画面上で確認ができるため、最

適な支援を迅速に行うことができる。また、火災を検知した感知器に

一番近い従業員や警備員の名前と電話番号がすぐにわかるため、防災

センターから初期消火や避難誘導等の指示を出しやすくなることも

期待される。 

リアルタイムに人の所在地を確認することができるため、フリーア

ドレスのオフィス等における活用も可能である。登録者一覧から名前

を選ぶと、誰かがどこにいるかわかる仕組みとなっている。また、予

約された会議室の実使用状況を確認したり、スタッフの作業動線や滞

在時間のデータを収集・分析したりすることもできるため、作業時間

の分析や人員・設備の最適配置に向けた検討への活用も可能である。 
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出典：

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf

/015.pdf 

 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

平時の際も、職場で同僚や上司を探すことができるため、非常時の

使用も差異なく使用できると考えられる。 

災害時は避難後の人数確認が大変であるが、このサービスでは避難で

きている人とできていない人がリアルタイムで確認できるため、人数

確認が容易である。 

課題 現状はスマートフォン利用を前提としたサービスだが、高齢者等災

害弱者への対応も意識し、カード型やダグ型の機器を利用したシステ

ムなど、スマートフォンを持たない場合でも位置がわかるサービスを

提供していく予定である。 

その他関連項目  

参考資料等 「国土強靭化 民間の取り組み事例集 令和 3 年度版」 

（内閣官房 国土強靭化推進室 令和 3 年 4 月） 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf

/015.pdf 

 

ニッタン株式会社 プレスリリース「屋内の火災情報と人の位置情報

を融合した わが国初の IoT ソリューション「B Catch Now(ビー

キャッチナウ)」 の提供を 2020 年 4 月 1 日より開始」（2020 年 4

月） 

https://www.nittan.com/up_files/info/5e8fb940adf59.pdf 

 

  

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf/015.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf/015.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf/015.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf/015.pdf
https://www.nittan.com/up_files/info/5e8fb940adf59.pdf
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NO.25 

項目 内容 

取組主体 本田技研工業株式会社 

協力者 埼玉県 

対象とする災害

の種類 

自動車事故 

取組の概要 ホンダのカーナビゲーションシステムをもとに「急ブレーキ発生箇

所データ」を特定し、その原因を分析し道路の安全対策を進めており、

事故の危険性が潜んでいる箇所を把握し、適切な対策を講じることで

事故を未然に防ぎ、より安心・安全な道路空間の形成が図られている。 

平成 20 年度に実施した朝霞県土整備事務所管内での取組に大きな

効果が得られたため本取組を全県に拡大しており、平成 24 年度から

は、これまでの取り組みを発展させ、通学路の安全性を高める対策を

行なっている。具体的には、歩道が未整備な通学路を対象として、登

下校の時間帯における急ブレーキの回数や走行速度のデータから危

険の潜んでいる箇所を特定し、安全対策を実施。平成 25 年度から、

ホンダがインターネット上で公開する安全マップ『セーフティマッ

プ』を活用した、道路の安全対策に取り組んでいます。安全マップに

は、カーナビデータから得られた「急ブレーキデータ」、「事故データ」、

第三者が自由に記述できる「書き込み情報」が表示されている。 

活用されている

システム・技術等 

ビッグデータ（カーナビゲーションから得られる急ブレーキデータ、

事故データ等） 

最先端技術の活

用方法 

クルマのデータとひとことにいってもデータの種類はさまざまで

あり、走行ルートのほか、急ブレーキ回数、道路の段差などからなる

クルマの揺れなど、さまざまなデータがクルマから取得できる。クル

マの走行データを活用すると、クルマの流れや、混雑の理由が分析で

きる。理由次第で、新しい道路を作るのがいいのか、ちょっと迂回路

に誘導すればいいだけなのかなど、混雑解消に向けた的確な打ち手が

打てる。移動ルートの情報はスマホからも取れるが、急ブレーキや揺

れの情報などは車両からしか取れない。埼玉県と協力して急ブレーキ

多発箇所のデータを抽出して対策を進めており、急ブレーキ多発箇所

の原因を調査すると、街路樹が生い茂っていて交差点の見通しが悪

かったり、一本道でドライバーが気づかない間に速度を出しすぎてい

たりしていたことが判明した。そのときは対策として、街路樹の剪定

や速度抑制のための路面標示の設置などを実施している。車両データ

を活用すると、起こってしまった交通事故件数からではなく、事故手
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前の急ブレーキなどの件数も含めて、工事計画を立てられる。道路整

備にも予算に限りはあるので。発生事故件数だけではなく、潜在リス

クも含めて、優先順位を付けられるのも大きな利点である。 

クルマのセンサーが検知した“揺れ”のデータの活用もしている。道

路のひずみは、クルマだとそこまで気にならなくても、バイクだと致

命的な事故につながることがある。特に、高速道路では大きな事故に

つながりうる。なかなか巡回検査だけでは対策しきれない部分もある

ので、こういった事故を未然に防ぐためのデータ活用も進めている。 

 

 

出典：https://www.honda.co.jp/stories/019/ 

 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

これまでは、人を配備した、交通監視などにより危険箇所の特定や

観測を行なってきたが、カーナビのデータを用いることで、人員の配

備が不要になる他、事故が発生する前に危険箇所を特定し、たいさく

することができる。 

課題 課題としてはデータ量である。データを活用していくにはある程度

のデータ量が必要であるため、観測数が増えるとより、正確なデータ

を得ることができる。現在は Honda 社の自動車のみのデータを活用

して行なっているが、今後は２輪や社外のデータ活用もおこなうこと

が必要になっている。 

その他関連項目  

参考資料等 本田技研工業株式会社 HP Honda Stories 

「自動車×ビッグデータ」 まちづくり・防災に活かすクルマのデー

https://www.honda.co.jp/stories/019/
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タとは」（2021 年 11 月 4 日）） 

https://www.honda.co.jp/stories/019/ 

 

埼玉県 HP「カーナビデータを活用した交通安全対策」 

https://www.pref.saitama.lg.jp/a1001/dousei1006/dousei068.html 

  

https://www.honda.co.jp/stories/019/
https://www.pref.saitama.lg.jp/a1001/dousei1006/dousei068.html
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NO.26 

項目 内容 

取組主体 情報整備局 

協力者  

対象とする災害

の種類 

火災 

取組の概要 消防団アシストアプリケーション S.A.F.E.(セーフ)は「火災の発生

を瞬時に任意の団員に通知する、発災時の消防団員の動態を管理す

る、現場で迅速に水利を確保する」機能が標準機能として備わってお

り、火災現場等で高い効果を発揮する。 

活用されている

システム・技術等 

スマートフォンアプリケーション S.A.F.E.(セーフ)、位置情報 

最先端技術の活

用方法 

同アプリを使用すると、消防署からの火災通知に団員が瞬時に気づ

くことができる他、消防団員の出動状況、現場の水利の状況が確認で

き、迅速な消火活動を支援し被害を抑制し、地域住民の安心安全につ

なげることができる。 

行政の課題としては早期消火活動に向けた正確かつ迅速な情報伝

達手段の確立、事務局と消防団との事務連絡の効率化及び簡略化、水

利の点検記録の行政と団員との共有化などがある。また、消防団の課

題として火災発生時に火全団員への伝達に時間がかかること、現場付

近が自班以外であった場合の水利場所を把握しきれないこと、直接現

場に駆け付ける場合、自班の消防車の位置が分からない為、駆け付け

が遅れてしまうことなどが挙げられており、どうアプリはこれらを一

斉に解決できるものである。 
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出典：http://gcd.main.jp/safelp/ 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

事例として 2019 年 1 月須賀川市岩瀬地区において火災が発生した

際には「S.A.F.E.」の火災発生通知が早く、消防団員が消防車より早

く現場に到着、その際に家人(70 代男性)がバケツで必死に消火活動を

していたが、火が目の前まで迫っており危険な状態であったため、団

員が法被を被せ救出することができた。また全消防団員が情報共有で

きるシステムにより、出動要請がかかっていない消防団員が自発的に

出動して応援に駆け付け、ホースを繋ぎ水利から遠く離れた火災に対

応するなどの事例も報告されている。 

課題 今後、UI などのより使用しやすいように工夫をしていく必要があ

る他、消防団だけでなく消防行政などとの情報共有の仕組みをシステ

ムとして落とし込む必要がある。 

その他関連項目  

参考資料等 消防団アシストアプリケーション S.A.F.E. 提案書 

http://gcd.main.jp/safelp/file/goteiansyo.pdf 

 

消防団アシストアプリケーション S.A.F.E. HP 

http://gcd.main.jp/safelp/ 

 

  

http://gcd.main.jp/safelp/
http://gcd.main.jp/safelp/file/goteiansyo.pdf
http://gcd.main.jp/safelp/
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NO.27 

項目 内容 

取組主体 AI 防災協議会 

協力者  

対象とする災害

の種類 

地震・風害等で発生する停電 

取組の概要 給電サポーターマッチングシステムとは、災害時に停電エリアの避

難所等から動く電源となる外部給電車両の派遣要請ができ、その要請

を防災チャットボット『SOCDA』が自動整理し、給電車両の所有者

(防災協定締結事業者等)にプッシュ通知することで、外部給電車両の

需要と供給を自動的にマッチングさせる仕組みである。 

活用されている

システム・技術等 

AI、スマートフォンアプリケーション LINE 

最先端技術の活

用方法 

地震など大規模災害により広範囲の停電が発生した場合、公的機関

からの情報発信や、家族・友人・知人間の連絡を受けるための携帯電

話・スマートフォンもライフラインの一つであり、個々の端末の電源

維持が課題である。大量の電気を蓄えることのできる EV に着目し、

大手自動車事業者らと自治体が、EV の外部給電機能を災害時に活用

できるように一般生活者が保有する EV を貸し出し、避難所と需給を

マッチングする「給電サポーターマッチングシステム」を開発した。

同システムでは各自治体が運用する LINE 公式アカウントを通じて、

EV を保有する一般生活者が近隣の避難所のニーズを確認し、貸し出

しを申請することができる。また、災害時にも継続的に発電できる地

域の施設を掛け合わせることで、EV の電池がなくなったら施設へ移

動して充電し、避難所等へ継続的に電気供給可能な「災害時給電サイ

クル」を実現できる。 

同システムは、AI 防災協議会が開発・社会実装を推進した、国民

一人ひとりの避難と災害対応機関の意思決定を支援する防災チャッ

トボット「SOCDA」の追加機能である。 
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出典：https://caidr.jp/data/2021-11-19press.pdf 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

同システムを活用することにより、長時間の停電時でも現在の通信

基盤であるスマートフォンの電源確保が容易になると考えられ、家族

や職場との情報共有が行いやすくなることで、災害時のパニックは減

少することが考えられる。 

課題 公的に所有している電気自動車は、人口比べると圧倒的に足りな

い。今後、電気自動車は一般世帯にも広く普及することを考えると、

電源供給のボランティアなどが生まれてくるであろうと考えられる。

災害の発生前に、電源を提供できる人や企業が情報登録をし、災害時

に供給できるなどのシステムも今後必要となってくるであろう。 

その他関連項目  

参考資料等 AI 防災協議会 プレスリリース「大規模停電時、給電を支援する 電

気自動車と避難所のマッチングシステムを開発 LINE 公式アカウ

ントを通じて、生活者保有の電気自動車と避難所のニーズをつなぐ」 

（2021 年 11 月 19 日） 

https://caidr.jp/data/2021-11-19press.pdf 

 

  

https://caidr.jp/data/2021-11-19press.pdf
https://caidr.jp/data/2021-11-19press.pdf
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NO.28 

項目 内容 

取組主体 金沢医科大学 

協力者 アイパブリッシング株式会社 

対象とする災害

の種類 

地震・水害等 

取組の概要 災害時に、人工呼吸器やたん吸引器等を利用している要配慮者の状

況や必要としている支援等を把握するためのサービス「K-DiPS(ケー

ディップス)」を開発。情報を常に関係者間で共有することにより、災

害発生時における適切な支援を促す。 

活用されている

システム・技術等 

スマートフォンアプリアプリケーション K-DiPS、クラウドシステム 

最先端技術の活

用方法 

金沢医科大学とアイイパブリッシング株式会社は、災害時に要配慮

者の病状や必要としている支援等を把握するためのサービス「K-

DiPS(ケーディップス)」を開発した。「K-DiPS」は、人工呼吸器やた

んの吸引器等を在宅で使用する要配慮者やその家族を対象とした「K-

DiPS Solo」と、主に自治体を対象とした「K-DiPS Online」の 2 種

類からなる。「K-DiPS Solo」では、要配慮者が平時から自らの情報を

入力しておき、発災時に自らの判断で情報を開示することで、迅速な

治療やケア、搬送に役立たせることができる。同アプリは無料で開放

されており、誰でも自由に利用することができる。 

「K-DiPS Online」は、「K-DiPS Solo」を自治体のサーバに接続す

ることで、自治体職員が要配慮者の情報を確認することができるもの

である。登録された情報に基づいて、要配慮者の発災時の安否確認を

行うとともに、備蓄への対応、避難に向けた対策など、取組を検討、

決定することができる。 

同サービスは、金沢医科大学の講師が、自身がケアマネジャーとし

て勤務していた際に、人工呼吸器の利用者が停電時に命の危険にさら

される場面に遭遇したことが開発のきっかけとなっている。また、同

講師が医療的なケアや機器を必要とする人を対象とした聞き取り調

査を行ったところ、要配慮者やその家族の中には、避難をあきらめて

いる方も多いことがわかった。それらを解決するため、アイイパブ

リッシング株式会社とともに、「要配慮者と支援者と地域のみんなが、

テクノロジーを使って備えへ参画できる仕組みを作りたい」という思

いで、開発が進められた。K-DiPS Solo について、医療的ケアが必要

な要配慮者の情報は常に変化するため、従来のように紙にまとめるだ
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けでは情報の更新や共有が図りづらいことも課題視されていたこと

から、要配慮者やその家族が常に情報を更新することができるアプリ

という形式を選択した。アプリにすることで、スマートフォンさえ

持っていれば、避難先で情報を開示することができ、K-DiPS Online

と連携した際にはリアルタイムで自治体等と情報を共有できるよう

になる。 

 

出典：

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf

/011.pdf 

 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

子どもの使用する吸引器は 3kg 以上あるため、いざというときに機

器等の重いものを運びながら避難しなければならないことについて

使用者は不安を感じており、K-DiPS のようなアプリを通じて機器を

用意ができると不安が解消される。 

また在宅療養者だけでなく認知症グループホーム等でも活用が見込

まれている。 

課題 各自治体で保有するデータと連携させ、要配慮者ごとの個別の避難

計画を立てる仕組みや、要配慮者が入力したデータのグラフ化、地理

情報システム(GIS)を活用して居住地域や避難経路等の情報を一括し

て地図上で可視化できるようにすることで、自治体担当者が災害時に

一目で要配慮者の情報を確認しやすくなるようにすることを検討し

ている。 

その他関連項目  

参考資料等 「国土強靭化 民間の取り組み事例集 令和 3 年度版」 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf/011.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf/011.pdf
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（内閣官房 国土強靭化推進室 令和 3 年 4 月） 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf

/011.pdf 

 

K-DiPS HP 

https://k-dips.jp/progress/ 

 

  

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf/011.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/r3_minkan/pdf/011.pdf
https://k-dips.jp/progress/
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NO.29 

項目 内容 

取組主体 特定非営利活動法人 ITS Japan 

協力者  

対象とする災

害の種類 

地震・水害等 

取組の概要 民間が保有するマイカー系のプローブ情報を統合して、『自動車通行

実績情報』を公開。この『自動車通行実績情報』は、被災地周辺の道路

の通行実績状況の把握、救援活動、物資輸送における経路検討などで活

用された。ITSJapan は、平成２４年度の総務省調査研究の成果も踏ま

えつつ、マイカー系に加えてタクシー系やトラック系のプローブ情報

を保有する各社の協力を得て、気象庁の防災情報と連動し、大規模災害

発生時に通行実績を迅速に収集・配信する仕組みを構築し、『乗用車・

トラック通行実績情報』として、一般市民や行政機関に提供している 

活用されてい

るシステム・技

術等 

ビッグデータ（プローブ情報） 

プローブ情報車とはに搭載された通信機能を持ったカーナビゲー

ション装置により収集された道路上の位置情報（走行履歴）です。通行

実績情報とは車のプローブ情報（上の位置情報位置情報）をもとに、を

統計化、匿名化し車が通行した道路を特定した情報で、個人の情報とし

て特定されない。 

最先端技術の

活用方法 

災害時に乗用車・トラック通行実績情報の集約・配信の判断基準とし

て①震度６弱以上（東京２３区は５強以上）の地震発生時②風水害、火

山活動、土砂崩れなどの広域災害で、内閣府に非常災害対策本部が設置

され、広範囲の道路交通に支障がある広域的な災害であると判断した

ときと決められている。運用方法として発災後１２時間以内を目標に

配信開始、１時間更新を１週間継続、通行実績情報は、集約、統合化に

より個別識別できないデータに加工される。 

運用の仕組みは災害の検知、通行実績情報の集約地震発生時は、気象

庁が発表する防災情報に連動し、震度６弱以上（東京２３区は５強以

上）が発生した場合、プローブ情報保有各社へシステム運用開始依頼を

通知し、通行実績情報の集約・配信が自動起動する。また、風水害、雪

害、土砂崩れなどの災害発生時は、報道を注視し内閣府が発表する『非

常災害対策本部』が設置されたことを確認し、広範囲の道路交通に支障

がある広域的な災害であると判断したときに、手動により各社へシス

テム運用開始依頼を通知し、通行実績情報の集約をスタートする。通行

実績情報の配信集約された通行実績情報は、画像データとして Google
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マップなどのデジタル地図とマッシュアップして一般公開するほか、

行政機関（府省庁など）に通行実績情報をデータとして提供している。 

 

出典：https://www.its-

jp.org/document/20140605/e3a916cca89198c1847970ed5513c4db.pdf 

 

活用のメリッ

ト 

（組織や業務

がどのように

変化したか） 

通行可能データが配信されることで災害時に情報が錯綜する通行可

能な道路が一目でわかるようにマップ上に集約されることで、物資や

貨物の運搬をなるべく迅速に行うことができる。 

課題 この自動車通行実績情報は貨物運搬業者などには知られているもの

の市民にはほとんど知られていない。東日本大震災のような地震と併

発した原子力発電所事故など市民が率先して行動する大規模避難が必

要となるため、一般への周知が必要となってくる。 

その他関連項

目 

 

参考資料等 “ビッグデータ“による災害対応の新しい形「通行可能な道路を把握す

る」 

http://www.drs.dpri.kyoto-

u.ac.jp/projects/jitsumusha/18/09_amano.pdf 

 

特定非営利活動法人 ITS Japan プレスリリース「大規模災害時に通行

実績情報を迅速に公開する仕組みを構築」（2014 年 6 月 5 日） 

https://www.its-

https://www.its-jp.org/document/20140605/e3a916cca89198c1847970ed5513c4db.pdf
https://www.its-jp.org/document/20140605/e3a916cca89198c1847970ed5513c4db.pdf
http://www.drs.dpri.kyoto-u.ac.jp/projects/jitsumusha/18/09_amano.pdf
http://www.drs.dpri.kyoto-u.ac.jp/projects/jitsumusha/18/09_amano.pdf
https://www.its-jp.org/document/20140605/e3a916cca89198c1847970ed5513c4db.pdf
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jp.org/document/20140605/e3a916cca89198c1847970ed5513c4db.pdf 

 

  

https://www.its-jp.org/document/20140605/e3a916cca89198c1847970ed5513c4db.pdf
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NO.30 

項目 内容 

取組主体 関西大学社会安全学部 水災害研究室 

協力者  

対象とする災害

の種類 

津波 

取組の概要 大阪府堺市の津波ハザードマップを元に、浸水を実感してもらうた

めの iPhone 用アプリを開発。街を撮影すると、浸水時の水面や最寄

りの避難所が写しだされる。 

活用されている

システム・技術等 

AR・VR 

最先端技術の活

用方法 

同アプリは学生が市の防災訓練に参加し、一般市民にアプリを使い

ながら避難してもらい、実証実験を実施。神戸市ポートアイランドの

津波を想定した AR では、建物や道路、津波、さらには堤防が崩れた

場合といった多数のマーカーを設定し、AR メガネをかけるとそれぞ

れのデータが重なり合って可視化される。マーカーを足したり引いた

りすることでさまざまなケースを目で見て実感し、過去の津波と南海

トラフ巨大津波の比較も容易におこなうことができる。数値データを

画像に変換し、今いる場所や家、学校、職場などのリスクを直感的に

理解させ、災害時にどんな行動をとるべきかを考えさせることができ

る。 

その他、建物の倒壊や火事など、複雑に絡み合うさまざまな津波の

リスクを、自由自在に組み合わせて机上に CG で再現し、スマートグ

ラスを装着した複数人で共有できるアプリや、津波が迫ってくる様子

や高さ、浸水の早さ、深さがバーチャル体験できる、ヘッドマウント

ディスプレイ型の「避難訓練支援ツール」も開発している。これらは

小中学生を対象に開発中のもので、完成した暁には、現在の何から逃

げているのかよく分からない状態から、襲ってくる相手をきちんと分

かって逃げられるという状態になり、よりリアリティのある避難訓練

が行える。 
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出典：https://www.jstage.jst.go.jp/article/tvsj/36/5/36_32/_pdf/-

char/en 

活用のメリット 

（組織や業務が

どのように変化

したか） 

AR を利用した可視化手法は過去の災害や今後発生すると予想され

る災害などのさまざまなシナリオを瞬時に入れ替え見比べることが

できるため、直感的に災害リスクを伝えることができ、防災教育とし

て災害対策を意識づけるためには有効な手段である。 

課題 CG では防災情報を定量的に表現し、具体的な数値を確認すること

は難しいため、実際の防災対策を行う際は AR など空間的に被害予測

を数値を把握した上で実数値を見た上で判断・対策する必要がある。 

その他関連項目  

参考資料等 「AR 技術を活用した津波リスクの可視化手法の開発 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/tvsj/36/5/36_32/_pdf/-char/en 

 

ほとんど 0 円大学「AR 津波ハザードマップ」はこうして生まれた」 

（2016 年 3 月 18 日） 

http://hotozero.com/knowledge/ar_tunami_kansai-u/ 

 

 

  

https://www.jstage.jst.go.jp/article/tvsj/36/5/36_32/_pdf/-char/en
https://www.jstage.jst.go.jp/article/tvsj/36/5/36_32/_pdf/-char/en
https://www.jstage.jst.go.jp/article/tvsj/36/5/36_32/_pdf/-char/en
http://hotozero.com/knowledge/ar_tunami_kansai-u/
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1-2-2 文献調査のまとめ 

 30 件の事例からわかることを述べる。 

 

（1）防災 DX に関する最先端技術の活用状況 

本調査で取り上げた事例のうち、活用されている最先端技術（AI、IoT、センシング、

AR・VR、ビッグデータ）ごとの事例の件数は以下の通りである。（重複有） 

 

技術名 件数 

IoT・センシング 11 

ビッグデータ 11 

AI 10 

クラウドシステム 6 

スマートフォン・タブレットアプリケーション 5 

衛星観測データ 3 

地理空間情報 3 

AR・VR 2 

その他 9 

図表 14 防災 DX で活用されている最先端技術 

 

（2）防災 DX に関する最新技術の活用の傾向について 

 

1. IoT・センシング 

○取得されるデータと活用されている場面 

IoT、センシングの分野では、事例 NO.6 にある三重県の DONET（津波観測のた

めのセンサーシステム）のような大規模なインフラがあれば、NO.9 福島県郡山市や

NO13 香川県高松市などの河川の水位を計測するセンサーなどの中規模のもの、

NO.15 熊本県西原村の斜面変化を計測する杭、NO.19 東京海上日動による浸水セン

サーなど災害種別や目的によって大きく規模が分かれている。 

IoT・センシングが活用されている場面としては、津波、浸水などといった水に関

わるものの変化、地盤崩壊などの変化である。これらは災害発生前に近くで観察を行

うことは危険を伴うため、遠隔での監視を行うことが求められている。 

 

○成果と課題 
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IoT、センシングによる計測技術は高くなっており、先に挙げた事例でも多くの実

証実験が行われ、既に実用化されている事例も見受けられる。ただし、こうした技術

が適用された地域はまだごく一部であり、適用後の災害発生事例はまだ多くないた

め、実際の災害時にどれだけの活用や成果が出るかは不透明といえる。災害時に

IoT・センシングによって得られたデータは主に災害発生前の避難の判断を行うため

に活用されるが、避難を促すためには、市民レベルでの認識がされる必要があるた

め、得られたデータの視覚的にリスクが表示される必要がある。NO.15 の熊本県西原

村のような斜面変動の監視用センサーは個人でも導入できる価格で開発が行われてお

り、危険の判断をおこなう AI のシステムやそれらを知らせるシステムの開発が進め

られており好事例だといえる。 

 

2. ビッグデータ 

○取得されるデータと活用されている場面 

防災におけるビッグデータとして大きく取り扱われるものは気象情報である。日本

においては気象庁で得られたデータが共有され研究機関や行政、企業などで活用がさ

れている。それらは次の項で記載する AI によるリスク判断システムで主に活用され

ている。また、ビッグデータは自然災害だけでなく、事故などにも対応が行われてい

る。NO.25 本田技研工業株式会社の急ブレーキ観測データを生かした道路環境整備

や、カーナビから得られる通行データ・プローブ情報を生かした道路通行可否の共有

システムなど身の回りの危険を排除するために活用されている。 

 

○成果と課題 

災害におけるビッグデータの取り扱いとして、内閣府により推進されてきた戦略的

イノベーション創造プログラム（SIP）の 1 期、2 期を通じて開発が進められてき

た。「SIP4D」が近年の中では最も大きな成果といえるだろう。「SIP4D」は、これ

まで各省庁や関連機関、研究施設で観測されていたデータが災害対策を目的として、

すべてのデータを重ね合わせることができるようになっている。これらのデータを生

かして、現在は毎年被害を生み出す線状降水帯の高度リアルタイム予測システム開発

が進められている。 

課題として共有されているデータの活用が各市長村でどのように扱うか、平常時か

ら訓練を行い、データの取り扱いや活用方法など習熟している必要がある。 

  

3. AI 

○取得されるデータと活用されている場面 

AI の主な活用方法として、これまでに上げた、IoT・センシングによって得られた

データや共有されているビッグデータをもとに現状分析、リスク判断を行うものが多
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く開発されている。これらは従来、人間が行なってきたものであるが AI が判断を行

うことにより従来より迅速に判断を行うことができ、早期の対応が可能になる。 

主な事例としては NO.2 国家レジリエンス研究推進センターによる気象衛星データ

を活用した災害発生範囲や規模の被害予測システムや NO.4 気象庁による線状降水帯

のリアルタイム予測などである。 

そのほかでは NO.12 愛知県豊橋市で導入されている「SpecteePro」や NO.17 株式

会社ウェザーニュースを中心に開発・展開されている「SOCDA」などの情報共有シ

ステムでは、公的なビッグデータだけではなく、SNS や市民から投稿された情報の活

用や Ai による市民の避難誘導なども進められている。 

 

○成果と課題 

「SOCDA」については福島県南相馬市での地震発生時に、情報集約の手段として

既に実績も出ており、複数の市町村でも導入が進んでいる。AI については判断、識別

の開発を行うためのベースとなるデータが必要となってくるため、導入が進むとよ

り、効果的なサービスになっていくことが見込まれる。 

課題として考えられることとして、行政主導でシステムの導入が行われているた

め、災害時のシステム稼働ができるように日頃からの活用、訓練が必要になってくる

ことや、住民側への周知も必要になる点などが挙げられる。 

 

4. スマートフォン・タブレットアプリケーション 

○取得されるデータと活用されている場面 

スマートフォン・タブレットアプリケーションが活用されている点としては、より最

も市民に近いデバイスとなるため、市民への情報共有等に使われるケースが多い。 

スマートフォン・タブレットアプリケーションを活用することで、位置情報等、市

民側の情報も得られることが可能となっており、NO.18 株式会社バカンによる

「Vacan Map」を活用した避難状の混雑状況の共有や NO.27 AI 防災協議会では

LINE を活用した「給電サポーターマッチングシステム」などの活用事例なども挙げ

られている。 

 

○成果と課題 

スマートフォン・タブレットアプリケーションを活用することのメリットとして、

双方向性の情報がやりとりされることである。そのほかの災害情報は基本的に行政か

ら市民に対しての一方向的なやりとりが多い。情報を双方向性にすることで、市民に

とってはよりリアルタイムの情報を知ることができ、自身の行動を決定する要因とな

る。 
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課題として、アプリケーションが多様な種類増えてしまうことによる煩雑性の問題

と市民への周知の問題である。防災に特化したアプリケーションを作成してしまう

と、災害時しか活用しないため、利用者は増えず効果を発揮しづらい。「SOCDA」

のようにだれもが利用しているアプリケーションである「LINE」と連携したサービ

スであることが望まれる。 

 

5. クラウドシステム 

○取得されるデータと活用されている場面 

クラウドシステムを活用する利点としては、多拠点の情報集約、共有が複数の利用

者によってでき、これまで紙ベースで扱われてきた情報が、デジタルとなることで対

応が早くなることがメリットとして挙げられる。取り扱われるデータは多種多様なも

のであり、活用事例として NO.5 茨城県での建物被害認定調査報告書や罹災証明書の

データ管理であるとか、NO.7 熊本県と NTT ドコモが共同で導入している避難所で

の顔認証による把握システムなどが挙げられる。 

 

○成果と課題 

茨城県では県が主導で各市町村への導入をおこなったことで、令和元年の東日本台

風（台風 19 号）時に事務処理が大幅に軽減されたという実績がある。 

クラウドシステムはデータの共有がされるものであるので、原則アプリケーション

との連動が必要になってくる。効果を発揮するのは他拠点での情報集約をすることの

ため、活用するアプリケーションの利用法を、現場の職員などが把握し実行できるよ

うにする必要があるため、導入時の研修などが大きく負担となるケースもある。 

 

6. 衛星観測データ 

○取得されるデータと活用されている場面 

衛星観測データが活用されるのは主に災害発生後の被害状況の確認である。現代の

災害は東日本大震災のように広範囲化しており、災害後の対応の優先順位を決めるた

めの現状把握が難しくなっている。そのため、衛星観測データから被害状況が推測・

把握できることで、これまで、現場から上がってくる情報を待たずに、ある程度の対

応策を準備しておくことができる。 

 

○成果と課題 

NO.2 国家レジリエンス研究推進センターによる衛星観測データを用いた被害推定

は現在開発中であるが、これまで被害の把握に 5 日かかっていたところを、衛星観測

データと AI を活用することにより、5 分で推定ができることを目指している。 
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これらの課題としては、衛星観測データはただの画像情報のため、画像処理と AI

による判別システムが必要になってくるため、多くの観測データが必要になってくる

が、衛星の情報は国家的にも秘匿とされることが多く、なかなか共有することが難し

い点である。今後、衛星データの利用に関する目的や、体制構築が必要となってく

る。 

 

7. 地理空間情報 

○取得されるデータと活用されている場面 

地理空間情報（GIS）はこれまでも防災対策では多く活用されてきているが、シス

テムが複雑なため、基本的には研究や計画策定の目的で活用されることが多かった。

しかしながら、GIS と気象情報、地理的情報など複数の情報（因子）を用いて演算を

行うことで、災害リスクを視覚的に提示することができる。 

 

○成果と課題 

NO.14 損害保険ジャパン日本興亜株式会社、OneCocern Inc.などが熊本県熊本市で

導入を進めている被害予測サービスは GIS を活用したものであり、これらが視覚的に

見えることで防災対策の優先順位をつけたり、事業継続計画（BCP）などの策定など

をしたりできる。しかしながら、災害の予測と地理情報が結びつくことによって、地

価情報にも変動が起こり、災害の脆弱性が高い地域に、経済的に困窮している人々が

集まり、災害弱者が増えることもリスクとして把握しておく必要がある。 

 

8. AR・VR 

○取得されるデータと活用されている場面 

AR・VR の利点としては実際に体験できない災害を、視覚的にリアルをもって体験

することができることである。大きな火事、津波、地震など発生頻度の少ないものは

人生の中で一度経験するかしないかというものなので、実際に起きてみないと体験は

できないものであるので、体験することで、起きた時の行動などを想像するためには

良いと考えられている。 

 

○成果と課題 

NO.23 株式会社アイデアクラウドが開発をおこなっている「防災 VR」はイベント

など機材を貸し出し、簡単に体験ができるように、サービスの展開が行われており、

多くのイベントで実施が行われている。また、NO.30 関西大学社会安全学部 水災害

研究室のように実際に研究として演算された津波浸水の範囲や高さを用いて VR 上に

映し出すことで、今後起きるであろう南海トラフ地震・津波などの災害に対して、現

場でリアルな訓練が行うことができる。 
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課題としては、まだ市民の中で VR が浸透していないことである。VR はスマート

フォンとゴーグルさえあれば体験できるものになっているが、なかなか活用事例は少

ない。VR・AR 専用のゴーグルが今後普及するであろうと考えられるがまだ高価なた

め今後はスマートフォンアプリケーションなど安易に活用ができるようになることが

求められるのではないだろうか。 

 

（3）その他、特徴的な事例など 

（2）では技術ごとに分類・分析を行ったが、組織ごとに取り組みを分析すると、国で

は災害の予測に対してシステムの開発・導入をおこなっているものが多いが、市町村等の

行政、民間企業などは、災害時の情報共有や災害時の対応簡略化に対策を行なっているも

のが多い。災害の推測は困難であるため、多くのインフラ整備が必要であり、国が進める

ことがほとんどであるが、情報も複雑になりやすい。災害対応を行う現場や市民ではなる

べく簡略化された情報が求められるため、災害の予測など複雑になりやすい情報と市民を

つなぐ人材が今後求められるのではないだろうか。 

 

 

1-3 実地調査 

 実地調査は、大規模災害の被災地において、自治体や資料館等、現地に保管されている

資料・情報の収集、担当者や語り部等へのヒアリングなどを行った。本調査で対象とした

のは、平成 23 年に発生した東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故の被災地である

福島県双葉町、平成 22 年に発生した奄美地方豪雨災害の被災地である鹿児島県奄美市、

そして、日常的に噴火が生じている桜島の所在する鹿児島県鹿児島市である。 

 

 以下、本調査の結果を対象地域ごとに列記する。 
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1-3-1 福島県双葉町における調査結果 

 福島県双葉町では、双葉町の担当者、東日本大震災・原子力災害伝承館の学芸員、及び

同館に勤務する語り部にヒアリングを行ったほか、関連する資料を収集した。 

 

①福島県双葉町担当者へのヒアリング結果 

NO.1-1 

調査対象に関する情報 

組織等 双葉町 住民生活課 

担当者名 相川 充孝 様 

 

 

項目 内容 

災害名 東日本大震災 

発生日時 2011 年３月 11 日 14:46 

被害に関する情

報（人的、建物、

農地、経済的、そ

の他） 

震度 ６強（M9） 

死亡者数 53 名 

行方不明者数 1 名 

倒壊建物数 不明 

避難所や仮設住

宅に関する情報 

（いつ頃設置さ

れたか、最大で何

人くらい利用し

ていたか、いつ頃

撤去されたか、

等） 

地震が発生し原子力発電所の事故が発生、全町避難という形になっ

た。一時的な避難所としては、川俣町に避難した後、埼玉のさいたま

スーパーアリーナに避難をして、その後、埼玉の加須市の旧騎西高校

のほうに避難をした。それがしばらく２年近くは続いた。 

平成 25 年に、いわきのほうに仮設の事務所ということで移転をし

た。 

昨年の８月 30 日に避難指示一部解除という形になった。 

復旧までの経緯

（主なもののみ） 

まず町内に人が住んでいないという中で、無人の家屋とか住居がそ

のままの状態になっている。防犯の面で、盗みに入って物が盗まれた

り、窓が割られたり、そのような被害が発生したので防犯の対策など

を進めた。 

帰還するに当たっては、どうしても環境整備が必要になってくる。

インフラの復旧を進めながら、同時に復興というところで、海のほう

にある産業交流センターの建設が進められた。今では復興・復旧のほ

うに協力していただけるような事業者さんが入っていただいている。

まちづくりの計画というところでは双葉駅の西側に、復興公営住宅の

整備を進めている。公営住宅には 10 世帯近くが入居している。 
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災害から得た教

訓 

防災と観点から言うと、地域の防災計画をもう少し見直す必要があ

るのかなと思う。実際にここ数年でそもそもの国の上位法の中身が変

わったり、県の計画も変わったりしてきているので町独自、町の地域

性というものを考える必要がある。 

 特に双葉で言うと原発が立地している町村ということで、当然、原

発の避難計画や訓練など、より実効的、具体的な計画を充実させて

いって、実際のものとして使えるような計画っていうのを今後、作っ

ていかなければいけないのかなと思う。 

あれだけ大きな震災があると、計画やマニュアルに沿っていろいろ

対応はするけれども、なかなか実際、大きい災害に対しては訓練とか

そういうところで、実際にあったときにどういうふうに動くのかとい

うところが、より具体性を持たせてやっていかなければいけないのか

なと感じている。 

災害の後世への

伝え方 

教育部局や広報、秘書広報課では、震災のアーカイブをどのように

していくか、動きだしているところで、震災の関連の震災遺構や、物

品、震災当時の行政文書などの保管をどのように保存して、どのよう

に公開して皆さんに伝えていくかということに今、取り組んでいると

ころである。 

子ども達に対しては、学校単位で集まるなどイベントなどがあった

ときに、当時の被災した町民の方や職員が、震災の時に実際どうだっ

たのかという、学習の一環でそのようなお話をされていたことがあっ

たのではないかと記憶している。 

災害対応や防災

に関して最先端

技術の活用状況 

防災の観点ではまだそのようなところまではたどり着いてはいな

い。何かこうした最新技術を持っていってというところまでは、まだ

ない。まず、町の課題としてはどうしても環境整備が一番で、指定避

難場所など公共施設がほとんど使えない状態になってしまっている。

それも残っている公共施設も今、解体するのか、どのように利活用す

るのかが議論されている最中で、防災の環境整備を優先せざるを得な

い。 

今後、防災や災害

対応により役立

つと考えられる

最先端技術 

 何か最先端技術とか、何かをうまく組み合わせてできるものがある

のであれば、逆に利用していきたいなと考えている。 

最先端技術の導

入に必要な人材

について 

防災に関しての知識を多く持っているような方。福島県職員の方な

どでもいらっしゃるが、いわゆる防災士とかの資格を持って、それを

専門に勉強されている方など。そういった方がいらっしゃると、おそ

らく多角的な方面から防災の計画を比較検討したりできる。 

 

課題 令和４年６月の住民意向調査の結果が、やはり戻らないと決めてい

るという割合の人たちも多く（約６割）いて、そこを除いてもまだ判

断つきませんよというところの人たちも結構多い（約３割）。戻りた

いと将来的な検討も含めてという人たちもそこまで高く推移してい

ないというところがあるので、町としてもう少し帰還促進についてい

ろいろ取り組み、また、まだまだ進めていかないといけない。 

帰還したいという人は 11％というと、住民基本台帳上の人口では

700 人、600 人ぐらいになると思うのだが、震災以降、長期避難とい
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うことで、皆さん年齢がご高齢になってきている方もいれば、震災当

時、小学生などの小さいお子さんとかの場合は、もう避難先が自分の

地元になってしまい、なかなか戻るという方が減っている。その中で

も、若い人も興味を持ってくれて、将来的に双葉で働きたいとか、復

興とか復旧とかに関わりたい、という方たちもいる。 

今、帰りたいと考えている 11.3％の方はやっぱりご高齢の方が中心

になっている。あとは町内で自営業者さんたちが、その拠点をきちん

と双葉に戻してやりたいですという方たち。すでに実際に戻してやっ

ている業者さんなどもいる。 

収集した資料等 

（資料名、ファイ

ル名等） 

・双葉町復興まちづくり計画（第三次）令和 4 年６月発行13 

 

 

 

 

 

  

 
13 https://www.town.fukushima-futaba.lg.jp/9248.htm 
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②東日本大震災・原子力災害伝承館 学芸員へのヒアリング結果 

 

NO.1-2 

調査対象に関する情報 

組織等 東日本大震災・原子力災害伝承館 

企画事業部 事業課 課長代理・学芸員 

担当者名 瀬戸 真之 様 

 

項目 内容 

災害名 東日本大震災 

発生日時 2011 年 3 月 11 日 

被害に関する情報（人

的、建物、農地、経済的、

その他） 

 2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分、三陸沖を震源とするマグニ

チュード（M）9.0 の地震が発生し、宮城県栗原市で震度７、

宮城県、福島県、茨城県、栃木県の４県 37 市町村で震度６強

を観測したほか、東日本を中心に北海道から九州地方にかけ

ての広い範囲で震度６弱～１を観測。この地震に伴い、福島

県相馬で高さ 9.3ｍ以上、宮城県石巻市鮎川で高さ 8.6ｍ以上

の非常に高い津波を観測するなど、東北地方から関東地方北

部の太平洋側を中心に、北海道から沖縄にかけての広い範囲

で津波を観測した。 

 

 この地震（津波及び余震を含む）により、死者 15,401 人、

行方不明 8,146 人、全壊家屋 112,490 棟などの甚大な被害を

生じた（2016 年 6 月 9 日現在、緊急災害対策本部による）。  

 

 津波は福島県双葉郡双葉町と大熊町の境界に位置する福島

第一原子力発電所を襲い、原子炉を冷却するポンプを作動さ

せるための全外部電源を喪失、内部の発電設備も津波により

浸水したことにより作動できなかったため、冷却機能を失

い、核燃料はメルトダウンし、原子炉建屋内での水蒸気爆発

を発生させた。 

 

この事故により平成 23 年 3 月 12 日夕刻には福島第一原子

力発電所から 20km 圏内は避難、更に同月 15 日には、30km
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圏内まで屋内退避措置が指示された。 

 

同年 4 月 22 日には、20km 圏内が警戒区域に設定されると

ともに、高い放射線量が測定された地域が 1 ヶ月以内を目途

に計画的に避難を求められる地域に指定された。 

 

 東日本大震災は地震、津波だけでなく、原発事故による長

期避難も含んだ複合的な災害だと言え、災害により生まれた

課題は複雑化している。 

 

 この避難指示により双葉郡の全市町村（北から浪江町、葛

尾村、双葉町、大熊町、富岡町、川内村、楢葉町、広野町）

および飯館村、川俣町、南相馬市小高区、田村市都路地区の

住民は情報が錯綜する中、避難を強いられた。 

 

開館までの経緯 

 

 瀬戸氏は 2017 年より福島県より福島大学が委託を受けた震

災の資料収集業務に携わっていっていた。 

 

福島県の中でどのような経緯で伝承施設の設立に至ったか

詳細は把握していないが、知事の意向が大きかったというふう

に聞いている。 

 

 瀬戸氏は 2018 年に福島県が設立した公益財団法人福島イノ

ベーション・コースト構想推進機構の職員となり、本格的に伝

承館の開館に向け、携わり主に 3 人の学芸員で展示内容を決定

していった。 

 

○資料の蒐集 

 現在、デジタル資料も含めると約 27 万の資料がある。蒐集

にあたっては、調査の段階でゴミなのか資料なのかを判断する

ことがとても難しかった。福島県沿岸地域では原発事故による

避難があったため、震災当時の状態でモノが残っていた。例え

ば県立大野病院などでは対応を検討されていた場所にペット

ボトルが 4 本残されており、当時の部屋にいたであろう人数な

どを推測することができる。このような資料をゴミとするの

か、資料として持ち帰り保存するのかの判断はとても難しい。
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今回の資料蒐集にあったては、防災・減災に資するもの、長期

避難から失われかねない地域アイデンティティとなるであろ

うもの、の２点を考慮し、資料の保管を行なった。 

 

○展示内容 

 展示の内容として意識していることは震災の前の地域の姿

を伝えること、現資料災害について行政側、住民側や原子力へ

の反対・賛成などに偏りがないようにニュートラルに事実を

淡々と伝えること意識している。周辺地域より外の方々には好

評いただいているが、地域の方々からは辛口のコメントをいた

だくことが多い。東日本大震災が複合災害であったためにそれ

ぞれの立場や住んでいる場所での震災の体験が大きく異なる

ことから、全ての方を汲み上げることは難しいと考えている。 

災害から得た教訓  地震がきたら逃げる、津波がきたら逃げる。それに尽きる。 

 

 原発のリスクについては、電力会社・行政からの啓発ととも

に地域の方々も主体的に知っておく必要があったのではない

か。震災前には東京電力からカレンダーが配られており、原発

についての情報が書かれていたが、住民の方にヒアリングして

みるとその情報を見ていた方は少なかった。 

 

また、原子力関係で気になるのは海外の動き。コロナも鎮静

化されてから海外の方も多く来館されており、興味を持たれて

いる。韓国などでは日本の事故を引き合いに、韓国の原発は安

全だという PR がされており、心配な部分がある。 

災害の後世への伝え方  現在、小学生を主な対象として様々な取り組みを行なってい

る。現在の小学生のほとんどは震災を経験していない世代にな

る。 

 

・タブレットの貸与を行い、館内を周りクイズ形式で学習がで

きるコンテンツを提供。 

・学芸員が共に周り、解説を実施。参加された子どもたちには

「伝承サポーター」として認定 

・夏には地震や津波のメカニズムを知るための実験など体験型

の教室を実施。 
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 小学生より小さい子どもたちには震災にまつわる絵本を蒐

集して読めるようにしている。中高生は事前に学習した上で来

館されることが多く、テキストを提供する以外に大きな仕掛け

はない。 

災害対応や防災に関し

て最先端技術の活用状

況 

 伝承施設としてはタブレットアプリなどの活用を行ってい

るほか、試験的に遠隔操作ロボットでの見学なども行なった。 

今後、防災や災害対応

により役立つと考えら

れる最先端技術 

 VR で震災遺構がみられるものなどある。双葉郡もデータ自

体はあるがまだ活用できていない。今考えているものとしては

VR 語り部などできないか検討している。 

課題 ○知識 

 福島県での震災を知るためには、原子力や津波など様々な知

識や言葉について知っておく必要がある。例えば、津波の遡上

高、浸水高などの定義などでも変わってくるため、正確に情報

発信をする必要がある。 

 

○資料の保存 

 現在 27 万点ある資料も多くはデジタルデータのため、移動

するたびに劣化していく。長期的に今の資料を 40〜50 年後に

どう伝えるか考える必要がある。 

収集した資料等 

（資料名、ファイル名

等） 

・伝承館 館内写真 60 点 
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③東日本大震災・原子力災害伝承館 語り部へのヒアリング結果 

NO.1-3 

調査対象に関する情報 

組織等 東日本大震災・原子力災害伝承館 企画事業部 事業課 

担当者名 語り部 横山 和佳奈 様 

 

項目 内容 

災害名 東日本大震災 

発生日時 2011 年 3 月 11 日 

被害に関する情

報（人的、建物、

農地、経済的、そ

の他） 

震災時、福島県双葉郡浪江町請戸地区に在住、当時小学校 6 年生

だった。地震が発生した際は請戸小学校にて被災。直後、大津波警報

が発令され、横山さんを含む全児童が近くの避難場所となっていた大

平山霊園となっていた。横山さん家族のうち、祖母・祖父が避難をし

なかったため、津波にのまれ他界。家も津波により全損となった。 

避難所や仮設住

宅に関する情報 

（いつ頃設置さ

れたか、最大で何

人くらい利用し

ていたか、いつ頃

撤去されたか、

等） 

大平山から国道に逃げた請戸小学校の生徒は浪江町役場へ避難。翌

12 日には福島第一原子力発電所が水蒸気爆発を起こし、同町の津島

地区へ避難。その後葛尾村を経て郡山へ避難。放射線の影響を考え 2

週間ほど親戚のいる東京に避難をしたが、進学のこともあり、郡山へ

戻る。 

家族は母方の実家のある郡山へ避難。 

復旧までの経緯

（主なもののみ） 

横山さん家族はそのまま郡山で家を建てて自主再建する。父は学校

の教員だったため、南相馬に単身赴任することになった。横山さん自

身は郡山の中学校へ進学、学校には同じように相双地域から避難した

児童 2 人ほどおり、同じクラスになるように学校側で配慮がされてい

たとのこと。その後、横山さんは仙台の大学へ進学、卒業し、現在の

東日本大震災・原子力災害伝承館の職員として新卒で就職。 

 

○語り部としての活動 

語り部としての活動は大学に進学してから、請戸小学校の避難につ

いて紙芝居の読み聞かせを始めてから、関わるようになった。 

横山さんは請戸地区の伝統的な舞踊である田植え踊りの継承活動

をやっており、メディアに取り上げられることもしばしばあったが、

踊りを伝えることはできるが、その他を言葉で伝えたいと感じるよう
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になった。現在は伝承館の中の常設語り部の他、団体の研修の中で語

り部を行なっている。 

災害から得た教

訓 

語り部の中でも気を付けていることは、自身の経験で祖父母が津波

警報を信じず避難をしなかったため、亡くなったとのことから、津波

に関わらず災害時は情報をしっかりと確認し、行動すること 

課題 自身が帰還する段階で困ったこととしては家がないこと。また、浪

江町だけで見ると買い物できる場所が少なく、病院もないことから地

震は浪江町ではなく、南相馬市に住むことを選んだ。 
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（参考）東日本大震災・原子力災害伝承館の写真 

 

 

東日本大震災・原子力災害関連年表 

 

 

 

東日本大震災・原子力災害関連年表 
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発災前の町の様子 

 

 

 

福島県内の死者・行方不明者数等 
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被災者の救護活動 

 

 

新しい支援の形 



120 

 

 

 

パーソナル eVTOL 「Mk-3」 

 

 

 

伝承館から見た海岸の様子 
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1-3-2 鹿児島県奄美市における調査結果 

 鹿児島県奄美市では、奄美市の担当者及び奄美情報処理専門学校の教員へのヒアリング

を行ったほか、関連する資料を収集した。 

 

①鹿児島県奄美市の担当者へのヒアリング結果（事前調査含む） 

NO.2-1 

調査対象に関する情報 

組織等 奄美市 商工観光情報部 デジタル戦略課 

デジタル戦略係 

担当者名 係長 田川 正盛 様 

 

項目 ヒアリング内容 

災害名 平成 22 年 10 月奄美豪雨災害 

発生日時 平成 22 年 10 月 20 日 

○5 時 10 分 佐大熊町 床下浸水 

○16 時過ぎ 住用地区との携帯電話による情報連絡が途絶 

（※固定その他の通信設備はこれ以前に不通。） 

〇22 時 00 分 西仲間「わだつみ苑」で 2 名心肺停止状態 

○22 時 50 分 知名瀬 通行止め 

被害に関する情報（人

的、建物、農地、経済的、

その他） 

 

 

 

 

鹿児島県奄美地方における大雨による水害被害額等（確報値） 

水害被害額 16,129 百万円 
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※10 月 18 日～24 日の被害額。 

 

〔 内 訳 〕 

一般資産等被害額  11,178 百万円 

公共土木施設被害額 4,837 百万円 

公益事業等被害額   114 百万円 

○死傷者等数 5 名（死者 3 名、負傷者 2 名） 

○被災建物棟数 1,781 棟 

○浸水面積 371ha 

 

【 参 考 】 

・10 月 18 日から 21 日にかけて､前線が奄美地方に停滞し､南

シナ海にあった台風第 13 号の東側で非常に湿った空気が前

線付近に流れ込んだため､大気の状態が不安定となり､奄美地

方では､所により期間降水量 800 ミリを超える記録的な大雨

となった。 

・24 時間降水量では､鹿児島県奄美市名瀬(ﾅｾﾞ)で 20 日 23 時 20

分までに 648.0 ミリとなり､昭和 51 年(1976 年)の観測開始以

来最大を記録した。また､20 日の日降水量は､名瀬で 622.0 ミ

リとなり､明治 36 年(1903 年)5 月 29 日に観測した 547.1 ミ

リを超え､明治 29 年(1896 年)の観測開始以来最大を記録し

た。 

・1 時間降水量では､鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋(ｺﾆﾔ)で 20

日 13 時 05 分までに 89.5 ミリの猛烈な雨が、鹿児島県奄美

市名瀬で 20 日 16 時 41 分までに 78.5 ミリの非常に激しい雨

が降った。 

 

避難所や仮設住宅に関

する情報 

（いつ頃設置された

か、最大で何人くらい

利用していたか、いつ

頃撤去されたか、等） 

10 月 20 日から 11 月 26 日までの一連の間に延べ 3,997 名が

市内の避難所 39 箇所へ避難した 

 

①避難所 

  名瀬地区では避難所 24 箇所を延べ 714 名（全体の約

17.9%），住用地区では避難所 14 箇所を延べ 3,149 名（全体

の約 78.8％），笠利地区では避難所 1 箇所を延べ 134 名（全

体の約 3.3%）が活用した。  
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②奄美体験交流館 

奄美豪雨災害時に開設した避難所の中で住用地区の中核的

な役割を果たしたのが奄美体験交流館である。災害発生から

避難所の中で最長となる 10 月 20 日から 11 月 26 日までの

38 日間開設した。 

 

自衛隊や医療関係者・

ボランティア等による

支援活動状況（主なも

ののみ） 

①自衛隊 

鹿児島県国分駐屯地の第 12 普通科連隊の隊員を、10 月 21 日

に先発隊として海上自衛隊鹿屋航空基地所属の UH-60J で投入

し、同日に残りの人員と資機材を積んだ鹿児島港から奄美大島

に向かう民間のフェリーに積載し、現地に投入した。本格的に

自衛隊が活動したのは、10 月 22 日から。 

航空自衛隊の C-130 輸送機も救援に参加し人員・NTT 非常

通信装置の空輸、救援機材の輸送に参加した。 

10 月 24 日まで交通も寸断し電力が供給されていない住用町

の 2 集落に対して、九州電力の保有する高圧発電機車を大型ヘ

リコプターCH-47 で空輸することに日本で初めて成功させた。 

 

②ボランティア支援  

市内をはじめ奄美大島各地で災害が発生した 10 月 20 日以

降、各地で土砂や災害ごみの搬出等をはじめとした災害ボラン

ティア活動が活発化した。災害当初は、奄美に息づく「結（ゆ

い）の精神」による地域の人たちの共同作業等による復旧・復

興作業が進行した。10 月 23 日には奄美市社会福祉協議会が主

導し災害ボランティアセンターを立ち上げ、被災地でのボラン

ティア活動の調整を図り、10 月 25 日には奄美体験交流館内に

現地本部を設置し、災害ボランティア活動が本格化した。 

 

復旧までの経緯（主な

もののみ） 

【通信インフラ】 

災害発生時は、携帯基地局の水没や、道路の崩落による NTT

設備の被災、停電などが重なり、携帯電話が使えず、衛星電話

のみ使用可能だった。孤立した地域にたまたま衛星電話が設置

されていた所（集落の集会所）があり、そこでは必要な救援物

資など聞き取ることができた。 

これを受けて、衛星電話の設置場所を 3 か所から 10 数か所

に増やしたほか、LINE・メール・チャットなどの利用も拡大し
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た。 

【道路の損壊】 

道路が崩落したため現場に行くことができず、情報収集が遅

れた。船を使って海上から救助活動や支援物資の提供を行った

地域もあった。 

【市施設の被災】 

市の庁舎も浸水被害で 1 階部分が使えなくなったところが

あった。職員の通勤車両や公用車も水没した。 

災害から得た教訓 『奄美大島情報通信体制等検証報告書』より抜粋 

 

▽初動における県の情報収集への提言について  

●情報収集の窓口を集約する必要がある。 

●収拾した情報を組織内で共有する体制を整備する必要があ

る。 

▽市町村の情報通信と非常用電源設備への提言 

●災害に強い通信回線を複数構築する必要がある。 

●防災行政無線のデジタル化を図る必要がある。 

●通信機器の機能維持のための定期的な保守点検等が必要で

ある。 

●災害に強い非常用電源設備を整備する必要がある。 

●避難所に安全性の高い非常用発電機を設置する必要がある。 

▽市町村と集落・住民間の情報収集・伝達への提言 

●多様な通信手段で，確実に情報収集・伝達ができる体制づく

りが必要である。 

●エリアメールのサービス提供事業者の増加が望ましい。 

●災害時における情報提供手段として，コミュニティ FM の

活用を図る必要がある。 

●地上デジタル放送による情報提供の環境整備が重要である。 

▽消防の情報通信への提言 

●通信指令室の体制等を検討する必要がある。 

●消防救急無線を補完する形での衛星携帯電話等の配置が必

要である。 

▽電気事業者への提言 

●奄美大島をはじめとする離島への電気関係の復旧資機材の

迅速かつ効率的な輸 送体制を検討する必要がある。 

●大規模災害時に，重要拠点施設に早期送電を行うため，電気
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事業者と道路管理者は協議を行い，復旧作業を円滑に行う

必要がある。 

▽電気通信事業者への提言（一般加入電話・携帯電話） 

●奄美大島をはじめとする離島への電気通信関係の復旧資機

材の迅速かつ効率的 な輸送体制を検討する必要がある。 

●災害に強い通信設備の構築とネットワーク化を図る必要が

ある。 

●道路管理者と協議・連携し，トンネル内を活用した通信ケー

ブルの付設を行い， 耐災性の強化を図る必要がある。 

●大規模災害時に，重要拠点施設の通信を確保するため，電気

通信事業者と道路管 理者は協議を行い，復旧作業を円滑に

行う必要がある。 

▽電気事業者・電気通信事業者の連携への提言 

●大規模災害が発生した場合，電気事業者・電気通信事業者間

での情報共有・協力 体制を強化し，早期送電及び通信を行

う必要がある。 

▽県・市町村と電気事業者・電気通信事業者との連携への提言 

●大規模災害が発生した場合は，電気事業者・電気通信事業者

は，県・市町村と協 議し，停電の早期復旧や通信の回復が

円滑にできるように連携する必要がある。 

●大規模災害により道路が被災し，電気及び電気通信施設の復

旧作業に支障がある 場合は，道路管理者と協議し，早期に

送電及び通信ができるようにする必要がある。 

▽県・市町村等関係機関の連携に関する提言 

●今回の災害を踏まえ，現地対策合同本部と市町村，防災関係

機関の連携をより深める取組を行う必要がある。 

▽離島の特殊性に対応した防災対策への提言 

●離島の特殊性に対応した防災対策（県：自衛隊と連携した搬

送体制構築，市町村： 地元の漁協や船舶運送事業者等との

搬送協定締結） 

▽避難勧告・指示等への提言  

●避難勧告等の具体的な発令の判断基準を速やかに作成する

必要がある。 

●集落の区長や奄美警察署が委嘱した「防災協力員」などとの

連携を図り，早めの 自主避難を促進する必要がある。 

●避難に関する基本的な知識の普及啓発を行い，住民の早めの
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避難を促進する必要 がある。  

▽災害時要援護者の避難支援への提言 

●市町村における災害時要援護者避難支援プランの策定を促

進する必要がある。 

●災害時要援護者関連施設と自主防災組織との連携を促進す

る必要がある。 

●災害時要援護者関連施設における風水害を想定した避難訓

練や対応マニュアル の作成などが望まれる。 

▽孤立集落対策への提言 

●相互連携が可能で確実な通信手段の確保が必要である。 

●通信機器の住民向け研修の充実を図る必要がある。 

●人工透析患者などの緊急搬送手段の確保が必要である。 

●非常用発電機の備蓄に努める必要がある。 

▽「結いの精神」と地域防災力への提言 

●「結いの精神」や自主防災組織の活動事例の普及啓発を図る

必要がある。 

●「自主防災組織設立促進協議会」等を通じて，自主防災組織

率の向上や活性化を 図るとともに，自主防災組織のリー

ダー養成や住民を対象とした研修の充実を図る 必要があ

る。 

災害の後世への伝え方 10 年目の節目にシンポジウムを開催した。今年度もパネル展

を開催した。 

豪雨災害とは関係ないが、トンガ沖の地震による津波につい

てもシンポジウムを開催した。その際に豪雨についても触れた。

この記録は市では特に保管していない。 

（地元紙の新聞では記事になったかもしれない） 

災害対応や防災に関し

て最先端技術の活用状

況 

【衛星電話】 

災害時、携帯電話が使えなくなった。このため衛星電話の設

置が進んだ（災害時 3 か所→10 か所） 

【ドローン】 

災害用途のドローンは消防に配備されている。 

市に配備されているドローンは主に平時利用で、例えば人が

入りにくいところ（水源地など）の目視確認などで使われてい

る。ただし災害時に、道路の被災状況の確認などには利用でき

る。 

災害時のドローン利用について、特に民間企業と協定などは
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結んでいない。 

【災害広報】 

以前は、電算関係は企画広報課、その他広報は広報担当係が

担当し、車による街宣やエリアメールの配信を行っていた。新

設されたデジタル戦略課では、SNS、Twitter に加え、プッシュ

型の情報発信を強化するために今年になって公式 LINE を開設

した。市のイントラネット（専用回線）の災害復旧対応も災害

広報の仕事の一つである。 

今後は LINE にサーベイ機能を追加しようと考えている。 

今後、防災や災害対応

により役立つと考えら

れる最先端技術 

遠隔操作できるものが増えるといいと思う。 

最先端技術の導入に必

要な人材について 

特に災害に特化してはいないが、土木の技術職や保健師の採

用はある。土木系の技術者は災害時の対応も必要になる。技術

系の職員は定期的に行っている。 

課題 水や食料の提供で協定を結んでいるところはたくさんある

が、技術的な面での協定はそれほど進んでいない。 

その他関連項目 災害復旧については地域の建設事業の団体と協定を締結して

いる。 

収集した資料等 

（資料名、ファイル名

等） 

｢平成 22 年 10 月奄美豪雨災害の検証(記録誌)」(平成 25 年 3 月

奄美市)14 

 
 

 

 

 

  

 
14 https://www.city.amami.lg.jp/somu/bosai/bosai/documents/kiroku.pdf 
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②奄美情報処理専門学校 教員へのヒアリング結果 

 

NO.2-2 

調査対象に関する情報 

組織等 奄美情報処理専門学校 

担当者名 校長 福山 洋志 様 

   田中 豪 様 

 

項目 ヒアリング内容 

災害名 平成 22 年 10 月奄美豪雨災害 

発生日時  

被害に関する情報（人的、建物、

農地、経済的、その他） 

（福山様） 

 当時は授業中だった。雨の降り方が普段とは違うと

思ったが、情報がなかった。帰宅時に川の水位を見て、

危ないと思った。 

 

（田中様） 

 当時、自分は東京にいたが、祖父母が住用町で被災し

た。避難所として使われた体験交流館で 1 か月ほど過ご

した。近年、問題になっている異常気象の走りだと思う。 

災害から得た教訓  奄美では、山の上までスーパー林道が通っている。そ

の活用も考える必要がある。 

災害の後世への伝え方  この 2 年間、文部科学省の委託事業に参画して、豪雨

災害についても再認識できた。2011 年 3 月卒の学生が

卒業制作で、PHP を使った災害支援システムを作って

おり、それも活用していきたい。また、災害に関するカ

リキュラムも考えないといけない。 

今後、防災や災害対応により役

立つと考えられる最先端技術 

 電線が切れたときの対策が必要。Wi-Fi は当時から公

園などに設置されていたが、使えなかった。自衛隊の電

源を使ったものを使っていた。ソーラーパネルなどで使

えるようにできないかと思う。 

課題 トンガ沖地震の津波でも防災無線で避難を呼びかけ

ていたが、住民が車で避難してしまったため、避難中に

渋滞が発生してしまった。また、避難先のトイレの問題

もある。 
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豪雨災害発生から 10 年目のシンポジウムは、市役所

に写真を展示するのが中心だった。10 年に 1 回ではな

く、もっと短い期間で何かやってほしい。最新技術に関

する情報も欲しい。 
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1-3-3 鹿児島県桜島における調査結果 

 鹿児島県桜島では、鹿児島県及び鹿児島市の担当者にヒアリングを行った。 

 

①鹿児島県の担当者へのヒアリング結果（事前調査含む） 

NO.3-1 

調査対象に関する情報 

組織等 鹿児島県危機管理防災局危機管理課 / 同災害対策課 

担当者名 畠中様、和田様 / 池永様、濱田様（五十音順） 

 

項目 内容 

災害名 桜島は、約 2 万 9 千年前に形成された姶良カルデラ（現在の鹿児島

湾の奥部）の南端に位置し、約 2 万 6 千年前に活動が始まったと推定

される。若い火山であるため現在も火山活動が活発で、記録が残され

ているものだけで天平宝字噴火（764 年）、文明噴火（1471～76 年）、

安永噴火（1779～82 年）、大正噴火（1914 年）、昭和（1946 年）に

大噴火が起こっている。 

現在の桜島の噴火警戒レベルは 3 で、登山禁止や入山規制等の措置

がとられている。昭和 30 年（1955 年）の爆発以来、長期間にわたっ

て山頂噴火が続いており、降灰による住民の生活や農作物への被害が

現在も深刻である。大正噴火以降現在までの約 100 年の間に、地下の

マグマだまりに多量のマグマが蓄積され、姶良カルデラ周辺の地盤が

隆起しているのも確認されており、いつ大正噴火規模の大規模噴火が

起こってもおかしくない切迫した状況にある。 

発生日時 天平宝字噴火（764 年）、文明噴火（1471～76 年）、安永噴火（1779

～82 年）、大正噴火（1914 年）、昭和噴火（1946 年）。 

最近で噴火警報が出たのは令和 4 年 7 月。 

降灰被害は現在も日常的に発生している。 

被害に関する情

報（人的、建物、

農地、経済的、そ

の他） 

大正噴火：死者・行方不明者 58 人 

・噴煙がおよそ 18,000m まで上がり、大量の軽石や火山灰が最大で

2m 降り積もった。 

・桜島の東側では大量の溶岩が幅 400m の瀬戸海峡を埋め尽くし、大

隅半島と陸続きになった。 

・噴火時にマグニチュード 7 程度の地震も発生し、桜島の西にある薩

摩半島にも深刻な被害をもたらした。 
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桜島は現在でも活発に噴火を繰り返しており、鹿児島県内のみなら

ず隣接する他県でも降灰が確認されることがある。 

復旧までの経緯

（主なもののみ） 

降灰被害は現在も日常的に発生している。鹿児島では天気予報に加

え、風向きをもとに降灰エリアを予測する降灰予報が出されている。 

鹿児島市内では、市街地の火山灰撤去にロードスイーパーや散水車が

取り入れられている。また、住宅地の降灰は市から市民に無償配布し

ている克灰袋(こくはいぶくろ)で収集する仕組みが整えられている。

克灰袋に入れた火山灰は、宅地内降灰指定置場と呼ばれる集積所にい

つでも出すことができる。宅地内降灰指定置場は、ゴミ収集所付近や

道路沿いなど、市内至るところに設置されている。 

降灰は農作物にも被害をもたらす。防止・軽減策として、降灰地域

防災営農対策事業を活用しながら、土壌の酸度矯正や被覆施設等の整

備による営農の安定等の取り組みがある。 

災害から得た教

訓 

気象台による常時監視、京都大学防災研究所火山活動研究センター

による研究に加え、3 か所に観測坑道を設置。 

・退避壕（たいひごう）：住民や観光客等が噴石等から一時的に身を

守るための施設として、桜島島内の主要道路沿いや展望所等に 32

カ所設置されている。 

・退避舎：住民等が海上避難する場合にフェリーなどの救助船舶が到

着するまでの間、安全に待機する施設として、桜島島内の避難港の

近くに 20 カ所設置されている。 

・避難港：桜島で大規模噴火の恐れがある場合、島民等がフェリーで

島外避難できるよう島内 20 カ所に整備されている。 

・誘導看板：島内における現在地や島外までの距離等の案内板や、退

避壕や退避舎等の避難施設への誘導看板が設置されている（4 カ国

語表記）。 

・防災訓練：桜島火山爆発総合防災訓練が毎年実施されている。およ

そ半世紀にわたって継続。 

・桜島火山防災連絡会（通称：五者会）：京都大学防災研究所火山活動

研究センター、鹿児島地方気象台、大隅河川国道事務所、鹿児島県、

鹿児島市，垂水市により 2 か月に 1 回程度開催されている。 

災害の後世への

伝え方 

〇人材育成： 

・児童・生徒（特に市街地側）を対象とした火山防災教育（専門家の

派遣授業、桜島への訪問体験学習、火山防災教材の配布等）。 

・一般市民に加え、地域、事業者それぞれが火山防災の担い手として

取り組んでもらうための啓発活動（啓発映像やリーフレットの作
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成、市政出前トークの実施） 

・全国の火山災害警戒地域の自治体職員等を対象とした火山防災スペ

シャリスト養成研修の実施。全国の火山防災従事者の視察受け入

れ。 

〇火山や火山防災を観光資源として活用： 

砂防施設など防災施設や埋没鳥居などの火山遺構を活用、「桜島・

錦江湾ジオパーク」（平成 25 年）など火山を活かしたブランドイメー

ジの構築、第 4 期鹿児島市観光未来戦略（令和 4 年 3 月策定）による

交流人口の拡大と地域活性化への取り組み。 

〇桜島火山ハザードマップ 

英語、韓国語、中国語（簡体字/繁体字）版も作成されている。 

災害対応や防災

に関して最先端

技術の活用状況 

〇避難所の空き情報の提供 

今後、防災や災害

対応により役立

つと考えられる

最先端技術 

〇観測精度の向上 

火山がこれほどの人口密集地、市街地のすぐ近くにあるのは、全国

でも桜島ぐらいしかない。しかも、毎日のように噴火している。大正

噴火級の噴火が起こる場合は、山が膨れ上がるなど何らかの前兆があ

ると言われている。わずかな変化を確実にとらえ、大きな噴火が起こ

る前に住民が避難できるよう、観測予測の精度を上げる必要がある。 

全島避難の場合、鹿児島市地域防災計画によると避難方法は車や

フェリーによる避難となっているが，安全かつ確実に全島民が桜島か

ら脱出するためには、避難に十分な時間を確保する必要がある。でき

るだけ早く確実に噴火が予測できるといい。 

 

その他関連項目 ・住民の避難については主として市町村が担う。県は市町村の支援を

行う。県は市町村からの要請に応じて国土交通省や気象庁など国の

機関と支援等の調整を行う。気象庁が発表した警報は，県や報道機

関などに届く。市町村に対しては，県から伝達される。一連の流れ

はほぼ同時に行われる。 

・降灰の除去に関しては国の補助がある。農作物の降灰被害防止等に

も国の補助がある。 
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②鹿児島市の担当者へのヒアリング結果 

NO.3-2 

調査対象に関する情報 

組織等 鹿児島市危機管理局危機管理課 

担当者名 倉元 陽明 様 

 

項目 内容 

災害対応や防災

に関して最先端

技術の活用状況 

「噴火に関する特別警報の緊急速報メール」の配信開始： 

気象庁が「気象等及び噴火に関する特別警報の緊急速報メール」の

配信を終了することを受け、鹿児島市が「噴火に関する特別警報の緊

急速報メール」の配信を令和 4 年 12 月 26 日(月曜日)午後 2 時に開

始。対象地域は鹿児島市全域。気象庁が「噴火に関する特別警報（噴

火警戒レベル 4、5）」の発表をすると、即時に自動配信。 

今後、防災や災害

対応により役立

つと考えられる

最先端技術 

〇桜島島民の避難状況を確認できるシステム（アプリやドローン） 

避難情報が出た場合、消防団など防災関係者が各戸をまわり島民の

避難状況を確認することになっている。島外避難が必要な場合、最終

的には防災関係者もフェリーや陸路で脱出しなければならないため、

確認にかける時間を可能な限り短縮する必要がある。このため、島民

には自宅を出る際に「避難完了」と書かれた「避難完了板」を自宅前

にかけてもらい、団員らが避難状況を素早く目視確認できる態勢を整

えた。 

避難したのに「避難完了板」をかけ忘れることも想定される。島民

は避難先を災害対策本部に連絡するようになっているが、連絡をしな

い、あるいは、できないことがあるかもしれない。避難先が避難所で

あればほどなくして安否を確認できるだろうが、そうでない場合は既

に避難して不在の島民を探して家の中や周辺を捜索することになっ

てしまう。もしかしたら寝ていて気が付かないかもしれないし、耳が

遠くて警報が聞こえていない可能性もあるからだ。一刻を争う状況下

では、このような事態は何としても避けたい。 

たとえば、原子力災害に関しては、万が一事故が起こった際に避難

に関する情報の入手や避難所の受付ができるアプリを県が運用して

いる。桜島の島民の避難状況もアプリ等で確認できるようになるとい

いかもしれない。 

技術的に可能かどうか分からないが、ドローンで残留者捜索ができ

るシステムもあればいいと思う。ドローンで屋内の人の有無まで確認
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するのは難しいかもしれないが、あったら本当に助かると思う。 

 

〇マイ・タイムライン等の活用を支援するシステム 

昨年 7/24 の噴火では、島内避難の対象者が「薬を忘れた」、「着替

えを忘れた」、「ペットを家に置いてきてしまった」などの問題が生じ

た。避難対象となったのは重点的に避難訓練をしている地区であり、

桜島島内の住民に配布している避難用マニュアルにも準備が必要な

もの等が記載されていたが、それにもかかわらず、避難の準備不足が

発生してしまった。風水害時には、大雨や台風が接近した時に、自分

自身がとる行動をあらかじめ整理する「マイ・タイムライン」を作成

することで、災害に事前に備えるよう呼びかけている。火山災害時に

は、警戒が必要な範囲や規模の異なる噴火等を区分する必要があり、

リードタイムも想定しづらいこと等の課題があるものの、火山版のマ

イ・タイムラインをうまく作成・活用できるような仕組みがあれば、

よりあわてずに余裕をもって避難行動をとることができると思われ

る。 

 

〇降灰 VR 

防災教育の一環として、市街地側の小学校 6 年生に火山防災教材を

提供している。大正噴火規模の噴火が起こった場合、市街地には 1m

の降灰があるとの予測もある。灰に埋まった街並みをバーチャルで体

験できるといいかもしれない。水害の VR はあるので、降灰版もでき

るのではないだろうか。 

 

課題 火山防災が必要な自治体は全国に数多くあるが、桜島のように常時

噴火している火山はあまりない。鹿児島市では、気象庁の噴火速報が

出たら直ちに市職員が動ける態勢が整っているが、噴火しない火山に

備えるのは難しいのではないか。火山防災強化市町村ネットワークを

通じて、火山を抱える他の自治体に桜島で培ったノウハウを惜しみな

く提供していきたい。 
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1-3-4 実地調査のまとめ 

 本調査では、震災とそれに起因する原子力事故、豪雨災害、火山災害の 3 種に関して、

その被災地でのヒアリングや資料収集を行った。 

 

 福島県双葉町における調査結果からは、東日本大震災が複合的な災害であったことが改

めて認識される。「災害から得た教訓」でも、学芸員からは原子力災害とその後の計画に

ついて、語り部からは津波からの避難について、それぞれ指摘されている。また、「課

題」については、双葉町の担当者からは帰還率の上昇、学芸員からは地震・津波・原子力

災害についての知識や多すぎる資料の保存・活用、語り部からは住環境の整備と、三者三

様の意見が挙げられた。「最先端技術の活用」では、防災面ではそれ程進んでいないが、

東日本大震災・原子力災害伝承館ではタブレットの活用や、遠隔操作ロボットによる見学

が実際に取り入れられている。また、VR を活用した取組も検討されている。 

 

 鹿児島県奄美市における調査結果からは、特に通信インフラの確保が重要であることが

わかった。奄美市の担当者からは、携帯電話が使えなくなったが、集落の集会所に設置さ

れていた衛星電話で必要な救援物資などを聞き取ることができたということが聴取でき

た。但し、孤立した地域の集会所にたまたま設置されていたという状況であった。そのた

め、当時は 3 箇所に設置されていた衛星電話を現在は 10 数箇所まで増やしている。さら

に、LINE やメール、チャットなどの利用も拡大している状況にある。また、奄美情報処

理専門学校の教員からは、停電の対策の必要性が指摘された。奄美市における「最先端技

術の活用」では、先述の衛星電話をはじめ、SNS の活用が進んでいる。情報収集・提供を

重視していることがうかがえる。その他、ドローンは災害対応に特化しておらず、平時に

使用しているものがある。これを災害時に活用することも検討されている。奄美情報処理

専門学校では、卒業制作で、PHP を使って災害支援システムを作った学生がいたこともあ

り、そのシステムの活用も含め、カリキュラムに災害の内容も盛り込んでいく意向であ

る。その一方で、10 年目のシンポジウムだけでなく、より短い期間で豪雨災害や最先端技

術に関する情報提供や伝承等も行ってほしいとの要望も聞かれた。 

 

 鹿児島県桜島における調査結果からは、桜島は日常的に噴火があり、しかも市街地のす

ぐ近くの身近な存在であるが故に、その対策も充実していることがわかった。降灰予報や

克灰袋による灰の収集など日常的な対策や、噴火時における避難の仕組みや避難者の受け

入れ施設等も整っている。火山とともにある暮らしを守る意識がうかがえる。「最先端技

術の活用状況」では、鹿児島県の担当者からは、避難所の空き情報の提供に活用している

ということが聴取できた。一方、鹿児島市の担当者からは、気象庁の配信サービスが終了

することを受け、「噴火に関する特別警報の緊急メール」を市が配信していることが聴取
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できた。さらに、「今後活用できそうな最先端技術」では、鹿児島県からは、噴火をより

早く、確実に予測できるシステムが挙げられた。鹿児島市からは、桜島島民の避難状況を

確認できるシステムや、マイ・タイムラインと運活用を支援するシステム、さらには VR

で降灰を体験して防災教育に活用するもの、が挙げられた。 

 

 以上の実地調査の結果を参考として、今後、ケーススタディ教材や PBL 教材のケース

やシナリオに取り入れるなど、活用していくことを検討したい。 
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第2章 自治体等を対象とした防災のDX化の取り組み状況や課題等に関するアンケート・

ヒアリング調査 

2-1 調査概要 

 本調査は、安全安心インフラの DX を推進する人材に必要な知識・スキルを明確化するこ

とを目的として実施した。調査対象は、実施委員会参画機関の所在する箇所を中心とする 10

都府県の市区町村、及び国や都府県の防災関連の拠点で、全部で 478 件である。以下は、対

象とした都府県の一覧である。 

 

図表 15 調査対象とした都府県の一覧 

都府県 調査対象の数 

福島県 59 

東京都 62 

神奈川県 61 

静岡県 49 

京都府 37 

兵庫県 50 

熊本県 50 

宮崎県 26 

鹿児島県 43 

沖縄県 41 

合計 478 

 

 この 478 件にアンケート調査票を送付し、122 件の回答を回収した。回収率は 25.5%で

あった。 

 

 さらに、回答のあった自治体から 10 件を抽出してヒアリング調査を行った。 

 

 また、アンケートの調査項目は以下の通りである。 
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図表 16 アンケートの調査項目一覧 

設問 No. 調査項目 

1 回答者情報 

2 防災や災害対応を担当する人材について 

 (1) 防災や災害対応を担当する人材の確保状況 

 (2) 防災や災害対応を担当する人材の不足への対応策 

 (3) 防災や災害対応に関連した IT システム等に関わる人材の確保状況 

 (4) 防災や災害対応に関連した IT システム等に関わる人材の確保方法 

 (5) 防災や災害対応に関連した IT システム等に関わる人材に必要な知識

やスキル 

3 DX の取組状況や取組意向について 

 (1) DX についての理解度 

 (2) DX 推進の必要性 

 (3) 防災や災害対応の DX への取組状況 

 (4) 防災や災害対応の DX で活用している技術 

 (5) 防災や災害対応の DX の具体的な取組 

 (6) (6) 防災や災害対応の DX に取り組むに当たっての課題 

4 本事業の取組、養成人材への関心等について 

 (1) 本事業の成果への興味・関心 

 (2) 本事業の取組等について継続的な情報提供を希望するか 

 (3) 自由意見 
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2-2 アンケート調査結果 

 設問 1 の回答者情報については、個人情報が含まれるため割愛する。 

 

2.防災や災害対応を担当する人材について 

(1) 貴機関で防災や災害対応を担当する人材の確保状況について、該当する選択肢を 1つ

お選びください。 

 

 

 

十分に確保できている 16 

やや不足している 69 

大きく不足している 36 

その他 1 

その他入力 ⚫ 本市においては、防災や災害対応のみを担当す

る正規職員の採用は行っておりません。 

 

 防災や災害対応を担当する人材の確保状況では、「やや不足している」が 57%、「大きく

不足している」が 29%で、8 割以上の自治体等で不足していることがわかった。「十分に確

保できている」という回答は 13%であった。 

  

十分に確保できている

13%

やや不足している

57%

大きく不足している

29%

その他

1%

防災や災害対応を担当する人材の確保状況
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(2) (1)で 2または 3とご回答された方にお伺いします。防災や災害対応を担当する人材

の不足への対応策として、どのようなことを実施されていますか。ご記入ください。 

 

＜DXの推進・システム化＞ 

⚫ ＤＸ化の推進 

⚫ 災害対応業務のマニュアル化、システム導入 

⚫ システムの導入 

⚫ 令和 4年度より、防災行政無線の放送に係る複数メディア通報システムを導入し、音声

放送・メール・市の HP・Yahoo!防災アプリ等の発報が一括で可能になりました。人材

不足の解消だけでなく、発報までの時間短縮にも繋がっています。 

⚫ システム化できる事務については可能な範囲でシステム化している。 

⚫ 今年度より当市で防災情報システムの整備を行い、オフィス以外の遠隔意からでも市

民へ防災情報を提供できるようにしております。 

⚫ 地域住民による共助の取組推進・民間企業等との協力協定の締結・人海戦術からシステ

ム化への切替え 

 

＜研修や育成等を実施＞ 

⚫ 各種研修に参加し、人材育成を図っている。 

⚫ 各種研修会等への参加など 

⚫ 研修等で個々の防災や災害対策の知識やスキルを習得している。 

⚫ 災害時情報発信一元化システムの導入検討を中心とした DX関連研修への参加。 

⚫ 防災資機材の操作研修 ・訓練 

⚫ 訓練や研修で職員の育成をしている。 

⚫ 区役所職員に対して、防災訓練（図上訓練、本部開設訓練など）や研修を実施している。 

 

＜限られた人員で対応＞ 

⚫ 離島で小規模自治体であるため、限られた人員のなかで対応しています。 

⚫ 優先順位をつけて実践している。 

⚫ 現員のマンパワーに頼り切っている 

⚫ できる限り効率的な体制で執行している 

⚫ 個人の負担増 

 

＜他の担当や他の部署の協力・応援＞ 

⚫ 他の係の職員と協力している 

⚫ 職員応援要請・業務効率化 
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⚫ 災害が発生した際には、電話対応、被害情報の収集等で人員が不足する。別の部署から、

応援職員を動員し、対応している。 

⚫ 同じ課内の別の係から支援してもらっている。 

⚫ 他課からの応援、プロジェクトチームの活用など 

⚫ 防災の担当課以外の部署にも災害時の役割を振り、区役所全部署で手分けして災害対

応に当たるような体制を敷いている。 

⚫ 担当課以外の課との協力体制の強化 

⚫ 防災を担当している職員は 3人のみですが、災害時等は課全体で対応している。 

⚫ 他部署へ一時的に動員依頼をしている。 

⚫ 他部署から職員の応援もより対応している。 

⚫ 災害等には、災害（警戒）対策本部を設置し、各部署の役割に基づき、体制を構築して

いる。 

⚫ 課内で分担している 

⚫ 防災担当職員以外の職員についても、その他の業務と兼務（係全体で対応）することで、

人員不足をカバーしている。 

⚫ 災害対応時等については、他部署より専任の応援職員体制をとっている 

⚫ 同じ総務部内の職員に警報時の応援を依頼している 

⚫ 災害時の応援職員の配置 

⚫ 他担当から協力を得ている。 

⚫ 防災主担当 2名であるが、課内の他の職員の協力等得ながら実施している。 

⚫ 災害発生時，避難所開設期間が長引くような場合は待機職員を交代するなどして対応

している。 

⚫ 過去 3 年以内に防災安全課に在籍していた職員を災害対応時に必要な人数招集してい

る。 

⚫ 防災は事務の分散、災害対応は他部局との連携で実施している。 

⚫ 各対策班ごとの連携を促進している 

 

＜人員要求＞ 

⚫ 人員要求をしている。 

⚫ 担当職員の増員を依頼。 

⚫ 毎年人員を要望している。また、時間額制会計年度任用職員を配属している。 

⚫ 対応職員数について、増員を当局へ要望 

⚫ ここ数年で職員配置人数を増やしているが足りない。人員を増やすことや外部に委託

するなどして対応したい。 
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＜新規の採用・任用＞ 

⚫ 防災安全専門員として消防や自衛隊 OBを雇用し専門的な事務をお願いしている。 

⚫ 防災専門員の雇用 

⚫ 会計年度任用職員による補充 

⚫ 防災官の任用 

⚫ 防災知識のある自衛隊 OB職員の採用 

⚫ 会計年度任用職員の採用などで人材を不足する部門へ配置することで対応している。 

 

＜全庁的な対応＞ 

⚫ 全庁的に対応している 

⚫ 全部署に事務分掌を割り当て全体で災害に対応する事や防災を担当した事のある人材

は異動後も大きな災害時には防災業務に携わる仕組みを検討中。 

⚫ 避難所リーダーに対する訓練を実施する等を通じて、全庁体制で災害に立ち向かうと

いう気持ちを職員に持ってもらう。 

⚫ 全庁で対応している 

⚫ 全職員で対応。専任の担当者不足。 

⚫ 平常時は、危機管理課の各職員が時間外で対応し、災害時は、全庁的な役割分担で対応

している。 

⚫ 災害時の事務を庁内で分散して対応にあたっている。 

⚫ 災害対応時には、他課からの応援をもらって市役所全体で対応しています。 

⚫ 庁内的な協力体制の構築。 

⚫ 災害時の緊急体制の確立 

⚫ 各課に防災担当として防災推進員を配置している 

⚫ 災害時は、BCP（業務継続計画）により、特定の業務の遂行に集中することで、対応す

ることとなっている。 

 

＜業務の外注や人材派遣＞ 

⚫ 人材派遣 

⚫ 外注可能な業務の委託化 

⚫ 業務の一部を外注している（諸計画の策定業務等）。 

 

＜他自治体や外部組織との協力＞ 

⚫ 県内市町または、応急対策職員派遣制度を活用し人材を補填する。 

⚫ 区職員だけで対応するのでなく、民間企業等と協定を結び連携して災害に対応するよ

うに取り組んでいる。 

⚫ 自治体や民間事業者との災害協定の締結 
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⚫ 企業との連携によるデータ利活用や課題解決の方策の検討 

⚫ 業務の優先順位をつけている。 大規模な災害が発生した場合は、民間、他自治体と支

援協定を締結し対応 

⚫ 情報連絡網の作成と災害時配備体制の周知・徹底。地区（自治会、自主防災組織等）と

の協力 

⚫ 自治体間、業種別の相互対応協定のほか、受援応援計画により体制を整備している。 

⚫ 消防団等との協力 

⚫ 消防団の育成 防災士の育成 

 

＜その他の対応＞ 

⚫ 業務ごとの効率を上げる、デュアルモニター化する、仕事をしやすい環境を整えるなど、

生産性向上につながることを実施している。 

⚫ 業務の分担について、定期的に見直しを図っている。 

⚫ 災害対策本部機能の強化として、防災関係を経験した職員等で構成する「災害タスク

リーダー」を設置した。（災害対策本部の人材不足等の際に要請） 

⚫ 防災職員住宅に入居している職員について、本配属発令と合わせ 防災・危機管理課兼

務発令により防災業務や災害対応に一部従事する形をとることで 人材の不足を補っ

ている。 

 

＜対応できていない＞ 

⚫ 小規模自治体で職員数が極めて少ないため、防災担当が常に１人という状況であるた

め、対応できていないというのが現状である。 

⚫ 小規模離島なため、増員は難しい 

⚫ 対応策を考える時間もないほど激務に追われている。 

 

＜特になし＞ 

⚫ 特になにもやっていない。 

⚫ 特に実施していない 

⚫ 特になし 

⚫ 特にしていない 

⚫ 特に行っていない。 

⚫ 特に対応策は実施していない。 

⚫ 特にない 

⚫ 特に無し 

⚫ やってない。 

⚫ 特になし 
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⚫ 実施されていない 

⚫ 特に対応策はない。 

⚫ 特になし 

⚫ 実施なし 

 

＜その他の意見＞ 

⚫ 不足しているため、訓練等が出来ていない。 

⚫ 防災だけでなく交通防犯空き家など複数の業務を所管しているため 

 

 

 防災や災害対応を担当する人材の不足に対しては、様々な対応が取られている。DX の推

進やシステム化、研修や育成の実施、他担当や他部署の協力・応援、外部組織との協力が挙

げられている一方で、対応できていない、対策をしていない、という回答も一定数ある。 
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(3) 貴機関で防災や災害対応に関連した ITシステム等に関わる人材の確保状況につい

て、該当する選択肢を 1つお選びください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十分に確保できている 7 

やや不足している 63 

大きく不足している 47 

その他 5 

その他入力 

⚫ それほど高度なＩＴ化を進めているわけではな

いので、特にＩＴ人材が不足している状況にな

い。 

⚫ 情報システム担当課と連携している部分もあ

り、市としては足りている 

⚫ 人材を確保していない 

⚫ 確保していない 

⚫ （１）の回答と同様です。 

 

 防災や災害対応に関連した IT システム等に関わる人材の確保状況では、「やや不足して

いる」「大きく不足している」の合計が 9 割に達した。「十分に確保できている」という回答

は 6%であった。 

  

十分に確保できている

6%

やや不足している

52%

大きく不足している

38%

その他

4%

防災や災害対応に関連したITシステム等に関わる

人材の確保状況
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(4) 貴機関では、防災や災害対応に関連した ITシステム等に関わる人材をどのように確

保していますか。以下から近いものをいくつでもお選びください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規に採用している 7 

組織内で育成している 82 

外部から出向させている 0 

担当業務を外注している 24 

その他 19 

その他入力 ⚫ 人材が集まらないのが実情です。 

⚫ 特になし 

⚫ 優先順位が高くない。 

⚫ 特になにもやっていない。 

⚫ 特に対応なし 

⚫ 高度なＩＴ化を進めているわけではないため、特に

ＩＴ人材を部署で確保していない。 

⚫ 災害対応に関連した ITシステム担当としての人材は

なく、防災業務の一つとして組織で取り組んでいる 

⚫ 防災や災害の担当部署ではないが、IT システム等に

関する部署がある 

⚫ ITシステムの導入なし 

⚫ 防災担当職員にて兼任している。 

⚫ 防災や災害対策に関連した ITシステム等に関わる専

任の人材育成は行っていない。 

⚫ 何もしていない 

7

82

0

24

19

0 20 40 60 80 100

新規に採用している

組織内で育成している

外部から出向させている

担当業務を外注している

その他

防災や災害対応関連のITシステム人材の確保方法
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⚫ 確保していない 

⚫ 危機管理課に配属された職員の中で、担当を割り振

る（デジタル化担当など）。情報システム担当課に協

力を依頼する。 

⚫ 業務の中で知識、技術をみにつける 

⚫ 設問のような専門的な人材の採用等は、行っていな

い。 

⚫ （１）の回答と同様です。 

 

 防災や災害対応に関連した IT システム等に関わる人材の確保方法では、「組織内で育成

している」が 82 件と最も多かった。「外部からの出向」が 24 件と次に多い。「新規に採用

している」は 7 件であった。 
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(5) 防災や災害対応に関連した ITシステム等に関わる人材には、どのような知識やスキ

ルが特に必要だと考えていますか。以下から近いものをいくつでもお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害や防災に関する全般的な基礎知識 114 

IT関連の全般的な基礎知識 107 

通信・ネットワークに関する専門知識 87 

センサーやカメラに関する専門知識 22 

ドローンに関する専門知識 25 

データサイエンスに関する専門知識 18 

AI、IoT、ビッグデータ、ディープラーニング、

クラウド等の最先端技術に関する専門知識 
38 

コミュニケーションスキル 43 

問題解決スキル 54 

プロジェクトマネジメントに関するスキル 24 

新規事業の企画・提案スキル 26 

その他 1 

その他入力 回答は差し控えさせていただきます。 

 

 防災や災害対応に関連した IT システム等に関わる人材に必要な知識やスキルでは、「災

114

107

87

22

25

18

38

43

54

24

26

1

0 50 100 150

災害や防災に関する全般的な基礎知識

IT関連の全般的な基礎知識

通信・ネットワークに関する専門知識

センサーやカメラに関する専門知識

ドローンに関する専門知識

データサイエンスに関する専門知識

AI、IoT、ビッグデータ、ディープラーニ…

コミュニケーションスキル

問題解決スキル

プロジェクトマネジメントに関するスキル

新規事業の企画・提案スキル

その他

防災や災害対応のITシステム人材に必要な知識やスキル
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害や防災に関する全般的な基礎知識」（114 件）、「IT 関連の全般的な基礎知識」（107 件）、

「通信・ネットワークに関する専門知識」（87 件）が特に多かった。業務遂行能力に関連す

るものでは、「問題解決スキル」（54 件）、「コミュニケーションスキル」（43 件）が比較的

多かった。 

 

 

3. DXの取組み状況や取組み意向について 

(1) DX（デジタルトランスフォーメーション）についての理解度はどの程度ですか。該当

する選択肢を 1つお選びください。ここでは、分野を特に限定せずお考えください。 

 

 

 

理解している 5 

ある程度理解している 59 

あまり理解していない 45 

理解していない 7 

どちらともいえない 5 

 

 「DX」についての理解度では、5 割以上が「理解している」「ある程度理解している」と

回答している。 

  

理解している

4%

ある程度理解している

49%

あまり理解していない

37%

理解していない

6%

どちらともいえない

4%

ＤＸについての理解度
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(2) DX推進について、どの程度必要と考えていますか。該当する選択肢を 1つお選びくだ

さい。ここでは、分野を特に限定せずお考えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要だと思う 48 

ある程度必要だと思う 64 

あまり必要だと思わない 2 

必要だと思わない 0 

どちらともいえない 5 

 

 分野を特に限定していないが、DX の推進については 9 割以上が「必要だと思う」「ある

程度必要だと思う」と回答している。 

 

  

必要だと思う

40%

ある程度必要だと思う

54%

あまり必要だと思わない

2%

必要だと思わない

0%

どちらともいえない

4%

ＤＸ推進についてどの程度必要と考えているか
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(3) 貴機関では、防災や災害対応の DXに取り組んでいますか。該当する選択肢を 1つお

選びください。 

 

 

 

既に取り組んでいる 35 

取組を検討している 14 

必要だと思うが取り組めていない 60 

取り組む予定はない 3 

その他 4 

その他入力 ⚫ 情報システム担当課取りまとめで市全体の

取組事業としている 

⚫ 防災における DX推進に向けた情報や課題の

整理を進める予定 

⚫ 必要なすべての防災や災害対策について取

り組めているわけではない 

 

 防災や災害対応の DX の取組状況では、「既に取り組んでいる」が 30%、「取組を検討し

ている」は 12%であった。5 割は「必要だと思うが取り組めていない」と回答している。 

  

既に取り組んでいる

30%

取組を検討してい

る

12%

必要だと思うが取

り組めていない

52%

取り組む予定はない

3%

その他

3%

3-3

既に取り組んでいる

30%

取組を検討している

12%

必要だと思うが取

り組めていない

52%

取り組む予定はない

3%

その他

3%

防災や災害対応のDXに取り組んでいるか
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(4) (3)で 1.(既に取り組んでいる)または 2.(取り組みを検討している）とご回答された

方にお伺いします。どのような技術を活用（または活用を検討）されていますか。以

下から近いものをいくつでもお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リモートセンシング（定点カメラ） 27 

リモートセンシング（ドローン） 22 

リモートセンシング（人工衛星） 3 

AI 14 

IoT 10 

ビッグデータ 5 

クラウド 30 

ブロックチェーン 2 

デジタルツイン 1 

AR、MR、VR 7 

その他 7 

その他入力 ⚫ LoGoフォーム 
⚫ 避難所等の対応をタブレットを使用し避難者

数等の管理をしている。 
⚫ 情報伝達手段の多様化 
⚫ 株式会社 VACANシステムによる避難所の開設

状況・混雑状況の可視化 
⚫ 情報発信の一元化システムの導入 
⚫ スマートホンを利用した避難支援アプリ、地

域 BWA 

 

 防災や災害対応の DX で活用している、または活用を検討している技術では、「クラウド」

0 5 10 15 20 25 30 35

リモートセンシング（定点カメラ、セン…

リモートセンシング（ドローン）

リモートセンシング（人工衛星）

AI

IoT

ビッグデータ

クラウド

ブロックチェーン

デジタルツイン

AR（拡張現実）、MR（複合現実）、VR…

その他

どのような技術を活用（活用を検討）しているか
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（30 件）、「リモートセンシング（定点カメラ・センサー等）」（27 件）、「リモートセンシン

グ（ドローン）」（22 件）が特に多かった。一方、「AI」（14 件）、「IoT」（10 件）は比較的

少なかった。 

 

 

(5) (3)で 1.(既に取り組んでいる)または 2.(取り組みを検討している）とご回答された

方にお伺いします。防災や災害対応の DXとしてどのような取組を（または取組の検

討を）されていますか。具体的にご記入ください。 

 

＜防災関連システム・クラウド＞ 

⚫ 防災情報システムの利用等 

⚫ 専用のシステムを運用しており、生産性向上に寄与している。 

⚫ 災害、対応情報の共有(システム、データベースの活用) 

⚫ 被害情報や避難所の情報、避難所に従事する職員と本部との情報連携など、情報を共

有できるシステムを導入している。 

⚫ 災害の予測システムやリモートセンサーのデータ集約により、避難情報発令の判断に

活用する。 

⚫ 令和 8年度に災対本部移転することに伴い、新システムの導入、組織体制の見直しを

している。 

⚫ 津波監視カメラ、河川水位監視カメラ、ドローン、災害情報共有システム等を活用し

た取り組みについて検討中 

⚫ 災害状況を速やかに画像や位置情報付きで報告する総合型 GISシステム ・避難所の

解説や混雑情報のリアルタイムな情報発信を行う災救マップシステム ・各種スマー

トフォンアプリを活用した避難情報発信 

⚫ 河川監視カメラ ・防災情報メールの配信 ・防災情報サイトの解説（HP上） 

⚫ 三菱地所株式会社が設計・構築を進める、帰宅困難者一時受入施設の開設状況をオン

ライン上で管理するシステムの導入を検討している。 

⚫ 洪水浸水区域指定をされた河川に定点カメラを設置し、インターネット等を通じ、共

有できるようにした。 情報伝達手段の一斉配信等を検討している。 

⚫ 株式会社 VACANシステムによる避難所の開設状況・混雑状況の可視化 

⚫ 情報発信一元化システムの導入 

⚫ 一部の防災情報の配信においてクラウド型システムを採用している。 

⚫ 災害時の職員の参集状況や市内の被害状況、避難所等の混雑状況等をクラウドシステ

ムに集約し、庁内共有を図っている。 

⚫ 被災者支援システム等災害時活用システムのクラウド化を検討している。 

⚫ 【取組】 避難支援アプリ、消防団の活動を支援するアプリ、災害現場をライブ映像

情報でつなぐ通信システム、 河川の水位情報をリアルタイムで提供するシステムな

ど 【今後の取組検討】 テレビプッシュでの災害情報の提供、3D都市モデルを活用し

た災害廃棄物の推計、 災害対策本部等における災害状況の迅速・円滑な把握・共有

など 

⚫ 国交付金を活用した、防災システムの導入 

⚫ システム導入 
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⚫ 避難所受付や被害報告を LINEでできるようなシステム構築をおこなっている 

⚫ 災害時の各種報告（被害状況報告、避難者の人数報告）のオンライン化 

⚫ LINE防災チャットボット、災害時のドローンの活用、総合防災情報システムのクラウ

ド管理、防犯カメラの設置 

 

＜リモートセンシング（定点カメラ・センサー等）＞ 

⚫ 河川監視カメラ 

⚫ 沿岸監視カメラ 

⚫ 水位カメラ、水位計の設置 

⚫ 区内に防災カメラを設置している。カメラ映像を通して、災害発生時の状況の確認な

どを行う。 

⚫ 市内中小河川等に水位センサーおよび監視カメラを設置。 

⚫ 定点カメラにより河川の水位、海岸の高潮などを監視し避難行動等の判断材料として

いる。 防災アプリにより音声合成での緊急情報の伝達や避難所の開設状況、混雑状

況、避難所までの避難路などを情報提供しています。 

⚫ 定点カメラ クラウド化 

⚫ 市管理河川の水位計、情報発信・収集アプリ 

 

＜リモートセンシング（ドローン）＞ 

⚫ 防災担当を中心にドローンの民間ライセンスの取得に取り組んでいる。今後は民間ラ

イセンスから二等無人航空機操縦士の資格取得に切り替える予定。 

⚫ ドローンを活用した災害現場の観測 

⚫ ドローンによる災害時の被害軽減、情報収集、防災アプリの開発 

⚫ 情報収集の手段として、ドローンや定点カメラ（避難誘導）を導入し活用している。 

⚫ 被害状況の把握のため、ドローンの活用 

⚫ ドローンの活用 防災情報システム 同報無線デジタル化 

⚫ ドローンを活用した災害時の情報収集 

⚫ どこまでが DXかよくわからない。 ドローンは導入済。スマホアプリにて災害情報の

共有は整備している。 

 

＜OSINT＞ 

⚫ AIを活用した SNSからの情報収集 

⚫ AIにより災害に特化した SNSの情報を収集できるシステムを活用し、過去浸水エリア

と重なり合う所をドローンにより空撮することで、被害状況を迅速に把握するための

実証実験を行う。 

⚫ AIを活用した災害情報の収集（SNS分析） ・クラウドシステムの導入 ・VR体験型防

災訓練 
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＜その他＞ 

⚫ 業務オペレーションの効率化、避難所混雑状況確認 

⚫ 避難所等の対応をタブレットを使用し避難者数等の管理をしている。市の防災アプリ

を使用し、防災情報の配信をしている。 

⚫ これからの取り組みで、まだまだ現実味をおびておりません。 

 

 

 前問を受けて、防災や災害対応の DX に技術をどのように活用しているか、具体的に記述

いただいた。情報共有や情報は神の取組が多い中、OSINT の取組も挙げられている。 
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(6) 防災や災害対応の DXに取り組むに当たっての課題はありますか。該当するものをい

くつでもお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DX に関わる人材が足りない 91 

防災や災害対応に関わる人材が足りない 84 

IT に関わる人材が足りない 67 

具体的な効果や成果が不明 37 

予算の確保が難しい 82 

責任者の知識や理解が不足 36 

職員の知識や理解が不足 67 

その他 6 

その他入力 
⚫ 取り組む人員不足 
⚫ 実災害で有効かどうかの判断材料

が少ない。 
⚫ ITに慣れていない層への対応 
⚫ 費用面を含め最適と思われる理想

的な技術やツール、システムが 
現時点で見当たらない。 

 

 防災や災害対応の DX に取り組む上での課題としては、「DX に関わる人材が足りない」

が 91 件と最も多い。以下、「防災や災害対応に関わる人材が足りない」が 84 件、「予算の

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

DXに関わる人材が足りない

防災や災害対応に関わる人材が足りない

ITに関わる人材が足りない

具体的な効果や成果が不明

予算の確保が難しい

責任者の知識や理解が不足

職員の知識や理解が不足

その他

防災や災害対応のDXに取り組むに当たっての

課題
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確保が難しい」が 82 件と続く。また、「IT に関わる人材が足りない」と「職員の知識や理

解が不足」が 67 件と、ここまでの各回答が全回答（122 件）の半分を超えている。 
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4.本事業の取組みや養成人材への関心等について 

(1) 現在、当協会では、文部科学省の委託を受け、IT等の工業系専門学校や防災関連シス

テム開発企業、業界団体、自治体との連携の下、最先端技術による災害対応インフラ

の DXを推進する若手人材の養成に係る調査研究事業に取り組みます。本事業の成果

への興味・関心をお持ちですか。該当する選択肢を 1つお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かなり興味がある 1 

やや興味がある 72 

あまり興味はない 38 

全く興味はない 5 

その他 4 

その他入力 ⚫ 防災に関するＩＴ化やＤＸの推進についてトレ
ンドは知りたいが、導入については予算上の制
約がある。 

⚫ 他の機関と DXの推進を進めているところであ
る。 

⚫ 興味以前にイメージがつかない。 
⚫ 興味はあるが業務多忙または予算の確保が困難

なためかかわりたくない。 
⚫ DX推進に必要なものは、若手人材ではなく、デ

ジタルデバイド世代と中高年層の底上げかと思
います。 

 

かなり興味がある

1%

やや興味がある

60%

あまり興味はない

32%

全く興味はない

4%

その他

3%

本事業の成果への興味・関心をお持ちか
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 本事業の成果への興味・関心では、「かなり興味がある」「やや興味がある」を合わせて 6

割の回答があった。 

 

 

(2) 本事業の取組や、防災や災害対応の DX、人材育成等について、当協会からの継続的な

情報提供を希望されますか。 

 

 

 

希望する 54 

希望しない 67 

 

 当協会からの継続的な情報提供を希望するかでは、45%が「希望する」と回答している。 

  

希望する

45%
しない

55%

当協会からの継続的な情報提供を希望するか
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(3) 本事業の取組や、防災や災害対応の DX、人材育成等について、ご意見・ご感想などご

ざいましたら、以下にご自由にご記入ください。 

 

＜国に対する要望＞ 

⚫ 防災における DXの一丁目一番地は、国がその責任において全自治体に同じ災害対応

システムを導入することである。また、システム導入に合わせて、既存の「国民保護

システム」「物資輸送管理システム」等を統合する必要がある。これによって、全自

治体が応援受援を行いやすくなるのみならず、同じシステムを使うことにより遠隔で

の応援も可能となる。操作方法の研修においても、動画配信サービスを用いて、全国

一律に行うことができ、コストを大きく低減することが可能となる。 

⚫ DX事業はこれから自治体に求められている分野であるため、国におかれましても本事

業の調査をもとに推進していただきたい。 

 

＜職員等の理解に関する課題＞ 

⚫ 幹部職員の理解が乏しいため、その理解の向上が課題に感じる 

⚫ 防災担当者以外の人材育成が難航し、災害対応の理解が得られていない。 

⚫ 首長等の幹部職員の研修をお願いしたい。 自治体のトップがその必要性や導入に対

するイメージを持つことが不可欠。 

 

＜その他＞ 

⚫ スマートフォンの普及により、普段から情報を得るツールは多くの人が持っています

が、『防災（特に地震）』の関係では特に「安心できる」ものとして利用できていない

ように思われます。 非常時には役に立つツールであると思うが、普段からそれを感

じられる利用方法がないかと思います。（具体的には思いつきませんが…） 特に、南

海トラフ地震が取りざたされていますが、いざという時の大混乱は容易に想像できる

ので、その際の対応を特に心配しています。 

⚫ 個人的な考えを以下に記載します。 災害は常時起きるものでは無いため、費用をか

けて DXを整備したとしても、 10年間大規模災害が起きなければ、その費用は無駄

だったという結論になってしまいます。 更に、仮に何か大災害が起きたとしても、

全国からの手厚い支援もあり、現状の対応体制でも、根性論になりますが対応は可能

です。 即ち、災害対応に最先端技術を投入することは、非常に費用対効果が悪いと

思います。 防災分野に予算を投入するよりかは、日常生活の利便性の向上や日本経

済の発展に直結する、例えばロボット関係などの分野に予算を投入する方が、はるか

に国益に資する取り組みになると思います。 

⚫ 小規模の離島では、いろいろなことが困難である。 

⚫ DXの概念など十分に理解できていないためよく分からない。 

⚫ 回答遅くなってしまい、大変申し訳ございません。 よろしくお願いいたします。 

 

＜特になし＞ 

 3件 

 

 各自治体では、防災や災害対応についての重要性は理解されてはいるものの、予算や他部

署の理解等、様々な課題があることがわかる。  
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2-3 ヒアリング調査結果 

 ヒアリング調査は、前節で報告したアンケート調査の 4(2)の設問「本事業の取組や、防災

や災害対応の DX、人材育成等について、当協会からの継続的な情報提供を希望されますか。」

に対して「希望する」と回答した 54 の自治体から、防災や災害対応の DX への取組状況等

により、10 件を抽出して実施した。対象とした自治体は、総務省の全国地方公共団体コー

ド15順に以下の通りである。 

 

図表 17 ヒアリング対象自治体 

No. 都府県 市区町村 

1 東京都 豊島区 

2 神奈川県 川崎市中原区 

3 静岡県 浜松市 

4 京都府 与謝野町 

5 熊本県 荒尾市 

6 宮崎県 綾町 

7 宮崎県 門川町 

8 鹿児島県 志布志市 

9 鹿児島県 大崎町 

10 沖縄県 石垣市 

 

 以下、ヒアリング結果を列記する。 

 

  

 
15 https://www.soumu.go.jp/denshijiti/code.html  

https://www.soumu.go.jp/denshijiti/code.html
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No.1 

自治体名 東京都 豊島区 

担当者に関する情報 

所属部署 

役職 氏名 

 総務部防災危機管理課管理グループ 

係員 静 様 

 

①防災・災害対応 DX の取

組み状況・取組み意向 

必要だと思うが担当者が所内で２～３年で移動になるため

取組意向は合っても思うように進まない 

 

②最先端技術の活用状況 リモートセンシング（避難所カメラ）には取り組んでいる 

避難所なっている学校や巨大ターミナルである池袋駅の西

口、東口にカメラを設置して、災害時の人の動向が把握でき

るような対応をしている 

 

③課題 人事異動の際に、必ずしもＩＴに明るい人事とならない場合

が多く引継ぎがうまく行かない事が多い 

 

④関連人材に求める知識

やスキル 

・災害や防災に関する全般的な基礎知識 

・IT 関連の全般的な基礎知識 

・通信・ネットワークに関する専門知識 

・AI、IoT、ビッグデータ、ディープラーニング、クラウド

等の最先端技術に関する専門知識 

 

⑤人材の育成・確保の方法 

 

やや不足しているが業務の分担について、定期的に見直しを

図っている。 

外部から出向させている 

担当業務を外注している 

 

人材育成上の課題 組織内で育成しているが引継ぎ業務が課題 

 

 

国等に求める人材面での

支援 

ＩＴをどのように防災に生かすべきか、ＤＸを進めるための

人材確保の事例などを共有して欲しい 

 

その他、関連・参考情報 区内に防災カメラを設置している。カメラ映像を通して、災
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 害発生時の状況の確認などを行う。 

 

関連資料 各家庭向けのものは提供していないが、ホームページ上に逐

次、情報を掲載している 
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No.2 

自治体名 神奈川県 川崎市中原区 

担当者に関する情報 

所属部署 

役職 

氏名 

中原区役所危機管理担当 

担当 斧山和樹 様 

 

①防災・災害対応 DX の取

組み状況・取組み意向 

川崎市が推進しているものに区として取り組む。 

他の区とも連携をとる必要があるため、区単独で動いている

ようなものはなく、今後もないと思われる。 

②最先端技術の活用状況 川崎市で導入・開発中 

・SNS で書き込まれた災害情報などを AI がピックアップし

て行政側にあげるシステム ※非公開 

・VR／AR を用いた避難訓練のシステム（開発中） 

③課題 ・システムを扱うのは区職員が中心となるが、防災担当だけ

でなくなるべく多くの職員が扱えるべきもの。広く研修等

を行いたいが担当以外は他業務があるなど組みづらい。 

・月に 1 度の担当者会議はあるものの、システム導入の進捗

等の情報が市からはあまり伝わってこない。 

・区管理職クラスの IT 知識が乏しく、あまり理解が得られ

ていない 

④関連人材に求める知識

やスキル 

（災害時に必要となる一般職員に対して） 

・災害や防災に関する全般的な基礎知識 

・IT 関連の全般的な基礎知識 

・通信・ネットワークに関する専門知識 

・コミュニケーションスキル 

・問題解決スキル 

⑤人材の育成・確保の方法 防災災害対応担当は専任。 

区役所職員に対して、防災訓練（図上訓練、本部開設訓練な

ど）や研修を実施している。※年 2 回ほど 

その際に、最先端技術を使用したシステムについても研修や

教育を行っている。 

人材育成上の課題 ・研修・教育の機会はあるものの、やはり専任担当でないこ

とから意識は高くなく、欠席等もありなかなか全体に周知

とまではいかない 
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・そもそもの IT 知識が低い人も多く、伝わりづらい 

国等に求める人材面での

支援 

・研修等は区の防災担当としても自らの勉強になるため区

として対応したい。 

・DX 導入を進める市に対しては、もっと情報の共有と予算

の確保をお願いしたい。 

・管理職に対する IT 研修を行ってほしい 

その他、関連・参考情報 

 

「備えるフェスタ 2023」(@ラゾーナ川崎プラザ） 

日時 令和 5 年 2 月 18 日（土）11 時 00 分～16 時 00 分 

●主な出展内容 

（1）ルーファ広場 

防災関係機関・企業等による展示などを通じて防災について

学べます。 

 ・防災プログラム・クイズ 

 ・市内小学校による防災学習の報告 

 ・防災啓発冊子や備蓄品等の配布 

 ・企業・団体等の活動・取組内容の紹介 

 ・出展団体キャラクターのグリーティング 

（2）平面駐車場西 

防災関係車両の見学をはじめさまざまな体験ができます。 

 ・はしご車体験（抽選）、起震車による地震体験 

 ・感震ブレーカーの紹介 

 ・応急給水体験 

 ・給電デモンストレーション 

 ・模型・防災資機材等の展示 

 ・東日本大震災のアーカイブ映像上映 

関連資料 川崎市危機管理本部公式ツイッター 

（https://twitter.com/kawasaki_bousai） 

https://twitter.com/kawasaki_bousai
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No.3 

自治体名 静岡県 浜松市  

担当者に関する情報 

所属部署 

役職 氏名 

危機管理監危機管理課 

一般職員 大隅 駿 様 

 

 

防災・災害対

応 DX の取

組み状況・意

向 

ある程度必要だと思う 

令和３年度からチャットボットとして防災に関する公式 LINE を実施 

 

最先端技術

の活用状況 

取組を検討している 

ドローンによる空撮の実証実験を天竜区で１回実施済み 

今後、引続き実証実験を予定 

 

課題 まだ具体的な効果や成果が不明であり職員の知識が不足している。課題を

上げられる段階まで到達していない 

 

関連人材に

求める知識

やスキル 

・災害や防災に関する全般的な基礎知識 

・通信・ネットワークに関する専門知識 

・センサーやカメラに関する専門知識 

・ドローンに関する専門知識 

・AI、IoT、ビッグデータ、ディープラーニング、クラウド等の最先端技

術に関する専門知識 

・問題解決スキル 

・プロジェクトマネジメントに関するスキル 

・新規事業の企画・提案スキル 

 

人材の育成・

確保の方法 

 

やや不足しているので、県内市町または、応急対策職員派遣制度を活用し

人材を補填する予定 

 

人材育成上

の課題 

部局内で人材を要請したいが、現段階では困難な状況。 

今後外部の技術者（ドローンなど）に委託することも考慮 

 

国等に求め

る人材面で

国として人材育成を行っていく方向性は良いと思う 
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の支援 

その他、関

連・参考情報 

 

 

AI により災害に特化した SNS の情報を収集できるシステムを活用し、過

去浸水エリアと重なり合う所をドローンにより空撮することで、被害状況

を迅速に把握するための実証実験を行った。 

以前は浜松市で防災アプリを提供していたが、静岡県が同等のより機能が

あるアプリを提供したので、市としては廃止 

 

関連資料 浜松市メール配信サービス 

「浜松市防災ホッとメール」 

https://service.sugumail.com/bosai-hotmail-hamamatsu/html/ 

「浜松市防災アプリ」 

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/documents/40540/chirashi.pdf 
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No.4 

自治体名 京都府 与謝野町 

担当者に関する情報 

所属部署 

役職 氏名 

防災安全課 

主幹 楠 敏幸 様 

 

①防災・災害対応 DX の

取組み状況・取組み意向 

防災・災害対応に限らず DX への取り組みは必要だが、全く

取り組めていない 

②最先端技術の活用状況 特になし 

 

③課題 防災関連は大きな災害の直後以外は軽視されやすい部門であ

るため、予算も無ければ人材もいない、知識も意識も高くはな

いため何が出来るか、何をして良いかわからず、何も進まない

のが小さな自治体の現状。 

国や都道府県から予算と仕組みが一律で下りてきてほしい。 

④関連人材に求める知識

やスキル 

小さな自治体になると、防災関連のためだけの DX 人材の採

用は不可能。もちろん防災関連の基礎知識は必要ではあるが、

役所全体の DX を担える知識・スキルがほしい。 

⑤人材の育成・確保の方

法 

いざという時に担当課以外との協力体制が強化できるよう、

平時から体制を構築しておく。 

IT・DX に関しては全国一律で下りてくる国からのもの以外は

お手上げ状態。 

人材育成上の課題 防災に関しては、平時は予算が無く意識も低いという前提の

もとで育成や運営をしていかなければならない。防災担当の

想いだけではこの前提は覆らない。 

国等に求める人材面での

支援 

防災に限らず DX に関しては何も下りてこないため、スター

ト地点すらわからない。自ら探しに行くにもそれもわからな

い状態なので、国や都道府県とはもっと連携をとりたい。 

まずはそういった事例などの「情報」がほしい。 
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その他、関連・参考情報 例えばスマートフォンは皆が所有していて便利であり防災に

役立つだろうという漠然とした思いはあっても、具体的にど

うするのかは防災担当者といえど思いつかないし、進めるこ

とができない。また、高齢化した地域では逆に扱えなければそ

れだけに頼るのは逆効果にもなりかねない。 

 

DX の提案をするにも、近隣の同規模自治体の導入実績や効果

検証などがなければまず通らない。国や都道府県から一律で

やれ、ということが無ければ動けない。 

関連資料  
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No.5 

自治体名・社名等 熊本県  荒尾市 

担当者に関する情報 

所属部署 

役職 氏名 

防災安全課 

主事 姫田勇貴 

bouan@city.arao.lg.jp   

 

 

①防災・災害対応 DX の

取組み状況・取組み意向 

令和 2 年 7 月豪雨災害によって DX の必要性を感じ、推進し

ているところであるが、だんだんと予算組みが厳しくなって

きている。 

今後も被災者支援システムやハザードマップの電子化など取

り組みたい事はいろいろあるが、ここ数年予算が通らない。 

②最先端技術の活用状況 ・避難所開設時にタブレットを配置。一般のインターネット

回線を通じて避難者数の管理等、市役所との連携をしてい

る。平時は防災安全課にタブレットを常備。 

※オリジナルのシステムであり、SIP4D ではない 

・荒尾市防災アプリを使用し、防災情報の配信をしている。 

③課題 ・防災安全課として IT 知識・スキルが高いわけではなく、外

注業者さんに情報提供を含めて頼っている。 

・大きい災害で防災意識が高まり予算がついたが、やはり災

害が少なくなってくると予算が削られつつある 

・ランニングコストが高いことも予算が通らない一因 

④関連人材に求める知識

やスキル 

・災害や防災に関する全般的な基礎知識 

・IT 関連の全般的な基礎知識 

・コミュニケーションスキル 

⑤人材の育成・確保の方

法 

・平時の防災安全課 危機管理防災室は 3 名。災害発生時は防

災安全課 消防交通係からも支援してもらい上長を含め最

大 8 名で対応する。 

・これ以上の人員増は予算制約上ない 

・IT・DX に関する教育や研修は特にない 

人材育成上の課題 ・そもそもの IT 知識やスキルが無いのでよくわからない 

・防災 DX の情報に関しても外注業者に頼っているのでコス

ト高 

国等に求める人材面での

支援 

人材面はよくわからないが、防災関連のシステムは国で統一

のものを作ってほしい。 
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自治体でカスタマイズしたりするにも、業者の統一や予算の

画一化が必要だと思う。 

その他、関連・参考情報 

 

災害が多い地域であるため、市として防災意識は高い。 

（平成 28 年熊本地震・令和 2 年 7 月豪雨をはじめとして、年

に 2～3 回は避難所が開設される） 

令和 3 年まではほぼ紙ベースでの防災システムだったが、発

生するのが主に風水害であることもあり、職員の安全性など

も鑑みて電子化（ネットワーク化）の必要性を感じた。 

関連資料 荒尾市防災アプリ 
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No.6 

自治体名 宮崎県 綾町 

担当者に関する情報 

所属部署 

役職 氏名 

総務課 

危機課管理係長 藤島 裕輔 様 

 

①防災・災害対応 DX の

取組み状況・取組み意向 

ある程度必要だと思うが、取り組めていない 

 

②最先端技術の活用状況 特になし 

③課題 予算が無いのはもちろんではあるが、小規模自治体であるた

め防災担当としては 2 名でどちらも他業務を兼務しており、

人材自体がいない。 

そもそもそういった最先端技術の金額など見当もつかず、提

案などができない。 

④関連人材に求める知識

やスキル 

・災害や防災に関する全般的な基礎知識 

・IT 関連の全般的な基礎知識 

基礎知識から先のことはわからない。 

⑤人材の育成・確保の方

法 

防災に関しての人材確保は外注で対応。 

本年度は、中期防災計画の図面の見直しをコンサルティング

含めて実行中。 

人材育成上の課題 ・予算と人員の都合上、特に防災関連はいろいろなものが後

回しになりがち 

・中長期計画の見直しなどやりたいことはたくさんあるが、

少しずつしかできない 

国等に求める人材面での

支援 

首長等の幹部職員の研修をお願いしたい。 自治体のトップが

その必要性や導入に対するイメージを持つことが不可欠。 

そこから防災意識を改善し、予算をつけやすくしてもらいた

い。 
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その他、関連・参考情報 

 

 

・DX により効率化し予算削減や人材不足そのものを補うこ

とができることもあると思うが、説得力のある数値や実績

を用意するのは知識的にも時間的にも難しく、上に提案し

予算確保をすることができない。 

・ここ 10 年以上は大きな災害が起きておらず、町全体として

防災意識は低い 

関連資料  
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No.7 

自治体名 宮崎県 門川町 

担当者に関する情報 

所属部署 

役職 氏名 

総務課 

係長 林 輝昭 様 

 

①防災・災害対応 DX の

取組み状況・取組み意向 

必要だと思うが具体的には取り組めていない。 

町民の防災意識が低いため町としていろいろな施策を行って

いるところ。※台風が多いが避難数は少ない 

・防災情報を瞬時に町民に SNS 等を通じて流す 

（現在は防災担当が手作業でシステム入力。誰でもどこから

でもできると良い） 

・国や都道府県・周辺の自治体などからの情報を AI が判断し

て自動的に通知してほしい 

②最先端技術の活用状況 取組を検討しているが、外注になることが予想される 

③課題 防災 DX の専門職員を雇用することは予算的に不可能。 

④関連人材に求める知識

やスキル 

・災害や防災に関する全般的な基礎知識 

・ IT 関連の全般的な基礎知識 

・通信・ネットワークに関する専門知識 

・ドローンに関する専門知識 

・データサイエンスに関する専門知識 

・コミュニケーションスキル 

・問題解決スキル 

・プロジェクトマネジメントに関するスキル 

⑤人材の育成・確保の方

法 

役場の DX についても専門部署を発足させて徐々に進めてい

るが、防災まではなかなか回ってこない。 

防災災害対応担当の人材確保は都道府県防災関係の早期退職

者の再雇用にて 5 年ほど前に行った。 

人材育成上の課題 防災専門員は再雇用を中心にお願いしているため高齢の方に

なる場合がほとんどで、防災や既存システムに対する知識は

あっても IT・DX に関しての知識はほとんど無く、これから

の教育も難しい。 
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国等に求める人材面での

支援 

若く IT・DX に強い人材が増えてほしい。 

その他、関連・参考情報 http://saigaijoho.town.kadogawa.lg.jp/dr.php 

旧タイプの災害・防犯情報システムはあり、スマートフォンで

も閲覧できたり、町民からの情報提供を受けたりすることは

できる。 

しかし「このシステムを見に来なければならない」ため、なか

なか浸透しないのが実状。 

関連資料  

 

 

  

http://saigaijoho.town.kadogawa.lg.jp/dr.php
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No.8 

自治体名 鹿児島県 志布志市 

担当者に関する情報 

所属部署 

役職 氏名 

総務課 

主事 永野 由人 様 

 

①防災・災害対応 DX の

取組み状況・取組み意向 

・志布志市で考えられる最大の災害は津波であるが、それに

対応する警報・連絡システムは備えている（J アラート・エ

リアメール） 

・現状以上のシステム導入などは考えていない（土砂災害な

ども大きくない） 

②最先端技術の活用状況 特になし 

③課題 防災システムは担当者以外が扱えない。 

防災担当者としては、災害時には全職員が扱えるべきだと思

うが、研修などの機会が無くそういった機運もない。 

④関連人材に求める知識

やスキル 

最低限、現状のシステムが扱える知識やスキルがあれば良い。 

⑤人材の育成・確保の方

法 

防災災害対応担当がいるのみ。 

（今後も増員などの予定はなし） 

※市に「防災課」がなく、総務課の危機管理室が災害時に防災

災害担当となる 

人材育成上の課題 一般職員に対する研修などがない。 

 

これまでの災害も被害は小さく、津波災害も一生に一度ある

かないかのものであるため、市行政全体として防災に対する

意識は高くなく、取り組みもほぼ行われていない。 

まずは市として防災意識を高めることから始めなければなら

ない。 

国等に求める人材面での

支援 

現在国が行っている研修は防災担当者のみが参加するものと

なっているが、一般職員にも広める方法がほしい。 

その他、関連・参考情報 特に取り組んでいることはない。 

関連資料 なし 
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No.9 

自治体名 鹿児島県 大崎町 

担当者に関する情報 

所属部署 

役職 氏名 

総務課 

主事 内村 勝太 様 

 

①防災・災害対応 DX の

取組み状況・取組み意向 

全体として DX を推し進めようという形では無いが、必要が

あれば取り組んでいる状況。 

令和 2 年より、目視で行い危険を伴っていた「河川の監視」

にリモートカメラとドローンを導入。 

②最先端技術の活用状況 ・監視カメラによる河川の監視 

・河川増水時のドローンによる状況調査・被害確認 

③課題 ・監視カメラはアクセス量に制限があり、民間利用をするな

どもっと利便性の高い方法があった。しかし予算の問題で

改修や変更などは出来ていない 

・ドローンは役所に導入し防災担当者が操縦 

・必要に駆られなければ DX 化の話は進まない 

・予算の制約はあるものの、町長や幹部職員の防災 DX 化に

対する意識は高く、必要な提案であれば通る印象 

④関連人材に求める知識

やスキル 

・災害や防災に関する全般的な基礎知識 

・IT 関連の全般的な基礎知識 

・通信・ネットワークに関する専門知識 

・センサーやカメラに関する専門知識 

・プロジェクトマネジメントに関するスキル 

・新規事業の企画・提案スキル 

 

防災に関する専門的な知識は有しており後からでも教えるこ

とができるが、IT／DX に関する知識は専門的なところまで

持っていてほしい。 

知識が無く計画や発案が難しいので、企画提案からマネジメ

ントまでできる能力がほしい。 

⑤人材の育成・確保の方

法 

防災災害対応担当は一般採用後、他の部署と変わらず教育す

る。 

役場全体での IT 対応についてはわからない。 
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人材育成上の課題 知識がなければ発案には到らないが、特に DX については役

所内での教育には限界を感じている。 

国等に求める人材面での

支援 

できるなら専門知識を持った人材を国や都道府県から派遣し

てほしい。 

その他、関連・参考情報 ・町営の監視カメラは主に消防団に向けて公開 

・ドローン映像は基本的に非公開 

関連資料 ドローン DJI PHANTOM2 

https://www.dji.com/jp/phantom-2 

 

  

https://www.dji.com/jp/phantom-2
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No.10 

自治体名 沖縄県 石垣市役所 

担当者に関する情報 

所属部署 

役職 氏名 

防災危機管理課 

 

①防災・災害対応 DX の

取組み状況・取組み意向 

ある程度必要だと思うが、予算や人材の制約がある。 

現在のところは、高度な IT 化を進めているわけではない。 

②最先端技術の活用状況 ・消防関連部署でドローンを保有しており、災害時には被害

状況の確認に使用できるように防災担当も訓練をしている 

・定点カメラをビーチに設置。こちらも要救助者の発見といっ

たメインの使用を行いつつ、津波や高潮などの情報収集に

活かしている 

・定点カメラは今後繁華街や交通量の多い交差点にも設置が

決定しており、それを災害時にも利用する予定 

③課題 ・DX に関わる人材が足りない 

・IT に関わる人材が足りない 

・防災や災害対応に関わる人材が足りない 

・具体的な効果や成果が不明 

・予算の確保が難しい 

 →台風など災害が多い地域であるが、他の自治体と比較し

ても防災予算は少ないほうであると思う 

 

DX は少ない予算を有効に使える手段であることも理解して

いるが、どういった技術があるのか・どれくらいの予算がかか

るのかなど、とにかく前提となる情報が得られない。 

④関連人材に求める知識

やスキル 

防災に関するＩＴ化やＤＸの推進について常に最新のトレン

ドをおさえていてほしい。 

ただ、自治体ではどうしても予算の制約がある。それを理解

し、その中で企画・運営が出来る能力が必要だと思う。 

⑤人材の育成・確保の方

法 

・全部署に事務分掌を割り当て全体で災害に対応する事や防

災を担当した事のある人材は異動後も大きな災害時には防

災業務に携わる仕組みを検討・推進中。 

・それほど高度なＩＴ化を進めているわけではないので、特

にＩＴ人材が不足している状況にない。 
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・市役所全体の DX として、本年度より「DX 課」が発足。た

だし、防災関連にはまだ関わってきてはいない 

人材育成上の課題 ・県の研修などはそれなりに充実しているものの、石垣島は

離島であるため直接行ける頻度は高くない。最近はリモー

トで受けることも可能だが、研修内容以外の情報交換など

が出来ず困っている。 

・高頻度で本島に研修に行ける予算はない 

国等に求める人材面での

支援 

特に情報面でのサポートがほしい。 

その他、関連・参考情報  

関連資料  
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2-4 調査のまとめ 

 本調査の結果について、以下にまとめを記載する。 

 

 本件のアンケート調査では、10 都府県、478 の市区町村等に調査を依頼し、122 件の回

答を得た。回収率は 25.5%であった。 

 

(1) 防災や災害対応を担当する人材について 

 防災や災害対応を担当する人材の確保状況では、8 割以上が「不足している」と回答して

いる。さらに、防災や災害対応に関連した IT システム等に関わる人材の確保状況では、「不

足している」という回答は 9 割に達した。こうした分野の人材不足が明らかになった。 

 

 また、防災や災害対応に関連した ITシステム等に関わる人材に求める知識やスキルでは、

「災害や防災に関する全般的な基礎知識」及び「IT 関連の全般的な基礎知識」が全体の 9

割前後に上った。専門知識では「通信・ネットワークに関する専門知識」も多い。 

 

(2) DX の取組状況や取組意向について 

 DX についての理解度は 5 割以上が「理解している」「ある程度理解している」と回答し

ている。また、DX 推進の必要性は 9 割以上が「必要だと思う」「ある程度必要だと思う」

と回答している。その一方で、防災や災害対応の DX については、「既に取り組んでいる」

は 30%、「取組を検討している」は 12%で、「必要だと思うが取り組めていない」は 52%で

あった。この原因については、DX に取り組む上での課題として、「DX に関わる人材が足り

ない」「防災や災害対応に関わる人材が足りない」「予算の確保が難しい」が特に多く挙げら

れている。自由意見でもこの点に触れるものが多く、大きな課題となっている。 

 

 DX に活用されている最先端技術では、「クラウド」「リモートセンシング（定点カメラ・

センサー等）」「リモートセンシング（ドローン）」が特に多かった。 

 

(3) 本事業の取組や養成人材への関心等について 

 本事業の成果への興味・関心では、「かなり興味がある」「興味がある」の合計で 6 割を超

えている。また、当協会からの情報提供については、「希望する」という回答が 45%に上っ

た。こうした多くの自治体とも連携して、安全安心分野の人材育成に取り組んでいきたいと

考えている。 

 

 次に、ヒアリング調査では、DX や最先端技術の活用に関する具体的な取組についての情

報を収集できた。また、人材に必要な知識・スキルや国に対する要望も数多く寄せられ、教
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育プログラム開発の参考資料としては充分なものとなった。 
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第 2部 開発報告 

 

 本事業では、スキル標準開発、カリキュラム（科目表）開発、教材の試作（講義用、PBL

用、e ラーニング）に取り組んだ。 

 

第 1章 スキル標準開発 

 調査結果を基に、防災に関する安全安心インフラの DX 化を推進する人材に求められる

知識やスキルを整理した。スキル標準に盛り込む内容は、災害に関する知識や最先端技術に

関する知識、それを活用するスキル、及びコミュニケーション力をはじめとするコンピテン

シー（業務遂行能力）等である。厚生労働省の職業能力評価基準等の記述も参考にしながら、

基準には、「～～が説明できる」「～～することができる」など、備えている知識やスキルの

程度を行動で判断できるような記述を用いた。 

 

 本事業で開発したスキル標準について報告する前に、構成や基準の記述の参考にした厚

生労働省の職業能力評価基準の概要を述べる。 

 

1-1 職業能力評価基準の概要 

「職業能力評価基準」とは、「企業や団体において、①労働者が発揮することを期待され

る仕事上の成果につながる行動と、②そのために必要な技能・技術及び知識を職務別に記述

したもの」である。 

 

職業能力評価基準は、「企業にはどのような仕事があり、それらはどのような内容なの

か」を明らかにするために企業調査(ヒアリング)による職務分析を行い、この結果等をも

とにして「その仕事を遂行するために必要な職業能力」を整理したうえで記述している。 

 

しかし、個々の企業の職務構成や、労働者一人ひとりが担っている職務内容は一様では

なく、それらを一律に記述することは困難である。そこで、仕事の内容を、「職種」→

「職務」→「課業」へと細分化し、課業ごとに求められる職業能力を記述することで、

個々の事情に応じて組み合わせて対応できるようにしている。本基準では、この能力記述

の単位を「能力ユニット」と呼ぶこととし、職務の別によらず共通して求められる「共通

能力ユニット」と、各職務の遂行のために個別に求められる「選択能力ユニット」の 2 種

類を設定している。 
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また、能力ユニットをさらに数項目の「能力細目」に細分化したうえで、「職務遂行の

ための基準」と「必要な知識」を記述している。このように、本基準は図のような階層を

もつ枠組みで構成されている。 

 

図表 18 職業能力評価基準の構成 

 

 

 また、職業能力評価基準では以下のような用語が定義されている。 

 

・職種 

仕事の内容や性質が類似している「職務」を括ったもの。 

・職務 

概ね 1 人の労働者が、責任をもって遂行すべき精神的、肉体的活動を要する仕事の

集まりのことを指し、1 つもしくは複数の「課業」から構成される。 

・能力ユニット 

仕事を効果的、効率的に遂行するために必要な職業能力を、概ね「課業」単位で

括ったもの。「能力ユニット」には、以下の 2 種類があり、各々の「能力ユニット」

は原則として複数の「能力細目」から構成されている。 

①共通能力ユニット……職務の別によらず、職種に共通して求められる能力。 

②選択能力ユニット……各職務の遂行のために固有に求められる能力。 

※課業とは、企業・団体の組織活動に必要な機能や役割を個々の労働者に割り当て

る際に、有意義に分割しうる最小の活動単位のこと。単なる「作業」や「動作」

ではなく達成すべき目的があり、それ自体が仕事として 1 つのまとまりをもって

いる。 

・能力細目 
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「能力ユニット」の内容をさらに細分化したもので、概ね「作業」単位で括った能

力の要素を表している。 

・職務遂行のための基準 

「能力細目」の仕事を確実に遂行できるか否かの判断基準となる典型的な行動や、

技能・技術を列挙したもの。いわゆる「コンピテンシー」と呼ばれる思考特性・行動

特性をも含んだ内容となっている。 

・必要な知識 

「能力ユニット」に対応する課業を遂行するために、前提として必要となる知識を

表している。 

※ここで「仕事」という用語は、「期待される成果をあげるために、労働者が精神

的・肉体的労力を投入する過程」という一般的な意味で用いている。 

 

1-2 開発したスキル標準 

 本事業では、第 1 部で報告した調査結果等を基に、防災に関する安全安心インフラの DX

化を推進する人材に求められる知識やスキルを整理した。具体的には、調査結果から前節で

述べた職業能力評価基準の「能力ユニット」に相当する知識・スキルを切り出し、それらを

細分化して「能力細目」とした。さらに、各「能力細目」に、「職務遂行のための基準」を

設定した。 

 

 以下は、こうして切り出した能力ユニットの一覧である。なお、本事業では職務を区別せ

ず、全て「共通能力ユニット」と設定した。 
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図表 19 能力ユニットの一覧 

○データリテラシー 

○災害・防災基礎 

○IT 基礎 

○通信・ネットワーク 

○センサー・カメラ 

○ドローン 

○AI 

○IoT 

○ビッグデータ 

○ディープラーニング 

○クラウド 

○Web3 

○コミュニケーション 

○問題解決 

○プロジェクトマネジメント 

○新規事業の企画・提案 

 

 このように切り出した能力ユニットに対して能力細目や職務遂行のための基準を検討し、

以下のようなスキル標準を開発した。 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 データリテラシー 

概要 
ＤＸ推進の手段としてデータを活用して問題

解決をするための能力   

 

能力細目 職務遂行のための基準 

データ活用の手続きの理解 総務省統計局が示している PPDCAサイクル

を理解し、データ分析による問題解決手法

の手続きを理解・説明できる 

問題の発見・課題の設定 

目の前の事象に対して、何が問題・課題で

あり、どう改善していくべきかを明確化

し、説明できる 

データ分析の目的・目標の明確化 データ分析を行うための 5W1Hを明確化

し、データ分析の目的と到達目標を説明で

きる 

調査計画書の作成 目標を達成するために必要なデータ収集に

向けて、調査の目的・調査対象・調査期

間・調査方法・調査結果報告日を記載した

調査計画書を作成できる 

調査票の作成 実験協力者に配布するための調査票（質問

紙）を作成できる 

データ収集・分析 調査作成書に応じた適切なデータ収集を行

える 

データの種類や分析の目的に応じて適切に

データを整理できる 

収集したデータを集計表にまとめ、期待す

る結果に対して適切な分析手法を選択でき

る 

分析結果からの示唆・考察 分析によって得られた結果から明らかに

なった示唆・考察や、今後の改善案・対策

を報告書やプレゼンテーション資料にまと

めることができる 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 災害・防災基礎 

概要 
防災や災害対応の分野で DX を推進するため

に必要な、災害や防災に関する基礎的な能力   

 

能力細目 職務遂行のための基準 

防災・災害に関する基礎知識 防災・災害基礎知識として、地震・津波発

生のメカニズムを理解・説明できる 

防災・災害基礎知識として、気象（台風・

局所的豪雨）のメカニズムを理解・説明で

きる 

防災・災害基礎知識として、土砂災害の発

生原因を理解・説明できる 

防災・災害基礎知識として、火山活動のメ

カニズムを理解・説明できる 

防災・災害基礎知識として、雪氷被害の発

生原因を理解・説明できる 

防災・災害に対する取り組み 防災・災害に対する我が国の取り組みとし

て、基盤的防災情報流通ネットワーク

（SPI4D）を理解・説明できる 

防災・災害に対する我が国の取り組みとし

て、L アラート（災害情報共有システム）

を理解・説明できる 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 IT 基礎 

概要 
防災や災害対応の分野で DX を推進するため

に必要な、IT 全般に関する基礎的な能力   

 

能力細目 職務遂行のための基準 

デジタルとアナログの基礎知識 ビットとバイト・補助単位・進数などデジ

タルに関する基礎知識を説明できる 

ハードウェアの基礎知識 コンミュータの 5 大装置について、それぞ

れの特徴を的確に説明できる 

ハードウェアのシステム構成（集中処理と

分散処理・VM・クラウドコンピューティ

ングなど）について、それぞれの特徴を的

確に説明できる 

ソフトウェアの基礎知識 OS や OSS などシステム開発を行う上で

根幹となるソフトウェアについて理解・説

明できる 

データベースとは何か、代表的なデータ

ベース構築ソフトウェアについて理解・説

明できる 

ソフトウェアを動かすアルゴリズムやデー

タ構造について理解・説明できる 

プログラミングの基礎知識（関数・アルゴ

リズム・様々なプログラミング言語など）

を理解・説明できる 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 通信・ネットワーク 

概要 

防災や災害対応の分野で DX を推進するため

に必要な、通信及びネットワークに関する専門

的な能力 

  

 

能力細目 職務遂行のための基準 

通信・ネットワークの基礎知識 ネットワークに関する基礎知識として、IP

レベルについて、理解・説明できる 

ネットワークに関する基礎知識として、

4G と 5G の違いについて、理解・説明で

きる 

防災に関する通信システム活用事例 防災における次世代型通信システム（Q-

ANPI など）の事例を説明できる 

防災における次世代型通信システム（災害

危機管理通報サービスなど）の事例を説明

できる 

シェアリングエコノミーとは何かを理解

し、シェアリングエコノミーが災害時にど

のように有効活用できるか企画・提案でき

る 

次世代型通信システム HAPS(High-

altitude platform station)とは何かを理解

し、これにより災害現場での活動がどう変

化するか説明できる 

5G を使った防災技術例として、線状降水

帯の発生予測、降雨や河川水位等の予 

測、AI 等を活用した災害対応の効率化・

迅速化などを理解・説明できる 

基盤的防災情報流通ネットワーク

（SPI4D）とは何かを理解し、これにより

災害現場での活動がどう変化するか説明で

きる 

L アラート（災害情報共有システム）とは

何かを理解し、これにより災害現場での活

動がどう変化するか説明できる 
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セキュリティに関する基礎知識 不正アクセス禁止法・サイバーセキュリ

ティ基本法・個人情報保護法など、情報セ

キュリティに関する一連の法規について理

解し、説明できる 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 センサー・カメラ 

概要 

防災や災害対応の分野で DX を推進するため

に必要な、カメラを含む各種センサーに関する

専門的な能力 

  

 

能力細目 職務遂行のための基準 

センサーのメカニズムの理解 イメージセンサーのメカニズムについて、

理解・説明できる 

センシングの 2 大技術の一つである、「リ

モートセンシング」について理解・説明で

きる 

センシングの 2 大技術の一つである、「ス

マートセンシング」について理解・説明で

きる 

センサー・カメラの活用事例 自然災害におけるセンシング技術の活用事

例について、わかりやすく説明できる 

自動運転におけるセンシング技術の活用事

例について、わかりやすく説明できる 

ロボティクスにおけるセンシング技術の活

用事例について、わかりやすく説明できる 

AI におけるセンシング技術の活用事例に

ついて、わかりやすく説明できる 

IoT におけるセンシング技術によって、今

まで取得が困難であった新たなデータの種

類とデータの活用方法について、事例を交

えてわかりやすく説明できる 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 ドローン 

概要 
防災や災害対応の分野で DX を推進するため

に必要な、ドローンに関する専門的な能力   

 

能力細目 職務遂行のための基準 

ドローンの歴史・定義 ドローンの定義やドローンの開発の歴史を

理解・説明できる 

ドローン技術の活用事例 すでに社会実装されているドローン技術の

活用事例として、HAPS(High-altitude 

platform station)を用いた移動通信システ

ムについて説明できる 

すでに社会実装されているドローン技術の

活用事例として、国土交通省開発局

「TEC-FORCE」について説明できる 

災害現場への適用・応用 社会におけるドローン技術活用事例をもと

に、今後災害現場においてどのようにド

ローン技術を有効活用していくべきか、提

案できる 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 AI 

概要 
防災や災害対応の分野で DX を推進するため

に必要な、AI に関する専門的な能力   

 

能力細目 職務遂行のための基準 

AI の歴史 AI が生まれた背景や歴史、AI ブームの変

遷、急速に広まった理由を理解している 

AI の仕組み 自分達が今後 AI を活用していくことを想

定し、AI ができること、できないことの

区別を理解・説明できる 

AI の得意分野・限界として強い AI と弱い

AI の違いを理解・説明できる 

AI の手法・技術 AI を作るための手法・技術（機械学習の

具体的手法・教師あり学習・教師なし学

習・強化学習）を説明できる 

AI 活用の可能性を理解し、精度を高める

ためのポイントを知っている 

AI の活用事例 災害現場における AI（防災チャットボッ

トなど）の活用事例を説明できる 

AI の社会原則 人間中心の AI 社会原則とは何かを理解

し、どのように AI を社会実装すれば良い

かを具体的に提案できる 

OSINT OSINT（オープンソース・インテリジェ

ンス）の概要を説明できる 

OSINT による災害に関する情報を収集す

る手法について、例を挙げながら説明でき

る 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 IoT 

概要 
防災や災害対応の分野で DX を推進するため

に必要な、IoT に関する専門的な能力   

 

能力細目 職務遂行のための基準 

IoT の定義・仕組み IoT の定義や、ビッグデータとの連携の仕

組みなどが説明できる 

IoT センサを使って採取できるデータの種

類（音声・画像・動画・光・赤外線・磁

気・加速度・角度・超音波・温度・湿度・

圧力・煙など）を理解・説明できる 

IoT を構成する 3 つの要素（IoT デバイ

ス・IoT ゲートウェイ・サーバ）のそれぞ

れの意味と役割について的確に説明できる 

IoT 技術の活用事例 スマート農業やスマートシティ、コネク

テッドカー、MaaS など、IoT を活用した

次世代型社会活用事例について、理解・説

明できる 

IoT を使った災害対策の事例や今後の展望

を、仕組みも踏まえて詳細に説明できる 

セキュリティ 経済産業省と総務省が定めた IoT セキュリ

ティガイドラインの内容を理解・説明でき

る 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 ビッグデータ 

概要 
防災や災害対応の分野で DX を推進するため

に必要な、ビッグデータに関する専門的な能力   

 

能力細目 職務遂行のための基準 

ビッグデータの基礎知識 世の中のデータ量の推移について、理解・

説明できる 

ビッグデータの定義や、ビッグデータを活

用することでどのような新たな価値を創出

できるかを説明できる 

ビッグデータ活用事例 社会一般におけるビッグデータの活用事例

として、テキストマイニングについて理

解・説明できる 

社会一般におけるビッグデータの活用事例

として、スマートシティについて理解・説

明できる 

社会一般におけるビッグデータの活用事例

として、MaaS について理解・説明できる 

防災におけるビッグデータの活用事例とし

て、SPI4D について理解・説明できる 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 ディープラーニング 

概要 

防災や災害対応の分野で DX を推進するため

に必要な、ディープラーニングに関する専門的

な能力 

  

 

能力細目 職務遂行のための基準 

ディープラーニング概要 ディープラーニングの概要と開発の歴史を

一通り理解している 

ディープラーニングの主な研究分野（画像

認識・自然言語処理・音声認識・ロボティ

クス）について一通り理解している 

ディープラーニングの仕組み ディープラーニングの基本的な仕組みとし

て、ニューラルネットワークの多層化の概

念を理解・説明できる 

ディープラーニングの仕組みとして、事前

学習（ファインチューニング）の概念を理

解・説明できる 

ディープラーニングの手法 ディープラーニングの手法として、活性化

関数の種類と特徴について理解・説明でき

る 

ディープラーニングの手法として、CNN

と RNN について理解・説明できる 

ディープラーニングの手法として、強化学

習について理解・説明できる 

防災分野におけるディープラーニングの活

用事例 

自動運転・インフラメンテナンス・防犯な

ど防災分野におけるディープラーニングの

の活用事例を把握・説明できる 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 クラウド 

概要 
防災や災害対応の分野で DX を推進するため

に必要な、クラウドに関する専門的な能力   

 

能力細目 職務遂行のための基準 

クラウドの仕組み クラウドコンピューティングの定義や仕組

みを理解し、クラウドによるデータの持ち

方、データを守る仕組みについて説明でき

る 

クラウドとオンプレミスの違いを理解・説

明できる 

パブリッククラウドとプライベートクラウ

ドの違いを理解・説明できる 

クラウドサービスの提供形態 クラウドサービスの提供形態として、

SaaS を理解・説明できる 

クラウドサービスの提供形態として、IaaS

を理解・説明できる 

クラウドサービスの提供形態として、

PaaS を理解・説明できる 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 Web3 

概要 
防災や災害対応の分野で DX を推進するため

に必要な、Web3 に関する専門的な能力   

 

能力細目 職務遂行のための基準 

Web3 の概要 Web3 やブロックチェーン技術の概要を理

解し、従来のインターネット技術との違い

を説明できる 

ブロックチェーン技術の活用事例 ブロックチェーン技術の活用事例として、

スマートコントラクトの概要を理解・説明

できる 

ブロックチェーン技術の活用事例として、

IBM マイクロコンピュータの概要を理

解・説明できる 

ブロックチェーン技術の活用事例として、

ADEPT の概要を理解・説明できる 

DAO の概要 Web3の組織形態として、DAOの仕組みや従

来の組織形態との違いについて、理解・説

明できる 

メタバースの活用事例 メタバースの概念や、メタバース社会の到

来によって生まれる新たな価値・サービス

について、事例を交えて的確に説明できる 

防災や災害対応の領域において、メタバー

スの活用法を策定・提案できる 

NFT の概要 NFT の概念や活用方法において、従来の

通貨・著作権システムとの違いについて、

事例を交えて的確に説明できる 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 コミュニケーション 

概要 

様々な立場の人たちと良い関係を保ち、協力し

て防災や災害対応の分野で DX を推進してい

くための能力 

  

 

能力細目 職務遂行のための基準 

コミュニケーションスキルの３大要素 コミュニケーションスキルの３大要素「伝

える能力」「聴く能力」「非言語（ノンバー

バルコミュニケーション）能力」の特徴を

的確に説明できる 

伝える能力 伝える能力として、「リフレーミング」を

理解・実践できる 

伝える能力として、「PREP 法」を理解・

説明できる 

伝える能力として、「I メッセージ」を理

解・実践できる 

伝える能力として、「ペーシング」を理

解・実践できる 

聴く能力 聴く能力として、「アクティブリスニン

グ」を理解・実践できる 

聴く能力として、「バックトラッキング」

を理解・実践できる 

聴く能力として、「ピンポンルール」を理

解・実践できる 

非言語コミュニケーション 非言語コミュニケーションの概念として、

「メラビアンの法則」を理解・説明できる 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 問題解決 

概要 
DX 推進により防災や災害対応の分野におけ

る様々な問題を解決していくための能力   

 

能力細目 職務遂行のための基準 

問題解決の種類 問題解決の種類として、「発生型」「設定

型」「潜在型」の特徴を理解・説明できる 

問題解決の手法 問題解決の手法として、「PDCA サイク

ル」について、理解・説明できる 

問題解決能力 問題解決能力を醸成する手法として、「ク

リティカルシンキング（批判的思考）」に

ついて、理解・説明できる 

問題を特定する手法 問題を特定する手法として、「MECE」の

概念について、理解・説明できる 

問題を特定する手法として、「ロジックツ

リー」の概念について、理解・説明できる 

問題を特定する手法として、「マインド

マップ」の概念について、理解・説明でき

る 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 プロジェクトマネジメント 

概要 
防災や災害対応の分野で DX を推進するため

に、各種プロジェクトを成功に導く能力   

 

能力細目 職務遂行のための基準 

プロジェクトマネジメントの基礎能力 プロジェクトマネジャーとして、スケ

ジュール・予算・人材に対する管理が行え

る 

担当するプロジェクトの工程や、クライア

ントの業務内容・技術などの知識を保有

し、説明できる 

プロジェクトの内容や進行度合、プロジェ

クト遂行後に得られる利点・利益などを、

わかりやすく解説・説明できる 

プロジェクトマネジメントに必要なコミュ

ニケーション能力 

プロジェクトに関わるメンバーの調整役と

して、メンバーが円滑に業務を遂行できよ

う、的確なコミュニケーションが取れる 

プロジェクトマネジメントに必要な問題発

見能力 

プロジェクト内で問題が発生した際、問題

の原因を特定・分析し、的確な問題解決の

方法を策定できる 
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共通 

能力ユニット 

 能力ユニット名 新規事業の企画・提案 

概要 
防災や災害対応の分野で DX を推進するため

に、新規事業の企画・提案に関連した能力   

 

能力細目 職務遂行のための基準 

新規事業企画の策定 新規事業企画書の構成（目的・概要・ター

ゲット・克服すべき課題・スケジュール・

費用）を理解し、明確な企画書が作成でき

る 

新規事業立ち上げの際に想定される実現可

能性・費用対効果について、明確に説明で

きる 

市場・環境分析 新規事業を策定する際の市場分析法とし

て、SWOT 分析を理解・実践できる 

新規事業を策定する際の市場分析法とし

て、3C 分析を理解・実践できる 

新規事業を策定する際の環境分析法とし

て、5Forces 分析を理解・実践できる 

新規事業を立ち上げる際に想定されるリス

クについて、リスク分析が行える 

プレゼンテーションスキル 新規事業のプレゼンテーションを行うため

の効果的なプレゼン資料を作成できる 

新規事業の承認を得るための効果的なプレ

ゼンテーションが行える 
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第 2章 カリキュラム開発 

 安全安心インフラの DX 化を推進する人材を育成するために必要な授業科目を設定し、

カリキュラムを開発した。より具体的には、スキル標準で整理した知識やスキルを身につけ

るために必要な科目を切り出し、その概要や授業時間等を設定して科目表を作成した。科目

表は教育プログラムを構成する科目の一覧であり、科目名、概要、時間数を表記した。 

 

 以下が、開発したカリキュラムである。 

 

図表 20 開発したカリキュラム 

区分 科目名 概要 時間数 

実務 

能力 

 

必修 

災害対応 

PBL 

災害対応における安心安全インフラの DX

化を題材とした PBL を実施する。課題やプ

ロセスも含めて学習者が討議して設定する

学習者主導型の PBL とする。これにより、

コミュニケーション力やアジャイル思考等

をはじめとした安全安心インフラの構築を

推進する実践的な業務遂行能力や新事業を

創出する能力の修得を目指す。 

135 

(H) 

災害対応 

ケーススタディ 

災害対応に関するケーススタディにより、

災害対応の考え方や災害対応の DX 化に関

するプロセス等を学習する。 

45 

(H) 

最先端技術 

ケーススタディ 

センシング、AI、IoT、ビッグデータ、通

信・ネットワーク、ブロックチェーン、

Web3.0、NFT、DAO 等に関して、個別或

いは各種を組み合わせた活用事例を題材と

したケーススタディにより、これらの最新

技術の活用に関する実務知識を学習する。 

67.5 

(H) 

災害対応 

各種災害に関する基礎知識や、災害対応に

活用されている最先端技術、災害対応を中

心とした安全安心マインド等について、講

義で学習する。一部内容は e ラーニング化

し、反復学習に使用する。 

45 

(H) 

基礎 

技術 

 

センシング基礎 

センサーに関する基礎知識やドローン・人

工衛星等によるセンシングの方法、災害対

応への活用事例等について、講義で学習す

22.5 

(H) 
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選択 る。一部内容は e ラーニング化し、反復学

習に使用する。 

ビッグデータ基礎 

ビッグデータの概要やデータの取得・整

理・解析等の方法、災害対応への活用事例

等について、講義で学習する。一部内容は e

ラーニング化し、反復学習に使用する。 

22.5 

(H) 

通信・ネットワーク

基礎 

通信・ネットワークの概要や各種規格、仕

組み、災害対応への活用事例等について、

講義で学習する。一部内容は e ラーニング

化し、反復学習に使用する。 

22.5 

(H) 

AI 基礎 

AI の概要や仕組み、活用方法、機械学習の

基礎、自然言語処理、災害対応への活用事

例等について、講義で学習する。一部内容

は e ラーニング化し、反復学習に使用す

る。 

45 

(H) 

IoT 基礎 

IoT の概要や仕組み、構成要素の基礎、活用

方法、災害対応への活用事例等について、

講義で学習する。一部内容は e ラーニング

化し、反復学習に使用する。 

45 

(H) 

  合計(H) 450 

 

 本カリキュラムは、総学習時間 450 時間（必修：315 時間、選択：135 時間）としてい

た。このうち、PBL 科目は、それ以外の各科目で学習した知識や技術を基に、災害対応に

関する安全安心インフラの企画を立案することを最終目標とする。ケーススタディ科目で

は、講義で学習した内容を基に調査や討議を行うグループワークを実施する。その他の 6 つ

の講義科目では、講師による集合学習での講義のほかに、e ラーニングを用いて個人で反復

学習を行うことができるようにすることにより、災害対応や最先端技術に関する基礎知識

を身につける。このような講義とグループワークの組合せにより、より実務的な知識や技術

の修得を目指す。 

 

 なお、次年度以降、各科目について学習目標、授業内容、使用教材、評価方法を検討

し、シラバスを開発していく計画である。 
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第 3章 教材の試作 

 開発したカリキュラム内における一部の科目（「災害対応講義」及び「災害対応 PBL」）

について、調査結果や先述のスキル標準及びカリキュラムから仕様を策定し、試作としてプ

ロトタイプ教材を開発した。さらに、これらの教材から解説映像を作成して e ラーニング化

を行った。 

 

 以下の各節では開発した各教材の概要を報告し、実際の教材は巻末に収録した。 

 

3-1 「災害対応講義」教材 

本教材は、災害の基礎知識や災害発生時の対応、災害対応に活用されている最先端技

術、安全安心マインドについて講義で学習する。教材の構成は以下の通りである。 

 

図表 21 「災害対応講義」教材の構成 

1. 災害の基礎 

1.1. 地震・津波 

1.1.1 地震 

1.1.2 津波 

1.1.3 想定される被害と基本的防災 

1.2. 気象災害 

1.2.1 台風 

1.2.2 風水害 

1.2.3 雪害 

1.3. 火山 

1.4. 大規模火災 

2. 災害発生時の対応 

2.1. 避難所設営・仮設住宅 

2.2. 国や自治体 

2.3. 自衛隊・医療関係者 

2.4. ボランティア活動 

3.災害対応に活用されている最先端技術 

3.1. AI 

3.2. loT 

3.3. リモートセンシング 

3.4. OSINT 
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4. 安全安心マインド 

4.1 安全安心マインドとは 

4.2 ソフト面の取り組み 

4.3 ハード面の取り組み 

 

 また、本教材のイメージを以下に示す。 

 

図表 22 「災害対応講義」教材のイメージ 
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図表 23 「災害対応講義」教材のイメージ 
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3-2 「災害対応 PBL」教材 

平成 22 年奄美地方豪雨を題材として、災害時におけるドローンの活用や提供サービス

を検討する PBL 教材である。本教材では、プロジェクトの最終目標や前提条件、検討課

題などが用意されており、学習者はこれに沿ってプロジェクトに取り組む。予め設定され

たシナリオに沿って検討を進めるシナリオ進行型 PBL である。また、防災ドローンの理

解のために、導入学習として平成 22 年奄美地方豪雨を題材としたケーススタディ教材も

開発した。 

 

 まず、導入学習として開発した「災害対応ドローンビジネスケーススタディ」について報

告し、その後、「災害対応 PBL」教材について報告する。 

 

3-2-1 「災害対応ドローンビジネスケーススタディ」 

 本教材は、PBL 学習の導入として、災害対応ドローンについてより理解を深めるための

ケーススタディ教材である。平成 22 年奄美地方豪雨を題材とし、災害対応ドローンを活用

して豪雨災害にどのような対応ができるかを考える。以下は、本ケーススタディ教材による

学習の流れである。 

 

図表 24 「災害対応ドローンビジネスケーススタディ」 学習の流れ 

1. 災害の理解 平成 22 年奄美地方豪雨 

 グループワーク①：豪雨災害が起こる地理的要因 

 グループワーク②：豪雨災害の課題 

 グループワーク③：豪雨災害発生時の対応方法（一般的に知られている内容） 

2. 災害対応ドローン例 

3. 災害対応ドローンの活用事例 

 グループワーク④：豪雨災害発生時の対応方法（ドローンを活用した場合の内容） 

 グループワーク⑤：災害対応におけるドローンの課題 

4. 奄美豪雨災害に対する課題 

 グループワーク⑥：①～⑤グループワークのマトメ 

5. 講師による奄美群島産業用ドローン活性化 奄美群島におけるドローン特区制度活用 

 

 また、本教材のイメージを以下に示す。 
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図表 25 「災害対応ドローンビジネスケーススタディ」教材のイメージ 

 

 

 

図表 26 「災害対応ドローンビジネスケーススタディ」教材のイメージ 
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図表 27 「災害対応ドローンビジネスケーススタディ」教材のイメージ 

 

 

 

3-2-2 「災害対応 PBL」教材 

 本教材は、平成 22 年奄美地方豪雨を題材として、災害時におけるドローンの活用や提供

サービスを検討する PBL 教材である。以下は、本 PBL 教材による学習の流れである。 
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図表 28 「災害対応 PBL」 学習の流れ 

0. オリエンテーション 

  PBL の理解、学習目標、学習の進め方、スケジュール、 

  PBL 学習の状況設定・前提・最終目標 

1. 演習 1 PBL Stage 1：着想・発想 

日本における災害理解、災害内容収集、課題として選ぶ災害ピックアップ、 

災害一覧シート作成 

2. 演習 2 PBL Stage 1：着想・発想 

選んだ災害に対して行われた災害対応方法理解（過去のドローンなしの場合）、整理、 

アイデア交換、災害課題シート（ドローン活用無し）作成 

3. 演習 3 PBL Stage 1：着想・発想 

選んだ災害に対して行われた災害対応方法理解（ドローンを活用した場合）、整理、 

アイデア交換、災害課題シート（ドローン活用あり）作成 

4. 演習 4  PBL Stage 2：基本構想 

災害時における課題とドローンがあったらどのような災害対応が可能であったかを 

ベースに、災害利用目的でのドローンサービス開発のアイデア検討/シート作成 

5. 演習 5 PBL Stage 2：基本構想 

災害対応ドローンの活用にあたり、選んだ技術要件に対応する製品シート作成 

6. 演習 6 PBL Stage 2：基本構想 

災害対応ドローンの活用にあたり、提供するサービスと選んだ製品の課題対応に 

対する技術要件シート作成  

7. 演習 7 PBL Stage 2：基本構想 

災害対応ドローンの活用にあたり、選んだ課題対応に対するドローン使用時の 

法的要件シート作成  

8. 演習 8 PBL Stage 2：基本構想 

PBL Stage 1+2  (中間マトメ) 作成した７シートを１枚に集約、 

整理するシートの作成 

9. 演習 9 PBL Stage 3：計画立案 

ビジネスモデルキャンバスの作成 

10. 演習 10 PBL Stage 4：事業計画 

プレゼンテーション 

 

 また、本教材のイメージを以下に示す。 
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図表 29 「災害対応 PBL」教材のイメージ 
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図表 30 「災害対応 PBL」教材のイメージ 
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図表 31 「災害対応 PBL」教材のイメージ 

 

  



217 

 

3-3 e ラーニング教材 

 講義科目のポイントを復習するための教材である。ポイントを解説した講義映像を収録

した。主に自己学習用として使用することを想定している。また、PBL 教材のテキスト及

びワークシートを、演習ごとにダウンロードできるようにしている。 

 

 以下は、e ラーニング教材の構成である。 

 

図表 32 e ラーニング教材の構成 

【実務能力（必修）】 

○災害対応（講義） 

テキスト 

1. 災害の基礎 

1.1. 地震・津波 

1.1.1 地震 

1.1.2 津波 

1.1.3 想定される被害と基本的防災 

1.2. 気象災害 

1.2.1 台風 

1.2.2 風水害 

1.2.3 雪害 

1.3. 火山 

1.4. 大規模火災 

2. 災害発生時の対応 

2.1. 避難所設営・仮設住宅 

2.2. 国や自治体 

2.3. 自衛隊・医療関係者 

2.4. ボランティア活動 

3.災害対応に活用されている最先端技術 

3.1. AI 

3.2. loT 

3.3. リモートセンシング 

3.4. OSINT 

4. 安全安心マインド 

4.1 安全安心マインドとは 

4.2 ソフト面の取り組み 
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4.3 ハード面の取り組み 

 

○災害対応（ケーススタディ） 

 ※次年度以降開発予定 

 

○最先端技術（ケーススタディ 

 ※次年度以降開発予定 

 

○災害対応（PBL） 

 導入学習 災害対応ドローンビジネスケーススタディ 

  テキスト 

  ワークシート① 

  ワークシート② 

  ワークシート③ 

  ワークシート④ 

  ワークシート⑤ 

  まとめシート 

 

 災害対応ドローン PBL 

  背景・課題条件 

  演習 1 

   テキスト 

   ワークシート 

  演習 2 

   テキスト 

   ワークシート 

  演習 3 

   テキスト 

   ワークシート 

  演習 4 

   テキスト 

   ワークシート 

  演習 5 

   テキスト 

   ワークシート 

  演習 6 
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   テキスト 

   ワークシート 

  演習 7 

   テキスト 

   ワークシート 

  演習 8 

   テキスト 

   ワークシート 

  演習 9 

   テキスト 

   ワークシート 

  演習 10 

   テキスト 

 

【基礎技術（選択）】 

○センシング基礎 

 ※次年度以降開発予定 

○ビッグデータ基礎 

 ※次年度以降開発予定 

○通信・ネットワーク基礎 

 ※次年度以降開発予定 

○AI 基礎 

 ※次年度以降開発予定 

○IoT 基礎 

 ※次年度以降開発予定 
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 また、e ラーニングの画面のイメージは、以下の通りである。 

 

図表 33 e ラーニング ログイン画面 
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図表 34 e ラーニング メインメニュー 

 

 

 過年度事業で開発したコンテンツも収録している。今年度開発したのは、最下部のオレ

ンジ色のメニューである。 
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図表 35 e ラーニング 今年度開発分のメインメニュー 
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図表 36 e ラーニング 「災害対応（講義）」 メニュー 

 

 

 一部のみ表示している。最上部の「テキスト」ボタンから、当該教材の PDF をダウン

ロードできる。また、それ以外の「1.1 地震・津波」等のボタンからは、講義映像が視聴

できる。 
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第 3部 評価報告 

 令和 5 年度以降の実証講座に先行して、先述したプロトタイプ教材を活用した 6 時間の

小規模なプレ実証講座を実施した。これを通じてプロトタイプ教材の内容（テーマ、構

成、時間配分等）や難易度について分析を行い、教材の本格開発に役立てる。 

 

第 1章 プレ実証講座の概要 

 プレ実証講座の概要は、以下の通りである。 

 

○実施期間・授業時間 

 2023 年 1 月 30 日（月）～1 月 31 日（火）の 2 日間で実施した。授業時間は 1.5 時間

×4 コマ＝6 時間であった。具体的な日時は、「実施内容」の項目で後述する。 

 

○受講者 

 受講者は、奄美情報処理専門学校の情報系学生（1 年生）14 名である。 

 

○講師 

 講師は、【CONTROL+UAS FLIGHT24】&Co.代表 黒澤利光氏が担当した。 

 

○使用教材 

 使用教材は、本事業で開発した PBL 教材の導入学習用教材「産業用ドローンビジネス

ケーススタディ」及び昨年度事業16で開発した「ドローンの産業活用」使用した。 

 

○授業方法 

 集合学習形式にて、14 名の学生を 4 グループにに分けてグループワークを行った。 

 

○実施内容 

 実施内容は、以下の通りである。 

  

 
16 令和 3 年度 文部科学省 「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」

「 Society5.0 を先取りするスーパーシティの構築に貢献するモビリティ人材の育成プログ

ラムの開発と実証」 
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図表 37 プレ実証講座の実施内容 

実施日 実施内容 時間 

1 月 30 日（月） 

＜第 1 回＞ 

①ドローン（無人航空機）理解  

②産業用ドローン機能紹介 (実機、ビデオ） 

③災害対応ドローンビジネスケーススタディ講座

概略説明 

10:45～12:15 

1 月 30 日（月） 

＜第 2 回＞ 

実機飛行体験 
13:30～15:00 

1 月 31 日（火） 

＜第 3 回＞ 

①災害対応ドローンビジネスケーススタディ 

事例 :選択ドローン製造会社 : SAITOTEC  

②グループワーク 

③発表 

10:45～12:15 

1 月 31 日（火） 

＜第 4 回＞ 
13:30～15:00 

 

 

第 2章 プレ実証講座の様子 

 プレ実証講座では、教室内でのグループワークと、屋外でのドローン実機飛行体験を

行った。以下は、その様子の写真である 

 

図表 38 プレ実証講座の様子（実機飛行体験） 
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図表 39 プレ実証講座の様子（グループワーク） 

 

 

 

図表 40 プレ実証講座の様子（グループワーク） 
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図表 41 奄美新聞 2023 年 1 月 31 日の記事 

 

 

 

図表 42 南海日日新聞 2023 年 1 月 31 日の記事 
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第 3章 評価 

 プレ実証講座の評価は、受講者アンケート、及び講師やオブザーバーの講評により実施

した。 

 

3-1 受講者アンケート 

 プレ実証講座の終了後、受講者アンケートを実施してその結果を分析した。以下、アン

ケート結果を報告する。 
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１．「ドローン理解」の理解度 

 

 

 「ドローン理解」の理解度では、「よく理解できた」が 64%、「理解できた」が 36%で、

全員が理解できたと回答している。 

 

２．「産業用ドローン機能紹介（実機、ビデオ）」の理解度 

 

 

 「産業用ドローン機能紹介（実機、ビデオ）」の理解度では、「よく理解できた」「理解

できた」が半々で、全員が理解できたと回答している。 
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３．「災害対応ケーススタディ」の背景や課題の理解度 

 

 

 「災害対応ケーススタディ」の背景や課題の理解度では、「よく理解できた」が 57%、

「理解できた」が 36%、「あまり理解できなかった」が 7%だった。 

 

４．「ドローンの産業活用」への関心の変化 

 

 

 2 日間の講座を通して、「ドローンの産業活用」への関心はどのように変化したかでは、

「とても高くなった」が 71%、「少し高くなった」が 29%と、全員が高くなったと回答し

ている。 
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５．講師の説明のわかりやすさ 

 

 

 講師の説明のわかりやすさでは、64%が「非常にわかりやすかった」、36%が「わかりや

すかった」と回答している。 

 

６．資料のわかりやすさ 

 

 資料のわかりやすさでは、57%が「非常にわかりやすかった」、43%が「わかりやすかっ

た」と回答している。 
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７．動画の内容のわかりやすさ 

 

 

 動画の内容のわかりやすさでは、64%が「非常にわかりやすかった」、36%が「わかりや

すかった」と回答している。 

 

８．グループワークへの参加度 

 

 

 グループワークへの参加度では、「積極的に参加できた」が 50%、「参加できた」は 36%

であった。「あまり参加できなかった」「参加できなかった」が 7%ずつであったが、プレ

実証講座ではグループワークを実施した 2 日目に 2 名、欠席者がいたので、このような回

答があったと考えられる。 
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９．講座全体を通しての感想や要望 

 

・二日目は参加できなかったが、ドローンへの関心は以前より高まった 

・今回の講座でドローンに興味を持てたし欲しくもなった。 

・これまでドローンは何となく遠い存在だと感じていましたが、今回の講座を通して自分

にとって「身近な存在」に少し近づいたと思います。 

・今まで漠然としか知っていなかったドローンの在り方が今回の講座で分かりました。ま

た実機を触らせてもらえたのがとても面白かったです。 

・ドローンに無限の可能性があることを知れた。操作が難しいことが分かった。コント

ローラーでの操作や風や建物など考慮するものが多い 

・ドローンの活用法から、ドローンのしくみなどを学ぶことができて、とても有意義な授

業でした。ドローンがこれから、どんな活躍をするか楽しみになった。 

・今回の授業でドローンへの関心がより高まった。実際にドローンに触れることでドロー

ン技術の実用性や課題を深く理解することができた。ドローンについて今後も注目して

いきたい。 

・感想：実際にドローンを間近で見ることがあまりないので、面白かったのと「ドローン

を活かして何が出来るのか」や「ドローンについての決まりごと、実機の説明」など初

めて知ったことばかりでとても勉強になりました。 

・今回の授業を通して、ドローンの理解が深まり、救助活動や農業、運搬業、建設業など

様々な職種にドローンがどのような影響を与え、生活が豊かになっていくと考えると、

楽しみで仕方がありません。此度はありがとうございました。 

・ドローンの機能やもし奄美で豪雨が発生したときに使えそうだと思ったのでまたドロー

ンをする機会があれば飛ばして練習してみたいと思いました。 

・ドローンを見て思うことはやはりサイズが大きいな所と障害物をよけるセンサーや電池

が切れそうなときに自動で帰る所とかもよくコードができてるんだなと思いました。 

・ドローンを実際に見たり、飛んでいる所を見たりして、すごい技術が進歩しているなと

思いました。実際にドローンのカメラの映像を見ると、上からの目線なので確かに人な

どを探すのが便利だなと思いました。今回は面白くドローンを体験できました。 

 

 ドローンへの関心が高まったという意見や、今後のドローンの活躍が楽しみだという意

見があり、学生たちにも有意義な講座であったことがうかがえる。 
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3-2 講師による講評 

 プレ実証講座を担当した黒澤講師からは、以下のような講評があった。 

 

１．学生の理解度や反応、実施手法の妥当性などについての所感 

 奄美情報処理専門学校においては２回目の無人航空機活用講義と実習であり、先生方も

受講学生も無人航空機が拓く災害対応ドローンについてよく理解できたと感じました。特

に今回は自分たちが経験した豪雨災害に対しての講座であったため身近に感じていただけ

たと思います。 

 

２．テーマの妥当性や授業内容の妥当性などについての所感 

 今回のケーススタディは実際に自分たちが経験した豪雨災害であり、当時何が起きてい

たのか記憶を呼び起こし、あの時に無人航空機があればという観点の講義でした。このた

め受講学生も極めてスムーズに課題をこなしており、予想以上の出来栄えだったと思いま

す。 

 

３．学生のグループワークについて所感 

 グループワークについて課題のブレインストーミングが活発でした。地縁が強い地域で

すので課題に取り組まない学生もおらず問題なくこなしていたと思います。専門学校は社

会人経験者も多く、リーダーシップを発揮していただきました。 

 

４．今回のケーススタディにおける学習時間についての所感 

 今回の学習時間はテーマを絞っていたので最終形態を箇条書きまででまとめるには問題

ないと思います。PBL のように掘り下げて課題を与えておらず、豪雨災害での当時と無人

航空機があったらというヒントを与えていたので時間は十分だったと考えます。もし PBL

のように自分たちで調査を掘り下げて、最終プレゼンをするにはもう２コマ必要と考えま

す。 

 

５．今回のケーススタディを他の地域（他の学校）で実施する際の課題について 

 今回の災害対応ドローンのケーススタディは実際に体験した豪雨災害であり、膨大な資

料から講師が充分な資料を教材として作成できたために効果的であったと思います。災害

の少ない地域での講義の場合、体験してない内容であることと、遠い場所の課題という意

識であった場合は、コマ数を増やして災害そのものの説明から入らないと効果的ではない

と感じました。 
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６．講師としての感想 

奄美大島という離島であったため無人航空機の活用が極めて効果的であると先生も学生

も学んで頂けたと感じました。実際の災害対応ドローンビジネスとして立ち上げるには、

政府、自治体他との連携他が産業用ドローンでは必要であり、そういった方面の講義も実

ビジネスを始める前には必要と感じました。 

身近な DX としてドローンの空撮サービスは現地の人しかできないことであり、参入コ

ストも低い。また動画編集であればまさに DX となるクリエーターがいる場所は関係なく

ビジネスができるので、より身近にドローンを活用していただけたらと思います。 

 

 

 今回の受講者にとって身近なテーマであった奄美豪雨を題材としたことで、グループ

ワークもスムーズに進み、積極的に参加していたようである。一方で、他地域で実施する

際には、題材とする災害についての解説の時間がもう少し必要であるとも指摘された。 

 

 

3-3 オブザーバーによる講評 

 2023 年 1 月 31 日（火）に開催した第二回実施委員会において、プレ実証講座の最終コ

マで実施したグループ発表を視察し、実施委員より講評をいただいた。以下、いただいた

講評の内容を列記する。 

 

○委員① 

時間の短い中で良く取り纏めている。ドローンの良いところ、悪いところをよく理解し

ている。学生の意識が高い。 

 

○委員② 

若い方々が取り組むことに感銘を受けた。東日本大震災もまだ復興が終わっていない。

長い尺度で考える必要がある。時間的には短いが、どうやるかを考えるのは将来に向けて

重要である。 

 

3-4 評価のまとめ 

 受講者アンケートの結果からは、理解度が非常に高く、グループワークにも積極的に参

加していたことがわかる。災害対応ドローンについての関心が、全受講者で高まったこと

も大きな成果である。 
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 自由記述の回答でも、ドローンについての高い興味を示す意見が多かった。さらに学習

したいという声もあった。 

 

 講師の講評では、学生の理解度やテーマ・学習内容の妥当性など、高い評価を得た。他

地域で実施する際には実施時間を増やして題材とする災害についての解説をより深く行う

必要もあるが、そのような対応を取れば、他地域での実施可能性は十分にあると考える。 

 

オブザーバーの講評では、受講者がグループワークに取り組む姿勢や意識の高さを評価

する意見があった。 

 

 以上のことから、開発したプロトタイプ教材「災害対応ドローンビジネスケーススタ

ディ」及びそれを使用した教育手法は概ね妥当であるという結論を得た。 
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第 4部 まとめと今後の計画 

第 1章 本事業のまとめ 

 今年度は、教育プログラム開発の前段として調査を実施し、教育プログラムの一部を開発

した。また、開発したプロトタイプ教材を用いてプレ実証講座を実施した。 

 

 調査は、以下の 2 つを実施した。 

 

①最先端技術を活用した防災の取組に関する事例・実地調査 

文献調査により、センシングや AI、IoT、ビッグデータ分析等の最先端技術を活用した

防災に関する取組事例を収集し、活用されているシステムや活用のメリット、課題等を整

理した。また、大規模災害被災地を対象に、災害や復興に関する資料や情報を収集する実

地調査を行った。文献調査では 30 件の事例を収集し、実地調査では福島県双葉町、鹿児

島県奄美市、鹿児島県桜島の 3 箇所でヒアリング等を行った。 

 

②自治体等を対象とした防災の DX 化の取り組み状況や課題等に関するアンケート・ヒ

アリング調査 

防災の DX 化に関して、取り組み状況や課題、人材の育成方法等を明らかにし、防災の

DX 化に必要な人材のスキルを明確にするためのアンケート調査及びヒアリング調査を

行った。アンケート調査は 10 都府県 478 の市区町村等に調査を依頼し、122 件の回答を

得た。アンケートで回答のあった自治体から 10 件を抽出し、DX の取組状況や人材の育

成方法等に関するより詳細な情報や資料をヒアリングにて聴取した。 

 

 また、以上の調査結果を基に、教育プログラムの開発に取り組んだ。今年度は、 

・スキル標準 

・カリキュラム（科目表） 

・「災害対応講義」プロトタイプ教材 

・「災害対応 PBL」プロトタイプ教材 

・e ラーニング教材 

の開発を行った。 

 

 さらに、「災害対応ドローンビジネスケーススタディ」の内容を中心に 6 時間のプレ実証

講座を構成し、IT 系の学生 14 名を対象に実施した。受講者アンケートや講師の講評、オブ

ザーバーの講評から、教育プログラムの教育効果や妥当性が確かめられた。 
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第 2章 次年度以降の事業計画 

2-1 令和5年度事業計画 

 令和 5 年度は、令和 4 年度に引き続き教育プログラムの開発を行い、その一部を実証講

座として試行的に実施して評価を行う。 

 

①開発 

・シラバス開発 

 カリキュラムを構成する各科目について、学習目標、使用教材、評価方法、授業計画を検

討し、シラバスを開発する。 

・PBL 教材開発 

 災害対応 PBL で使用する教材を開発する。令和 5 年度における開発では、災害シミュ

レーションを題材としたものを計画している。 

・ケーススタディ教材開発 

 災害対応、最先端技術のケーススタディ科目で使用する教材を開発する。 

・講義用教材開発 

 最先端技術の講義科目で使用する教材を開発する。 

 

②評価 

・実証講座実施 

 開発した教育プログラムの一部を抽出して 20 時間程度の実証講座を構成し、工業系（情

報・機械・電気・電子等）の専門学校生 20 名程度を対象として試行的に実施する。 

・評価・改善 

 実証講座を実施した結果を基に教育プログラムを評価し、改善する。 

 

2-2 令和6年度事業計画 

 令和 6 年度は、令和 5 年度に引き続き教育プログラムを開発して完成させ、それを基に

実証講座を実施して教育プログラムの改善を図る。 

 

①開発 

・PBL 教材開発 

 災害対応 PBL で使用する教材を開発する。令和 6 年度における開発では、災害発生から

復旧までのフェーズを題材としたものを計画している。 

・ケーススタディ教材開発 
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 災害対応、最先端技術のケーススタディ科目で使用する教材を開発する。 

・講義用教材開発 

 災害対応、最先端技術の講義科目で使用する教材を開発する。 

 

②評価 

・実証講座実施 

 開発した教育プログラムの一部を抽出して 135 時間程度の実証講座を構成し、工業系（情

報・機械・電気・電子等）の専門学校生 40～50 名程度を対象として試行的に実施する。 

・評価・改善 

 実証講座を実施した結果を基に教育プログラムを評価し、改善する。 
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付録 
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「災害対応講義」プロトタイプ教材 
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本

の
太

平
洋

に
広

が
る

フ
ィ

リ
ピ

ン
海

プ
レ

ー
ト

」
、

「
東

日
本

の
太

平
洋

か
ら

北
日

本
の

太
平

洋
に

広
が

る
太

平
洋

プ
レ

ー
ト

」
な

ど
の

海
プ

レ
ー

ト
が

あ
り

、
計

4種
類

の
プ

レ
ー

ト
が

重
な

り
合

っ
て

い
ま

す
。

海
プ

レ
ー

ト
の

フ
ィ

リ
ピ

ン
海

プ
レ

ー
ト

や
太

平
洋

プ
レ

ー
ト

は
、

陸
プ

レ
ー

ト
の

北
米

プ
レ

ー
ト

や
ユ

ー
ラ

シ
ア

プ
レ

ー
ト

に
向

か
っ

て
数

cm
/年

ほ
ど

の
速

度
で

動
い

て
い

ま
す

。
海

プ
レ

ー
ト

は
陸

プ
レ

ー
ト

の
下

に
沈

み
込

み
、

そ
の

力
に

耐
え

ら
れ

な
く

な
っ

た
海

プ
レ

ー
ト

が
陸

プ
レ

ー
ト

を
跳

ね
上

げ
る

際
、

も
し

く
は

プ
レ

ー
ト

が
破

壊
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
地

震
が

発
生

し
ま

す
。

陸
プ

レ
ー

ト
を

跳
ね

上
げ

る
際

に
発

生
す

る
地

震
を

「
プ

レ
ー

ト
境

界
地

震
」

、
海

プ
レ

ー
ト

や
陸

プ
レ

ー
ト

が
破

壊
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
発

生
す

る
地

震
を

「
プ

レ
ー

ト
内

地
震

」
と

言
い

ま
す

。

3

●
地

震
の

概
要

・
地

震
と

は
、

地
下

の
岩

盤
（

プ
レ

ー
ト

）
が

破
壊

す
る

際
の

衝
撃

が
振

動
と

な
っ

て
地

面
を

揺
ら

す
現

象
で

あ
る

。

・
日

本
付

近
に

は
、

陸
の

プ
レ

ー
ト

（
ユ

ー
ラ

シ
ア

プ
レ

ー
ト

、
北

米
プ

レ
ー

ト
）

、
海

の
プ

レ
ー

ト
（

フ
ィ

リ
ピ

ン
海

プ
レ

ー
ト

、
太

平
洋

プ
レ

ー
ト

）
の

4種
類

が
重

な
り

合
っ

て
い

る
。

・
海

の
プ

レ
ー

ト
が

陸
の

プ
レ

ー
ト

の
方

向
に

1年
あ

た
り

数
cm

の
速

度
で

動
い

て
お

り
、

陸
の

プ
レ

ー
ト

の
下

に
沈

み
込

む
こ

と
で

複
雑

な
力

が
か

か
っ

て
地

震
が

発
生

す
る

。

・
地

震
に

は
、

海
の

プ
レ

ー
ト

が
陸

の
プ

レ
ー

ト
を

跳
ね

上
げ

る
こ

と
に

よ
っ

て
発

生
す

る
「

プ
レ

ー
ト

境
界

の
地

震
」

と
プ

レ
ー

ト
内

部
に

圧
力

が
か

か
っ

て
発

生
す

る
「

プ
レ

ー
ト

内
地

震
」

が
あ

る
。
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地
震

の
タ

イ
プ

に
は

プ
レ

ー
ト

境
界

の
地

震
、

陸
プ

レ
ー

ト
内

の
地

震
、

海
プ

レ
ー

ト
内

の
地

震
が

あ
り

ま
す

。

プ
レ

ー
ト

境
界

地
震

は
地

震
の

規
模

が
大

き
く

津
波

を
伴

う
場

合
が

あ
り

ま
す

。
平

成
15

年
に

発
生

し
た

十
勝

沖
地

震
、

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

な
ど

は
プ

レ
ー

ト
境

界
で

発
生

し
た

地
震

で
す

。
と

も
に

太
平

洋
プ

レ
ー

ト
と

北
米

プ
レ

ー
ト

の
境

界
で

発
生

し
て

い
ま

す
。

陸
プ

レ
ー

ト
内

の
地

震
は

プ
レ

ー
ト

境
界

地
震

に
比

べ
る

と
地

震
の

規
模

は
比

較
的

小
さ

い
も

の
の

、
震

源
が

浅
い

こ
と

か
ら

狭
い

範
囲

に
強

く
揺

れ
る

の
が

特
徴

で
す

。
平

成
7年

の
兵

庫
県

南
部

地
震

、
平

成
16

年
の

新
潟

県
中

越
地

震
、

平
成

28
年

の
熊

本
地

震
な

ど
が

あ
り

ま
す

。
マ

グ
ニ

チ
ュ

ー
ド

は
プ

レ
ー

ト
境

界
に

比
べ

て
小

さ
い

場
合

が
多

い
も

の
の

、
震

源
か

ら
の

距
離

が
近

い
こ

と
や

震
源

が
浅

い
こ

と
か

ら
強

く
揺

れ
る

特
徴

が
あ

り
ま

す
。

海
プ

レ
ー

ト
内

の
地

震
は

太
平

洋
側

で
発

生
す

る
場

合
は

震
源

が
浅

く
、

日
本

海
側

で
発

生
す

る
場

合
は

震
源

が
深

く
な

り
や

す
い

特
徴

が
あ

り
ま

す
。

平
成

5年
釧

路
沖

地
震

や
平

成
6年

の
北

海
道

沖
地

震
な

ど
は

太
平

洋
プ

レ
ー

ト
内

部
で

発
生

し
た

地
震

で
す

。

4

●
地

震
の

タ
イ

プ
と

関
連

す
る

過
去

の
地

震
災

害

<
プ

レ
ー

ト
境

界
の

地
震

>
特

徴
：

大
き

な
揺

れ
を

も
た

ら
し

津
波

を
伴

う
場

合
が

あ
る

・
20

03
年

：
十

勝
沖

地
震

（
M

8.
0）

・
20

11
年

：
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
(M

9.
0)

<
陸

プ
レ

ー
ト

内
の

地
震

>
特

徴
：

震
源

が
浅

い
場

合
が

多
く

狭
い

範
囲

に
強

く
揺

れ
る

・
19

95
年

：
兵

庫
県

南
部

地
震

(M
7.

3)
・

20
04

年
：

新
潟

県
中

越
地

震
(M

6.
8)

・
20

16
年

：
熊

本
地

震
(M

7.
3)

<
海

プ
レ

ー
ト

内
の

地
震

>
特

徴
：

大
き

な
揺

れ
を

も
た

ら
し

津
波

を
伴

う
場

合
が

あ
る

・
19

93
年

：
釧

路
沖

地
震

(M
7.

5)
・

19
94

年
：

北
海

道
沖

地
震

(M
7.

8)

1.
1.

1地
震

津
波

は
、

地
震

が
発

生
し

た
際

に
プ

レ
ー

ト
が

跳
ね

上
が

っ
て

海
水

が
持

ち
上

が
る

際
、

ま
た

は
海

底
の

地
す

べ
り

や
隆

起
な

ど
に

よ
っ

て
発

生
す

る
現

象
で

す
。

津
波

は
海

底
か

ら
海

面
ま

で
す

べ
て

の
海

水
が

押
し

寄
せ

て
く

る
た

め
、

海
面

だ
け

の
現

象
で

あ
る

波
浪

に
比

べ
て

大
き

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
伴

い
ま

す
。

津
波

が
発

生
す

る
地

震
の

タ
イ

プ
と

し
て

、
プ

レ
ー

ト
境

界
の

地
震

と
海

プ
レ

ー
ト

内
の

地
震

が
あ

り
ま

す
。

プ
レ

ー
ト

境
界

地
震

は
海

側
プ

レ
ー

ト
が

陸
側

プ
レ

ー
ト

を
跳

ね
上

げ
る

際
に

海
水

も
押

し
上

げ
て

津
波

が
発

生
し

ま
す

。
海

プ
レ

ー
ト

内
の

地
震

は
プ

レ
ー

ト
の

破
損

や
衝

撃
な

ど
に

よ
っ

て
海

底
隆

起
や

地
す

べ
り

が
発

生
し

て
海

水
を

持
ち

あ
げ

て
津

波
が

発
生

し
ま

す
。

5

●
津

波
の

概
要

・
津

波
と

は
、

地
震

な
ど

に
よ

っ
て

海
底

地
盤

の
隆

起
や

、
海

底
の

地
す

べ
り

な
ど

が
発

生
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
持

ち
あ

げ
ら

れ
た

海
水

が
陸

に
押

し
寄

せ
て

く
る

現
象

。

・
波

浪
は

海
域

で
吹

い
て

い
る

風
に

よ
っ

て
発

生
す

る
海

面
付

近
の

現
象

で
あ

る
の

に
対

し
、

津
波

は
海

底
か

ら
海

面
ま

で
の

海
水

全
体

が
波

と
な

っ
て

押
し

寄
せ

て
く

る
現

象
。

し
た

が
っ

て
同

じ
波

の
高

さ
で

も
津

波
の

方
が

危
険

。

・
主

に
プ

レ
ー

ト
境

界
の

地
震

や
海

プ
レ

ー
ト

内
の

地
震

で
津

波
が

発
生

す
る

。

<
津

波
>

<
波

浪
>

※
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津
波

の
高

さ
は

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
の

大
き

さ
に

比
例

し
て

高
く

な
り

ま
す

。
ま

た
震

源
が

浅
け

れ
ば

浅
い

ほ
ど

海
底

に
か

か
る

力
も

強
く

な
る

た
め

、
同

じ
規

模
の

地
震

な
ら

震
源

が
浅

い
ほ

ど
津

波
は

高
く

な
り

ま
す

。
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
は

震
源

の
深

さ
が

24
kｍ

と
や

や
浅

か
っ

た
こ

と
や

、
マ

グ
ニ

チ
ュ

ー
ド

が
大

き
か

っ
た

こ
と

か
ら

巨
大

津
波

が
発

生
し

ま
し

た
。

ま
た

19
60

年
の

チ
リ

地
震

津
波

に
よ

る
津

波
高

を
見

て
も

分
か

る
よ

う
に

遠
く

離
れ

た
地

域
で

発
生

し
た

津
波

も
伝

播
し

ま
す

。
津

波
は

同
様

の
場

所
で

繰
り

返
し

発
生

し
て

い
る

の
も

特
徴

で
す

。

津
波

は
1m

以
下

で
も

養
殖

い
か

だ
や

小
型

船
舶

が
転

覆
す

る
ほ

ど
の

威
力

で
あ

り
、

津
波

警
報

基
準

の
1m

～
3m

で
は

標
高

の
低

い
と

こ
ろ

で
浸

水
被

害
が

発
生

、
大

津
波

警
報

の
基

準
で

あ
る

3ｍ
以

上
の

津
波

で
は

木
造

家
屋

が
全

壊
、

流
出

し
て

人
は

津
波

に
よ

る
流

れ
に

巻
き

込
ま

れ
ま

す
。

6

●
過

去
の

津
波

災
害

1.
1.

2
津

波

西
暦

名
称

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
最

大
津

波
高

19
46

年
南

海
地

震
8.

0
約

6m

19
52

年
十

勝
沖

地
震

8.
2

約
3m

19
60

年
チ

リ
地

震
津

波
8.

5
約

6m

19
83

年
日

本
海

中
部

地
震

7.
7

約
6m

19
93

年
北

海
道

南
西

沖
地

震
7.

8
約

10
m

20
03

年
十

勝
沖

地
震

8.
0

約
4m

20
11

年
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
9.

0
約

40
m

地
震

や
津

波
は

同
じ

エ
リ

ア
で

繰
り

返
し

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ま

で
の

地
震

や
津

波
の

デ
ー

タ
を

も
と

に
今

後
起

こ
り

う
る

災
害

や
そ

れ
に

伴
う

被
害

な
ど

が
想

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

日
本

海
溝

・
千

島
海

溝
周

辺
海

溝
型

地
震

や
南

海
ト

ラ
フ

地
震

で
は

30
ｍ

を
超

え
る

津
波

が
想

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

地
震

や
津

波
は

気
象

災
害

の
よ

う
に

災
害

が
発

生
す

る
時

間
や

期
間

を
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
に

予
想

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
、

「
南

海
ト

ラ
フ

地
震

は
30

年
以

内
に

70
％

の
確

率
で

発
生

す
る

」
の

よ
う

に
長

期
的

な
予

想
に

と
ど

ま
り

ま
す

。
ま

た
最

大
死

者
数

は
冬

の
深

夜
を

想
定

し
て

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

冬
の

深
夜

は
雪

や
凍

結
に

よ
っ

て
避

難
が

遅
れ

る
リ

ス
ク

が
高

い
こ

と
や

、
低

体
温

症
の

リ
ス

ク
も

高
い

こ
と

、
空

気
の

乾
燥

や
強

風
に

よ
っ

て
火

災
が

広
が

り
や

す
い

こ
と

な
ど

が
理

由
で

す
。

7

●
今

後
予

想
さ

れ
て

い
る

巨
大

地
震

と
津

波
の

被
害

1.
1.

3
想

定
さ

れ
る

被
害

と
対

策

名
称

最
大

想
定

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
最

大
想

定
津

波
高

最
大

想
定

死
者

数
日

本
海

溝
・

千
島

海
溝

周
辺

海
溝

型
地

震
9.

3
約

30
m

19
万

9,
00

0人

南
海

ト
ラ

フ
地

震
9.

1
約

34
ｍ

12
万

4,
00

0人

首
都

直
下

地
震

7.
3

-
6,

10
0人

名
古

屋
市

直
下

地
震

6.
9

-
4,

20
0人

阪
神

地
域

直
下

地
震

6.
9

-
6,

90
0人

245



地
震

や
津

波
災

害
は

予
想

で
き

る
気

象
災

害
と

違
っ

て
突

然
や

っ
て

き
ま

す
。

地
震

の
死

因
は

建
物

損
傷

に
よ

る
圧

死
や

窒
息

な
ど

が
多

く
、

津
波

に
つ

い
て

は
溺

死
が

多
く

な
っ

て
い

ま
す

。

そ
の

た
め

、
地

震
に

つ
い

て
は

地
震

発
生

時
に

建
物

や
家

具
、

家
電

の
下

敷
き

に
な

ら
な

い
こ

と
、

津
波

に
つ

い
て

は
地

震
発

生
時

か
ら

津
波

が
到

達
す

る
ま

で
に

迅
速

な
避

難
が

で
き

る
か

ど
う

か
が

重
要

で
す

。

地
震

発
生

時
は

建
物

の
倒

壊
か

ら
身

を
守

る
た

め
に

丈
夫

な
机

の
下

に
隠

れ
た

り
、

家
具

や
家

電
か

ら
離

れ
る

こ
と

で
生

存
確

率
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

津
波

に
つ

い
て

は
地

震
が

発
生

し
た

ら
迅

速
に

高
台

や
津

波
避

難
ビ

ル
に

向
か

い
ま

す
。

津
波

の
浸

水
リ

ス
ク

が
あ

る
か

ど
う

か
は

、
事

前
に

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

見
て

確
認

し
て

お
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

津
波

発
生

時
に

取
る

べ
き

行
動

や
想

定
さ

れ
る

被
害

な
ど

を
次

の
ス

ラ
イ

ド
に

ま
と

め
て

い
ま

す
。

8

●
地

震
、

津
波

災
害

時
の

防
災

に
つ

い
て

※
地

震
、

津
波

の
被

害
を

軽
減

す
る

た
め

に
は

以
下

の
よ

う
な

初
動

の
防

災
対

策
が

重
要

に
な

る
。

<
地

震
発

生
時

>
・

あ
わ

て
て

外
に

飛
び

出
さ

ず
、

家
具

や
家

電
の

転
倒

や
建

物
の

倒
壊

か
ら

身
を

守
る

た
め

に
丈

夫
な

机
の

下
に

隠
れ

る
。

・
あ

わ
て

て
火

を
消

そ
う

と
せ

ず
、

揺
れ

が
収

ま
っ

て
か

ら
消

火
を

行
う

。
・

屋
外

で
は

ブ
ロ

ッ
ク

塀
な

ど
の

倒
壊

に
注

意
。

・
看

板
や

ガ
ラ

ス
の

落
下

に
注

意
。

<
津

波
の

危
険

性
が

あ
る

場
合

>
・

震
度

4程
度

以
上

を
感

じ
た

場
合

、
弱

い
地

震
で

あ
っ

て
も

長
い

地
震

ゆ
っ

く
り

と
し

た
揺

れ
を

感
じ

た
と

き
、

津
波

警
報

・
大

津
波

警
報

を
見

聞
き

し
た

と
き

は
、

直
ち

に
海

岸
か

ら
離

れ
て

急
い

で
高

台
、

津
波

避
難

ビ
ル

、
津

波
避

難
場

所
な

ど
の

安
全

な
場

所
に

避
難

す
る

。

1.
1.

3
想

定
さ

れ
る

被
害

と
基

本
的

防
災

津
波

注
意

報
、

津
波

警
報

、
大

津
波

警
報

の
発

表
基

準
や

と
る

べ
き

行
動

、
想

定
さ

れ
る

被
害

な
ど

を
ま

と
め

て
い

ま
す

。
津

波
注

意
報

は
20

cm
～

1ｍ
の

津
波

が
予

想
さ

れ
る

と
き

、
津

波
警

報
は

1m
～

3m
の

津
波

が
予

想
さ

れ
る

と
き

、
大

津
波

警
報

は
3m

を
超

え
る

津
波

が
予

想
さ

れ
る

と
き

に
発

表
さ

れ
ま

す
。

ま
た

大
津

波
警

報
に

お
い

て
は

、
5m

以
上

、
5～

10
m

、
10

m
以

上
の

3区
分

が
あ

り
ま

す
。

9

1.
1.

3
想

定
さ

れ
る

被
害

と
基

本
的

防
災
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台
風

は
熱

帯
低

気
圧

の
う

ち
、

中
心

付
近

の
最

大
風

速
が

17
m

以
上

に
な

っ
た

も
の

で
す

。
暖

か
い

空
気

と
冷

た
い

空
気

が
ぶ

つ
か

っ
て

発
生

す
る

低
気

圧
と

違
い

、
水

蒸
気

が
凝

結
す

る
際

の
熱

エ
ネ

ル
ギ

ー
で

発
達

し
ま

す
。

日
本

付
近

に
は

6月
か

ら
10

月
頃

に
接

近
、

上
陸

し
、

大
雨

や
暴

風
、

高
波

、
高

潮
な

ど
の

災
害

を
も

た
ら

し
ま

す
。

特
に

秋
は

満
潮

時
の

潮
位

が
高

く
な

り
や

す
い

こ
と

か
ら

高
潮

被
害

が
顕

著
に

な
り

や
す

い
こ

と
や

、
日

本
付

近
に

停
滞

し
て

い
る

秋
雨

前
線

を
刺

激
す

る
こ

と
で

大
雨

災
害

が
起

こ
り

や
す

い
特

徴
が

あ
り

ま
す

。

10

●
台

風
の

概
要

・
台

風
と

は
、

熱
帯

の
海

上
で

発
生

す
る

低
気

圧
（

熱
帯

低
気

圧
）

の
う

ち
、

北
太

平
洋

ま
た

は
南

シ
ナ

海
に

存
在

し
、

な
お

か
つ

低
気

圧
域

内
の

最
大

風
速

が
お

よ
そ

17
m

/s
以

上
の

も
の

。

・
台

風
は

、
暖

か
い

海
面

か
ら

供
給

さ
れ

る
水

蒸
気

が
凝

結
し

て
雲

粒
に

な
る

と
き

に
放

出
さ

れ
る

熱
を

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

し
て

発
達

す
る

。

・
日

本
付

近
に

は
、

6月
～

10
月

頃
に

接
近

・
上

陸
し

、
大

雨
・

暴
風

・
高

波
・

高
潮

な
ど

の
災

害
を

も
た

ら
す

。

・
台

風
は

、
日

本
付

近
ま

で
北

上
し

た
後

、
偏

西
風

に
流

さ
れ

て
進

路
を

右
寄

り
に

変
え

る
。

1.
2.

1
台

風

風
水

害
と

は
、

台
風

・
低

気
圧

・
前

線
・

対
流

不
安

定
な

ど
に

よ
っ

て
発

生
す

る
雨

や
風

に
よ

る
災

害
で

す
。

代
表

的
な

風
水

害
と

し
て

大
雨

に
よ

る
浸

水
害

、
土

砂
災

害
、

洪
水

を
は

じ
め

、
暴

風
や

竜
巻

に
よ

る
家

屋
の

倒
壊

や
停

電
、

高
波

や
高

潮
に

よ
る

浸
水

害
な

ど
が

あ
り

ま
す

。

地
球

温
暖

化
に

よ
っ

て
近

年
は

短
時

間
強

雨
が

増
加

傾
向

に
あ

り
ま

す
。

こ
れ

は
気

温
が

上
が

る
こ

と
に

よ
っ

て
大

気
中

に
含

む
こ

と
が

で
き

る
水

蒸
気

量
が

増
え

る
た

め
で

、
大

雨
の

原
因

と
な

る
積

乱
雲

が
発

達
し

や
す

く
な

っ
て

い
ま

す
。

11

●
風

水
害

の
概

要

・
風

水
害

と
は

雨
や

風
に

よ
っ

て
発

生
す

る
災

害
。

・
風

水
害

に
は

大
雨

に
よ

る
浸

水
害

、
土

砂
災

害
、

洪
水

、
暴

風
に

よ
る

家
屋

の
倒

壊
、

停
電

、
高

波
・

高
潮

に
よ

る
浸

水
害

な
ど

が
あ

る
。

・
風

水
害

は
、

台
風

、
低

気
圧

、
前

線
、

対
流

不
安

定
な

ど
の

気
象

現
象

が
も

た
ら

す
。

・
地

球
温

暖
化

の
影

響
に

よ
っ

て
短

期
間

の
豪

雨
が

増
加

傾
向

に
あ

る
。

1.
2.

2
風

水
害
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風
水

害
の

中
に

は
竜

巻
、

突
風

、
降

雹
、

落
雷

な
ど

も
含

ま
れ

ま
す

。
こ

れ
ら

の
現

象
は

発
達

し
た

積
乱

雲
の

下
で

発
生

し
ま

す
。

竜
巻

や
降

雹
は

強
い

上
昇

流
に

よ
っ

て
発

生
、

突
風

は
強

い
下

降
流

に
よ

っ
て

発
生

、
落

雷
は

地
表

と
雲

、
雲

と
雲

の
間

に
電

位
差

が
発

生
す

る
こ

と
で

生
じ

る
現

象
で

す
。

こ
れ

ら
の

現
象

は
い

ず
れ

も
範

囲
が

狭
い

も
の

の
、

激
し

い
現

象
で

あ
る

こ
と

か
ら

命
に

関
わ

る
場

合
も

あ
り

ま
す

。
竜

巻
、

突
風

、
降

雹
、

落
雷

に
関

す
る

警
報

は
な

く
、

雷
注

意
報

や
竜

巻
注

意
情

報
の

中
で

注
意

を
呼

び
掛

け
て

い
ま

す
。

竜
巻

や
突

風
は

台
風

接
近

時
に

も
多

く
見

ら
れ

ま
す

。
ま

た
降

雹
は

氷
が

落
下

す
る

現
象

で
す

が
、

5月
か

ら
6月

頃
に

被
害

が
多

く
発

生
し

て
い

ま
す

。

12

●
竜

巻
、

突
風

、
降

雹
、

落
雷

な
ど

も
風

水
害

の
一

種

・
竜

巻
、

突
風

、
降

雹
、

落
雷

な
ど

に
よ

る
人

的
被

害
や

建
物

倒
壊

、
停

電
も

風
水

害
の

一
種

。

・
竜

巻
、

突
風

、
降

雹
、

落
雷

な
ど

は
主

に
発

達
し

た
積

乱
雲

に
よ

っ
て

発
生

す
る

。

・
竜

巻
、

突
風

、
降

雹
、

落
雷

に
関

す
る

警
報

は
な

く
、

雷
注

意
報

や
竜

巻
注

意
情

報
の

中
で

注
意

が
促

さ
れ

る
。

1.
2.

2
風

水
害
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雪
害

と
は

、
降

雪
や

積
雪

に
よ

っ
て

発
生

す
る

災
害

の
こ

と
で

す
。

日
本

に
雪

害
を

降
ら

せ
る

気
象

現
象

と
し

て
西

高
東

低
の

気
圧

配
置

と
南

岸
低

気
圧

が
あ

り
ま

す
。

西
高

東
低

の
気

圧
配

置
は

日
本

海
か

ら
雪

雲
が

流
入

し
て

く
る

た
め

、
日

本
海

側
を

中
心

に
大

雪
に

な
り

太
平

洋
の

一
部

や
瀬

戸
内

海
、

東
シ

ナ
海

な
ど

も
積

雪
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
強

風
や

暴
風

を
伴

う
場

合
が

多
く

、
吹

雪
に

よ
る

視
界

不
良

も
起

こ
り

や
す

い
。

南
岸

低
気

圧
は

太
平

洋
側

を
中

心
に

湿
っ

た
雪

が
降

り
ま

す
。

西
高

東
低

の
気

圧
配

置
に

比
べ

る
と

積
雪

そ
の

も
の

は
多

く
な

い
も

の
の

、
雪

に
慣

れ
て

い
な

い
太

平
洋

側
で

積
雪

す
る

こ
と

や
東

京
、

名
古

屋
、

大
阪

な
ど

の
都

市
部

で
積

雪
す

る
場

合
も

あ
る

こ
と

か
ら

交
通

網
に

大
き

な
影

響
が

出
や

す
い

。
雪

が
湿

っ
て

い
る

た
め

、
着

雪
被

害
が

発
生

し
や

す
く

停
電

や
倒

木
な

ど
が

発
生

す
る

こ
と

も
あ

る
。

13

●
雪

害
の

概
要

・
雪

害
と

は
、

雪
に

よ
っ

て
起

こ
る

災
害

。

・
雪

害
に

は
、

な
だ

れ
に

よ
る

事
故

、
大

雪
に

よ
る

交
通

網
の

マ
ヒ

や
除

雪
中

の
事

故
、

暴
風

雪
に

よ
る

視
界

不
良

、
着

雪
に

よ
る

電
線

の
切

断
や

停
電

、
融

雪
に

よ
る

洪
水

な
ど

が
あ

る
。

・
大

雪
や

暴
風

雪
を

も
た

ら
す

の
は

、
主

に
西

高
東

低
の

気
圧

配
置

と
南

岸
低

気
圧

の
2種

類
。

西
高

東
低

の
気

圧
配

置
は

日
本

海
側

を
中

心
、

南
岸

低
気

圧
は

雪
に

慣
れ

て
い

な
い

太
平

洋
側

を
中

心
に

雪
害

が
発

生
し

や
す

い
。

・
西

高
東

低
の

気
圧

配
置

は
風

向
が

北
～

北
西

風
、

南
岸

低
気

圧
は

東
～

北
東

風
に

な
り

や
す

い
。

北
～

北
西

が
海

に
面

し
て

い
る

日
本

海
側

で
は

西
高

東
低

の
気

圧
配

置
時

に
高

波
が

発
生

し
や

す
い

。

1.
2.

3
雪

害
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西
高

東
低

の
気

圧
配

置
と

南
岸

低
気

圧
の

天
気

図
で

す
。

西
高

東
低

の
気

圧
配

置
は

西
側

に
高

気
圧

、
東

側
に

低
気

圧
が

位
置

す
る

こ
と

か
ら

西
高

東
低

の
気

圧
配

置
と

い
う

名
称

が
つ

け
ら

れ
て

い
ま

す
。

等
圧

線
は

縦
じ

ま
模

様
と

な
り

、
強

い
北

～
北

西
風

が
吹

き
荒

れ
ま

す
。

南
岸

低
気

圧
は

日
本

の
南

岸
を

東
進

す
る

低
気

圧
で

す
。

日
本

か
ら

低
気

圧
の

距
離

が
近

い
と

気
温

が
高

く
雨

に
な

り
、

距
離

が
遠

い
と

雪
雲

が
届

か
な

い
な

ど
、

低
気

圧
と

の
少

し
の

距
離

の
差

で
災

害
の

起
こ

り
や

す
さ

も
変

わ
り

ま
す

。
南

岸
低

気
圧

は
雨

雪
判

別
が

難
し

く
、

予
想

が
外

れ
る

こ
と

も
多

い
気

象
現

象
で

す
。

南
岸

低
気

圧
が

去
っ

た
あ

と
は

西
高

東
低

の
気

圧
配

置
に

な
り

、
雪

の
エ

リ
ア

が
日

本
海

に
移

行
す

る
ケ

ー
ス

が
多

い
で

す
。

14

西
高

東
低

の
気

圧
配

置
南

岸
低

気
圧

1.
2.

3
雪

害
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o/
w

xc
ha

rt
/q

ui
ck

m
on

th
ly

.h
tm

l?
sh

ow
=

20
23

01
ht

tp
s:

//
w

w
w

.d
at

a.
jm

a.
go

.jp
/f

cd
/y

oh
o/

w
xc

ha
rt

/q
ui

ck
m

on
th

ly
.h

tm
l?

sh
ow

=
20

23
02

台
風

、
風

水
害

、
雪

害
な

ど
の

気
象

災
害

は
毎

年
の

よ
う

に
発

生
し

て
い

ま
す

。
特

に
梅

雨
時

期
の

大
雨

は
被

害
が

広
範

囲
&

長
期

間
に

な
り

や
す

い
特

徴
が

あ
り

ま
す

。
梅

雨
の

大
雨

で
は

土
砂

災
害

や
浸

水
被

害
な

ど
が

多
く

発
生

し
ま

す
。

20
19

年
の

台
風

19
号

は
１

都
12

県
に

大
雨

特
別

警
報

を
発

表
し

た
記

憶
に

新
し

い
台

風
で

す
。

大
規

模
な

河
川

氾
濫

や
土

砂
災

害
が

発
生

し
て

66
名

の
死

者
を

出
し

ま
し

た
。

日
に

ち
を

見
て

も
分

か
る

よ
う

に
10

月
に

被
害

が
発

生
し

て
い

ま
す

。
以

前
は

9月
に

多
か

っ
た

台
風

被
害

で
す

が
、

近
年

は
太

平
洋

の
海

水
温

が
秋

で
も

高
い

こ
と

か
ら

10
月

に
台

風
被

害
が

発
生

す
る

ケ
ー

ス
が

増
え

て
い

ま
す

。

15

1.
2.

4
過

去
の

気
象

災
害

と
基

本
的

防
災

西
暦

日
に

ち
災

害
を

も
た

ら
し

た
気

象
現

象
概

要

20
17

年
6月

30
日

～
7月

10
日

前
線

に
よ

る
大

雨
西

日
本

か
ら

東
日

本
を

中
心

に
大

雨
。

20
18

年
1月

22
日

～
1月

27
日

低
気

圧
に

よ
る

大
雪

関
東

甲
信

地
方

や
東

北
地

方
太

平
洋

側
の

平
野

部
で

大
雪

。
20

18
年

6月
28

日
～

7月
8日

前
線

と
台

風
に

よ
る

大
雨

西
日

本
を

中
心

に
全

国
的

に
広

い
範

囲
で

記
録

的
な

大
雨

20
19

年
10

月
10

日
～

10
月

13
日

台
風

19
号

に
よ

る
暴

風
、

大
雨

東
日

本
を

中
心

に
記

録
的

な
大

雨
、

暴
風

、
高

波
、

高
潮

20
20

年
9月

4日
～

9月
7日

台
風

10
号

に
よ

る
暴

風
、

大
雨

南
西

諸
島

や
九

州
を

中
心

に
暴

風
や

大
雨

20
21

年
1月

7日
～

1月
11

日
西

高
東

低
の

気
圧

配
置

に
よ

る
大

雪
北

日
本

か
ら

西
日

本
の

日
本

海
側

を
中

心
に

大
雪

・
暴

風
20

21
年

8月
11

日
～

8月
19

日
前

線
に

よ
る

大
雨

西
日

本
か

ら
東

日
本

に
か

け
て

大
雨

。
総

降
水

量
が

1,
20

0m
m

以
上

の
場

所
も
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気
象

災
害

は
地

震
と

違
っ

て
事

前
に

あ
る

程
度

予
想

が
で

き
る

災
害

で
す

。
気

象
庁

が
発

表
す

る
天

気
予

報
や

気
象

情
報

を
活

用
す

る
こ

と
で

事
前

に
備

え
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

台
風

に
つ

い
て

は
台

風
情

報
、

風
水

害
に

つ
い

て
は

早
期

注
意

情
報

や
キ

キ
ク

ル
、

雪
害

に
つ

い
て

は
今

後
の

雪
や

ラ
イ

ブ
カ

メ
ラ

な
ど

を
活

用
し

て
雪

の
情

報
が

確
認

で
き

ま
す

。
こ

れ
ら

の
情

報
を

使
い

こ
な

す
こ

と
が

で
き

れ
ば

命
を

守
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

た
だ

し
気

象
情

報
や

避
難

情
報

は
種

類
が

多
く

複
雑

な
の

で
、

1つ
1つ

の
情

報
の

役
割

や
意

味
を

正
し

く
理

解
し

て
防

災
に

役
立

て
る

の
は

簡
単

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

16

●
気

象
災

害
の

防
災

に
つ

い
て

※
気

象
災

害
は

事
前

に
あ

る
程

度
の

予
想

が
で

き
る

災
害

で
あ

る
た

め
、

気
象

情
報

や
避

難
情

報
を

上
手

に
活

用
す

る
こ

と
が

基
本

的
な

防
災

の
ポ

イ
ン

ト
に

な
る

。

・
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

で
住

ん
で

い
る

地
域

の
災

害
リ

ス
ク

を
調

べ
て

お
く

。

・
台

風
情

報
を

参
考

に
台

風
の

進
路

に
あ

た
る

場
合

は
早

め
に

避
難

準
備

を
行

う
。

・
大

雨
は

早
期

注
意

情
報

で
警

報
発

令
の

可
能

性
を

把
握

す
る

。

・
気

象
庁

が
発

表
す

る
警

報
や

気
象

情
報

、
キ

キ
ク

ル
な

ど
が

警
戒

レ
ベ

ル
3相

当
に

な
っ

た
ら

避
難

準
備

、
警

戒
レ

ベ
ル

4相
当

に
な

っ
た

ら
避

難
を

始
め

る
。

・
雪

は
今

後
の

雪
や

ラ
イ

ブ
カ

メ
ラ

で
道

路
の

状
況

を
調

べ
る

。

・
自

治
体

が
発

表
す

る
避

難
情

報
に

基
づ

い
て

避
難

行
動

を
行

う
。

1.
2.

4
過

去
の

気
象

災
害

と
基

本
的

防
災

日
本

は
世

界
で

も
代

表
的

な
火

山
国

で
、

国
内

に
は

11
1の

活
火

山
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
う

ち
50

の
火

山
は

火
山

防
災

の
た

め
に

監
視

や
観

測
体

制
の

充
実

が
必

要
と

さ
れ

て
い

ま
す

。

活
火

山
と

は
国

際
的

に
は

一
般

に
過

去
1万

年
以

内
に

噴
火

し
た

こ
と

が
あ

る
火

山
の

こ
と

で
す

。
活

火
山

に
認

定
さ

れ
て

い
な

い
火

山
も

あ
り

、
今

後
新

し
く

活
火

山
が

増
え

る
可

能
性

も
あ

り
ま

す
。

噴
火

と
は

地
下

に
あ

る
マ

グ
マ

が
溶

岩
と

な
っ

て
地

表
や

水
中

に
噴

き
出

る
こ

と
や

火
山

ガ
ス

、
火

山
灰

、
火

山
弾

な
ど

が
飛

び
出

す
現

象
で

す
。

火
山

は
噴

火
に

よ
っ

て
形

成
さ

れ
る

山
の

名
称

に
な

り
ま

す
。

火
山

も
地

震
と

同
じ

く
、

繰
り

返
し

起
こ

る
災

害
で

す
。

20
22

年
に

は
桜

島
が

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
5に

な
っ

た
こ

と
が

記
憶

に
新

し
い

と
こ

ろ
で

す
が

、
日

本
で

は
さ

ま
ざ

ま
な

エ
リ

ア
で

火
山

の
噴

火
に

よ
る

災
害

リ
ス

ク
を

抱
え

て
い

ま
す

。
噴

火
も

地
震

と
同

じ
く

前
兆

を
伴

わ
な

い
ケ

ー
ス

が
あ

る
の

で
、

命
を

守
る

た
め

に
は

災
害

発
生

時
の

初
動

が
重

要
で

す
。

17

●
火

山
の

噴
火

に
つ

い
て

・
噴

火
と

は
、

地
殻

の
深

部
に

あ
っ

た
マ

グ
マ

が
地

表
や

水
中

に
噴

出
す

る
現

象
。

火
山

と
は

、
地

下
の

マ
グ

マ
が

噴
出

さ
れ

て
形

成
さ

れ
る

山
の

こ
と

。

・
日

本
に

は
、

11
1の

活
火

山
が

あ
る

。
活

火
山

と
は

概
ね

1万
年

以
内

に
噴

火
し

た
火

山
や

現
在

活
発

な
噴

気
活

動
の

あ
る

火
山

。
そ

の
中

で
50

の
火

山
は

、
火

山
防

災
の

た
め

に
監

視
、

観
測

体
制

の
充

実
な

ど
が

必
要

と
さ

れ
て

い
る

。

1.
3

火
山

ht
tp

s:
//

w
w

w
.d

at
a.

jm
a.

go
.jp

/v
oi

s/
da

ta
/t

ok
yo
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TO

CK
/k

ai
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ts
u/

ka
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a/
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m

l#
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ts
uk

az
an
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火
山

噴
火

が
発

生
す

る
と

、
さ

ま
ざ

ま
な

噴
出

物
が

周
辺

に
飛

散
・

流
出

し
ま

す
。

特
に

噴
火

と
同

時
に

飛
散

す
る

大
き

な
噴

石
、

噴
火

に
よ

っ
て

放
出

さ
れ

る
破

片
状

の
火

砕
流

、
火

山
噴

出
物

と
水

が
混

合
し

て
地

表
を

流
れ

る
火

山
泥

流
な

ど
は

避
難

ま
で

の
時

間
的

な
猶

予
が

ほ
と

ん
ど

な
く

、
生

命
に

対
す

る
危

険
性

が
高

い
こ

と
か

ら
防

災
対

策
上

重
要

度
が

高
い

火
山

現
象

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

直
径

が
数

cm
程

度
の

小
さ

な
噴

石
で

も
直

撃
す

る
と

死
亡

す
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
大

き
な

噴
石

と
違

っ
て

遠
く

離
れ

た
場

所
ま

で
飛

散
す

る
こ

と
か

ら
、

火
山

か
ら

離
れ

た
場

所
で

も
注

意
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
火

山
灰

に
つ

い
て

は
生

活
面

の
影

響
や

健
康

被
害

に
つ

な
が

る
リ

ス
ク

が
あ

り
ま

す
。

18

●
火

山
噴

火
が

引
き

起
こ

す
災

害
の

種
類

・
大

き
な

噴
石

：
20

～
30

cm
以

上
あ

る
岩

石
で

、
風

の
影

響
を

受
け

ず
に

飛
ん

で
く

る
。

・
火

砕
流

：
噴

火
に

よ
っ

て
放

出
さ

れ
た

破
片

状
の

固
体

物
質

と
火

山
ガ

ス
が

混
合

状
態

で
、

地
表

に
沿

っ
て

流
れ

て
く

る
現

象
。

・
溶

岩
流

：
溶

け
た

岩
石

が
地

表
を

流
れ

下
る

現
象

。

・
火

山
ガ

ス
：

火
山

活
動

に
よ

っ
て

地
表

に
噴

出
す

る
高

温
ガ

ス
と

い
う

。

・
火

山
泥

流
、

土
石

流
：

火
山

噴
出

物
と

水
が

混
合

し
て

地
表

を
流

れ
る

現
象

を
火

山
泥

流
と

い
う

。
水

と
土

砂
が

混
合

し
て

流
下

す
る

現
象

を
土

石
流

。

・
小

さ
な

噴
石

、
火

山
灰

：
直

径
数

cm
程

度
の

小
さ

な
噴

石
や

噴
火

に
よ

っ
て

火
口

か
ら

放
出

さ
れ

る
固

形
物

の
う

ち
比

較
的

細
か

い
も

の
を

火
山

灰
と

い
う

。
火

山
灰

は
成

層
圏

に
ま

で
達

す
る

こ
と

も
あ

り
、

遠
方

に
流

さ
れ

て
広

く
降

灰
す

る
こ

と
が

あ
る

。

1.
3

火
山

近
年

は
大

き
な

噴
火

が
発

生
し

て
い

な
い

も
の

の
、

20
世

紀
の

初
め

か
ら

中
ご

ろ
に

か
け

て
は

大
規

模
噴

火
に

よ
る

被
害

が
相

次
ぎ

ま
し

た
。

伊
豆

鳥
島

で
発

生
し

た
噴

火
で

は
全

島
民

が
死

亡
、

十
勝

岳
で

発
生

し
た

噴
火

で
も

14
4名

の
犠

牲
者

が
出

ま
し

た
。

ま
た

63
名

が
死

亡
し

た
20

14
年

の
御

嶽
山

噴
火

に
お

い
て

は
火

口
付

近
に

居
合

わ
せ

た
登

山
者

ら
が

死
亡

し
て

い
ま

す
。

戦
後

最
悪

の
火

山
災

害
と

な
っ

て
い

ま
す

。
御

嶽
山

で
死

者
が

多
く

な
っ

た
の

は
事

前
に

噴
火

の
傾

向
が

見
ら

れ
な

か
っ

た
こ

と
が

理
由

と
し

て
大

き
い

で
す

。
噴

火
レ

ベ
ル

1の
状

態
で

噴
火

し
た

こ
と

か
ら

被
害

が
拡

大
し

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

に
火

山
災

害
は

発
生

す
る

と
大

規
模

災
害

に
つ

な
が

り
や

す
い

特
徴

が
あ

り
ま

す
。

他
の

災
害

と
違

っ
て

経
験

値
が

少
な

い
こ

と
か

ら
、

今
後

大
規

模
火

山
が

発
生

し
た

際
は

防
災

に
苦

慮
す

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。 19

●
過

去
の

噴
火

災
害

1.
3

火
山

西
暦

火
山

の
名

称
犠

牲
者

備
考

19
02

年
伊

豆
鳥

島
12

5人
全

島
民

死
亡

19
14

年
桜

島
58

～
59

人
噴

火
・

地
震

に
よ

る

19
26

年
十

勝
岳

14
4人

（
不

明
を

含
む

）
融

雪
型

火
山

泥
流

に
よ

る

19
58

年
阿

蘇
山

12
人

噴
石

に
よ

る

19
99

年
雲

仙
岳

43
人

（
不

明
を

含
む

）
火

砕
流

に
よ

る

20
14

年
御

嶽
山

63
人

（
不

明
を

含
む

）
噴

石
等

に
よ

る
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火
山

災
害

に
備

え
る

た
め

に
は

噴
火

レ
ベ

ル
の

把
握

が
ポ

イ
ン

ト
の

1つ
に

な
り

ま
す

。
20

14
年

の
御

嶽
山

噴
火

の
よ

う
に

噴
火

レ
ベ

ル
が

低
い

状
態

で
も

噴
火

す
る

リ
ス

ク
は

あ
る

も
の

の
、

基
本

的
に

は
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

が
高

い
ほ

ど
噴

火
の

リ
ス

ク
は

高
い

状
態

で
す

。

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
1は

活
火

山
で

あ
る

こ
と

に
留

意
、

噴
火

レ
ベ

ル
2は

火
口

周
辺

規
制

、
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

3は
入

山
規

制
、

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
4は

高
齢

者
等

避
難

、
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

5は
避

難
で

す
。

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
2か

ら
3は

火
口

周
辺

の
噴

火
警

報
、

噴
火

レ
ベ

ル
4か

ら
5は

居
住

地
を

対
象

と
し

た
噴

火
警

報
で

す
。

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
に

合
わ

せ
た

防
災

が
基

本
に

な
り

ま
す

。

20

●
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

と
防

災
に

つ
い

て

1.
3
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火
山

の
近

く
に

い
る

場
合

は
火

山
防

災
マ

ッ
プ

を
確

認
し

て
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

に
対

応
す

る
危

険
な

場
所

を
確

認
し

て
お

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
火

山
防

災
マ

ッ
プ

は
活

火
山

周
辺

の
自

治
体

が
発

行
し

て
い

ま
す

。
基

本
的

に
は

警
戒

レ
ベ

ル
が

高
く

な
っ

て
い

る
火

山
に

は
近

づ
か

な
い

こ
と

で
す

。
理

由
が

あ
っ

て
近

づ
く

こ
と

に
な

っ
た

場
合

は
、

あ
ら

か
じ

め
避

難
場

所
や

避
難

経
路

な
ど

を
確

認
し

て
お

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

気
象

庁
が

発
表

す
る

噴
火

警
報

、
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

な
ど

に
留

意
し

、
噴

火
の

恐
れ

が
あ

る
場

合
は

早
い

段
階

で
避

難
を

行
い

ま
す

。
火

砕
流

は
時

速
80

km
を

超
え

る
場

合
も

あ
る

た
め

、
火

山
の

近
く

に
い

る
場

合
は

以
下

に
早

く
逃

げ
ら

れ
る

か
ど

う
か

が
ポ

イ
ン

ト
で

す
。

噴
火

速
報

が
流

れ
た

場
合

は
直

ち
に

避
難

行
動

を
始

め
ま

す
。

21

●
火

山
災

害
の

防
災

対
応

に
つ

い
て

・
火

山
防

災
マ

ッ
プ

を
見

て
、

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
に

対
応

す
る

危
険

な
場

所
を

確
認

し
て

お
く

。

・
あ

ら
か

じ
め

、
避

難
場

所
や

避
難

経
路

を
確

認
し

て
お

く
。

・
気

象
庁

が
発

表
す

る
噴

火
警

報
・

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
等

に
留

意
す

る
。

・
噴

火
の

恐
れ

が
あ

る
場

合
に

は
、

警
戒

が
必

要
な

範
囲

か
ら

事
前

の
避

難
が

必
要

に
な

る
。

地
元

の
市

町
村

の
指

示
が

あ
っ

た
場

合
は

従
う

。
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火
災

は
、

年
間

に
1,

00
0人

前
後

が
亡

く
な

っ
て

い
る

災
害

で
す

。
他

の
災

害
と

違
っ

て
年

に
よ

る
被

害
の

差
が

小
さ

く
、

一
定

の
割

合
で

火
災

が
発

生
し

て
犠

牲
者

が
出

て
い

ま
す

。
犠

牲
者

の
割

合
は

65
歳

以
上

の
高

齢
者

が
多

く
、

火
事

か
ら

逃
げ

遅
れ

る
こ

と
が

主
な

原
因

で
す

。

そ
も

そ
も

火
災

と
は

、
人

の
意

図
に

反
し

て
火

が
発

生
、

拡
大

す
る

こ
と

と
消

防
庁

で
定

義
さ

れ
て

い
ま

す
。

火
災

に
は

放
火

も
含

ま
れ

ま
す

。
出

火
原

因
と

し
て

多
い

の
は

、
こ

ん
ろ

・
た

ば
こ

・
電

気
機

器
・

配
線

器
具

・
ス

ト
ー

ブ
な

ど
で

す
。

火
災

は
気

象
条

件
に

よ
っ

て
被

害
が

大
き

く
拡

大
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
特

に
空

気
が

乾
燥

し
て

い
て

強
風

が
吹

い
て

い
る

と
き

は
火

災
範

囲
が

拡
大

し
、

大
規

模
火

災
に

発
展

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

22

●
火

災
の

概
要

・
火

災
と

は
、

人
の

意
図

に
反

し
て

火
が

発
生

、
拡

大
す

る
こ

と
。

放
火

も
含

む
。

・
火

災
は

、
空

気
が

乾
燥

し
て

い
る

と
き

に
起

こ
り

や
す

く
、

さ
ら

に
風

が
強

い
と

燃
え

広
が

り
や

す
い

特
徴

が
あ

る
。

・
主

な
出

火
原

因
は

、
コ

ン
ロ

・
た

ば
こ

・
電

気
機

器
・

配
線

器
具

・
ス

ト
ー

ブ
な

ど
が

あ
る

。

・
年

間
に

約
1,

00
0人

前
後

の
人

が
火

災
で

亡
く

な
っ

て
い

る
。

1.
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大
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災
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f

火
災

は
、

気
象

災
害

・
地

震
・

津
波

な
ど

の
災

害
が

起
因

し
て

発
生

す
る

場
合

も
あ

り
ま

す
。

気
象

災
害

で
は

主
に

落
雷

に
よ

る
火

災
の

リ
ス

ク
が

あ
り

ま
す

。
火

災
保

険
に

お
い

て
も

落
雷

は
火

災
リ

ス
ク

の
中

に
含

ま
れ

て
お

り
、

大
規

模
火

災
に

発
展

す
る

だ
け

で
な

く
延

焼
や

家
電

、
家

具
な

ど
部

分
的

な
損

害
が

発
生

す
る

ケ
ー

ス
も

あ
り

ま
す

。
落

雷
被

害
は

電
線

を
通

し
て

家
に

被
害

が
出

る
こ

と
や

、
雷

の
熱

に
よ

っ
て

火
災

が
発

生
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

地
震

が
発

生
す

る
と

大
規

模
火

災
も

同
時

に
発

生
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
阪

神
淡

路
大

震
災

で
は

地
震

が
原

因
の

火
事

が
28

5件
ほ

ど
発

生
し

て
い

ま
す

。
地

震
の

揺
れ

に
よ

る
電

気
機

器
か

ら
出

火
や

停
電

が
復

旧
し

た
と

き
の

通
電

火
災

な
ど

が
主

な
原

因
で

す
。

津
波

が
大

規
模

火
災

に
つ

な
が

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
東

日
本

大
震

災
で

も
津

波
の

浸
水

に
よ

っ
て

車
、

船
舶

、
住

宅
か

ら
火

災
が

発
生

し
、

港
の

貯
油

タ
ン

ク
が

倒
れ

て
重

油
が

あ
ふ

れ
出

し
た

り
、

住
宅

の
ガ

ス
タ

ン
ク

か
ら

漏
れ

た
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
に

引
火

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
が

れ
き

に
火

が
燃

え
移

り
ま

し
た

。

23

●
気

象
災

害
、

地
震

、
津

波
と

火
災

の
関

係

・
気

象
災

害
の

う
ち

、
空

気
の

乾
燥

、
強

風
以

外
に

落
雷

に
よ

っ
て

火
災

が
発

生
す

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
。

雷
の

熱
や

火
花

に
よ

っ
て

出
火

す
る

ケ
ー

ス
、

ア
ン

テ
ナ

に
落

ち
た

電
流

が
テ

レ
ビ

や
コ

ン
セ

ン
ト

に
伝

わ
っ

て
出

火
す

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
。

・
阪

神
淡

路
大

震
災

で
は

、
地

震
に

よ
っ

て
多

く
の

火
事

が
発

生
し

た
。

そ
の

原
因

の
多

く
は

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

る
電

気
機

器
か

ら
の

出
火

や
停

電
が

復
旧

し
た

時
に

発
生

す
る

通
電

火
災

な
ど

。

・
東

日
本

大
震

災
で

は
、

津
波

に
よ

っ
て

多
く

の
火

事
が

発
生

し
た

。
そ

の
原

因
は

、
津

波
に

よ
り

浸
水

し
た

家
屋

、
自

動
車

な
ど

に
お

け
る

塩
水

に
よ

る
電

気
配

線
の

シ
ョ

ー
ト

、
漏

電
な

ど
。

1.
4 

大
規

模
火

災
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20
16

年
12

月
22

日
に

発
生

し
た

糸
魚

川
市

の
大

規
模

火
災

は
、

ラ
ー

メ
ン

店
に

よ
る

コ
ン

ロ
の

消
し

忘
れ

か
ら

火
災

が
始

ま
り

ま
し

た
。

当
時

は
日

本
海

に
低

気
圧

が
あ

っ
た

こ
と

で
フ

ェ
ー

ン
現

象
が

発
生

し
、

強
い

南
寄

り
の

風
が

吹
い

て
い

ま
し

た
。

発
生

し
た

火
災

が
風

下
側

に
広

が
っ

た
こ

と
で

大
規

模
火

災
に

発
展

し
て

い
ま

す
。

火
災

の
広

が
り

方
も

火
元

を
起

点
に

、
風

下
方

向
に

向
か

っ
て

扇
状

に
な

っ
て

い
る

の
が

分
か

り
ま

す
。

火
災

発
生

か
ら

鎮
火

ま
で

に
は

約
30

時
間

ほ
ど

か
か

っ
て

い
ま

す
。

糸
魚

川
市

で
は

3桁
の

建
物

が
噴

火
し

た
大

火
は

過
去

13
回

に
の

ぼ
り

、
そ

の
す

べ
て

に
強

い
風

が
関

係
し

て
い

ま
す

。
気

象
に

よ
る

大
規

模
火

災
は

地
域

性
が

強
い

の
も

特
徴

で
す

。

24

●
強

風
が

も
た

ら
し

た
糸

魚
川

市
大

規
模

火
災

の
事

例

・
糸

魚
川

市
大

規
模

火
災

は
、

20
16

年
12

月
22

日
に

発
生

し
た

大
規

模
火

災
。

焼
損

棟
数

は
14

7棟
、

負
傷

者
は

17
名

、
原

因
は

大
型

コ
ン

ロ
の

消
し

忘
れ

だ
っ

た
。

・
一

般
的

な
火

事
が

大
規

模
火

災
に

な
っ

た
の

は
フ

ェ
ー

ン
現

象
に

よ
る

強
い

南
風

が
原

因
。

強
風

に
よ

る
飛

び
火

に
よ

っ
て

火
点

が
分

散
し

て
火

災
の

範
囲

が
広

が
っ

た
。

当
時

は
強

風
注

意
報

が
発

表
さ

れ
て

い
た

。

1.
4 

大
規

模
火

災

ht
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m
l

写
真

は
阪

神
淡

路
大

震
災

発
生

時
の

火
災

の
様

子
と

、
東

日
本

大
震

災
発

生
時

の
火

災
の

様
子

で
す

。
地

震
や

津
波

に
よ

る
火

災
は

広
範

囲
に

な
り

や
す

く
、

阪
神

淡
路

大
震

災
火

災
で

は
犠

牲
者

の
12

.2
%

が
火

災
に

よ
っ

て
亡

く
な

っ
て

い
ま

す
。

災
害

に
誘

発
さ

れ
る

火
災

は
、

消
防

署
や

消
防

団
の

出
動

が
相

次
ぐ

こ
と

か
ら

初
期

消
火

に
時

間
が

か
か

り
ま

す
。

そ
の

結
果

、
火

事
の

範
囲

が
広

が
っ

て
消

火
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

25

●
阪

神
淡

路
大

震
災

と
東

日
本

大
震

災
発

生
時

の
火

事
の

様
子
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火
災

が
大

規
模

火
災

に
発

展
し

な
い

た
め

に
は

初
期

消
火

が
重

要
に

な
り

ま
す

。

初
期

消
火

と
し

て
は

水
や

消
火

器
を

使
っ

た
消

火
活

動
や

、
毛

布
で

火
元

を
覆

う
の

も
効

果
的

で
す

。
初

期
消

火
が

有
効

に
な

る
の

は
出

火
し

て
か

ら
2分

前
後

で
あ

り
、

そ
れ

以
上

に
な

る
と

家
庭

の
消

火
用

具
だ

け
で

は
消

火
が

難
し

く
な

り
ま

す
。

5分
後

に
は

隣
室

に
燃

焼
、

7分
後

に
は

2F
ま

で
燃

え
広

が
り

、
約

20
分

で
全

焼
に

至
り

ま
す

。
天

井
に

火
が

届
い

た
ら

初
期

消
火

は
困

難
に

な
る

た
め

、
消

火
す

る
こ

と
よ

り
も

避
難

す
る

こ
と

を
優

先
す

る
必

要
が

出
て

く
る

。

ま
た

避
難

す
る

際
に

は
濡

ら
し

た
タ

オ
ル

や
ハ

ン
カ

チ
で

鼻
と

口
を

押
え

、
火

事
に

よ
っ

て
発

生
す

る
有

害
な

ガ
ス

や
煙

な
ど

を
吸

い
込

ま
な

い
よ

う
に

姿
勢

を
低

く
し

て
移

動
す

る
。
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●
火

災
発

生
時

の
基

本
的

な
行

動
に

つ
い

て

・
火

災
は

気
象

条
件

な
ど

に
よ

っ
て

大
規

模
火

災
に

つ
な

が
る

場
合

が
あ

る
た

め
、

初
期

消
火

が
重

要
に

な
る

。

・
初

期
消

火
と

し
て

個
人

で
で

き
る

こ
と

は
水

や
消

火
器

に
よ

る
消

火
を

は
じ

め
、

毛
布

で
火

。
元

を
覆

う
な

ど
。

初
期

消
火

の
時

間
は

出
火

し
て

か
ら

2分
前

後
が

目
安

。

・
初

期
消

火
が

で
き

る
火

の
程

度
は

お
お

む
ね

天
井

の
高

さ
ま

で
。

そ
れ

以
上

の
規

模
に

な
っ

た
ら

消
火

を
諦

め
て

避
難

す
る

。
濡

ら
し

た
タ

オ
ル

や
ハ

ン
カ

チ
で

鼻
と

口
を

押
さ

え
て

、
煙

を
吸

い
込

ま
な

い
よ

う
に

姿
勢

を
低

く
し

て
避

難
す

る
。

1.
4 

大
規

模
火

災

ht
tp

s:
//

w
w

w
.to

w
n.

sh
iz

uk
ui

sh
i.i

w
at

e.
jp

/d
oc

s/
20

20
01

09
00

02
0/

火
災

防
災

の
ポ

イ
ン

ト
は

、
火

災
の

発
生

を
未

然
に

防
ぐ

こ
と

や
火

災
が

発
生

し
た

際
に

燃
焼

が
拡

大
し

な
い

よ
う

な
対

策
が

重
要

に
な

り
ま

す
。

そ
の

た
め

に
は

日
ご

ろ
の

備
え

が
大

切
で

す
。

火
災

の
発

生
リ

ス
ク

を
軽

減
す

る
た

め
に

は
、

ス
ト

ー
ブ

の
周

り
に

燃
え

や
す

い
も

の
を

置
か

な
い

こ
と

、
コ

ン
ロ

を
使

う
と

き
は

火
の

そ
ば

か
ら

離
れ

な
い

こ
と

、
コ

ン
セ

ン
ト

の
ほ

こ
り

を
清

掃
し

て
タ

コ
足

配
線

に
し

な
い

こ
と

も
火

災
予

防
に

つ
な

が
り

ま
す

。

火
の

燃
え

広
が

り
を

抑
制

す
る

た
め

に
は

防
炎

品
を

活
用

す
る

の
が

効
果

的
で

す
。

防
炎

効
果

が
あ

る
カ

ー
テ

ン
や

布
団

を
使

用
す

る
こ

と
で

燃
焼

を
遅

ら
せ

、
逃

げ
遅

れ
に

よ
る

死
亡

リ
ス

ク
を

軽
減

す
る

こ
と

も
可

能
で

す
。

消
火

器
や

火
災

警
報

器
を

備
え

て
初

期
消

火
に

備
え

る
こ

と
も

大
切

で
す

。
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●
火

災
防

災
の

ポ
イ

ン
ト

・
火

災
防

災
は

、
火

災
の

発
生

を
未

然
に

防
ぐ

こ
と

や
火

災
が

発
生

し
た

際
に

燃
焼

が
拡

大
し

な
い

よ
う

な
対

策
が

重
要

に
な

る
。

・
日

頃
か

ら
で

き
る

基
本

的
な

火
災

防
災

と
し

て
は

、
ス

ト
ー

ブ
の

周
り

に
燃

え
や

す
い

も
の

を
置

か
な

い
こ

と
、

コ
ン

ロ
を

使
う

と
き

に
火

の
そ

ば
を

離
れ

な
い

こ
と

な
ど

。
コ

ン
セ

ン
ト

の
ほ

こ
り

を
清

掃
し

て
タ

コ
足

配
線

に
し

な
い

こ
と

も
火

災
予

防
に

な
る

。

・
延

焼
を

抑
制

す
る

た
め

に
は

防
炎

品
が

効
果

的
。

布
団

や
カ

ー
テ

ン
を

防
炎

品
に

す
る

こ
と

で
火

災
の

発
生

リ
ス

ク
を

減
ら

せ
る

だ
け

で
な

く
、

火
災

か
ら

避
難

す
る

時
間

も
稼

げ
る

。
逃

げ
遅

れ
に

よ
る

死
亡

リ
ス

ク
を

減
ら

す
た

め
に

も
防

炎
品

は
有

効
。

・
家

庭
用

消
火

器
や

火
災

警
報

器
な

ど
を

備
え

て
初

期
消

火
に

備
え

る
。

1.
4 

大
規

模
火

災
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2.
災

害
発

生
時

の
対

応

2.
1.

 避
難

所
設

営
・

仮
設

住
宅

2.
1.

1 
避

難
所

設
営

の
概

要
・

課
題

2.
1.

2 
仮

設
住

宅
の

概
要

・
課

題

2.
2.

 国
・

自
治

体
2.

2.
1

国
の

災
害

対
応

2.
2.

2 
自

治
体

の
災

害
対

応

2.
3.

自
衛

隊
・

医
療

関
係

者
2.

3.
1

自
衛

隊
の

災
害

対
応

2.
3.

2 
医

療
関

係
者

の
災

害
対

応

2.
4.

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

避
難

所
と

は
、

災
害

が
発

生
し

た
と

き
に

避
難

す
る

場
所

の
こ

と
で

す
。

災
害

発
生

時
に

避
難

す
る

場
所

を
指

定
緊

急
避

難
所

、
大

規
模

火
災

が
発

生
し

た
際

に
避

難
す

る
場

所
を

広
域

避
難

場
所

、
避

難
生

活
を

送
る

場
所

を
指

定
避

難
所

と
い

い
ま

す
。

指
定

緊
急

避
難

場
所

は
対

応
で

き
る

災
害

が
決

ま
っ

て
い

る
た

め
、

発
生

し
た

災
害

の
種

類
に

よ
っ

て
避

難
場

所
を

決
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
避

難
場

所
を

調
べ

る
方

法
は

自
治

体
が

発
行

し
て

い
る

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
や

各
自

治
体

の
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
取

り
ま

と
め

て
情

報
提

供
を

し
て

い
る

国
土

交
通

省
の

重
ね

る
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
利

用
が

便
利

で
す

。
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●
避

難
所

の
概

要

・
避

難
所

と
は

、
災

害
か

ら
身

を
守

る
た

め
に

一
時

的
に

逃
げ

込
む

安
全

性
の

高
い

場
所

。

・
災

害
発

生
直

後
に

避
難

す
る

場
所

を
指

定
緊

急
避

難
所

、
大

規
模

火
災

が
発

生
し

た
際

に
避

難
す

る
場

所
を

広
域

避
難

場
所

、
避

難
生

活
を

送
る

場
所

を
指

定
避

難
所

と
い

う
。

・
指

定
緊

急
避

難
場

所
は

、
災

害
の

種
類

に
よ

っ
て

対
応

可
否

が
あ

る
。

・
自

治
体

の
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

や
国

土
交

通
省

の
重

ね
る

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
で

避
難

所
の

確
認

が
で

き
る

。

2.
1.

1 
避

難
所

設
営

の
概

要
・

課
題

ht
tp

s:
//

di
sa

po
rt
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.g
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.g
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/m
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z=
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避
難

所
の

設
営

は
市

町
・

施
設

管
理

者
・

自
主

防
災

組
織

な
ど

が
行

い
ま

す
。

平
常

時
に

施
設

の
利

用
場

所
や

開
設

方
法

、
運

営
方

法
な

ど
を

決
め

て
マ

ニ
ュ

ア
ル

化
し

て
い

ま
す

。
た

だ
し

、
避

難
所

の
開

設
か

ら
運

営
に

つ
い

て
は

自
治

体
に

ゆ
だ

ね
ら

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
自

治
体

に
よ

っ
て

対
応

に
差

が
あ

り
ま

す
。

災
害

リ
ス

ク
が

高
い

地
域

や
過

去
に

災
害

が
発

生
し

た
地

域
な

ど
は

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

し
っ

か
り

し
て

い
る

傾
向

に
あ

り
ま

す
。

図
は

高
知

県
内

の
10

カ
所

の
避

難
所

で
作

成
し

た
避

難
所

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

一
部

で
す

。
活

動
内

容
を

班
ご

と
に

1日
の

流
れ

と
し

て
整

理
し

、
避

難
所

生
活

の
際

の
流

れ
な

ど
を

決
め

て
い

ま
す

。

30

●
避

難
所

の
設

営

・
市

町
の

指
定

し
た

指
定

避
難

所
は

、
あ

ら
か

じ
め

市
町

・
施

設
管

理
者

・
自

主
防

災
組

織
が

施
設

の
利

用
場

所
や

開
設

方
法

、
運

営
方

法
な

ど
を

決
め

て
い

る
。

事
前

に
決

め
た

ル
ー

ル
に

基
づ

き
災

害
の

発
生

後
は

避
難

所
の

開
設

を
進

め
て

い
く

。

・
避

難
所

の
運

営
に

つ
い

て
は

基
本

的
に

避
難

所
利

用
者

が
主

体
で

行
う

。
自

治
体

に
よ

っ
て

は
自

主
防

災
組

織
の

中
で

避
難

所
運

営
の

役
割

が
決

ま
っ

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ

る
。

避
難

所
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

て
い

る
自

治
体

も
あ

り
、

自
治

体
に

よ
っ

て
差

が
生

じ
て

い
る

現
状

も
あ

る
。

2.
1.

1 
避

難
所

設
営

の
概

要
・

課
題

ht
tp

s:
//

w
w

w
.p

re
f.k

oc
hi

.lg
.jp

/s
os

hi
ki

/0
10

20
1/

fil
es

/2
02

20
42

80
00

40
/f

ile
_2

02
29

29
41

10
49

_1
.p

df

避
難

所
が

抱
え

る
課

題
は

大
き

く
3つ

あ
り

ま
す

。

1つ
目

は
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
や

安
全

面
の

課
題

で
す

。
避

難
所

は
多

く
の

人
が

集
ま

り
、

限
ら

れ
た

ス
ペ

ー
ス

を
分

け
合

っ
て

生
活

を
し

ま
す

。
周

囲
の

人
か

ら
生

活
が

丸
見

え
の

状
態

で
あ

り
、

性
暴

力
や

性
被

害
が

発
生

す
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

2つ
目

は
設

備
の

問
題

で
す

。
避

難
所

は
体

育
館

な
ど

の
広

い
ス

ペ
ー

ス
を

大
人

数
で

使
用

す
る

た
め

、
多

く
の

避
難

者
が

空
間

の
狭

さ
を

感
じ

て
気

温
の

高
低

や
他

人
の

会
話

、
照

明
の

明
る

さ
な

ど
に

ス
ト

レ
ス

を
感

じ
ま

す
。

3つ
目

は
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
の

負
担

が
大

き
い

こ
と

で
す

。
避

難
所

で
は

、
幼

児
か

ら
高

齢
者

ま
で

さ
ま

ざ
ま

な
年

齢
層

の
人

が
過

ご
し

、
避

難
所

で
は

、
幼

児
か

ら
高

齢
者

ま
で

さ
ま

ざ
ま

な
年

齢
層

の
人

が
過

ご
す

。
中

に
は

、
違

う
国

籍
、

持
病

や
介

護
が

必
要

な
人

、
セ

ク
シ

ャ
ル

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

な
ど

も
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

人
た

ち
の

支
援

が
避

難
所

で
は

行
き

届
き

に
く

く
な

り
ま

す
。
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●
避

難
所

の
課

題

①
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
や

安
全

面
の

課
題

避
難

所
は

1人
の

ス
ペ

ー
ス

が
限

ら
れ

て
い

る
た

め
、

完
全

な
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
空

間
を

確
保

す
る

の
が

難
し

い
。

避
難

所
で

の
性

暴
力

、
性

被
害

が
発

生
事

例
も

あ
る

。

②
設

備
の

問
題

避
難

所
は

体
育

館
な

ど
の

広
い

ス
ペ

ー
ス

を
大

人
数

で
使

用
す

る
。

多
く

の
避

難
者

が
生

活
空

間
の

狭
さ

を
感

じ
、

気
温

の
高

低
や

他
人

の
会

話
、

照
明

の
明

る
さ

に
ス

ト
レ

ス
を

感
じ

る
。

③
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
の

負
担

が
大

き
い

避
難

所
で

は
、

幼
児

か
ら

高
齢

者
ま

で
さ

ま
ざ

ま
な

年
齢

層
の

人
が

過
ご

す
。

中
に

は
、

違
う

国
籍

、
持

病
や

介
護

が
必

要
な

人
、

セ
ク

シ
ャ

ル
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
な

ど
も

い
る

。
避

難
所

で
は

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

に
支

援
が

行
き

届
き

に
く

い
現

状
が

あ
る

。

2.
1.

1 
避

難
所

設
営

の
概

要
・

課
題
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図
は

、
東

日
本

大
震

災
、

阪
神

淡
路

大
震

災
、

中
越

地
震

発
生

時
の

避
難

所
生

活
者

の
推

移
を

ま
と

め
た

表
で

す
。

避
難

所
生

活
者

の
ピ

ー
ク

は
災

害
が

発
生

し
て

か
ら

1週
間

以
内

と
な

っ
て

い
ま

す
。

災
害

が
発

生
し

て
避

難
所

に
向

か
い

、
安

全
の

確
認

が
で

き
て

か
ら

自
宅

に
帰

る
避

難
者

が
い

る
た

め
で

す
。

そ
れ

以
降

は
徐

々
に

減
少

し
て

い
る

の
が

分
か

り
ま

す
。

し
か

し
、

中
に

は
災

害
が

発
生

し
て

か
ら

1か
月

後
も

避
難

所
生

活
を

送
っ

て
い

る
避

難
者

も
い

ま
す

。
東

日
本

大
震

災
や

阪
神

淡
路

大
震

災
の

よ
う

に
災

害
の

規
模

が
大

き
く

な
れ

ば
な

る
ほ

ど
避

難
所

生
活

が
長

く
な

る
と

い
う

相
関

関
係

が
見

ら
れ

ま
す

。
大

規
模

災
害

に
備

え
る

た
め

に
は

、
避

難
者

の
長

期
避

難
生

活
も

視
野

に
入

れ
た

対
応

が
必

要
で

す
。
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●
避

難
所

生
活

者
の

推
移

2.
1.

1 
避

難
所

設
営

の
概

要
・

課
題

ht
tp

s:
//

w
w

w
.re

co
ns

tr
uc

tio
n.

go
.jp

/t
op

ic
s/

hi
ka

ku
2.

pd
f

仮
設

住
宅

と
は

、
津

波
・

地
震

・
風

水
害

な
ど

の
自

然
災

害
な

ど
に

よ
っ

て
住

居
で

き
る

住
家

を
失

い
、

自
ら

の
資

金
で

は
住

宅
を

得
る

こ
と

が
で

き
な

い
人

に
対

し
て

行
政

が
貸

し
出

し
す

る
仮

の
住

宅
の

名
称

で
す

。
災

害
発

生
後

に
は

避
難

所
が

開
設

さ
れ

ま
す

が
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
保

た
れ

な
い

こ
と

や
睡

眠
が

浅
く

な
っ

て
健

康
に

影
響

を
与

え
る

こ
と

か
ら

、
仮

設
住

宅
が

建
設

さ
れ

て
被

災
者

に
提

供
さ

れ
ま

す
。

仮
設

住
宅

は
災

害
救

助
法

に
基

づ
い

て
建

設
さ

れ
、

も
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
も

配
慮

さ
れ

た
上

で
部

屋
が

割
り

振
ら

れ
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

仮
設

住
宅

の
家

賃
は

基
本

的
に

無
料

で
、

国
庫

負
担

と
な

り
ま

す
。

33

●
仮

設
住

宅
の

概
要

・
仮

設
住

宅
と

は
、

自
然

災
害

な
ど

に
よ

っ
て

住
居

で
き

る
住

家
を

失
い

、
自

ら
の

資
金

で
は

住
宅

を
得

る
こ

と
が

で
き

な
い

人
に

対
し

て
行

政
が

貸
し

出
し

す
る

仮
の

住
宅

。

・
避

難
所

生
活

は
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
が

保
た

れ
ず

、
睡

眠
が

浅
く

な
る

こ
と

や
健

康
へ

の
影

響
が

大
き

い
。

避
難

生
活

が
長

期
に

な
る

際
に

は
仮

設
住

宅
が

建
設

さ
れ

て
被

災
者

に
提

供
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
。

・
も

と
の

住
居

と
無

関
係

に
部

屋
が

割
り

振
ら

れ
る

と
、

人
と

人
と

の
つ

な
が

り
や

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
が

破
壊

さ
れ

る
こ

と
か

ら
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
も

配
慮

さ
れ

た
上

で
仮

設
住

宅
の

部
屋

が
割

り
振

ら
れ

る
。

・
仮

設
住

宅
は

、
災

害
救

助
法

に
基

づ
い

て
建

設
さ

れ
る

。
家

賃
は

基
本

的
に

無
料

。

2.
1.

2
仮

設
住

宅
の

概
要

・
課

題

258



災
害

発
生

時
に

は
、

応
急

仮
設

住
宅

へ
の

入
居

だ
け

で
な

く
被

災
住

宅
の

応
急

処
置

な
ど

の
支

援
を

受
け

る
こ

と
も

で
き

ま
す

。

応
急

仮
設

住
宅

に
つ

い
て

は
最

長
で

2年
ほ

ど
、

入
居

を
希

望
す

る
場

合
は

自
治

体
や

自
治

体
が

設
置

す
る

住
宅

相
談

窓
口

に
相

談
を

し
ま

す
。

民
間

賃
貸

住
宅

を
仮

設
住

宅
と

し
て

利
用

す
る

場
合

は
世

帯
人

数
に

応
じ

て
家

賃
の

設
定

が
あ

り
ま

す
。

被
災

住
宅

の
応

急
処

置
に

つ
い

て
は

自
宅

が
一

定
の

被
害

を
受

け
た

場
合

に
被

災
し

た
住

宅
の

屋
根

、
台

所
、

ト
イ

レ
な

ど
日

常
生

活
に

必
要

な
最

小
限

度
の

部
分

を
応

急
的

に
修

理
し

ま
す

。
自

治
体

が
負

担
で

き
る

工
事

費
用

に
は

限
度

が
あ

り
ま

す
。

34

●
災

害
発

生
時

に
受

け
ら

れ
る

支
援

等

2.
1.

2
仮

設
住

宅
の

概
要

・
課

題

ht
tp

s:
//

w
w

w
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sa

i.g
o.
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/o

ya
ku

da
ch

i/
in

fo
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yu
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.h

tm
l

仮
設

住
宅

が
抱

え
る

課
題

は
い

く
つ

か
あ

り
ま

す
。

ま
ず

仮
設

住
宅

を
1戸

作
る

だ
け

で
約

40
0万

円
～

50
0万

円
の

費
用

が
か

か
り

撤
去

に
も

費
用

が
発

生
し

ま
す

。
仮

設
住

宅
の

建
設

に
は

時
間

が
か

か
る

場
合

も
あ

り
、

仮
設

住
宅

に
住

む
た

め
に

は
避

難
所

生
活

の
長

期
化

が
前

提
で

す
。

仮
設

住
宅

の
建

設
に

は
広

い
土

地
が

必
要

に
な

り
、

エ
リ

ア
に

よ
っ

て
は

小
中

学
校

の
運

動
場

な
ど

が
候

補
と

し
て

挙
が

り
ま

す
。

し
か

し
、

子
ど

も
の

学
び

に
影

響
が

あ
る

と
い

う
懸

念
の

声
も

多
い

の
が

現
状

で
す

。
ま

た
、

仮
設

で
あ

り
な

が
ら

5年
以

上
も

使
わ

れ
て

い
る

仮
設

住
宅

も
あ

り
ま

す
。

ま
た

住
環

境
も

一
般

的
な

家
屋

に
比

べ
る

と
悪

く
、

プ
レ

ハ
ブ

と
同

様
で

気
温

の
変

化
が

大
き

く
、

接
合

部
か

ら
隙

間
風

が
入

っ
て

く
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

し
か

し
、

仮
設

で
あ

る
た

め
お

金
を

か
け

ら
れ

な
い

と
い

う
問

題
も

根
底

に
あ

り
ま

す
。
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●
仮

設
住

宅
の

課
題

・
一

般
的

な
住

ま
い

の
提

供
に

し
て

は
費

用
が

か
か

り
す

ぎ
る

。

・
仮

設
住

宅
の

完
成

を
待

つ
と

避
難

所
の

長
期

化
は

避
け

ら
れ

な
い

。

・
小

中
学

校
に

仮
設

住
宅

を
作

る
と

子
ど

も
の

学
び

に
影

響
す

る
。

・
仮

設
で

あ
り

な
が

ら
5年

以
上

も
使

わ
れ

て
い

る
現

状
が

あ
る

。

・
使

用
済

み
応

急
仮

設
住

宅
の

そ
の

後
。

・
住

居
環

境
の

悪
さ

。

2.
1.

2
仮

設
住

宅
の

概
要

・
課

題

259



災
害

発
生

時
の

国
の

対
応

と
し

て
、

災
害

予
防

・
災

害
応

急
対

策
・

災
害

復
旧

や
復

興
な

ど
が

あ
り

ま
す

。

災
害

予
防

は
日

本
の

基
本

的
な

防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

な
る

防
災

基
本

計
画

の
作

成
し

、
大

規
模

災
害

に
係

る
情

報
や

通
信

体
制

の
整

備
、

公
共

施
設

の
整

備
や

防
災

性
能

の
向

上
、

防
災

訓
練

の
実

施
な

ど
を

行
っ

て
い

ま
す

。
災

害
応

急
対

策
は

、
災

害
発

生
時

に
情

報
を

収
集

・
集

約
し

、
災

害
状

況
に

応
じ

て
災

害
対

策
本

部
な

ど
の

設
置

を
行

い
ま

す
。

そ
の

あ
と

は
災

害
復

旧
、

復
興

に
向

け
た

整
備

や
措

置
な

ど
を

行
い

ま
す

。

36

●
国

の
自

然
災

害
の

対
応

体
制

に
つ

い
て

①
災

害
予

防
・

防
災

基
本

計
画

や
地

震
対

策
大

綱
、

地
震

応
急

対
策

活
動

要
領

な
ど

の
計

画
策

定
。

・
住

民
の

避
難

、
防

災
活

動
に

資
す

る
観

測
体

制
の

確
立

。
・

大
規

模
災

害
に

係
る

情
報

・
通

信
体

制
の

整
備

。
・

所
管

公
共

施
設

の
整

備
、

防
災

性
能

の
向

上
。

・
大

規
模

災
害

に
係

る
防

災
訓

練
の

実
施

。

②
災

害
応

急
対

策
・

災
害

情
報

の
収

集
・

集
約

。
・

被
害

状
況

に
応

じ
、

非
常

災
害

対
策

本
部

や
緊

急
災

害
対

策
本

部
、

現
地

対
策

本
部

を
設

置
。

・
東

日
本

大
震

災
に

お
い

て
は

、
被

災
者

生
活

支
援

チ
ー

ム
を

設
置

し
、

物
資

の
調

達
・

配
送

。

③
災

害
復

旧
・

復
興

・
災

害
復

旧
事

業
等

に
よ

る
所

管
公

共
施

設
の

復
旧

整
備

。
・

被
災

地
復

興
の

計
画

的
実

施
、

被
災

者
の

自
立

し
た

生
活

再
建

の
対

策
等

の
実

施
に

関
し

、
法

律
・

税
制

・
予

算
措

置
等

に
よ

る
様

々
な

措
置

を
実

施
。

・
東

日
本

大
震

災
に

お
い

て
は

、
特

別
法

に
よ

る
財

政
措

置
や

、
一

部
災

害
復

旧
事

業
に

お
け

る
県

、
市

町
村

の
代

行
を

実
施

。

2.
2.

1
国

の
災

害
対

応

画
像

は
、

大
規

模
な

災
害

発
生

時
に

お
け

る
国

の
体

制
を

ま
と

め
た

も
の

で
す

。

大
規

模
災

害
が

発
生

し
た

際
、

内
閣

府
は

24
時

間
の

対
応

体
制

を
作

り
、

災
害

情
報

の
収

集
や

非
常

参
集

要
因

の
参

集
、

各
省

庁
へ

の
連

絡
や

情
報

収
集

を
行

い
ま

す
。

災
害

の
状

況
に

応
じ

て
緊

急
災

害
対

策
本

部
の

設
置

を
行

い
ま

す
。

各
省

庁
に

お
け

る
対

応
は

各
省

庁
等

の
計

画
に

お
け

る
応

急
対

応
体

制
を

整
え

て
、

災
害

情
報

の
収

集
を

行
い

、
関

連
部

署
と

の
連

絡
や

調
整

な
ど

を
行

い
ま

す
。

内
閣

総
理

大
臣

の
指

示
に

よ
り

、
非

常
災

害
対

策
本

部
が

設
置

さ
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
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国
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応

急
対

応

2.
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1
国
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緊
急

災
害

対
策

本
部

は
阪

神
淡

路
大

震
災

や
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
の

よ
う

に
、

過
去

に
な

い
よ

う
な

災
害

が
発

生
し

た
際

に
設

置
さ

れ
ま

す
。

閣
議

決
定

に
よ

っ
て

臨
時

に
設

置
す

る
機

関
で

す
。

非
常

災
害

対
策

本
部

は
熊

本
地

震
や

20
18

年
の

7月
豪

雨
の

よ
う

に
大

き
な

災
害

が
発

生
し

た
際

に
設

置
さ

れ
ま

す
。

19
93

年
ま

で
は

国
土

庁
長

官
が

本
部

長
を

務
め

て
い

ま
し

た
が

、
20

00
年

の
有

珠
山

噴
火

か
ら

は
防

災
担

当
大

臣
が

本
部

長
を

務
め

て
い

ま
す

。

38

●
国

の
災

害
対

策
本

部
の

概
要

①
緊

急
災

害
対

策
本

部

●
著

し
く

異
常

か
つ

激
甚

な
非

常
災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
お

い
て

、
当

該
災

害
に

係
る

災
害

応
急

対
策

を
推

進
す

る
た

め
特

別
の

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
に

閣
議

決
定

に
よ

っ
て

臨
時

に
設

置
す

る
機

関
。

●
緊

急
災

害
対

策
本

部
が

設
置

さ
れ

た
災

害
例

・
19

95
年

の
阪

神
淡

路
大

震
災

・
20

11
年

の
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震

②
非

常
災

害
対

策
本

部

●
内

閣
総

理
大

臣
が

災
害

の
応

急
対

策
を

進
め

る
た

め
、

特
別

に
必

要
が

あ
る

と
判

断
し

た
と

き
、

災
害

対
策

基
本

法
に

基
づ

い
て

、
臨

時
に

内
閣

府
に

設
置

す
る

も
の

。
●

非
常

災
害

対
策

本
部

が
設

置
さ

れ
た

災
害

例
・

20
14

年
の

御
嶽

山
噴

火
・

20
16

年
の

熊
本

地
震

・
20

18
年

の
7月

豪
雨

2.
2.

1
国

の
災

害
対

応

各
市

町
村

で
定

め
て

い
る

基
準

以
上

の
災

害
が

発
生

し
た

場
合

、
災

害
対

策
本

部
を

立
ち

上
げ

て
速

や
か

に
災

害
対

応
を

行
う

職
員

や
災

害
に

関
す

る
情

報
を

集
め

て
災

害
の

状
況

に
応

じ
て

方
向

性
を

決
定

し
て

い
き

ま
す

。
ま

た
災

害
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
は

、
災

害
経

験
の

あ
る

職
員

な
ど

を
他

の
自

治
体

に
要

請
し

て
助

言
を

受
け

な
が

ら
災

害
対

策
を

行
い

ま
す

。

被
災

者
支

援
も

自
治

体
の

役
割

で
す

。
生

活
に

必
要

な
物

資
、

機
材

の
確

保
を

は
じ

め
、

住
民

に
よ

る
避

難
所

の
自

主
運

営
を

円
滑

に
進

め
る

た
め

の
サ

ポ
ー

ト
な

ど
も

行
っ

て
い

ま
す

。

ま
た

、
災

害
が

発
生

す
る

と
浸

水
し

た
家

電
、

畳
な

ど
の

生
活

用
品

や
地

震
に

よ
る

建
物

倒
壊

に
よ

っ
て

さ
ま

ざ
ま

な
災

害
廃

棄
物

が
出

ま
す

。
こ

れ
を

放
置

す
る

と
あ

ら
ゆ

る
場

所
に

災
害

廃
棄

物
が

あ
ふ

れ
て

し
ま

う
た

め
、

災
害

廃
棄

物
を

一
時

的
に

集
め

て
お

く
仮

置
場

を
確

保
し

ま
す

。
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●
災

害
が

発
生

し
た

と
き

に
自

治
体

が
担

う
主

な
業

務

①
災

害
対

策
本

部
の

設
置

と
災

害
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・

災
害

発
生

後
、

災
害

対
策

本
部

を
立

ち
上

げ
て

職
員

や
情

報
を

集
め

た
上

で
災

害
対

応
の

方
向

性
を

決
定

す
る

。
・

刻
々

と
変

わ
る

状
況

に
応

じ
て

必
要

な
対

策
を

講
じ

る
災

害
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

実
施

す
る

。

②
被

災
者

支
援

・
被

災
者

の
命

や
安

全
衛

生
を

守
る

た
め

、
水

・
食

料
・

物
資

・
環

境
な

ど
を

確
保

す
る

。
・

今
後

の
生

活
し

再
建

支
援

も
視

野
に

入
れ

て
被

災
者

の
状

況
を

定
期

的
に

把
握

す
る

。
・

住
民

に
よ

る
自

主
運

営
へ

の
移

行
も

視
野

に
入

れ
た

避
難

所
運

営
。

③
災

害
廃

棄
物

の
処

理
・

仮
置

場
を

早
急

に
確

保
し

、
住

民
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
周

知
す

る
。

・
効

率
的

な
処

理
の

た
め

に
仮

置
場

に
人

を
配

置
し

て
分

別
管

理
を

す
る

。
・

腐
敗

性
の

廃
棄

物
を

優
先

的
に

処
理

す
る

た
め

、
必

要
に

応
じ

て
他

の
地

方
公

共
団

体
の

廃
棄

物
施

設
等

と
連

携
し

て
対

応
。

2.
2.

2
自

治
体

の
災

害
対

応
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住
民

が
自

然
災

害
に

よ
っ

て
被

害
が

生
じ

た
こ

と
を

自
治

体
に

申
請

し
、

認
め

ら
れ

た
場

合
に

発
行

さ
れ

る
証

明
書

を
罹

災
証

明
書

と
言

い
ま

す
。

各
種

被
災

者
支

援
の

判
断

材
料

に
活

用
さ

れ
る

証
明

書
で

す
。

住
民

か
ら

申
請

が
あ

っ
た

場
合

、
自

治
体

は
被

害
実

態
の

調
査

を
行

っ
て

証
明

書
の

発
行

判
断

を
行

い
ま

す
。

仮
設

住
宅

や
家

屋
の

復
興

な
ど

の
手

続
き

窓
口

に
な

る
の

も
自

治
体

で
す

。
被

災
者

の
住

居
問

題
、

経
済

問
題

な
ど

、
さ

ま
ざ

ま
な

問
題

を
支

援
し

ま
す

。

復
興

を
行

う
の

も
自

治
体

で
す

。
災

害
に

よ
っ

て
損

傷
し

た
公

共
施

設
や

建
物

な
ど

が
あ

る
場

合
は

早
期

に
復

旧
を

行
う

必
要

が
あ

り
、

被
害

の
大

き
さ

を
把

握
す

る
と

共
に

復
旧

計
画

、
費

用
な

ど
の

把
握

に
努

め
ま

す
。

こ
の

よ
う

に
災

害
発

生
時

の
自

治
体

の
業

務
は

多
岐

に
わ

た
り

ま
す

。
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●
災

害
が

発
生

し
た

と
き

に
自

治
体

が
担

う
主

な
業

務

④
罹

災
証

明
書

の
交

付
・

災
害

に
よ

っ
て

住
宅

が
ど

の
程

度
被

害
を

受
け

た
の

か
を

判
定

す
る

た
め

、
各

住
宅

の
被

害
の

程
度

を
調

査
す

る
。

・
被

害
認

定
調

査
結

果
に

基
づ

き
、

罹
災

証
明

書
を

交
付

。

⑤
各

種
被

災
者

支
援

策
・

仮
設

住
宅

の
設

置
等

住
ま

い
の

確
保

を
支

援
す

る
。

・
総

合
的

な
相

談
窓

口
の

開
設

し
て

被
災

者
の

健
康

管
理

や
経

済
面

を
支

援
す

る
。

③
復

興
・

災
害

に
よ

り
損

傷
し

た
公

共
施

設
等

を
早

期
に

復
旧

。
・

被
害

の
大

き
さ

、
復

旧
の

計
画

、
そ

れ
ら

に
要

す
る

マ
ン

パ
ワ

ー
や

費
用

等
を

把
握

2.
2.

2
自

治
体

の
災

害
対

応

災
害

対
策

基
本

法
で

は
避

難
情

報
に

関
し

て
次

の
よ

う
な

取
り

決
め

が
さ

れ
て

い
ま

す
。

「
災

害
が

発
生

し
、

又
は

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

に
お

い
て

、
人

の
生

命
又

は
身

体
を

災
害

か
ら

保
護

し
、

そ
の

他
災

害
の

拡
大

を
防

止
す

る
た

め
特

に
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、

市
町

村
長

は
、

必
要

と
認

め
る

地
域

の
居

住
者

等
に

対
し

、
避

難
の

た
め

の
立

退
き

を
勧

告
し

、
及

び
急

を
要

す
る

と
認

め
る

と
き

は
、

こ
れ

ら
の

者
に

対
し

、
避

難
の

た
め

の
立

退
き

を
指

示
す

る
こ

と
が

で
き

る
」

。

住
民

の
避

難
判

断
は

避
難

情
報

に
基

づ
い

て
行

う
の

が
基

本
で

す
。

高
齢

者
避

難
情

報
、

避
難

指
示

、
緊

急
安

全
確

保
な

ど
の

避
難

情
報

は
各

市
町

村
長

が
発

令
し

て
い

ま
す

。
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2.
2.

2
自

治
体

の
災

害
対

応

●
避

難
情

報
の

発
令

・
災

害
対

策
基

本
法

に
基

づ
い

て
避

難
情

報
は

各
市

町
村

長
が

発
令

す
る

。
・

避
難

情
報

に
は

、
高

齢
者

避
難

・
避

難
指

示
・

安
全

確
保

の
3種

類
が

あ
る

。
・

避
難

情
報

の
も

と
に

な
る

警
戒

レ
ベ

ル
は

5段
階

に
分

か
れ

て
い

る
。
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自
衛

隊
の

災
害

派
遣

に
は

、
災

害
派

遣
・

地
震

防
災

派
遣

・
原

子
力

災
害

派
遣

の
3種

類
が

あ
り

ま
す

。

自
衛

隊
の

災
害

派
遣

を
要

請
で

き
る

の
は

各
都

道
府

県
の

知
事

で
す

。
市

町
村

が
自

衛
隊

の
派

遣
要

請
を

し
た

い
場

合
は

、
都

道
府

県
知

事
に

対
し

て
災

害
派

遣
の

要
請

を
求

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

都
道

府
県

知
事

へ
の

要
求

が
で

き
な

い
場

合
は

、
防

衛
大

臣
や

防
衛

大
臣

が
指

定
す

る
者

に
通

知
し

て
対

応
し

て
も

ら
う

こ
と

も
可

能
で

す
。

ま
た

地
震

防
災

派
遣

に
つ

い
て

は
地

震
対

策
本

部
長

の
要

請
、

原
子

力
発

電
に

つ
い

て
は

原
子

力
災

害
対

策
本

部
長

の
要

請
に

基
づ

い
て

自
衛

隊
に

原
子

力
災

害
派

遣
を

命
じ

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
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2.
3.

1
自

衛
隊

の
災

害
対

応

●
自

衛
隊

の
災

害
派

遣
の

種
類

・
災

害
派

遣
：

都
道

府
県

知
事

か
ら

の
要

請
に

よ
り

行
う

こ
と

を
原

則
と

し
て

い
る

。
ま

た
、

市
町

村
長

は
、

都
道

府
県

知
事

に
対

し
、

災
害

派
遣

の
要

請
を

す
る

よ
う

求
め

る
こ

と
が

で
る

。
都

道
府

県
知

事
へ

の
要

求
が

で
き

な
い

場
合

に
は

、
そ

の
旨

お
よ

び
災

害
の

状
況

を
防

衛
大

臣
ま

た
は

そ
の

指
定

す
る

者
に

通
知

す
る

こ
と

も
で

き
る

。

・
地

震
防

災
派

遣
：

大
規

模
地

震
対

策
特

別
措

置
法

に
基

づ
く

警
戒

宣
言

が
出

さ
れ

た
と

き
に

は
、

防
衛

大
臣

は
、

地
震

対
策

本
部

長
（

内
閣

総
理

大
臣

）
の

要
請

に
基

づ
き

、
地

震
発

生
前

に
部

隊
な

ど
に

地
震

防
災

派
遣

を
命

じ
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
原

子
力

災
害

派
遣

：
原

子
力

災
害

対
策

特
別

措
置

法
に

基
づ

く
原

子
力

緊
急

事
態

宣
言

が
出

さ
れ

た
と

き
に

は
、

防
衛

大
臣

は
原

子
力

災
害

対
策

本
部

長
の

要
請

に
基

づ
き

、
部

隊
な

ど
に

原
子

力
災

害
派

遣
を

命
じ

る
こ

と
が

で
き

る
。
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自
衛

隊
の

災
害

派
遣

の
対

応
状

況
を

紹
介

し
て

い
ま

す
。

救
急

患
者

の
輸

送
は

、
主

に
医

療
施

設
が

不
足

し
て

い
る

離
島

や
船

舶
か

ら
の

急
患

輸
送

な
ど

を
行

っ
て

い
ま

す
。

消
火

支
援

は
自

衛
隊

の
施

設
近

傍
で

発
生

し
た

火
災

に
対

す
る

消
火

支
援

を
は

じ
め

、
大

規
模

火
災

が
発

生
し

た
際

に
は

空
中

か
ら

の
消

火
活

動
な

ど
も

行
っ

て
い

ま
す

。
浸

水
、

土
砂

災
害

な
ど

の
自

然
災

害
へ

の
対

応
は

、
人

命
救

助
、

水
防

活
動

、
給

水
支

援
、

物
資

輸
送

な
ど

を
行

っ
て

い
ま

す
。

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

や
阪

神
淡

路
大

震
災

な
ど

の
大

規
模

災
害

へ
の

対
応

は
、

被
災

者
の

生
活

支
援

や
行

方
不

明
者

の
捜

索
、

原
発

事
故

へ
の

対
応

な
ど

を
行

っ
て

い
ま

す
。

特
殊

災
害

へ
の

対
応

例
と

し
て

原
子

力
発

電
の

事
故

に
対

し
、

住
民

避
難

支
援

や
空

中
・

海
中

で
の

放
射

線
観

測
支

援
な

ど
も

行
っ

て
い

ま
す

。
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2.
3.

1
自

衛
隊

の
災

害
対

応

●
自

衛
隊

の
災

害
派

遣
の

対
応

状
況

・
救

急
患

者
の

輸
送

：
医

療
施

設
が

不
足

し
て

い
る

離
島

な
ど

の
救

急
患

者
、

本
土

か
ら

遠
く

離
れ

た
海

域
で

航
行

し
て

い
る

船
舶

か
ら

の
急

患
輸

送
な

ど
を

航
空

機
で

行
っ

て
い

る
。

・
消

火
支

援
：

自
衛

隊
の

施
設

近
傍

を
中

心
に

消
火

支
援

を
行

っ
て

お
り

、
都

道
府

県
知

事
か

ら
災

害
派

遣
要

請
が

あ
っ

た
場

合
は

空
中

消
火

活
動

な
ど

も
行

う
。

・
自

然
災

害
へ

の
対

応
：

人
命

救
助

、
水

防
活

動
、

給
水

支
援

、
物

資
輸

送
な

ど
を

行
っ

て
い

る
。

・
大

規
模

災
害

へ
の

対
応

：
被

災
者

の
生

活
支

援
、

行
方

不
明

者
の

捜
索

、
原

発
事

故
へ

の
対

応
な

ど
を

行
っ

て
い

る
。

・
特

殊
災

害
へ

の
対

応
：

原
子

力
発

電
の

事
故

に
対

し
、

住
民

避
難

支
援

、
空

中
や

海
中

で
の

放
射

線
観

測
支

援
な

ど
を

行
っ

て
い

る
。
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自
衛

隊
の

災
害

対
応

は
多

岐
に

わ
た

り
、

災
害

対
応

の
人

員
に

占
め

る
割

合
も

大
き

い
で

す
。

東
日

本
大

震
災

発
生

時
の

自
衛

隊
派

遣
規

模
は

最
大

時
で

10
万

以
上

と
な

り
ま

し
た

。

航
空

機
も

54
0機

、
艦

艇
も

約
60

隻
と

非
常

に
多

く
、

災
害

発
生

時
の

自
衛

隊
の

役
割

が
非

常
に

大
き

い
こ

と
を

表
し

て
い

ま
す

。
ま

た
自

衛
隊

が
動

き
出

し
た

の
は

発
災

後
の

11
分

後
、

発
生

当
日

か
ら

8,
40

0人
の

体
制

で
活

動
を

行
う

な
ど

初
動

の
対

応
が

早
く

、
一

部
の

自
衛

隊
基

地
は

地
震

や
津

波
に

よ
る

被
害

を
受

け
、

航
空

機
や

車
両

が
水

没
す

る
な

ど
の

被
害

を
受

け
る

中
で

も
大

規
模

か
つ

迅
速

な
対

応
を

行
い

ま
し

た
。
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2.
3.

1
自

衛
隊

の
災

害
対

応

●
東

日
本

大
震

災
に

お
け

る
自

衛
隊

の
活

動
事

例

・
被

災
者

救
助

活
動

・
行

方
不

明
者

捜
索

・
救

援
物

資
輸

送
・

医
療

支
援

・
入

浴
支

援
・

清
掃

支
援

・
福

島
第

一
原

発
へ

の
対

応

ht
tp

s:
//

w
w

w
.b

ou
sa

i.g
o.

jp
/k

ai
gi

re
p/

ke
nt

ok
ai

/t
am

ok
ut

ek
is

en
/2

/p
df

/s
hi

ry
ou

01
.p

df

自
衛

隊
は

、
日

頃
よ

り
さ

ま
ざ

ま
な

防
災

の
取

組
を

行
っ

て
い

ま
す

。

自
衛

隊
統

合
防

災
演

習
で

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
大

規
模

災
害

に
対

す
る

防
災

計
画

の
実

効
性

を
検

証
す

る
こ

と
を

目
的

に
大

規
模

な
演

習
が

定
期

的
に

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

た
と

え
ば

、
20

22
年

6月
20

日
か

ら
6月

23
日

に
か

け
て

防
衛

省
市

ケ
谷

地
区

の
ほ

か
、

演
習

参
加

部
隊

な
ど

の
所

在
地

、
在

日
米

軍
横

田
基

地
で

行
わ

れ
た

自
衛

隊
統

合
防

災
演

習
に

お
い

て
は

、
1万

2,
50

0人
の

自
衛

隊
が

南
海

ト
ラ

フ
地

震
に

お
け

る
指

揮
幕

僚
活

動
、

防
災

関
係

機
関

・
在

日
米

軍
な

ど
と

の
連

携
、

航
空

機
、

車
両

に
よ

る
要

員
の

輸
送

な
ど

の
訓

練
を

行
い

ま
し

た
。

他
に

も
各

種
対

処
計

画
や

業
務

計
画

の
策

定
、

地
方

公
共

団
体

と
の

連
携

強
化

な
ど

を
図

っ
て

い
ま

す
。
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・
各

種
防

災
訓

練
へ

の
参

加
：

自
衛

隊
統

合
防

災
演

習
を

は
じ

め
と

す
る

各
種

防
災

訓
練

の
実

施
や

地
方

公
共

団
体

が
行

う
防

災
訓

練
へ

の
積

極
的

参
加

を
通

し
て

各
省

庁
な

ど
の

関
係

機
関

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
る

。

・
自

衛
隊

の
各

種
対

処
計

画
及

び
業

務
計

画
の

策
定

：
中

央
防

災
会

議
に

お
い

て
検

討
さ

れ
て

い
る

大
規

模
地

震
に

対
応

す
る

た
め

、
各

種
の

大
規

模
地

震
対

処
計

画
を

策
定

し
て

い
る

。

・
地

方
公

共
団

体
な

ど
と

の
連

携
：

自
衛

隊
地

方
協

力
本

部
に

お
い

て
は

、
「

国
民

保
護

・
災

害
対

策
連

絡
調

整
官

」
を

設
置

す
る

な
ど

、
各

種
防

災
訓

練
へ

の
参

加
、

連
絡

体
制

の
充

実
や

防
災

計
画

の
整

合
な

ど
を

行
っ

て
い

る
。

2.
3.

1
自

衛
隊

の
災

害
対

応

●
自

衛
隊

の
防

災
の

取
組

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

od
.g

o.
jp

/j
/p

re
ss

/s
hi

rit
ai

/s
ai

ga
i/

in
de

x.
ht

m
l
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医
療

計
画

に
お

け
る

災
害

医
療

の
体

制
と

し
て

、
災

害
拠

点
病

院
・

応
援

派
遣

・
健

康
管

理
の

3種
類

が
あ

り
ま

す
。

そ
れ

ぞ
れ

の
体

制
に

は
課

題
も

あ
り

ま
す

。

災
害

拠
点

病
院

の
体

制
で

課
題

に
な

る
の

は
、

重
篤

患
者

の
救

命
医

療
を

行
う

た
め

の
施

設
、

設
備

、
医

療
従

事
者

な
ど

で
す

。
多

数
の

患
者

に
対

応
す

る
ベ

ッ
ド

や
特

殊
な

災
害

に
対

す
る

施
設

・
設

備
な

ど
。

ま
た

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

、
研

修
に

よ
る

人
材

育
成

、
備

蓄
品

な
ど

も
必

要
に

な
り

ま
す

。

応
援

派
遣

で
は

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

研
修

等
必

要
な

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
受

け
て

い
る

医
療

従
事

者
チ

ー
ム

の
確

保
が

課
題

と
し

て
あ

り
ま

す
。

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

と
は

災
害

派
遣

医
療

チ
ー

ム
の

名
称

で
す

。
被

災
地

に
お

け
る

自
己

完
結

型
の

医
療

救
護

に
対

応
で

き
る

携
行

式
の

応
急

用
医

療
資

器
材

、
応

急
医

薬
品

、
テ

ン
ト

、
発

電
機

等
も

必
要

と
な

り
ま

す
。

健
康

管
理

で
は

、
感

染
症

の
ま

ん
延

防
止

、
衛

生
面

の
ケ

ア
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ケ

ア
を

適
切

に
行

え
る

医
師

の
確

保
、

携
行

式
の

応
急

用
医

療
資

器
材

、
応

急
用

医
薬

品
な

ど
が

必
要

で
す

。
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2.
3.

2
医

療
関

係
者

の
災

害
対

応

●
医

療
計

画
に

お
け

る
災

害
医

療
の

体
制

・
災

害
拠

点
病

院
：

多
発

外
傷

等
の

重
篤

患
者

の
救

命
医

療
、

患
者

等
の

受
入

・
搬

出
を

行
う

広
域

搬
送

、
自

己
完

結
型

の
医

療
救

護
チ

ー
ム

の
派

遣
、

地
域

医
療

機
関

へ
の

応
急

用
資

器
材

の
貸

し
出

し
等

を
行

う
。

医
療

機
関

例
と

し
て

、
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
、

入
院

救
急

医
療

を
担

う
医

療
機

関
、

緊
急

被
ば

く
医

療
機

関
等

。

・
応

援
派

遣
：

多
被

災
地

周
辺

に
対

す
る

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

等
自

己
完

結
の

緊
急

医
療

チ
ー

ム
の

派
遣

被
災

患
者

の
集

中
す

る
医

療
機

関
に

対
す

る
医

療
従

事
者

の
応

援
派

遣
な

ど
を

行
う

。
医

療
機

関
例

と
し

て
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
を

有
す

る
病

院
。

・
健

康
管

理
：

災
害

発
生

後
、

救
護

所
、

避
難

所
に

医
療

従
事

者
を

派
遣

し
、

被
災

者
に

対
す

る
、

感
染

症
の

ま
ん

延
防

止
、

衛
生

面
の

ケ
ア

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

ケ
ア

を
実

施
す

る
。

医
療

機
関

例
と

し
て

病
院

又
は

診
療

所
。

医
療

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
は

病
院

・
診

療
所

な
ど

で
、

患
者

・
患

者
家

族
の

病
気

や
生

活
に

関
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

相
談

支
援

業
務

を
し

て
い

ま
す

。
医

療
費

な
ど

の
経

済
的

な
こ

と
、

持
病

に
関

す
る

悩
み

、
不

安
や

困
り

ご
と

に
つ

い
て

相
談

に
乗

り
、

医
療

制
度

や
サ

ー
ビ

ス
の

情
報

提
供

な
ど

を
行

い
ま

す
。

管
理

栄
養

士
は

、
健

常
者

や
傷

病
者

の
栄

養
状

態
の

評
価

を
行

い
、

栄
養

改
善

・
栄

養
管

理
計

画
立

案
・

栄
養

介
入

な
ど

を
行

い
ま

す
。

災
害

時
に

は
被

災
者

や
支

援
者

の
栄

養
管

理
を

主
に

行
い

ま
す

。
ま

た
災

害
に

よ
っ

て
食

材
が

手
に

入
り

に
く

い
場

合
は

、
限

ら
れ

た
食

材
の

中
で

栄
養

バ
ラ

ン
ス

を
考

え
た

献
立

を
作

る
な

ど
の

役
割

も
担

い
ま

す
。

看
護

師
は

傷
病

者
や

妊
産

婦
の

療
養

上
の

世
話

や
診

療
の

補
助

、
保

健
師

は
健

康
な

生
活

を
送

る
た

め
の

保
健

指
導

、
助

産
師

は
出

産
時

の
介

助
や

妊
産

婦
へ

の
保

健
指

導
や

ア
ド

バ
イ

ス
な

ど
を

行
い

ま
す

。
災

害
時

に
は

被
災

者
へ

の
直

接
支

援
を

は
じ

め
、

健
康

維
持

や
回

復
支

援
、

母
子

の
ケ

ア
な

ど
を

行
い

ま
す

。
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2.
3.

2
医

療
関

係
者

の
災

害
対

応

●
災

害
発

生
時

に
お

け
る

医
療

従
事

者
の

の
職

種
例

と
役

割

①
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

・
震

災
時

に
利

用
で

き
る

医
療

制
度

・
サ

ー
ビ

ス
の

情
報

提
供

。
・

被
災

者
の

心
理

的
問

題
（

孤
独

な
ど

）
お

よ
び

生
活

の
相

談
。

・
一

時
避

難
所

か
ら

次
の

生
活

の
場

へ
の

移
動

支
援

。

②
管

理
栄

養
士

・
被

災
し

た
都

道
府

県
の

行
政

栄
養

士
の

業
務

、
お

よ
び

災
害

時
に

必
要

な
栄

養
行

政
補

助
。

・
避

難
所

や
在

宅
被

災
者

の
栄

養
状

態
に

関
す

る
調

査
。

・
栄

養
バ

ラ
ン

ス
を

整
え

た
、

炊
き

出
し

の
献

立
作

成
。

・
海

外
か

ら
の

支
援

食
材

を
活

用
し

、
普

段
の

食
生

活
に

近
い

献
立

を
立

案
。

・
被

災
地

業
務

に
携

わ
る

、
メ

デ
ィ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

の
栄

養
管

理
。

③
看

護
職

（
看

護
師

・
保

健
師

・
助

産
師

）
・

被
災

者
へ

の
直

接
的

支
援

や
被

災
地

の
看

護
職

の
業

務
負

担
軽

減
。

・
住

民
の

健
康

維
持

や
回

復
支

援
。

・
助

産
師

は
被

災
地

に
お

け
る

母
子

の
ケ

ア
を

行
う

。
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救
急

救
命

士
は

、
災

害
現

場
や

救
急

患
者

を
搬

送
中

の
救

急
車

両
で

、
医

師
の

指
示

で
心

肺
機

能
停

止
状

態
な

ど
の

傷
病

者
に

、
器

具
を

使
っ

た
気

道
確

保
、

静
脈

路
確

保
の

た
め

の
輸

液
、

薬
剤

の
投

与
な

ど
の

救
急

救
命

処
置

を
行

い
ま

す
。

災
害

時
に

は
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
へ

の
参

加
や

ト
リ

ア
ー

ジ
、

救
急

車
や

ド
ク

タ
ー

カ
ー

を
使

っ
て

転
送

な
ど

を
行

い
ま

す
。

歯
科

衛
生

士
は

歯
や

口
腔

ケ
ア

を
行

う
専

門
職

で
す

。
災

害
時

に
は

被
災

者
の

口
の

健
康

を
守

り
病

気
の

予
防

に
努

め
、

マ
ウ

ス
ウ

ォ
ッ

シ
ュ

や
歯

ブ
ラ

シ
な

ど
の

口
腔

ケ
ア

用
品

を
配

布
し

ま
す

。

薬
剤

師
は

医
薬

品
の

管
理

や
調

剤
を

行
う

専
門

職
で

す
。

災
害

時
に

は
、

医
薬

品
集

積
所

、
避

難
所

で
の

医
薬

品
・

大
衆

薬
・

衛
生

材
料

な
ど

の
管

理
、

備
蓄

医
薬

品
を

活
用

し
た

医
薬

品
供

給
を

行
い

ま
す

。

理
学

療
法

士
は

、
基

本
的

動
作

能
力

が
低

下
し

た
方

や
能

力
低

下
の

可
能

性
が

あ
る

方
に

対
し

て
運

動
を

用
い

て
治

療
を

行
い

ま
す

。
災

害
時

に
お

い
て

は
、

避
難

所
に

お
け

る
高

齢
者

や
障

害
者

の
自

立
支

援
、

被
災

者
に

対
し

て
生

活
不

活
発

が
原

因
で

起
こ

る
病

気
の

リ
ス

ク
説

明
や

予
防

対
策

な
ど

を
行

い
ま

す
。
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2.
3.

2
医

療
関

係
者

の
災

害
対

応

●
災

害
発

生
時

に
お

け
る

医
療

従
事

者
の

職
種

例
と

役
割

④
救

急
救

命
士

・
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
へ

の
参

加
。

・
ト

リ
ア

ー
ジ

。
・

災
害

時
の

患
者

輸
送

。

②
歯

科
衛

生
士

・
口

腔
乾

燥
・

口
内

炎
・

口
臭

・
口

内
ト

ラ
ブ

ル
へ

の
対

処
。

・
口

腔
ケ

ア
用

品
の

点
検

・
整

備
・

配
布

。
・

歯
科

救
護

活
動

。

③
薬

剤
師

・
調

剤
。

・
公

衆
衛

生
・

環
境

衛
生

へ
の

取
組

み
。

④
理

学
療

法
士

・
避

難
生

活
に

よ
る

生
活

不
活

発
病

の
予

防
対

策
。

・
避

難
所

・
仮

設
住

宅
な

ど
に

お
け

る
住

環
境

整
備

。

被
災

地
の

復
旧

や
復

興
に

欠
か

せ
な

い
の

が
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

す
。

現
在

で
は

大
き

な
災

害
が

発
生

す
る

と
、

数
万

人
～

数
十

万
人

単
位

の
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

被
災

地
に

訪
れ

て
復

興
支

援
を

行
っ

て
い

ま
す

。

防
災

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
広

ま
っ

た
の

は
阪

神
淡

路
大

震
災

が
き

っ
か

け
で

す
。

そ
れ

よ
り

前
に

も
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
は

あ
っ

た
も

の
の

、
阪

神
淡

路
大

震
災

で
は

13
0万

人
以

上
の

人
が

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
参

加
す

る
な

ど
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

重
要

性
が

広
く

認
識

さ
れ

ま
し

た
。

阪
神

淡
路

大
震

災
が

発
生

し
た

19
95

年
の

12
月

に
は

法
改

正
を

行
い

、
災

害
対

策
基

本
法

の
中

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

よ
る

防
災

活
動

の
環

境
整

備
に

努
め

る
こ

と
が

明
記

さ
れ

ま
し

た
。

一
方

、
阪

神
淡

路
大

震
災

で
は

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
初

め
て

経
験

す
る

人
が

多
く

、
被

災
者

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
同

士
で

意
見

の
食

い
違

い
が

出
る

な
ど

ト
ラ

ブ
ル

も
多

発
し

ま
し

た
。

現
在

も
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

ト
ラ

ブ
ル

は
課

題
の

1つ
に

な
っ

て
い

ま
す

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
そ

の
も

の
は

広
く

定
着

し
、

被
災

地
の

復
興

や
復

旧
に

は
必

要
不

可
欠

の
活

動
で

す
。

49

2.
4

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

●
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

概
要

・
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
と

は
、

地
震

・
津

波
・

気
象

災
害

・
火

山
・

大
規

模
火

災
な

ど
が

発
生

し
た

際
に

、
被

災
地

の
た

め
に

復
旧

・
復

興
の

お
手

伝
い

を
行

う
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

指
す

。

・
阪

神
淡

路
大

震
災

で
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

重
要

性
が

広
く

認
識

さ
れ

、
19

95
年

12
月

に
改

正
さ

れ
た

災
害

対
策

基
本

法
の

中
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
防

災
活

動
の

環
境

整
備

に
努

め
る

こ
と

が
明

記
さ

れ
た

。

・
阪

神
淡

路
大

震
災

で
は

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
初

め
て

経
験

す
る

人
が

大
半

だ
っ

た
こ

と
か

ら
、

被
災

者
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

同
士

の
意

見
の

食
い

違
い

な
ど

の
問

題
が

浮
上

し
た

。

・
現

在
で

は
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

が
定

着
し

、
被

災
地

の
復

旧
や

復
興

に
欠

か
せ

な
い

活
動

に
な

っ
て

い
る

。
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防
災

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
活

動
に

は
、

復
旧

活
動

・
生

活
支

援
・

復
興

活
動

が
あ

り
ま

す
。

災
害

発
生

時
は

復
旧

活
動

や
生

活
支

援
が

中
心

で
、

復
旧

が
進

ん
だ

あ
と

は
復

興
支

援
が

中
心

に
な

り
ま

す
。

復
旧

活
動

と
し

て
、

水
害

の
泥

だ
し

、
家

の
片

づ
け

、
が

れ
き

の
除

去
な

ど
を

行
っ

て
災

害
前

の
状

態
に

近
づ

け
ま

す
。

生
活

支
援

と
し

て
は

、
子

ど
も

や
ペ

ッ
ト

の
世

話
、

生
活

物
資

の
配

布
や

情
報

提
供

、
買

い
物

や
家

事
の

手
伝

い
な

ど
多

岐
に

わ
た

り
ま

す
。

避
難

所
で

の
炊

き
出

し
や

洗
濯

な
ど

の
手

伝
い

も
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

行
い

ま
す

。

復
興

活
動

と
し

て
は

、
復

興
期

に
お

け
る

地
域

お
こ

し
の

手
伝

い
や

暮
ら

し
の

再
建

の
た

め
の

専
門

家
の

相
談

、
勉

強
会

な
ど

を
行

い
ま

す
。

50

2.
4

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

●
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

例

①
復

旧
活

動
・

水
害

の
泥

だ
し

。
・

家
の

片
づ

け
。

・
が

れ
き

の
除

去

②
生

活
支

援
・

避
難

所
で

の
炊

き
出

し
や

洗
濯

な
ど

の
お

手
伝

い
。

・
ペ

ッ
ト

の
世

話
。

・
買

い
物

、
家

事
手

伝
い

。
・

配
食

サ
ー

ビ
ス

。
・

生
活

物
資

な
ど

の
訪

問
配

布
。

・
子

ど
も

の
遊

び
相

手
や

育
児

。
・

話
し

相
手

。
・

暮
ら

し
に

必
要

な
情

報
の

提
供

支
援

。

③
復

興
活

動
・

復
興

期
に

お
け

る
地

域
お

こ
し

の
お

手
伝

い
。

・
暮

ら
し

の
再

建
の

た
め

の
専

門
家

の
相

談
、

勉
強

会
。

災
害

が
発

生
す

る
と

被
災

地
に

は
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
が

設
置

さ
れ

ま
す

。

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

と
は

被
災

地
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
円

滑
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
活

動
を

進
め

る
た

め
の

拠
点

で
あ

り
、

被
災

地
域

の
福

祉
協

議
会

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

携
わ

っ
て

い
る

人
、

行
政

な
ど

が
担

う
場

合
が

多
い

で
す

。

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

で
は

被
災

地
の

ニ
ー

ズ
把

握
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
受

け
入

れ
や

調
整

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

派
遣

、
機

材
の

受
付

や
貸

し
出

し
、

報
告

や
振

り
返

り
な

ど
を

行
っ

て
い

ま
す

。
拠

点
に

は
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

休
憩

場
所

や
医

療
救

護
所

な
ど

が
設

置
さ

れ
る

場
合

も
あ

り
ま

す
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

同
士

や
被

災
者

と
の

ト
ラ

ブ
ル

な
ど

の
窓

口
に

な
る

ケ
ー

ス
も

あ
り

ま
す

。

51

2.
4

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

●
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
の

役
割

・
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
と

は
、

被
災

地
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
円

滑
に

進
め

る
た

め
の

拠
点

。
大

き
な

災
害

が
発

生
す

る
と

設
置

さ
れ

る
。

・
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
は

、
被

災
地

域
の

福
祉

協
議

会
、

日
ご

ろ
か

ら
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

携
わ

っ
て

い
る

人
、

行
政

が
協

働
し

て
担

う
場

合
が

多
い

。

●
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
の

活
動

内
容

・
被

災
地

の
ニ

ー
ズ

把
握

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

受
け

入
れ

と
調

整
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
派

遣
・

機
材

の
受

付
や

貸
し

出
し

・
報

告
や

振
り

返
り
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阪
神

淡
路

大
震

災
が

発
生

し
て

か
ら

今
日

に
至

る
ま

で
の

災
害

と
参

加
し

た
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

人
数

を
ま

と
め

た
表

で
す

。

阪
神

淡
路

大
震

災
や

東
日

本
大

震
災

で
は

10
0万

人
を

こ
え

る
人

が
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

参
加

し
て

い
ま

す
。

近
年

だ
と

20
18

年
に

発
生

し
た

平
成

30
年

7月
豪

雨
で

延
べ

20
万

人
を

超
え

る
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

復
旧

・
復

興
の

支
援

を
行

っ
て

い
ま

す
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
参

加
人

数
は

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

が
集

計
し

て
い

ま
す

が
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

を
通

さ
ず

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

行
う

人
も

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
正

確
な

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
数

は
さ

ら
に

多
く

な
る

と
予

想
さ

れ
、

東
日

本
大

震
災

に
お

い
て

も
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
に

登
録

し
た

人
は

15
0万

人
で

あ
る

の
に

対
し

、
実

際
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
行

っ
た

人
は

55
0万

人
に

上
る

と
も

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

52

2.
4

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

●
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

参
加

人
数

災
害

発
生

年
災

害
名

防
災

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
参

加
者

数

19
97

年
阪

神
淡

路
大

震
災

約
1,

80
0,

00
0人

20
04

年
福

井
豪

雨
約

60
,2

00
人

20
07

年
能

登
半

島
地

震
約

15
,3

00
人

20
09

年
台

風
9号

約
22

,7
00

人

20
11

年
東

日
本

大
震

災
約

1,
50

0,
00

0人

20
16

年
熊

本
地

震
約

12
0,

00
0人

20
18

年
平

成
30

年
7月

豪
雨

約
23

9,
00

0人

防
災

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
求

め
ら

れ
る

心
が

ま
え

は
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

は
被

災
者

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
存

在
で

あ
る

こ
と

を
忘

れ
て

は
な

ら
ず

被
災

者
へ

の
心

配
り

が
大

切
で

す
。

被
災

者
の

環
境

や
立

場
も

さ
ま

ざ
ま

で
、

不
用

意
な

発
言

や
自

分
の

経
験

に
よ

る
判

断
を

押
し

付
け

る
こ

と
な

く
、

被
災

者
の

気
持

ち
や

立
場

に
配

慮
し

た
支

援
を

行
う

必
要

が
あ

り
ま

す
。

防
災

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

は
あ

く
ま

で
も

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
あ

り
、

往
復

の
交

通
費

の
負

担
や

宿
泊

先
の

確
保

に
加

え
て

、
水

・
食

料
・

着
替

え
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

保
険

に
は

自
分

で
加

入
す

る
の

が
基

本
で

す
。

現
地

で
飲

み
物

や
食

事
を

調
達

す
る

よ
う

な
行

為
は

、
物

流
が

遅
延

し
て

い
る

被
災

地
に

お
い

て
被

災
者

の
食

事
や

飲
み

物
を

奪
う

こ
と

に
な

り
ま

す
。

被
災

地
で

誰
か

の
世

話
に

な
ら

な
い

よ
う

に
意

識
す

る
こ

と
も

防
災

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
求

め
ら

れ
る

心
が

ま
え

で
す

。

53

2.
4

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

●
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

求
め

ら
れ

る
心

が
ま

え

・
被

災
者

中
心

の
支

援
：

被
災

者
と

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
ト

ラ
ブ

ル
が

絶
え

な
い

理
由

と
し

て
被

災
者

へ
の

配
慮

不
足

が
あ

る
。

不
用

意
な

発
言

や
自

己
判

断
を

押
し

付
け

な
い

よ
う

に
す

る
。

・
自

己
管

理
と

自
己

完
結

：
交

通
費

の
負

担
や

宿
泊

先
の

確
保

、
水

・
食

料
・

着
替

え
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

保
険

に
は

自
分

で
加

入
し

、
必

要
な

備
え

を
自

己
完

結
し

て
被

災
地

に
入

る
。
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防
災

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
活

動
の

流
れ

を
紹

介
し

て
い

ま
す

。

最
初

に
、

防
災

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

は
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
で

受
付

を
行

い
ま

す
。

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

を
通

す
理

由
は

、
被

災
地

の
状

況
に

応
じ

た
的

確
な

支
援

を
行

う
た

め
で

す
。

ま
た

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

参
加

者
数

の
把

握
を

行
い

、
過

不
足

を
調

整
す

る
た

め
に

も
被

災
地

の
状

況
か

ら
活

動
内

容
の

調
整

を
行

い
、

活
動

内
容

や
場

所
、

注
意

事
項

に
つ

い
て

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
受

け
ま

す
。

次
に

現
地

に
向

か
っ

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

そ
の

際
、

基
本

的
に

は
担

当
者

や
被

災
者

の
指

示
に

沿
っ

て
動

き
ま

す
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

が
終

わ
っ

た
ら

活
動

内
容

を
記

録
し

て
ス

タ
ッ

フ
に

報
告

し
ま

す
。

54

2.
4

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

●
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

流
れ

・
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
で

受
付

：
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

行
う

場
合

は
被

災
地

の
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
で

受
付

を
行

う
。

担
当

者
は

被
災

者
の

ニ
ー

ズ
と

個
人

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
調

整
を

行
う

。

・
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
受

け
る

：
活

動
内

容
や

場
所

、
注

意
事

項
に

つ
い

て
の

説
明

を
受

け
る

。
バ

ス
な

ど
で

活
動

現
場

に
向

か
う

。

・
被

災
地

の
現

場
で

活
動

を
行

う
：

担
当

者
や

被
災

者
の

指
示

に
し

た
が

っ
て

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
行

う
。

・
報

告
や

記
録

を
行

う
：

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

終
了

後
は

、
活

動
内

容
の

進
捗

状
況

や
被

災
者

の
様

子
、

気
づ

い
た

こ
と

な
ど

を
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
の

ス
タ

ッ
フ

に
報

告
す

る
。

55

3.
災

害
対

応
に

活
用

さ
れ

て
い

る
最

先
端

技
術

3.
1.

 A
I

3.
2.

 Io
T

3.
3.

 リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ

3.
4.
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SI

N
T
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AI
に

つ
い

て
明

確
な

定
義

は
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

が
、

大
量

の
知

識
デ

ー
タ

に
対

し
て

高
い

レ
ベ

ル
の

推
論

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
高

度
な

技
術

の
こ

と
を

一
般

的
に

AI
と

呼
ん

で
い

ま
す

。
経

験
か

ら
学

ぶ
こ

と
に

よ
っ

て
人

間
が

行
う

よ
う

な
思

考
や

行
動

が
で

き
ま

す
。

大
量

の
パ

タ
ー

ン
を

認
識

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
日

常
生

活
に

お
け

る
さ

ま
ざ

ま
な

難
し

い
タ

ス
ク

を
こ

な
せ

る
よ

う
に

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。 防
災

分
野

に
お

い
て

も
AI

の
導

入
は

進
ん

で
い

ま
す

。
AI

を
搭

載
し

た
避

難
シ

ス
テ

ム
、

AI
を

搭
載

し
た

ド
ロ

ー
ン

な
ど

、
既

存
の

シ
ス

テ
ム

に
AI

を
付

随
す

る
パ

タ
ー

ン
も

あ
り

ま
す

。
災

害
に

AI
を

導
入

し
た

事
例

も
増

え
て

お
り

、
防

災
の

D
X化

に
お

い
て

も
AI

は
欠

か
せ

な
い

存
在

で
す

。

56

●
AI

の
概

要

・
AI

と
は

、
人

工
知

能
の

略
で

、
人

間
の

思
考

プ
ロ

セ
ス

と
同

じ
よ

う
な

形
で

動
作

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

ま
た

は
人

間
が

知
的

に
感

じ
る

情
報

処
理

や
技

術
の

こ
と

。

・
経

験
か

ら
学

ぶ
こ

と
に

よ
り

、
人

間
が

行
う

よ
う

な
思

考
や

行
動

が
で

き
る

。

・
大

量
の

デ
ー

タ
か

ら
パ

タ
ー

ン
を

認
識

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
日

常
生

活
に

お
け

る
さ

ま
ざ

ま
な

難
し

い
タ

ス
ク

を
こ

な
せ

る
よ

う
に

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

・
防

災
分

野
に

お
い

て
も

AI
の

導
入

が
進

ん
で

お
り

、
す

で
に

AI
を

導
入

し
た

災
害

対
策

を
行

っ
て

い
る

事
例

も
あ

る
。

3.
1.

 A
I

令
和

元
年

5月
に

改
正

さ
れ

た
防

災
基

本
計

画
の

中
に

、
AI

に
つ

い
て

言
及

す
る

記
述

が
追

加
さ

れ
ま

し
た

。
内

閣
府

の
総

合
科

学
技

術
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
会

議
が

推
進

す
る

「
戦

略
的

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

造
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
SI

P）
」

に
お

い
て

も
AI

技
術

を
災

害
に

活
か

し
、

災
害

対
応

機
関

の
人

手
不

足
解

消
や

迅
速

な
災

害
対

応
を

目
指

し
て

研
究

開
発

を
行

っ
て

い
ま

す
。

少
子

高
齢

化
に

よ
っ

て
人

手
不

足
が

進
む

日
本

で
は

、
AI

技
術

の
発

達
に

よ
っ

て
避

難
支

援
や

人
手

不
足

の
解

消
、

迅
速

な
災

害
対

応
に

向
け

た
研

究
開

発
が

進
む

こ
と

な
ど

が
期

待
さ

れ
て

い
ま

す
。

57

●
AI

技
術

防
災

・
減

災
へ

の
活

用

・
令

和
元

年
5月

に
防

災
基

本
計

画
が

改
正

さ
れ

、
「

情
報

通
信

技
術

の
発

達
を

踏
ま

え
、

AI
、

Io
T、

ク
ラ

ウ
ド

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
技

術
、

SN
Sな

ど
、

IC
Tの

防
災

施
策

へ
の

積
極

的
な

活
用

が
必

要
」

の
記

述
が

追
加

さ
れ

た
。

・
内

閣
府

の
総

合
科

学
技

術
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
会

議
が

推
進

す
る

「
戦

略
的

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

造
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
SI

P）
」

で
は

、
AI

技
術

を
活

用
し

た
津

波
や

風
水

害
に

お
け

る
人

的
被

害
の

軽
減

、
災

害
対

応
機

関
の

人
手

不
足

解
消

、
迅

速
な

災
害

対
応

等
を

目
指

し
た

研
究

開
発

を
推

進
し

て
い

る
。

・
少

子
高

齢
化

に
よ

り
人

手
不

足
が

進
む

日
本

に
お

い
て

、
AI

を
活

用
し

た
避

難
支

援
、

人
手

不
足

解
消

、
迅

速
な

災
害

対
応

に
向

け
た

研
究

開
発

が
進

む
こ

と
に

よ
っ

て
、

南
海

ト
ラ

フ
地

震
等

の
巨

大
地

震
、

気
象

災
害

に
よ

る
風

水
害

に
よ

る
被

害
を

軽
減

す
る

効
果

が
期

待
さ

れ
る

。

3.
1.

 A
I
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SI
Pで

は
、

災
害

時
に

SN
S上

で
AI

が
人

間
に

変
わ

っ
て

被
災

者
と

対
話

す
る

こ
と

で
、

国
民

1人
ひ

と
り

に
避

難
な

ど
の

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

他
に

も
、

被
災

者
等

か
ら

被
災

状
況

を
AI

で
収

集
・

分
析

す
る

防
災

チ
ャ

ッ
ト

ポ
ッ

ト
、

災
害

時
に

AI
が

人
間

に
代

わ
っ

て
自

動
的

に
衛

星
デ

ー
タ

を
解

析
し

て
被

災
範

囲
を

判
読

す
る

シ
ス

テ
ム

、
AI

を
活

用
し

て
市

町
村

長
の

避
難

指
示

や
避

難
勧

告
の

発
令

の
判

断
に

必
要

な
デ

ー
タ

を
自

動
的

で
迅

速
に

抽
出

し
て

、
地

区
単

位
で

リ
ス

ク
指

標
を

表
示

す
る

シ
ス

テ
ム

な
ど

を
開

発
し

て
い

ま
す

。

台
風

に
よ

る
高

潮
、

河
川

水
位

、
氾

濫
エ

リ
ア

を
予

測
す

る
シ

ス
テ

ム
、

線
状

降
水

帯
の

観
測

や
予

測
シ

ス
テ

ム
な

ど
の

開
発

も
行

っ
て

い
ま

す
。

58

●
AI

技
術

防
災

・
減

災
へ

の
活

用

3.
1.

 A
I

So
ci

et
y

5.
0と

は
、

サ
イ

バ
ー

空
間

と
フ

ィ
ジ

カ
ル

空
間

を
高

度
に

融
合

さ
せ

た
シ

ス
テ

ム
で

す
。

So
ci

et
yは

五
段

階
と

な
っ

て
お

り
、

1.
0は

狩
猟

社
会

、
2.

0は
農

耕
社

会
、

3.
0は

工
業

社
会

、
4.

0は
情

報
社

会
と

な
っ

て
お

り
、

人
類

社
会

に
お

け
る

新
し

い
形

と
言

え
ま

す
。

So
ci

et
y5

.0
で

は
、

4.
0の

情
報

社
会

で
課

題
と

な
っ

た
情

報
や

知
識

の
共

有
が

十
分

に
で

き
ず

に
他

の
分

野
と

の
連

携
が

う
ま

く
い

か
な

い
と

い
う

課
題

を
解

決
す

る
べ

く
、

超
ス

マ
ー

ト
社

会
と

し
て

提
唱

さ
れ

ま
し

た
。

So
ci

et
y5

.0
の

新
た

な
防

災
の

形
と

し
て

AI
を

使
っ

た
防

災
対

策
が

あ
り

ま
す

。
ビ

ッ
ク

デ
ー

タ
と

AI
を

融
合

す
る

こ
と

で
、

個
人

の
ス

マ
ホ

な
ど

に
1人

1人
に

適
し

た
防

災
情

報
が

提
供

さ
れ

、
安

全
に

避
難

所
ま

で
移

動
す

る
こ

と
や

被
災

者
の

早
急

な
発

見
、

被
災

し
た

建
物

か
ら

の
迅

速
な

救
助

な
ど

が
実

現
で

き
ま

す
。

59

●
So

ci
et

y
5.

0へ
の

AI
活

用

・
So

ci
et

y
5.

0と
は

、
サ

イ
バ

ー
空

間
と

フ
ィ

ジ
カ

ル
空

間
を

高
度

に
融

合
さ

せ
た

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
、

経
済

発
展

と
社

会
課

題
の

解
決

を
両

立
す

る
人

間
中

心
の

社
会

の
こ

と
。

内
閣

府
の

第
五

期
科

学
技

術
基

本
計

画
で

定
義

さ
れ

て
い

る
。

・
AI

技
術

を
用

い
る

こ
と

に
よ

っ
て

個
人

へ
の

避
難

情
報

の
提

供
や

迅
速

な
救

助
な

ど
が

可
能

に
な

る
。

So
ci

et
y

5.
0の

発
展

に
も

AI
は

欠
か

せ
な

い
技

術
で

あ
る

。

3.
1.

 A
I
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D
IS

AA
N

Aと
は

、
今

現
在

の
Tw

itt
er

へ
の

投
稿

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

分
析

し
、

エ
リ

ア
を

指
定

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

そ
こ

で
発

生
し

て
い

る
災

害
に

関
す

る
問

題
や

ト
ラ

ブ
ル

を
自

動
的

に
抽

出
す

る
シ

ス
テ

ム
で

す
。

例
え

ば
、

「
大

雨
が

降
っ

て
い

る
の

は
ど

こ
」

と
い

う
質

問
の

回
答

候
補

を
Tw

itt
er

の
投

稿
か

ら
抽

出
し

、
リ

ス
ト

形
式

や
地

図
形

式
で

表
示

で
き

る
と

い
う

も
の

で
す

。

ツ
イ

ー
ト

か
ら

5秒
で

分
析

結
果

を
提

供
し

て
い

ま
す

。
デ

マ
情

報
に

対
処

す
る

た
め

に
、

情
報

の
信

憑
性

を
判

断
す

る
た

め
に

矛
盾

す
る

内
容

の
ツ

イ
ー

ト
も

同
時

に
検

索
し

ま
す

。
例

え
ば

、
「

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

燃
焼

に
よ

っ
て

雨
が

酸
性

雨
に

な
り

ま
す

」
と

い
う

内
容

の
ツ

イ
ー

ト
と

「
石

油
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
燃

焼
で

雨
が

降
る

の
は

デ
マ

で
す

」
を

同
時

に
抽

出
し

、
回

答
候

補
の

酸
性

雨
と

い
う

カ
テ

ゴ
リ

ー
に

「
矛

盾
あ

り
」

と
い

う
マ

ー
ク

を
追

加
し

ま
す

。

60

●
AI

防
災

の
事

例
「

D
IS

AA
N

A」

・
D

IS
AA

N
Aと

は
、

Tw
itt

er
上

の
災

害
関

連
情

報
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
深

く
分

析
・

整
理

し
て

、
状

況
把

握
や

判
断

を
支

援
し

、
救

援
や

避
難

の
支

援
を

行
う

質
問

応
答

シ
ス

テ
ム

。

・
ツ

イ
ー

ト
か

ら
5秒

で
分

析
結

果
を

提
供

し
て

い
る

。

・
矛

盾
す

る
情

報
を

同
時

に
検

索
し

提
供

す
る

こ
と

で
、

情
報

の
信

憑
性

が
判

断
で

き
る

。

3.
1.

 A
I

D
-S

U
M

M
は

、
Tw

itt
er

上
の

災
害

関
連

情
報

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

分
析

し
、

自
治

体
ご

と
に

整
理

し
て

一
目

で
状

況
把

握
や

判
断

を
可

能
と

し
て

い
る

救
援

・
避

難
の

支
援

を
行

う
シ

ス
テ

ム
で

す
。

D
-S

U
M

M
は

災
害

発
生

直
後

に
お

い
て

自
治

体
の

情
報

収
集

が
困

難
な

状
況

下
に

お
い

て
リ

ア
ル

タ
イ

ム
な

情
報

を
得

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

初
動

の
判

断
や

状
況

把
握

に
役

立
ち

ま
す

。

D
IS

AA
N

Aは
調

べ
た

い
こ

と
が

は
っ

き
り

し
て

い
る

と
き

に
役

立
つ

シ
ス

テ
ム

、
D

-S
U

M
M

は
何

が
起

こ
っ

て
い

る
の

か
分

か
ら

な
い

と
き

に
役

立
つ

シ
ス

テ
ム

で
す

。
20

17
年

7月
上

旬
に

発
生

し
た

九
州

北
部

豪
雨

に
お

い
て

は
D

IS
AA

N
Aや

D
-S

U
M

M
を

使
っ

て
実

際
に

情
報

収
集

を
行

っ
て

い
ま

す
。

61

●
AI

防
災

の
事

例
「

D
-S

U
M

M
」

・
D

-S
U

M
M

と
は

、
人

工
知

能
を

用
い

て
指

定
さ

れ
た

エ
リ

ア
及

び
時

間
の

条
件

を
も

と
に

、
Tw

itt
er

情
報

か
ら

自
動

的
に

災
害

関
連

情
報

を
抽

出
し

て
機

械
的

に
要

約
を

作
成

す
る

シ
ス

テ
ム

。

・
D

-S
U

M
M

の
要

約
結

果
は

、
エ

リ
ア

毎
・

カ
テ

ゴ
リ

毎
・

時
系

列
・

地
図

表
示

の
4種

類
あ

る
。

・
情

報
収

集
が

困
難

な
発

災
直

後
で

も
被

害
状

況
概

要
の

把
握

を
可

能
に

し
て

い
る

。

3.
1.

 A
I

272



SO
CD

Aは
、

ウ
ェ

ザ
ー

ニ
ュ

ー
ズ

、
LI

N
E、

防
災

科
学

技
術

研
究

所
、

情
報

通
信

研
究

機
構

な
ど

が
協

力
し

て
開

発
し

た
防

災
チ

ャ
ッ

ト
ポ

ッ
ト

で
す

。

AI
を

備
え

た
防

災
チ

ャ
ッ

ト
ポ

ッ
ト

が
人

の
代

わ
り

に
被

災
者

と
自

動
的

に
ラ

イ
ン

で
対

話
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

被
災

地
の

情
報

収
集

や
分

析
、

避
難

支
援

な
ど

が
で

き
る

シ
ス

テ
ム

に
な

り
ま

す
。

画
像

は
伊

丹
市

の
避

難
行

動
要

支
援

者
の

新
た

な
安

否
確

認
の

取
り

組
み

と
し

て
、

SO
CD

Aを
使

っ
た

方
法

を
紹

介
し

て
い

る
も

の
で

す
。

伊
丹

市
が

運
用

し
て

い
る

公
式

ラ
イ

ン
の

「
伊

丹
市

防
災

」
は

SO
CD

Aが
使

わ
れ

て
い

ま
す

。
一

人
一

人
に

あ
っ

た
円

滑
な

避
難

を
実

現
す

る
た

め
に

、
事

前
登

録
し

た
避

難
者

の
位

置
情

報
等

を
も

と
に

、
チ

ャ
ッ

ト
ポ

ッ
ト

が
状

況
に

応
じ

た
避

難
誘

導
を

行
い

ま
す

。
SO

CD
Aを

導
入

す
る

自
治

体
は

全
国

的
に

増
え

て
い

ま
す

。

62

●
AI

防
災

の
事

例
「

SO
CD

A」

・
SO

CD
Aと

は
、

株
式

会
社

ウ
ェ

ザ
ー

ニ
ュ

ー
ズ

・
株

式
会

社
LI

N
E・

国
立

研
究

開
発

法
人

防
災

科
学

技
術

研
究

所
・

国
立

研
究

開
発

法
人

情
報

通
信

研
究

機
構

が
協

力
し

て
開

発
し

た
防

災
チ

ャ
ッ

ト
ポ

ッ
ト

の
名

称
。

・
SO

CD
Aは

、
AI

を
備

え
た

防
災

チ
ャ

ッ
ト

ポ
ッ

ト
が

人
の

代
わ

り
に

大
勢

の
被

災
者

と
自

動
的

に
LI

N
Eで

対
話

を
し

て
、

被
災

地
の

情
報

収
集

や
分

析
、

避
難

、
支

援
な

ど
を

行
う

シ
ス

テ
ム

。
避

難
所

の
状

況
や

一
人

一
人

の
被

災
者

の
健

康
状

況
を

把
握

し
、

適
切

な
避

難
行

動
を

支
援

す
る

。
導

入
自

治
体

も
増

え
て

い
る

。

3.
1.

 A
I

ド
ロ

ー
ン

は
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
な

ど
よ

り
も

準
備

や
コ

ス
ト

が
か

か
ら

な
い

こ
と

や
、

広
い

場
所

を
必

要
と

し
な

い
こ

と
も

あ
っ

て
災

害
時

の
迅

速
な

被
害

確
認

や
情

報
収

集
な

ど
に

貢
献

し
て

い
ま

す
。

災
害

発
生

時
の

被
災

者
の

発
見

や
救

助
な

ど
の

効
果

も
期

待
さ

れ
て

い
ま

す
。

AI
を

搭
載

し
た

ド
ロ

ー
ン

も
増

え
て

お
り

、
N

TT
デ

ー
タ

が
提

供
し

て
い

る
災

害
時

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
自

動
化

ド
ロ

ー
ン

も
そ

の
1つ

で
す

。
自

立
飛

行
ド

ロ
ー

ン
で

自
動

的
に

映
像

情
報

収
集

を
行

い
、

物
資

搬
送

な
ど

も
可

能
で

す
。

AI
を

搭
載

し
た

ド
ロ

ー
ン

を
災

害
対

策
に

利
用

す
る

メ
リ

ッ
ト

は
二

次
災

害
が

予
想

さ
れ

る
被

災
地

の
調

査
や

救
助

が
円

滑
に

行
え

る
こ

と
で

す
。

避
難

道
路

や
構

造
物

な
ど

の
被

災
状

況
を

迅
速

に
網

羅
的

に
把

握
す

る
こ

と
に

よ
り

、
行

政
機

関
や

イ
ン

フ
ラ

事
業

者
な

ど
の

災
害

対
応

業
務

に
も

貢
献

し
ま

す
。

63

●
AI

搭
載

の
ド

ロ
ー

ン
活

用

・
ド

ロ
ー

ン
は

、
災

害
発

生
時

に
お

い
て

被
害

確
認

・
被

災
者

の
発

見
・

被
災

者
の

救
助

な
ど

の
効

果
が

期
待

さ
れ

て
お

り
、

実
際

に
ド

ロ
ー

ン
が

使
わ

れ
て

い
る

事
例

も
あ

る
。

・
AI

搭
載

の
ド

ロ
ー

ン
も

増
え

て
お

り
、

N
TT

デ
ー

タ
で

は
災

害
時

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
自

動
化

ド
ロ

ー
ン

の
展

開
を

行
っ

て
い

る
。

自
立

飛
行

ド
ロ

ー
ン

に
よ

る
映

像
情

報
収

集
シ

ス
テ

ム
を

搭
載

し
、

AI
に

よ
る

映
像

解
析

、
ド

ロ
ー

ン
に

よ
る

物
資

搬
送

な
ど

も
可

能
。

・
AI

搭
載

の
ド

ロ
ー

ン
で

は
、

災
害

発
生

時
に

避
難

道
路

や
構

造
物

な
ど

の
被

災
状

況
を

迅
速

か
つ

網
羅

的
に

把
握

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

行
政

機
関

や
イ

ン
フ

ラ
事

業
者

な
ど

の
災

害
対

応
業

務
に

貢
献

す
る

。

3.
1.
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Io
Tと

は
あ

ら
ゆ

る
モ

ノ
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

接
続

す
る

技
術

で
す

。

Io
Tの

モ
ノ

に
あ

た
る

デ
バ

イ
ス

を
は

じ
め

、
モ

ノ
の

動
き

検
知

す
る

セ
ン

サ
ー

、
モ

ノ
同

士
の

情
報

を
伝

達
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

モ
ノ

の
情

報
を

収
集

す
る

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
4つ

の
要

素
で

成
り

立
っ

て
い

ま
す

。

モ
ノ

と
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

が
つ

な
が

る
こ

と
で

、
さ

ま
ざ

ま
な

モ
ノ

・
機

械
・

人
の

デ
ー

タ
を

抽
出

し
て

新
し

い
価

値
を

作
り

だ
し

ま
す

。
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

に
は

欠
か

せ
な

い
シ

ス
テ

ム
で

あ
り

、
防

災
分

野
に

お
い

て
も

Io
Tの

活
用

が
推

進
さ

れ
て

い
ま

す
。

64

●
Io

Tの
概

要

・
Io

Tと
は

、
モ

ノ
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

こ
と

。
セ

ン
サ

ー
機

器
、

駆
動

装
置

、
住

宅
、

建
物

、
電

子
機

器
な

ど
が

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

介
し

て
サ

ー
バ

ー
や

ク
ラ

ウ
ド

に
接

続
さ

れ
て

相
互

に
情

報
交

換
す

る
仕

組
み

。

・
Io

Tは
、

デ
バ

イ
ス

・
セ

ン
サ

ー
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

4つ
の

要
素

で
成

り
立

っ
て

い
る

。

・
モ

ノ
と

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
が

つ
な

が
る

こ
と

で
、

さ
ま

ざ
ま

な
モ

ノ
・

機
械

・
人

の
デ

ー
タ

を
抽

出
し

て
新

し
い

価
値

を
創

造
す

る
。

・
Io

Tの
普

及
に

よ
っ

て
、

遠
隔

地
に

あ
る

モ
ノ

の
状

態
や

動
き

の
把

握
、

モ
ノ

同
士

の
通

信
が

可
能

に
な

る
。

防
災

分
野

に
お

い
て

も
Io

Tの
活

用
が

推
進

さ
れ

て
い

る
。

3.
2.

 Io
T

総
務

省
の

地
域

Io
T実

装
推

進
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

お
い

て
、

Io
Tを

推
進

す
る

分
野

と
し

て
防

災
が

入
っ

て
い

ま
す

。
東

日
本

大
震

災
の

経
験

を
踏

ま
え

、
複

数
の

伝
達

手
段

を
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
っ

て
災

害
時

に
必

要
と

な
る

情
報

が
住

民
に

迅
速

か
つ

確
実

に
届

く
環

境
を

整
備

す
る

こ
と

が
必

要
と

明
記

さ
れ

て
い

ま
す

。

防
災

に
Io

Tを
取

り
入

れ
る

こ
と

に
よ

っ
て

住
民

が
災

害
関

連
情

報
を

わ
か

り
や

す
く

、
迅

速
か

つ
正

確
に

受
け

取
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

迅
速

な
避

難
な

ど
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

地
域

Io
T実

装
推

進
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
で

は
、

Lア
ラ

ー
ト

と
G

空
間

防
災

シ
ス

テ
ム

の
普

及
を

重
点

課
題

と
し

て
い

ま
し

た
。

65

●
lo

tと
防

災
へ

の
活

用

・
総

務
省

の
「

地
域

Io
T実

装
推

進
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
」

で
は

、
地

域
の

生
活

に
身

近
な

分
野

と
し

て
防

災
が

入
っ

て
い

る
。

東
日

本
大

震
災

等
の

経
験

を
踏

ま
え

、
複

数
の

伝
達

手
段

の
組

み
合

わ
せ

に
よ

っ
て

、
災

害
時

に
必

要
と

な
る

情
報

が
住

民
に

迅
速

か
つ

確
実

に
届

く
環

境
を

整
備

す
る

こ
と

が
必

要
と

明
記

さ
れ

て
い

る
。

・
防

災
に

Io
Tを

取
り

入
れ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

地
域

住
民

一
人

ひ
と

り
が

、
災

害
関

連
情

報
を

わ
か

り
や

す
く

、
迅

速
か

つ
確

実
に

受
け

取
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

こ
れ

に
よ

っ
て

地
域

防
災

力
が

高
ま

り
、

地
域

住
民

の
安

心
・

安
全

の
確

保
に

つ
な

げ
る

。

・
防

災
の

Io
T活

用
の

取
組

と
し

て
、

Lア
ラ

ー
ト

と
G

空
間

防
災

シ
ス

テ
ム

な
ど

が
あ

る
。

3.
2.
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Lア
ラ

ー
ト

は
、

自
治

体
な

ど
が

住
民

に
対

し
て

避
難

情
報

や
災

害
情

報
を

正
確

に
迅

速
に

伝
え

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
シ

ス
テ

ム
で

す
。

災
害

関
連

情
報

を
地

図
化

し
、

そ
の

情
報

を
Ｌ

ア
ラ

ー
ト

を
介

し
て

提
供

す
る

こ
と

で
、

そ
の

地
域

に
詳

し
く

な
い

者
で

あ
っ

て
も

、
避

難
情

報
の

発
令

地
区

等
を

容
易

に
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

仕
組

み
と

し
て

は
、

自
治

体
、

都
道

府
県

、
中

央
省

庁
、

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

等
の

情
報

を
Lア

ラ
ー

ト
が

集
約

し
、

テ
レ

ビ
事

業
者

、
ラ

ジ
オ

事
業

者
、

ネ
ッ

ト
事

業
者

、
携

帯
電

話
事

業
者

な
ど

に
情

報
を

伝
え

、
テ

レ
ビ

、
ラ

ジ
オ

、
ネ

ッ
ト

、
ス

マ
ホ

な
ど

を
通

じ
て

住
民

に
ス

ム
ー

ズ
な

情
報

提
供

を
行

い
ま

す
。

平
成

31
年

に
は

全
都

道
府

県
に

よ
る

運
用

が
実

現
し

て
い

ま
す

。

66

●
Lア

ラ
ー

ト
の

概
要

・
自

治
体

等
が

避
難

情
報

や
災

害
関

連
情

報
を

放
送

局
等

の
多

様
な

メ
デ

ィ
ア

に
対

し
て

迅
速

か
つ

効
率

的
に

伝
達

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

共
通

基
盤

。

・
情

報
発

信
者

の
負

担
軽

減
、

情
報

伝
達

の
効

率
化

、
地

域
住

民
の

確
実

・
迅

速
な

情
報

入
手

に
寄

与
。

・
平

成
31

年
4月

に
は

、
全

都
道

府
県

に
よ

る
運

用
が

実
現

し
た

。

3.
2.

 Io
T

Ｇ
空

間
防

災
シ

ス
テ

ム
は

地
震

や
津

波
な

ど
の

の
広

域
災

害
や

緊
急

性
を

要
す

る
大

規
模

災
害

に
対

し
、

地
理

空
間

情
報

と
IC

Tを
連

携
さ

せ
て

構
築

す
る

防
災

シ
ス

テ
ム

の
名

称
で

す
。

防
災

対
応

力
を

強
化

し
、

被
害

の
縮

小
と

復
興

・
復

旧
ま

で
の

経
済

的
・

時
間

的
ロ

ス
の

最
小

限
化

を
実

現
し

て
い

ま
す

。

基
盤

地
図

情
報

・
航

空
写

真
・

都
市

計
画

図
な

ど
の

地
図

デ
ー

タ
や

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
・

地
質

情
報

・
各

種
統

計
デ

ー
タ

な
ど

の
静

的
デ

ー
タ

、
気

象
情

報
・

プ
ロ

ー
ブ

情
報

・
セ

ン
サ

ー
情

報
な

ど
の

情
報

を
IC

Tと
連

携
さ

せ
て

自
由

に
利

活
用

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

67

●
Ｇ

空
間

防
災

シ
ス

テ
ム

の
概

要

・
広

域
災

害
や

緊
急

性
を

要
す

る
大

規
模

災
害

に
対

し
て

、
Ｇ

空
間

情
報

（
地

理
空

間
情

報
）

と
IC

Tを
連

携
さ

せ
て

構
築

す
る

防
災

シ
ス

テ
ム

。

・
Ｇ

空
間

防
災

シ
ス

テ
ム

の
活

用
に

よ
る

地
域

連
携

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

災
害

に
対

す
る

予
測

力
、

予
防

力
、

対
応

力
を

強
化

す
る

。
被

害
の

縮
小

、
復

興
、

復
旧

ま
で

の
経

済
的

・
時

間
的

ロ
ス

の
最

小
限

化
を

実
現

。

3.
2.

 Io
T
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Lア
ラ

ー
ト

と
G

空
間

防
災

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
取

組
と

し
て

、
徳

島
県

の
災

害
時

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

が
あ

り
ま

す
。

県
、

市
町

村
、

警
察

、
消

防
、

自
衛

隊
、

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

事
業

者
、

病
院

、
福

祉
施

設
な

ど
計

14
0機

関
以

上
が

参
加

し
、

人
的

被
害

や
建

物
被

害
な

ど
に

加
え

、
被

害
が

発
生

し
て

い
る

位
置

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
被

害
が

集
中

し
て

い
る

地
域

に
支

援
を

優
先

す
る

な
ど

の
判

断
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

。

土
地

勘
の

な
い

他
地

域
か

ら
の

支
援

職
員

な
ど

の
現

地
で

の
活

動
に

有
用

で
す

。
全

県
的

な
情

報
共

有
基

盤
と

し
て

改
良

を
重

ね
て

い
ま

す
。

68

●
Lア

ラ
ー

ト
と

Ｇ
空

間
防

災
シ

ス
テ

ム
を

使
っ

た
自

治
体

の
取

組

・
Lア

ラ
ー

ト
と

G
空

間
防

災
シ

ス
テ

ム
が

活
用

さ
れ

て
い

る
事

例
と

し
て

、
徳

島
県

の
災

害
時

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
。

・
県

庁
＋

14
0機

関
が

参
加

し
、

地
域

SN
Sを

介
し

た
住

民
参

加
型

の
災

害
状

況
把

握
体

制
の

構
築

や
気

象
レ

ー
ダ

ー
か

ら
の

ビ
ッ

ク
デ

ー
タ

等
を

活
用

し
た

降
雨

予
測

な
ど

に
よ

る
災

害
発

生
の

事
前

予
測

や
分

析
体

制
の

構
築

を
行

っ
た

。

・
人

的
被

害
や

建
物

被
害

な
ど

に
加

え
、

被
害

が
発

生
し

て
い

る
位

置
情

報
を

共
有

す
る

こ
と

に
よ

り
、

被
害

が
集

中
し

て
い

る
地

域
に

支
援

を
優

先
す

る
な

ど
の

判
断

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
土

地
勘

の
な

い
他

地
域

か
ら

の
支

援
職

員
な

ど
の

現
地

で
の

活
動

に
有

用
。

3.
2.

 Io
T

防
災

へ
の

Io
T活

用
の

取
組

に
、

「
人

吉
市

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

防
災

ア
ラ

ー
ト

シ
ス

テ
ム

」
が

あ
り

ま
す

。
こ

れ
は

川
の

水
位

に
よ

っ
て

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

の
色

が
変

わ
る

と
い

う
仕

組
み

で
、

球
磨

川
の

氾
濫

危
険

度
を

照
明

色
の

変
化

に
よ

っ
て

視
覚

的
に

危
険

度
を

知
ら

せ
ま

す
。

通
常

時
は

落
ち

着
い

た
電

色
系

の
色

を
し

て
い

る
た

め
、

防
犯

や
観

光
資

源
と

し
て

も
利

用
で

き
ま

す
。

人
吉

市
は

「
令

和
2年

7月
豪

雨
」

の
際

に
球

磨
川

が
氾

濫
し

て
甚

大
な

被
害

を
受

け
た

地
域

で
す

。
当

時
は

防
災

無
線

が
雨

音
に

よ
っ

て
聞

こ
え

な
い

な
ど

の
問

題
が

発
生

し
、

ア
ラ

ー
ト

の
役

割
が

十
分

に
果

た
せ

て
い

な
い

実
態

が
浮

き
彫

り
に

な
り

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

な
問

題
を

解
決

す
る

た
め

に
、

視
覚

的
に

伝
え

ら
れ

る
「

人
吉

市
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
防

災
ア

ラ
ー

ト
シ

ス
テ

ム
」

の
開

発
に

至
っ

た
経

緯
が

あ
り

ま
す

。

69

●
災

害
経

験
を

活
か

し
た

Io
T活

用

・
熊

本
県

人
吉

市
で

は
、

人
吉

市
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
防

災
ア

ラ
ー

ト
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、

球
磨

川
の

水
位

セ
ン

サ
ー

と
連

動
し

橋
を

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

す
る

取
組

を
行

っ
て

い
る

。

・
水

位
に

よ
っ

て
ラ

イ
ト

の
色

が
変

わ
る

仕
組

み
で

、
平

常
時

は
あ

た
た

か
い

電
色

系
の

色
を

し
て

い
る

た
め

、
観

光
客

が
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
を

楽
し

め
る

仕
組

み
に

な
っ

て
い

る
。

Io
Tと

防
災

と
観

光
を

融
合

さ
せ

た
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

。

3.
2.
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T
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リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
は

物
を

調
べ

ず
に

調
べ

る
技

術
で

す
。

人
工

衛
星

や
航

空
機

な
ど

に
搭

載
し

た
セ

ン
サ

な
ど

を
使

い
、

地
球

上
の

海
、

森
、

都
市

、
雲

な
ど

の
状

況
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
把

握
す

る
こ

と
や

研
究

、
監

視
な

ど
に

応
用

し
て

い
ま

す
。

環
境

観
測

の
た

め
の

重
要

な
手

段
で

あ
り

、
植

物
分

布
の

把
握

や
地

表
面

形
状

の
観

測
、

水
域

の
水

質
や

水
温

、
気

象
状

況
の

観
測

な
ど

幅
広

く
応

用
さ

れ
て

い
ま

す
。

防
災

の
分

野
に

も
幅

広
く

応
用

さ
れ

て
お

り
、

対
象

物
に

近
づ

く
必

要
が

な
い

た
め

、
危

険
を

冒
す

こ
と

な
く

災
害

の
調

査
が

で
き

る
メ

リ
ッ

ト
も

あ
り

ま
す

。

70

●
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

の
概

要

・
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

と
は

、
対

象
物

に
触

わ
る

こ
と

な
く

離
れ

た
と

こ
ろ

か
ら

物
体

の
形

状
や

動
き

、
性

質
な

ど
を

観
測

す
る

技
術

の
こ

と
。

・
人

工
衛

星
や

航
空

機
な

ど
に

搭
載

し
た

セ
ン

サ
ー

を
用

い
て

行
う

。
地

表
・

水
面

・
大

気
中

の
物

質
に

よ
る

熱
放

射
や

太
陽

光
の

反
射

波
を

観
測

し
、

物
体

ご
と

の
電

磁
波

の
反

射
や

放
射

特
性

を
利

用
す

る
。

・
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

は
、

植
物

分
布

の
把

握
や

地
表

面
形

状
の

観
測

、
水

域
の

水
質

や
水

温
、

気
象

状
況

の
観

測
な

ど
幅

広
い

分
野

で
応

用
さ

れ
て

い
る

。

3.
3.

 リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ

リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
の

技
術

は
気

象
分

野
で

昔
か

ら
広

く
使

わ
れ

て
い

る
技

術
で

す
。

気
象

衛
星

ひ
ま

わ
り

で
雲

の
様

子
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
監

視
し

、
気

象
レ

ー
ダ

ー
で

雨
雲

や
雪

雲
な

ど
を

識
別

し
ま

す
。

気
象

レ
ー

ダ
ー

は
発

射
し

た
マ

イ
ク

ロ
波

が
戻

っ
て

く
る

ま
で

の
時

間
か

ら
雨

や
雪

ま
で

の
距

離
を

測
り

、
戻

っ
て

き
た

マ
イ

ク
ロ

波
の

強
さ

か
ら

雨
雲

や
雪

雲
の

強
さ

を
判

別
し

て
い

ま
す

。

ウ
ィ

ン
ド

プ
ロ

フ
ァ

イ
ラ

は
地

表
か

ら
上

空
に

向
け

て
電

波
を

発
射

し
、

大
気

中
の

風
の

乱
れ

な
ど

に
よ

っ
て

散
乱

さ
れ

る
電

波
を

受
信

・
受

理
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
風

向
や

風
速

な
ど

を
測

定
し

て
い

ま
す

。

71

●
気

象
観

測
に

は
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

の
技

術
が

広
く

応
用

さ
れ

て
い

る

・
気

象
レ

ー
ダ

ー
：

ア
ン

テ
ナ

を
回

転
さ

せ
な

が
ら

マ
イ

ク
ロ

波
を

発
射

し
、

半
径

数
百

km
の

広
範

囲
の

雨
や

雪
を

観
測

す
る

。

・
ウ

ィ
ン

ド
プ

ロ
フ

ァ
イ

ラ
：

地
上

か
ら

上
空

に
向

け
て

電
波

を
発

射
し

、
大

気
中

の
風

の
乱

れ
に

よ
っ

て
散

乱
さ

れ
る

電
波

を
受

信
・

受
理

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

風
向

や
風

速
を

測
定

す
る

。

・
気

象
衛

星
：

静
止

気
象

衛
星

ひ
ま

わ
り

を
用

い
て

宇
宙

か
ら

雲
の

観
測

な
ど

を
行

っ
て

い
る

。
地

球
の

自
転

と
同

じ
周

期
で

地
球

の
周

り
を

回
っ

て
い

る
た

め
、

地
球

上
の

同
じ

範
囲

を
宇

宙
か

ら
観

測
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

3.
3.

 リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
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リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
は

海
水

温
の

監
視

も
可

能
で

す
。

実
際

に
異

常
気

象
の

原
因

に
も

な
る

エ
ル

ニ
ー

ニ
ョ

現
象

や
ラ

ニ
ー

ニ
ャ

現
象

の
発

生
も

リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
を

用
い

て
監

視
し

て
い

ま
す

。

エ
ル

ニ
ー

ニ
ョ

現
象

と
は

太
平

洋
赤

道
域

の
日

付
変

更
線

付
近

か
ら

南
米

沿
岸

に
か

け
て

海
面

水
温

が
平

年
よ

り
高

く
な

る
現

象
、

ラ
ニ

ー
ニ

ャ
現

象
と

は
同

じ
海

域
で

海
面

水
温

が
平

年
よ

り
低

い
状

態
が

続
く

現
象

で
す

。

日
本

外
の

海
水

温
度

の
監

視
も

衛
星

を
使

う
こ

と
に

よ
っ

て
可

能
に

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
に

世
界

規
模

の
気

象
状

況
の

小
さ

な
変

化
も

、
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

で
見

つ
け

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

72

●
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

に
よ

る
エ

ル
ニ

ー
ニ

ョ
現

象
・

ラ
ニ

ー
ニ

ャ
現

象
の

監
視

・
エ

ル
ニ

ー
ニ

ョ
現

象
と

は
、

太
平

洋
赤

道
域

の
日

付
変

更
線

付
近

か
ら

南
米

沿
岸

に
か

け
て

海
面

水
温

が
平

年
よ

り
高

く
な

る
現

象
。

ラ
ニ

ー
ニ

ャ
現

象
と

は
、

同
じ

海
域

で
海

面
水

温
が

平
年

よ
り

低
い

状
態

が
続

く
現

象
。

異
常

気
象

の
発

生
原

因
の

1つ
と

さ
れ

て
い

る
。

・
エ

ル
ニ

ー
ニ

ョ
現

象
や

ラ
ニ

ー
ニ

ャ
現

象
と

日
本

の
気

象
に

は
深

い
関

係
が

あ
る

。
エ

ル
ニ

ー
ニ

ョ
現

象
が

発
生

す
る

と
暖

冬
で

夏
は

天
候

不
順

が
起

こ
り

や
す

く
、

ラ
ニ

ー
ニ

ャ
現

象
が

発
生

す
る

と
厳

冬
で

夏
は

晴
れ

て
暑

い
日

が
増

え
る

特
徴

が
あ

る
。

・
エ

ル
ニ

ー
ニ

ョ
現

象
や

ラ
ニ

ー
ニ

ャ
現

象
は

、
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

に
よ

っ
て

収
集

さ
れ

る
海

水
温

デ
ー

タ
で

判
断

さ
れ

る
。

人
の

力
だ

け
で

は
難

し
い

日
々

の
海

水
温

の
変

化
を

リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
を

使
っ

て
実

現
し

て
い

る
。

3.
3.

 リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ

リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
は

土
砂

災
害

の
防

災
に

も
活

用
さ

れ
て

い
ま

す
。

土
砂

災
害

の
防

災
で

期
待

さ
れ

る
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

の
役

割
は

、
衛

星
や

セ
ン

サ
ー

に
よ

る
長

期
的

な
流

域
監

視
と

災
害

発
生

時
の

被
災

状
況

の
2つ

で
す

。

ま
た

、
一

般
財

団
法

人
リ

モ
ー

ト
・

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
セ

ン
タ

ー
が

提
供

し
て

い
る

「
衛

星
画

像
を

使
っ

た
地

滑
り

地
域

の
自

動
抽

出
」

に
お

い
て

は
、

衛
星

を
活

用
し

て
土

砂
災

害
や

地
す

べ
り

の
両

方
の

災
害

を
迅

速
に

検
出

し
て

二
次

被
害

の
防

止
に

役
立

て
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

衛
星

デ
ー

タ
を

入
手

し
て

か
ら

崩
壊

個
所

を
検

出
す

る
ま

で
の

時
間

は
約

15
分

と
早

く
、

同
時

に
次

に
崩

壊
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
場

所
を

精
度

高
く

検
出

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。
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●
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

の
土

砂
災

害
防

災
へ

の
活

用

・
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

は
、

土
砂

災
害

の
防

災
に

も
活

用
さ

れ
て

い
る

。

・
土

砂
災

害
に

お
け

る
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

で
効

果
が

期
待

で
き

る
の

は
、

長
期

的
な

流
域

監
視

と
災

害
発

生
時

の
被

災
状

況
の

2つ
で

あ
る

。

・
衛

星
画

像
を

使
っ

た
地

滑
り

地
域

の
自

動
抽

出
の

技
術

で
は

、
衛

星
を

活
用

し
て

土
砂

崩
壊

や
地

す
べ

り
の

両
方

の
災

害
を

迅
速

に
検

出
し

て
二

次
被

害
の

防
止

に
役

立
て

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
衛

星
デ

ー
タ

を
入

手
し

て
か

ら
崩

壊
個

所
を

検
出

す
る

ま
で

の
時

間
は

約
15

分
で

、
同

時
に

次
に

崩
壊

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

場
所

を
精

度
高

く
検

出
す

る
こ

と
も

で
き

る
。

3.
3.

 リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
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リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
を

使
っ

た
防

災
事

例
に

高
潮

・
高

波
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

が
あ

り
ま

す
。

高
潮

や
高

波
は

海
底

地
形

の
影

響
に

よ
っ

て
規

模
が

変
わ

る
た

め
、

海
底

地
形

の
把

握
が

課
題

と
し

て
あ

り
ま

し
た

。
特

に
浅

瀬
に

つ
い

て
は

船
に

よ
る

観
測

が
難

し
い

と
い

う
こ

と
も

あ
り

、
高

波
や

高
潮

に
よ

る
浅

瀬
効

果
を

取
り

入
れ

た
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
は

困
難

で
し

た
。

し
か

し
、

衛
星

デ
ー

タ
を

利
用

し
て

浅
瀬

の
水

深
を

測
定

す
る

技
術

の
発

達
に

よ
り

、
海

底
地

形
の

効
果

も
含

め
た

被
害

想
定

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
水

深
推

定
技

術
は

、
精

度
の

高
い

高
潮

・
高

波
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
に

貢
献

し
て

い
ま

す
。

74

●
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

と
高

潮
・

高
波

災
害

へ
の

活
用

・
衛

星
デ

ー
タ

を
利

用
し

た
浅

瀬
の

水
深

推
定

技
術

を
使

っ
て

作
成

さ
れ

た
高

潮
・

高
波

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
が

あ
る

。

・
高

潮
・

高
波

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
は

、
地

球
温

暖
化

に
よ

る
海

面
上

に
伴

う
水

没
の

リ
ス

ク
把

握
や

大
型

台
風

に
お

け
る

大
波

や
高

潮
に

よ
っ

て
浸

水
が

予
想

さ
れ

る
場

所
な

ど
が

分
か

る
。

・
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

を
使

う
こ

と
で

、
船

で
の

測
量

が
難

し
い

浅
瀬

の
海

底
地

形
の

把
握

を
実

現
。

こ
れ

に
よ

り
海

底
地

形
に

よ
っ

て
変

化
す

る
波

の
影

響
も

含
め

た
被

害
想

定
を

算
出

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

3.
3.

 リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ

リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
は

火
山

防
災

に
も

役
立

て
ら

れ
て

い
ま

す
。

衛
星

を
使

う
こ

と
で

、
火

山
地

形
と

地
質

の
構

造
を

は
じ

め
、

噴
火

が
あ

っ
た

際
に

は
火

山
噴

出
物

の
分

布
範

囲
や

噴
煙

の
高

度
や

分
布

、
火

山
灰

や
ガ

ス
の

量
な

ど
も

可
視

化
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

に
よ

っ
て

噴
火

直
後

の
火

山
の

規
模

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

他
に

も
、

変
色

海
域

、
火

口
湖

の
色

、
温

度
、

標
高

、
地

殻
変

動
、

火
山

の
地

表
面

温
度

な
ど

の
デ

ー
タ

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

収
集

で
き

ま
す

。

ま
た

火
山

の
変

化
に

も
い

ち
早

く
気

付
け

る
た

め
、

噴
火

の
予

兆
を

と
ら

え
た

と
き

は
早

め
に

周
知

し
て

避
難

を
呼

び
か

け
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。
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●
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

の
火

山
防

災
へ

の
応

用

・
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

の
技

術
を

使
っ

て
火

山
を

監
視

し
、

以
下

の
よ

う
な

火
山

防
災

に
役

立
て

て
い

る
。

①
火

山
地

形
と

地
質

構
造

。
②

火
山

噴
出

物
の

分
布

範
囲

。
③

噴
煙

の
高

度
・

分
布

，
噴

煙
中

の
火

山
灰

・
火

山
ガ

ス
の

量
。

④
変

色
海

域
・

火
口

湖
の

色
・

温
度

。
⑤

標
高

・
地

殻
変

動
。

⑥
火

山
の

地
表

面
温

度
。

・
衛

星
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

に
よ

る
火

山
観

測
に

お
い

て
は

、
cm

単
位

の
地

殻
変

動
・

熱
異

常
・

変
色

海
域

な
ど

を
広

域
的

・
周

囲
的

・
定

量
的

に
観

測
が

で
き

る
。

火
山

の
変

化
な

ど
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
察

知
し

、
噴

火
の

予
兆

が
あ

る
場

合
は

早
め

に
周

知
し

て
避

難
を

呼
び

か
け

ら
れ

る
。

3.
3.

 リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
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防
災

テ
ッ

ク
ベ

ン
チ

ャ
ー

の
株

式
会

社
Sp

ec
te

eと
一

般
財

団
法

人
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

セ
ン

タ
ー

が
協

力
し

、
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

と
SN

Sを
組

合
わ

せ
た

災
害

監
視

シ
ス

テ
ム

の
開

発
を

行
っ

て
い

ま
す

。

株
式

会
社

Sp
ec

te
eは

SN
Sの

投
稿

か
ら

数
分

で
水

害
発

生
時

の
浸

水
範

囲
を

推
定

し
、

地
図

上
に

可
視

化
す

る
技

術
の

開
発

を
進

め
て

お
り

、
冬

場
に

は
道

路
の

積
雪

や
凍

結
の

状
態

を
自

動
監

視
し

、
自

治
体

や
道

路
管

理
会

社
に

提
供

を
行

っ
て

い
ま

す
。

こ
の

技
術

と
RE

ST
EC

が
持

つ
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

を
融

合
し

、
新

し
い

災
害

監
視

シ
ス

テ
ム

の
開

発
を

進
め

て
い

ま
す

。
衛

星
画

像
を

活
用

し
た

宇
宙

か
ら

の
目

と
SN

Sに
よ

る
地

上
か

ら
の

目
を

か
け

あ
わ

せ
る

と
で

正
確

性
の

高
い

情
報

収
集

の
実

現
が

期
待

さ
れ

ま
す

。

76

●
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

と
SN

Sを
組

合
わ

せ
た

災
害

監
視

シ
ス

テ
ム

・
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

と
SN

Sを
組

合
わ

せ
た

災
害

監
視

シ
ス

テ
ム

に
期

待
が

高
ま

っ
て

い
る

。
シ

ス
テ

ム
の

開
発

は
、

RE
ST

EC
と

株
式

会
社

Sp
ec

te
eに

よ
っ

て
行

わ
れ

て
い

る
。

・
SN

Sの
特

徴
と

し
て

リ
ア

ル
タ

イ
ム

性
が

高
く

、
災

害
発

生
時

に
即

座
に

被
害

範
囲

を
予

測
、

可
視

化
で

き
る

利
点

が
あ

る
一

方
で

、
人

の
少

な
い

山
間

部
や

夜
間

に
つ

い
て

は
SN

Sへ
の

投
稿

が
少

な
く

、
解

析
結

果
に

誤
差

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

・
災

害
監

視
シ

ス
テ

ム
で

は
、

衛
星

画
像

を
活

用
し

た
宇

宙
か

ら
の

目
と

SN
Sに

よ
る

地
上

か
ら

の
目

を
か

け
あ

わ
せ

る
こ

と
で

正
確

性
の

高
い

情
報

収
集

が
実

現
で

き
る

。

3.
3.

 リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ

オ
シ

ン
ト

と
は

、
O

pe
n

So
ur

ce
In

te
lli

ge
nc

e（
オ

ー
プ

ン
・

ソ
ー

ス
・

イ
ン

テ
リ

ジ
ェ

ン
ス

）
の

略
称

で
す

。
報

道
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
、

新
聞

、
書

籍
、

電
話

帳
な

ど
、

一
般

的
に

公
開

さ
れ

て
い

る
情

報
を

集
め

て
分

析
し

、
独

自
の

情
報

を
得

る
こ

と
で

す
。

オ
シ

ン
ト

は
情

報
分

析
や

情
報

収
集

の
分

野
で

注
目

さ
れ

て
い

ま
す

。
細

か
い

デ
ー

タ
を

集
め

る
こ

と
に

よ
っ

て
精

度
の

高
い

情
報

を
得

ら
れ

る
こ

と
や

、
情

報
の

組
み

合
わ

せ
に

よ
っ

て
新

し
い

ア
イ

デ
ア

や
閃

き
に

つ
な

が
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

一
方

で
公

開
さ

れ
て

い
る

情
報

が
フ

ェ
イ

ク
だ

っ
た

場
合

、
オ

シ
ン

ト
の

精
度

も
下

が
る

た
め

、
フ

ァ
ク

ト
チ

ェ
ッ

ク
が

重
要

で
す

。
防

災
ン

分
野

に
お

い
て

も
、

自
治

体
・

企
業

・
個

人
レ

ベ
ル

に
お

い
て

オ
シ

ン
ト

の
強

化
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。

77

●
O

SI
N

Tの
概

要

・
O

SI
N

Tと
は

、
O

pe
n

So
ur

ce
In

te
lli

ge
nc

eの
略

称
で

、
一

般
的

に
公

開
さ

れ
て

い
る

情
報

を
調

べ
て

突
き

合
わ

せ
る

手
法

。

・
O

SI
N

Tに
使

わ
れ

る
公

開
情

報
と

し
て

以
下

の
よ

う
な

も
の

が
あ

る
。

①
報

道
②

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
③

新
聞

④
書

籍
⑤

電
話

帳

・
細

か
い

デ
ー

タ
を

集
め

て
分

析
す

る
だ

け
で

も
精

度
の

高
い

情
報

を
得

ら
れ

る
こ

と
が

あ
る

。
公

開
さ

れ
て

い
る

情
報

自
体

の
信

頼
性

が
重

要
に

な
る

。

・
防

災
分

野
に

お
い

て
も

、
自

治
体

・
企

業
・

個
人

レ
ベ

ル
に

お
い

て
オ

シ
ン

ト
の

強
化

が
重

要
に

な
る

。

3.
4.

 O
SI

N
T

280



O
SI

N
Tの

強
化

で
防

災
力

は
大

幅
に

向
上

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

た
と

え
ば

、
気

象
災

害
は

一
般

公
開

さ
れ

て
い

る
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

・
気

象
情

報
・

自
治

体
の

避
難

情
報

を
集

め
て

分
析

す
る

こ
と

で
被

災
す

る
リ

ス
ク

を
減

ら
す

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
で

地
域

の
災

害
リ

ス
ク

や
避

難
所

を
把

握
し

、
警

報
の

発
令

や
キ

キ
ク

ル
で

危
険

度
レ

ベ
ル

が
3以

上
に

な
っ

た
ら

避
難

準
備

を
は

じ
め

、
自

治
体

が
避

難
指

示
を

出
し

た
ら

即
座

に
避

難
し

ま
す

。
こ

の
行

動
だ

け
で

被
災

リ
ス

ク
は

か
な

り
減

ら
せ

ま
す

一
方

、
課

題
点

と
し

て
あ

る
の

が
、

情
報

が
多

す
ぎ

る
こ

と
で

情
報

収
集

や
分

析
能

力
に

高
い

ス
キ

ル
を

要
す

る
こ

と
で

す
。

た
と

え
ば

、
気

象
情

報
と

避
難

情
報

の
知

識
が

あ
っ

て
も

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
知

識
が

な
け

れ
ば

ど
こ

に
避

難
し

た
ら

い
い

の
か

わ
か

り
ま

せ
ん

。

数
あ

る
情

報
の

中
で

も
重

要
性

の
高

い
情

報
を

集
め

て
分

析
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。

78

●
O

SI
N

Tの
強

化
で

防
災

力
は

飛
躍

的
に

上
が

る

・
防

災
に

関
す

る
情

報
は

数
多

く
あ

る
。

す
べ

て
の

情
報

を
集

め
て

正
し

く
分

析
す

れ
ば

多
く

の
人

が
災

害
か

ら
身

を
守

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
気

象
災

害
で

あ
れ

ば
、

以
下

の
よ

う
な

情
報

だ
け

で
被

災
リ

ス
ク

を
減

ら
せ

る
。

①
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

で
住

ん
で

い
る

地
域

の
災

害
リ

ス
ク

や
避

難
所

を
確

認
す

る
。

②
気

象
情

報
や

キ
キ

ク
ル

の
警

戒
レ

ベ
ル

か
ら

避
難

準
備

を
始

め
る

。
③

自
治

体
の

避
難

情
報

に
基

づ
い

て
避

難
を

行
う

。

・
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

・
気

象
情

報
・

避
難

情
報

は
ネ

ッ
ト

や
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
、

テ
レ

ビ
な

ど
で

一
般

公
開

さ
れ

て
い

る
情

報
で

あ
る

。
上

記
の

情
報

を
集

め
て

活
用

す
る

だ
け

で
も

個
人

レ
ベ

ル
の

防
災

力
は

飛
躍

的
に

上
が

る
。

・
課

題
点

と
し

て
は

、
情

報
の

種
類

が
多

く
情

報
収

集
や

分
析

能
力

に
高

い
ス

キ
ル

を
要

す
る

こ
と

。

3.
4.

 O
SI

N
T

災
害

時
に

は
、

緊
迫

す
る

状
況

下
に

お
い

て
短

い
時

間
で

ど
れ

だ
け

正
し

い
情

報
を

集
め

て
分

析
で

き
る

か
ど

う
か

が
重

要
に

な
り

ま
す

。
情

報
を

集
め

て
分

析
す

る
こ

と
で

二
次

被
害

を
防

げ
る

こ
と

に
も

つ
な

が
り

ま
す

。

図
は

情
報

収
集

に
利

用
し

た
手

段
を

ま
と

め
た

も
の

で
、

熊
本

地
震

と
東

日
本

大
震

災
に

お
け

る
比

較
を

行
っ

て
い

ま
す

。
20

11
年

に
発

生
し

た
東

日
本

大
震

災
に

比
べ

、
20

16
年

に
発

生
し

た
熊

本
地

震
の

方
が

SN
Sで

情
報

収
集

し
て

い
る

人
は

急
増

し
て

い
ま

す
。

SN
Sは

リ
ア

ル
タ

イ
ム

の
情

報
収

集
に

強
み

が
あ

る
一

方
、

デ
マ

が
多

い
な

ど
の

リ
ス

ク
も

あ
り

ま
す

。
信

頼
で

き
る

内
閣

府
や

自
治

体
の

情
報

な
ど

を
SN

Sの
情

報
に

照
ら

し
合

わ
せ

て
情

報
の

信
憑

性
を

判
断

す
る

必
要

性
も

あ
り

ま
す

。

79

●
災

害
時

の
情

報
収

集
手

段

・
災

害
時

に
は

、
短

い
時

間
で

ど
れ

だ
け

正
し

い
情

報
を

集
め

て
分

析
で

き
る

か
ど

う
か

が
重

要
に

な
る

。

・
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

情
報

が
得

や
す

い
の

は
SN

S、
信

頼
性

が
高

い
の

は
内

閣
府

や
自

治
体

が
発

信
す

る
情

報
。

・
熊

本
地

震
で

は
SN

Sを
活

用
す

る
人

が
大

幅
に

増
え

て
い

る
の

が
分

か
る

。
そ

の
一

方
で

デ
マ

も
相

次
ぎ

、
情

報
に

翻
弄

さ
れ

た
被

災
者

も
多

か
っ

た
。

3.
4.

 O
SI

N
T
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O
SI

N
Tの

も
と

に
な

る
災

害
情

報
の

中
で

も
信

頼
性

が
特

に
高

い
の

は
国

や
自

治
体

の
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

で
す

。
自

治
体

に
よ

っ
て

公
開

し
て

い
る

デ
ー

タ
に

は
差

が
あ

る
も

の
の

、
東

京
都

だ
け

で
20

0を
超

え
る

災
害

・
防

災
関

連
の

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
が

公
開

さ
れ

て
い

ま
す

。

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
は

災
害

や
防

災
の

ベ
ー

ス
と

な
る

情
報

が
含

ま
れ

て
い

る
た

め
、

ネ
ッ

ト
や

本
な

ど
に

記
載

さ
れ

て
い

る
情

報
の

信
頼

性
を

裏
付

け
る

際
に

も
役

立
ち

ま
す

。
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

の
内

容
も

多
岐

に
わ

た
り

、
避

難
所

・
防

火
水

槽
・

過
去

の
災

害
に

関
す

る
刊

行
物

を
は

じ
め

、
防

災
備

蓄
倉

庫
や

防
災

関
連

施
設

・
防

災
資

器
材

情
報

な
ど

も
入

手
で

き
ま

す
。

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
は

自
由

に
改

変
で

き
る

た
め

、
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

を
も

と
に

災
害

対
策

シ
ス

テ
ム

な
ど

を
開

発
す

る
こ

と
も

可
能

で
す

。

80

●
災

害
へ

の
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

の
活

用

・
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

と
は

、
国

や
自

治
体

な
ど

が
公

開
し

て
い

る
誰

も
が

利
用

で
き

る
デ

ー
タ

の
こ

と
。

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
も

O
SI

N
Tに

関
連

す
る

情
報

の
1つ

で
、

情
報

の
信

頼
性

が
高

い
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

。

・
災

害
や

防
災

に
関

す
る

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
は

各
自

治
体

の
公

式
サ

イ
ト

な
ど

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

で
き

る
。

デ
ー

タ
の

内
容

と
し

て
は

避
難

所
、

防
火

水
槽

、
過

去
の

災
害

に
関

す
る

刊
行

物
な

ど
。

東
京

都
だ

け
で

20
0を

超
え

る
防

災
関

連
の

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
が

あ
る

。

3.
4.

 O
SI

N
T

図
は

室
蘭

市
が

公
開

し
て

い
る

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
で

す
。

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
で

収
集

で
き

る
情

報
と

し
て

、
避

難
場

所
、

土
砂

災
害

、
警

戒
区

域
、

土
石

流
危

険
区

域
、

洪
水

浸
水

深
、

砂
箱

を
設

置
し

て
い

る
場

所
、

都
市

計
画

現
況

図
、

AE
D

設
置

事
業

所
な

ど
が

あ
り

ま
す

。
こ

れ
ら

の
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

に
地

理
情

報
シ

ス
テ

ム
の

「
Q

G
IS

」
を

使
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
信

頼
性

の
高

い
地

域
特

化
型

の
防

災
マ

ッ
プ

を
作

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
「

Q
G

IS
」

も
無

料
で

使
え

る
オ

ー
プ

ン
ソ

ー
ス

な
の

で
コ

ス
ト

が
か

か
り

ま
せ

ん
。

一
方

で
、

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
の

活
用

に
は

IC
Tや

IT
の

幅
広

い
知

識
が

必
要

に
な

り
ま

す
。

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
の

活
用

は
難

易
度

が
高

い
こ

と
か

ら
、

自
治

体
や

企
業

な
ど

が
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
を

開
発

し
て

住
民

に
提

供
す

る
の

が
一

般
的

で
す

。

81

●
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

を
防

災
に

活
用

す
る

事
例

・
自

治
体

が
公

開
し

て
い

る
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

は
局

地
的

な
防

災
情

報
も

網
羅

し
て

い
る

た
め

、
個

人
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

防
災

ツ
ー

ル
を

作
成

す
る

の
に

最
適

。
た

と
え

ば
、

避
難

場
所

、
土

砂
災

害
、

警
戒

区
域

、
土

石
流

危
険

区
域

、
洪

水
浸

水
深

の
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

と
オ

ー
プ

ン
ソ

ー
ス

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

「
Q

G
IS

」
を

使
う

こ
と

に
よ

っ
て

地
域

に
特

化
し

た
防

災
/減

災
地

図
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

の
活

用
は

IC
Tや

IT
の

知
識

が
必

要
に

な
る

た
め

、
一

人
ひ

と
り

が
活

用
す

る
こ

と
は

難
し

い
課

題
も

あ
る

。
自

治
体

や
企

業
な

ど
が

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

を
開

発
し

て
提

供
す

る
の

が
一

般
的

。

3.
4.

 O
SI

N
T

[オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
+

Q
G

IS
]統

計
・

防
災

・
環

境
情

報
が

ひ
と

目
で

わ
か

る
地

図
の

作
り

方
よ

り
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4.
1 

安
全

安
心

マ
イ

ン
ド

4.
1.

安
全

安
心

マ
イ

ン
ド

と
は

4.
1.

1
防

災
に

お
け

る
安

全
安

心
マ

イ
ン

ド
4.

1.
2

災
害

と
心

の
状

態

4.
2.

ソ
フ

ト
面

の
取

組

4.
3.

ハ
ー

ド
面

の
取

組

防
災

に
お

け
る

安
全

安
心

マ
イ

ン
ド

で
大

切
な

こ
と

は
、

日
ご

ろ
か

ら
災

害
の

リ
ス

ク
を

正
し

く
理

解
し

て
対

策
を

行
う

こ
と

で
す

。

「
災

害
が

発
生

す
る

か
も

し
れ

な
い

。
そ

の
際

に
は

家
族

の
命

を
守

れ
る

よ
う

に
、

自
分

の
住

ん
で

い
る

地
域

に
ど

ん
な

災
害

リ
ス

ク
が

あ
る

の
か

、
災

害
が

発
生

し
た

と
き

に
ど

ん
な

行
動

を
取

っ
た

ら
い

い
の

か
」

な
ど

、
災

害
に

備
え

る
意

識
を

安
全

安
心

マ
イ

ン
ド

と
言

い
ま

す
。

安
全

安
心

マ
イ

ン
ド

が
高

い
ほ

ど
防

災
力

も
高

く
な

り
ま

す
。

大
災

害
が

発
生

し
た

際
、

多
く

の
被

災
者

は
「

過
去

に
こ

ん
な

経
験

を
し

た
こ

と
が

な
い

」
と

口
を

そ
ろ

え
ま

す
。

「
自

分
だ

け
は

大
丈

夫
」

と
い

う
楽

観
的

な
意

識
は

安
全

安
心

マ
イ

ン
ド

の
弊

害
に

な
り

ま
す

。

日
本

は
ど

こ
に

住
ん

で
い

て
も

何
ら

か
の

災
害

に
巻

き
込

ま
れ

る
リ

ス
ク

が
あ

り
ま

す
。

自
分

の
地

域
は

大
丈

夫
と

い
う

安
易

な
意

識
を

持
た

な
い

こ
と

も
大

切
で

す
。

83

●
防

災
に

お
け

る
安

全
安

心
マ

イ
ン

ド
に

つ
い

て

・
防

災
に

お
け

る
安

全
安

心
マ

イ
ン

ド
で

大
切

な
の

は
、

日
ご

ろ
か

ら
災

害
の

リ
ス

ク
を

正
し

く
理

解
し

て
対

策
を

行
う

こ
と

。

・
安

全
安

心
マ

イ
ン

ド
が

高
い

人
ほ

ど
防

災
力

も
高

い
。

・
大

災
害

が
発

生
し

た
際

、
多

く
の

被
災

者
が

「
過

去
に

こ
ん

な
経

験
を

し
た

こ
と

が
な

い
」

と
口

を
そ

ろ
え

る
。

大
災

害
は

初
め

て
の

経
験

に
な

る
場

合
が

ほ
と

ん
ど

。

・
災

害
が

少
な

い
地

域
も

災
害

に
備

え
る

意
識

作
り

が
重

要
。

4.
1.

1 
防

災
と

安
全

安
心

マ
イ

ン
ド
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災
害

発
生

時
に

は
、

正
常

性
バ

イ
ア

ス
、

同
調

性
バ

イ
ア

ス
、

確
証

バ
イ

ア
ス

の
3つ

の
バ

イ
ア

ス
が

働
く

こ
と

に
よ

っ
て

避
難

に
遅

れ
る

ケ
ー

ス
が

あ
り

ま
す

。

正
常

性
バ

イ
ア

ス
と

は
、

災
害

が
発

生
し

た
際

に
気

持
ち

の
動

揺
を

抑
え

る
た

め
に

「
大

し
た

こ
と

で
は

な
い

」
と

落
ち

着
か

せ
よ

う
と

す
る

心
の

安
定

機
能

で
す

。

同
調

性
バ

イ
ア

ス
と

は
、

災
害

が
発

生
し

た
際

に
周

囲
の

人
に

行
動

を
合

わ
せ

る
こ

と
で

す
。

「
ど

ん
な

行
動

を
取

っ
た

ら
い

い
の

か
分

か
ら

な
い

、
自

分
の

知
識

や
行

動
に

自
信

が
な

い
」

な
ど

の
理

由
か

ら
周

囲
の

人
に

行
動

を
合

わ
せ

て
避

難
に

遅
れ

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

確
証

バ
イ

ア
ス

と
は

、
過

去
に

避
難

情
報

や
警

報
が

発
表

さ
れ

て
何

事
も

な
か

っ
た

場
合

、
今

回
も

大
丈

夫
と

思
い

込
ん

で
し

ま
う

意
識

の
こ

と
で

す
。

オ
オ

カ
ミ

少
年

効
果

と
も

呼
ば

れ
、

避
難

に
遅

れ
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。 84

●
正

常
性

バ
イ

ア
ス

、
同

調
性

バ
イ

ア
ス

、
確

証
バ

イ
ア

ス
に

よ
る

逃
げ

遅
れ

・
災

害
発

生
時

に
は

正
常

性
バ

イ
ア

ス
、

同
調

性
バ

イ
ア

ス
、

確
証

バ
イ

ア
ス

な
ど

が
か

か
っ

て
逃

げ
遅

れ
る

ケ
ー

ス
が

多
い

。

・
正

常
性

バ
イ

ア
ス

と
は

、
異

常
な

事
態

が
発

生
し

た
際

に
「

大
し

た
こ

と
で

は
な

い
」

と
精

神
を

落
ち

着
か

せ
よ

う
と

す
る

心
の

安
定

機
能

。
こ

れ
く

ら
い

な
ら

大
丈

夫
と

い
う

気
持

ち
を

持
っ

て
し

ま
う

こ
と

で
初

動
が

遅
れ

て
逃

げ
遅

れ
る

ケ
ー

ス
が

あ
る

。

・
同

調
性

バ
イ

ア
ス

と
は

、
周

囲
の

人
に

行
動

を
合

わ
せ

る
こ

と
。

災
害

発
生

時
に

周
囲

の
人

が
避

難
せ

ず
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
人

が
多

数
い

る
場

合
、

集
団

の
動

き
に

合
わ

せ
て

し
ま

う
こ

と
で

逃
げ

遅
れ

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
。

・
確

証
バ

イ
ア

ス
は

、
オ

オ
カ

ミ
少

年
効

果
と

も
呼

ば
れ

る
。

過
去

に
避

難
情

報
や

警
報

が
発

表
さ

れ
て

何
事

も
な

か
っ

た
場

合
、

今
回

も
大

丈
夫

と
思

い
込

ん
で

逃
げ

遅
れ

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
。

4.
1.

1 
防

災
と

安
全

安
心

マ
イ

ン
ド

3つ
の

バ
イ

ア
ス

に
打

ち
勝

っ
た

事
例

と
し

て
釜

石
の

奇
跡

と
呼

ば
れ

る
事

例
が

あ
り

ま
す

。

大
津

波
が

押
し

寄
せ

る
中

、
岩

手
県

釜
石

市
内

の
児

童
・

生
徒

の
多

く
が

避
難

に
成

功
し

て
無

事
だ

っ
た

事
例

で
す

。
釜

石
市

立
釜

石
東

中
学

校
と

鵜
住

居
(う

の
す

ま
い

)小
学

校
は

海
か

ら
50

0ｍ
ほ

ど
の

距
離

で
あ

り
な

が
ら

、
約

57
0名

の
生

徒
が

迅
速

な
避

難
に

成
功

し
ま

し
た

。
避

難
に

成
功

し
た

理
由

は
日

ご
ろ

の
防

災
教

育
で

災
害

に
対

す
る

意
識

が
高

か
っ

た
こ

と
、

防
災

訓
練

で
災

害
発

生
時

の
行

動
例

が
イ

メ
ー

ジ
で

き
た

こ
と

で
、

教
員

も
生

徒
に

対
し

て
的

確
な

避
難

行
動

の
指

示
が

出
せ

ま
し

た
。

自
分

だ
け

は
大

丈
夫

と
い

う
正

常
性

バ
イ

ア
ス

、
こ

れ
ま

で
何

も
な

か
っ

た
か

ら
大

丈
夫

と
い

う
確

証
バ

イ
ア

ス
に

打
ち

勝
ち

、
さ

ら
に

「
避

難
し

な
い

と
い

け
な

い
」

と
い

う
多

く
の

人
の

心
理

が
プ

ラ
ス

の
同

調
性

バ
イ

ア
ス

に
つ

な
が

り
ま

し
た

。
こ

の
よ

う
な

事
例

か
ら

も
正

常
性

バ
イ

ア
ス

や
確

証
バ

イ
ア

ス
に

打
ち

勝
つ

た
め

に
は

、
日

ご
ろ

の
防

災
対

策
が

重
要

で
あ

る
こ

と
が

分
か

り
ま

す
。

85

●
3つ

の
バ

イ
ア

ス
に

打
ち

勝
っ

た
釜

石
の

事
例

・
大

津
波

が
押

し
寄

せ
る

な
か

、
岩

手
県

釜
石

市
内

の
児

童
・

生
徒

の
多

く
が

無
事

に
避

難
で

き
た

事
例

が
あ

る
。

な
か

で
も

、
釜

石
市

立
釜

石
東

中
学

校
と

鵜
住

居
(う

の
す

ま
い

)小
学

校
は

海
か

ら
50

0m
ほ

ど
の

距
離

に
位

置
し

て
い

る
に

も
関

わ
ら

ず
、

約
57

0名
の

生
徒

が
迅

速
に

避
難

し
た

。
釜

石
の

奇
跡

と
も

呼
ば

れ
て

い
る

。

・
防

災
訓

練
や

防
災

教
育

に
力

を
入

れ
て

い
た

こ
と

が
災

害
発

生
時

の
迅

速
な

避
難

に
つ

な
が

っ
た

。
学

校
の

教
員

が
災

害
発

生
時

に
的

確
な

避
難

行
動

の
指

示
を

出
し

、
多

く
の

人
が

同
じ

行
動

を
取

っ
た

こ
と

も
プ

ラ
ス

の
同

調
性

バ
イ

ア
ス

に
つ

な
が

っ
た

。

4.
1.

1 
防

災
と

安
全

安
心

マ
イ

ン
ド

284



災
害

は
大

き
な

心
理

負
担

を
与

え
ま

す
。

災
害

に
よ

っ
て

家
財

を
失

っ
た

り
、

親
し

い
人

に
犠

牲
が

出
た

り
、

生
活

に
大

き
な

変
化

や
将

来
へ

の
生

活
の

不
安

、
災

害
後

の
環

境
変

化
や

避
難

生
活

な
ど

の
ス

ト
レ

ス
で

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

問
題

が
発

生
す

る
ケ

ー
ス

が
多

く
あ

り
ま

す
。

中
に

は
、

人
々

と
の

交
流

や
将

来
の

計
画

が
で

き
な

い
な

ど
、

う
つ

病
や

PT
SD

に
長

期
間

悩
ま

さ
れ

る
人

も
い

ま
す

。

安
全

安
心

マ
イ

ン
ド

を
作

る
た

め
に

は
、

災
害

時
の

人
の

心
理

を
知

る
こ

と
も

重
要

で
す

。
防

災
の

段
階

か
ら

災
害

の
心

の
変

化
に

つ
い

て
理

解
し

て
お

く
こ

と
で

、
避

難
所

や
家

族
間

の
ト

ラ
ブ

ル
、

心
理

的
負

担
に

よ
る

体
調

悪
化

の
軽

減
に

つ
な

が
り

ま
す

。

86

●
災

害
発

生
時

に
お

け
る

心
の

問
題

・
災

害
か

ら
身

を
守

る
こ

と
が

で
き

て
も

、
災

害
に

よ
っ

て
家

財
を

失
っ

た
り

、
身

近
な

人
に

犠
牲

が
出

た
り

、
災

害
後

の
環

境
変

化
や

避
難

生
活

な
ど

で
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

問
題

が
発

生
す

る
ケ

ー
ス

が
多

い
。

・
災

害
後

の
ス

ト
レ

ス
反

応
に

う
つ

症
状

や
PT

SD
（

外
傷

後
ス

ト
レ

ス
障

害
）

が
な

ど
が

あ
る

。
人

々
の

交
流

や
将

来
の

計
画

が
で

き
な

く
な

る
な

ど
の

弊
害

が
生

じ
る

。

・
安

全
安

心
マ

イ
ン

ド
を

作
る

た
め

に
は

、
災

害
時

の
人

の
心

理
を

知
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。
防

災
の

段
階

か
ら

災
害

に
よ

る
心

の
変

化
に

つ
い

て
理

解
し

て
お

く
こ

と
で

、
避

難
所

や
家

族
間

で
の

ト
ラ

ブ
ル

、
心

理
的

負
担

に
よ

る
体

調
悪

化
の

軽
減

な
ど

に
つ

な
が

る

4.
1.

2.
 災

害
と

心
の

状
態

災
害

発
生

時
か

ら
の

心
の

変
化

は
4段

階
で

変
化

し
ま

す
。

最
初

は
災

害
の

恐
怖

体
験

か
ら

感
情

の
欠

如
や

茫
然

自
失

に
な

り
ま

す
。

現
実

感
が

な
い

よ
う

な
期

間
を

茫
然

自
失

期
と

言
い

ま
す

。

気
持

ち
が

落
ち

着
き

援
助

に
希

望
が

生
ま

れ
、

被
災

同
士

の
強

い
連

帯
感

が
生

ま
れ

て
被

災
地

全
体

が
暖

か
い

ム
ー

ド
に

な
る

期
間

を
ハ

ネ
ム

ー
ン

期
と

言
い

ま
す

。

災
害

直
後

の
お

さ
ま

り
は

じ
め

、
復

旧
に

入
り

始
め

る
と

、
被

災
者

の
忍

耐
が

限
界

に
達

し
て

援
助

の
遅

れ
や

行
政

の
失

策
へ

の
不

満
な

ど
が

噴
出

し
ま

す
。

不
安

や
不

満
が

大
き

く
な

り
、

け
ん

か
や

ト
ラ

ブ
ル

も
起

こ
り

や
す

く
な

る
こ

の
時

期
を

幻
滅

期
と

言
い

ま
す

。

幻
滅

期
を

乗
り

越
え

、
復

旧
が

進
ん

で
生

活
の

め
ど

が
立

ち
始

め
る

頃
を

再
建

期
と

言
い

ま
す

。
日

常
生

活
に

戻
る

に
つ

れ
て

徐
々

に
気

持
ち

が
回

復
し

て
い

き
ま

す
。

た
だ

し
、

フ
ラ

ッ
シ

ュ
バ

ッ
ク

に
悩

む
被

災
者

、
復

興
か

ら
取

り
残

さ
れ

た
被

災
者

、
精

神
的

な
支

え
を

失
っ

た
人

は
ス

ト
レ

ス
の

多
い

生
活

が
続

き
ま

す
。

87

●
災

害
発

生
時

か
ら

の
心

の
変

化
に

つ
い

て

・
茫

然
自

失
期

：
恐

怖
体

験
か

ら
無

感
覚

、
感

情
の

欠
如

、
茫

然
自

失
に

な
る

。

・
ハ

ネ
ム

ー
ン

期
：

気
持

ち
が

落
ち

着
き

援
助

に
希

望
が

生
ま

れ
て

被
災

地
全

体
が

暖
か

い
ム

ー
ド

に
包

ま
れ

る
。

・
幻

滅
期

：
復

旧
が

始
ま

る
頃

、
援

助
の

遅
れ

や
行

政
へ

の
不

満
が

大
き

く
な

り
、

被
災

者
の

忍
耐

が
限

界
に

達
し

て
ト

ラ
ブ

ル
が

発
生

し
や

す
く

な
る

。

・
再

建
期

：
復

旧
が

進
ん

で
生

活
の

め
ど

が
立

ち
始

め
る

こ
ろ

か
ら

徐
々

に
心

の
状

態
が

回
復

し
て

い
く

。

4.
1.

2.
 災

害
と

心
の

状
態

285



大
規

模
災

害
が

発
生

し
た

あ
と

は
ス

ト
レ

ス
の

増
大

に
よ

っ
て

自
殺

者
が

増
加

す
る

と
い

う
事

例
が

多
く

あ
り

ま
す

。
災

害
が

直
接

の
原

因
で

は
な

く
、

自
殺

や
避

難
所

生
活

等
の

環
境

変
化

で
持

病
が

悪
化

し
て

亡
く

な
る

人
こ

と
を

災
害

関
連

死
と

言
い

ま
す

。

災
害

関
連

死
の

中
に

は
災

害
後

の
ス

ト
レ

ス
が

起
因

し
て

い
る

も
の

も
多

く
、

持
病

の
悪

化
に

よ
る

災
害

関
連

死
に

つ
い

て
も

ス
ト

レ
ス

が
持

病
を

悪
化

さ
せ

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

災
害

に
対

す
る

安
全

安
心

マ
イ

ン
ド

は
平

常
時

に
ど

れ
だ

け
災

害
後

の
イ

メ
ー

ジ
が

で
き

る
か

ど
う

か
が

重
要

で
す

。
AR

や
VR

を
使

っ
た

災
害

体
験

や
避

難
訓

練
の

体
験

な
ど

も
災

害
を

自
分

事
と

し
て

捉
え

る
た

め
に

有
効

な
ツ

ー
ル

に
な

り
ま

す
。

88

●
防

災
は

災
害

時
の

心
の

ケ
ア

も
含

め
た

対
策

が
重

要
に

な
る

・
大

規
模

災
害

が
発

生
し

た
後

は
自

殺
者

が
増

加
す

る
と

い
う

相
関

関
係

が
あ

る
。

自
殺

や
避

難
生

活
に

よ
る

持
病

の
悪

化
な

ど
、

災
害

が
関

連
し

て
死

亡
す

る
こ

と
を

「
災

害
関

連
死

」
と

言
う

。

・
災

害
死

よ
り

も
災

害
関

連
死

が
多

い
災

害
事

例
も

あ
る

。
熊

本
地

震
も

災
害

死
が

50
人

で
あ

っ
た

の
に

対
し

、
災

害
関

連
死

は
20

0人
を

超
え

て
い

る
。

そ
の

う
ち

16
人

が
ス

ト
レ

ス
に

よ
る

自
殺

で
あ

る
。

・
防

災
は

災
害

時
の

心
の

ケ
ア

も
含

め
た

対
策

が
重

要
。

身
近

な
人

と
災

害
後

の
生

活
に

つ
い

て
イ

メ
ー

ジ
合

っ
て

話
し

合
う

だ
け

で
も

効
果

は
期

待
で

き
る

。
防

災
教

育
、

防
災

訓
練

時
に

お
い

て
は

、
災

害
を

他
人

ご
と

と
し

て
考

え
る

の
で

は
な

く
、

自
分

自
身

の
問

題
と

し
て

イ
メ

ー
ジ

す
る

必
要

が
あ

る
。

AR
や

VR
を

使
っ

た
災

害
体

験
や

避
難

訓
練

の
体

験
な

ど
も

、
災

害
を

自
分

ご
と

と
し

て
捉

え
る

た
め

に
有

効
な

ツ
ー

ル
で

あ
る

。

4.
1.

2.
 災

害
と

心
の

状
態

防
災

の
ソ

フ
ト

対
策

と
は

、
気

象
情

報
や

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
な

ど
の

各
種

情
報

や
防

災
訓

練
な

ど
に

よ
っ

て
得

ら
れ

る
防

災
対

策
の

こ
と

で
す

。

ソ
フ

ト
対

策
に

お
い

て
は

、
地

震
・

津
波

・
風

水
害

な
ど

の
災

害
の

特
徴

に
あ

わ
せ

た
対

策
が

必
要

に
な

り
ま

す
。

た
と

え
ば

、
ど

れ
だ

け
豪

雨
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

て
も

、
津

波
の

対
策

に
は

ほ
と

ん
ど

役
立

ち
ま

せ
ん

。
気

象
災

害
に

は
気

象
災

害
、

津
波

災
害

に
は

津
波

災
害

の
ソ

フ
ト

対
策

が
必

要
に

な
り

ま
す

。

ソ
フ

ト
対

策
は

人
的

な
被

害
の

発
生

や
物

理
的

な
被

害
を

軽
減

す
る

こ
と

が
目

的
で

す
。

た
と

え
ば

、
避

難
訓

練
に

お
い

て
は

災
害

発
生

時
の

逃
げ

遅
れ

を
防

ぐ
効

果
が

期
待

で
き

る
ソ

フ
ト

対
策

で
す

。

ソ
フ

ト
対

策
は

コ
ス

ト
が

小
さ

い
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

一
方

で
、

習
慣

化
し

な
い

と
効

果
を

発
揮

で
き

な
い

デ
メ

リ
ッ

ト
が

あ
り

ま
す

。

89

●
防

災
の

ソ
フ

ト
対

策

・
防

災
の

ソ
フ

ト
対

策
と

は
、

気
象

情
報

や
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

な
ど

の
各

種
情

報
や

防
災

訓
練

な
ど

に
よ

っ
て

得
ら

れ
る

災
害

対
策

の
こ

と
。

・
ソ

フ
ト

対
策

に
お

い
て

は
、

地
震

・
津

波
・

風
水

害
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

災
害

の
特

徴
に

合
わ

せ
た

対
策

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

人
口

減
少

や
高

齢
化

、
中

心
市

街
地

活
性

化
や

交
通

安
全

な
ど

地
域

の
社

会
的

な
特

徴
を

踏
ま

え
た

対
策

が
必

要
に

な
る

。

・
ソ

フ
ト

対
策

は
、

災
害

が
発

生
し

た
際

に
人

的
な

被
害

の
被

害
の

発
生

を
防

止
す

る
こ

と
や

、
物

理
的

な
被

害
を

軽
減

す
る

こ
と

が
目

的
で

あ
る

。
た

と
え

ば
、

避
難

訓
練

を
し

て
災

害
発

生
時

の
行

動
を

予
行

練
習

す
る

こ
と

で
、

災
害

時
の

逃
げ

遅
れ

を
防

ぐ
効

果
が

期
待

で
き

る
。

・
ソ

フ
ト

対
策

の
メ

リ
ッ

ト
は

コ
ス

ト
を

抑
え

て
災

害
対

策
が

で
き

る
こ

と
、

デ
メ

リ
ッ

ト
は

習
慣

化
し

な
い

と
効

果
を

発
揮

で
き

な
い

こ
と

。
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取
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ソ
フ

ト
面

の
取

組
と

し
て

、
住

民
が

自
ら

リ
ス

ク
を

察
知

し
て

避
難

す
る

た
め

の
ソ

フ
ト

対
策

が
あ

り
ま

す
。

住
民

が
適

切
な

行
動

を
取

れ
る

た
め

に
、

洪
水

に
よ

っ
て

家
屋

が
倒

壊
す

る
よ

う
な

激
し

い
流

れ
が

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

区
域

の
情

報
を

公
表

し
、

水
害

ハ
ザ

ー
ド

に
早

め
早

め
に

避
難

す
る

必
要

が
あ

る
区

域
を

明
示

す
る

こ
と

で
使

え
る

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

作
成

を
行

っ
て

い
ま

す
。

防
災

関
連

機
関

が
災

害
発

生
時

の
状

況
を

共
有

し
た

上
で

各
機

関
が

と
る

べ
き

防
災

行
動

を
事

例
列

で
整

理
し

た
水

害
対

応
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
を

策
定

し
て

訓
練

や
実

際
の

出
水

対
応

を
経

て
改

定
を

重
ね

、
大

雨
な

ど
避

難
行

動
の

き
っ

か
け

と
な

る
情

報
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
提

供
し

て
い

ま
す

。

90

●
国

に
よ

る
住

民
が

自
ら

リ
ス

ク
を

察
知

し
て

避
難

す
る

た
め

の
ソ

フ
ト

対
策

・
ソ

フ
ト

面
の

取
組

と
し

て
、

住
民

が
自

ら
リ

ス
ク

を
察

知
し

て
避

難
す

る
た

め
の

対
策

が
あ

る
。

水
害

時
の

リ
ス

ク
情

報
の

周
知

を
し

、
事

前
の

行
動

計
画

や
訓

練
を

行
う

。
避

難
行

動
の

き
っ

か
け

と
な

る
情

報
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
提

供
す

こ
と

で
防

災
に

つ
な

げ
る

。
」

4.
2.

ソ
フ

ト
面

の
取

組

国
が

推
進

し
て

い
る

ソ
フ

ト
対

策
と

し
て

、
防

災
気

象
情

報
や

水
害

、
土

砂
災

害
情

報
に

対
す

る
市

町
村

や
住

民
の

理
解

を
促

し
て

、
危

機
感

を
わ

か
り

や
す

く
伝

え
る

取
組

が
あ

り
ま

す
。

具
体

的
に

は
、

「
気

象
防

災
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
推

進
」

、
「

あ
な

た
の

ま
ち

の
予

報
官

の
配

置
」

、
「

現
場

で
活

躍
す

る
「

気
象

防
災

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
育

成
や

活
用

」
、

「
専

門
家

に
よ

る
支

援
体

制
の

構
築

」
、

「
地

域
防

災
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

支
援

等
の

取
組

推
進

」
、

「
記

者
会

見
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
SN

Sの
活

用
、

広
報

の
改

善
」

、
「

危
険

度
分

布
や

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

の
一

貫
性

の
改

善
」

、
「

警
戒

レ
ベ

ル
を

踏
ま

え
た

避
難

行
動

に
つ

な
が

る
シ

ン
プ

ル
な

情
報

提
供

」
な

ど
で

す
。

住
民

1人
ひ

と
り

の
防

災
力

を
高

め
る

こ
と

で
地

域
の

防
災

力
の

向
上

に
も

つ
な

が
り

ま
す

。

91

●
防

災
気

象
情

報
や

水
害

・
土

砂
災

害
情

報
の

伝
え

方
の

改
善

・
国

が
推

進
し

て
い

る
ソ

フ
ト

対
策

と
し

て
、

防
災

気
象

情
報

や
水

害
、

土
砂

災
害

情
報

に
対

す
る

市
町

村
や

住
民

の
理

解
を

促
し

て
、

危
機

感
を

わ
か

り
や

す
く

伝
え

る
取

組
が

あ
る

。
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フ
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自
主

防
災

組
織

と
は

、
「

自
分

た
ち

の
地

域
は

自
分

た
ち

で
守

る
」

と
い

う
意

識
に

基
づ

い
て

自
主

的
に

結
成

す
る

防
災

組
織

の
こ

と
で

す
。

自
主

防
災

組
織

は
基

本
的

に
、

会
長

・
副

会
長

・
防

災
委

員
な

ど
を

中
心

と
し

た
組

織
体

制
の

構
成

と
な

っ
て

い
ま

す
。

公
権

力
は

な
く

地
域

住
民

で
構

成
さ

れ
て

い
る

組
織

で
す

。

自
主

防
災

組
織

の
活

動
は

自
分

た
ち

が
住

む
町

内
会

な
ど

で
活

動
す

る
の

が
原

則
に

な
り

ま
す

。
平

常
時

は
防

災
知

識
の

普
及

、
住

ん
で

い
る

地
域

の
災

害
危

険
個

所
の

把
握

、
防

災
訓

練
の

実
施

、
火

気
使

用
設

備
器

具
な

ど
の

点
検

、
防

災
資

機
材

の
備

蓄
と

整
理

、
点

検
な

ど
を

行
い

ま
す

。
災

害
発

生
時

は
災

害
情

報
の

収
集

、
住

民
へ

の
迅

速
な

伝
達

、
出

火
防

止
と

初
期

消
火

、
避

難
訓

練
、

被
災

住
民

の
救

出
・

救
護

、
給

食
・

給
水

な
ど

を
行

い
ま

す
。

自
主

防
災

組
織

は
年

々
増

加
し

て
お

り
、

令
和

2年
に

は
組

織
数

が
16

万
9,

00
0を

超
え

て
い

ま
す

。

92

●
自

主
防

災
組

織
の

拡
充

・
自

主
防

災
組

織
と

は
、

地
域

住
民

が
「

自
分

た
ち

の
地

域
は

自
分

た
ち

で
守

る
」

と
い

う
意

識
に

基
づ

い
て

自
主

的
に

結
成

す
る

防
災

組
織

の
こ

と
。

・
公

権
力

は
な

く
住

民
の

被
災

に
つ

い
て

は
自

主
的

な
活

動
を

行
う

。

・
自

分
た

ち
の

住
む

町
内

会
等

で
活

動
す

る
の

が
原

則
。

平
常

時
は

防
災

知
識

の
普

及
、

地
域

の
災

害
危

険
個

所
の

把
握

、
防

災
訓

練
の

実
施

、
火

気
使

用
設

備
器

具
な

ど
の

点
検

、
防

災
資

機
材

の
備

蓄
と

整
理

、
点

検
な

ど
。

災
害

発
生

時
は

災
害

情
報

の
収

集
、

住
民

へ
の

迅
速

な
伝

達
、

出
火

防
止

と
初

期
消

火
、

避
難

訓
練

、
被

災
住

民
の

救
出

・
救

護
、

給
食

・
給

水
な

ど
を

行
う

。

4.
2.

ソ
フ

ト
面

の
取

組

盛
土

・
液

状
化

マ
ッ

プ
の

作
成

、
高

度
化

を
図

り
、

浸
水

想
定

区
域

や
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等

の
指

定
等

に
よ

り
、

安
全

エ
リ

ア
へ

の
誘

導
や

危
険

エ
リ

ア
か

ら
の

移
転

を
促

進
し

ま
す

。

安
全

エ
リ

ア
へ

の
移

住
へ

の
誘

導
や

災
害

危
険

エ
リ

ア
外

へ
の

移
転

を
促

す
際

に
は

財
政

支
援

を
行

い
ま

す
。

支
援

の
内

容
と

し
て

は
、

移
転

者
の

住
宅

建
設

・
土

地
購

入
に

対
す

る
補

助
、

住
宅

団
地

の
用

地
取

得
造

成
、

移
転

者
の

住
宅

の
移

転
に

対
す

る
補

助
、

移
転

促
進

区
域

内
の

農
地

や
宅

地
の

買
い

取
り

な
ど

で
す

。
財

政
支

援
を

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

住
民

の
移

住
の

リ
ス

ク
を

減
ら

し
て

い
ま

す
。

災
害

が
発

生
し

や
す

い
場

所
か

ら
居

住
区

や
人

の
活

動
区

域
を

減
ら

す
こ

と
に

よ
っ

て
被

災
す

る
人

を
直

接
的

に
減

ら
せ

る
効

果
が

期
待

で
き

ま
す

。

93

●
災

害
危

険
エ

リ
ア

の
立

地
誘

導
・

抑
制

・
立

地
適

正
化

計
画

等
の

制
度

の
活

用
や

、
財

政
支

援
な

ど
に

よ
り

、
安

全
エ

リ
ア

へ
の

居
住

の
誘

導
・

災
害

危
険

エ
リ

ア
外

へ
の

移
転

を
促

進
し

、
災

害
の

未
然

防
止

を
推

進
す

る
取

組
。

・
人

口
分

布
な

ど
の

都
市

構
造

と
災

害
リ

ス
ク

情
報

を
一

元
化

し
、

見
え

る
化

ツ
ー

ル
に

よ
り

提
供

し
て

い
る

。
盛

土
、

液
状

化
マ

ッ
プ

の
作

成
や

高
度

化
、

浸
水

想
定

区
域

や
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等

の
指

定
に

よ
っ

て
安

全
エ

リ
ア

へ
の

誘
導

・
危

険
エ

リ
ア

か
ら

の
移

転
を

促
進

。
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防
災

の
ソ

フ
ト

対
策

と
し

て
、

「
洪

水
や

液
状

化
等

の
自

然
災

害
リ

ス
ク

の
把

握
に

役
立

つ
防

災
地

理
情

報
の

整
備

」
が

あ
り

ま
す

。

土
砂

災
害

、
浸

水
な

ど
、

地
形

に
よ

っ
て

受
け

や
す

い
災

害
が

あ
り

ま
す

。
一

度
災

害
が

発
生

し
た

場
所

で
は

再
び

同
様

の
災

害
が

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
地

形
特

性
情

報
、

災
害

履
歴

情
報

の
両

側
か

ら
土

地
の

リ
ス

ク
情

報
と

し
て

整
備

し
、

よ
り

分
か

り
や

す
い

防
災

地
理

情
報

の
提

供
を

行
う

こ
と

で
、

防
災

地
理

情
報

を
通

し
て

地
域

の
自

然
災

害
リ

ス
ク

を
知

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
平

成
31

年
か

ら
は

地
形

特
性

情
報

か
ら

災
害

リ
ス

ク
が

一
目

で
分

か
る

よ
う

に
工

夫
し

て
提

供
を

行
っ

て
い

ま
す

。

防
災

教
育

支
援

等
に

よ
る

地
域

防
災

力
の

向
上

も
期

待
さ

れ
、

地
域

連
携

に
よ

る
支

援
と

し
て

産
学

官
会

議
等

を
毎

年
30

件
以

上
開

催
し

て
い

ま
す

。

94

●
防

災
地

理
情

報
の

整
備

・
洪

水
や

液
状

化
等

の
自

然
災

害
リ

ス
ク

の
把

握
に

役
立

つ
防

災
地

理
情

報
を

整
備

す
る

こ
と

で
、

適
切

な
防

災
・

減
災

対
策

の
推

進
を

可
能

に
す

る
。

・
地

形
に

よ
り

受
け

や
す

い
災

害
が

あ
り

、
同

様
の

場
所

で
災

害
が

再
び

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
る

。
地

形
特

性
情

報
、

災
害

履
歴

情
報

の
両

側
面

か
ら

土
地

の
リ

ス
ク

情
報

と
し

て
整

備
し

、
よ

り
分

か
り

や
す

い
防

災
地

理
情

報
の

提
供

を
行

う
。

防
災

地
理

情
報

を
通

し
て

地
域

の
自

然
災

害
リ

ス
ク

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
。

4.
2.

ソ
フ

ト
面

の
取

組

防
災

の
ハ

ー
ド

対
策

と
は

、
物

理
的

な
災

害
対

策
を

意
味

し
ま

す
。

構
造

物
を

建
築

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

洪
水

・
高

潮
・

津
波

な
ど

に
よ

る
災

害
を

制
御

し
、

物
理

的
に

災
害

に
よ

る
被

害
を

防
止

・
軽

減
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
人

命
を

守
る

こ
と

に
直

結
す

る
対

策
で

あ
り

、
日

本
各

地
で

さ
ま

ざ
ま

な
ハ

ー
ド

対
策

が
施

さ
れ

て
い

ま
す

。

ハ
ー

ド
対

策
を

行
う

メ
リ

ッ
ト

は
物

理
的

に
人

的
被

害
、

経
済

的
被

害
、

構
造

物
を

軽
減

で
き

る
こ

と
で

す
。

ま
た

ソ
フ

ト
対

策
の

避
難

訓
練

の
よ

う
に

反
復

し
て

学
習

す
る

必
要

も
な

く
、

一
度

の
対

策
で

大
き

な
効

果
が

得
ら

れ
る

こ
と

や
維

持
管

理
に

手
間

が
か

か
ら

な
い

等
の

メ
リ

ッ
ト

も
あ

り
ま

す
。

一
方

で
、

ハ
ー

ド
対

策
に

は
多

く
の

費
用

が
必

要
で

す
。

い
つ

発
生

す
る

か
わ

か
ら

な
い

災
害

に
、

場
合

に
よ

っ
て

は
発

生
し

な
い

災
害

に
対

し
て

多
額

の
コ

ス
ト

を
か

け
る

こ
と

は
費

用
対

効
果

の
面

で
デ

メ
リ

ッ
ト

も
あ

り
ま

す
。

95

●
防

災
の

ハ
ー

ド
対

策

・
防

災
の

ハ
ー

ド
対

策
と

は
、

構
造

物
に

よ
り

洪
水

・
高

潮
・

津
波

な
ど

に
よ

る
災

害
を

制
御

し
、

物
理

的
に

災
害

に
よ

る
被

害
を

防
止

・
軽

減
す

る
こ

と
。

・
ハ

ー
ド

対
策

は
、

人
的

被
害

・
経

済
的

被
害

・
構

造
物

被
害

の
す

べ
て

に
対

し
て

効
果

を
発

揮
す

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

維
持

管
理

が
か

か
ら

な
い

メ
リ

ッ
ト

も
あ

る
。

・
ハ

ー
ド

対
策

に
は

多
く

の
費

用
が

必
要

に
な

る
。

い
つ

発
生

す
る

か
わ

か
ら

な
い

、
場

合
に

よ
っ

て
は

発
生

し
な

い
災

害
に

対
し

て
多

額
の

費
用

を
か

け
る

の
は

費
用

対
効

果
の

面
で

厳
し

い
と

こ
ろ

も
あ

る
。
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津
波

を
防

ぐ
た

め
の

ハ
ー

ド
対

策
と

し
て

津
波

水
門

・
防

潮
堤

・
津

波
防

波
堤

な
ど

が
あ

り
ま

す
。

津
波

水
門

は
河

川
へ

の
津

波
の

侵
入

を
防

ぐ
た

め
の

水
門

、
防

潮
堤

は
台

風
に

よ
る

大
波

や
高

潮
、

津
波

に
よ

る
災

害
を

防
止

・
軽

減
す

る
堤

防
、

津
波

防
波

堤
は

湾
口

部
な

ど
に

設
置

す
る

防
波

堤
の

こ
と

で
津

波
の

高
さ

を
低

め
て

侵
入

す
る

波
力

を
弱

め
ま

す
。

防
潮

堤
や

津
波

防
波

堤
な

ど
は

堤
防

の
高

さ
以

上
の

津
波

が
押

し
寄

せ
て

き
た

ら
機

能
し

な
い

デ
メ

リ
ッ

ト
が

あ
り

ま
す

。
防

潮
堤

や
津

波
防

波
堤

は
高

い
ほ

ど
建

築
に

か
か

る
コ

ス
ト

も
増

大
す

る
た

め
、

ど
れ

く
ら

い
の

ハ
ー

ド
対

策
を

行
う

か
ど

う
か

の
判

断
が

難
し

い
問

題
と

し
て

あ
り

ま
す

。
防

潮
堤

や
津

波
防

災
防

波
堤

の
リ

ス
ク

評
価

は
、

堤
防

の
高

さ
ご

と
に

被
害

の
軽

減
効

果
を

期
待

で
き

る
便

益
を

計
算

し
て

判
断

し
ま

す
。

96

●
津

波
を

防
ぐ

た
め

の
ハ

ー
ド

対
策

・
津

波
水

門
：

河
川

へ
の

津
波

の
侵

入
を

防
ぐ

た
め

の
水

門
。

・
防

潮
堤

：
台

風
に

よ
る

大
波

や
高

潮
、

津
波

に
よ

る
災

害
を

防
止

・
軽

減
す

る
堤

防
の

こ
と

。

・
津

波
防

波
堤

：
湾

口
部

な
ど

に
設

置
す

る
防

波
堤

の
こ

と
で

、
津

波
の

高
さ

を
低

め
て

侵
入

す
る

津
波

の
波

力
を

弱
め

る
。

4.
2.

ハ
ー

ド
面

の
取

組

氾
濫

や
浸

水
を

防
ぐ

た
め

の
ハ

ー
ド

対
策

と
し

て
堤

防
整

備
、

遊
水

池
、

河
道

掘
削

、
二

線
堤

（
に

せ
ん

て
い

）
、

輪
中

堤
（

わ
じ

ゅ
う

て
い

）
な

ど
が

あ
り

ま
す

。

堤
防

整
備

は
川

岸
に

沿
っ

て
土

砂
を

盛
り

上
げ

る
こ

と
に

よ
っ

て
河

川
の

水
の

流
れ

る
断

面
を

大
き

く
し

て
洪

水
を

防
ぐ

対
策

で
す

。
引

堤
（

ひ
き

て
い

）
は

川
幅

を
広

げ
る

こ
と

に
よ

っ
て

河
川

の
水

の
流

れ
る

断
面

を
大

き
く

し
て

水
位

を
下

げ
る

対
策

で
す

。
遊

水
地

は
洪

水
で

水
が

堤
防

か
ら

溢
れ

そ
う

に
な

っ
た

と
き

、
一

時
的

に
水

を
貯

め
て

洪
水

時
の

河
川

の
水

位
を

下
げ

る
場

所
で

す
。

河
川

掘
削

は
河

川
を

掘
削

す
る

こ
と

で
水

の
流

れ
る

断
面

を
大

き
く

し
て

水
位

を
下

げ
ま

す
。

ま
た

氾
濫

し
て

も
被

害
を

最
小

化
さ

せ
る

対
策

も
あ

り
ま

す
。

二
線

堤
は

本
堤

が
決

壊
し

た
と

き
に

被
害

を
最

小
限

に
と

ど
め

る
た

め
の

内
堤

に
作

ら
れ

る
堤

防
の

こ
と

、
輪

中
堤

は
特

定
の

区
域

を
洪

水
の

反
乱

か
ら

守
る

た
め

に
周

囲
を

囲
む

よ
う

に
作

ら
れ

た
堤

防
の

こ
と

で
す

。

97

●
氾

濫
・

浸
水

を
防

ぐ
た

め
の

ハ
ー

ド
対

策

・
堤

防
整

備
：

堤
防

で
河

川
の

水
の

流
れ

る
断

面
を

大
き

く
す

る
。

・
引

堤
（

ひ
き

て
い

）
：

川
幅

を
広

げ
る

こ
と

に
よ

っ
て

河
川

の
水

の
流

れ
る

断
面

を
大

き
く

し
て

水
位

を
下

げ
る

。

・
遊

水
地

：
洪

水
で

水
が

溢
れ

そ
う

に
な

っ
た

時
、

遊
水

池
で

洪
水

を
一

時
的

に
貯

め
て

洪
水

時
の

河
川

の
水

位
を

下
げ

る
。

・
河

道
（

か
ど

う
）

掘
削

：
河

川
を

掘
削

し
て

水
の

流
れ

る
断

面
を

大
き

く
し

て
水

位
を

下
げ

る
。

・
二

線
堤

（
に

せ
ん

て
い

）
：

本
堤

が
決

壊
し

て
も

被
害

を
最

小
限

に
抑

え
る

た
め

に
堤

内
地

に
築

造
さ

れ
る

堤
防

。

・
輪

中
堤

（
わ

じ
ゅ

う
て

い
）

：
特

定
の

区
域

を
洪

水
の

氾
濫

か
ら

守
る

た
め

に
周

囲
を

囲
む

よ
う

に
作

ら
れ

た
堤

防
。
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土
砂

災
害

を
防

ぐ
た

め
の

ハ
ー

ド
対

策
と

し
て

砂
防

堰
堤

（
さ

ぼ
う

え
ん

て
い

）
、

渓
流

保
全

工
、

ア
ン

カ
ー

工
、

水
抜

き
ボ

ー
リ

ン
グ

工
、

法
枠

（
の

り
わ

く
）

工
な

ど
が

あ
り

ま
す

。

砂
防

堰
堤

は
河

川
に

設
置

さ
れ

る
ダ

ム
の

一
種

で
す

。
上

流
か

ら
流

れ
出

る
土

砂
を

受
け

止
め

、
た

ま
っ

た
土

砂
を

少
し

ず
つ

流
す

こ
と

に
よ

っ
て

下
流

に
流

れ
る

土
砂

の
量

を
調

整
し

ま
す

。
渓

流
保

全
工

は
渓

岸
や

渓
床

の
浸

食
や

崩
壊

を
防

止
す

る
施

設
で

、
土

砂
や

水
が

安
全

に
流

れ
る

よ
う

に
す

る
こ

と
で

引
張

り
剤

を
埋

め
込

む
工

事
で

す
。

ア
ン

カ
ー

工
は

地
す

べ
り

な
ど

を
防

ぐ
た

め
に

ア
ン

カ
ー

と
呼

ば
れ

る
引

張
り

剤
を

硬
岩

ま
た

は
軟

岩
の

斜
面

に
埋

め
込

み
ま

す
。

水
抜

き
ボ

ー
リ

ン
グ

工
は

地
下

の
水

を
抜

く
こ

と
に

よ
っ

て
地

下
水

位
の

上
昇

を
抑

え
、

法
枠

工
は

斜
面

上
に

格
子

状
の

モ
ル

タ
ル

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

造
成

し
、

斜
面

の
安

定
を

図
る

工
事

で
す

。

98

●
土

砂
災

害
を

防
ぐ

た
め

の
ハ

ー
ド

対
策

・
砂

防
堰

堤
（

さ
ぼ

う
え

ん
て

い
）

：
河

川
に

設
置

さ
れ

る
ダ

ム
の

一
種

。
土

砂
災

害
な

ど
上

流
か

ら
流

れ
出

る
有

害
な

土
砂

を
受

け
止

め
、

貯
ま

っ
た

土
砂

を
少

し
ず

つ
流

す
こ

と
に

よ
っ

て
下

流
に

流
れ

る
土

砂
の

量
を

調
整

す
る

。

・
渓

流
保

全
工

：
渓

岸
や

渓
床

の
浸

食
や

崩
壊

を
防

止
す

る
施

設
。

土
砂

や
水

が
安

全
に

流
れ

る
よ

う
に

す
る

こ
と

で
土

砂
災

害
の

被
害

を
抑

え
る

。

・
ア

ン
カ

ー
工

：
硬

岩
ま

た
は

軟
岩

の
斜

面
に

お
い

て
、

地
す

べ
り

な
ど

を
防

ぐ
た

め
に

ア
ン

カ
ー

と
呼

ば
れ

る
引

張
り

材
を

埋
め

込
む

工
事

。

・
水

抜
き

ボ
ー

リ
ン

グ
工

：
地

下
の

水
を

抜
く

こ
と

に
よ

っ
て

地
す

べ
り

発
生

の
誘

因
と

な
る

地
下

水
位

の
上

昇
を

抑
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
法

枠
（

の
り

わ
く

）
工

：
斜

面
上

に
格

子
状

の
モ

ル
タ

ル
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
造

成
し

、
斜

面
の

安
定

を
図

る
工

事
。

4.
2.

ハ
ー

ド
面

の
取

組

地
震

被
害

を
防

ぐ
た

め
の

ハ
ー

ド
対

策
と

し
て

密
集

市
街

地
の

老
朽

建
築

物
等

の
除

却
・

建
替

や
公

共
施

設
の

整
備

、
住

環
境

の
改

善
や

耐
震

性
の

不
足

す
る

住
宅

・
建

築
物

の
耐

震
改

修
や

建
替

え
な

ど
が

あ
り

ま
す

。

密
着

市
街

地
に

お
い

て
は

。
地

震
時

等
に

同
時

多
発

的
に

火
災

が
発

生
し

た
場

合
に

甚
大

な
被

害
を

生
じ

さ
せ

な
い

た
め

、
老

朽
建

築
物

な
ど

の
除

却
・

建
替

、
避

難
路

と
な

る
道

路
や

避
難

地
と

な
る

公
園

等
の

整
備

を
促

進
し

ま
す

。

ま
た

耐
震

改
修

や
建

替
え

な
ど

は
、

耐
震

改
修

促
進

法
の

枠
組

や
、

耐
震

診
断

・
耐

震
改

修
へ

の
支

援
措

置
等

を
活

用
し

、
地

方
公

共
団

体
と

連
携

し
て

住
宅

･建
築

物
の

耐
震

化
を

促
進

し
て

い
ま

す
。

99

●
地

震
被

害
を

防
ぐ

た
め

の
ハ

ー
ド

対
策

・
密

集
市

街
地

の
老

朽
建

築
物

等
の

除
却

・
建

替
や

公
共

施
設

の
整

備
、

住
環

境
の

改
善

に
よ

る
防

災
性

の
向

上
。

・
住

宅
・

建
築

物
の

耐
震

強
化

や
耐

震
改

修
、

建
替

え
を

行
い

安
全

性
を

確
保

。
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雪
害

を
防

ぐ
た

め
の

ハ
ー

ド
対

策
と

し
て

、
な

だ
れ

予
防

柵
・

せ
り

出
し

防
止

策
・

ス
ノ

ー
シ

ェ
ッ

ド
な

ど
が

あ
り

ま
す

。

な
だ

れ
予

防
柵

と
は

、
な

だ
れ

を
未

然
に

防
ぐ

た
目

の
設

備
で

す
。

傾
斜

地
の

地
盤

に
直

接
支

持
さ

せ
る

固
定

棚
型

や
自

然
斜

面
や

急
傾

斜
で

基
礎

の
根

堀
り

が
困

難
な

場
合

に
適

し
た

吊
棚

型
も

あ
り

ま
す

。

せ
り

出
し

防
止

策
と

は
、

斜
面

に
降

り
積

も
っ

た
雪

が
滑

り
、

路
線

に
雪

が
せ

り
出

し
て

く
る

こ
と

を
防

止
す

る
た

め
に

路
線

脇
に

設
置

す
る

柵
で

す
。

ス
ノ

ー
シ

ェ
ッ

ド
は

道
路

の
屋

根
を

設
け

た
積

雪
や

な
だ

れ
か

ら
防

護
す

る
目

的
で

作
ら

れ
た

防
雪

施
設

で
す

。
ト

ン
ネ

ル
に

似
た

形
状

を
し

て
い

ま
す

。

10
0

●
雪

害
を

防
ぐ

た
め

の
ハ

ー
ド

対
策

・
な

だ
れ

予
防

柵
：

雪
崩

予
防

柵
は

雪
崩

を
未

然
に

防
ぐ

た
め

の
設

備
。

傾
斜

地
の

地
盤

に
支

持
さ

せ
る

固
定

柵
型

の
ほ

か
、

自
然

傾
斜

や
急

傾
斜

で
基

礎
の

根
堀

り
が

困
難

な
場

合
に

適
し

た
吊

棚
型

も
あ

る
。

・
せ

り
出

し
防

止
柵

：
斜

面
に

降
り

積
も

っ
た

雪
が

滑
っ

て
、

路
線

に
雪

が
せ

り
出

し
て

く
る

こ
と

を
防

止
す

る
た

め
に

路
線

脇
に

設
置

す
る

。

・
ス

ノ
ー

シ
ェ

ッ
ド

：
道

路
に

屋
根

を
設

け
た

雪
崩

対
策

施
設

。
雪

崩
を

屋
根

面
上

を
通

し
て

滑
走

さ
せ

、
谷

川
へ

流
下

さ
せ

る
。
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災害例 : 平成22年10月の奄美地方の大雨

1. 豪雨
10月18日から21日にかけて奄美地方に前線が停滞し、南シナ海にあった台風13号の影響で奄美地方
で大気の状態が不安定になり雨雲が発達した。特に20日は、24時間降水量が700ミリを超える記録的な
豪雨となった。鹿児島県奄美市名瀬：648.0ミリ（20日23時20分まで。観測史上1位を更新）

2. 災害対応:
(1) 政府: 

内閣府の防災担当東祥三副大臣が龍郷町戸口、奄美市住用視察、災害対策行政担当の市村浩一郎・国土交通大臣
政務 官がヘリコプターで上空から奄美大島を視察、松本龍・内閣府特命担当大臣（防災）が龍郷町と奄美市の被災現場や
避難所を視察、奄美市の旧住用村や大和村、龍郷町などを対象に、自治体が行う災害復旧事業で国の補助率をかさ上げ
する「局地激甚災害」（局激）に指定する方針を明らかにし、11月19日に閣議決定。

(2) 自衛隊: 
奄美豪雨災害における高圧発電機車の空輸。先発隊としてをヘリで投入し、同日に残りの人員と資機材を積んだ鹿児島港から
奄美大島に向かう民間のフェリーに積載。航空自衛隊のC-130輸送機も救援に参加し人員・NTT非常通信装置の空輸、救援
機材の輸送に参加した。

(3) 警察: 
通常の電話回線だけでなく、警察無線さえ利用できない時間帯があり、奄美警察署の署員に衛星電話を持たせ、通信や交通
が寸断された地域に対して移動し、情報が集まりだしたという。
濁流に飲みこまれた小規模多機能介護施設、住用の里の救助に際しては、駐在所員が集落で一番危険なのはわだつみ園と
判断し、水難救助用のうきわを持って駆けつけた。窓枠にしがみついたり自動販売機の上にかろうじて避難していた入居者や
職員を近隣住民と協力して救出したが、到着前に2名が流され死亡。

詳細は自分の記憶・経験の呼び起こしとネット検索で情報を得る事。
赤字の部分に災害対応ドローンが活用できるのではないだろうかと講師は考えました。
下記情報はウィキペディア他から抜粋。

1

災害例 : 平成22年10月の奄美地方の大雨
(4) 消防・海上保安庁:

住用町からの救助要請により、大島地区消防組合と奄美海保は救急車で急行した。途中で道路が寸断され、救助隊員は奄美
海保の潜水士が用意したゴムボートに救助資材を乗せて濁流の中を進んだ。奄美海保の潜水士が濁流の中を泳ぎ、対岸にロープ
を渡したという。住用町の被災地に到着して、救助活動を開始することができた。
船舶を有する海保に対して自治体から要請があり土砂崩壊で負傷した男性や、人工透析患者などを海路で移送した。

(5) 国土交通省:
10月21日に鹿児島県の要請をうけ緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）の情報通信班、現地支援班などを九州地方
整備局より、延べで299人と照明車23台、情報収集車12台、災害対策ヘリコプター2機を派遣。

(6) 自治体:
特に被害の大きかった奄美市住用町にあっては、県立施設である奄美体験交流館が災害復旧の拠点となるとともに、被災者の
避難場所となった。同施設は体育施設に風呂等が設置された。
奄美市住用総合支所（旧住用村役場）では、庁舎1階に土砂が流入し、2階部に臨時事務スペースを確保。職員の一部は
カヌーを利用して住民の救出作業に参加した。
地域唯一の医療機関である奄美市住用国民健康保険診療所も被災したが、奄美体験交流館に臨時診療所を設けに治療
活動を行った[12]。

(7) インフラ被害:
道路 :国道58号において、がけ崩れ・落石等により寸断された。すぐに島内の建設会社
が作業にあたり、22日の段階で緊急車両が通行できるようになった。但し奄美市名瀬と
島内第二の拠点である瀬戸内町古仁屋との主要道路が22日まで不通だったため
名瀬-古仁屋間は通常陸路移動する住民などが海路（フェリー、奄美海運船舶）で
移動した。

1
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災害例 : 平成22年10月の奄美地方の大雨
(8) 通信:

固定電話の通信ケーブルが道路の寸断によって遮断され、かつ交換局自体が水没してしまったため、島内各地の通信が遮断。
また、災害時には有効だとされていた携帯電話も基地局が被災したため利用できない地域があった。そのため、長時間にわたって
全島で被害状況が把握できない状態が継続。
笠利町の住民の一部は、近隣にある喜界島が見える道に停車させ、喜界島からの電波を利用して家族・親類・友人との通話を
していた。

(9) 電力:
島内各地で電力ケーブルが破壊された。九州電力は、数十台の移動発電車を投入し、その内の一台を陸自の大型ヘリで孤立
集落に搬送。この搬送は、被災地に移動発電車を空輸し孤立した電力網を回復させた日本で初めての事例だと大々的に報道
された。

(10) 学校:
被害の大きかった住用町においては、土砂が1階に流れこみ、安全を確保できないとの理由から公立学校に生徒が取り残され、
数日に渡って生徒が帰宅できない事態に陥った。教職員が献身的に生徒を見守った。

(11) 空港:
10月20日は航空便が運航したが国道が午後から不通になったため最終便で到着した奄美市名瀬の住民の多くが帰宅困難と
なり、 翌日、海上保安部の巡視艇などで移動した人もいた。

(12) 民間の支援:
災害当初はほとんどの通信が災害孤立地域と不通だったため、地元コミュニティFMラジオ局の奄美エフエムは10月20日昼過ぎ
から24時間態勢の生放送に体制を切替、被災情報や交通･行政情報を随時放送し、リスナーからの要望で安否情報を
メッセージ放送し、この放送により安否確認が取れた被災者も多かった。災害によって交通手段や固定・無線の通信手段が破壊
されても、コミュニティー放送による情報伝達が有効であることを実証された。
一時孤立状態になった奄美市住用町の特別養護老人ホーム「住用の園」において、看護実習をしていた鹿児島県立奄美高等

学校衛生看護科の2年生9人が職員とともに高齢者の介抱を行い高齢者の避難をサポートした。
急激に泥流が流れ込んだ地域の多くで、住民が取り残された。しかしながら、地域の住民等が積極的に支援活動に参加したため
特に高齢者の犠牲が抑えられた。

1

奄美豪雨災害に対する課題
グループワーク①豪雨災害が起こる地理的要因

Q 豪雨災害に対する地理的要因（島の位置、島の
自然形状）から、奄美大島で豪雨災害が起きる背
景をまとめる。

A
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奄美豪雨災害に対する課題
グループワーク②豪雨災害の課題

Q 豪雨が起きたときの島の課題についてまとめる。（避難場
所設置、豪雨状況調査、要救助者捜索、物資運搬、
インフラ調査等）

A

奄美豪雨災害に対する課題
グループワーク③豪雨災害発生時の対応方法

（一般的に知られている対応内容）

Q 豪雨災害が起きた時に一般的な知識から地方自治体、消防団、
住民が行うべき内容をまとめる。
(例 : 状況調査、要救助者捜索、物資確保、避難場所確保等）

A
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1. SAITOTEC : YOROIシリーズ
https://saitotec.com/

2.  ACSL : 防災、災害ドローン
https://www.acsl.co.jp/

3.  CENTRY : D-HOPEシリーズ
https://www.century.co.jp/

4. Seven To Five : AIR HOPE
https://seventofive.co.jp/

5. SONY : Airpeak S1
https://www.sony.jp/airpeak/products/ARS-S1/

災害対応ドローン例 :
(かならずしも災害対応ドローンとして位置付けてはいない製品も多い）

(赤字の会社の製品は明確に災害対応ドローンとして提供中）

2

災害状況把握、要救助者捜索、寸断地
域への物資運搬

活用事例:3
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SAITOTEC 会社概要

会社名 サイトテック株式会社（SAITOTEC)

設立 2000年10月 （創業22年）

本社所在地 〒409-3303 山梨県南巨摩郡身延町寺沢3250

資本金 / 売上高 3,000万円 / 非上場会社のため財務情報不明

従業員数 8名

特許数 国内 XXX件

事業内容 [セミナー事業]: ドローン関連セミナーの企画・運営・開催
[ドローン機体]: 業務用ドローンの企画・開発・製造・販売

プロダクトライン ドローン: YOROI/KATANA/TUZUMI, RASENヘリ, SYSTEM

進出先国 日本国内のみ

SAITOTEC 製品概要

製品名 YOROI 6S2200F + SYSTEM

機能 汎用性重視の最大40Kgペイロードでの多数搭載オプションで災害対応可能。

仕組み

機体システム: 

アプリケーションシステム:  詳細次ページ
ActiveTrack, 長距離伝送システム, RTK誘導システム, 監視レーターシステム, 衝突防
止システム, 2オペ操縦, 地上電源供給システム, グラウンドステーション

仕様 :飛行時寸法 :  W3,200mm×D2,900mm×H1,080mm
収納時寸法 :  W1,150mm×D1,000mm×H1,080mm
素 材 :  カーボンファイバー
モーターピッチ :  2,200mm
F C :  Pixhawk(USA)
バッテリー : 12S18000mAh×6本 24.6Kg
機体重量 : 39kg
離陸最大重量 : 145kg
最大搭載荷重 : 80kg(メーカー推奨40kg)
飛行速度 : 60km/h
最大飛行高度 : 2,500m(国内規程150m)
飛行モード : ATT / GPS / GCS
使用環境温度 : 0-45℃
搭載荷重飛行時間 (環境による) ::
0kg → 20分 / 10kg → 16分 / 20kg → 11分 / 30kg → 10分 / 40kg → 9分
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SAITOTEC 製品概要

仕組み

アプリケーションシステム : 

(1)自動追尾システム (Active Track):
限られたスペース、移動中の車両や船舶からの正確な離陸と着陸や追跡など
自律的なドローン操作を可能にするシステム。必要最小限のハードウェアを
インストールするだけで、人工知能、コンピュータビジョン、高度な制御システムを
用いてリアルタイムに画像処理を行いドローンを制御可能。

https://www.youtube.com/watch?v=Jl8ZkLdGC_A&t=19s

(2) 長距離伝送システム:

SAITOTEC 製品概要

仕組み

アプリケーションシステム : 

(3) RTK 誘導システム :
屋内やGPS受信がクリアでない非GPS環境での測量･点検に有効。
ドローンと測量機械を、ソフトウェアを介し通信と制御を行う一連のシステムであり、
ドローンにレーザー光を反射する反射プリズムを取り付け、測量用の自動追尾
トータルステーションで追尾。
リアルタイムでドローンの位置を計測し、あらかじめ決められた３次元位置とドローン
の位置の差分を求めてドローンを自動誘導。
既存のドローンの小改造と、広く流通している測量機械を用いるため、高額投資は
不要であり安価に自動化と省力化が得られるシステム。
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SAITOTEC 製品概要

仕組み

アプリケーションシステム : 

(3) 監視レーダーシステム :
機械式ジンバルを備えたシングルチャンネルのKuバンド（またはXバンド）監視
レーダーシステム。小型で軽量かつ低消費電力で専用のソフト使用。
生成された高品質のデータから、SARイメージング、変化点検知、海上監視、
移動目標指示計など監視や偵察などに必要なさまざまなデータを取得可能。

SAITOTEC 製品概要

仕組み

アプリケーションシステム : 

(3) 衝突防止システム :
他のドローンとの衝突回避システム。
自律飛行の運用時にAIアルゴリズムを使用してリアルタイムで状況判断が可能。
小型で軽量、低消費電力で運用可能。
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SAITOTEC 製品概要

仕組み

アプリケーションシステム : 

(3) 2人操縦システム (2オペレーション) :
出発地点から着陸地点上空までは自動航行による飛行を行い、着陸地点上空
からは安全のため目視操縦として操縦者を切り替えて着陸を行います。
特に長距離の物資運搬として、A地点、B地点で確実な運航を行う二人操縦
システム。

SAITOTEC 製品概要

仕組み

アプリケーションシステム : 

(3) 地上電源供給システム :
検査、監視などの業務での長時間の飛行の目的。
連続飛行７時間を想定し、屋外での連続運転では発電機、昇圧機、降圧機、
伝送ケーブルを配置する事で長時間飛行が可能となります。

(4) グラウンドステーション : 
災害時などの大掛かりなドローン運行の際、離陸地点と目的地点での基地局の
設営のためのオプションシステム。
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【参考】ドローン導入Before/After

Before
実機、人による手作業

After
ドローンによる無人化・自動化

①コスト
①人件費(=給与+各種手当)

+②実機使用料)
※災害現場での怪我等の二次災

害リスク

①イニシャルコスト(装置、パイロット
養成)＋②ランニングコスト(パイロッ
ト)＋③メンテナンスコスト(修理
代)+④固定資産管理コスト

②スピード
①災害現場への人的移動（長時
間、疲労他）、②実機はパイロット
の技能（細かな移動の場合）と③

長時間運航が困難。

①同時複数運用可能、②多飛行
頻度可能、④現場指令室から操
縦・自動飛行可能、⑤バッテリー充
電により低コストで多頻度出動可能。

③クオリティ
個人の能力・経験により異なるが、
現場に最接近できる人と超高高度

での撮影には有効。

きめこまかな撮影が可能、機種に
よっては高高度、高性能カメラ、赤

外線、スピーカー、自律飛行他可能。

SAITOTEC ビジネスモデル

ドローン活用分野

(1) 物流輸送

(2) 災害救助

(3) 土木建設

(4) 林業

(5) 農業

(6) 点検、計測

(7) 教育

ターゲット市場 :各種事業へのドローン導入サポートとサービス

セミナー:

機体販売/カスタマイズ:

サービス :
(1) ドローン導入サポート
(2) 機体開発・実証実験
(3) 役務代行（業務代行）
(4) イベント・教育
(5) CM・映画・エンタメ
(6) 修理点検
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【参考】ドローン導入支援

Phase1
導入前

Step2
業務別セミ

ナー
Step3

事後フォロー

■STEP1. ドローン導入、購入
相談 (作業, 機種, コスト、知
識）
■STEP2. 機種選定
■STEP3. 機種選定後相談
■STEP4. スタートアップセミ
ナー受講
■STEP5. アプリケーションシス
テム提案
■STEP6. 保険
■STEP7. 契約
■STEP8. パイロットセミナー受
講
■STEP9. 納品
■STEP10. 国交書許可他取
得

■修理・点検■業務別、環境別飛行
セミナー （大型機、山間
部等）

■組立・保守・組込プログ
ラミングセミナー

ドローン使用開始

【参考】 SAITOTEC SDGs

2001

外務省定義 : 続可能な開発目標ＳＤＧｓエス・ディー・ジーズとは

持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）とは，17のゴール・
169のターゲットから構成され，地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」こ
とを誓っています。SDGsは発展途上国のみならず，先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）
なものであり，日本としても積極的に取り組んでいます。これから私たちが目指すSDGs達成のためには
地球環境だけでなく、施策を実行する地域社会での「従業員の健康・働きがい」も重要です。従業員
は会社の貴重な財産。みんなで協力して環境づくりに努めてきました。現在は従業員の働きやすさ、ダ
イバーシティの実現、質の高い教育やジェンダー格差を解消しようと、2030年に向け目標をたてて取り
組んでいます。SDGsは我が社にとっての成長エンジンです。

2015 2030

17
Goals

169 
Targe

ts

◆ミレニア
ム開発目標
（MDGs）

◆持続可能な開
発のための2030
アジェンダ

(SDGs)
◆2030年までに
持続可能でより
よい世界を目指
す国際目標
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【参考】 SAITOTEC SDGs
SAITOTECメッセージ:

【木製ドローンが森と繋いでくれる 】

様々な多様性がある現代で森や自然を通して「木」の存在価値が日本国内で大きくなってきています。「SDGsプロ
ジェクト」の要素としても森や自然は重要な存在のひとつ。私たちはSDGsの取り組みのひとつとして、「どうしたらヒトと森
がつながれるのだろう」と考え、地域社会、環境社会にもフォーカスしながら、自然な流れで生まれたのは「木の素材で
構成されたドローン」でした。森林から伐採された木材を素材として使用することで木の香りやぬくもりがありながら森林
をイメージした美しい曲線とデザインで様々なアイデアとテクノロジーが盛り込まれています。森から生まれるドローンは、
普段木に触れる機会の少ない方でも木の素晴らしい手触り感とぬくもりを感じる事ができ、さらにDIYをしながら様々な
「高度な教育」も体験することも出来ます。
さあ、森とつながろう。

私たちはこれまでさまざまなステークホルダーと広範なネット
ワークを築いて参りました。また我が社は「ドローン」を基盤
としたテクノロジーで皆様のお役に立てる未来を創造してい
きたいと考えております。私たちの達成したいミッションは
「地域・環境・ひと」が笑顔でつながり合うこと。それが私た
ちの目指す未来です。これからも私たちは事業活動を通じ、
新しいチャレンジを仕掛けていきます。

【参考】 SDGs (外務省HPより）
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奄美豪雨災害に対する課題
グループワーク④豪雨災害発生時の対応方法

（ドローンを活用した場合の対応内容）

Q 豪雨災害が起きた時にドローンを活用し、どのように地方自治体、消
防団、住民と協業できるかまとめる。
(ドローンの観点でSAITOTECのホームページや災害・ドローン検索で
考える。）

A

奄美豪雨災害に対する課題
グループワーク⑤災害対応におけるドローンの課題

Q 豪雨災害が起きた時のドローン活用においてどのよう
な課題がドローンにあるかまとめる。
(技術課題、法的課題等）

A
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まとめシート

27

Group A Group B Group C Group D

①地理的要因

②豪雨災害の課題

③災害対応
（一般的な方法）

④災害対応
（ドローン活用)

⑤災害対応における
ドローンの課題

奄美豪雨災害に対する課題
グループワーク⑥ ①~⑤グループワークのマトメ4

【参考】 講師による奄美群島産業用ドローン活性化）
奄美群島における特区制度活用 (ドローン特区）

◆奄美群島が産業用ドローン活用に適している理由: 

奄美大島と周辺諸島は１０万人の人口と、日本で二番目に大きい島である奄美大島（１番は佐渡島）と一番
遠い与論島まで100Kmである。山間部と中山間部が多く平地は少ない。１番の産業は建設業であり台風被害から
の復興需要が多い。また農業も発展している。奄美群島国立公園および世界遺産登録により今後はより一層の観
光業やサービス業が発展すると見込まれる。

気候：年平均気温は21度前後、年間降水量は約3,000mm前後と、日本の中でも温暖で雨が多い亜熱帯気候、
また海洋性気候。年間台風接近は７~１０個となっており、台風の通り道となっている。

このため災害対応ドローンを含めて離島でのドローン活用の特区として産業構築ができないかと思っています。

台風による豪雨災害において、被害状況調査、要避難者捜索、寸断地域への物資輸送（簡易無線、小型発電
機、食料、衣料品他）、通信網が寸断された場合のLTEリピーター機能、浮き輪等の落下他で災害対応ドロー
ン活用は無限に可能性を秘めていると講師は考えます。

また観光業向けにエンターテインメントとしてのドローン空撮は、奄美群島の自然、結婚式、ツアー記念他でより身
近に奄美群島住民が活用できるのではないかと考えます。

5
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【参考】 講師による奄美群島産業用ドローン活性化）
奄美群島における特区制度活用 (ドローン特区）

特区制度概略（内閣府HPより）

◆制度概要 (内閣府） : 

国家戦略特区制度は、成長戦略の実現に必要な、大胆な規制・制度改革を実行し、「世界で一番ビジネスがしやすい環境」を創出す
ることを目的に創設されました。
経済社会情勢の変化の中で、自治体や事業者が創意工夫を生かした取組を行う上で障害となってきているにもかかわらず、長年にわた
り改革ができていない「岩盤規制」について、規制の特例措置の整備や関連する諸制度の改革等を、総合的かつ集中的に実施するもの
です。

◆特区の違いについて（構造改革特区・総合特区・国家戦略特区）（内閣府）

全国からの提案募集を通じ、現場から寄せられた規制
改革のニーズを実現するため、これまで構造改革特区、
総合特区、国家戦略特区の３つの特区制度を措置。
①構造改革特区は、一旦措置された規制改革事項で
あれば、全国どの地域でも活用できる制度。
②総合特区は、地域の特定テーマの包括的な取組を、
規制の特例措置に加え、財政支援も含め総合的に支援
する制度。
③国家戦略特区は、活用できる地域を厳格に限定し、
国の成長戦略に資する岩盤規制改革に突破口を開くこと
を目指した制度。

３つの特区は、それぞれ異なる特徴がありますが、国家
戦略特区と構造改革特区との提案を一体で受け付ける
など、連携して運用を行っています。

サイトテック株式会社公式ページ
https://saitotec.com/

外務省SDGs公式ページ
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/index.html

奄美市平成22年10月豪雨資料
https://www.city.amami.lg.jp/somu/bosai/bosai/documents/kiroku.pdf

内閣府 国家戦略特区制度
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc/kokkasenryakutoc.html

令和４年（2022年）９月17日～19日に九州南部・奄美地方、九州北部地方に線状降
水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけを行った事例
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jirei/senjoukousuitai/R040917-
1.pdf

平成22年10月18日から21日にかけての奄美地方の大雨
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E6%88%9022%E5%B9%B41
0%E6%9C%8818%E6%97%A5%E3%81%8B%E3%82%8921%E6%97%A5
%E3%81%AB%E3%81%8B%E3%81%91%E3%81%A6%E3%81%AE%E5%
A5%84%E7%BE%8E%E5%9C%B0%E6%96%B9%E3%81%AE%E5%A4%A
7%E9%9B%A8

【参考情報】
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「災害対応 PBL」プロトタイプ教材 
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で

あ
り

、
学

生
た

ち
が

自
ら

活
動

す
る

こ
と

で
学

ん
で

い
く

手
法

で
す

。

・
PB

Lは
日

本
語

で
は

問
題

あ
る

い
は

課
題

解
決

授
業

と
訳

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

名
の

通
り

様
々

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
テ

ー
マ

を
課

題
化

し
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

に
よ

っ
て

解
決

す
る

も
の

で
す

。

・
PB

Lの
目

的
と

し
て

課
題

に
対

す
る

個
人

や
グ

ル
ー

プ
の

専
門

知
識

を
活

用
す

る
能

力
、

計
画

立
案

と
計

画
に

た
い

す
る

実
行

能
力

、
各

グ
ル

ー
プ

の
活

動
能

力
と

い
っ

た
実

社
会

で
役

立
つ

実
務

能
力

と
問

題
解

決
能

力
の

向
上

を
目

指
し

ま
す

。
三

人
寄

れ
ば

文
殊

の
知

恵
で

は
な

い
で

す
が

、
チ

ー
ム

に
お

け
る

そ
れ

ぞ
れ

の
異

な
る

潜
在

能
力

、
他

者
の

潜
在

能
力

の
活

用
と

伝
授

が
可

能
と

な
り

、
PB

Lで
グ

ル
ー

プ
で

学
ん

で
い

く
過

程
で

、
い

ろ
い

ろ
な

技
術

や
知

識
を

グ
ル

ー
プ

内
得

て
い

く
こ

と
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

・
こ

れ
ま

で
の

教
員

に
よ

る
講

義
と

演
習

を
否

定
す

る
す

る
わ

け
で

は
な

く
、

教
員

か
ら

得
ら

れ
る

知
識

や
技

術
の

習
得

は
重

要
で

す
。

そ
う

い
っ

た
通

常
の

学
習

方
法

に
加

え
て

、
教

員
か

ら
得

ら
れ

た
知

識
や

技
術

を
PB

Lに
よ

り
ア

ッ
プ

グ
レ

ー
ド

し
た

実
務

ス
キ

ル
習

得
が

目
的

と
な

り
ま

す
。

・
ち

な
み

に
PB

Lの
活

用
は

一
部

の
大

学
、

例
え

ば
小

樽
商

科
大

学
、

和
歌

山
大

学
他

で
取

り
入

れ
ら

れ
て

お
り

、
課

題
と

い
う

イ
ン

プ
ッ

ト
か

ら
そ

の
解

決
ま

で
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
一

連
の

流
れ

で
学

生
が

み
ず

か
ら

解
決

方
法

を
導

き
出

す
た

め
、

実
社

会
で

の
ス

キ
ル

に
役

立
つ

と
評

価
さ

れ
て

い
ま

す
。

4
5

前
ペ

ー
ジ

で
PB

L学
習

と
は

何
か

の
説

明
を

行
い

ま
し

た
が

、
で

は
PB

L学
習

で
ど

の
よ

う
に

課
題

か
ら

解
決

ま
で

を
導

き
だ

す
の

か
ス

テ
ー

ジ
毎

に
説

明
し

ま
す

。

ス
テ

ー
ジ

１
の

着
想

・
発

想
で

は
今

回
の

災
害

地
域

に
お

け
る

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

を
活

用
し

て
の

課
題

解
決

サ
ー

ビ
ス

開
発

と
い

う
目

的
か

ら
、

ど
の

よ
う

な
災

害
が

日
本

で
発

生
し

い
る

の
か

、
そ

の
災

害
に

対
し

て
ド

ロ
ー

ン
な

し
で

ど
の

よ
う

に
対

応
し

た
か

、
ま

た
当

時
ド

ロ
ー

ン
が

活
用

さ
れ

な
か

っ
た

災
害

で
ド

ロ
ー

ン
が

活
用

さ
れ

て
い

た
ら

ど
う

だ
っ

た
か

.

ス
テ

ー
ジ

２
の

基
本

構
想

で
は

災
害

に
対

す
る

ド
ロ

ー
ン

の
活

用
が

可
能

で
あ

っ
た

場
合

、
ど

の
よ

う
な

サ
ー

ビ
ス

提
供

が
可

能
で

あ
っ

た
か

。
サ

ー
ビ

ス
提

供
に

は
ど

の
よ

う
な

ド
ロ

ー
ン

が
必

要
で

、
ど

の
よ

う
な

技
術

・
法

的
課

題
が

あ
る

の
か

。
そ

し
て

そ
れ

ら
を

ま
と

め
ま

す
。

ス
テ

ー
ジ

３
で

は
マ

ト
メ

を
ベ

ー
ス

に
、

ビ
ジ

ネ
ス

と
し

て
ど

の
よ

う
に

行
う

か
の

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

バ
ス

を
作

成
し

ま
す

。

ス
テ

ー
ジ

４
で

は
最

終
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
（

顧
客

）
に

提
供

す
る

前
提

で
作

成
し

ま
す

。

ビ
ジ

ネ
ス

で
は

通
常

、
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

以
外

に
資

金
調

達
を

含
め

た
事

業
計

画
（

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
）

を
作

成
す

る
の

で
す

が
、

今
回

の
PB

L学
習

は
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

作
成

ま
で

を
目

的
と

し
ま

す
。

ス
テ

ー
ジ

１
着

想
・

発
想

（
ア

イ
デ

ィ
ア

）

ス
テ

ー
ジ

２
基

本
構

想
（

コ
ン

セ
プ

ト
）

ス
テ

ー
ジ

３
計

画
立

案
（

プ
ラ

ン
）

ス
テ

ー
ジ

４
事

業
計

画
（

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

）

演
習

場
面

演
習

場
面

演
習

場
面

演
習

場
面

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
・

上
司

（
講

師
）

協
力

分
担

学
習

者

・
ア

イ
デ

ィ
ア

創
出

・
情

報
収

集
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

作
成

・
提

案
、

交
渉

…

指
示

助
言

報
告

提
案

5

P
B

L
 (

ス
テ

ー
ジ

）
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2
. 

今
回

の
P

B
L
学

習
目

標

（
１

）
学

習
目

標

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

（
顧

客
）

の
要

求
及

び
課

題
の

分
析

等
に

基
づ

い
て

、
内

閣
府

S
o
ci

e
ty

5
.0

で
空

の
産

業
革

命
と

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
ド

ロ
ー

ン
を

災
害

時
も

活
用

し
、

導
入

と
活

用
に

必
要

な
地

域
社

会
環

境
、

基
本

シ
ス

テ
ム

と
技

術
・

法
的

要
素

を
検

討
し

、

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

バ
ス

、
最

終
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
作

成
す

る
。

（
２

）
学

習
テ

ー
マ

①
災

害
課

題
を

グ
ル

ー
プ

で
整

理
(課

題
シ

ー
ト

３
種

作
成

）

②
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

開
発

の
検

討
（

サ
ー

ビ
ス

概
要

シ
ー

ト
作

成
）

③
使

用
ド

ロ
ー

ン
製

品
の

整
理

(製
品

概
要

シ
ー

ト
作

成
)

③
ド

ロ
ー

ン
技

術
課

題
の

検
討

(技
術

課
題

シ
ー

ト
作

成
）

④
ド

ロ
ー

ン
法

的
課

題
の

検
討

（
法

的
課

題
シ

ー
ト

作
成

）

⑤
①

~
④

ま
で

の
シ

ー
ト

要
約

⑥
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス
の

作
成

⑦
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

作
成

⑦
ド

ロ
ー

ン
操

縦
実

地
体

験

（
３

）
学

習
時

間

・
全

2
2
.5

時
間

（
1
.5

時
間

×
1
5
回

）

（
４

）
学

習
方

法

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

→
  

別
途

例
を

説
明

6
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・
学

習
目

標
で

す
が

、
今

回
の

場
合

は
こ

れ
ま

で
の

災
害

、
当

時
ド

ロ
ー

ン
が

な
か

っ
た

場
合

で
の

対
応

方
法

、
当

時
ド

ロ
ー

ン
が

あ
っ

た
場

合
で

の
対

応
方

法
を

検
討

を
検

討
し

ま
す

。

・
そ

の
調

査
・

分
析

を
も

と
に

内
閣

府
So

ci
et

y 
5.

０
の

一
部

で
あ

る
空

の
産

業
革

命
で

あ
る

ド
ロ

ー
ン

を
活

用
し

た
災

害
対

応
の

適
用

を
め

ざ
し

、
最

終
的

に
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
へ

の
説

明
を

想
定

し
た

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

作
成

し
ま

す
。

・
こ

れ
ら

は
前

ペ
ー

ジ
で

の
PB

Lス
テ

ー
ジ

毎
に

検
討

す
る

調
査

・
課

題
、

基
本

構
想

、
計

画
立

案
、

事
業

計
画

の
各

ス
テ

ッ
プ

と
な

り
ま

す
。

・
PB

L各
ス

テ
ー

ジ
で

の
学

習
テ

ー
マ

で
す

が
、

・
ス

テ
ー

ジ
１

の
着

想
・

発
案

で
は

、
災

害
に

ド
ロ

ー
ン

が
活

用
で

き
る

の
で

は
と

い
う

着
想

を
も

と
に

、
災

害
一

覧
シ

ー
ト

、
選

択
し

た
災

害
の

当
時

の
ド

ロ
ー

ン
な

し
の

対
応

方
法

、
そ

し
て

そ
の

災
害

で
ド

ロ
ー

ン
が

活
用

さ
れ

て
い

た
ら

ど
の

よ
う

に
か

わ
る

と
と

い
う

学
習

に
な

り
ま

す
。

・
ス

テ
ー

ジ
２

で
は

ス
テ

ー
ジ

１
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
を

ベ
ー

ス
に

、
選

択
製

品
、

そ
の

製
品

の
技

術
課

題
、

法
的

課
題

を
検

討
し

、
こ

れ
ま

で
作

成
し

た
シ

ー
ト

の
ま

と
め

シ
ー

ト
を

作
成

。

・
ス

テ
ー

ジ
３

で
は

ま
と

め
シ

ー
ト

と
こ

れ
ま

で
作

成
し

た
シ

ー
ト

を
ベ

ー
ス

に
、

ど
の

よ
う

な
ビ

ジ
ネ

ス
が

可
能

か
と

う
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス
を

作
成

し
ま

す
。

・
ス

テ
ー

ジ
４

で
は

実
際

に
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
へ

の
事

業
計

画
説

明
を

想
定

し
た

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
と

な
り

ま
す

。

・
学

習
時

間
で

す
が

全
部

で
90

分
ｘ

15
コ

マ
（

合
計

22
.5

時
間

）
を

割
り

当
て

、
こ

の
中

に
は

ド
ロ

ー
ン

の
実

地
体

験
も

含
み

ま
す

。

・
学

習
方

法
で

す
が

、
先

ほ
ど

の
べ

ま
し

た
よ

う
に

PB
L学

習
で

す
の

で
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

と
し

ま
す

。

6

(参
考

) 
S

O
C

IE
T
Y

5
.0

 (
内

閣
府

H
P

) 
h

tt
p
s:

/
/
w

w
w

8
.c

a
o
.g

o
.j

p
/
c
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p
/
s
o
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e
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5
_

0
/
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こ
れ

ま
で

の
情

報
社

会
（

S
o
ci

e
ty

 4
.0

）
で

は
知

識
や

情
報

が
共

有
さ

れ
ず

、
分

野
横

断
的

な
連

携
が

不
十

分
で

あ
る

と
い

う
問

題
が

あ
り

ま
し

た
。

人
が

行
う

能
力

に
限

界
が

あ
る

た
め

、
あ

ふ
れ

る
情

報
か

ら
必

要
な

情
報

を
見

つ
け

て
分

析
す

る
作

業
が

負
担

で
あ

っ
た

り
、

年
齢

や
障

害
な

ど
に

よ
る

労
働

や
行

動
範

囲
に

制
約

が
あ

り
ま

し
た

。
ま

た
、

少
子

高
齢

化
や

地
方

の
過

疎
化

な
ど

の
課

題
に

対
し

て
様

々
な

制
約

が
あ

り
、

十
分

に
対

応
す

る
こ

と
が

困
難

で
し

た
。

S
o
ci

e
ty

 5
.0

で
実

現
す

る
社

会
は

、
Io

T
（

In
te

rn
e
t 
o
f 

T
h
in

g
s）

で
全

て
の

人
と

モ
ノ

が
つ

な
が

り
、

様
々

な
知

識
や

情
報

が
共

有
さ

れ
、

今
ま

で
に

な
い

新
た

な
価

値
を

生
み

出
す

こ
と

で
、

こ
れ

ら
の

課
題

や
困

難
を

克
服

し
ま

す
。

ま
た

、
人

工
知

能
（

A
I）

に
よ

り
、

必
要

な
情

報
が

必
要

な
時

に
提

供
さ

れ
る

よ
う

に
な

り
、

ロ
ボ

ッ
ト

や
自

動
走

行
車

な
ど

の
技

術
で

、
少

子
高

齢
化

、
地

方
の

過
疎

化
、

貧
富

の
格

差
な

ど
の

課
題

が
克

服
さ

れ
ま

す
。

社
会

の
変

革
（

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
）

を
通

じ
て

、
こ

れ
ま

で
の

閉
塞

感
を

打
破

し
、

希
望

の
持

て
る

社
会

、
世

代
を

超
え

て
互

い
に

尊
重

し
合

あ
え

る
社

会
、

一
人

一
人

が
快

適
で

活
躍

で
き

る
社

会
と

な
り

ま
す

。

こ
ち

ら
は

参
考

情
報

で
す

が
、

・
So

ci
et

y 
5.

0と
は

内
閣

府
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
8.

ca
o.

go
.jp

/c
st

p/
so

ci
et

y5
_0

/)
を

見
て

い
た

だ
き

た
い

の
で

す
が

、
次

の
よ

う
に

定
義

付
け

ら
れ

て
い

ま
す

。

こ
れ

ま
で

の
情

報
社

会
（

So
ci

et
y 

4.
0）

で
は

知
識

や
情

報
が

共
有

さ
れ

ず
、

分
野

横
断

的
な

連
携

が
不

十
分

で
あ

る
と

い
う

問
題

が
あ

り
ま

し
た

。
人

が
行

う
能

力
に

限
界

が
あ

る
た

め
、

あ
ふ

れ
る

情
報

か
ら

必
要

な
情

報
を

見
つ

け
て

分
析

す
る

作
業

が
負

担
で

あ
っ

た
り

、
年

齢
や

障
害

な
ど

に
よ

る
労

働
や

行
動

範
囲

に
制

約
が

あ
り

ま
し

た
。

ま
た

、
少

子
高

齢
化

や
地

方
の

過
疎

化
な

ど
の

課
題

に
対

し
て

様
々

な
制

約
が

あ
り

、
十

分
に

対
応

す
る

こ
と

が
困

難
で

し
た

。
So

ci
et

y 
5.

0で
実

現
す

る
社

会
は

、
Io

T（
In

te
rn

et
 o

f T
hi

ng
s）

で
全

て
の

人
と

モ
ノ

が
つ

な
が

り
、

様
々

な
知

識
や

情
報

が
共

有
さ

れ
、

今
ま

で
に

な
い

新
た

な
価

値
を

生
み

出
す

こ
と

で
、

こ
れ

ら
の

課
題

や
困

難
を

克
服

し
ま

す
。

ま
た

、
人

工
知

能
（

AI
）

に
よ

り
、

必
要

な
情

報
が

必
要

な
時

に
提

供
さ

れ
る

よ
う

に
な

り
、

ロ
ボ

ッ
ト

や
自

動
走

行
車

な
ど

の
技

術
で

、
少

子
高

齢
化

、
地

方
の

過
疎

化
、

貧
富

の
格

差
な

ど
の

課
題

が
克

服
さ

れ
ま

す
。

社
会

の
変

革
（

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
）

を
通

じ
て

、
こ

れ
ま

で
の

閉
塞

感
を

打
破

し
、

希
望

の
持

て
る

社
会

、
世

代
を

超
え

て
互

い
に

尊
重

し
合

あ
え

る
社

会
、

一
人

一
人

が
快

適
で

活
躍

で
き

る
社

会
と

な
り

ま
す

。

時
間

の
あ

る
と

き
に

別
途

内
閣

府
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

So
ci

et
y5

.0
の

内
容

理
解

を
お

願
い

し
ま

す
。

ド
ロ

ー
ン

以
外

の
情

報
も

載
っ

て
い

ま
す

。

7
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3
．

演
習

の
進

め
方

8
©

 一
般

社
団

法
人

安
全

安
心

社
会

構
築

教
育

協
会

20
23

演
習

１
~

３
日

本
の

災
害

・
課

題
の

整
理

(日
本

の
災

害
把

握
、

災
害

対
応

方
法

（
ド

ロ
ー

ン
な

し
）

、
災

害
対

応
方

法
（

ド
ロ

ー
ン

活
用

あ
り

）
↓

演
習

４
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

開
発

の
検

討
↓

演
習

５
活

用
ド

ロ
ー

ン
製

品
の

整
理

↓
演

習
６

ド
ロ

ー
ン

技
術

課
題

の
検

討
↓

 
演

習
７

ド
ロ

ー
ン

法
的

課
題

の
検

討
↓

演
習

８
整

理
シ

ー
ト

要
約

↓
演

習
９

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

バ
ス

の
作

成
↓

演
習

1
0
  
最

終
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

・
演

習
の

進
め

方
で

す
が

、
各

学
習

コ
マ

に
お

け
る

進
め

方
は

こ
れ

ま
で

説
明

し
た

通
り

と
な

り
ま

す
。

・
演

習
１

~
３

ま
で

が
日

本
の

災
害

・
課

題
の

整
理

。
日

本
の

災
害

一
覧

、
ド

ロ
ー

ン
な

し
の

災
害

対
応

方
法

、
ド

ロ
ー

ン
を

活
用

し
た

場
合

の
災

害
方

法
３

つ
と

な
り

ま
す

。

・
演

習
４

で
は

ド
ロ

ー
ン

を
活

用
し

た
場

合
の

災
害

対
応

課
題

を
検

討
し

た
前

回
か

ら
、

そ
の

課
題

対
応

で
ど

の
よ

う
ド

ロ
ー

ン
で

の
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
で

き
る

か
検

討
と

な
り

ま
す

。

・
演

習
５

で
は

演
習

４
の

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
で

使
用

す
る

製
品

選
択

と
な

り
ま

す
が

、
今

回
は

講
師

選
定

の
ド

ロ
ー

ン
で

行
い

ま
す

。

・
演

習
６

で
は

演
習

５
の

製
品

に
対

し
て

の
技

術
課

題
に

つ
い

て
検

討
、

・
演

習
７

で
は

ド
ロ

ー
ン

を
活

用
す

る
う

え
で

の
法

的
課

題
を

検
討

し
ま

す
。

・
演

習
８

で
は

演
習

１
~

７
ま

で
の

シ
ー

ト
を

整
理

し
、

各
シ

ー
ト

の
相

関
関

係
を

ま
と

め
ま

す
。

・
演

習
９

で
は

こ
れ

ま
で

の
シ

ー
ト

と
ま

と
め

シ
ー

ト
か

ら
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス
を

作
成

。

・
演

習
１

０
の

最
後

に
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
へ

の
説

明
を

前
提

と
し

た
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

と
な

り
ま

す
。

8

実
施

日
実

施
内

容
コ

マ 数
タ

イ
ム

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

０
月

0
日

＜
第

1
回

＞

講
義

–
講

座
目

的
理

解
/
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
講

座
で

活
用

の
先

端
技

術
理

解

(講
義

6
0
分

(P
B
L理

解
、

ド
ロ

ー
ン

理
解

、
使

用
予

定
先

端
技

術
(セ

ン
シ

ン
グ

、
V
R
）

説
明

、
ア

ン
ケ

ー
ト

1
0

時
限

目
0

0
:0

0
～

0
0

:0
0

0
月

0
日

＜
第

2
回

＞

演
習

1
 :

 P
B

L
 S

ta
g

e
 1

着
想

・
発

想
: 

日
本

に
お

け
る

災
害

理
解

、
災

害
内

容
収

集
、

課
題

と
し

て
選

ぶ
災

害
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
、

シ
ー

ト
作

成

(講
義

2
5
分

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

4
5
分

、
発

表
2
0
分

）

1
0

時
限

目
0

0
:0

0
～

0
:0

0

0
月

0
日

<
第

3
回

>

演
習

2
 :

 P
B

L
 S

ta
g

e
 1

着
想

・
発

想
: 

選
ん

だ
災

害
に

対
し

て
行

わ
れ

た
災

害
対

応
方

法
理

解
（

過
去

の
ド

ロ
ー

ン
な

し
の

場

合
）

、
整

理
、

ア
イ

デ
ア

交
換

、
災

害
に

お
け

る
課

題
作

成

(講
義

2
5
分

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

4
5
分

、
発

表
2
0
分

)

1
0

時
限

目
0

0
:0

0
～

0
0

:0
0

0
月

0
日

<
第

4
回

>

演
習

3
 :

 P
B

L
 S

ta
g

e
 1

着
想

・
発

想
: 

選
ん

だ
災

害
の

過
酷

の
対

応
方

法
か

ら
、

ド
ロ

ー
ン

が
あ

っ
た

ら
ど

の
よ

う
な

災
害

対

応
が

可
能

で
あ

っ
た

か
整

理
、

ア
イ

デ
ア

交
換

、
シ

ー
ト

作
成

(講
義

2
5
分

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

4
5
分

、
発

表
2
0
分

）

1
0

時
限

目
0

0
:0

0
～

0
0

:0
0

0
月

0
0

日

<
第

５
回

>

演
習

4
 P

B
L
 S

ta
g

e
 2

 
基

本
構

想
:

災
害

時
に

お
け

る
課

題
と

ド
ロ

ー
ン

が
あ

っ
た

ら
ど

の
よ

う
な

災
害

対
応

が
可

能
で

あ
っ

た
か

を
ベ

ー
ス

に
、

災
害

利
用

目
的

で
の

ド
ロ

ー
ン

サ
ー

ビ
ス

開
発

の
ア

イ
デ

ア
検

討
/
シ

ー
ト

作
成

(講
義

2
5
分

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

4
5
分

、
発

表
2
0
分

）

0
0

時
限

目
0

0
:0

0
～

0
0

:0
0

４
．

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

例
: 

「
災

害
時

に
お

け
る

ド
ロ

ー
ン

を
活

用
し

た
サ

ー
ビ

ス
」

P
B

L
学

習
内

容
(全

2
2

.5
時

間
1

5
コ

マ
）

©
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築
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こ
ち

ら
が

今
回

の
災

害
、

要
防

災
地

域
に

お
け

る
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
を

活
用

し
た

起
業

の
PB

L学
習

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

と
な

り
ま

す
。

・
全

15
回

・
各

学
習

コ
マ

は
90

分
で

あ
り

、
基

本
的

な
進

め
方

は
、

演
習

ご
と

に
個

別
調

査
・

グ
ル

ー
プ

討
議

・
シ

ー
ト

作
成

・
シ

ー
ト

の
グ

ル
ー

プ
発

表
と

な
り

ま
す

。

・
さ

き
ほ

ど
も

説
明

し
ま

し
た

が
、

ス
テ

ー
ジ

１
の

着
想

・
発

案
で

は
、

災
害

に
ド

ロ
ー

ン
が

活
用

で
き

る
の

で
は

と
い

う
着

想
を

も
と

に
、

災
害

一
覧

シ
ー

ト
、

選
択

し
た

災
害

の
当

時
の

ド
ロ

ー
ン

な
し

の
対

応
方

法
、

そ
し

て
そ

の
災

害
で

ド
ロ

ー
ン

が
活

用
さ

れ
て

い
た

ら
ど

の
よ

う
に

か
わ

る
と

と
い

う
学

習
に

な
り

ま
す

。
ス

テ
ー

ジ
２

で
は

ス
テ

ー
ジ

１
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
を

ベ
ー

ス
に

、
選

択
製

品
、

そ
の

製
品

の
技

術
課

題
、

法
的

課
題

を
検

討
し

、
こ

れ
ま

で
作

成
し

た
シ

ー
ト

の
ま

と
め

シ
ー

ト
を

作
成

。
ス

テ
ー

ジ
３

で
は

ま
と

め
シ

ー
ト

と
こ

れ
ま

で
作

成
し

た
シ

ー
ト

を
ベ

ー
ス

に
、

ど
の

よ
う

な
ビ

ジ
ネ

ス
が

可
能

か
と

う
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス
を

作
成

し
ま

す
。

ス
テ

ー
ジ

４
で

は
実

際
に

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

へ
の

事
業

計
画

説
明

を
想

定
し

た
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

と
な

り
ま

す
。

・
学

習
時

間
に

は
ド

ロ
ー

ン
の

実
地

体
験

も
含

み
ま

す
。

・
今

回
の

PB
L学

習
で

は
セ

ン
シ

ン
グ

、
VR

,L
XP

３
種

類
の

先
端

技
術

を
活

用
す

る
予

定
で

す
。

1.
 セ

ン
シ

ン
グ

は
グ

ル
ー

プ
間

の
討

議
中

に
誰

が
一

番
発

言
し

た
か

、
そ

の
発

言
に

誰
が

反
応

し
た

か
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

で
す

。
こ

れ
に

よ
り

グ
ル

ー
プ

内
に

お
け

る
リ

ー
ダ

ー
そ

の
他

の
活

動
把

握
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

2.
 V

Rは
仮

想
空

間
(メ

タ
）

を
利

用
し

て
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

い
ま

す
。

VR
空

間
に

は
グ

ル
ー

プ
間

で
の

会
話

も
可

能
と

な
っ

て
い

ま
す

。
3.

 L
XP

は
各

グ
ル

ー
プ

の
PB

Lス
テ

ー
ジ

毎
の

活
動

に
対

し
て

、
講

師
、

生
徒

間
の

コ
メ

ン
ト

や
資

料
の

共
有

が
可

能
な

ツ
ー

ル
で

す
。

9
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実
施

日
実

施
内

容
コ

マ 数
タ

イ
ム

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

00
月

00
日

＜
第

6回
＞

演
習

5 
: P

BL
 S

ta
ge

 2
 基

本
構

想
:  

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

の
活

用
に

あ
た

り
、

選
ん

だ
技

術
要

件
に

対
応

す
る

製
品

シ
ー

ト
作

成

（
製

品
は

講
師

選
択

の
ド

ロ
ー

ン
を

使
う

こ
と

）

(講
義

25
分

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

45
分

、
発

表
20

分
）

1
0時

限
目

00
:0

0～
00

:0
0

00
月

00
日

<
第

7回
>

演
習

6 
: P

BL
 S

ta
ge

 2
 基

本
構

想
:  

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

の
活

用
に

あ
た

り
、

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

と
選

ん
だ

製
品

の
課

題
対

応
に

対
す

る
技

術
要

件
シ

ー
ト

作
成

(講
義

25
分

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

45
分

、
発

表
20

分
）

1

00
月

00
日

<
第

8回
>

演
習

7 
: P

BL
 S

ta
ge

 2
 基

本
構

想
:  

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

の
活

用
に

あ
た

り
、

選
ん

だ
課

題
対

応
に

対
す

る
ド

ロ
ー

ン
使

用
時

の
法

的
要

件
シ

ー
ト

作
成

(講
義

25
分

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

45
分

、
発

表
20

分
）

1

00
月

00
日

<
第

9回
>

演
習

8 
: P

BL
 S

ta
ge

 1
+

2 
 (中

間
マ

ト
メ

) 作
成

し
た

７
シ

ー
ト

を
１

枚
に

集
約

、
整

理
す

る
シ

ー
ト

の
作

成

(講
義

25
分

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

45
分

、
発

表
20

分
）

1

00
月

00
日

<
第

10
回

>

演
習

8 
: P

BL
 S

ta
ge

 1
+

2 
 (中

間
マ

ト
メ

＋
新

た
な

気
づ

き
が

あ
っ

た
ら

加
筆

) 災
害

一
覧

シ
ー

ト
、

課
題

シ
ー

ト
、

提
供

サ
ー

ビ

ス
シ

ー
ト

、
技

術
・

製
品

シ
ー

ト
の

マ
ト

メ

(講
義

25
分

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

45
分

、
発

表
20

分
）

1
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築
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4
. 

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

例
: 

「
災

害
時

に
お

け
る

ド
ロ

ー
ン

を
活

用
し

た
サ

ー
ビ

ス
」

P
B

L
学

習
内

容
(全

2
2

.5
時

間
1

5
コ

マ
）

（
前

ペ
ー

ジ
で

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
説

明
）

10

実
施

日
実

施
内

容
コ

マ 数
タ

イ
ム

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

00
月

00
日

＜
第

11
回

＞

演
習

9 
: P

BL
 S

ta
ge

 3
 計

画
立

案
: ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス
の

作
成

(講
義

25
分

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

45
分

、
発

表
20

分
）

1
0時

限
目

00
:0

0～
00

:0
0

00
月

00
日

<
第

12
,1

3

回
>

演
習

10
: P

BL
 S

ta
te

 4
 事

業
計

画
: (

事
業

計
画

そ
の

も
の

は
作

成
せ

ず
こ

れ
ま

で
の

マ
ト

メ
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

と
す

る
）

(講
義

25
分

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

45
分

、
発

表
20

分
）

2

00
月

00
日

<
第

14
回

>

演
習

10
 : 

PB
L 

St
at

e 
4 

事
業

計
画

: グ
ル

ー
プ

別
最

終
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

）

(講
義

25
分

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

45
分

、
発

表
20

分
）

1

00
月

00
日

<
第

15
回

>
実

技
体

験
1
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 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
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4
. 

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

例
: 

「
災

害
時

に
お

け
る

ド
ロ

ー
ン

を
活

用
し

た
サ

ー
ビ

ス
」

P
B

L
学

習
内

容
(全

2
2

.5
時

間
1

5
コ

マ
）

（
前

ペ
ー

ジ
で

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
説

明
）
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各
グ

ル
ー

プ
は

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

で
の

サ
ー

ビ
ス

を
考

え
て

お
り

、
日

本
に

お
け

る
災

害
の

種
類

、
場

所
等

を
調

査
、

課
題

を
理

解
し

た
。

災
害

対
応

に
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
が

有
効

で
あ

る
と

理
解

し
サ

ー
ビ

ス
提

供
を

始
め

る
た

め
の

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

パ
ス

を
作

成
。

各
グ

ル
ー

プ
が

作
成

し
た

課
題

、
サ

ー
ビ

ス
、

要
件

、
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス
を

統
合

し
て

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

お
客

に
対

す
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

作
成

す
る

。

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
:

企
業

の
価

値
を

高
め

た
り

事
業

で
利

益
を

生
み

出
し

た
り

す
る

た
め

の
仕

組
み

の
こ

と
。

災
害

対
応

用
ド

ロ
ー

ン
に

お
け

る
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

と
は

、
簡

素
化

す
る

と
次

の
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

か
ら

構
成

さ
れ

る
。

（
今

回
は

経
営

資
源

の
資

金
/人

員
、

お
よ

び
キ

ャ
ッ

シ
ュ

フ
ロ

ー
/売

上
/原

価
(P

/L
)、

営
業

/マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
活

動
は

学
習

対
象

か
ら

除
く

。
）

(1
)
パ

ー
ト

ナ
ー

/(
2
) 

主
要

活
動

(領
域

/コ
ン

セ
プ

ト
)/

(3
) 

提
供

価
値

(目
的

、
意

義
、

差
別

化
/ 

(4
) 

チ
ャ

ネ
ル

/ 
(5

) 
顧

客
/(

6
)経

営
資

源

5
. 

P
B

L
学

習
の

状
況

設
定

・
前

提
・

最
終

目
標

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23
12

・
PB

L学
習

の
状

況
設

定
、

前
提

と
最

終
目

標
で

す
が

、

・
ま

ず
前

提
条

件
で

す
が

、
「

各
グ

ル
ー

プ
は

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

で
の

サ
ー

ビ
ス

を
考

え
て

お
り

、
日

本
に

お
け

る
災

害
の

種
類

、
場

所
等

を
調

査
、

課
題

を
理

解
し

た
。

災
害

対
応

に
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
が

有
効

で
あ

る
と

理
解

し
サ

ー
ビ

ス
提

供
を

始
め

る
た

め
の

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

パ
ス

を
作

成
。

各
グ

ル
ー

プ
が

作
成

し
た

課
題

、
サ

ー
ビ

ス
、

要
件

、
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス
を

統
合

し
て

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

お
客

に
対

す
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

作
成

す
る

。

・
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

で
す

が
、

一
言

で
言

う
と

「
企

業
の

価
値

を
高

め
た

り
事

業
で

利
益

を
生

み
出

し
た

り
す

る
た

め
の

仕
組

み
の

こ
と

」
を

言
い

ま
す

。

災
害

対
応

用
ド

ロ
ー

ン
に

お
け

る
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

と
は

、
簡

素
化

す
る

と
次

の
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

か
ら

構
成

さ
れ

ま
す

。
（

今
回

は
経

営
資

源
の

資
金

/人
員

、
お

よ
び

キ
ャ

ッ
シ

ュ
フ

ロ
ー

/売
上

/原
価

(P
/L

)、
営

業
/マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

活
動

は
学

習
対

象
か

ら
除

く
。

）

パ
ー

ト
ナ

ー
/(

2)
 主

要
活

動
(領

域
/コ

ン
セ

プ
ト

)/
(3

) 
提

供
価

値
(目

的
、

意
義

、
差

別
化

/ 
(4

) チ
ャ

ネ
ル

/ 
(5

) 顧
客

/(
6)

経
営

資
源

と
な

り
ま

す
。

12

代
表

的
な

ア
イ

デ
ィ

ア
抽

出
の

方
法 マ

イ
ク

ロ
ソ

フ
ト

・
ビ

ル
ゲ

ー
ツ

氏
他

人
に

笑
わ

れ
る

ア
イ

デ
ア

で
な

け
れ

ば
革

新
的

・
先

進
的

で
は

な
い

。

①
ブ

レ
ー

ン
ス

ト
ー

ミ
ン

グ
②

K
J法

③
マ

イ
ン

ド
マ

ッ
プ

④
オ

ズ
ボ

ー
ン

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

①
ブ

レ
ー

ン
ス

ト
ー

ミ
ン

グ

グ
ル

ー
プ

で
課

題
に

つ
い

て
自

由
に

ア
イ

デ
ィ

ア
を

出
し

合
う

方
法

。
☆

四
つ

の
原

則
・

結
論

厳
禁

…
批

判
や

結
論

・
判

断
を

し
な

い
・

自
由

奔
放

…
奇

抜
な

ア
イ

デ
ィ

ア
で

も
気

に
せ

ず
言

う
・

質
よ

り
量

…
で

き
る

だ
け

多
く

の
ア

イ
デ

ィ
ア

を
出

す
・

結
合

改
善

…
別

々
の

ア
イ

デ
ィ

ア
を

く
っ

つ
け

た
り

、
便

乗
す

る

13

必
要

に
応

じ
て

利
用

（
参

考
）

ア
イ

デ
ア

の
抽

出
方

法

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
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23

・
こ

の
ペ

ー
ジ

で
は

調
査

か
ら

ア
イ

デ
ア

を
グ

ル
ー

プ
内

で
抽

出
す

る
方

法
に

う
い

て
参

考
説

明
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

・
ま

ず
重

要
な

こ
と

は
、

マ
イ

ク
ロ

ソ
フ

ト
創

業
者

の
ビ

ル
ゲ

ー
ツ

氏
も

言
っ

て
い

ま
す

が
、

他
人

に
笑

わ
れ

る
ア

イ
デ

ア
で

な
け

れ
ば

革
新

的
・

先
進

的
で

は
な

い
と

い
う

こ
と

で
す

。
と

い
う

う
こ

と
か

と
い

う
と

、
IT

企
業

で
は

滑
稽

に
お

も
わ

れ
る

ア
イ

デ
ア

が
実

現
さ

れ
る

こ
と

が
多

々
あ

り
ま

す
。

人
か

ら
突

飛
な

ア
イ

デ
ア

と
思

わ
れ

な
い

ア
イ

デ
ア

で
な

い
と

革
新

的
で

な
く

未
来

的
な

ア
イ

デ
ア

で
は

な
い

と
い

う
こ

と
で

す
。

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

サ
ー

ビ
ス

も
最

先
端

の
こ

れ
か

ら
の

ビ
ジ

ネ
ス

で
あ

り
、

誰
で

も
参

入
で

き
る

一
般

的
な

空
撮

調
査

な
ど

で
は

他
者

の
簡

単
な

参
入

を
ゆ

る
し

、
も

う
か

ら
な

い
ビ

ジ
ネ

ス
と

な
っ

て
し

ま
う

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

・
蛇

足
で

す
が

ハ
ー

バ
ー

ド
ビ

ジ
ネ

ス
ス

ク
ー

ル
の

有
名

な
本

で
ブ

ル
ー

オ
ー

シ
ャ

ン
戦

略
と

い
う

の
が

あ
り

ま
す

。
だ

れ
で

も
ま

ね
の

で
き

る
商

売
は

競
争

が
激

し
く

も
う

か
ら

な
い

。
こ

れ
ら

を
レ

ッ
ド

オ
ー

シ
ャ

ン
と

位
置

づ
け

。
他

者
と

の
差

別
化

で
、

マ
ネ

の
で

き
な

い
ビ

ジ
ネ

ス
を

ブ
ル

ー
オ

ー
シ

ャ
ン

と
位

置
付

け
て

い
ま

す
。

・
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
ビ

ジ
ネ

ス
に

お
い

て
も

誰
で

も
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

は
競

争
過

多
と

な
り

も
う

か
ら

な
い

ビ
ジ

ネ
ス

と
な

り
ま

す
。

現
場

で
の

災
害

課
題

か
ら

作
る

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
の

差
別

化
を

グ
ル

ー
プ

討
議

で
抽

出
し

て
い

た
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

・
ア

イ
デ

ア
抽

出
の

方
法

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
方

法
が

あ
り

こ
こ

で
は

４
つ

の
方

法
を

選
び

ま
し

た
。

①
ブ

レ
ー

ン
ス

ト
ー

ミ
ン

グ
、

②
KJ

法
、

③
マ

イ
ン

ド
マ

ッ
プ

、
④

オ
ズ

ボ
ー

ン
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

４
つ

で
す

。

・
ブ

レ
ー

ン
ス

ト
ー

ミ
ン

グ
と

は
、

一
般

的
に

使
用

さ
れ

て
い

る
手

法
で

あ
り

、
グ

ル
ー

プ
で

課
題

に
つ

い
て

自
由

に
ア

イ
デ

ィ
ア

を
出

し
合

う
方

法
で

す
。

四
つ

の
原

則
が

あ
り

・
結

論
は

厳
禁

。
絶

対
に

発
言

や
ア

イ
デ

ア
に

対
し

て
、

批
判

や
結

論
・

判
断

を
し

な
い

・
自

由
奔

放
な

ア
イ

デ
ア

を
言

い
合

う
。

奇
抜

な
ア

イ
デ

ィ
ア

で
も

気
に

せ
ず

言
う

こ
と

が
必

要
で

す
。

・
質

よ
り

量
を

重
視

し
ま

す
。

で
き

る
だ

け
多

く
の

ア
イ

デ
ィ

ア
を

出
す

こ
と

が
必

要
で

す
。

・
最

後
に

み
な

さ
ん

が
出

し
た

ア
イ

デ
ア

の
結

合
改

善
で

、
出

さ
れ

た
々

の
ア

イ
デ

ィ
ア

を
く

っ
つ

け
た

り
、

便
乗

す
る

こ
と

が
重

要
で

す
。
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14

②
K

J法

多
く

ア
イ

デ
ィ

ア
を

整
理

す
る

。
→

問
題

解
決

の
道

筋
を

明
ら

か
に

し
て

い
く

た
め

の
手

法
。

＜
手

順
＞

(a
) 

１
つ

の
カ

ー
ド

に
１

つ
の

ア
イ

デ
ィ

ア
を

記
入

(b
) 

似
た

内
容

の
カ

ー
ド

を
ま

と
め

て
グ

ル
ー

プ
化

(c
) 

ボ
ー

ド
等

に
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

貼
り

、
関

連
性

を
図

式
化

(d
) 

全
体

の
関

連
性

を
文

章
化

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

③
マ

イ
ン

ド
マ

ッ
プ

キ
ー

と
な

る
ア

イ
デ

ィ
ア

を
中

心
に

し
て

放
射

状
に

概
念

や
イ

メ
ー

ジ
を

つ
な

げ
て

可
視

化
す

る
。

<
手

順
>

(a
) 

ボ
ー

ド
の

中
央

に
中

心
と

な
る

ワ
ー

ド
を

記
入

(b
) 

放
射

状
に

線
を

伸
ば

し
、

関
連

す
る

ワ
ー

ド
を

記
入

(c
) 

さ
ら

に
連

想
さ

れ
る

ワ
ー

ド
を

つ
な

げ
て

い
く

→
複

雑
な

概
念

や
思

考
を

整
理

で
き

る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
方

法

SN
S

CM

W
EB

サ
イ

ト

口
コ

ミ

体
験

イ
ベ

ン
ト

Fa
ce

bo
ok

In
st

ag
ra

m

Tw
itt

er

ブ
ロ

グ

特
設

サ
イ

ト

ア
ン

バ
サ

ダ
ー

募
集

テ
レ

ビ
街

頭
ス

ク
リ

ー
ン

・
次

に
KJ

法
で

す
が

、
こ

れ
は

講
師

が
も

と
い

た
会

社
で

も
利

用
し

て
い

ま
し

た
。

ど
の

よ
う

な
手

法
か

と
い

う
と

、
多

く
ア

イ
デ

ィ
ア

を
整

理
す

る
。

整
理

す
る

こ
と

に
よ

り
問

題
解

決
の

道
筋

を
明

ら
か

に
し

て
い

く
た

め
の

手
法

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。
手

順
と

し
て

は
、

(a
) １

つ
の

カ
ー

ド
に

１
つ

の
ア

イ
デ

ィ
ア

を
記

入
、

(b
) 似

た
内

容
の

カ
ー

ド
を

ま
と

め
て

グ
ル

ー
プ

化
、

(c
) 

ボ
ー

ド
等

に
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

貼
り

、
関

連
性

を
図

式
化

、
そ

し
て

最
後

に
(d

) 
全

体
の

関
連

性
を

文
章

化
す

る
と

い
う

も
の

で
す

。

・
ア

イ
デ

ア
抽

出
手

法
の

続
き

で
す

が
、

ブ
レ

イ
ン

ス
ト

ー
ミ

ン
グ

と
KJ

法
以

外
に

、
マ

イ
ン

ド
マ

ッ
プ

と
オ

ズ
ボ

ー
ン

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

が
あ

り
ま

す
。

・
マ

イ
ン

ド
マ

ッ
プ

は
米

国
の

大
学

で
よ

く
使

わ
れ

る
方

法
で

、
こ

の
手

法
を

学
ぶ

た
め

の
講

座
も

あ
る

の
で

す
が

、
キ

ー
と

な
る

ア
イ

デ
ィ

ア
を

中
心

に
し

て
放

射
状

に
概

念
や

イ
メ

ー
ジ

を
つ

な
げ

て
可

視
化

す
る

も
の

で
す

。
手

順
と

し
て

は
、

ボ
ー

ド
の

中
央

に
中

心
と

な
る

ワ
ー

ド
を

記
入

。
今

回
は

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
手

法
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

れ
は

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
手

法
と

し
て

、
ど

の
よ

う
な

方
法

が
あ

る
の

か
を

抽
出

し
た

も
の

で
す

。
放

射
状

に
線

を
伸

ば
し

、
関

連
す

る
ワ

ー
ド

を
記

入
、

さ
ら

に
連

想
さ

れ
る

ワ
ー

ド
を

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

で
複

雑
な

概
念

や
思

考
を

整
理

で
き

る
も

の
で

す
。

こ
の

図
で

は
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

手
法

の
抽

出
で

、
例

え
ば

左
上

に
SN

Sを
抽

出
し

ま
し

た
。

SN
Sの

抽
出

後
に

、
ツ

イ
ッ

タ
ー

と
か

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
、

フ
ェ

ー
ス

ブ
ッ

ク
と

い
っ

た
Ｓ

Ｎ
Ｓ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

が
抽

出
さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

に
解

決
す

べ
き

ワ
ー

ド
を

中
心

に
お

き
、

そ
こ

か
ら

放
射

線
状

に
関

連
す

る
ワ

ー
ド

を
抽

出
し

て
い

く
の

が
マ

イ
ン

ド
マ

ッ
プ

で
す

。

14

15

④
オ

ズ
ボ

ー
ン

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

ア
イ

デ
ィ

ア
を

思
い

つ
く

切
り

口
と

し
て

以
下

の
９

項
目

を
利

用

①
転

用
ほ

か
の

用
途

は
な

い
か

②
応

用
ほ

か
の

ア
イ

デ
ィ

ア
を

使
え

な
い

か

③
変

更
手

を
加

え
て

み
た

ら
ど

う
か

④
拡

大
大

規
模

に
し

て
み

た
ら

ど
う

か

⑤
縮

小
小

規
模

に
し

て
み

た
ら

ど
う

か

⑥
代

用
ほ

か
の

も
の

で
は

代
用

で
き

な
い

か

⑦
置

換
入

れ
替

え
て

み
た

ら
ど

う
か

⑧
逆

転
逆

に
し

て
み

た
ら

ど
う

か

⑨
結

合
組

み
合

わ
せ

て
み

た
ら

ど
う

か
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・
最

後
に

オ
ズ

ボ
ー

ン
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
で

す
が

、
こ

れ
は

あ
ら

か
じ

め
ア

イ
デ

ア
を

思
い

つ
く

切
り

口
と

し
て

９
項

目
が

あ
り

、
こ

の
９

項
目

を
利

用
し

て
ア

イ
デ

ア
を

抽
出

し
て

い
く

手
法

で
す

。
９

項
目

は
順

番
に

、
転

用
と

い
う

他
の

用
途

抽
出

、
応

用
と

い
う

他
の

ア
イ

デ
ア

か
ら

の
引

き
込

み
、

変
更

と
い

う
ア

イ
デ

ア
に

手
を

い
れ

る
こ

と
、

拡
大

と
い

う
元

の
ア

イ
デ

ア
を

大
規

模
化

す
る

こ
と

、
縮

小
と

い
う

元
の

ア
イ

デ
ア

が
大

き
く

漠
然

と
し

て
い

る
よ

う
な

場
合

に
ア

イ
デ

ア
を

小
規

模
か

す
る

こ
と

、
代

用
と

い
う

の
は

出
て

い
る

ア
イ

デ
ア

以
外

に
他

の
ア

イ
デ

ア
は

な
い

か
、

置
き

換
え

と
い

う
の

は
出

て
い

る
ア

イ
デ

ア
を

他
の

も
の

に
入

れ
替

え
て

み
る

こ
と

、
逆

転
と

い
う

の
は

ア
イ

デ
ア

に
対

す
る

逆
の

発
想

を
だ

し
て

み
る

こ
と

、
そ

し
て

最
後

に
で

き
て

き
た

項
目

を
結

合
す

る
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
。

・
今

回
の

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

活
用

で
の

PB
L学

習
で

は
、

こ
の

４
つ

の
手

法
の

い
ず

れ
か

を
活

用
し

て
グ

ル
ー

プ
討

議
を

進
め

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

・
前

の
ペ

ー
ジ

で
説

明
し

た
と

お
り

、
ア

イ
デ

ア
に

対
す

る
批

判
的

な
こ

と
は

一
切

意
見

せ
ず

、
忌

憚
な

く
意

見
交

換
を

し
て

進
め

て
い

い
た

だ
き

た
く

お
願

い
し

ま
す

。
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16

そ
れ

で
は

PB
L 

St
ag

e 
1の

意
見

・
発

想
か

ら
進

め
て

い
き

ま
す

。

こ
の

PB
Lス

テ
ー

ジ
に

沿
っ

て
学

習
を

行
い

ま
す

の
で

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

ス
テ
ー
ジ
１

着
想
・
発
想

（
ア
イ
デ
ィ
ア
）

ス
テ
ー
ジ
２

基
本
構
想

（
コ
ン
セ
プ
ト
）

ス
テ
ー
ジ
３

計
画
立
案

（
プ
ラ
ン
）

ス
テ
ー
ジ
４

事
業
計
画

（
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
）

演
習
場
面

演
習
場
面

演
習
場
面

演
習
場
面

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
・
上
司

（
講
師
）

協
力
分
担

学
習
者

・
ア
イ
デ
ィ
ア
創
出

・
情
報
収
集

・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
作
成

・
提
案
、
交
渉

…

指
示
助
言

報
告
提
案

16

P
B

L
 (

ス
テ

ー
ジ

）
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1
.

学
習

目
標

:
グ

ル
ー

プ
は

災
害

が
多

い
日

本
で

の
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
活

用
で

の
サ

ー
ビ

ス
を

計
画

し
て

い
る

。
サ

ー
ビ

ス
提

供
に

先
立

ち
ど

の
よ

う
な

災
害

が
お

き
て

い
る

か
調

査
し

た
。

(1
) 

社
会

・
地

理
状

況
:

日
本

は
南

北
3
0
0
0
km

の
距

離
が

あ
り

四
方

を
海

に
囲

ま
れ

て
い

る
、

ま
た

亜
寒

帯
気

候
か

ら
亜

熱
帯

気
候

と
変

化
に

富
ん

で
い

る
。

こ
の

た
め

台
風

、
寒

波
と

い
っ

た
天

気
に

と
も

な
う

大
雨

、
大

雪
災

害
等

が
発

生
す

る
。

ま
た

日
本

列
島

は
環

太
平

洋
火

山
帯

、
４

つ
の

プ
レ

ー
ト

衝
突

地
域

か
ら

噴
火

、
地

震
も

多
い

。
こ

の
た

め
災

害
に

対
す

る
備

え
も

必
要

で
あ

る
が

、
災

害
発

生
後

の
対

応
も

必
要

で
あ

る
。

雨
等

に
起

因
す

る
が

過
度

の
開

発
か

ら
の

地
滑

り
等

、
登

山
他

の
人

為
的

起
因

の
事

故
も

発
生

し
て

い
る

。

(2
) 

日
本

政
府

の
課

題
: 

 h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.m
li
t.

g
o
.j

p
/
ri

v
e
r/

b
o
u

sa
i/

in
d

e
x
.h

tm
l

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.m
li
t.

g
o
.j

p
/
p

o
li
cy

/
sh

in
g

ik
a
i/

co
n

te
n

t/
0

0
1

4
7

1
6

9
1

.p
d

f

国
土

交
通

省
を

中
心

に
防

災
、

減
災

の
取

り
組

み
が

行
わ

れ
て

い
る

。
国

の
方

針
・

予
算

を
ベ

ー
ス

に
各

都
道

府
県

、
自

治
体

で
は

取
り

組
み

が
行

わ
れ

て
い

る
。

個
別

地
域

で
の

防
災

・
減

災
は

個
人

の
財

産
権

、
地

域
課

題
も

あ
り

そ
れ

ぞ
れ

が
優

先
度

を
つ

け
て

行
っ

て
い

る
。 17

6
. 

演
習

1
: 

P
B

L
 S

ta
g
e
 1

: 
着

想
・

発
想

日
本

に
お

け
る

災
害

理
解

、
災

害
内

容
収

集
、

課
題

と
し

て
選

ぶ
災

害
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
、

シ
ー

ト
作

成
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・
演

習
１

の
PB

L 
St

ag
e 

1.
 着

想
・

発
想

、
に

ほ
ん

に
お

け
る

災
害

理
解

、
災

害
内

容
収

集
、

課
題

と
し

て
選

ぶ
災

害
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
、

と
シ

ー
ト

作
成

で
す

。

・
前

提
で

す
が

、
学

習
者

は
災

害
が

多
い

日
本

で
の

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

活
用

で
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

を
を

計
画

し
て

い
ま

す
。

サ
ー

ビ
ス

や
ド

ロ
ー

ン
選

定
に

先
立

ち
ど

の
よ

う
な

災
害

が
お

き
て

い
る

か
を

調
査

し
ま

す
。

・
上

記
の

大
前

提
と

な
る

災
害

地
域

の
社

会
状

況
で

す
が

、
講

師
に

よ
る

調
査

で
は

次
の

よ
う

な
状

況
が

わ
か

っ
て

い
ま

す
。

こ
れ

は
あ

く
ま

で
の

講
師

の
ネ

ッ
ト

調
査

で
あ

り
、

調
査

の
例

と
し

て
あ

げ
て

い
ま

す
。

社
会

・
環

境
状

況
で

す
が

、
(1

)日
本

は
南

北
30

00
km

の
距

離
が

あ
り

亜
寒

帯
気

候
か

ら
亜

熱
帯

気
候

と
変

化
に

富
ん

で
い

る
。

こ
の

た
め

台
風

、
寒

波
と

い
っ

た
天

気
に

と
も

な
う

大
雨

、
大

雪
災

害
等

が
発

生
す

る
。 (2
) ま

た
日

本
列

島
は

環
太

平
洋

火
山

帯
、

４
つ

の
プ

レ
ー

ト
衝

突
地

域
か

ら
噴

火
、

地
震

も
多

い
。

こ
の

た
め

災
害

に
対

す
る

備
え

も
必

要
で

あ
る

が
、

災
害

発
生

後
の

対
応

も
必

要
で

あ
る

。
(3

) 雨
等

に
起

因
す

る
が

過
度

の
開

発
か

ら
の

地
滑

り
等

、
登

山
他

の
人

為
的

起
因

の
事

故
も

発
生

し
て

い
る

。

・
日

本
政

府
の

課
題

で
す

が
、

(1
) 

国
土

交
通

省
を

中
心

に
防

災
、

減
災

の
取

り
組

み
が

行
わ

れ
て

い
る

。
国

の
方

針
・

予
算

を
ベ

ー
ス

に
各

都
道

府
県

、
自

治
体

で
は

取
り

組
み

が
行

わ
れ

て
い

る
。

(2
)  

 個
別

地
域

で
の

防
災

・
減

災
は

個
人

の
財

産
権

、
地

域
課

題
も

あ
り

そ
れ

ぞ
れ

が
優

先
度

を
つ

け
て

行
っ

て
い

る
。
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例
: 

災
害

例
、

災
害

内
容

災
害

数
例

: 

1
.

東
日

本
大

震
災

(2
0
1
1
-0

3
) 

-
大

地
震

に
と

も
な

う
津

波
、

原
発

事
故

災
害

2
.

御
岳

山
噴

火
(2

0
1
4
-9

) 
-

火
山

災
害

3
.

奄
美

豪
雨

(2
0
2
0
-1

0
) 

－
線

状
降

水
帯

に
よ

る
大

雨
被

害
。

4
.

秋
田

県
豪

雨
(2

0
2
2
-0

8
）

-
線

状
降

水
帯

に
よ

る
大

雨
被

害
。

5
.

山
形

県
豪

雨
(2

0
2
2
-0

8
) 

  
-

線
状

降
水

帯
に

よ
る

大
雨

被
害

。
6
.

静
岡

市
豪

雨
(2

0
2
2
-0

9
) 

  
-

線
状

降
水

帯
に

よ
る

大
雨

被
害

。
7
.

熊
本

県
球

磨
川

氾
濫

(2
0
2
0
-0

7
) 

–
線

状
降

水
帯

に
よ

る
大

雨
で

の
球

磨
川

大
規

模
氾

濫
洪

水
被

害
。

8
.

北
陸

自
動

車
道

大
雪

立
ち

往
生

(2
0
2
1
-0

1
) 

-
大

雪
に

よ
る

高
速

道
路

で
の

大
量

立
ち

往
生

、
物

資
不

足
。

9
.

台
風

１
５

号
に

よ
る

千
葉

内
房

地
域

台
風

被
害

(2
0
1
9
-0

9
) 

-
台

風
に

よ
る

家
屋

損
害

。

災
害

で
頻

繁
に

出
て

く
る

用
語

例
: 

 適
宜

ネ
ッ

ト
で

調
べ

る
事

。

自
治

体
(地

方
公

共
団

体
）

: 
一

般
的

に
県

、
市

町
村

、
区

の
単

位
で

行
政

サ
ー

ビ
ス

を
行

っ
て

い
る

単
位

と
理

解
し

て
よ

い
。

h
tt

p
s:

//
ja

.w
ik

ip
e
d
ia

.o
rg

/w
ik

i/
%

E
5
%

9
C
%

B
0
%

E
6
%

9
6
%

B
9
%

E
5
%

8
5
%

A
C
%

E
5
%

8
5
%

B
1%

E
5
%

9
B
%

A
3
%

E
4

%
B
D

%
9
3

中
山

間
部

:
平

野
の

外
側

の
周

辺
部

か
ら

山
間

地
ま

で
の

、
棚

田
や

樹
園

地
な

ど
が

広
が

る
山

あ
い

の
地

域
。

限
界

集
落

:人
口

の
5
0
%

以
上

が
6
5
歳

以
上

で
、

地
域

を
維

持
す

る
こ

と
が

限
界

に
近

づ
き

つ
つ

あ
る

集
落

。
h
tt

p
s:

//
ja

.w
ik

ip
e
d
ia

.o
rg

/w
ik

i/
%

E
9
%

9
9
%

9
0
%

E
7
%

9
5
%

8
C
%

E
9
%

9
B
%

8
6
%

E
8
%

9
0
%

B
D

線
状

降
水

帯
: 

積
乱

雲
が

線
状

に
次

々
に

発
生

し
て

、
ほ

ぼ
同

じ
場

所
を

通
過

・
停

滞
す

る
自

然
現

象
。

非
常

に
強

い
雨

が
特

定
の

地
域

に
長

時
間

連
続

し
て

降
り

続
け

る
こ

と
と

な
る

。
h
tt

p
s:

//
ja

.w
ik

ip
e
d
ia

.o
rg

/w
ik

i/
%

E
7
%

B
7
%

9
A
%

E
7
%

8
A
%

B
6
%

E
9
%

9
9
%

8
D

%
E
6
%

B
0
%

B
4
%

E
5
%

B
8
%

A
F
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築
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23

・
災

害
例

を
を

ま
と

め
て

み
ま

し
た

。
こ

の
内

容
か

ら
選

ぶ
こ

と
を

勧
め

て
い

る
わ

け
で

は
な

く
例

と
し

て
あ

げ
て

い
ま

す
。

こ
こ

数
年

は
気

候
変

動
か

ら
の

洪
水

、
大

雨
、

台
風

被
害

が
増

え
て

い
る

こ
と

が
わ

か
り

ま
す

。

・
講

義
で

質
問

が
よ

く
あ

る
言

葉
の

例
で

す
。

適
宜

ネ
ッ

ト
で

し
ら

べ
て

み
て

く
だ

さ
い

。
1.

 自
治

体
と

は
地

方
公

共
団

体
で

あ
り

、
区

、
市

、
県

の
単

位
と

な
り

ま
す

。
2.

 災
害

が
多

い
中

山
間

部
と

は
、

平
野

部
の

外
側

の
周

辺
部

か
ら

山
間

部
ま

で
の

棚
田

や
樹

園
地

な
ど

が
広

が
る

山
あ

い
の

地
域

の
こ

と
を

い
い

ま
す

。
3.

 限
界

集
落

と
は

、
人

口
の

５
０

％
以

上
が

６
５

歳
以

上
で

地
域

を
維

持
す

る
こ

と
が

限
界

に
近

づ
き

つ
つ

あ
る

集
落

の
こ

と
を

言
い

ま
す

。
4.

 線
状

降
水

帯
と

は
、

積
乱

雲
が

線
状

に
次

々
に

発
生

し
て

、
ほ

ぼ
同

じ
場

所
を

通
過

・
停

滞
す

る
自

然
現

象
。

非
常

に
強

い
雨

が
特

定
の

地
域

に
長

時
間

連
続

し
て

降
り

続
け

ま
す

。

18

記
入

シ
ー

ト
①

：
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ま

と
め

①

19

項
目

内
容

豪
雨

災
害

地
震

災
害

噴
火

災
害

大
雪

災
害

台
風

災
害

演
習

1
. 

災
害

一
覧

シ
ー

ト
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1
. 
学

習
目

標
:

各
グ

ル
ー

プ
は

災
害

１
件

を
選

択
し

、
過

去
に

お
い

て
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
が

な
か

っ
た

現
場

に
お

い
て

ど
の

よ
う

に
災

害
対

応
を

お
こ

な
っ

た
か

ま
と

め
る

。

2
. 
講

師
選

択
例

:平
成

2
2
年

1
0
月

の
奄

美
地

方
の

大
雨

3
. 
災

害
内

容
:

ウ
ィ

キ
ペ

デ
ィ

ア
他

か
ら

抜
粋

豪
雨

1
0
月

1
8
日

か
ら

2
1
日

に
か

け
て

奄
美

地
方

に
前

線
が

停
滞

し
、

南
シ

ナ
海

に
あ

っ
た

台
風

1
3
号

の
影

響
で

奄
美

地
方

で
か

大
気

の
状

態
が

不
安

定
に

な
り

雨
雲

が
発

達
し

た
。

特
に

2
0
日

は
、

2
4
時

間
降

水
量

が
7
0
0
ミ

リ
を

超
え

る
記

録
的

な
豪

雨
と

な
っ

た
。

鹿
児

島
県

奄
美

市
名

瀬
：

6
4
8
.0

ミ
リ

（
2
0
日

2
3
時

2
0
分

ま
で

。
観

測
史

上
1
位

を
更

新
）

20

7
. 

演
習

2
: 

P
B

L
 S

ta
g
e
 1

: 
着

想
・

発
想

選
ん

だ
災

害
に

対
し

て
行

わ
れ

た
災

害
対

応
方

法
理

解
（

過
去

の
ド

ロ
ー

ン
な

し
の

場
合

）
、

整
理

、
ア

イ
デ

ア
交

換
、

災
害

に
お

け
る

課
題

作
成

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

・
演

習
2で

は
PB

L 
St

ag
e 

1.
 着

想
・

発
想

、
選

ん
だ

災
害

に
対

し
て

行
わ

れ
た

災
害

対
応

方
法

理
解

（
過

去
の

ド
ロ

ー
ン

な
し

の
場

合
）

、
整

理
、

ア
イ

デ
ア

交
換

、
災

害
に

お
け

る
課

題
作

成
を

行
い

ま
す

。

・
各

グ
ル

ー
プ

は
災

害
１

件
を

選
択

し
ま

し
た

、
そ

れ
に

対
し

て
過

去
に

お
い

て
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
が

な
か

っ
た

現
場

に
お

い
て

ど
の

よ
う

に
災

害
対

応
を

お
こ

な
っ

た
か

ま
と

ま
す

。

・
講

師
選

択
例

で
す

が
、

平
成

22
年

10
月

の
奄

美
地

方
の

大
雨

を
選

択
。

・
災

害
内

容
に

つ
い

て
は

ウ
ィ

キ
ペ

デ
ィ

ア
他

で
収

集
し

ま
し

た
。

10
月

18
日

か
ら

21
日

に
か

け
て

奄
美

地
方

に
前

線
が

停
滞

し
、

南
シ

ナ
海

に
あ

っ
た

台
風

13
号

の
影

響
で

奄
美

地
方

で
か

大
気

の
状

態
が

不
安

定
に

な
り

雨
雲

が
発

達
し

た
。

特
に

20
日

は
、

24
時

間
降

水
量

が
70

0ミ
リ

を
超

え
る

記
録

的
な

豪
雨

と
な

っ
た

。
鹿

児
島

県
奄

美
市

名
瀬

：
64

8.
0ミ

リ
（

20
日

23
時

20
分

ま
で

。
観

測
史

上
1位

を
更

新
）

20

災
害

例
: 

平
成

22
年

10
月

の
奄

美
地

方
の

大
雨

1.
 豪

雨
10

月
18

日
か

ら2
1日

に
か

け
て

奄
美

地
方

に
前

線
が

停
滞

し、
南

シ
ナ

海
に

あ
った

台
風

13
号

の
影

響
で

奄
美

地
方

で
大

気
の

状
態

が
不

安
定

に
な

り雨
雲

が
発

達
した

。特
に

20
日

は
、2

4時
間

降
水

量
が

70
0ミ

リを
超

え
る

記
録

的
な

豪
雨

とな
った

。鹿
児

島
県

奄
美

市
名

瀬
：

64
8.

0ミ
リ（

20
日

23
時

20
分

まで
。観

測
史

上
1位

を更
新

）

2.
 災

害
対

応
:

(1
) 

政
府

: 
内

閣
府

の
防

災
担

当
東

祥
三

副
大

臣
が

龍
郷

町
戸

口
、奄

美
市

住
用

視
察

、災
害

対
策

行
政

担
当

の
市

村
浩

一
郎

・国
土

交
通

大
臣

政
務

官
が

ヘ
リコ

プタ
ー

で
上

空
か

ら奄
美

大
島

を視
察

、松
本

龍
・内

閣
府

特
命

担
当

大
臣

（
防

災
）

が
龍

郷
町

と奄
美

市
の

被
災

現
場

や
避

難
所

を視
察

、奄
美

市
の

旧
住

用
村

や
大

和
村

、龍
郷

町
な

どを
対

象
に

、自
治

体
が

行
う災

害
復

旧
事

業
で

国
の

補
助

率
をか

さ上
げ

す
る

「局
地

激
甚

災
害

」（
局

激
）

に
指

定
す

る
方

針
を明

らか
に

し、
11

月
19

日
に

閣
議

決
定

。

(2
) 

自
衛

隊
: 

奄
美

豪
雨

災
害

に
お

け
る

高
圧

発
電

機
車

の
空

輸
。先

発
隊

とし
て

をヘ
リで

投
入

し、
同

日
に

残
りの

人
員

と資
機

材
を積

ん
だ

鹿
児

島
港

か
ら

奄
美

大
島

に
向

か
う民

間
の

フェ
リー

に
積

載
。航

空
自

衛
隊

の
C-

13
0輸

送
機

も
救

援
に

参
加

し人
員

・N
TT

非
常

通
信

装
置

の
空

輸
、救

援
機

材
の

輸
送

に
参

加
した

。

(3
) 

警
察

: 
通

常
の

電
話

回
線

だ
け

で
な

く、
警

察
無

線
さえ

利
用

で
きな

い
時

間
帯

が
あ

り、
奄

美
警

察
署

の
署

員
に

衛
星

電
話

を持
た

せ
、通

信
や

交
通

が
寸

断
され

た
地

域
に

対
して

移
動

し、
情

報
が

集
まり

だ
した

とい
う。

濁
流

に
飲

み
こま

れ
た

小
規

模
多

機
能

介
護

施
設

、住
用

の
里

の
救

助
に

際
して

は
、駐

在
所

員
が

集
落

で
一

番
危

険
な

の
は

わ
だ

つ
み

園
と

判
断

し、
水

難
救

助
用

の
うき

わ
を持

って
駆

け
つ

け
た

。窓
枠

に
しが

み
つ

い
た

り自
動

販
売

機
の

上
に

か
ろ

うじ
て

避
難

して
い

た
入

居
者

や
職

員
を近

隣
住

民
と協

力
して

救
出

した
が

、到
着

前
に

2名
が

流
され

死
亡

。

詳
細

は
自

分
の

記
憶

・経
験

の
呼

び
起

こし
とネ

ット
検

索
で

情
報

を得
る

事
。

赤
字

の
部

分
に

災
害

対
応

ドロ
ー

ンが
活

用
で

きる
の

で
は

な
い

だ
ろ

うか
と講

師
は

考
え

まし
た

。
下

記
情

報
は

ウィ
キ

ペ
デ

ィア
他

か
ら抜

粋
。

Ph
ot

o 
by

 ts
ud

a

©
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般
社
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法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23
21

・
講

師
が

選
ん

だ
災

害
例

で
あ

る
、

平
成

２
２

年
１

０
月

の
奄

美
地

方
の

大
雨

の
マ

ト
メ

で
す

。

・
内

容
は

ウ
ィ

キ
ペ

デ
ィ

ア
、

自
治

体
・

政
府

報
告

者
か

ら
抜

粋
し

ま
し

た
。

・
こ

ま
か

く
内

容
を

説
明

す
る

こ
と

は
し

ま
せ

ん
が

、
得

ら
れ

た
災

害
情

報
と

対
応

に
対

し
て

、
赤

字
の

部
分

が
ド

ロ
ー

ン
が

あ
れ

ば
対

応
で

き
た

の
で

は
な

い
か

と
考

え
て

い
ま

す
。

・
た

と
え

ば
警

察
で

の
無

線
に

対
し

て
ド

ロ
ー

ン
な

ら
何

か
で

き
た

の
で

は
な

い
か

？

21
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災
害

例
: 

平
成

22
年

10
月

の
奄

美
地

方
の

大
雨

(4
) 

消
防

・海
上

保
安

庁
:

住
用

町
か

らの
救

助
要

請
に

より
、大

島
地

区
消

防
組

合
と奄

美
海

保
は

救
急

車
で

急
行

した
。途

中
で

道
路

が
寸

断
され

、救
助

隊
員

は
奄

美
海

保
の

潜
水

士
が

用
意

した
ゴ

ム
ボ

ー
トに

救
助

資
材

を乗
せ

て
濁

流
の

中
を進

ん
だ

。奄
美

海
保

の
潜

水
士

が
濁

流
の

中
を泳

ぎ
、対

岸
に

ロー
プ

を渡
した

とい
う。

住
用

町
の

被
災

地
に

到
着

して
、救

助
活

動
を開

始
す

る
こと

が
で

きた
。

船
舶

を有
す

る
海

保
に

対
して

自
治

体
か

ら要
請

が
あ

り土
砂

崩
壊

で
負

傷
した

男
性

や
、人

工
透

析
患

者
な

どを
海

路
で

移
送

した
。

(5
) 

国
土

交
通

省
:

10
月

21
日

に
鹿

児
島

県
の

要
請

をう
け

緊
急

災
害

対
策

派
遣

隊
（

TE
C-

FO
RC

E）
の

情
報

通
信

班
、現

地
支

援
班

な
どを

九
州

地
方

整
備

局
より

、延
べ

で
29

9人
と照

明
車

23
台

、情
報

収
集

車
12

台
、災

害
対

策
ヘ

リコ
プタ

ー
2機

を派
遣

。

(6
) 

自
治

体
:

特
に

被
害

の
大

きか
った

奄
美

市
住

用
町

に
あ

って
は

、県
立

施
設

で
あ

る
奄

美
体

験
交

流
館

が
災

害
復

旧
の

拠
点

とな
る

とと
も

に
、被

災
者

の
避

難
場

所
とな

った
。同

施
設

は
体

育
施

設
に

風
呂

等
が

設
置

され
た

。
奄

美
市

住
用

総
合

支
所

（
旧

住
用

村
役

場
）

で
は

、庁
舎

1階
に

土
砂

が
流

入
し、

2階
部

に
臨

時
事

務
ス

ペ
ー

ス
を確

保
。職

員
の

一
部

は
カヌ

ー
を利

用
して

住
民

の
救

出
作

業
に

参
加

した
。

地
域

唯
一

の
医

療
機

関
で

あ
る

奄
美

市
住

用
国

民
健

康
保

険
診

療
所

も
被

災
した

が
、奄

美
体

験
交

流
館

に
臨

時
診

療
所

を設
け

に
治

療
活

動
を行

った
[1

2]
。

(7
) 

イン
フラ

被
害

:
道

路
:国

道
58

号
に

お
い

て
、が

け
崩

れ
・落

石
等

に
より

寸
断

され
た

。す
ぐに

島
内

の
建

設
会

社
が

作
業

に
あ

た
り、

22
日

の
段

階
で

緊
急

車
両

が
通

行
で

きる
よう

に
な

った
。但

し奄
美

市
名

瀬
と

島
内

第
二

の
拠

点
で

あ
る

瀬
戸

内
町

古
仁

屋
との

主
要

道
路

が
22

日
まで

不
通

だ
った

た
め

名
瀬

-古
仁

屋
間

は
通

常
陸

路
移

動
す

る
住

民
な

どが
海

路
（

フェ
リー

、奄
美

海
運

船
舶

）
で

移
動

した
。

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23
22

・
消

防
・

海
上

保
安

庁
の

対
応

に
対

し
て

、
ド

ロ
ー

ン
な

ら
何

か
で

き
た

の
で

は
な

い
か

？

・
自

治
体

の
対

応
に

対
し

て
、

ド
ロ

ー
ン

な
ら

何
か

で
き

た
の

で
は

な
い

か
？

・
イ

ン
フ

ラ
被

害
に

対
し

て
、

ド
ロ

ー
ン

な
ら

何
か

で
き

た
の

で
は

な
い

か
？

22

災
害

例
: 

平
成

22
年

10
月

の
奄

美
地

方
の

大
雨

(8
) 

通
信

:
固

定
電

話
の

通
信

ケ
ー

ブル
が

道
路

の
寸

断
に

よっ
て

遮
断

され
、か

つ
交

換
局

自
体

が
水

没
して

しま
った

た
め

、島
内

各
地

の
通

信
が

遮
断

。
また

、災
害

時
に

は
有

効
だ

とさ
れ

て
い

た
携

帯
電

話
も

基
地

局
が

被
災

した
た

め
利

用
で

きな
い

地
域

が
あ

った
。そ

の
た

め
、長

時
間

に
わ

た
って

全
島

で
被

害
状

況
が

把
握

で
きな

い
状

態
が

継
続

。
笠

利
町

の
住

民
の

一
部

は
、近

隣
に

あ
る

喜
界

島
が

見
え

る
道

に
停

車
させ

、喜
界

島
か

らの
電

波
を利

用
して

家
族

・親
類

・友
人

との
通

話
を

して
い

た
。

(9
) 

電
力

:
島

内
各

地
で

電
力

ケ
ー

ブル
が

破
壊

され
た

。九
州

電
力

は
、数

十
台

の
移

動
発

電
車

を投
入

し、
その

内
の

一
台

を陸
自

の
大

型
ヘ

リで
孤

立
集

落
に

搬
送

。こ
の

搬
送

は
、被

災
地

に
移

動
発

電
車

を空
輸

し孤
立

した
電

力
網

を回
復

させ
た

日
本

で
初

め
て

の
事

例
だ

と大
々

的
に

報
道

され
た

。

(1
0)

 学
校

:
被

害
の

大
きか

った
住

用
町

に
お

い
て

は
、土

砂
が

1階
に

流
れ

こみ
、安

全
を確

保
で

きな
い

との
理

由
か

ら公
立

学
校

に
生

徒
が

取
り残

され
、

数
日

に
渡

って
生

徒
が

帰
宅

で
きな

い
事

態
に

陥
った

。教
職

員
が

献
身

的
に

生
徒

を見
守

った
。

(1
1)

 空
港

:
10

月
20

日
は

航
空

便
が

運
航

した
が

国
道

が
午

後
か

ら不
通

に
な

った
た

め
最

終
便

で
到

着
した

奄
美

市
名

瀬
の

住
民

の
多

くが
帰

宅
困

難
と

な
り、

翌
日

、海
上

保
安

部
の

巡
視

艇
な

どで
移

動
した

人
も

い
た

。

(1
2)

 民
間

の
支

援
:

災
害

当
初

は
ほ

とん
どの

通
信

が
災

害
孤

立
地

域
と不

通
だ

った
た

め
、地

元
コミ

ュニ
テ

ィF
M

ラジ
オ

局
の

奄
美

エフ
エム

は
10

月
20

日
昼

過
ぎ

か
ら2

4時
間

態
勢

の
生

放
送

に
体

制
を切

替
、被

災
情

報
や

交
通

･行
政

情
報

を随
時

放
送

し、
リス

ナ
ー

か
らの

要
望

で
安

否
情

報
を

メッ
セ

ー
ジ

放
送

し、
この

放
送

に
より

安
否

確
認

が
取

れ
た

被
災

者
も

多
か

った
。災

害
に

よっ
て

交
通

手
段

や
固

定
・無

線
の

通
信

手
段

が
破

壊
され

て
も

、コ
ミュ

ニテ
ィー

放
送

に
よる

情
報

伝
達

が
有

効
で

あ
る

こと
を実

証
され

た
。

一
時

孤
立

状
態

に
な

った
奄

美
市

住
用

町
の

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
「住

用
の

園
」に

お
い

て
、看

護
実

習
をし

て
い

た
鹿

児
島

県
立

奄
美

高
等

学
校

衛
生

看
護

科
の

2年
生

9人
が

職
員

とと
も

に
高

齢
者

の
介

抱
を行

い
高

齢
者

の
避

難
をサ

ポ
ー

トし
た

。
急

激
に

泥
流

が
流

れ
込

ん
だ

地
域

の
多

くで
、住

民
が

取
り残

され
た

。し
か

しな
が

ら、
地

域
の

住
民

等
が

積
極

的
に

支
援

活
動

に
参

加
した

た
め

特
に

高
齢

者
の

犠
牲

が
抑

え
られ

た
。

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23
23

・
通

信
に

対
し

て
、

ド
ロ

ー
ン

な
ら

何
か

で
き

た
の

で
は

な
い

か
？

・
学

校
に

対
し

て
、

ド
ロ

ー
ン

な
ら

何
か

で
き

た
の

で
は

な
い

か
？

・
民

間
の

支
援

に
対

し
て

、
ド

ロ
ー

ン
な

ら
何

か
で

き
た

の
で

は
な

い
か

？

つ
ま

り
何

か
災

害
対

応
を

行
っ

た
こ

と
を

把
握

し
て

、
そ

れ
が

ド
ロ

ー
ン

な
ら

よ
り

高
度

あ
る

い
は

便
利

に
で

き
た

の
で

は
な

い
か

？
と

い
う

課
題

に
な

り
ま

す
。

・
次

の
ペ

ー
ジ

で
は

災
害

例
で

あ
る

平
成

２
２

年
１

０
月

の
奄

美
地

方
の

大
雨

に
対

し
て

の
ド

ロ
ー

ン
な

し
だ

っ
た

当
時

の
対

応
の

ま
と

め
に

な
り

ま
す

。
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記
入

シ
ー

ト
①

：
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ま

と
め

①

24

項
目

内
容

課
題

所
有

者

災
害

、
減

災
、

遭
難

課
題

内
容

要
点

備
考演

習
2

. 
災

害
課

題
シ

ー
ト

(ド
ロ

ー
ン

使
用

な
し

）

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

24

1
.

学
習

目
標

:
グ

ル
ー

プ
は

選
択

し
た

災
害

に
お

い
て

、
過

去
に

お
い

て
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
が

な
か

っ
た

現
場

を
ま

と
め

た
。

今
回

は
災

害
対

応
に

お
い

て
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
活

用
が

可
能

で
あ

っ
た

場
合

を
ま

と
め

る
。

2
. 
 講

師
選

択
例

:平
成

2
2
年

1
0
月

の
奄

美
地

方
の

大
雨

3
. 
 講

師
が

考
え

る
ド

ロ
ー

ン
活

用
で

災
害

対
応

が
改

善
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
る

内
容

:

前
ペ

ー
ジ

の
災

害
サ

マ
リ

ー
赤

字
部

分
で

ド
ロ

ー
ン

な
ら

改
善

で
き

た
の

で
は

な
い

か
？ 25

8
. 

演
習

3
: 

P
B

L
 S

ta
g
e
 1

: 
着

想
・

発
想

選
ん

だ
災

害
に

対
し

て
行

わ
れ

た
災

害
対

応
方

法
理

解
（

ド
ロ

ー
ン

を
活

用
し

た
場

合
）

、
整

理
、

ア
イ

デ
ア

交
換

、
災

害
に

お
け

る
課

題
作

成

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

・
演

習
3で

は
PB

L 
St

ag
e 

1.
 着

想
・

発
想

、
選

ん
だ

災
害

に
対

し
て

行
わ

れ
た

災
害

対
応

方
法

理
解

（
ド

ロ
ー

ン
を

活
用

し
た

場
合

）
、

整
理

、
ア

イ
デ

ア
交

換
、

災
害

に
お

け
る

課
題

作
成

を
行

い
ま

す
。

・
前

提
条

件
で

す
が

、
グ

ル
ー

プ
は

選
択

し
た

災
害

に
お

い
て

、
過

去
に

お
い

て
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
が

な
か

っ
た

現
場

を
ま

と
め

ま
し

た
。

今
回

は
災

害
対

応
に

お
い

て
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
活

用
が

可
能

で
あ

っ
た

場
合

を
ま

と
め

ま
す

。

・
講

師
選

択
例

で
す

が
、

平
成

22
年

10
月

の
奄

美
地

方
の

大
雨

を
選

択
。

・
講

師
が

考
え

る
ド

ロ
ー

ン
活

用
で

災
害

対
応

が
改

善
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
る

内
容

は
、

前
ペ

ー
ジ

の
災

害
サ

マ
リ

ー
赤

字
部

分
で

ド
ロ

ー
ン

な
ら

改
善

で
き

た
の

で
は

な
い

か
？

と
い

う
仮

定
か

ら
ま

と
め

て
み

ま
し

た
。

。

25

322



2
. 
講

師
が

考
え

る
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
が

活
用

で
き

た
と

推
測

さ
れ

る
ケ

ー
ス

(1
) 

通
信

回
線

:
こ

の
災

害
で

は
通

常
の

電
話

回
線

だ
け

で
な

く
、

警
察

無
線

さ
え

利
用

で
き

な
い

時
間

帯
が

あ
り

、
奄

美
警

察
署

の
署

員
に

衛
星

電
話

を
持

た
せ

、
通

信
や

交
通

が
寸

断
さ

れ
た

地
域

に
対

し
て

移
動

し
、

情
報

が
集

ま
り

だ
し

た
と

い
う

。

課
題

: 
衛

星
電

話
が

使
え

た
の

は
警

察
で

あ
り

、
緊

急
を

要
す

る
住

人
の

通
信

手
段

は
な

か
っ

た
。

(2
) 

河
川

の
氾

濫
時

の
要

救
助

、
要

求
者

捜
索

:
水

難
救

助
用

の
浮

き
輪

、
潜

水
士

に
よ

る
ゴ

ム
ボ

ー
ト

、
市

職
員

に
よ

る
カ

ヌ
ー

で
要

救
助

者
の

捜
索

と
救

助
が

行
わ

れ
た

。

課
題

: 
人

力
に

よ
る

要
救

助
者

捜
索

に
よ

り
体

力
的

な
面

、
二

次
災

害
、

広
域

捜
索

で
課

題
が

あ
っ

た
と

考
え

る
。

(3
) 

災
害

普
及

拠
点

の
設

立
:

市
は

災
害

の
大

き
い

地
域

に
災

害
普

及
拠

点
を

設
立

し
、

早
い

段
階

か
ら

避
難

体
制

の
確

立
が

で
き

た
。

課
題

: 
災

害
普

及
拠

点
に

ド
ロ

ー
ン

ポ
ー

ト
が

あ
れ

ば
、

現
場

の
要

求
に

対
し

て
即

時
に

ス
ト

リ
ー

ミ
ン

グ
で

情
報

収
集

が
可

能
で

あ
り

、
必

要
物

資
運

搬
に

役
立

て
ら

れ
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

(4
) 

寸
断

地
域

の
物

流
、

要
救

助
者

捜
索

:
奄

美
地

域
に

お
い

て
は

土
木

業
が

発
展

し
て

い
る

た
め

に
、

寸
断

道
路

の
普

及
は

早
か

っ
た

。
た

だ
し

市
内

メ
イ

ン
地

域
と

そ
の

他
の

地
域

で
は

備
蓄

が
異

な
り

、
一

部
住

民
は

市
内

メ
イ

ン
地

区
に

フ
ェ

リ
ー

で
移

動
し

た
。

課
題

: 
物

資
運

搬
を

ド
ロ

ー
ン

で
行

う
こ

と
に

よ
り

過
疎

地
域

で
取

り
残

さ
れ

た
要

救
助

者
に

物
資

を
運

搬
で

き
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
？

26
©

 一
般

社
団

法
人

安
全

安
心

社
会

構
築

教
育

協
会

20
23

・
ド

ロ
ー

ン
を

活
用

が
で

き
た

の
で

は
と

推
測

さ
れ

る
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

ま
と

め
て

み
ま

し
た

。
こ

こ
は

ド
ロ

ー
ン

活
用

可
能

で
あ

っ
た

の
で

は
と

思
わ

れ
る

課
題

の
ひ

ら
め

き
で

す
の

で
説

明
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

1.
通

信
回

線
:  

こ
の

災
害

で
は

通
常

の
電

話
回

線
だ

け
で

な
く

、
警

察
無

線
さ

え
利

用
で

き
な

い
時

間
帯

が
あ

り
、

奄
美

警
察

署
の

署
員

に
衛

星
電

話
を

持
た

せ
、

通
信

や
交

通
が

寸
断

さ
れ

た
地

域
に

対
し

て
移

動
し

、
情

報
が

集
ま

り
だ

し
た

と
い

う
。

課
題

: 衛
星

電
話

が
使

え
た

の
は

警
察

で
あ

り
、

緊
急

を
要

す
る

住
人

の
通

信
手

段
は

な
か

っ
た

。

2.
  河

川
の

氾
濫

時
の

要
救

助
、

要
求

者
捜

索
:

水
難

救
助

用
の

浮
き

輪
、

潜
水

士
に

よ
る

ゴ
ム

ボ
ー

ト
、

市
職

員
に

よ
る

カ
ヌ

ー
で

要
救

助
者

の
捜

索
と

救
助

が
行

わ
れ

た
。

課
題

: 人
力

に
よ

る
要

救
助

者
捜

索
に

よ
り

体
力

的
な

面
、

二
次

災
害

、
広

域
捜

索
で

課
題

が
あ

っ
た

と
考

え
る

。

3.
 災

害
普

及
拠

点
の

設
立

:
市

は
災

害
の

大
き

い
地

域
に

災
害

普
及

拠
点

を
設

立
し

、
早

い
段

階
か

ら
避

難
体

制
の

確
立

が
で

き
た

。

課
題

: 災
害

普
及

拠
点

に
ド

ロ
ー

ン
ポ

ー
ト

が
あ

れ
ば

、
現

場
の

要
求

に
対

し
て

即
時

に
ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

で
情

報
収

集
が

可
能

で
あ

り
、

必
要

物
資

運
搬

に
役

立
て

ら
れ

た
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。

4.
 寸

断
地

域
の

物
流

、
要

救
助

者
捜

索
:

奄
美

地
域

に
お

い
て

は
土

木
業

が
発

展
し

て
い

る
た

め
に

、
寸

断
道

路
の

普
及

は
早

か
っ

た
。

た
だ

し
市

内
メ

イ
ン

地
域

と
そ

の
他

地
域

で
は

備
蓄

が
異

な
り

、
一

部
住

民
は

市
内

メ
イ

ン
地

区
に

フ
ェ

リ
ー

で
移

動
し

た
。

課
題

: 物
資

運
搬

を
ド

ロ
ー

ン
で

行
う

こ
と

に
よ

り
過

疎
地

域
で

取
り

残
さ

れ
た

要
救

助
者

に
物

資
を

運
搬

で
き

た
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

？

26

2
. 
講

師
が

考
え

る
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
が

活
用

で
き

た
と

推
測

さ
れ

る
ケ

ー
ス

(5
) 

情
報

発
信

: 
奄

美
エ

フ
エ

ム
に

よ
る

情
報

発
信

が
被

災
状

況
、

交
通

・
行

政
情

報
、

安
否

情
報

を
随

時
放

送
し

有
効

な
災

害
対

応
手

段
で

あ
る

こ
と

が
証

明
さ

れ
た

。

課
題

: 
一

方
的

な
情

報
発

信
に

た
い

し
て

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

に
は

ス
ピ

ー
カ

ー
、

ス
ポ

ッ
ト

ラ
イ

ト
と

い
っ

た
機

能
が

あ
り

、
よ

り
現

場
に

近
い

と
こ

ろ
で

情
報

発
信

と
、

災
害

現
場

か
ら

の
情

報
を

得
ら

れ
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
？

27
©

 一
般

社
団

法
人

安
全

安
心

社
会

構
築

教
育

協
会

20
23

上
記

は
講

師
が

考
え

る
当

時
ド

ロ
ー

ン
が

あ
っ

た
ら

災
害

対
応

が
可

能
で

あ
っ

た
か

も
し

れ
な

い
内

容
で

す
。

次
に

災
害

対
応

シ
ー

ト
（

ド
ロ

ー
ン

活
用

あ
り

）
を

ま
と

め
て

い
た

だ
き

ま
す

。

5.
 情

報
発

信
: 

奄
美

エ
フ

エ
ム

に
よ

る
情

報
発

信
が

被
災

状
況

、
交

通
・

行
政

情
報

、
安

否
情

報
を

随
時

放
送

し
有

効
な

災
害

対
応

手
段

で
あ

る
こ

と
が

証
明

さ
れ

た
。

課
題

: 一
方

的
な

情
報

発
信

に
た

い
し

て
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
に

は
ス

ピ
ー

カ
ー

、
ス

ポ
ッ

ト
ラ

イ
ト

と
い

っ
た

機
能

が
あ

り
、

よ
り

現
場

に
近

い
と

こ
ろ

で
情

報
発

信
と

、
災

害
現

場
か

ら
の

情
報

を
得

ら
れ

た
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

？

・
以

上
が

上
記

は
講

師
が

考
え

る
当

時
ド

ロ
ー

ン
が

あ
っ

た
ら

災
害

対
応

が
可

能
で

あ
っ

た
か

も
し

れ
な

い
内

容
で

す
。

27
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記
入

シ
ー

ト
①

：
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ま

と
め

①

28

項
目

内
容

課
題

所
有

者

災
害

、
減

災
、

遭
難

課
題

内
容

ド
ロ

ー
ン

活
用

で
課

題
改

善
で

き
た

か
も

し
れ

な
い

内
容

備
考

演
習

3
. 

災
害

課
題

シ
ー

ト
(ド

ロ
ー

ン
活

用
あ

り
）

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

28
29

こ
れ

ま
で

PB
L学

習
ス

テ
ー

ジ
１

の
着

想
、

発
想

で
災

害
一

覧
、

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

な
し

と
あ

り
を

学
習

し
て

き
ま

し
た

。

こ
こ

か
ら

は
PB

L学
習

ス
テ

ー
ジ

2の
基

本
構

想
に

つ
い

て
学

習
し

ま
す

。

29

(再
認

識
/
振

り
返

り
) 

P
B

L
ス

テ
ー

ジ

ス
テ

ー
ジ

１
着

想
・

発
想

（
ア

イ
デ

ィ
ア

）

ス
テ

ー
ジ

２
基

本
構

想
（

コ
ン

セ
プ

ト
）

ス
テ

ー
ジ

３
計

画
立

案
（

プ
ラ

ン
）

ス
テ

ー
ジ

４
事

業
計

画
（

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

）

演
習

場
面

演
習

場
面

演
習

場
面

演
習

場
面

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
・

上
司

（
講

師
）

協
力

分
担

学
習

者

・
ア

イ
デ

ィ
ア

創
出

・
情

報
収

集
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

作
成

・
提

案
、

交
渉 …

指
示

助
言

報
告

提
案

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

P
B
L 

S
ta

g
e
 1

 着
想

・
発

想
で

、
演

習
1
. 

災
害

一
覧

シ
ー

ト
、

演
習

2
. 

災
害

課
題

（
ド

ロ
ー

ン
な

し
）

シ
ー

ト
、

演
習

3
.災

害
課

題
（

ド
ロ

ー
ン

活
用

）
シ

ー
ト

を
完

成
。
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1
.

こ
れ

ま
で

行
っ

て
き

た
学

習
：

グ
ル

ー
プ

は
災

害
を

調
査

し
、

選
択

し
た

災
害

に
お

い
て

、
過

去
に

お
い

て
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
が

な
か

っ
た

現
場

と
ド

ロ
ー

ン
活

用
で

き
た

場
合

を
ま

と
め

た
。

2
. 
学

習
目

標
:

こ
の

ド
ロ

ー
ン

活
用

が
で

き
た

場
合

を
考

え
て

、
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
（

潜
在

顧
客

）
に

対
し

て
提

供
す

べ
き

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

サ
ー

ビ
ス

開
発

の
ア

イ
デ

ア
を

検
討

し
、

災
害

時
に

お
け

る
ド

ロ
ー

ン
活

用
の

可
能

性
か

ら
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
（

潜
在

顧
客

）
の

要
求

を
グ

ル
ー

プ
で

整
理

・
分

析
し

サ
ー

ビ
ス

内
容

を
作

成
す

る
。

30

9
. 

演
習

4
: 

P
B

L
 S

ta
g
e
 2

 
基

本
構

想
:

災
害

時
に

お
け

る
課

題
と

ド
ロ

ー
ン

が
あ

っ
た

ら
ど

の
よ

う
な

災
害

対
応

が
可

能
で

あ
っ

た
か

を
ベ

ー
ス

に
、

災
害

利
用

目
的

で
の

ド
ロ

ー
ン

サ
ー

ビ
ス

開
発

の
ア

イ
デ

ア
検

討
/
シ

ー
ト

作
成

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

・
演

習
4:

 P
BL

 S
ta

ge
 2

  基
本

構
想

, 災
害

時
に

お
け

る
課

題
と

ド
ロ

ー
ン

が
あ

っ
た

ら
ど

の
よ

う
な

災
害

対
応

が
可

能
で

あ
っ

た
か

を
ベ

ー
ス

に
、

災
害

利
用

目
的

で
の

ド
ロ

ー
ン

サ
ー

ビ
ス

開
発

の
ア

イ
デ

ア
検

討
/シ

ー
ト

作
成

が
演

習
４

の
学

習
と

な
り

ま
す

。

・
グ

ル
ー

プ
は

選
択

し
た

災
害

に
お

い
て

、
過

去
に

お
い

て
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
が

な
か

っ
た

現
場

と
ド

ロ
ー

ン
活

用
で

き
た

場
合

を
ま

と
め

た
。

・
こ

の
ド

ロ
ー

ン
活

用
が

で
き

た
場

合
を

考
え

て
、

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

（
潜

在
顧

客
）

に
対

し
て

提
供

す
べ

き
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
サ

ー
ビ

ス
開

発
の

ア
イ

デ
ア

を
検

討
し

、
シ

ー
ト

で
ま

と
め

る
。

・
学

習
目

標
は

、
災

害
時

に
お

け
る

ド
ロ

ー
ン

活
用

の
可

能
性

か
ら

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

（
潜

在
顧

客
）

の
要

求
を

グ
ル

ー
プ

で
整

理
・

分
析

し
サ

ー
ビ

ス
内

容
を

作
成

す
る

こ
と

と
な

り
ま

す
。

30

【
ド

ロ
ー

ン
を

活
用

し
た

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

サ
ー

ビ
ス

】

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
:

企
業

な
ど

の
事

業
者

が
顧

客
に

販
売

・
提

供
す

る
も

の
は

（
サ

ー
ビ

ス
な

ど
も

含
め

た
広

い
意

味
で

）
製

品
だ

が
、

そ
も

そ
も

顧
客

が
求

め
て

い
る

も
の

は
製

品
自

体
で

は
な

く
、

課
題

を
解

決
す

る
手

段
で

あ
る

と
い

う
考

え
方

か
ら

、
顧

客
に

合
わ

せ
た

製
品

の
開

発
や

調
整

、
業

務
の

効
果

的
な

活
用

法
の

提
案

な
ど

の
側

面
を

含
む

製
品

提
供

を
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

と
呼

ぶ
よ

う
に

な
っ

た
。

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

に
お

け
る

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
と

は
、

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

（
国

、
自

治
体

、
地

域
住

民
）

に
対

し
て

、
各

グ
ル

ー
プ

が
ド

ロ
ー

ン
技

術
を

活
用

し
て

、
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
が

抱
え

て
い

る
問

題
・

課
題

の
解

決
（

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
）

を
提

供
す

る
も

の
。

31

（
2

）
提

供
サ

ー
ビ

ス
の

状
況

設
定

・
前

提
条

件

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

・
提

供
サ

ー
ビ

ス
の

状
況

設
定

と
前

提
条

件
で

す
が

、
ド

ロ
ー

ン
を

活
用

し
た

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

サ
ー

ビ
ス

を
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
に

提
供

し
ま

す
。

・
ち

な
み

に
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

と
は

、
企

業
な

ど
の

事
業

者
が

顧
客

に
販

売
・

提
供

す
る

も
の

は
（

サ
ー

ビ
ス

な
ど

も
含

め
た

広
い

意
味

で
）

製
品

だ
が

、
そ

も
そ

も
顧

客
が

求
め

て
い

る
も

の
は

製
品

自
体

で
は

な
く

、
課

題
を

解
決

す
る

手
段

で
あ

る
と

い
う

考
え

方
か

ら
、

顧
客

に
合

わ
せ

た
製

品
の

開
発

や
調

整
、

業
務

の
効

果
的

な
活

用
法

の
提

案
な

ど
の

側
面

を
含

む
製

品
提

供
を

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
と

呼
ぶ

よ
う

に
な

っ
た

。

・
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
に

お
け

る
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

と
は

、
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
（

国
、

自
治

体
、

地
域

住
民

）
に

対
し

て
、

各
グ

ル
ー

プ
が

ド
ロ

ー
ン

技
術

を
活

用
し

て
、

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

が
抱

え
て

い
る

問
題

・
課

題
の

解
決

（
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

）
を

提
供

す
る

も
の

と
な

り
ま

す
。

31
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「
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
」

の
導

入
に

よ
る

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス

災
害

は
調

査
、

物
資

輸
送

、
事

前
点

検
他

の
多

用
途

対
応

が
必

要
な

た
め

、
使

用
ド

ロ
ー

ン
は

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

可
能

な
多

機
能

機
を

前
提

に
、

既
存

の
人

員
あ

る
い

は
レ

ガ
シ

ー
タ

イ
プ

機
器

と
共

存
活

用
し

な
が

ら
、

ド
ロ

ー
ン

、
既

存
シ

ス
テ

ム
の

デ
ュ

ア
ル

メ
リ

ッ
ト

で
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
が

持
っ

て
い

る
災

害
課

題
、

災
害

問
題

を
解

決
。

レ
ガ

シ
ー

: 
顧

客
を

こ
れ

ま
で

支
え

て
き

た
仕

組
み

の
こ

と
。

IT
業

界
で

は
古

い
時

代
遅

れ
と

い
う

意
味

で
使

用
さ

れ
る

事
が

多
い

が
時

代
遅

れ
と

は
限

ら
な

い
。

災
害

時
に

加
え

て
の

「
災

害
迅

速
対

応
ド

ロ
ー

ン
サ

ー
ビ

ス
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

」
に

よ
る

付
加

価
値

。

(A
)

災
害

発
生

前
か

ら
の

事
前

撮
影

・
地

域
地

形
把

握
に

災
害

発
生

時
に

よ
り

素
早

く
安

全
に

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
で

き
る

。
(B

)  
日

ご
ろ

の
事

前
撮

影
に

よ
り

、
災

害
発

生
危

険
度

が
高

い
場

所
の

把
握

も
可

能
で

あ
り

、
減

災
に

も
貢

献
で

き
る

。
(C

)  
災

害
時

の
課

題
は

共
通

事
項

（
要

救
助

者
捜

索
、

情
報

提
供

等
）

が
多

く
、

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

も
地

域
特

化
で

な
く

全
国

規
模

で
提

供
可

能
と

考
え

る
（

特
に

減
災

の
た

め
の

事
前

調
査

）
。

(d
) 

災
害

地
域

は
少

子
高

齢
化

、
過

疎
化

が
進

ん
で

い
る

ケ
ー

ス
が

多
い

。
SD

Gs
の

関
連

か
ら

も
考

え
て

み
る

と
良

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。

32

（
3

)講
師

が
考

え
る

サ
ー

ビ
ス

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

・
次

に
講

師
が

考
え

る
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
サ

ー
ビ

ス
で

す
が

、

・
災

害
は

調
査

、
物

資
輸

送
、

事
前

点
検

他
の

多
用

途
対

応
が

必
要

な
た

め
、

使
用

ド
ロ

ー
ン

は
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
可

能
な

多
機

能
機

を
前

提
に

、
既

存
の

人
員

あ
る

い
は

レ
ガ

シ
ー

タ
イ

プ
機

器
と

共
存

活
用

し
な

が
ら

、
ド

ロ
ー

ン
、

既
存

シ
ス

テ
ム

の
デ

ュ
ア

ル
メ

リ
ッ

ト
で

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

が
持

っ
て

い
る

災
害

課
題

、
災

害
問

題
を

解
決

。

・
ち

な
み

に
レ

ガ
シ

ー
と

は
、

顧
客

を
こ

れ
ま

で
支

え
て

き
た

仕
組

み
の

こ
と

。
IT

業
界

で
は

古
い

時
代

遅
れ

と
い

う
意

味
で

使
用

さ
れ

る
事

が
多

い
が

時
代

遅
れ

と
は

限
ら

な
い

。

・
で

は
災

害
迅

速
対

応
ド

ロ
ー

ン
サ

ー
ビ

ス
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

」
に

よ
る

災
害

時
の

対
応

に
加

え
て

の
付

加
価

値
で

す
が

、
1.

  災
害

発
生

前
か

ら
の

事
前

撮
影

・
地

域
地

形
把

握
に

災
害

発
生

時
に

よ
り

素
早

く
安

全
に

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
で

き
る

。
2.

  日
ご

ろ
の

事
前

撮
影

に
よ

り
、

災
害

発
生

危
険

度
が

高
い

場
所

の
把

握
も

可
能

で
あ

り
、

減
災

に
も

貢
献

で
き

る
。

3.
  災

害
時

の
課

題
は

共
通

事
項

（
要

救
助

者
捜

索
、

情
報

提
供

等
）

が
多

く
、

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

も
地

域
特

化
で

な
く

全
国

規
模

で
提

供
可

能
と

考
え

る
（

特
に

減
災

の
た

め
の

事
前

調
査

）
。

4.
  災

害
地

域
は

少
子

高
齢

化
、

過
疎

化
が

進
ん

で
い

る
ケ

ー
ス

が
多

い
。

SD
G

sの
関

連
か

ら
も

考
え

て
み

る
と

良
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。
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外
務

省
定

義
：

2
0
3
0
年

ま
で

に
持

続
可

能
で

よ
り

よ
い

世
界

を
目

指
す

国
際

目
標

で
す

。
1
7
の

ゴ
ー

ル
・

1
6
9
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
か

ら
構

成
さ

れ
、

地
球

上
の

「
誰

一
人

取
り

残
さ

な
い

（
le

a
ve

 n
o
 o

n
e
 b

e
h
in

d
）

」
こ

と
を

誓
っ

て
い

ま
す

。
S
D

G
sは

発
展

途
上

国
の

み
な

ら
ず

、
先

進
国

自
身

が
取

り
組

む
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
（

普
遍

的
）

な
も

の
で

あ
り

、
日

本
と

し
て

も
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

・
過

疎
地

域
の

持
続

可
能

開
発

は
課

題
が

多
い

た
め

多
く

の

取
り

組
み

を
行

っ
て

い
る

。
。

h
tt

p
s:

//
e
g
u
ch

i-
h
d
.c

o
.j
p
/

re
so

la
b
o
-s

d
g
s-

re
m

o
te

-i
sl

a
n
d
/

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.j
sc

e
.o

r.
jp

/b
ra

n
ch

/

se
ib

u
/s

y
m

p
o
si

u
m

/p
d
f/

a
rt

ic
le

_
0
7
_
0
6
.p

d
f

・
佐

渡
市

H
P
 :

 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.c
it
y.

sa
d
o
.n

iig
a
ta

.j
p
/

so
sh

ik
i/

2
0
0
5
/4

0
3
7
1
.h

tm
l
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(参
考

) 
  

S
D

G
s 

(S
u

st
a
in

a
b

le
 D

e
v
e
lo

p
m

e
n

t 
G

o
a
ls

)

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

・
参

考
ま

で
に

SD
G

sと
は

で
す

が
、

最
近

聞
か

な
い

日
は

な
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？

・
SD

G
sと

は
Su

st
ai

na
bl

e 
D

ev
el

op
m

en
t G

oa
ls

の
略

で
あ

り
持

続
可

能
な

開
発

目
標

と
訳

さ
れ

て
い

ま
す

。
20

15
年

９
月

の
国

連
サ

ミ
ッ

ト
で

採
択

さ
れ

た
関

係
か

ら
、

SD
G

sの
旗

振
り

は
外

務
省

で
あ

り
そ

の
定

義
に

よ
る

と
、

20
30

年
ま

で
に

持
続

可
能

で
よ

り
よ

い
世

界
を

目
指

す
国

際
目

標
と

さ
れ

。
17

の
ゴ

ー
ル

・
16

9の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

か
ら

構
成

さ
れ

、
地

球
上

の
「

誰
一

人
取

り
残

さ
な

い
（

le
av

e 
no

 
on

e 
be

hi
nd

）
」

こ
と

を
誓

っ
て

い
ま

す
。

SD
G

sは
発

展
途

上
国

の
み

な
ら

ず
、

先
進

国
自

身
が

取
り

組
む

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

（
普

遍
的

）
な

も
の

で
あ

り
、

日
本

と
し

て
も

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。

・
SD

G
sが

誰
一

人
残

さ
な

い
で

持
続

可
能

な
開

発
進

め
て

よ
り

よ
い

社
会

を
目

指
し

て
る

こ
と

か
ら

、
災

害
が

多
い

過
疎

地
域

に
お

い
て

も
誰

も
取

り
残

さ
な

い
で

よ
り

よ
い

社
会

を
構

築
す

る
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
。

・
過

疎
地

域
の

SD
G

sに
つ

い
て

は
ネ

ッ
ト

で
た

く
さ

ん
検

索
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

・
SD

G
sに

つ
い

て
は

災
害

が
多

い
過

疎
地

域
の

発
展

の
た

め
に

理
解

が
必

要
と

考
え

て
お

り
、

み
な

さ
ん

も
よ

く
理

解
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

33
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・
考

え
た

ア
イ

デ
ィ

ア
を

も
と

に
、

サ
ー

ビ
ス

開
発

シ
ー

ト
を

作
っ

て
発

表
す

る
。

(講
師

理
解

）
課

題
シ

ー
ト

と
製

品
情

報
シ

ー
ト

の
要

約

①
G

ro
up

 A
:  

災
害

内
容

→
 ド

ロ
ー

ン
活

用
目

的
②

G
ro

up
 B

:  
災

害
内

容
→

 ド
ロ

ー
ン

活
用

目
的

③
G

ro
up

 C
:  

災
害

内
容

→
 ド

ロ
ー

ン
活

用
目

的
④

G
ro

up
 D

:  
災

害
内

容
→

  ド
ロ

ー
ン

活
用

目
的

・ ・ ・

34

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

（
4

)講
師

理
解

に
よ

る
各

グ
ル

ー
プ

の
災

害
課

題
と

ド
ロ

ー
ン

活
用

メ
リ

ッ
ト

・
演

習
4:

 P
BL

 S
ta

ge
 2

  基
本

構
想

, 災
害

時
に

お
け

る
課

題
と

ド
ロ

ー
ン

が
あ

っ
た

ら
ど

の
よ

う
な

災
害

対
応

が
可

能
で

あ
っ

た
か

を
ベ

ー
ス

に
、

災
害

利
用

目
的

で
の

ド
ロ

ー
ン

サ
ー

ビ
ス

開
発

の
ア

イ
デ

ア
検

討
/シ

ー
ト

作
成

の
学

習
に

対
し

て
こ

れ
ま

で
の

各
グ

ル
ー

プ
の

内
容

を
ま

と
め

て
み

ま
し

た
。

・
ビ

ジ
ネ

ス
は

商
売

で
す

の
で

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

を
考

え
る

こ
と

が
非

常
に

重
要

で
す

、
誰

に
対

す
る

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
で

あ
る

か
に

よ
っ

て
、

提
供

さ
れ

る
サ

ー
ビ

ス
も

当
然

か
わ

っ
て

き
ま

す
。

各
グ

ル
ー

プ
の

シ
ー

ト
の

内
容

は
、

授
業

で
提

示
し

ま
す

。

・
各

地
方

自
治

体
の

災
害

課
題

を
把

握
し

ド
ロ

ー
ン

活
用

目
的

が
明

確
に

な
っ

た
と

思
い

ま
す

。

34

前
ペ

ー
ジ

の
グ

ル
ー

プ
が

選
択

し
た

災
害

対
応

を
ド

ロ
ー

ン
で

行
う

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

が
正

し
い

と
い

う
証

明
の

た
め

に
調

査
を

行
う

。
(ネ

ッ
ト

や
グ

ル
ー

プ
の

知
識

に
よ

る
調

査
）

例
:

・
高

齢
者

、
身

体
の

不
自

由
な

方
、

高
齢

者
の

割
合

他
。

・
警

察
他

が
ど

の
よ

う
に

要
救

助
者

を
発

見
し

た
か

、
ど

の
く

ら
い

時
間

が
か

か
っ

て
い

る
か

。
・

寸
断

地
域

へ
の

物
資

運
搬

は
ど

の
よ

う
に

行
っ

て
い

た
か

。
・

そ
の

他
(ド

ロ
ー

ン
の

優
位

性
、

地
元

企
業

優
先

他
）

災
害

（
台

風
、

洪
水

、
大

雪
、

捜
索

を
ド

ロ
ー

ン
で

検
索

）

台
風

被
害

で
の

ド
ロ

ー
ン

活
用

:
ht

tp
s:

//
bu

ilt
.it

m
ed

ia
.c

o.
jp

/b
t/

ar
tic

le
s/

21
07

/1
4/

ne
w

s0
68

.h
tm

l
ht

tp
s:

//
w

w
w

.s
of

tb
an

k.
jp

/s
bn

ew
s/

en
tr

y/
20

22
11

14
_0

3

洪
水

被
害

・
線

状
降

水
帯

被
害

で
の

ド
ロ

ー
ン

活
用

:
ht

tp
s:

//
m

c.
ne

t.i
st

.o
sa

ka
-u

.a
c.

jp
/j

a/
th

em
es

/t
op

ic
s/

dr
on

e-
ba

se
d-

w
at

er
-l

ev
el

-d
et

ec
tio

n/
ht

tp
s:

//
dr

on
ep

ilo
t.c

o.
jp

/d
is

as
te

r-
dr

on
e/

ht
tp

s:
//

w
w

w
.th

r.m
lit

.g
o.

jp
/B

um
on

/B
00

09
7/

K0
03

60
/d

ro
ne

/a
ss

et
s/

do
c/

po
in

t.p
df

大
雪

被
害

で
の

ド
ロ

ー
ン

活
用

:
ht

tp
s:

//
ne

w
s.

ks
b.

co
.jp

/a
rt

ic
le

/1
41

65
74

0
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調
査

(ビ
ジ

ネ
ス

と
し

て
成

り
立

つ
と

い
う

証
明

）
（

参
考

)サ
ー

ビ
ス

開
発

の
基

本
ス

テ
ッ

プ

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

・
参

考
ま

で
に

サ
ー

ビ
ス

開
発

の
基

本
ス

テ
ッ

プ
で

す
が

、

・
前

ペ
ー

ジ
の

グ
ル

ー
プ

が
選

択
し

た
災

害
対

応
を

ド
ロ

ー
ン

で
行

う
ビ

ジ
ネ

ス
環

境
が

正
し

い
と

い
う

証
明

の
た

め
に

調
査

を
行

い
ま

す
、

ネ
ッ

ト
や

グ
ル

ー
プ

の
知

識
に

よ
る

調
査

で
す

。

・
例

と
し

て
、

1.
 高

齢
者

、
身

体
の

不
自

由
な

方
、

高
齢

者
の

割
合

他
。

2.
 警

察
他

が
ど

の
よ

う
に

要
救

助
者

を
発

見
し

た
か

、
ど

の
く

ら
い

時
間

が
か

か
っ

て
い

る
か

。 3.
 寸

断
地

域
へ

の
物

資
運

搬
は

ど
の

よ
う

に
行

っ
て

い
た

か
。

4.
 そ

の
他

(ド
ロ

ー
ン

の
優

位
性

、
地

元
企

業
優

先
他

）

・
災

害
時

の
ド

ロ
ー

ン
活

用
に

つ
い

て
調

査
し

ま
す

、
災

害
（

台
風

、
洪

水
、

大
雪

、
捜

索
を

ド
ロ

ー
ン

で
検

索
）

35
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項
目

要
件

目
的

(ど
の

よ
う

な
サ

ー
ビ

ス
）

コ
ン

セ
プ

ト
(競

争
力

、
付

加
価

値
、

差
別

化
）

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

(タ
ー

ゲ
ッ

ト
顧

客
）

付
加

価
値

(目
的

に
加

え
て

の
追

加
可

能
サ

ー
ビ

ス
）

ス
ト

ッ
ク

性
(ビ

ジ
ネ

ス
が

継
続

で
き

る
環

境
）

必
要

資
格

制
約

条
件

(ビ
ジ

ネ
ス

実
行

で
直

面
す

る
困

難
な

事
柄

）

演
習

4
. 

サ
ー

ビ
ス

開
発

要
件

シ
ー

ト

◆
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

36
©

 一
般

社
団

法
人

安
全

安
心

社
会

構
築

教
育

協
会

20
23

36

37

1
0

. 
演

習
5

: 
P

B
L
 S

ta
g
e
 2

 基
本

構
想

: 
 

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

の
活

用
に

あ
た

り
、

選
ん

だ
技

術
要

件
に

対
応

す
る

製
品

シ
ー

ト
作

成
(製

品
は

講
師

選
択

の
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
を

使
う

こ
と

）

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

ド
ロ

ー
ン

技
術

基
本

用
語

: 

1.
 自

律
飛

行
(あ

ら
か

じ
め

定
め

ら
た

飛
行

ル
ー

ト
、

高
度

に
基

づ
き

パ
イ

ロ
ッ

ト
の

操
作

な
し

に
自

動
飛

行
す

る
こ

と
を

言
う

。
)

2.
安

全
飛

行
(バ

ッ
テ

リ
ー

低
下

、
妨

害
電

波
他

の
理

由
に

よ
り

安
全

に
飛

行
が

で
き

な
く

な
っ

た
場

合
に

自
動

で
帰

還
、

着
陸

す
る

機
能

）
3.

  目
視

/目
視

外
: 目

視
（

パ
イ

ロ
ッ

ト
が

機
体

を
見

な
が

ら
操

縦
）

、
目

視
外

（
パ

イ
ロ

ッ
ト

は
機

体
を

見
ず

、
送

信
機

に
取

り
付

け
ら

れ
た

タ
ブ

レ
ッ

ト
上

の
情

報
で

操
縦

）
4.

  補
助

者
(目

視
外

飛
行

の
場

合
に

機
体

を
目

視
で

確
認

す
る

人
）

5.
  飛

行
禁

止
空

域
: D

ID
、

高
度

15
0M

以
上

、
人

物
か

ら
30

M
以

内
、

飛
行

場
周

り
。

1
.

学
習

目
標

:

前
回

作
成

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
内

容
に

対
し

て
、

使
用

す
る

ド
ロ

ー
ン

を
選

択
し

、
製

品
概

要
を

ま
と

め
る

。

た
だ

し
防

災
、

災
害

、
物

資
運

搬
ド

ロ
ー

ン
は

、
災

害
、

防
災

、
物

資
運

搬
が

可
能

な
マ

ル
チ

フ
ァ

ン
ク

シ
ョ

ン

機
器

は
高

額
で

あ
る

が
、

今
回

の
学

習
で

は
購

入
あ

る
い

は
レ

ン
タ

ル
に

と
も

な
う

投
資

、
キ

ャ
ッ

シ
ュ

フ
ロ

ー
は

課
題

と
し

て
考

え
な

い
こ

と
と

す
る

。

製
品

は
グ

ル
ー

プ
共

通
で

S
A

IT
O

T
E
C
 (

サ
イ

ト
テ

ッ
ク

）
の

Y
O

R
O

I 
6
S
2
2
0
0
F
を

使
用

。

・
演

習
5で

は
演

習
5:

 P
BL

 S
ta

ge
 2

 基
本

構
想

:  
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
の

活
用

に
あ

た
り

、
選

ん
だ

技
術

要
件

に
対

応
す

る
製

品
シ

ー
ト

作
成

(製
品

は
講

師
選

択
の

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

を
使

う
こ

と
）

を
学

習
し

ま
す

。

・
前

提
で

す
が

、
グ

ル
ー

プ
は

防
災

、
災

害
、

物
資

運
搬

ド
ロ

ー
ン

は
、

災
害

、
防

災
、

物
資

運
搬

が
可

能
な

マ
ル

チ
フ

ァ
ン

ク
シ

ョ
ン

機
器

が
多

い
。

高
額

な
機

器
で

あ
る

が
、

今
回

の
学

習
で

は
購

入
あ

る
い

は
レ

ン
タ

ル
に

と
も

な
う

投
資

、
キ

ャ
ッ

シ
ュ

フ
ロ

ー
は

課
題

と
し

て
考

え
な

い
こ

と
と

し
ま

す
。

・
製

品
は

SA
IT

O
TE

C 
(サ

イ
ト

テ
ッ

ク
）

の
YO

RO
I 6

S2
20

0F
を

使
用

し
ま

す
。

・
こ

れ
ら

は
ド

ロ
ー

ン
技

術
基

本
用

で
す

:
1.

 自
律

飛
行

(あ
ら

か
じ

め
定

め
ら

た
飛

行
ル

ー
ト

、
高

度
に

基
づ

き
パ

イ
ロ

ッ
ト

の
操

作
な

し
に

自
動

飛
行

す
る

こ
と

を
言

う
。

)
2.

 安
全

飛
行

(バ
ッ

テ
リ

ー
低

下
、

妨
害

電
波

他
の

理
由

に
よ

り
安

全
に

飛
行

が
で

き
な

く
な

っ
た

場
合

に
自

動
で

帰
還

、
着

陸
す

る
機

能
）

3.
 目

視
/目

視
外

: 目
視

（
パ

イ
ロ

ッ
ト

が
機

体
を

見
な

が
ら

操
縦

）
、

目
視

外
（

パ
イ

ロ
ッ

ト
は

機
体

を
見

ず
、

送
信

機
に

取
り

付
け

ら
れ

た
タ

ブ
レ

ッ
ト

上
の

情
報

で
操

縦
）

4.
 補

助
者

(目
視

外
飛

行
の

場
合

に
機

体
を

目
視

で
確

認
す

る
人

）
5.

 飛
行

禁
止

空
域

: D
ID

、
高

度
15

0M
以

上
、

人
物

か
ら

30
M

以
内

、
飛

行
場

周
り

。

37
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SA

IT
O

TE
C 

: Y
O

RO
Iシ

リー
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  A

CS
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災
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害
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w
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l.c
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  C

EN
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ズ
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w
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w
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en
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o.
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4.
 S

ev
en

 T
o 

Fi
ve

 : 
AI

R 
H

O
PE

ht
tp

s:
//

se
ve

nt
of

iv
e.

co
.jp

/

5.
 S

O
N

Y 
: A

ir
pe

ak
 S

1
ht

tp
s:

//
w

w
w

.s
on

y.
jp

/a
irp

ea
k/

pr
od

uc
ts

/A
RS

-S
1/

（
参

考
）

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

例
:

(か
な

ら
ず

し
も

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

と
し

て
位

置
付

け
て

は
い

な
い

製
品

も
多

い
）

(赤
字

の
会

社
の

製
品

は
明

確
に

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

と
し

て
提

供
中

）

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23
38

・
こ

の
ペ

ー
ジ

は
代

表
的

な
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
を

挙
げ

て
い

ま
す

。
こ

れ
以

外
に

も
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
と

し
て

使
用

可
能

な
も

の
は

あ
り

ま
す

が
、

有
名

な
機

種
を

数
例

あ
げ

て
み

ま
し

た
。

・
赤

字
の

３
機

種
は

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

と
し

て
提

供
さ

れ
て

い
ま

す
。

1.
 S

AI
TO

TE
C 

: Y
O

RO
Iシ

リ
ー

ズ
2.

 A
CS

L 
: 防

災
、

災
害

ド
ロ

ー
ン

3.
 C

EN
TR

Y 
: D

-H
O

PE
シ

リ
ー

ズ

・
Se

ve
n 

To
 F

iv
e 

: A
IR

 H
O

PE
と

SO
N

Y 
: A

irp
ea

k
S1

は
災

害
対

応
に

も
使

用
可

能
と

し
て

提
供

さ
れ

て
い

ま
す

。

38

災
害

状
況

把
握

、要
救

助
者

捜
索

、寸
断

地
域

へ
の

物
資

運
搬

選
択

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

活
用

事
例
: 選
択

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

: 

YO
RO

I 6
S2

20
0F

 

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

SA
IT

OT
EC

 (サ
イ

ト
テ

ッ
ク

）
HP

 :h
ttp

s:/
/s

ai
to

te
c.

co
m

/ 
39

・
今

回
の

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

は
み

な
さ

ん
共

通
で

、
SA

IT
O

TE
C（

サ
イ

ト
テ

ッ
ク

）
の

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

YO
RO

I 6
S2

20
0F

を
使

用
し

ま
す

。

・
詳

細
は

H
Pの

参
照

願
い

ま
す

。
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S
A

IT
O

T
E
C

 製
品

概
要

製
品

名
Y

O
R

O
I 

6
S

2
2

0
0

F
 +

 S
Y

S
T
E
M

 (
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）

機
能

汎
用

性
重

視
の

最
大

4
0
K
g
ペ

イ
ロ

ー
ド

で
の

多
数

搭
載

オ
プ

シ
ョ

ン
で

災
害

対
応

可
能

。

仕
組

み

機
体

シ
ス

テ
ム

: 

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

: 
 詳

細
次

ペ
ー

ジ
A
ct

iv
eT

ra
ck

, 
長

距
離

伝
送

シ
ス

テ
ム

, 
R
T
K
誘

導
シ

ス
テ

ム
, 

監
視

レ
ー

タ
ー

シ
ス

テ
ム

, 
衝

突
防

止
シ

ス
テ

ム
, 

2
オ

ペ
操

縦
, 

地
上

電
源

供
給

シ
ス

テ
ム

, 
グ

ラ
ウ

ン
ド

ス
テ

ー
シ

ョ
ン仕

様
:飛

行
時

寸
法

:  
W

3,
20

0m
m

×
D2

,9
00

m
m

×
H1

,0
80

m
m

収
納

時
寸

法
:  

W
1,

15
0m

m
×

D1
,0

00
m

m
×

H1
,0

80
m

m
素

材
:  

カ
ー

ボ
ン

フ
ァ

イ
バ

ー
モ

ー
タ

ー
ピ

ッ
チ

:  
2,

20
0m

m
F C

:  
Pi

xh
aw

k(
US

A)
バ

ッ
テ

リ
ー

: 1
2S

18
00

0m
Ah

×
6本

24
.6

Kg
機

体
重

量
: 3

9k
g

離
陸

最
大

重
量

: 1
45

kg
最

大
搭

載
荷

重
: 8

0k
g(

メ
ー

カ
ー

推
奨

40
kg

)
飛

行
速

度
: 6

0k
m

/h
最

大
飛

行
高

度
: 2

,5
00

m
(国

内
規

程
15

0m
)

飛
行

モ
ー

ド
: A

TT
 / 

GP
S 

/ G
CS

使
用

環
境

温
度

: 0
-4

5℃
搭

載
荷

重
飛

行
時

間
(環

境
に

よ
る

) :
:

0k
g 

→
 2

0分
/ 1

0k
g 

→
 1

6分
/ 2

0k
g 

→
 1

1分
/ 3

0k
g 

→
 1

0分
/ 4

0k
g 

→
 9

分

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23
40

・
SA

IT
O

TE
C 

YO
RO

I 6
S2

20
0F

の
機

体
ス

ペ
ッ

ク
と

関
連

す
る

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

の
概

略
で

す
。

・
機

体
は

３
M

を
超

え
る

大
型

機
で

、
プ

ロ
ペ

ラ
６

個
の

ヘ
ク

サ
コ

プ
タ

ー
で

す
.ち

な
み

に
プ

ロ
ペ

ラ
４

個
は

ク
ア

ッ
ド

コ
プ

タ
ー

、
８

個
は

オ
ク

タ
コ

プ
タ

ー
と

い
い

ま
す

。

・
ペ

イ
ロ

ー
ド

は
40

Kg
で

あ
り

、
全

ペ
ー

ジ
に

あ
っ

た
よ

う
な

ド
ラ

ム
缶

の
牽

下
も

可
能

と
な

っ
て

い
ま

す
。

・
講

師
の

考
え

る
弱

点
と

し
て

、
飛

行
時

間
が

ペ
イ

ロ
ー

ド
に

よ
っ

て
著

し
く

低
下

し
て

し
ま

い
ま

す
。

・
次

に
ア

プ
リ

ケ
ー

し
ょ

ん
シ

ス
テ

ム
で

す
。

40

仕
組

み

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

: 

(1
)

自
動

追
尾

シ
ス

テ
ム

(A
ct

iv
e
 T

ra
ck

):
限

ら
れ

た
ス

ペ
ー

ス
、

移
動

中
の

車
両

や
船

舶
か

ら
の

正
確

な
離

陸
と

着
陸

や
追

跡
な

ど
自

律
的

な
ド

ロ
ー

ン
操

作
を

可
能

に
す

る
シ

ス
テ

ム
。

必
要

最
小

限
の

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

を
イ

ン
ス

ト
ー

ル
す

る
だ

け
で

、
人

工
知

能
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ビ
ジ

ョ
ン

、
高

度
な

制
御

シ
ス

テ
ム

を
用

い
て

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
画

像
処

理
を

行
い

ド
ロ

ー
ン

を
制

御
可

能
。

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.y
o
u
tu

b
e
.c

o
m

/w
a
tc

h
?v

=
Jl

8
Z
kL

d
G

C
_
A
&

t=
1
9
s

(2
) 

長
距

離
伝

送
シ

ス
テ

ム
:

(3
) 

R
T
K

 誘
導

シ
ス

テ
ム

:
屋

内
や

G
P
S
受

信
が

ク
リ

ア
で

な
い

非
G

P
S
環

境
で

の
測

量
･

点
検

に
有

効
。

ド
ロ

ー
ン

と
測

量
機

械
を

、
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

介
し

通
信

と
制

御
を

行
う

一
連

の
シ

ス
テ

ム
で

あ
り

、
ド

ロ
ー

ン
に

レ
ー

ザ
ー

光
を

反
射

す
る

反
射

プ
リ

ズ
ム

を
取

り
付

け
、

測
量

用
の

自
動

追
尾

ト
ー

タ
ル

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

で
追

尾
。

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
ド

ロ
ー

ン
の

位
置

を
計

測
し

、
あ

ら
か

じ
め

決
め

ら
れ

た
３

次
元

位
置

と
ド

ロ
ー

ン
の

位
置

の
差

分
を

求
め

て
ド

ロ
ー

ン
を

自
動

誘
導

。
既

存
の

ド
ロ

ー
ン

の
小

改
造

と
、

広
く

流
通

し
て

い
る

測
量

機
械

を
用

い
る

た
め

、
高

額
投

資
は

不
要

で
あ

り
安

価
に

自
動

化
と

省
力

化
が

得
ら

れ
る

シ
ス

テ
ム

。

S
A

IT
O

T
E
C

 製
品

概
要

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23
41

・
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

全
部

で
８

種
類

準
備

さ
れ

て
お

り
、

顧
客

の
要

望
に

よ
り

個
別

に
カ

ス
ト

マ
イ

ズ
さ

れ
ま

す
。

・
自

動
追

尾
シ

ス
テ

ム
は

通
常

ア
ク

テ
ィ

ブ
ト

ラ
ッ

ク
と

呼
ば

れ
て

い
る

機
能

で
、

現
在

の
高

機
能

ド
ロ

ー
ン

で
は

一
般

的
に

提
供

さ
れ

て
い

ま
す

。

限
ら

れ
た

ス
ペ

ー
ス

、
移

動
中

の
車

両
や

船
舶

か
ら

の
正

確
な

離
陸

と
着

陸
や

追
跡

な
ど

自
律

的
な

ド
ロ

ー
ン

操
作

を
可

能
に

す
る

シ
ス

テ
ム

。
必

要
最

小
限

の
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
を

イ
ン

ス
ト

ー
ル

す
る

だ
け

で
、

人
工

知
能

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ビ

ジ
ョ

ン
、

高
度

な
制

御
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

画
像

処
理

を
行

い
ド

ロ
ー

ン
を

制
御

可
能

と
な

っ
て

い
ま

す
。

・
長

距
離

伝
送

シ
ス

テ
ム

は
、

離
陸

場
所

か
ら

遠
い

地
域

へ
の

移
動

が
伴

う
場

合
に

最
大

10
Km

の
長

距
離

制
御

を
可

能
と

し
て

い
ま

す
。

た
だ

し
一

部
の

長
距

離
伝

送
に

は
無

線
資

格
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

・
RT

K誘
導

シ
ス

テ
ム

は
、

測
量

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
RT

K 
(R

ea
l T

im
e 

Ki
ne

m
at

ic
)用

の
シ

ス
テ

ム
で

す
。

屋
内

や
G

PS
受

信
が

ク
リ

ア
で

な
い

非
G

PS
環

境
で

の
測

量
･点

検
に

有
効

。
ド

ロ
ー

ン
と

測
量

機
械

を
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
介

し
通

信
と

制
御

を
行

う
一

連
の

シ
ス

テ
ム

で
あ

り
、

ド
ロ

ー
ン

に
レ

ー
ザ

ー
光

を
反

射
す

る
反

射
プ

リ
ズ

ム
を

取
り

付
け

、
測

量
用

の
自

動
追

尾
ト

ー
タ

ル
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
で

追
尾

。
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

ド
ロ

ー
ン

の
位

置
を

計
測

し
、

あ
ら

か
じ

め
決

め
ら

れ
た

３
次

元
位

置
と

ド
ロ

ー
ン

の
位

置
の

差
分

を
求

め
て

ド
ロ

ー
ン

を
自

動
誘

導
。

既
存

の
ド

ロ
ー

ン
の

小
改

造
と

、
広

く
流

通
し

て
い

る
測

量
機

械
を

用
い

る
た

め
、

高
額

投
資

は
不

要
で

あ
り

安
価

に
自

動
化

と
省

力
化

が
得

ら
れ

る
シ

ス
テ

ム
。

41
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仕
組

み

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

: 

(4
) 

監
視

レ
ー

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

:
機

械
式

ジ
ン

バ
ル

を
備

え
た

シ
ン

グ
ル

チ
ャ

ン
ネ

ル
の

K
u
バ

ン
ド

（
ま

た
は

X
バ

ン
ド

）
監

視
レ

ー
ダ

ー
シ

ス
テ

ム
。

小
型

で
軽

量
か

つ
低

消
費

電
力

で
専

用
の

ソ
フ

ト
使

用
。

生
成

さ
れ

た
高

品
質

の
デ

ー
タ

か
ら

、
S
A
R

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

、
変

化
点

検
知

、
海

上
監

視
、

移
動

目
標

指
示

計
な

ど
監

視
や

偵
察

な
ど

に
必

要
な

さ
ま

ざ
ま

な
デ

ー
タ

を
取

得
可

能
。

(5
) 

衝
突

防
止

シ
ス

テ
ム

:
他

の
ド

ロ
ー

ン
と

の
衝

突
回

避
シ

ス
テ

ム
。

自
律

飛
行

の
運

用
時

に
A
Iア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
を

使
用

し
て

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
状

況
判

断
が

可
能

。
小

型
で

軽
量

、
低

消
費

電
力

で
運

用
可

能
。

S
A

IT
O

T
E
C

 製
品

概
要

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23
42

・
監

視
レ

ー
ダ

ー
シ

ス
テ

ム
で

す
が

、

監
機

械
式

ジ
ン

バ
ル

を
備

え
た

シ
ン

グ
ル

チ
ャ

ン
ネ

ル
の

K
uバ

ン
ド

（
ま

た
は

Xバ
ン

ド
）

監
視

レ
ー

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

。
小

型
で

軽
量

か
つ

低
消

費
電

力
で

専
用

の
ソ

フ
ト

使
用

。
生

成
さ

れ
た

高
品

質
の

デ
ー

タ
か

ら
、

SA
Rイ

メ
ー

ジ
ン

グ
、

変
化

点
検

知
、

海
上

監
視

、
移

動
目

標
指

示
計

な
ど

監
視

や
偵

察
な

ど
に

必
要

な
さ

ま
ざ

ま
な

デ
ー

タ
を

取
得

可
能

で
す

。

・
SA

Rと
は

Sy
nt

he
tic

 A
pe

rt
ur

e 
Ra

de
rの

略
で

、
合

成
開

口
レ

ー
ダ

ー
と

訳
さ

れ
ま

す
。

単
偏

波
SA

R 
画

像
は

マ
イ

ク
ロ

波
の

反
射

強
度

を
表

す
モ

ノ
ク

ロ
画

像
で

あ
り

、
光

学
画

像
と

比
較

...
 S

AR
 画

像
は

斜
め

下
方

に
撮

影
す

る
た

め
、

鳥
瞰

図
の

よ
う

な
イ

メ
ー

ジ
が

特
徴

で
す

。

・
衝

突
防

止
シ

ス
テ

ム
で

す
が

、
現

在
の

高
機

能
ド

ロ
ー

ン
で

は
一

般
的

に
提

供
さ

れ
て

い
る

機
能

で
す

。

他
の

ド
ロ

ー
ン

と
の

衝
突

回
避

シ
ス

テ
ム

。
自

律
飛

行
の

運
用

時
に

AI
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
を

使
用

し
て

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
状

況
判

断
が

可
能

。
小

型
で

軽
量

、
低

消
費

電
力

で
運

用
可

能
で

す
。

42

仕
組

み

(6
) 

2人
操

縦
シ

ス
テ

ム
(2

オ
ペ

レ
ー

シ
ョン

)
:

出
発

地
点

か
ら着

陸
地

点
上

空
まで

は
自

動
航

行
に

よる
飛

行
を行

い
、着

陸
地

点
上

空
か

らは
安

全
の

た
め

目
視

操
縦

とし
て

操
縦

者
を切

り替
え

て
着

陸
。長

距
離

の
物

資
運

搬
とし

て
、A

地
点

、B
地

点
で

確
実

な
運

航
を行

う二
人

操
縦

シ
ス

テ
ム

。

(7
) 

地
上

電
源

供
給

シ
ス

テ
ム

:
検

査
、監

視
な

どの
業

務
で

の
長

時
間

の
飛

行
の

目
的

。
連

続
飛

行
７

時
間

を想
定

し、
屋

外
で

の
連

続
運

転
で

は
発

電
機

、昇
圧

機
、降

圧
機

、伝
送

ケ
ー

ブル
を配

置
す

る
事

で
長

時
間

飛
行

が
可

能
。

(8
) 

グ
ラ

ウ
ン

ドス
テ

ー
シ

ョン
: 

災
害

時
な

どの
大

掛
か

りな
ドロ

ー
ン運

行
の

際
、離

陸
地

点
と目

的
地

点
で

の
基

地
局

の
設

営
の

た
め

の
オ

プシ
ョン

シ
ス

テ
ム

。

S
A

IT
O

T
E
C

 製
品

概
要

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23
43

・
２

人
操

縦
シ

ス
テ

ム
で

す
が

、
通

常
２

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
と

い
い

ま
す

。
出

発
地

点
か

ら
着

陸
地

点
上

空
ま

で
は

自
動

航
行

に
よ

る
飛

行
を

行
い

、
着

陸
地

点
上

空
か

ら
は

安
全

の
た

め
目

視
操

縦
と

し
て

操
縦

者
を

切
り

替
え

て
着

陸
。

長
距

離
の

物
資

運
搬

と
し

て
、

A地
点

、
B地

点
で

確
実

な
運

航
を

行
う

二
人

操
縦

シ
ス

テ
ム

。
空

撮
な

ど
で

の
２

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
で

は
、

一
人

が
操

縦
、

も
う

一
人

が
カ

メ
ラ

制
御

と
い

う
２

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
も

可
能

と
な

っ
て

い
ま

す
。

・
地

上
電

源
供

給
シ

ス
テ

ム
で

す
が

、
特

定
の

場
所

の
上

空
で

の
長

時
間

飛
行

に
有

効
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？
検

査
、

監
視

な
ど

の
業

務
で

の
長

時
間

の
飛

行
の

目
的

。
連

続
飛

行
７

時
間

を
想

定
し

、
屋

外
で

の
連

続
運

転
で

は
発

電
機

、
昇

圧
機

、
降

圧
機

、
伝

送
ケ

ー
ブ

ル
を

配
置

す
る

事
で

長
時

間
飛

行
が

可
能

。

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

で
す

が
、

災
害

時
な

ど
の

大
掛

か
り

な
ド

ロ
ー

ン
運

行
の

際
、

離
陸

地
点

と
目

的
地

点
で

の
基

地
局

の
設

営
の

た
め

の
オ

プ
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

と
な

り
ま

す
。
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活
用

分
野

(1
) 物

流
輸

送
(2

) 災
害

救
助

(3
) 土

木
建

設
(4

) 林
業

(5
) 農

業
(6

) 点
検

、
計

測
(7

) 教
育

ド
ロ

ー
ン

導
入

サ
ポ

ー
ト

サ
ー

ビ
ス

:

セ
ミ

ナ
ー

:

機
体

販
売

/
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
:

サ
ー

ビ
ス

:
(1

) 
ド

ロ
ー

ン
導

入
サ

ポ
ー

ト
(2

) 
機

体
開

発
・

実
証

実
験

(3
) 

役
務

代
行

（
業

務
代

行
）

(4
) 

イ
ベ

ン
ト

・
教

育
(5

) 
C
M

・
映

画
・

エ
ン

タ
メ

(6
) 

修
理

点
検

S
A

IT
O

T
E
C

 製
品

概
要

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

Ph
as

e1
導

入
前

St
ep

2
業

務
別

セ
ミナ

ー
St

ep
3

事
後

フォ
ロー

■
ST

EP
1.

 ド
ロー

ン
導

入
、購

入
相

談
(作

業
, 機

種
, コ

ス
ト、

知
識

）
■

ST
EP

2.
 機

種
選

定
■

ST
EP

3.
 機

種
選

定
後

相
談

■
ST

EP
4.

 ス
ター

トア
ップ

セ
ミナ

ー
受

講
■

ST
EP

5.
 ア

プ
リケ

ー
シ

ョン
シ

ス
テ

ム
提

案
■

ST
EP

6.
 保

険
■

ST
EP

7.
 契

約
■

ST
EP

8.
 パ

イロ
ット

セ
ミナ

ー
受

講
■

ST
EP

9.
 納

品
■

ST
EP

10
. 国

交
書

許
可

他
取

得

■
修

理
・点

検
■

業
務

別
、環

境
別

飛
行

セ
ミナ

ー
（

大
型

機
、山

間
部

等
）

■
組

立
・保

守
・組

込
プ

ログ
ラミ

ン
グ

セ
ミナ

ー

ド
ロ

ー
ン

使
用

開
始

44

・
SA

SI
TO

TE
C製

品
概

要
の

最
後

で
す

が
、

ド
ロ

ー
ン

導
入

サ
ポ

ー
ト

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
い

ま
す

。

・
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
は

極
め

て
高

額
な

た
め

、
活

用
分

野
に

よ
り

SA
IT

O
TE

Cが
ド

ロ
ー

ン
購

入
か

ら
ア

フ
タ

ー
ケ

ア
ま

で
の

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

、
最

適
な

シ
ス

テ
ム

を
提

供
す

る
こ

と
が

可
能

に
な

っ
て

い
ま

す
。

・
ス

テ
ッ

プ
１

で
は

導
入

前
の

情
報

、
機

種
選

定
、

セ
ミ

ナ
ー

、
保

険
や

契
約

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

訓
練

で
納

品

・
ス

テ
ッ

プ
２

で
は

環
境

別
パ

イ
ロ

ッ
ト

訓
練

や
、

カ
ス

ト
マ

イ
ズ

の
組

み
込

み
セ

ミ
ナ

ー

・
ス

テ
ッ

プ
３

で
は

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

と
な

っ
て

い
ま

す
。
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演
習

5
. 

製
品

概
要

シ
ー

ト

◆
災

害
対

応
用

ド
ロ

ー
ン

(S
A

IT
O

T
E
C

 Y
O

R
O

I 
 6

S
2

2
0

0
F
）

45

項
目

要
件

目
的

機
能

対
象

分
野

拡
張

性

保
守

運
用

選
択

理
由
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人
安
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46

1
1

. 
演

習
6

: 
P

B
L
 S

ta
g
e
 2

 基
本

構
想

: 
 

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

の
活

用
に

あ
た

り
、

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

と
選

ん
だ

製
品

の
課

題
対

応
に

対
す

る
技

術
要

件
シ

ー
ト

作
成

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

こ
れ

ま
で

調
査

し
て

き
た

課
題

、
提

供
す

べ
き

サ
ー

ビ
ス

、
ド

ロ
ー

ン
製

品
選

択
が

決
定

。
し

か
し

な
が

ら
提

供
サ

ー
ビ

ス
に

は
不

足
す

る
技

術
的

課
題

が
あ

る
た

め
、

そ
の

技
術

課
題

を
解

決
す

る
た

め
の

技
術

課
題

開
発

シ
ー

ト
を

作
っ

て
発

表
す

る
。

（
１

）
学

習
目

標
ド

ロ
ー

ン
活

用
し

た
災

害
対

応
サ

ー
ビ

ス
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

提
供

に
あ

た
り

、
選

択
し

た
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
の

技
術

的
課

題
（

不
足

し
て

い
る

機
能

と
開

発
ア

イ
デ

ア
）

を
ま

と
め

る
。

（
２

）
実

施
要

点
サ

ー
ビ

ス
提

供
に

必
要

な
機

能
か

ら
改

善
、

不
足

し
て

い
る

機
能

を
把

握
し

、
開

発
ア

イ
デ

ア
を

明
確

に
す

る
。

学
習

者
は

開
発

す
る

サ
ー

ビ
ス

の
た

め
に

必
要

な
技

術
と

そ
の

課
題

を
課

題
シ

ー
ト

に
ま

と
め

る
。

現
在

無
い

機
能

、
仕

様
に

つ
い

て
は

、
ド

ロ
ー

ン
他

の
開

発
元

、
他

社
、

又
は

自
社

(各
グ

ル
ー

プ
）

で
必

要
な

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
開

発
す

る
前

提
で

も
よ

い
。

注
: 

サ
ー

ビ
ス

内
容

と
ド

ロ
ー

ン
製

品
の

整
合

性
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
作

成
し

た
シ

ー
ト

を
見

て
不

足
機

能
の

把
握

を
行

う
こ

と
。

・
演

習
6で

は
PB

L 
St

ag
e 

2 
基

本
構

想
:  

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

の
活

用
に

あ
た

り
、

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

と
選

ん
だ

製
品

の
課

題
対

応
に

対
す

る
技

術
要

件
シ

ー
ト

作
成

を
学

習
し

ま
す

。

・
こ

れ
ま

で
調

査
し

て
き

た
課

題
、

提
供

す
べ

き
サ

ー
ビ

ス
、

ド
ロ

ー
ン

製
品

選
択

が
決

定
し

ま
し

た
が

、
提

供
サ

ー
ビ

ス
に

は
不

足
す

る
技

術
的

課
題

が
あ

る
た

め
、

そ
の

技
術

課
題

を
解

決
す

る
た

め
の

技
術

課
題

開
発

シ
ー

ト
を

作
っ

て
発

表
す

る
。

・
学

習
目

標
と

し
て

、
ド

ロ
ー

ン
活

用
し

た
災

害
対

応
サ

ー
ビ

ス
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

提
供

に
あ

た
り

、
選

択
し

た
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
の

技
術

的
課

題
（

不
足

し
て

い
る

機
能

と
開

発
ア

イ
デ

ア
）

を
ま

と
め

る
ま

す
。

・
実

施
要

点
で

す
が

、
サ

ー
ビ

ス
提

供
に

必
要

な
機

能
か

ら
改

善
、

不
足

し
て

い
る

機
能

を
把

握
し

、
開

発
ア

イ
デ

ア
を

明
確

に
す

る
。

学
習

者
は

開
発

す
る

サ
ー

ビ
ス

の
た

め
に

必
要

な
技

術
と

そ
の

課
題

を
課

題
シ

ー
ト

に
ま

と
め

る
。

現
在

無
い

機
能

、
仕

様
に

つ
い

て
は

、
ド

ロ
ー

ン
他

の
開

発
元

、
他

社
、

又
は

自
社

(各
グ

ル
ー

プ
）

で
必

要
な

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
開

発
す

る
前

提
で

も
よ

い
。

・
注

意
点

で
す

が
、

サ
ー

ビ
ス

内
容

と
ド

ロ
ー

ン
製

品
の

整
合

性
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
作

成
し

た
シ

ー
ト

を
見

て
不

足
機

能
の

把
握

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

46

演
習

6
. 

技
術

課
題

シ
ー

ト

47

項
目

要
件

使
用

目
的

に
対

し
て

不
足

し
て

い
る

機
能

必
要

機
能

技
術

課
題

・
制

約

課
題

解
決

の
開

発
元

将
来

必
要

と
な

る
機

能
（

現
在

は
明

確
で

は
な

い
、

又
は

希
望

で
も

よ
い

）

◆
災

害
対

応
用

ド
ロ

ー
ン

(S
A

IT
O

T
E
C

 Y
O

R
O

I 
 6

S
2

2
0

0
F
）

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23
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48

1
2

. 
演

習
7

: 
P

B
L
 S

ta
g
e
 2

 基
本

構
想

: 
 

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

の
活

用
に

あ
た

り
、

選
ん

だ
課

題
対

応
に

対
す

る
ド

ロ
ー

ン
使

用
時

の
法

的
要

件
シ

ー
ト

作
成

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

こ
れ

ま
で

調
査

し
て

き
た

課
題

、
提

供
す

べ
き

サ
ー

ビ
ス

、
ド

ロ
ー

ン
製

品
選

択
が

決
定

し
、

技
術

課
題

も
明

確
と

な
っ

た
。

し
か

し
な

が
ら

提
供

サ
ー

ビ
ス

に
は

ド
ロ

ー
ン

に
対

す
る

法
的

課
題

が
あ

る
た

め
、

そ
の

法
的

課
題

を
解

決
す

る
た

め
の

法
的

要
件

シ
ー

ト
を

作
っ

て
発

表
す

る
。

（
１

）
学

習
目

標
ド

ロ
ー

ン
活

用
し

た
災

害
対

応
サ

ー
ビ

ス
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

提
供

に
あ

た
り

、
選

択
し

た
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
の

活
用

の
た

め
の

法
的

課
題

を
ま

と
め

る
。

（
２

）
実

施
項

目
サ

ー
ビ

ス
提

供
に

必
要

な
製

品
機

能
（

技
術

課
題

は
解

決
し

た
と

仮
定

）
ド

ロ
ー

ン
に

対
す

る
法

的
課

題
を

理
解

し
対

応
方

法
を

明
確

に
す

る
。

学
習

者
は

ド
ロ

ー
ン

に
関

連
す

る
法

律
、

規
制

を
把

握
し

、
サ

ー
ビ

ス
に

た
い

し
て

そ
れ

ら
法

律
、

規
制

が
が

ど
の

よ
う

に
影

響
す

る
か

を
把

握
。

対
応

方
法

を
明

確
化

す
る

。

注
: 

サ
ー

ビ
ス

、
ド

ロ
ー

ン
製

品
・

技
術

で
作

成
し

た
シ

ー
ト

を
見

て
対

応
す

べ
き

法
的

要
件

シ
ー

ト
を

作
成

す
る

こ
と

。

・
演

習
7で

は
PB

L 
St

ag
e 

2 
基

本
構

想
:  

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

の
活

用
に

あ
た

り
、

選
ん

だ
課

題
対

応
に

対
す

る
ド

ロ
ー

ン
使

用
時

の
法

的
要

件
シ

ー
ト

を
学

習
し

ま
す

。

・
前

提
で

す
が

、
こ

れ
ま

で
調

査
し

て
き

た
課

題
、

提
供

す
べ

き
サ

ー
ビ

ス
、

ド
ロ

ー
ン

製
品

選
択

が
決

定
し

、
技

術
課

題
も

明
確

と
な

っ
た

。
し

か
し

な
が

ら
提

供
サ

ー
ビ

ス
に

は
ド

ロ
ー

ン
に

対
す

る
法

的
課

題
が

あ
る

た
め

、
そ

の
法

的
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
法

的
要

件
シ

ー
ト

を
作

っ
て

発
表

し
ま

す
。

・
学

習
目

標
で

す
が

、
ド

ロ
ー

ン
活

用
し

た
災

害
対

応
サ

ー
ビ

ス
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

提
供

に
あ

た
り

、
選

択
し

た
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
の

活
用

の
た

め
の

法
的

課
題

を
ま

と
め

ま
す

。

・
実

施
要

点
で

す
が

、
サ

ー
ビ

ス
提

供
に

必
要

な
製

品
機

能
（

技
術

課
題

は
解

決
し

た
と

仮
定

）
ド

ロ
ー

ン
に

対
す

る
法

的
課

題
を

理
解

し
対

応
方

法
を

明
確

に
す

る
。

学
習

者
は

ド
ロ

ー
ン

に
関

連
す

る
法

律
、

規
制

を
把

握
し

、
サ

ー
ビ

ス
に

た
い

し
て

そ
れ

ら
法

律
、

規
制

が
が

ど
の

よ
う

に
影

響
す

る
か

を
把

握
。

対
応

方
法

を
明

確
化

す
る

。

・
注

意
点

で
す

が
、

サ
ー

ビ
ス

、
ド

ロ
ー

ン
製

品
・

技
術

で
作

成
し

た
シ

ー
ト

を
見

て
対

応
す

べ
き

法
的

要
件

シ
ー

ト
を

作
成

し
て

く
だ

さ
い

こ
と

。

48

無
人

航
空

機
は

国
土

交
通

省
航

空
局

管
轄

で
あ

り
、

2
0

2
2

年
1

2
月

を
も

っ
て

事
実

上
実

機
航

空
機

と
同

じ
扱

い
と

な
っ

て
い

る
。

無
人

航
空

機
の

ル
ー

ル
: 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.m
lit

.g
o
.j
p
/k

o
ku

/k
o
ku

_
tk

1
0
_
0
0
0
0
0
3
.h

tm
l

(1
)飛

行
に

対
す

る
基

本
規

制
: 

飛
行

禁
止

地
域

ス
マ

ホ
チ

ェ
ッ

ク
サ

イ
ト

【
ド

ロ
ー

ン
フ

ラ
イ

ト
ナ

ビ
】

(A
) 

常
時

規
制

: 
空

港
周

辺
（

特
に

進
入

路
）

、
人

口
集

中
地

区
(D

ID
)上

空
、

対
地

高
度

1
5
0
M

以
上

飛
行

、
物

資
投

下
、

夜
間

飛
行

、
催

し
物

上
空

、
目

視
外

飛
行

、
危

険
物

搬
送

、
人

・
物

か
ら

3
0
M

以
内

飛
行

(B
) 

緊
急

用
空

域
(D

IS
A

R
M

E
D

)

49

ド
ロ

ー
ン

（
無

人
航

空
機

）
に

関
す

る
要

把
握

法
律

・
規

制

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

作
成

; 国
土

交
通

省

・
ド

ロ
ー

ン
に

関
す

る
把

握
し

て
お

く
べ

き
法

律
と

規
制

で
す

が
、

・
ま

ず
無

人
航

空
機

は
国

土
交

通
省

航
空

局
管

轄
で

あ
り

、
20

22
年

12
月

を
も

っ
て

事
実

上
実

機
航

空
機

と
同

じ
扱

い
と

な
っ

て
い

る
と

理
解

す
べ

き
と

考
え

ま
す

。

・
基

本
規

制
と

し
て

、
(A

) 常
時

規
制

: 空
港

周
辺

（
特

に
進

入
路

）
、

人
口

集
中

地
区

(D
ID

)上
空

、
対

地
高

度
15

0M
以

上
飛

行
、

物
資

投
下

、
夜

間
飛

行
、

催
し

物
上

空
、

目
視

外
飛

行
、

危
険

物
搬

送
、

人
・

物
か

ら
30

M
以

内
飛

行
が

あ
り

ま
す

。
(B

) 緊
急

用
空

域
(D

IS
AR

M
ED

)は
災

害
や

大
き

な
イ

ベ
ン

ト
が

あ
っ

た
と

き
に

国
土

交
通

省
が

設
定

す
る

緊
急

用
空

域
と

な
り

ま
す

。
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(2
) 

操
縦

方
法

に
対

す
る

規
制

(技
能

認
証

制
度

）
: 

LE
V

E
L1

 -
目

視
内

＋
操

縦
飛

行
LE

V
E
L2

 -
目

視
内

＋
自

律
飛

行
2
等

無
人

航
空

機
飛

行
士

LE
V

E
L3

 -
目

視
外

＋
無

人
地

帯
（

補
助

者
な

し
）

LE
V

E
L4

 -
目

視
外

＋
有

人
地

帯
（

補
助

者
な

し
）

1
等

無
人

航
空

機
飛

行
士

(2
0
2
3
/0

2
月

時
点

で
は

LE
V

E
L4

の
機

体
認

証
を

通
過

し
た

機
種

は
な

い
。

）

(3
) 

機
体

に
対

す
る

規
制

: 
(A

) 
1
0
0
g
以

上
の

機
体

は
無

人
航

空
機

と
し

て
国

土
交

通
省

に
登

録
。

(B
) 

2
0
2
2
年

6
月

以
降

登
録

の
機

体
は

リ
モ

ー
ト

id
搭

載
で

あ
る

こ
と

。
「

リ
モ

ー
ト

id
 :

 機
体

固
有

の
識

別
情

報
を

電
波

で
発

信
す

る
こ

と
に

よ
り

、
離

れ
た

場
所

か
ら

で
も

「
飛

行
し

て
い

る
の

は
ど

ん
な

機
体

か
？

」
を

認
識

で
き

る
よ

う
に

す
る

機
能

。
」

(C
) 

機
体

認
証

制
度

: 
国

土
交

通
省

の
認

証
を

通
過

す
る

と
国

土
交

通
省

に
ど

の
操

縦
レ

ベ
ル

ま
で

可
能

か
掲

載
さ

れ
る

。
(D

) 
2
5
K
g
規

制
: 

 詳
細

-
h
tt

p
s:

//
m

a
ze

x.
jp

/b
lo

g
/d

ro
n
e
re

g
u
la

ti
o
n
.h

tm
l

(E
) 

1
5
0
K
g
規

制
: 

離
陸

重
量

1
5
0
K
g
以

上
の

機
体

は
航

空
機

と
カ

テ
ゴ

ラ
イ

ズ
さ

れ
て

お
り

実
機

と
お

な
じ

機
体

認
証

が
必

要
と

な
る

。

(4
) 

ロ
ー

カ
ル

規
制

: 
航

空
法

以
外

に
各

自
治

体
が

個
別

に
飛

行
制

限
を

か
け

て
い

る
場

合
も

多
い

。
（

例
: 

国
立

公
園

、
重

要
文

化
財

他
）

50

ド
ロ

ー
ン

（
無

人
航

空
機

）
に

関
す

る
要

把
握

法
律

・
規

制

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

SE
KI

DO
製

リ
モ

ー
ト

id

・
操

縦
方

法
に

関
す

る
規

制
で

す
が

技
能

認
証

制
度

が
あ

り
ま

す
。

免
許

制
度

と
も

よ
ば

れ
て

い
ま

す
。

LE
VE

L1
 -

目
視

内
＋

操
縦

飛
行

LE
VE

L2
 -

目
視

内
＋

自
律

飛
行

LE
VE

L3
 -

目
視

外
＋

無
人

地
帯

（
補

助
者

な
し

）
LE

VE
L1

か
ら

３
ま

で
が

、
２

等
無

人
航

空
機

飛
行

士
資

格
と

な
り

ま
す

。

LE
VE

L4
 -

目
視

外
＋

有
人

地
帯

（
補

助
者

な
し

）
は

1等
無

人
航

空
機

飛
行

士
資

格
で

す
が

、
20

23
/0

2月
時

点
で

は
LE

VE
L4

の
機

体
認

証
を

通
過

し
た

機
種

は
あ

り
ま

せ
ん

。

・
つ

ぎ
に

機
体

に
対

す
る

規
制

: 
(A

) 1
00

g以
上

の
機

体
は

無
人

航
空

機
と

し
て

国
土

交
通

省
に

登
録

。
(B

) 2
02

2年
6月

以
降

登
録

の
機

体
は

リ
モ

ー
ト

id
搭

載
で

あ
る

こ
と

。
「

リ
モ

ー
ト

id
 : 

機
体

固
有

の
識

別
情

報
を

電
波

で
発

信
す

る
こ

と
に

よ
り

、
離

れ
た

場
所

か
ら

で
も

「
飛

行
し

て
い

る
の

は
ど

ん
な

機
体

か
？

」
を

認
識

で
き

る
よ

う
に

す
る

機
能

。 (C
) 機

体
認

証
制

度
: 国

土
交

通
省

の
認

証
を

通
過

す
る

と
国

土
交

通
省

に
ど

の
操

縦
レ

ベ
ル

ま
で

可
能

か
掲

載
さ

れ
る

。
(D

) 2
5K

g規
制

で
、

25
Kg

以
上

の
離

陸
重

量
機

体
は

特
別

な
機

体
審

査
が

あ
り

ま
す

。
詳

細
-

ht
tp

s:
//

m
az

ex
.jp

/b
lo

g/
dr

on
er

eg
ul

at
io

n.
ht

m
l

(E
) 1

50
Kg

規
制

: 離
陸

重
量

15
0K

g以
上

の
機

体
は

航
空

機
と

カ
テ

ゴ
ラ

イ
ズ

さ
れ

て
お

り
実

機
と

お
な

じ
機

体
認

証
が

必
要

と
な

る
。

・
ロ

ー
カ

ル
規

制
: 航

空
法

以
外

に
各

自
治

体
が

個
別

に
飛

行
制

限
を

か
け

て
い

る
場

合
も

多
い

。
（

例
: 国

立
公

園
、

重
要

文
化

財
他

）

50

51

ド
ロ

ー
ン

（
無

人
航

空
機

）
に

関
す

る
要

把
握

法
律

・
規

制
(3

/
3

)

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

作
成

; S
OM

PO
イ

ン
ス

テ
ィ

テ
ュ

ー
ト

・
プ

ラ
ス

作
成

; 国
土

交
通

省

・
こ

ち
ら

が
ド

ロ
ー

ン
に

関
す

る
法

律
や

規
制

の
サ

マ
リ

ー
で

す
。

説
明

し
ま

せ
ん

が
見

て
お

い
て

い
た

だ
き

た
く

お
願

い
し

ま
す

。

51
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(参
考

）
法

的
課

題
参

考
空

の
産

業
革

命
（

政
府

案
）

52
出

典
: 小

型
無

人
機

に
係

る
環

境
整

備
に

向
け

た
官

民
協

議
会

52
©

 一
般

社
団

法
人

安
全

安
心

社
会

構
築

教
育

協
会

20
23

・
参

考
ま

で
に

So
ci

et
y5

.0
で

あ
る

空
の

産
業

革
命

、
産

業
用

ド
ロ

ー
ン

の
政

府
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

・
こ

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
通

り
に

進
ん

で
お

り
、

最
終

目
標

で
あ

る
レ

ベ
ル

４
の

設
定

と
、

20
22

年
６

月
登

録
以

降
の

機
体

は
機

体
番

号
必

須
、

ド
ロ

ー
ン

免
許

制
度

、
機

体
認

証
制

度
が

始
ま

っ
て

い
ま

す
。

52

演
習

7
. 

法
的

要
件

シ
ー

ト

53

項
目

要
件

サ
ー

ビ
ス

内
容

1
.

基
本

規
制

に
か

か
る

か
?

2
. 

パ
イ

ロ
ッ

ト
が

必
要

な
カ

テ
ゴ

リ
ー

許
可

・
免

許
は

？

3
. 

機
体

に
対

す
る

制
限

は
？

4
. 

ロ
ー

カ
ル

規
制

は
？

上
記

1
~

4
の

法
律

・
規

制
に

対
す

る
現

時
点

で
必

要
な

対
応

方
法

上
記

1
~

4
の

法
律

・
規

制
に

対
す

る
将

来
必

要
な

対
応

方
法

◆
災

害
対

応
用

ド
ロ

ー
ン

(S
A

IT
O

T
E
C

 Y
O

R
O

I 
 6

S
2

2
0

0
F
）

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23
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54

1
3

. 
演

習
８

: 
P

B
L
 S

ta
g
e
 2

 基
本

構
想

: 
 

PB
L 

St
ag

e 
1+

2 
 (中

間
マ

ト
メ

) 作
成

し
た

７
シ

ー
ト

を
１

枚
に

集
約

、
整

理
す

る
シ

ー
ト

の
作

成

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

こ
れ

ま
で

グ
ル

ー
プ

内
で

作
成

し
た

・
P

B
L
 1

 着
想

・
発

想
の

、
演

習
2

. 
災

害
課

題
（

ド
ロ

ー
ン

な
し

）
シ

ー
ト

、
演

習
3

.災
害

課
題

（
ド

ロ
ー

ン
活

用
）

シ
ー

ト
、

・
P

B
L
 S

ta
g

e
 2

. 
基

本
構

想
の

、
演

習
4

. 
サ

ー
ビ

ス
開

発
要

件
シ

ー
ト

. 
演

習
5

. 
製

品
概

要
シ

ー
ト

、
演

習
6

.技
術

課
題

シ
ー

ト
、

演
習

7
. 
法

的
課

題
シ

ー
ト

、

全
6

シ
ー

ト
を

一
枚

に
集

約
・

整
理

。

（
１

）
学

習
目

標
今

回
の

学
習

目
標

で
あ

る
ド

ロ
ー

ン
活

用
し

た
災

害
対

応
サ

ー
ビ

ス
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

提
供

の
骨

格
を

1
枚

の
シ

ー
ト

に
ま

と
め

る
。

ま
と

め
る

こ
と

に
よ

り
各

シ
ー

ト
の

要
点

が
明

確
と

な
り

、
各

グ
ル

ー
プ

が
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
に

提
供

す
る

災
害

対
応

サ
ー

ビ
ス

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
の

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

作
成

を
行

う
。

（
２

）
実

施
項

目
全

７
シ

ー
ト

を
一

枚
に

集
約

、
整

理
す

る
。

要
点

項
目

の
箇

条
書

き
と

す
る

。

演
習

8で
は

PB
L 

St
ag

e 
2 

基
本

構
想

:  
PB

L 
St

ag
e 

1+
2 

 (中
間

マ
ト

メ
) 

作
成

し
た

７
シ

ー
ト

を
１

枚
に

集
約

、
整

理
す

る
シ

ー
ト

の
作

成
を

学
習

し
ま

す
。

・
前

提
で

す
が

、
こ

れ
ま

で
グ

ル
ー

プ
内

で
作

成
し

た
PB

L 
1 

着
想

・
発

想
の

、
演

習
2.

 災
害

課
題

（
ド

ロ
ー

ン
な

し
）

シ
ー

ト
、

演
習

3.
災

害
課

題
（

ド
ロ

ー
ン

活
用

）
シ

ー
ト

、
・

PB
L 

St
ag

e 
2.

 基
本

構
想

の
、

演
習

4.
 サ

ー
ビ

ス
開

発
要

件
シ

ー
ト

. 
演

習
5.

 製
品

概
要

シ
ー

ト
、

演
習

6.
技

術
課

題
シ

ー
ト

、
演

習
7.

 法
的

課
題

シ
ー

ト
、

全
6

シ
ー

ト
を

一
枚

に
集

約
・

整
理

。

・
学

習
目

標
で

す
が

、
今

回
の

学
習

目
標

で
あ

る
ド

ロ
ー

ン
活

用
し

た
災

害
対

応
サ

ー
ビ

ス
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

提
供

の
骨

格
を

1枚
の

シ
ー

ト
に

ま
と

め
る

。
ま

と
め

る
こ

と
に

よ
り

各
シ

ー
ト

の
要

点
が

明
確

と
な

り
、

各
グ

ル
ー

プ
が

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

に
提

供
す

る
災

害
対

応
サ

ー
ビ

ス
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

の
作

成
を

行
い

ま
す

。

・
実

施
項

目
で

す
が

、
全

７
シ

ー
ト

を
一

枚
に

集
約

、
整

理
す

る
。

要
点

項
目

の
箇

条
書

き
と

す
る

。

54

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

演
習

8
. 

ま
と

め
シ

ー
ト

55

災
害

課
題

（
ド

ロ
ー

ン
な

し
）

災
害

課
題

（
ド

ロ
ー

ン
活

用
な

ら
ど

う
だ

っ
た

か
？

）

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
必

要
製

品
(必

要
仕

様
）

技
術

課
題

解
決

法
的

課
題

解
決

顧
客

（
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
）

課
題

、
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

、
技

術
課

題
、

法
的

課
題

の
相

関
関

係

ス
ト

ッ
ク

性
の

相
関

系

55
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56

56

(再
認

識
/
振

り
返

り
) 

P
B

L
と

は

ス
テ

ー
ジ

１
着

想
・

発
想

（
ア

イ
デ

ィ
ア

）

ス
テ

ー
ジ

２
基

本
構

想
（

コ
ン

セ
プ

ト
）

ス
テ

ー
ジ

３
計

画
立

案
（

プ
ラ

ン
）

ス
テ

ー
ジ

４
事

業
計

画
（

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

）

演
習

場
面

演
習

場
面

演
習

場
面

演
習

場
面

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
・

上
司

（
講

師
）

協
力

分
担

学
習

者

・
ア

イ
デ

ィ
ア

創
出

・
情

報
収

集
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

作
成

・
提

案
、

交
渉 …

指
示

助
言

報
告

提
案

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

P
B
L
 S

ta
g
e
 1

 着
想

・
発

想
で

、
演

習
1
. 
災

害
一

覧
シ

ー
ト

、
演

習
2
. 
災

害
課

題
（

ド
ロ

ー
ン

な
し

）
シ

ー
ト

、
演

習
3
.災

害
課

題
（

ド
ロ

ー
ン

活
用

あ
り

）
シ

ー
ト

を
完

成
。

P
B
L
 S

ta
g
e
 2

. 
基

本
構

想
で

、
演

習
4
. 
サ

ー
ビ

ス
開

発
要

件
シ

ー
ト

. 
演

習
5
. 
製

品
概

要
シ

ー
ト

、
演

習
6
. 

技
術

課
題

シ
ー

ト
、

演
習

7
. 
法

的
課

題
シ

ー
ト

を
完

成
、

演
習

８
、

全
７

シ
ー

ト
を

一
枚

に
集

約
・

整
理

。

•
PB

L 
St

ag
e 

1 
着

想
・

発
想

で
、

演
習

1.
 災

害
一

覧
シ

ー
ト

、
演

習
2.

 災
害

課
題

（
ド

ロ
ー

ン
な

し
）

シ
ー

ト
、

演
習

3.
災

害
課

題
（

ド
ロ

ー
ン

活
用

あ
り

）
シ

ー
ト

を
完

成
。

•
PB

L 
St

ag
e 

2.
 基

本
構

想
で

、
演

習
4.

 サ
ー

ビ
ス

開
発

要
件

シ
ー

ト
. 演

習
5.

 製
品

概
要

シ
ー

ト
、

演
習

6.
 技

術
課

題
シ

ー
ト

、
演

習
7.

 法
的

課
題

シ
ー

ト
を

完
成

、
演

習
８

、
全

７
シ

ー
ト

を
一

枚
に

集
約

・
整

理
。

•
こ

こ
か

ら
は

PB
L学

習
ス

テ
ー

ジ
3の

計
画

立
案

に
つ

い
て

学
習

し
ま

す
。

57

1
4

. 
演

習
9

: 
PB

L 
St

ag
e 

3 
計

画
立

案
: 

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

バ
ス

の
作

成

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

こ
れ

ま
で

グ
ル

ー
プ

内
で

作
成

し
た

全
６

シ
ー

ト
の

ま
と

め
シ

ー
ト

か
ら

、
事

業
計

画
（

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
）

の
一

部
で

あ
る

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

バ
ス

作
成

を
行

う
。

（
１

）
学

習
目

標
ド

ロ
ー

ン
技

術
を

活
用

し
た

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

サ
ー

ビ
ス

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
を

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

へ
提

供
す

る
た

め
の

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

バ
ス

作
成

。
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

は
事

業
計

画
(ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

）
の

一
部

で
あ

り
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス
(９

つ
の

要
素

で
構

成
さ

れ
て

お
り

、
第

３
者

に
も

わ
か

り
や

す
く

競
合

と
の

違
い

を
説

明
で

き
る

ほ
か

、
自

社
(各

グ
ル

ー
プ

）
事

業
の

現
状

確
認

や
新

規
事

業
の

構
想

に
も

使
用

し
や

す
い

）
を

作
成

す
る

。

（
２

）
実

施
項

目
①

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

理
解

。
②

作
成

し
た

ま
と

め
シ

ー
ト

を
ベ

ー
ス

に
、

選
択

し
た

災
害

対
応

が
必

要
な

自
治

体
に

お
け

る
ド

ロ
ー

ン
を

活
用

し
た

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

サ
ー

ビ
ス

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
提

供
を

進
め

る
た

め
、

事
業

計
画

(ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
）

作
成

に
必

要
な

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
を

構
築

す
る

。

注
: 

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
に

必
須

の
人

員
計

画
、

資
金

計
画

は
今

回
の

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
に

は
含

ま
な

い
。

演
習

9で
は

PB
L 

St
ag

e 
3 

計
画

立
案

: ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

バ
ス

の
作

成
を

学
習

し
ま

す
。

・
前

提
で

す
が

、
こ

れ
ま

で
グ

ル
ー

プ
内

で
作

成
し

た
全

６
シ

ー
ト

の
ま

と
め

シ
ー

ト
か

ら
、

事
業

計
画

（
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

）
の

一
部

で
あ

る
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス
作

成
を

行
う

い
ま

す
。

・
学

習
目

標
で

す
が

、
ド

ロ
ー

ン
技

術
を

活
用

し
た

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

サ
ー

ビ
ス

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
を

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

へ
提

供
す

る
た

め
の

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

バ
ス

作
成

。
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

は
事

業
計

画
(ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

）
の

一
部

で
あ

り
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス
(９

つ
の

要
素

で
構

成
さ

れ
て

お
り

、
第

３
者

に
も

わ
か

り
や

す
く

競
合

と
の

違
い

を
説

明
で

き
る

ほ
か

、
自

社
(各

グ
ル

ー
プ

）
事

業
の

現
状

確
認

や
新

規
事

業
の

構
想

に
も

使
用

し
や

す
い

）
を

作
成

す
る

。

・
実

施
項

目
①

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

理
解

。
②

作
成

し
た

ま
と

め
シ

ー
ト

を
ベ

ー
ス

に
、

選
択

し
た

災
害

対
応

が
必

要
な

自
治

体
に

お
け

る
ド

ロ
ー

ン
を

活
用

し
た

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

サ
ー

ビ
ス

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
提

供
を

進
め

る
た

め
、

事
業

計
画

(ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
）

作
成

に
必

要
な

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
を

構
築

す
る

。

・
注

意
点

と
し

て
、

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
に

必
須

の
人

員
計

画
、

資
金

計
画

は
今

回
の

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
に

は
含

み
ま

せ
ん

。
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事
業

計
画

書
に

あ
る

項
目

と
そ

の
順

番
は

通
常

:

(1
)

目
的

/目
標

/戦
略

/作
戦

/戦
術

(2
)

タ
ー

ゲ
ッ

ト
市

場
/タ

ー
ゲ

ッ
ト

顧
客

(営
業

、
広

報
/宣

伝
）

(3
) 

  
P
/L

 (
損

益
計

算
書

）
(4

) 
  
資

金
調

達
/キ

ャ
ッ

シ
ュ

フ
ロ

ー
(資

金
繰

り
計

画
) 

 
(大

企
業

の
場

合
は

財
務

/経
理

部
門

が
作

成
)

(5
)

将
来

計
画

(市
場

や
顧

客
攻

略
後

の
横

展
開

, 
新

た
な

分
野

?)

企
業

文
化

に
よ

っ
て

は
: 

(1
)

分
析

ツ
ー

ル
(S

W
O

T
/ 

3
C
)を

要
求

。
(2

)
撤

退
プ

ラ
ン

(こ
の

状
況

に
陥

っ
た

ら
事

業
を

や
め

る
と

い
う

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

) 
 や

め
る

こ
と

は
始

め
る

事
よ

り
む

ず
か

し
い

た
め

。

通
常

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
は

事
業

計
画

(ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
）

の
一

部
で

あ
る

。
作

成
し

た
【

ま
と

め
シ

ー
ト

】
を

ベ
ー

ス
に

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
構

築
の

た
め

の
グ

ル
ー

プ
討

議
と

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

バ
ス

作
成

を
行

う
。

1
. 

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
:

(1
)

事
業

（
ビ

ジ
ネ

ス
/商

売
）

で
売

上
/利

益
(収

益
)を

生
み

出
す

, 
(2

) 
企

業
価

値
を

高
め

事
業

継
続

の
仕

組
。

2
. 

事
業

計
画

(ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
)

:
(1

) 
ど

ん
な

事
業

(ビ
ジ

ネ
ス

、
商

売
）

で
収

益
(売

上
/利

益
）

を
上

げ
る

か
、

事
業

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
ど

こ
に

設
定

す
る

か
、

ど
の

よ
う

な
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

を
市

場
に

提
供

す
る

か
な

ど
に

つ
い

て
論

理
的

（
わ

か
り

や
す

く
）

に
表

し
た

も
の

。

(2
)

経
営

や
事

業
に

大
き

な
影

響
を

与
え

る
た

め
、

多
く

の
企

業
は

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
構

築
に

傾
注

し
て

い
る

。

(3
) 

事
業

計
画

は
公

的
・

民
間

金
融

機
関

や
投

資
家

(例
:株

主
)な

ど
に

提
示

し
て

（
IR

レ
ビ

ュ
ー

/投
資

家
へ

の
説

明
）

、
事

業
立

ち
上

げ
/継

続
の

た
め

の
資

金
調

達
を

実
施

す
る

こ
と

が
目

的
。

(4
) 

事
業

計
画

を
示

す
こ

と
で

、
経

営
者

(社
長

/本
部

長
/事

業
部

長
等

）
の

ビ
ジ

ネ
ス

方
向

整
理

が
明

確
と

な
る

。
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(参
考

)
事

業
計

画
（

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
）

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

・
参

考
ま

で
に

、
事

業
計

画
あ

る
い

は
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

で
す

が
、

・
今

回
作

成
す

る
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス
は

事
業

計
画

(ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
）

の
一

部
で

あ
り

、
作

成
し

た
【

ま
と

め
シ

ー
ト

】
を

ベ
ー

ス
に

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
構

築
の

た
め

の
グ

ル
ー

プ
討

議
と

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

バ
ス

作
成

を
行

う
。

・
1.

 ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
で

す
が

、
事

業
（

ビ
ジ

ネ
ス

/商
売

）
で

売
上

/利
益

(収
益

)を
生

み
出

す
, 企

業
価

値
を

高
め

事
業

継
続

の
仕

組
の

こ
と

を
言

い
ま

す
。

・
2.

 事
業

計
画

(ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
)の

概
略

で
す

が
、

(1
) ど

ん
な

事
業

(ビ
ジ

ネ
ス

、
商

売
）

で
収

益
(売

上
/利

益
）

を
上

げ
る

か
、

事
業

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
ど

こ
に

設
定

す
る

か
、

ど
の

よ
う

な
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

を
市

場
に

提
供

す
る

か
な

ど
に

つ
い

て
論

理
的

（
わ

か
り

や
す

く
）

に
表

し
た

も
の

。
(2

) 経
営

や
事

業
に

大
き

な
影

響
を

与
え

る
た

め
、

多
く

の
企

業
は

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
構

築
に

傾
注

し
て

い
る

。
(3

) 事
業

計
画

は
公

的
・

民
間

金
融

機
関

や
投

資
家

(例
:株

主
)な

ど
に

提
示

し
て

（
IR

レ
ビ

ュ
ー

/投
資

家
へ

の
説

明
）

、
事

業
立

ち
上

げ
/継

続
の

た
め

の
資

金
調

達
を

実
施

す
る

こ
と

が
目

的
。

(4
) 事

業
計

画
を

示
す

こ
と

で
、

経
営

者
(社

長
/本

部
長

/事
業

部
長

等
）

の
ビ

ジ
ネ

ス
方

向
整

理
が

明
確

と
な

る
。

・
事

業
計

画
書

に
あ

る
項

目
と

そ
の

順
番

は
通

常
:

(1
) 目

的
/目

標
/戦

略
/作

戦
/戦

術
(2

) タ
ー

ゲ
ッ

ト
市

場
/タ

ー
ゲ

ッ
ト

顧
客

(営
業

、
広

報
/宣

伝
）

(3
) P

/L
 (損

益
計

算
書

）
(4

) 資
金

調
達

/キ
ャ

ッ
シ

ュ
フ

ロ
ー

(資
金

繰
り

計
画

) 
  (

大
企

業
の

場
合

は
財

務
/経

理
部

門
が

作
成

)
(5

) 将
来

計
画

(市
場

や
顧

客
攻

略
後

の
横

展
開

, 新
た

な
分

野
?)

 

・
企

業
文

化
に

よ
っ

て
は

、
分

析
ツ

ー
ル

(S
W

O
T/

 3
C)

を
要

求
し

た
り

、
撤

退
プ

ラ
ン

(こ
の

状
況

に
陥

っ
た

ら
事

業
を

や
め

る
と

い
う

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

) 
 や

め
る

こ
と

は
始

め
る

事
よ

り
む

ず
か

し
い

た
め

）
を

要
求

す
る

場
合

も
あ

り
ま

す
。
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参
考

: ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

バ
ス

記
入

例
（

マ
ク

ド
ナ

ル
ド

）

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

・
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス
の

マ
ク

ド
ナ

ル
ド

例
で

す
。

マ
ク

ド
ナ

ル
ド

は
理

解
し

や
す

い
、

別
の

言
い

方
を

す
る

と
マ

ニ
ュ

ア
ル

化
さ

れ
た

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
を

持
っ

て
お

い
、

こ
の

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
を

全
世

界
で

展
開

し
て

い
ま

す
。

・
ま

ず
パ

ー
ト

ナ
ー

で
す

が
、

フ
ラ

ン
チ

ャ
イ

ズ
と

商
品

仕
入

れ
先

（
メ

ー
カ

ー
、

卸
売

）
し

か
あ

り
ま

せ
ん

。
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

が
確

立
さ

れ
て

い
る

た
め

に
、

自
社

で
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

き
る

範
囲

を
絞

っ
て

い
る

の
で

は
と

推
測

し
て

い
ま

す
。

・
主

要
活

動
で

す
が

、
食

品
の

製
造

と
販

売
の

み
で

す
。

マ
ク

ド
ナ

ル
ド

の
店

舗
で

は
食

品
以

外
の

販
売

は
行

っ
て

お
ら

ず
、

シ
ン

プ
ル

化
さ

れ
て

い
ま

す
。

・
提

供
価

値
で

す
が

、
全

世
界

で
統

一
さ

れ
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

よ
り

コ
ス

ト
を

削
る

こ
と

に
よ

り
安

く
、

メ
ニ

ュ
ー

も
絞

っ
て

早
く

提
供

し
、

ど
こ

に
で

も
同

じ
店

舗
が

あ
る

と
い

う
の

が
価

値
と

な
っ

て
い

ま
す

。

・
顧

客
と

の
関

係
で

す
が

、
こ

ち
ら

も
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
沿

っ
た

接
客

で
ど

こ
で

も
同

じ
対

応
と

な
り

ま
す

。

・
顧

客
で

す
が

一
人

だ
っ

た
り

、
知

人
や

友
人

だ
っ

た
り

、
家

族
だ

っ
た

り
し

ま
す

。

・
リ

ソ
ー

ス
で

す
が

、
マ

ク
ド

ナ
ル

ド
は

す
で

に
確

立
さ

れ
た

誰
で

も
知

っ
て

い
る

ブ
ラ

ン
ド

で
あ

る
こ

と
、

ま
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
で

決
め

ら
れ

た
食

材
を

作
る

工
場

が
リ

ソ
ー

ス
と

な
り

ま
す

。
ち

な
み

に
マ

ク
ド

ナ
ル

ド
は

野
菜

や
ポ

テ
ト

、
肉

は
自

社
で

保
有

す
る

農
場

や
牧

場
か

ら
の

場
合

が
多

い
で

す
。

・
チ

ャ
ネ

ル
で

す
が

、
リ

ア
ル

店
舗

で
の

販
売

や
、

デ
リ

バ
リ

ー
の

ウ
ェ

ッ
ブ

サ
イ

ト
な

ど
が

あ
り

ま
す

。

・
コ

ス
ト

構
造

で
す

が
低

価
格

を
実

現
す

る
た

め
に

、
非

常
に

頑
張

っ
て

い
る

コ
ス

ト
削

減
で

す
が

、
店

舗
の

賃
貸

料
、

食
品

の
仕

入
れ

原
価

（
こ

こ
に

は
物

流
費

も
あ

る
と

お
も

い
ま

す
）

、
そ

し
て

人
件

費
等

で
す

。

・
最

後
に

商
品

販
売

で
す

が
、

マ
ク

ド
ナ

ル
ド

は
食

品
を

売
っ

て
収

益
を

あ
げ

て
い

ま
す

。
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参
考

: ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

バ
ス

記
入

例
（

無
料

傘
レ

ン
タ

ル
）

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

・
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス
の

傘
レ

ン
タ

ル
で

す
。

こ
れ

は
無

料
レ

ン
タ

ル
の

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
と

な
り

ま
す

。

・
ま

ず
パ

ー
ト

ナ
ー

で
す

が
、

レ
ン

タ
ル

す
る

傘
の

製
造

企
業

、
そ

し
て

協
賛

起
業

と
な

り
ま

す
。

ち
ょ

っ
と

説
明

し
ま

す
と

、
無

料
で

傘
を

レ
ン

タ
ル

し
て

広
告

収
入

を
協

賛
起

業
か

ら
得

る
こ

と
を

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
に

し
て

い
ま

す
。

・
主

要
活

動
で

す
が

、
無

料
の

傘
レ

ン
タ

ル
、

そ
し

て
広

告
掲

載
と

な
り

ま
す

。

・
提

供
価

値
で

す
が

、
駅

な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
場

所
で

傘
を

無
料

レ
ン

タ
ル

す
る

こ
と

で
、

利
用

者
が

増
え

る
の

が
価

値
と

な
り

ま
す

。

・
顧

客
と

の
関

係
で

す
が

、
こ

ち
ら

も
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
沿

っ
た

接
客

で
ど

こ
で

も
同

じ
対

応
と

な
り

ま
す

。

・
顧

客
で

す
が

、
雨

の
日

に
傘

を
持

っ
て

い
な

い
人

と
な

り
ま

す
。

・
リ

ソ
ー

ス
で

す
が

、
店

舗
が

な
い

セ
ル

フ
サ

ー
ビ

ス
で

す
の

で
傘

そ
の

も
の

が
リ

ソ
ー

ス
と

な
り

ま
す

。

・
チ

ャ
ネ

ル
で

す
が

、
無

料
傘

レ
ン

タ
ル

を
使

う
た

め
の

ア
プ

リ
と

、
レ

ン
タ

ル
場

所
に

な
り

ま
す

。

・
コ

ス
ト

構
造

で
す

が
、

人
件

費
、

傘
の

置
き

場
所

、
傘

の
仕

入
れ

と
な

り
ま

す
。

・
最

後
に

収
益

構
造

で
す

が
、

無
料

の
傘

を
利

用
者

が
使

う
こ

と
に

よ
り

利
用

者
向

け
の

CM
を

発
信

し
て

協
賛

起
業

か
ら

広
告

費
を

得
る

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。

60

・
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス
は

９
つ

の
要

素
で

構
成

さ
れ

て
い

る
と

説
明

し
ま

し
た

が
、

そ
れ

ら
は

①
パ

ー
ト

ナ
ー

、
②

主
要

活
動

、
③

提
供

価
値

、
④

顧
客

と
の

関
係

、
⑤

顧
客

、
⑥

リ
ソ

ー
ス

（
経

営
資

源
）

、
⑦

チ
ャ

ネ
ル

（
売

り
子

）
、

⑧
コ

ス
ト

構
造

、
⑨

収
益

構
造

と
な

り
ま

す
。

・
こ

の
マ

ッ
プ

に
よ

り
そ

れ
ぞ

れ
の

①
~

⑨
ま

で
が

ど
の

よ
う

に
か

か
わ

り
あ

っ
て

い
る

か
、

競
合

と
の

違
い

を
は

な
に

か
、

A社
の

現
状

確
認

や
起

業
の

構
想

が
第

三
者

に
わ

か
り

や
す

く
な

り
ま

す
。

・
そ

れ
ぞ

れ
の

枠
を

節
召

し
ま

す
が

、
こ

れ
は

講
師

が
PB

L学
習

で
学

ん
だ

【
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

】
の

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

パ
ス

で
す

。
①

パ
ー

ト
ナ

ー
で

は
だ

れ
と

協
業

す
る

か
？

と
い

う
こ

と
を

表
し

て
あ

り
ま

す
。

つ
ま

り
売

っ
て

く
れ

る
人

や
自

社
に

サ
ー

ビ
ス

や
物

を
提

供
し

て
く

れ
る

人
は

だ
れ

か
と

い
う

こ
と

で
す

。
例

と
し

て
代

理
店

や
、

メ
ー

カ
ー

、
ソ

フ
ト

開
発

会
社

、
自

治
体

他
な

の
で

す
。

講
師

は
装

置
を

販
売

し
て

い
る

①
AC

SL
、

②
必

要
機

能
を

開
発

し
て

い
る

企
業

、
③

地
元

IT
企

業
、

④
自

治
体

・
政

府
、

④
差

代
理

店
と

し
て

み
ま

し
た

。

②
主

要
活

動
で

は
ど

の
よ

う
な

営
業

活
動

を
行

う
か

？
と

い
う

こ
と

を
表

し
ま

す
。

例
と

し
て

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
た

め
の

デ
モ

/広
告

や
、

自
治

体
と

の
実

証
実

験
、

自
治

体
と

の
提

携
と

い
っ

た
こ

と
に

な
り

ま
す

。
で

は
具

体
的

に
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
か

と
い

う
と

、
①

デ
モ

で
有

効
性

を
見

せ
る

、
②

自
治

体
と

の
実

証
実

験
で

有
効

性
を

見
せ

る
、

③
自

治
体

と
連

携
し

て
そ

の
地

域
に

特
化

し
た

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
と

い
っ

た
こ

と
に

な
り

ま
す

。

③
提

供
価

値
で

は
A社

が
提

供
す

る
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
価

値
、

あ
る

い
は

強
み

を
表

し
ま

す
。

1.
災

害
に

特
化

し
た

サ
ー

ビ
ス

で
あ

る
た

め
に

ひ
つ

よ
う

な
機

材
、

ノ
ウ

ハ
ウ

が
蓄

積
さ

れ
て

い
る

, 2
. ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

(A
社

の
み

で
サ

ー
ビ

ス
提

供
可

能
)

④
顧

客
と

の
関

係
で

す
が

、
1.

 自
治

体
と

の
連

携
)実

証
実

験
で

事
例

が
増

え
れ

ば
プ

ロ
と

し
て

営
業

可
能

, 2
.  

ま
だ

災
害

専
門

の
競

合
退

社
が

い
な

い
た

め
に

災
害

対
応

プ
ロ

と
し

て
活

動
可

能
, 3

. 災
害

対
応

知
識

の
の

共
有

と
な

り
ま

す
。

➄
顧

客
で

す
が

、
1.

 全
国

自
治

体
（

消
防

署
、

県
警

）
、

2.
 政

府
と

な
り

ま
す

。

⑥
リ

ソ
ー

ス
（

経
営

資
源

と
も

言
い

ま
す

）
で

す
が

、
1.

 無
人

航
空

機
、

2.
 開

発
エ

ン
ジ

ニ
ア

、
3.

 無
人

航
空

機
有

資
格

者
も

同
じ

く
人

的
資

源
で

す
。

⑦
最

後
に

チ
ャ

ネ
ル

、
つ

ま
り

売
り

子
で

す
が

、
1.

 自
治

体
か

ら
の

行
政

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
提

供
さ

れ
て

も
い

い
と

思
い

ま
す

、
2.

 販
売

代
理

店
、

(3
)

ウ
ェ

ッ
ブ

サ
イ

ト
の

立
ち

上
げ

、
ヒ

ッ
ト

し
や

す
い

災
害

対
応

エ
キ

ス
パ

ー
ト

と
し

て
み

ま
し

た
。

⑧
コ

ス
ト

構
造

と
⑨

収
益

構
造

で
す

が
、

み
な

さ
ん

は
記

入
し

な
く

て
よ

い
の

で
す

が
、

講
師

は
埋

め
て

み
ま

し
た

。
コ

ス
ト

構
造

で
は

、
無

人
航

空
機

の
購

入
、

償
却

, 保
険

、
保

守
、

人
件

費
や

事
務

所
賃

貸
料

、
雑

費
等

と
な

り
ま

す
。

集
積

構
造

で
は

サ
ー

ビ
ス

販
売

（
代

理
店

や
直

販
の

ケ
ー

ス
が

あ
り

ま
す

）
が

収
益

の
柱

と
な

り
ま

す
。

（
代

理
店

経
由

、
直

販
）

・
な

お
黄

色
の

部
分

は
⑧

コ
ス

ト
構

造
と

⑨
収

益
構

造
で

す
が

、
こ

こ
は

別
に

講
師

の
講

義
で

説
明

し
ま

す
。

・
こ

こ
ま

で
が

講
師

が
PB

Lで
み

な
さ

ん
と

一
緒

に
学

習
し

て
き

た
【

妻
帯

対
応

ド
ロ

ー
ン

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
】

で
す

が
、

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

パ
ス

は
事

業
計

画
で

非
常

に
重

要
な

た
め

、
他

の
業

界
の

例
を

２
点

説
明

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
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⑥
リ

ソ
ー

ス
(経

営
資

源
）

③
提

供
価

値
強

み

④
顧

客
と

の
関

係

⑦
チ

ャ
ネ

ル
(売

り
子

）

⑤
顧

客
（

将
来

的
な

潜
在

顧
客

も
含

む
）

⑧
コ

ス
ト

構
造

⑨
収

益
構

造

①
パ

ー
ト

ナ
ー

だ
れ

と
協

業
す

る
か

？

売
っ

て
く

れ
る

人
や

自
社

に
サ

ー
ビ

ス
や

物
を

提
供

し
て

く
れ

る
人

。

例
: 

代
理

店
、

メ
ー

カ
ー

、
ソ

フ
ト

開
発

会
社

、
自

治
体

他

②
主

要
活

動
ど

の
よ

う
な

営
業

活
動

を
行

う
か

？

例
: 

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
た

め
の

デ
モ

/広
告

や
、

自
治

体
や

関
連

団
体

と
連

携
し

た
営

業
活

動
。

無
人

航
空

機
(購

入
、

償
却

, 
保

険
、

保
守

、
開

発
）

人
件

費
/事

務
所

費
他

雑
費

他

サ
ー

ビ
ス

販
売

（
代

理
店

経
由

、
直

販
）

演
習

9
. 

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

バ
ス

【
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

】

©
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築
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会
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62

・
PB

L 
St

ag
e 

1 
着

想
・

発
想

で
、

演
習

1.
 災

害
一

覧
シ

ー
ト

、
演

習
2.

 災
害

課
題

（
ド

ロ
ー

ン
な

し
）

シ
ー

ト
、

演
習

3.
災

害
課

題
（

ド
ロ

ー
ン

活
用

あ
り

）
シ

ー
ト

を
完

成
。

・
PB

L 
St

ag
e 

2.
 基

本
構

想
で

、
演

習
4.

 サ
ー

ビ
ス

開
発

要
件

シ
ー

ト
. 演

習
5.

 製
品

概
要

シ
ー

ト
、

演
習

6.
 技

術
課

題
シ

ー
ト

、
演

習
7.

 法
的

課
題

シ
ー

ト
を

完
成

、
演

習
８

、
全

７
シ

ー
ト

を
一

枚
に

集
約

・
整

理
。

・
PB

L 
St

ag
e 

3.
 計

画
立

案
で

、
演

習
９

．
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス
完

成
。
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(再
認

識
/
振

り
返

り
) 

P
B

L
と

は

ス
テ

ー
ジ

３
計

画
立

案
（

プ
ラ

ン
）

ス
テ

ー
ジ

１
着

想
・

発
想

（
ア

イ
デ

ィ
ア

）

ス
テ

ー
ジ

２
基

本
構

想
（

コ
ン

セ
プ

ト
）

ス
テ

ー
ジ

４
事

業
計

画
（

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

）

演
習

場
面

演
習

場
面

演
習

場
面

演
習

場
面

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
・

上
司

（
講

師
）

協
力

分
担

学
習

者

・
ア

イ
デ

ィ
ア

創
出

・
情

報
収

集
・

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

作
成

・
提

案
、

交
渉 …

指
示

助
言

報
告

提
案

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

P
B
L 

S
ta

g
e
 1

 着
想

・
発

想
で

、
演

習
1
. 
災

害
一

覧
シ

ー
ト

、
演

習
2
. 
災

害
課

題
（

ド
ロ

ー
ン

な
し

）
シ

ー
ト

、
演

習
3
.災

害
課

題
（

ド
ロ

ー
ン

活
用

あ
り

）
シ

ー
ト

を
完

成
。

P
B
L 

S
ta

g
e
 2

. 
基

本
構

想
で

、
演

習
4
. 
サ

ー
ビ

ス
開

発
要

件
シ

ー
ト

. 
演

習
5
. 
製

品
概

要
シ

ー
ト

、
演

習
6
. 

技
術

課
題

シ
ー

ト
、

演
習

7
. 
法

的
課

題
シ

ー
ト

を
完

成
、

演
習

８
、

全
７

シ
ー

ト
を

一
枚

に
集

約
・

整
理

。

P
B
L 

S
ta

g
e
 3

. 
計

画
立

案
で

、
演

習
９

．
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス
完

成
。

（
1

）
学

習
目

標
S
o
ci

e
ty

5
.0

/空
の

産
業

革
命

で
あ

る
無

人
航

空
機

技
術

を
活

用
し

た
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
サ

ー
ビ

ス
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

の
提

供
の

た
め

、
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
へ

の
説

明
を

念
頭

と
し

た
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

作
成

。

（
2

）
設

定
状

況
課

題
、

提
供

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
、

製
品

、
技

術
課

題
、

法
的

課
題

の
マ

ト
メ

と
、

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

パ
ス

。
２

０
分

プ
レ

ゼ
ン

＋
５

分
質

疑
応

答
を

想
定

し
て

P
P
T
に

ま
と

め
て

発
表

。
最

終
ペ

ー
ジ

は
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス
に

す
る

こ
と

。

①
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
デ

ザ
イ

ン
自

由
、

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ

ン
・

ス
ラ

イ
ド

シ
ョ

ー
な

し
。

②
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

は
ポ

イ
ン

ト
＋

口
頭

補
助

説
明

タ
イ

プ
で

は
な

く
、

文
章

説
明

タ
イ

プ
と

す
る

。
③

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
は

グ
ル

ー
プ

全
員

で
各

ペ
ー

ジ
を

説
明

す
る

こ
と

。
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15
. 演

習
10

. P
B

L 
St

ag
e 

4 
事

業
計

画
:

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
(人

員
、

資
金

と
い

っ
た

事
業

計
画

は
含

ま
な

い
）

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

・
最

後
の

演
習

10
. P

BL
 S

ta
ge

 4
 事

業
計

画
: プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

(人
員

、
資

金
と

い
っ

た
事

業
計

画
は

含
ま

な
い

）
の

学
習

で
す

。

・
学

習
目

標
で

す
が

、
So

ci
et

y5
.0

/空
の

産
業

革
命

で
あ

る
無

人
航

空
機

技
術

を
活

用
し

た
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
サ

ー
ビ

ス
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

の
提

供
の

た
め

、
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
へ

の
説

明
を

念
頭

と
し

た
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

作
成

。

・
設

定
状

況
は

、
課

題
、

提
供

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
、

製
品

、
技

術
課

題
、

法
的

課
題

の
マ

ト
メ

と
、

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

パ
ス

。
20

分
プ

レ
ゼ

ン
＋

５
分

質
疑

応
答

を
想

定
し

て
PP

Tに
ま

と
め

て
発

表
。

最
終

ペ
ー

ジ
は

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

バ
ス

に
す

る
こ

と
。

①
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
デ

ザ
イ

ン
自

由
、

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ

ン
・

ス
ラ

イ
ド

シ
ョ

ー
な

し
。

②
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

は
ポ

イ
ン

ト
＋

口
頭

補
助

説
明

タ
イ

プ
で

は
な

く
、

文
章

説
明

タ
イ

プ
と

す
る

。
③

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
は

グ
ル

ー
プ

全
員

で
各

ペ
ー

ジ
を

説
明

す
る

こ
と

。
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一
般

社
団

法
人

安
全

安
心

社
会

構
築

教
育

協
会

P
B

L
 (

P
R

O
JE

C
T

 B
A

S
E
D

 L
E
A

R
N

IN
G

)に
よ

る

災
害

時
に

お
け

る
無

人
航

空
機

（
ド

ロ
ー

ン
）

活
用

と

提
供

で
き

る
サ

ー
ビ

ス
の

検
証

（
回

答
例

）

一
般

社
団

法
人

安
全

安
心

社
会

構
築

教
育

協
会

1
©

 一
般

社
団

法
人

安
全

安
心

社
会

構
築

教
育

協
会

20
23

1

シ
ー

ト
一

覧
(回

答
例

)

2
©

 一
般

社
団

法
人

安
全

安
心

社
会

構
築

教
育

協
会

20
23

シ
ー

ト
１

. 
  

演
習

1
. 
災

害
一

覧
シ

ー
ト

シ
ー

ト
２

．
演

習
2
. 
災

害
課

題
シ

ー
ト

(ド
ロ

ー
ン

な
し

）

シ
ー

ト
３

. 
演

習
3
. 
災

害
課

題
シ

ー
ト

（
ド

ロ
ー

ン
活

用
あ

り
）

シ
ー

ト
４

. 
  

演
習

4
. 
サ

ー
ビ

ス
開

発
要

件
シ

ー
ト

シ
ー

ト
５

. 
  

演
習

5
. 
製

品
概

要
シ

ー
ト

シ
ー

ト
6
.

演
習

6
. 
技

術
課

題
シ

ー
ト

シ
ー

ト
7
. 
  

 演
習

7
. 
法

的
要

件
シ

ー
ト

シ
ー

ト
8
. 

演
習

8
. 
ま

と
め

シ
ー

ト

シ
ー

ト
9
. 
  

 演
習

9
. 
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス

シ
ー

ト
1
0
. 
 演

習
1
0
. 
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

例

2
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記
入

シ
ー

ト
①

：
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ま

と
め

①

3

項
目

内
容

豪
雨

災
害

1
. 

奄
美

豪
雨

(2
0
2
0
-1

0
) 

－
線

状
降

水
帯

に
よ

る
大

雨
被

害
(課

題
と

し
て

選
択

）
2
. 

秋
田

県
豪

雨
(2

0
2
2
-0

8
）

-
線

状
降

水
帯

に
よ

る
大

雨
被

害
3
. 

山
形

県
豪

雨
(2

0
2
2
-0

8
) 

  
-

線
状

降
水

帯
に

よ
る

大
雨

被
害

4
. 

静
岡

市
豪

雨
(2

0
2
2
-0

9
) 

  
-

線
状

降
水

帯
に

よ
る

大
雨

被
害

5
. 

熊
本

県
球

磨
川

氾
濫

(2
0
2
0
-0

7
) 

–
線

状
降

水
帯

に
よ

る
大

雨
で

の
大

規
模

氾
濫

洪
水

被
害

地
震

災
害

1.
 阪

神
・

淡
路

大
震

災
(1

99
5-

01
) –

大
地

震
に

と
も

な
う

倒
壊

、
火

災
被

害
2.

 東
日

本
大

震
災

(2
01

1-
03

) -
大

地
震

に
と

も
な

う
津

波
、

原
発

事
故

災
害

噴
火

災
害

1
.

有
珠

山
噴

火
(1

9
9
1
-0

6
) 

-
火

砕
流

被
害

2
.

御
岳

山
噴

火
(2

0
1
4
-9

) 
-

噴
火

に
よ

る
災

害

大
雪

災
害

1
. 

北
陸

自
動

車
道

大
雪

立
ち

往
生

(2
0
2
1
-0

1
) 

-
大

雪
に

よ
る

高
速

道
路

で
の

大
量

立
ち

往
生

、
物

資
不

足
2
.令

和
4
年

の
大

雪
(2

0
2
1
-1

2
 –

2
0
2
2
-0

3
) 

-
大

雪
に

よ
る

災
害

台
風

災
害

1
. 

令
和

元
年

東
日

本
台

風
(2

0
1
9
-1

0
) 

-
台

風
に

よ
る

人
的

・
家

屋
損

害
、

東
日

本
大

震
災

を
超

え
る

数
の

自
治

体
に

被
害

演
習

1
. 

災
害

一
覧

シ
ー

ト
（

例
）

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

注
: シ
ー
ト
に
書
く
必
要
は
な
い
が
、
各
災
害
の
概
略
を
簡
潔
に
口
頭
で
説
明
。

・
み

な
さ

ん
が

作
業

す
る

演
習

１
の

災
害

一
覧

シ
ー

ト
例

で
す

。

・
項

目
と

し
て

災
害

別
に

豪
雨

、
地

震
、

噴
火

、
大

雪
、

台
風

被
害

を
、

そ
し

て
そ

れ
ぞ

れ
の

内
容

に
代

表
例

を
入

れ
て

み
ま

し
た

。

・
豪

雨
被

害
で

は
線

状
降

水
帯

に
よ

る
20

20
年

10
月

の
奄

美
豪

雨
、

こ
れ

を
講

師
は

今
回

の
災

害
と

し
て

選
択

。
そ

れ
以

外
に

線
状

降
水

帯
豪

雨
と

し
て

山
形

県
豪

雨
(2

02
2-

08
)、

静
岡

市
豪

雨
(2

02
2-

09
)、

熊
本

県
球

磨
川

氾
濫

(2
02

0-
07

)な
ど

が
あ

り
ま

し
た

。

・
地

震
被

害
と

し
て

は
阪

神
淡

路
大

震
災

と
東

日
本

大
震

災
を

選
ん

で
み

ま
し

た
。

・
噴

火
被

害
で

は
か

な
り

昔
の

ケ
ー

ス
で

は
あ

り
ま

す
が

、
み

な
さ

ん
が

生
ま

れ
る

前
の

有
珠

山
噴

火
と

20
14

年
の

御
岳

山
噴

火
を

選
ん

で
み

ま
し

た
。

・
大

雪
被

害
で

は
、

20
21

年
の

北
陸

自
動

車
道

大
雪

立
ち

往
生

と
、

令
和

４
年

の
大

雪
が

あ
り

ま
す

。

・
最

後
に

台
風

被
害

、
台

風
の

場
合

は
大

雨
、

暴
風

雨
、

高
潮

等
の

被
害

が
あ

り
ま

す
が

、
令

和
元

年
東

日
本

台
風

を
選

ん
で

み
ま

し
た

。

・
各

グ
ル

ー
プ

は
例

の
よ

う
に

一
覧

を
作

成
し

、
ど

れ
を

選
ん

だ
か

説
明

。
そ

れ
ぞ

れ
の

災
害

も
一

言
説

明
お

願
い

し
ま

す
。

3

記
入

シ
ー

ト
①

：
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ま

と
め

①

4

項
目

内
容

課
題

所
有

者
鹿

児
島

県
奄

美
地

方

災
害

、
減

災
、

遭
難

台
風

１
３

号
の

影
響

に
よ

る
記

録
的

豪
雨

と
人

的
、

物
的

災
害

課
題

内
容

(1
)豪

雨
に

よ
る

影
響

で
電

気
、

電
話

（
有

線
、

無
線

）
、

土
砂

崩
れ

に
よ

る
道

路
寸

断
、

市
庁

舎
を

含
め

て
水

没
。

(2
)特

に
通

信
回

線
の

不
通

が
状

況
把

握
を

困
難

に
さ

せ
た

。
こ

の
状

況
で

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

Ｆ
Ｍ

ラ
ジ

オ
局

で
あ

る
奄

美
エ

フ
エ

ム
が

安
否

情
報

等
を

２
４

時
間

体
制

で
発

進
し

た
。

）
(1

)濁
流

の
中

を
奄

美
海

保
潜

水
士

が
ゴ

ム
ボ

ー
ト

で
移

動
、

あ
る

い
は

市
職

員
が

カ
ヌ

ー
で

移
動

し
て

寸
断

地
域

の
救

助
活

動
開

始
。

(2
)災

害
普

及
拠

点
が

設
立

さ
れ

た
。

(3
)土

砂
や

洪
水

の
た

め
に

取
り

残
さ

れ
た

人
が

い
た

。

要
点

(1
) 

連
続

豪
雨

に
よ

り
災

害
対

応
に

必
須

の
通

信
手

段
が

な
く

な
っ

た
。

(2
) 

土
砂

崩
れ

に
よ

る
道

路
寸

断
に

よ
り

ゴ
ム

ボ
ー

ト
、

カ
ヌ

ー
で

要
救

助
者

の
捜

索
を

行
っ

た
。

(3
) 

土
砂

が
入

り
込

み
取

り
残

さ
れ

た
要

救
助

者
の

物
資

提
供

に
困

難
が

生
じ

た
。

(4
) 

情
報

提
供

に
ラ

ジ
オ

が
有

効
で

あ
る

こ
と

が
証

明
さ

れ
た

。

備
考

高
齢

者
が

取
り

残
さ

れ
る

こ
と

が
多

か
っ

た
が

、
看

護
学

生
、

地
域

住
民

が
協

力
し

た
た

め
高

齢
者

の
犠

牲
者

が
抑

え
ら

れ
た

。

演
習

2
. 

災
害

課
題

シ
ー

ト
(ド

ロ
ー

ン
使

用
な

し
）

（
例

）
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般
社

団
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築
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育
協

会
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・
皆

さ
ん

が
作

業
す

る
演

習
２

の
災

害
課

題
シ

ー
ト

で
、

ド
ロ

ー
ン

が
な

か
っ

た
当

時
の

対
応

方
法

マ
ト

メ
と

課
題

で
す

。

・
講

師
の

例
を

説
明

し
ま

す
が

、
鹿

児
島

県
奄

美
地

方
の

台
風

１
３

号
の

影
響

に
よ

る
記

録
的

豪
雨

と
人

的
、

物
的

災
害

を
選

択
。

・
課

題
内

容
で

す
が

、
1.

  豪
雨

に
よ

る
影

響
で

電
気

、
電

話
（

有
線

、
無

線
）

、
土

砂
崩

れ
に

よ
る

道
路

寸
断

、
市

庁
舎

を
含

め
て

水
没

。
特

に
通

信
回

線
の

不
通

が
状

況
把

握
を

困
難

に
さ

せ
た

。
こ

の
状

況
で

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

Ｆ
Ｍ

ラ
ジ

オ
局

で
あ

る
奄

美
エ

フ
エ

ム
が

安
否

情
報

等
を

24
時

間
体

制
で

発
進

し
た

。
2.

  濁
流

の
中

を
奄

美
海

保
潜

水
士

が
ゴ

ム
ボ

ー
ト

で
移

動
、

あ
る

い
は

市
職

員
が

カ
ヌ

ー
で

移
動

し
て

寸
断

地
域

の
救

助
活

動
開

始
。

3.
  災

害
普

及
拠

点
が

設
立

さ
れ

た
。

4.
  土

砂
や

洪
水

の
た

め
に

取
り

残
さ

れ
た

人
が

い
た

。

・
要

点
で

す
が

、
1.

 連
続

豪
雨

に
よ

り
災

害
対

応
に

必
須

の
通

信
手

段
が

な
く

な
っ

た
。

2.
 土

砂
崩

れ
に

よ
る

道
路

寸
断

に
よ

り
ゴ

ム
ボ

ー
ト

、
カ

ヌ
ー

で
要

救
助

者
の

捜
索

を
行

っ
た

。
3.

 土
砂

が
入

り
込

み
取

り
残

さ
れ

た
要

救
助

者
の

物
資

提
供

に
困

難
が

生
じ

た
。

4.
 情

報
提

供
に

ラ
ジ

オ
が

有
効

で
あ

る
こ

と
が

証
明

さ
れ

た
。

・
備

考
と

し
て

、
高

齢
者

が
取

り
残

さ
れ

る
こ

と
が

多
か

っ
た

が
、

看
護

学
生

、
地

域
住

民
が

協
力

し
た

た
め

高
齢

者
の

犠
牲

者
が

抑
え

ら
れ

た
。

・
こ

れ
ら

が
災

害
課

題
シ

ー
ト

の
ド

ロ
ー

ン
使

用
な

し
と

な
り

ま
す

。
課

題
で

す
の

で
対

応
方

法
は

要
点

の
み

と
な

り
ま

す
。

4
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記
入

シ
ー

ト
①

：
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ま

と
め

①

5

項
目

内
容

課
題

所
有

者
鹿

児
島

県
奄

美
地

方

災
害

、
減

災
、

遭
難

台
風

１
３

号
の

影
響

に
よ

る
記

録
的

豪
雨

と
人

的
、

物
的

災
害

課
題

内
容

(1
)
豪

雨
に

よ
る

影
響

で
電

気
、

電
話

（
有

線
、

無
線

）
、

土
砂

崩
れ

に
よ

る
道

路
寸

断
、

市
庁

舎
を

含
め

て
水

没
。

(2
)
特

に
通

信
回

線
の

不
通

が
状

況
把

握
を

困
難

に
さ

せ
た

。
こ

の
状

況
で

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

Ｆ
Ｍ

ラ
ジ

オ
局

で
あ

る
奄

美
エ

フ
エ

ム
が

安
否

情
報

等
を

２
４

時
間

体
制

で
発

進
し

た
。

(3
) 

濁
流

の
中

を
奄

美
海

保
潜

水
士

が
ゴ

ム
ボ

ー
ト

で
移

動
、

あ
る

い
は

市
職

員
が

カ
ヌ

ー
で

移
動

し
て

寸
断

地
域

の
救

助
活

動
開

始
。

(4
) 

災
害

普
及

拠
点

が
設

立
さ

れ
た

。
(5

) 
土

砂
や

洪
水

の
た

め
に

取
り

残
さ

れ
た

人
が

い
た

。

ド
ロ

ー
ン

活
用

で
課

題
改

善
で

き
た

か
も

し
れ

な
い

内
容

(1
)通

信
手

段
回

復
の

た
め

に
ド

ロ
ー

ン
に

ア
ン

テ
ナ

を
付

け
て

通
信

を
提

供
が

可
能

で
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
(2

) ラ
ジ

オ
の

ワ
ン

ウ
ェ

イ
情

報
発

信
に

加
え

て
、

災
害

地
域

の
情

報
に

合
わ

せ
た

情
報

発
信

と
簡

易
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
ド

ロ
ー

ン
で

提
供

可
能

で
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
(3

) 要
救

助
者

救
助

に
人

力
は

必
須

で
あ

る
が

、
要

救
助

の
低

高
度

捜
索

を
ド

ロ
ー

ン
で

実
施

可
能

で
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
(4

) 土
砂

が
入

り
込

み
取

り
残

さ
れ

た
場

所
へ

の
物

資
提

供
は

ド
ロ

ー
ン

な
ら

可
能

で
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

？
(5

) 災
害

普
及

拠
点

に
お

い
て

複
数

ド
ロ

ー
ン

に
よ

る
ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

情
報

収
集

が
即

時
に

可
能

で
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

？

備
考

最
終

的
な

災
害

対
応

は
人

力
で

行
う

必
要

が
あ

り
、

ド
ロ

ー
ン

が
で

き
な

い
災

害
対

応
と

あ
わ

せ
て

提
供

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

と
考

え
る

.

演
習

3
. 

災
害

課
題

シ
ー

ト
(ド

ロ
ー

ン
活

用
あ

り
）

（
例

）

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
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協

会
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・
こ

ち
ら

が
演

習
３

．
災

害
課

題
シ

ー
ト

の
ド

ロ
ー

ン
活

用
あ

り
の

例
で

す
。

・
課

題
所

有
者

と
、

災
害

、
減

災
、

遭
難

、
課

題
内

容
に

つ
い

て
は

演
習

２
の

シ
ー

ト
と

同
じ

に
な

り
ま

す
。

同
じ

課
題

に
対

す
る

ド
ロ

ー
ン

あ
り

な
し

で
す

の
で

、
変

え
て

は
い

け
ま

せ
ん

。
1.

  豪
雨

に
よ

る
影

響
で

電
気

、
電

話
（

有
線

、
無

線
）

、
土

砂
崩

れ
に

よ
る

道
路

寸
断

、
市

庁
舎

を
含

め
て

水
没

。
特

に
通

信
回

線
の

不
通

が
状

況
把

握
を

困
難

に
さ

せ
た

。
こ

の
状

況
で

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

Ｆ
Ｍ

ラ
ジ

オ
局

で
あ

る
奄

美
エ

フ
エ

ム
が

安
否

情
報

等
を

24
時

間
体

制
で

発
進

し
た

。
2.

  濁
流

の
中

を
奄

美
海

保
潜

水
士

が
ゴ

ム
ボ

ー
ト

で
移

動
、

あ
る

い
は

市
職

員
が

カ
ヌ

ー
で

移
動

し
て

寸
断

地
域

の
救

助
活

動
開

始
。

3.
  災

害
普

及
拠

点
が

設
立

さ
れ

た
。

4.
  土

砂
や

洪
水

の
た

め
に

取
り

残
さ

れ
た

人
が

い
た

。

・
ド

ロ
ー

ン
活

用
で

課
題

改
善

で
き

た
か

も
し

れ
な

い
内

容
1.

 連
続

豪
雨

に
よ

り
災

害
対

応
に

必
須

の
通

信
手

段
が

な
く

な
っ

た
。

2.
 土

砂
崩

れ
に

よ
る

道
路

寸
断

に
よ

り
ゴ

ム
ボ

ー
ト

、
カ

ヌ
ー

で
要

救
助

者
の

捜
索

を
行

っ
た

。 3.
 土

砂
が

入
り

込
み

取
り

残
さ

れ
た

要
救

助
者

の
物

資
提

供
に

困
難

が
生

じ
た

。
4.

 情
報

提
供

に
ラ

ジ
オ

が
有

効
で

あ
る

こ
と

が
証

明
さ

れ
た

。

・
備

考
と

し
て

、
最

終
的

な
災

害
対

応
は

人
力

で
行

う
必

要
が

あ
り

、
ド

ロ
ー

ン
が

で
き

な
い

災
害

対
応

と
あ

わ
せ

て
提

供
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

考
え

る
と

し
ま

し
た

。

こ
れ

ら
が

災
害

課
題

シ
ー

ト
の

ド
ロ

ー
ン

活
用

あ
り

と
な

り
ま

す
。

5

項
目

要
件

目
的

(ど
の

よ
う

な
サ

ー
ビ

ス
）

奄
美

大
島

豪
雨

時
の

低
高

度
被

害
調

査
、

要
救

助
者

捜
索

、
寸

断
地

域
へ

の
物

資
運

搬
、

簡
易

通
信

手
段

の
提

供

コ
ン

セ
プ

ト
(競

争
力

、
付

加
価

値
、

差
別

化
）

(1
) 

低
高

度
撮

影
と

高
性

能
カ

メ
ラ

に
よ

る
被

害
状

況
の

詳
細

な
調

査
。

(2
) 

土
砂

流
入

、
高

齢
者

が
多

い
地

域
で

避
難

が
遅

れ
た

住
民

の
捜

索
と

要
救

助
状

況
把

握
。

(3
) 

山
間

部
や

過
疎

地
域

で
寸

断
さ

れ
た

場
所

へ
の

生
活

物
資

運
搬

。
(4

) 
長

時
間

飛
行

に
よ

る
L
T
E
リ

ピ
ー

タ
ー

・
ア

ン
テ

ナ
中

継
器

に
よ

る
通

信
手

段
提

供
。

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

(タ
ー

ゲ
ッ

ト
顧

客
）

鹿
児

島
県

、
奄

美
市

他
（

地
方

自
治

体
）

付
加

価
値

(目
的

に
加

え
て

の
追

加
可

能
サ

ー
ビ

ス
）

(1
) 

日
ご

ろ
か

ら
の

地
域

調
査

に
よ

る
防

災
調

査
。

(2
) 

日
ご

ろ
か

ら
の

ド
ロ

ー
ン

操
縦

訓
練

・
ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

訓
練

提
供

に
よ

る
、

複
数

パ
イ

ロ
ッ

ト
養

成
と

待
機

。
災

害
時

に
活

躍
で

き
る

た
め

の
人

員
養

成
。

ス
ト

ッ
ク

性
(ビ

ジ
ネ

ス
が

継
続

で
き

る
環

境
）

(1
) 

大
雨

洪
水

被
害

は
地

球
温

暖
化

に
と

も
な

い
、

頻
度

が
毎

年
増

え
て

お
り

継
続

的
に

ビ
ジ

ネ
ス

を
続

け
ら

れ
る

。
(2

) 
防

災
目

的
で

の
継

続
調

査
に

よ
り

減
災

の
た

め
の

継
続

調
査

ビ
ジ

ネ
ス

が
可

能
。

(3
) 

奄
美

大
島

に
熟

知
し

た
ド

ロ
ー

ン
パ

イ
ロ

ッ
ト

養
成

訓
練

提
供

に
よ

り
継

続
サ

ー
ビ

ス
提

供
が

可
能

。
(4

) 
自

治
体

と
の

連
携

に
よ

り
継

続
的

な
業

務
委

託
が

可
能

と
な

る
。

演
習

4
. 

サ
ー

ビ
ス

開
発

要
件

シ
ー

ト
（

例
）

◆
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス
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こ
ち

ら
が

演
習

4．
サ

ー
ビ

ス
開

発
要

件
シ

ー
ト

の
例

で
す

。

・
サ

ー
ビ

ス
要

件
シ

ー
ト

に
は

７
項

目
あ

り
、

・
ま

ず
目

的
が

あ
り

ま
す

。
こ

れ
は

ど
の

よ
う

な
目

的
で

ビ
ジ

ネ
ス

を
行

う
か

と
い

う
こ

と
を

定
義

し
た

も
の

で
す

。
講

師
は

奄
美

大
島

豪
雨

時
の

低
高

度
被

害
調

査
、

要
救

助
者

捜
索

、
寸

断
地

域
へ

の
物

資
運

搬
、

簡
易

通
信

手
段

の
提

供
を

目
的

と
し

ま
し

た
。

・
次

に
コ

ン
セ

プ
ト

で
す

が
、

こ
れ

は
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
活

用
ビ

ジ
ネ

ス
の

競
争

力
、

付
加

価
値

、
差

別
化

と
い

う
こ

と
で

あ
り

、
次

の
項

目
を

あ
げ

て
み

ま
し

た
。

1.
 低

高
度

撮
影

と
高

性
能

カ
メ

ラ
に

よ
る

被
害

状
況

の
詳

細
な

調
査

。
2.

 土
砂

流
入

、
高

齢
者

が
多

い
地

域
で

避
難

が
遅

れ
た

住
民

の
捜

索
と

要
救

助
状

況
把

握
。

3.
 山

間
部

や
過

疎
地

域
で

寸
断

さ
れ

た
場

所
へ

の
生

活
物

資
運

搬
。

4.
 長

時
間

飛
行

に
よ

る
LT

Eリ
ピ

ー
タ

ー
・

ア
ン

テ
ナ

中
継

器
に

よ
る

通
信

手
段

提
供

。

・
次

に
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
（

お
客

）
で

す
が

、
こ

れ
は

鹿
児

島
県

、
奄

美
市

他
の

地
方

自
治

体
体

と
し

ま
し

た
。

・
次

に
付

加
価

値
で

す
が

、
こ

こ
は

上
記

の
目

的
に

加
え

て
追

加
で

可
能

な
サ

ー
ビ

ス
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
。

1.
 日

ご
ろ

か
ら

の
地

域
調

査
に

よ
る

防
災

調
査

。
2.

 日
ご

ろ
か

ら
の

ド
ロ

ー
ン

操
縦

訓
練

・
ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

訓
練

提
供

に
よ

る
、

複
数

パ
イ

ロ
ッ

ト
養

成
と

待
機

。
災

害
時

に
活

躍
で

き
る

た
め

の
人

員
養

成
。

・
ス

ト
ッ

ク
性

で
す

が
、

ス
ト

ッ
ク

性
と

は
ビ

ジ
ネ

ス
が

継
続

で
き

る
環

境
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
。

こ
れ

は
何

か
と

い
う

と
季

節
性

あ
る

い
は

単
発

の
ビ

ジ
ネ

ス
で

は
、

サ
ー

ビ
ス

を
始

め
て

も
ビ

ジ
ネ

ス
を

維
持

で
き

ず
に

倒
産

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
ま

す
。

こ
の

た
め

ス
ト

ッ
ク

性
で

ビ
ジ

ネ
ス

が
継

続
的

に
可

能
で

あ
る

こ
と

を
検

証
し

ま
す

。
ス

ト
ッ

ク
性

と
し

て
は

、
1.

 大
雨

洪
水

被
害

は
地

球
温

暖
化

に
と

も
な

い
、

頻
度

が
毎

年
増

え
て

お
り

継
続

的
に

ビ
ジ

ネ
ス

を
続

け
ら

れ
る

。
2.

 防
災

目
的

で
の

継
続

調
査

に
よ

り
減

災
の

た
め

の
継

続
調

査
ビ

ジ
ネ

ス
が

可
能

。
3.

 奄
美

大
島

に
熟

知
し

た
ド

ロ
ー

ン
パ

イ
ロ

ッ
ト

養
成

訓
練

提
供

に
よ

り
継

続
サ

ー
ビ

ス
提

供
が

可
能

。
4.

 自
治

体
と

の
連

携
に

よ
り

継
続

的
な

業
務

委
託

が
可

能
と

な
る

。

6
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項
目

要
件

サ
ー

ビ
ス

提
供

必
要

資
格

(1
)

ド
ロ

ー
ン

免
許

（
2
0
2
2
年

1
2
月

よ
り

）
/ 

国
土

交
通

省
個

別
許

可
(2

)
国

土
交

通
省

、
自

治
体

か
ら

の
ド

ロ
ー

ン
飛

行
許

可
（

特
に

災
害

時
の

調
整

）
(3

)
ガ

ソ
リ

ン
他

の
燃

料
輸

送
の

場
合

は
危

険
物

取
扱

資
格

制
約

条
件

(ビ
ジ

ネ
ス

実
行

で
直

面
す

る
困

難
な

事
柄

）

(1
)

大
雨

時
に

は
見

通
し

が
わ

る
く

な
る

た
め

に
、

可
視

光
カ

メ
ラ

の
限

界
が

あ
る

。
(2

)
報

道
、

警
察

、
自

衛
隊

ヘ
リ

と
の

連
携

が
必

要
（

作
業

障
害

防
止

、
衝

突
防

止
）

(3
)

赤
外

線
カ

メ
ラ

の
解

像
度

は
可

視
光

カ
メ

ラ
に

く
ら

べ
て

解
像

度
が

低
い

た
め

に
、

低
高

度
飛

行
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
技

術
が

必
要

。
(4

)
奄

美
大

鹿
は

起
伏

に
と

ん
だ

地
形

の
た

め
、

事
前

の
障

害
物

確
認

と
パ

イ
ロ

ッ
ト

技
術

が
必

要
。

演
習

4
. 

サ
ー

ビ
ス

開
発

要
件

シ
ー

ト
（

例
）

◆
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス
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・
次

に
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
活

用
に

あ
た

っ
て

の
必

要
資

格
で

す
が

、
1.

ド
ロ

ー
ン

免
許

（
20

22
年

12
月

よ
り

）
/ 

国
土

交
通

省
個

別
許

可
2.

 国
土

交
通

省
、

自
治

体
か

ら
の

ド
ロ

ー
ン

飛
行

許
可

（
特

に
災

害
時

の
調

整
）

3.
 ガ

ソ
リ

ン
他

の
燃

料
輸

送
の

場
合

は
危

険
物

取
扱

資
格

・
最

後
に

制
約

条
件

で
す

が
、

こ
れ

は
ビ

ジ
ネ

ス
を

実
行

す
る

に
あ

た
っ

て
直

面
す

る
困

難
な

事
柄

を
列

記
し

て
あ

り
ま

す
。

法
的

、
技

術
的

等
、

い
ろ

い
ろ

な
面

か
ら

制
約

が
あ

る
と

思
わ

れ
ま

す
。

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

活
用

で
の

制
約

と
し

て
1.

大
雨

時
に

は
見

通
し

が
わ

る
く

な
る

た
め

に
、

可
視

光
カ

メ
ラ

の
限

界
が

あ
る

。
2.

 報
道

、
警

察
、

自
衛

隊
ヘ

リ
と

の
連

携
が

必
要

（
作

業
障

害
防

止
、

衝
突

防
止

）
3.

 赤
外

線
カ

メ
ラ

の
解

像
度

は
可

視
光

カ
メ

ラ
に

く
ら

べ
て

解
像

度
が

低
い

た
め

に
、

低
高

度
飛

行
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
技

術
が

必
要

。
4.

 奄
美

大
鹿

は
起

伏
に

と
ん

だ
地

形
の

た
め

、
事

前
の

障
害

物
確

認
と

パ
イ

ロ
ッ

ト
技

術
が

必
要

。

・
以

上
が

講
師

が
考

え
た

サ
ー

ビ
ス

開
発

要
件

シ
ー

ト
と

な
り

ま
す

。

7

演
習

5
. 

製
品

概
要

シ
ー

ト
（

例
）

◆
災

害
対

応
用

ド
ロ

ー
ン

(S
A

IT
O

T
E
C

 Y
O

R
O

I 
 6

S
2

2
0

0
F
）

8

項
目

要
件

目
的

奄
美

大
島

豪
雨

時
の

低
高

度
被

害
調

査
、

要
救

助
者

捜
索

、
寸

断
地

域
へ

の
物

資
運

搬
、

簡
易

通
信

手
段

の
提

供

機
能

(1
)

災
害

時
の

雨
天

、
強

風
で

も
飛

行
可

能
で

あ
る

こ
と

。
(2

)
山

間
部

の
自

律
飛

行
が

可
能

で
あ

る
こ

と
。

(3
)

長
時

間
飛

行
が

可
能

で
あ

る
こ

と
（

長
け

れ
ば

長
い

ほ
ど

良
い

）
。

(4
)

被
害

の
詳

細
状

況
把

握
の

た
め

、
高

倍
率

ズ
ー

ム
が

可
能

で
あ

る
こ

と
。

(5
)

夜
間

で
も

捜
索

可
能

と
す

る
た

め
に

赤
外

線
、

ス
ポ

ッ
ト

ラ
イ

ト
、

ス
ピ

ー
カ

ー
対

応
が

可
能

で
あ

る
こ

と
。

(6
)

複
数

メ
ー

カ
ー

の
ド

ロ
ー

ン
を

導
入

す
る

の
は

、
コ

ス
ト

的
、

保
守

面
で

課
題

と
な

る
た

め
、

懸
架

機
能

で
オ

プ
シ

ョ
ン

交
換

が
可

能
な

機
種

で
あ

る
こ

と
。

(7
)

物
資

運
搬

の
た

め
の

ペ
イ

ロ
ー

ド
が

大
き

い
こ

と
。

対
象

分
野

災
害

広
域

調
査

、
孤

立
化

し
た

住
民

捜
索

、
寸

断
地

域
へ

の
物

資
運

搬

拡
張

性
(1

) 
奄

美
大

島
以

外
の

近
隣

離
島

に
た

い
す

る
長

時
間

自
律

飛
行

で
の

物
資

運
搬

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。
(2

) 
夜

間
に

お
け

る
要

救
助

者
捜

索
の

た
め

の
赤

外
線

カ
メ

ラ
搭

載
が

可
能

で
あ

る
こ

と
。

保
守
運
用

高
額

部
品

で
あ

る
バ

ッ
テ

リ
ー

他
部

品
の

互
換

性
・

保
守

性
、

国
土

交
通

省
か

ら
の

飛
行

許
可

取
得

・
免

許
の

困
難

さ
か

ら
１

機
種

で
の

運
用

が
必

須
。

選
択

理
由

(1
)

現
状

で
は

す
べ

て
の

機
能

を
満

た
す

無
人

航
空

機
は

な
い

が
、

4
0
K
g
と

い
う

ペ
イ

ロ
ー

ド
は

他
者

に
は

な
い

。
(2

)
２

パ
イ

ロ
ッ

ト
に

よ
る

操
作

が
可

能
で

あ
る

。
(3

)
自

律
飛

行
が

可
能

で
あ

る
。
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・
こ

ち
ら

が
演

習
5．

製
品

概
要

シ
ー

ト
シ

ー
ト

の
例

で
す

。

・
製

品
概

要
シ

ー
ト

は
６

項
目

あ
り

、

・
ま

ず
目

的
が

あ
り

ま
す

。
こ

れ
は

ど
の

よ
う

な
目

的
で

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

を
活

用
す

る
の

か
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
、

奄
美

大
島

豪
雨

時
の

低
高

度
被

害
調

査
、

要
救

助
者

捜
索

、
寸

断
地

域
へ

の
物

資
運

搬
、

簡
易

通
信

手
段

の
提

供

・
機

能
で

は
、

1.
 災

害
時

の
雨

天
、

強
風

で
も

飛
行

可
能

で
あ

る
こ

と
。

2.
 山

間
部

の
自

律
飛

行
が

可
能

で
あ

る
こ

と
。

3.
 長

時
間

飛
行

が
可

能
で

あ
る

こ
と

（
長

け
れ

ば
長

い
ほ

ど
良

い
）

。
4.

 被
害

の
詳

細
状

況
把

握
の

た
め

、
高

倍
率

ズ
ー

ム
が

可
能

で
あ

る
こ

と
。

5.
 夜

間
で

も
捜

索
可

能
と

す
る

た
め

に
赤

外
線

、
ス

ポ
ッ

ト
ラ

イ
ト

、
ス

ピ
ー

カ
ー

対
応

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。
6.

 複
数

メ
ー

カ
ー

の
ド

ロ
ー

ン
を

導
入

す
る

の
は

、
コ

ス
ト

的
、

保
守

面
で

課
題

と
な

る
た

め
、

懸
架

機
能

で
オ

プ
シ

ョ
ン

交
換

が
可

能
な

機
種

で
あ

る
こ

と
。

7.
物

資
運

搬
の

た
め

の
ペ

イ
ロ

ー
ド

が
大

き
い

こ
と

。

・
対

象
分

野
で

は
、

1.
 災

害
広

域
調

査
、

孤
立

化
し

た
住

民
捜

索
、

寸
断

地
域

へ
の

物
資

運
搬

・
拡

張
性

で
は

、
1.

  奄
美

大
島

以
外

の
近

隣
離

島
に

た
い

す
る

長
時

間
自

律
飛

行
で

の
物

資
運

搬
が

可
能

で
あ

る
こ

と
。

2.
 夜

間
に

お
け

る
要

救
助

者
捜

索
の

た
め

の
赤

外
線

カ
メ

ラ
搭

載
が

可
能

で
あ

る
こ

と
。

・
保

守
運

用
で

は
、

1.
 高

額
部

品
で

あ
る

バ
ッ

テ
リ

ー
他

部
品

の
互

換
性

・
保

守
性

、
国

土
交

通
省

か
ら

の
飛

行
許

可
取

得
・

免
許

の
困

難
さ

か
ら

１
機

種
で

の
運

用
が

必
須

。

・
最

後
に

戦
略

理
由

で
す

が
、

1.
 現

状
で

は
す

べ
て

の
機

能
を

満
た

す
無

人
航

空
機

は
な

い
が

、
40

Kg
と

い
う

ペ
イ

ロ
ー

ド
は

他
者

に
は

な
い

。
２

パ
イ

ロ
ッ

ト
に

よ
る

操
作

可
能

で
あ

る
。

3.
 自

律
飛

行
が

可
能

で
あ

る
。

8
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演
習

6
. 

技
術

課
題

シ
ー

ト
(例

)

9

項
目

要
件

使
用

目
的

に
対

し
て

不
足

し
て

い
る

機
能

災
害

対
応

分
野

へ
の

ド
ロ

ー
ン

活
用

に
不

足
し

て
い

る
機

能
:

1
. 

起
伏

の
激

し
い

地
形

で
状

況
把

握
を

目
視

外
で

行
う

た
め

の
３

D
設

定
自

律
飛

行
機

能
。

2
. 

状
況

把
握

や
捜

索
、

物
資

運
搬

の
た

め
の

長
時

間
飛

行
。

3
. 

夜
間

に
お

け
る

捜
索

の
た

め
の

高
解

像
度

赤
外

線
カ

メ
ラ

。
4
. 

要
救

助
者

発
見

時
の

呼
び

か
け

や
、

災
害

放
送

提
供

の
た

め
の

ス
ピ

ー
カ

ー
機

能
（

オ
プ

シ
ョ

ン
で

追
加

可
能

と
推

測
）

。
4
. 

複
数

部
門

に
映

像
を

同
時

配
信

す
る

ス
ト

リ
ー

ミ
ン

グ
機

能
。

必
要

機
能

1
.起

伏
の

激
し

い
地

形
で

の
自

立
飛

行
の

た
め

に
、

3
D

マ
ッ

プ
を

取
り

込
ん

だ
自

立
飛

行
機

能
(現

在
は

パ
イ

ロ
ッ

ト
が

手
動

で
高

度
設

定
し

た
飛

行
ル

ー
ト

が
可

能
）

。
2
.障

害
物

や
他

の
航

空
機

と
の

衝
突

防
止

の
た

め
に

超
音

波
あ

る
い

は
電

波
反

射
に

よ
る

衝
突

防
止

機
能

(可
視

光
で

の
衝

突
防

止
は

既
存

機
能

で
可

能
）

。
3
.長

時
間

飛
行

の
た

め
の

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

機
能

搭
載

（
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
エ

ン
ジ

ン
の

提
供

は
市

場
に

す
で

に
あ

る
）

。
4
. 

携
帯

電
話

の
L
T
E

や
５

G
を

利
用

し
た

通
信

提
供

と
ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

配
信

機
能

。

技
術

課
題

・
制

約

1
.

市
場

に
あ

る
不

足
機

能
の

提
供

に
は

は
開

発
元

(ド
ロ

ー
ン

会
社

、
赤

外
線

カ
メ

ラ
会

社
、

国
土

交
通

省
他

）
と

の
パ

ー
ト

ナ
ー

連
携

が
必

須
。

(ア
プ

リ
開

発
の

た
め

の
S
D

K
が

提
供

さ
れ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
）

2
.

無
人

航
空

機
開

発
元

は
S
A
IT

O
T
E
C
（

山
梨

県
）

と
の

遠
距

離
開

発
と

な
る

。
(仕

様
が

決
ま

れ
ば

リ
モ

ー
ト

で
開

発
す

る
こ

と
も

可
能

）

課
題

解
決

の
開

発
元

S
A
IT

O
T
E
C
は

少
人

数
の

メ
ー

カ
ー

で
あ

り
、

上
記

不
足

機
能

は
個

別
開

発
と

な
る

。
IT

版
地

産
地

消
(ニ

ア
シ

ョ
ア

）
を

念
頭

に
、

災
害

地
地

域
の

課
題

に
一

番
詳

し
い

地
元

IT
会

社
と

共
同

で
行

う
こ

と
が

望
ま

し
い

。

将
来
必
要
と
な
る
機
能

（
現
在
は
明
確
で
は
な
い
、

又
は
希
望
で
も
よ
い
）

1
.

携
帯

会
社

と
の

連
携

で
L
T
E
リ

ピ
ー

タ
ー

、
ア

ン
テ

ナ
を

ド
ロ

ー
ン

に
搭

載
す

る
こ

と
に

よ
り

緊
急

通
信

回
線

提
供

を
行

う
。

2
.

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

は
技

術
が

必
要

で
あ

り
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
の

開
発

が
求

め
ら

れ
る

。

◆
災

害
対

応
用

ド
ロ

ー
ン

(S
A

IT
O

T
E
C

 Y
O

R
O

I 
 6

S
2

2
0

0
F
）
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ら
が

演
習

6．
技

術
課

題
シ

ー
ト

の
例

で
全

部
で

５
項

目
あ

り
ま

す
。

・
ま

ず
使

用
目

的
に

対
し

て
不

足
し

て
い

る
機

能
で

す
が

、
災

害
対

応
と

し
て

は
、

1.
 起

伏
の

激
し

い
地

形
で

状
況

把
握

を
目

視
外

で
行

う
た

め
の

３
D

設
定

自
律

飛
行

機
能

。
2.

 状
況

把
握

や
捜

索
、

物
資

運
搬

の
た

め
の

長
時

間
飛

行
。

3.
 夜

間
に

お
け

る
捜

索
の

た
め

の
高

解
像

度
赤

外
線

カ
メ

ラ
。

4.
 要

救
助

者
発

見
時

の
呼

び
か

け
や

、
災

害
放

送
提

供
の

た
め

の
ス

ピ
ー

カ
ー

機
能

（
オ

プ
シ

ョ
ン

で
追

加
可

能
と

推
測

）
。

4.
 複

数
部

門
に

映
像

を
同

時
配

信
す

る
ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

機
能

。

・
必

要
機

能
で

は
、

1.
起

伏
の

激
し

い
地

形
で

の
自

立
飛

行
の

た
め

に
、

3D
マ

ッ
プ

を
取

り
込

ん
だ

自
立

飛
行

機
能

(現
在

は
パ

イ
ロ

ッ
ト

が
手

動
で

高
度

設
定

し
た

飛
行

ル
ー

ト
が

可
能

）
。

2.
障

害
物

や
他

の
航

空
機

と
の

衝
突

防
止

の
た

め
に

超
音

波
あ

る
い

は
電

波
反

射
に

よ
る

衝
突

防
止

機
能

(可
視

光
で

の
衝

突
防

止
は

既
存

機
能

で
可

能
）

。
3.

長
時

間
飛

行
の

た
め

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
機

能
搭

載
（

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

エ
ン

ジ
ン

の
提

供
は

市
場

に
す

で
に

あ
る

）
。

4.
 携

帯
電

話
の

LT
Eや

５
G

を
利

用
し

た
通

信
提

供
と

ス
ト

リ
ー

ミ
ン

グ
配

信
機

能
。

・
技

術
課

題
・

制
約

で
は

、
1.

 市
場

に
あ

る
不

足
機

能
の

提
供

に
は

は
開

発
元

(ド
ロ

ー
ン

会
社

、
赤

外
線

カ
メ

ラ
会

社
、

国
土

交
通

省
他

）
と

の
パ

ー
ト

ナ
ー

連
携

が
必

須
。

(ア
プ

リ
開

発
の

た
め

の
SD

K
が

提
供

さ
れ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
）

2.
 無

人
航

空
機

開
発

元
は

SA
IT

O
TE

C（
山

梨
県

）
と

の
遠

距
離

開
発

と
な

る
。

(仕
様

が
決

ま
れ

ば
リ

モ
ー

ト
で

開
発

す
る

こ
と

も
可

能
）

・
課

題
解

決
の

開
発

元
は

、
SA

IT
O

TE
Cは

少
人

数
の

メ
ー

カ
ー

で
あ

り
、

上
記

不
足

機
能

は
個

別
開

発
と

な
る

。
IT

版
地

産
地

消
(ニ

ア
シ

ョ
ア

）
を

念
頭

に
、

災
害

地
地

域
の

課
題

に
一

番
詳

し
い

地
元

IT
会

社
と

共
同

で
行

う
こ

と
が

望
ま

し
い

。

・
将

来
必

要
と

な
る

機
能

（
現

在
は

明
確

で
は

な
い

、
又

は
希

望
で

も
よ

い
）

は
、

1.
 携

帯
会

社
と

の
連

携
で

LT
Eリ

ピ
ー

タ
ー

、
ア

ン
テ

ナ
を

ド
ロ

ー
ン

に
搭

載
す

る
こ

と
に

よ
り

緊
急

通
信

回
線

提
供

を
行

う
。

2.
 災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
は

技
術

が
必

要
で

あ
り

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

の
開

発
が

求
め

ら
れ

る
。

9
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7
. 

法
的

要
件

シ
ー

ト
(例

)

10

項
目

要
件

サ
ー

ビ
ス

内
容

奄
美

大
島

豪
雨

時
の

低
高

度
被

害
調

査
、

要
救

助
者

捜
索

、
寸

断
地

域
へ

の
物

資
運

搬
、

簡
易

通
信

手
段

の
提

供

1
. 

低
高

度
撮

影
と

高
性

能
カ

メ
ラ

に
よ

る
被

害
状

況
の

詳
細

な
調

査
。

2
. 

土
砂

流
入

、
高

齢
者

が
多

い
地

域
で

避
難

が
遅

れ
た

住
民

の
捜

索
と

要
救

助
状

況
把

握
。

3
. 

山
間

部
や

過
疎

地
域

で
寸

断
さ

れ
た

場
所

へ
の

生
活

物
資

運
搬

。
4
. 

長
時

間
飛

行
に

よ
る

L
T
E
リ

ピ
ー

タ
ー

・
ア

ン
テ

ナ
中

継
器

に
よ

る
通

信
手

段
提

供
。

5
. 

将
来

: 
日

ご
ろ

か
ら

の
地

域
調

査
に

よ
る

防
災

調
査

。
6
. 

将
来

: 
日

ご
ろ

か
ら

の
ド

ロ
ー

ン
操

縦
訓

練
・

ス
ト

リ
ー

ミ
ン

グ
訓

練
提

供
に

よ
る

、
複

数
パ

イ
ロ

ッ
ト

養
成

と
待

機
。

災
害

時
に

活
躍

で
き

る
た

め
の

人
員

養
成

。

1
.

基
本

規
制

に
か

か
る

か
?

1
.奄

美
市

名
瀬

地
区

は
D

ID
地

区
で

あ
り

、
近

く
に

陸
上

自
衛

隊
の

駐
屯

地
が

あ
る

た
め

、
D

ID
規

制
と

飛
行

禁
止

区
域

制
限

に
か

か
か

っ
て

い
る

。
2
.奄

美
空

港
近

く
は

飛
行

禁
止

で
あ

り
、

数
か

所
に

防
衛

施
設

が
あ

り
飛

行
禁

止
と

な
っ

て
い

る
。

パ
イ

ロ
ッ

ト
が

手
動

で
高

度
設

定
し

た
飛

行
ル

ー
ト

が
可

能
）

。
3
.夜

間
捜

索
に

は
夜

間
飛

行
許

可
が

必
要

。
4
.寸

断
地

域
に

ド
ロ

ー
ン

ポ
ー

ト
が

な
い

場
合

、
物

資
運

搬
に

投
下

が
伴

う
可

能
性

が
あ

る
。

2
. 

パ
イ

ロ
ッ

ト
が

必
要

な
カ

テ
ゴ

リ
ー

許
可

・
免

許
は

？

1
.L

E
V
E
L
1
 (

目
視

内
＋

操
縦

飛
行

),
 L

E
V
E
L
2
 (

目
視

内
＋

自
律

飛
行

),
 

L
E
V
E
L
3
 (

目
視

外
＋

無
人

地
帯

（
補

助
者

な
し

）
)

2
.L

E
V
E
L
4
 (

目
視

外
＋

有
人

地
帯

（
補

助
者

な
し

）
)は

対
応

す
る

機
体

が
な

い
の

で
、

現
時

点
で

は
必

要
外

と
す

る
。

3
. 

機
体

に
対

す
る

制
限

は
？

S
A
IT

O
T
E
C
 Y

O
R
O

I 
6
S
2
2
0
0
F
は

総
重

量
2
5
K
G

以
上

1
5
0
kg

未
満

で
あ

る
た

め
に

、
メ

ー
カ

ー
取

得
の

機
体

認
証

が
必

要
。

（
機

体
認

証
取

得
済

）

◆
災

害
対

応
用

ド
ロ

ー
ン

(S
A

IT
O

T
E
C

 Y
O

R
O

I 
 6

S
2

2
0

0
F
）
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こ
ち

ら
が

演
習

7．
法

的
要

件
シ

ー
ト

の
例

で
全

部
で

７
項

目
あ

り
ま

す
。

・
災

害
対

応
ド

ロ
ー

ン
で

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

内
容

で
す

が
、

奄
美

大
島

豪
雨

時
の

低
高

度
被

害
調

査
、

要
救

助
者

捜
索

、
寸

断
地

域
へ

の
物

資
運

搬
、

簡
易

通
信

手
段

の
提

供
と

い
う

こ
と

で
1.

 低
高

度
撮

影
と

高
性

能
カ

メ
ラ

に
よ

る
被

害
状

況
の

詳
細

な
調

査
。

2.
 土

砂
流

入
、

高
齢

者
が

多
い

地
域

で
避

難
が

遅
れ

た
住

民
の

捜
索

と
要

救
助

状
況

把
握

。
3.

 山
間

部
や

過
疎

地
域

で
寸

断
さ

れ
た

場
所

へ
の

生
活

物
資

運
搬

。
4.

 長
時

間
飛

行
に

よ
る

LT
Eリ

ピ
ー

タ
ー

・
ア

ン
テ

ナ
中

継
器

に
よ

る
通

信
手

段
提

供
。

5.
 将

来
: 日

ご
ろ

か
ら

の
地

域
調

査
に

よ
る

防
災

調
査

。
6.

 将
来

: 日
ご

ろ
か

ら
の

ド
ロ

ー
ン

操
縦

訓
練

・
ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

訓
練

提
供

に
よ

る
、

複
数

パ
イ

ロ
ッ

ト
養

成
と

待
機

。
災

害
時

に
活

躍
で

き
る

た
め

の
人

員
養

成
。

提
供

サ
ー

ビ
ス

に
た

い
し

て
ど

の
よ

う
な

法
律

・
規

制
が

関
係

す
る

か
を

検
討

し
ま

す
。

・
1.

基
本

規
制

に
か

か
る

か
?

1.
奄

美
市

名
瀬

地
区

は
D

ID
地

区
で

あ
り

、
近

く
に

陸
上

自
衛

隊
の

駐
屯

地
が

あ
る

た
め

、
D

ID
規

制
と

飛
行

禁
止

区
域

制
限

に
か

か
か

っ
て

い
る

。
2.

奄
美

空
港

近
く

は
飛

行
禁

止
で

あ
り

、
数

か
所

に
防

衛
施

設
が

あ
り

飛
行

禁
止

と
な

っ
て

い
る

。
パ

イ
ロ

ッ
ト

が
手

動
で

高
度

設
定

し
た

飛
行

ル
ー

ト
が

可
能

）
。

3.
夜

間
捜

索
に

は
夜

間
飛

行
許

可
が

必
要

。
4.

寸
断

地
域

に
ド

ロ
ー

ン
ポ

ー
ト

が
な

い
場

合
、

物
資

運
搬

に
投

下
が

伴
う

可
能

性
が

あ
る

。

・
2.

 パ
イ

ロ
ッ

ト
が

必
要

な
カ

テ
ゴ

リ
ー

許
可

・
免

許
は

？
1.

LE
VE

L1
 (目

視
内

＋
操

縦
飛

行
), 

LE
VE

L2
 (目

視
内

＋
自

律
飛

行
), 

 L
EV

EL
3 

(目
視

外
＋

無
人

地
帯

（
補

助
者

な
し

）
)

2.
LE

VE
L4

 (目
視

外
＋

有
人

地
帯

（
補

助
者

な
し

）
)は

対
応

す
る

機
体

が
な

い
の

で
、

現
時

点
で

は
必

要
外

と
す

る
。

・
3.

 機
体

に
対

す
る

制
限

は
？

SA
IT

O
TE

C 
YO

RO
I 6

S2
20

0F
は

総
重

量
25

KG
以

上
15

0k
g未

満
で

あ
る

た
め

に
、

メ
ー

カ
ー

取
得

の
機

体
認

証
が

必
要

で
す

が
機

体
認

証
取

得
済

で
す

。
10
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7
. 

法
的

要
件

シ
ー

ト
(例

)

11

項
目

要
件

4
. 

ロ
ー

カ
ル

規
制

は
？

奄
美

市
に

お
け

る
ロ

ー
カ

ル
ル

ー
ル

は
特

に
な

し
。

上
記

1
~

4
の

法
律

・
規

制
に

対
す

る
現

時
点

で
必

要
な

対
応

方
法

1
.

パ
イ

ロ
ッ

ト
免

許
２

等
を

取
得

す
る

か
、

ド
ロ

ー
ン

訓
練

に
よ

る
個

別
許

可
を

国
土

交
通

省
か

ら
取

得
す

る
必

要
が

あ
る

。
2
.

災
害

時
あ

る
い

は
日

ご
ろ

の
訓

練
の

た
め

に
、

地
元

自
治

体
、

警
察

、
自

衛
隊

他
へ

の
事

前
調

整
が

必
要

。

上
記

1
~

4
の
法
律
・
規

制
に
対
す
る
将
来
必
要
な

対
応
方
法

将
来

的
に

は
D

ID
地

区
で

あ
る

奄
美

市
名

瀬
地

区
で

取
り

残
さ

れ
た

人
の

捜
索

の
た

め
に

、
L
E
V
E
L
4
カ

テ
ゴ

リ
ー

が
必

要
と

な
る

と
思

わ
れ

る
。

た
だ

し
現

時
点

で
は

機
体

が
な

い
の

で
、

将
来

可
能

と
な

っ
た

時
点

で
考

え
る

。

◆
災

害
対

応
用

ド
ロ

ー
ン

(S
A

IT
O

T
E
C

 Y
O

R
O

I 
 6

S
2

2
0

0
F
）

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

・
4.

 ロ
ー

カ
ル

規
制

は
？

奄
美

市
に

お
け

る
ロ

ー
カ

ル
ル

ー
ル

は
特

に
な

し
。

・
上

記
1~

4の
法

律
・

規
制

に
対

す
る

現
時

点
で

必
要

な
対

応
方

法
で

す
が

、
1.

パ
イ

ロ
ッ

ト
免

許
２

等
を

取
得

す
る

か
、

ド
ロ

ー
ン

訓
練

に
よ

る
個

別
許

可
を

国
土

交
通

省
か

ら
取

得
す

る
必

要
が

あ
る

。
2.

 災
害

時
あ

る
い

は
日

ご
ろ

の
訓

練
の

た
め

に
、

地
元

自
治

体
、

警
察

、
自

衛
隊

他
へ

の
事

前
調

整
が

必
要

。

・
上

記
1~

4の
法

律
・

規
制

に
対

す
る

将
来

必
要

な
対

応
方

法
は

あ
る

の
か

で
す

が
、

将
来

的
に

は
D

ID
地

区
で

あ
る

奄
美

市
名

瀬
地

区
で

取
り

残
さ

れ
た

人
の

捜
索

の
た

め
に

、
LE

VE
L4

カ
テ

ゴ
リ

ー
が

必
要

と
な

る
と

思
わ

れ
る

。
た

だ
し

現
時

点
で

は
機

体
が

な
い

の
で

、
将

来
可

能
と

な
っ

た
時

点
で

考
え

る
。

11

©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

演
習

8
. 

ま
と

め
シ

ー
ト

(例
)

12

災
害

課
題

（
ド

ロ
ー

ン
な

し
）

災
害

課
題

（
ド

ロ
ー

ン
活

用
な

ら
ど

う
だ

っ
た

か
？

）

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
必

要
製

品
(必

要
仕

様
）

技
術

課
題

解
決

法
的

課
題

解
決

顧
客

（
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
）

鹿
児

島
県

奄
美

地
方

（
地

方
自

治
体

）
←

←
←

←
←

課
題

、
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

、
技

術
課

題
、

法
的

課
題

の
相

関
関

係

大
規

模
洪

水
に

よ
る

被
害

地
域

の
詳

細
調

査
、

要
救

助
者

捜
索

、
物

資
運

搬
。

(1
) 

連
続

豪
雨

に
よ

り
災

害
対

応
に

必
須

の
通

信
手

段
が

な
く

な
っ

た
。

(2
) 

土
砂

崩
れ

に
よ

る
道

路
寸

断
に

よ
り

ゴ
ム

ボ
ー

ト
、

カ
ヌ

ー
で

要
救

助
者

の
捜

索
を

行
っ

た
。

(3
) 

土
砂

が
入

り
込

み
取

り
残

さ
れ

た
要

救
助

者
の

物
資

提
供

に
困

難
が

生
じ

た
。

(4
) 

情
報

提
供

に
ラ

ジ
オ

が
有

効
で

あ
る

こ
と

が
証

明
さ

れ
た

。

大
規

模
洪

水
に

よ
る

被
害

地
域

の
詳

細
調

査
、

要
救

助
者

捜
索

、
物

資
運

搬

(1
)

通
信

手
段

回
復

の
た

め
に

ド
ロ

ー
ン

に
ア

ン
テ

ナ
を

付
け

て
通

信
を

提
供

が
可

能
で

あ
っ

た
の

で
は

な
い

か
？

(2
) 

ラ
ジ

オ
の

ワ
ン

ウ
ェ

イ
情

報
発

信
に

加
え

て
、

災
害

地
域

の
情

報
に

合
わ

せ
た

情
報

発
信

と
簡

易
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
ド

ロ
ー

ン
で

提
供

可
能

で
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

?

(3
) 

要
救

助
者

救
助

に
人

力
は

必
須

で
あ

る
が

、
要

救
助

の
低

高
度

捜
索

を
ド

ロ
ー

ン
で

実
施

可
能

で
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

?

(4
) 

土
砂

が
入

り
込

み
取

り
残

さ
れ

た
場

所
へ

の
物

資
提

供
は

ド
ロ

ー
ン

な
ら

可
能

で
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

？

(5
) 

災
害

普
及

拠
点

に
お

い
て

複
数

ド
ロ

ー
ン

に
よ

る
ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

情
報

収
集

が
即

時
に

可
能

で
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

？

(1
) 

低
高

度
撮

影
と

高
性

能
カ

メ
ラ

に
よ

る
被

害
状

況
の

詳
細

な
調

査
。

(2
) 

 土
砂

流
入

、
高

齢
者

が
多

い
地

域
で

避
難

が
遅

れ
た

住
民

の
捜

索
と

要
救

助
状

況
把

握
。

(3
) 

山
間

部
や

過
疎

地
域

で
寸

断
さ

れ
た

場
所

へ
の

生
活

物
資

運
搬

(4
) 

長
時

間
飛

行
に

よ
る

LT
E
リ

ピ
ー

タ
ー

・
ア

ン
テ

ナ
中

継
器

に
よ

る
通

信
手

段
提

供
。

(1
) 

災
害

時
の

雨
天

強
風

で
も

飛
行

可
能

で
あ

る
こ

と
。

(2
) 

山
間

部
の

自
律

飛
行

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。

(3
) 

長
時

間
飛

行
が

可
能

で
あ

る
こ

と
（

長
け

れ
ば

長
い

ほ
ど

良
い

）
。

(4
) 

被
害

の
詳

細
状

況
把

握
の

た
め

、
高

倍
率

ズ
ー

ム
が

可
能

で
あ

る
こ

と
。

(5
) 

夜
間

で
も

捜
索

可
能

と
す

る
た

め
に

赤
外

線
、

ス
ポ

ッ
ト

ラ
イ

ト
、

ス
ピ

ー
カ

ー
対

応
が

可
能

で
あ

る
こ

と
。

(6
) 

複
数

メ
ー

カ
ー

の
ド

ロ
ー

ン
を

導
入

す
る

の
は

、
コ

ス
ト

的
、

保
守

面
で

課
題

と
な

る
た

め
、

懸
架

機
能

で
オ

プ
シ

ョ
ン

交
換

が
可

能
な

機
種

で
あ

る
こ

と
。

(7
) 

物
資

運
搬

の
た

め
の

ペ
イ

ロ
ー

ド
が

大
き

い
こ

と
。

←
こ

の
機

能
を

A
ll-

in
-

O
n
e
 (

1
機

種
）

で
提

供
す

る
無

人
航

空
機

は
ま

だ
な

い
。

(1
) 

起
伏

の
激

し
い

地
形

で
の

自
立

飛
行

の
た

め
に

、
3
D

マ
ッ

プ
を

取
り

込
ん

だ
自

立
飛

行
機

能
(現

在
は

パ
イ

ロ
ッ

ト
が

手
動

で
高

度
設

定
し

た
飛

行
ル

ー
ト

が
可

能
）

。

(2
) 

障
害

物
や

他
の

航
空

機
と

の
衝

突
防

止
の

た
め

に
超

音
波

あ
る

い
は

電
波

反
射

に
よ

る
衝

突
防

止
機

能
(可

視
光

で
の

衝
突

防
止

は
既

存
機

能
で

可
能

）
。

(3
) 

長
時

間
飛

行
の

た
め

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
機

能
搭

載
（

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

エ
ン

ジ
ン

の
提

供
は

市
場

に
す

で
に

あ
る

）
。

(4
) 

携
帯

電
話

の
LT

E
や

５
G

を
利

用
し

た
通

信
提

供
と

ス
ト

リ
ー

ミ
ン

グ
配

信
機

能
。

(1
) 

奄
美

市
名

瀬
地

区
は

D
ID

地
区

で
あ

り
、

近
く

に
陸

上
自

衛
隊

の
駐

屯
地

が
あ

る
た

め
、

D
ID

規
制

と
飛

行
禁

止
区

域
制

限
に

か
か

か
っ

て
い

る
。

(2
)奄

美
空

港
近

く
は

飛
行

禁
止

で
あ

り
、

数
か

所
に

防
衛

施
設

が
あ

り
飛

行
禁

止
と

な
っ

て
い

る
。

パ
イ

ロ
ッ

ト
が

手
動

で
高

度
設

定
し

た
飛

行
ル

ー
ト

が
可

能
）

。

(4
) 

夜
間

捜
索

に
は

夜
間

飛
行

許
可

が
必

要
。

(5
) 

寸
断

地
域

に
ド

ロ
ー

ン
ポ

ー
ト

が
な

い
場

合
、

物
資

運
搬

に
投

下
が

伴
う

可
能

性
が

あ
り

個
別

許
可

が
必

要
。

・
こ

れ
が

講
師

の
PB

L学
習

で
あ

る
、

中
山

間
部

に
対

す
る

災
害

対
応

と
要

救
助

者
捜

索
各

シ
ー

ト
の

ま
と

め
抽

出
の

見
本

で
す

。
全

部
で

３
項

目
あ

り
ま

す
。

・
１

項
目

目
の

顧
客

（
あ

る
い

は
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
）

は
、

災
害

課
題

、
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

、
製

品
、

技
術

課
題

、
法

的
課

題
に

か
か

わ
ら

ず
明

確
で

あ
る

た
め

、
課

題
の

マ
ス

に
鹿

児
島

県
奄

美
地

方
地

方
自

治
体

と
し

ま
し

た
。

・
次

に
課

題
、

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
、

技
術

課
題

、
法

的
課

題
の

相
関

関
係

で
す

が
、

大
規

模
洪

水
に

よ
る

被
害

地
域

の
詳

細
調

査
、

要
救

助
者

捜
索

、
物

資
運

搬
を

が
課

題
と

考
え

ま
し

た
。

・
災

害
に

対
す

る
対

応
で

、
当

時
ド

ロ
ー

ン
が

な
か

っ
た

時
に

は
、

1.
  連

続
豪

雨
に

よ
り

災
害

対
応

に
必

須
の

通
信

手
段

が
な

く
な

っ
た

。
2.

 土
砂

崩
れ

に
よ

る
道

路
寸

断
に

よ
り

ゴ
ム

ボ
ー

ト
、

カ
ヌ

ー
で

要
救

助
者

の
捜

索
を

行
っ

た
。

3.
 土

砂
が

入
り

込
み

取
り

残
さ

れ
た

要
救

助
者

の
物

資
提

供
に

困
難

が
生

じ
た

。
4.

 情
報

提
供

に
ラ

ジ
オ

が
有

効
で

あ
る

こ
と

が
証

明
さ

れ
た

。

・
次

に
で

は
当

時
ド

ロ
ー

ン
が

あ
っ

た
ら

ど
う

だ
っ

た
か

と
い

う
こ

と
で

、
1.

 通
信

手
段

回
復

の
た

め
に

ド
ロ

ー
ン

に
ア

ン
テ

ナ
を

付
け

て
通

信
を

提
供

が
可

能
で

あ
っ

た
の

で
は

な
い

か
？

2.
 ラ

ジ
オ

の
ワ

ン
ウ

ェ
イ

情
報

発
信

に
加

え
て

、
災

害
地

域
の

情
報

に
合

わ
せ

た
情

報
発

信
と

簡
易

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

ド
ロ

ー
ン

で
提

供
可

能
で

あ
っ

た
の

で
は

な
い

か
?

3.
 要

救
助

者
救

助
に

人
力

は
必

須
で

あ
る

が
、

要
救

助
の

低
高

度
捜

索
を

ド
ロ

ー
ン

で
実

施
可

能
で

あ
っ

た
の

で
は

な
い

か
?

4.
 土

砂
が

入
り

込
み

取
り

残
さ

れ
た

場
所

へ
の

物
資

提
供

は
ド

ロ
ー

ン
な

ら
可

能
で

あ
っ

た
の

で
は

な
い

か
？

5.
 災

害
普

及
拠

点
に

お
い

て
複

数
ド

ロ
ー

ン
に

よ
る

ス
ト

リ
ー

ミ
ン

グ
情

報
収

集
が

即
時

に
可

能
で

あ
っ

た
の

で
は

な
い

か
？

・
災

害
課

題
に

対
す

る
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

提
供

内
容

で
す

が
、

1.
低

高
度

撮
影

と
高

性
能

カ
メ

ラ
に

よ
る

被
害

状
況

の
詳

細
な

調
査

。
2.

土
砂

流
入

、
高

齢
者

が
多

い
地

域
で

避
難

が
遅

れ
た

住
民

の
捜

索
と

要
救

助
状

況
把

握
。

3.
山

間
部

や
過

疎
地

域
で

寸
断

さ
れ

た
場

所
へ

の
生

活
物

資
運

搬
4.

長
時

間
飛

行
に

よ
る

LT
Eリ

ピ
ー

タ
ー

・
ア

ン
テ

ナ
中

継
器

に
よ

る
通

信
手

段
提

供
。

・
必

要
製

品
と

し
て

、
1.

 災
害

時
の

雨
天

、
強

風
で

も
飛

行
可

能
で

あ
る

こ
と

。
2.

 山
間

部
の

自
律

飛
行

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。
3.

 時
間

飛
行

が
可

能
で

あ
る

こ
と

（
長

け
れ

ば
長

い
ほ

ど
良

い
）

。
4.

 被
害

の
詳

細
状

況
把

握
の

た
め

、
高

倍
率

ズ
ー

ム
が

可
能

で
あ

る
こ

と
。

5.
 夜

間
で

も
捜

索
可

能
と

す
る

た
め

に
赤

外
線

、
ス

ポ
ッ

ト
ラ

イ
ト

、
ス

ピ
ー

カ
ー

対
応

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。
6.

 複
数

メ
ー

カ
ー

の
ド

ロ
ー

ン
を

導
入

す
る

の
は

、
コ

ス
ト

的
、

保
守

面
で

課
題

と
な

る
た

め
、

懸
架

機
能

で
オ

プ
シ

ョ
ン

交
換

が
可

能
な

機
種

で
あ

る
こ

と
。

7.
 物

資
運

搬
の

た
め

の
ペ

イ
ロ

ー
ド

が
大

き
い

こ
と

。

・
技

術
課

題
解

決
と

し
て

、
必

要
と

さ
れ

る
機

能
を

Al
l-

in
-O

ne
 (

1機
種

）
で

提
供

す
る

無
人

航
空

機
は

ま
だ

な
い

た
め

、
1.

 起
伏

の
激

し
い

地
形

で
の

自
立

飛
行

の
た

め
に

、
3D

マ
ッ

プ
を

取
り

込
ん

だ
自

立
飛

行
機

能
(現

在
は

パ
イ

ロ
ッ

ト
が

手
動

で
高

度
設

定
し

た
飛

行
ル

ー
ト

が
可

能
）

。
2.

 障
害

物
や

他
の

航
空

機
と

の
衝

突
防

止
の

た
め

に
超

音
波

あ
る

い
は

電
波

反
射

に
よ

る
衝

突
防

止
機

能
(可

視
光

で
の

衝
突

防
止

は
既

存
機

能
で

可
能

）
。

3.
 長

時
間

飛
行

の
た

め
の

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

機
能

搭
載

（
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
エ

ン
ジ

ン
の

提
供

は
市

場
に

す
で

に
あ

る
）

。
4.

 携
帯

電
話

の
LT

Eや
５

G
を

利
用

し
た

通
信

提
供

と
ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

配
信

機
能

。

・
法

的
課

題
解

決
と

し
て

、
1.

 奄
美

市
名

瀬
地

区
は

D
ID

地
区

で
あ

り
、

近
く

に
陸

上
自

衛
隊

の
駐

屯
地

が
あ

る
た

め
、

D
ID

規
制

と
飛

行
禁

止
区

域
制

限
に

か
か

か
っ

て
い

る
。

2.
 奄

美
空

港
近

く
は

飛
行

禁
止

で
あ

り
、

数
か

所
に

防
衛

施
設

が
あ

り
飛

行
禁

止
と

な
っ

て
い

る
。

パ
イ

ロ
ッ

ト
が

手
動

で
高

度
設

定
し

た
飛

行
ル

ー
ト

が
可

能
）

。
3.

 夜
間

捜
索

に
は

夜
間

飛
行

許
可

が
必

要
。

4.
 寸

断
地

域
に

ド
ロ

ー
ン

ポ
ー

ト
が

な
い

場
合

、
物

資
運

搬
に

投
下

が
伴

う
可

能
性

が
あ

り
個

別
許

可
が

必
要

。
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©
 一

般
社

団
法

人
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
20

23

演
習

8
. 

ま
と

め
シ

ー
ト

(例
)

13

災
害

課
題

（
ド

ロ
ー

ン
な

し
）

災
害

課
題

（
ド

ロ
ー

ン
あ

り
）

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
必

要
製

品
技

術
課

題
解

決
法

的
課

題
解

決

ス
ト
ッ
ク
性
の
相
関

関
係

(1
) 

大
雨

洪
水

被
害

は
地

球
温

暖
化

に
と

も
な

い
、

頻
度

が
毎

年
増

え
て

お
り

継
続

的
に

ビ
ジ

ネ
ス

を
続

け
ら

れ
る

。

(2
) 

防
災

目
的

で
の

継
続

調
査

に
よ

り
減

災
の

た
め

の
継

続
調

査
ビ

ジ
ネ

ス
が

可
能

。

(3
) 

奄
美

大
島

に
熟

知
し

た
ド

ロ
ー

ン
パ

イ
ロ

ッ
ト

養
成

訓
練

提
供

に
よ

り
継

続
サ

ー
ビ

ス
提

供
が

可
能

。

(4
) 

自
治

体
と

の
連

携
に

よ
り

継
続

的
な

業
務

委
託

が
可

能
と

な
る

。

同
一

機
種

複
数

台
で

の
運

用
機

体
特

性
に

熟
知

し
た

パ
イ

ロ
ッ

ト
育

成
。

(1
)

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

は
技

術
が

必
要

で
あ

り
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
の

開
発

が
求

め
ら

れ
る

。

技
術

課
題

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

課
題

の
関

連
で

、

(1
)L

E
V
E
L1

 (
目

視
内

＋
操

縦
飛

行
),

 L
E
V
E
L2

 
(目

視
内

＋
自

律
飛

行
),

 
LE

V
E
L3

 (
目

視
外

＋
無

人
地

帯
（

補
助

者
な

し
）

)

(3
)L

E
V
E
L4

 (
目

視
外

＋
有

人
地

帯
（

補
助

者
な

し
）

)は
対

応
す

る
機

体
が

な
い

の
で

、
現

時
点

で
は

必
要

外
と

す
る

。

・
次

に
ス

ト
ッ

ク
性

の
相

関
関

係
で

す
が

、
こ

れ
は

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
、

製
品

、
技

術
課

題
、

法
的

課
題

に
対

す
る

項
目

と
な

り
ま

す
。

・
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

に
対

し
て

、
1.

 大
雨

洪
水

被
害

は
地

球
温

暖
化

に
と

も
な

い
、

頻
度

が
毎

年
増

え
て

お
り

継
続

的
に

ビ
ジ

ネ
ス

を
続

け
ら

れ
る

。
2.

 防
災

目
的

で
の

継
続

調
査

に
よ

り
減

災
の

た
め

の
継

続
調

査
ビ

ジ
ネ

ス
が

可
能

。
3.

 奄
美

大
島

に
熟

知
し

た
ド

ロ
ー

ン
パ

イ
ロ

ッ
ト

養
成

訓
練

提
供

に
よ

り
継

続
サ

ー
ビ

ス
提

供
が

可
能

。
4.

 自
治

体
と

の
連

携
に

よ
り

継
続

的
な

業
務

委
託

が
可

能
。

・
必

要
製

品
で

は
、

同
一

製
品

で
の

運
用

。

・
技

術
課

題
に

対
し

て
は

、
機

体
特

性
に

熟
知

し
た

パ
イ

ロ
ッ

ト
育

成
が

必
要

と
考

え
、

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

は
技

術
が

必
要

で
あ

り
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
の

開
発

が
求

め
ら

れ
る

。

・
法

的
課

題
に

対
し

て
は

、
技

術
課

題
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
課

題
の

関
連

で
、

1.
 L

EV
EL

1 
(目

視
内

＋
操

縦
飛

行
), 

LE
VE

L2
 (目

視
内

＋
自

律
飛

行
), 

 L
EV

EL
3 

(目
視

外
＋

無
人

地
帯

（
補

助
者

な
し

）
)

2.
 L

EV
EL

4 
(目

視
外

＋
有

人
地

帯
（

補
助

者
な

し
）

)は
対

応
す

る
機

体
が

な
い

の
で

、
現

時
点

で
は

必
要

外
と

す
る

。
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・
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス
は

９
つ

の
要

素
で

構
成

さ
れ

て
い

る
と

説
明

し
ま

し
た

が
、

そ
れ

ら
は

①
パ

ー
ト

ナ
ー

、
②

主
要

活
動

、
③

提
供

価
値

、
④

顧
客

と
の

関
係

、
⑤

顧
客

、
⑥

リ
ソ

ー
ス

（
経

営
資

源
）

、
⑦

チ
ャ

ネ
ル

（
売

り
子

）
、

⑧
コ

ス
ト

構
造

、
⑨

収
益

構
造

と
な

り
ま

す
。

・
こ

の
マ

ッ
プ

に
よ

り
そ

れ
ぞ

れ
の

①
~

⑨
ま

で
が

ど
の

よ
う

に
か

か
わ

り
あ

っ
て

い
る

か
、

競
合

と
の

違
い

を
は

な
に

か
、

A社
の

現
状

確
認

や
起

業
の

構
想

が
第

三
者

に
わ

か
り

や
す

く
な

り
ま

す
。

・
そ

れ
ぞ

れ
の

枠
を

節
召

し
ま

す
が

、
こ

れ
は

講
師

が
PB

L学
習

で
学

ん
だ

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
【

奄
美

大
島

地
域

向
け

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
】

の
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
パ

ス
で

す
。

①
パ

ー
ト

ナ
ー

で
は

だ
れ

と
協

業
す

る
か

？
と

い
う

こ
と

を
表

し
て

あ
り

ま
す

。
つ

ま
り

売
っ

て
く

れ
る

人
や

自
社

に
サ

ー
ビ

ス
や

物
を

提
供

し
て

く
れ

る
人

は
だ

れ
か

と
い

う
こ

と
で

す
。

例
と

し
て

代
理

店
や

、
メ

ー
カ

ー
、

ソ
フ

ト
開

発
会

社
、

自
治

体
他

な
の

で
す

。
講

師
は

(1
) S

AI
TO

TE
C、

(2
) 必

要
機

能
を

開
発

し
て

い
る

企
業

、
(3

) 地
元

IT
企

業
、

(4
) 自

治
体

/政
府

、
(5

) サ
ー

ビ
ス

を
販

売
し

て
く

れ
る

会
社

他
と

し
ま

し
た

。

②
主

要
活

動
で

は
ど

の
よ

う
な

営
業

活
動

を
行

う
か

？
と

い
う

こ
と

を
表

し
ま

す
。

例
と

し
て

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
た

め
の

デ
モ

/広
告

や
、

自
治

体
と

の
実

証
実

験
、

自
治

体
と

の
提

携
と

い
っ

た
こ

と
に

な
り

ま
す

。
で

は
具

体
的

に
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
か

と
い

う
と

(1
) デ

モ
飛

行
で

有
効

性
を

見
せ

る
、

②
自

治
体

と
の

実
証

実
験

で
有

効
性

を
見

せ
る

、
③

自
治

体
と

連
携

し
て

そ
の

地
域

に
特

化
し

た
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

と
い

っ
た

こ
と

に
な

り
ま

す
。

③
提

供
価

値
で

は
各

グ
ル

ー
プ

の
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
価

値
、

強
み

で
、

(1
)自

治
体

と
の

連
携

)実
証

実
験

で
事

例
が

増
え

れ
ば

プ
ロ

と
し

て
営

業
可

能
、

(2
) ま

だ
災

害
専

門
の

競
合

他
社

が
い

な
い

た
め

に
災

害
対

応
プ

ロ
と

し
て

活
動

可
能

、
(3

) 災
害

対
応

知
識

の
の

共
有

④
顧

客
と

の
関

係
で

す
が

、
(1

) 災
害

に
特

化
し

た
サ

ー
ビ

ス
で

あ
る

た
め

、
必

要
な

機
材

、
ノ

ウ
ハ

ウ
が

蓄
積

さ
れ

て
い

る
、

(2
) ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

(要
救

助
者

捜
索

、
低

高
度

高
画

質
調

査
、

物
資

運
搬

、
通

信
提

供
が

可
能

）

➄
顧

客
で

す
が

、
地

元
自

治
体

、
全

国
自

治
体

、
消

防
、

警
察

、
政

府
と

し
て

み
ま

し
た

。

⑥
リ

ソ
ー

ス
（

経
営

資
源

と
も

言
い

ま
す

）
で

す
が

、
1.

 無
人

航
空

機
、

2.
 開

発
エ

ン
ジ

ニ
ア

、
3.

 無
人

航
空

機
有

資
格

者
,４

．
プ

ロ
と

と
し

て
の

ノ
ウ

ハ
ウ

も
同

じ
く

人
的

資
源

で
す

。

⑦
最

後
に

チ
ャ

ネ
ル

つ
ま

り
売

り
子

で
す

が
、

1.
 自

社
営

業
、

2.
 販

売
代

理
店

、
３

.ウ
ェ

ッ
ブ

サ
イ

ト
の

立
ち

上
げ

、
ヒ

ッ
ト

し
や

す
い

災
害

対
応

エ
キ

ス
パ

ー
ト

、
4.

 自
治

体
か

ら
の

行
政

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
提

供
さ

れ
て

も
い

い
と

思
い

ま
す

、

⑧
コ

ス
ト

構
造

と
⑨

収
益

構
造

で
す

が
、

み
な

さ
ん

は
記

入
し

な
く

て
よ

い
の

で
す

が
、

講
師

は
埋

め
て

み
ま

し
た

。
コ

ス
ト

構
造

で
は

、
無

人
航

空
機

の
購

入
、

償
却

, 保
険

、
保

守
、

人
件

費
や

事
務

所
賃

貸
料

、
雑

費
等

と
な

り
ま

す
。

集
積

構
造

で
は

サ
ー

ビ
ス

販
売

（
代

理
店

や
直

販
の

ケ
ー

ス
が

あ
り

ま
す

）
が

収
益

の
柱

と
な

り
ま

す
。

（
代

理
店

経
由

、
直

販
）

・
こ

こ
ま

で
が

講
師

が
PB

Lで
み

な
さ

ん
と

一
緒

に
学

習
し

て
き

た
【

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
】

で
す

が
、

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

パ
ス

は
事

業
計

画
で

非
常

に
重

要
な

た
め

、
他

の
業

界
の

例
を

２
点

説
明

し
た

い
と

思
い

ま
す

。

14

⑥
リ

ソ
ー

ス
(経

営
資

源
）

③
提

供
価

値
強

み
④

顧
客

と
の

関
係

⑦
チ

ャ
ネ

ル
(売

り
子

）

⑤
顧

客
（

将
来

的
な

潜
在

顧
客

も
含

む
）

⑧
コ

ス
ト

構
造

⑨
収

益
構

造

①
パ

ー
ト

ナ
ー

だ
れ

と
協

業
す

る
か

？

売
っ

て
く

れ
る

人
や

自
社

に
サ

ー
ビ

ス
や

物
を

提
供

し
て

く
れ

る
人

。

例
: 

代
理

店
、

メ
ー

カ
ー

、
ソ

フ
ト

開
発

会
社

、
自

治
体

他

②
主

要
活

動
ど

の
よ

う
な

営
業

活
動

を
行

う
か

？

例
: 

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
た

め
の

デ
モ

/広
告

や
、

自
治

体
や

関
連

団
体

と
連

携
し

た
営

業
活

動
。

(1
) 

無
人

航
空

機
(2

) 
開

発
エ

ン
ジ

ニ
ア

(3
) 

無
人

航
空

機
有

資
格

者
(4

) 
プ

ロ
と

し
て

の
ノ

ウ
ハ

ウ

(1
)自

治
体

と
の

連
携

)実
証

実
験

で
事

例
が

増
え

れ
ば

プ
ロ

と
し

て
営

業
可

能
。

(2
) 

ま
だ

災
害

専
門

の
競

合
他

社
が

い
な

い
た

め
に

災
害

対
応

プ
ロ

と
し

て
活

動
可

能
。

(3
) 

災
害

対
応

知
識

の
の

共
有

(1
)

自
社

営
業

(2
)

代
理

店
(3

)
ウ

ェ
ッ

ブ
サ

イ
ト

(災
害

対
応

エ
キ

ス
パ

ー
ト

）
(4

)
自

治
体

産
業

課
等

と
の

協
業

(1
)

地
元

自
治

体

(2
)

全
国

自
治

体

(3
)

消
防

、
警

察

(4
) 

  
政

府

無
人

航
空

機
(購

入
、

償
却

, 
保

険
、

保
守

、
開

発
）

人
件

費
/事

務
所

費
他

雑
費

他

サ
ー

ビ
ス

販
売

（
代

理
店

経
由

、
直

販
）

14

(1
) 

S
A
IT

O
T
E
C

(2
) 

必
要

機
能

を
開

発
し

て
い

る
企

業
(3

) 
地

元
IT

企
業

(4
) 

自
治

体
/政

府
(5

) 
サ

ー
ビ

ス
を

販
売

し
て

く
れ

る
会

社
他

(1
) 

デ
モ

飛
行

(2
) 

自
治

体
と

の
実

証
実

験
(3

) 
自

治
体

と
の

提
携

(1
) 

災
害

に
特

化
し

た
サ

ー
ビ

ス
で

あ
る

た
め

、
必

要
な

機
材

、
ノ

ウ
ハ

ウ
が

蓄
積

さ
れ

て
い

る
。

(2
) 

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
(要

救
助

者
捜

索
、

低
高

度
高

画
質

調
査

、
物

資
運

搬
、

通
信

提
供

が
可

能
）

演
習

9
. 

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

バ
ス

記
入

例
【

奄
美

大
島

地
域

向
け

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
】
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・
講

師
が

皆
さ

ん
と

一
緒

に
PB

L学
習

で
学

ん
だ

こ
と

の
最

終
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

見
本

で
す

。

・
タ

イ
ト

ル
は

【
災

害
対

応
の

た
め

の
無

人
航

空
機

を
活

用
し

た
サ

ー
ビ

ス
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

】
と

な
り

ま
す

。

15

例 演
習
10
.【
災
害
対
応

の
た

め
の

無
人

航
空

機
を

活
用

し
た

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
】

グ
ル

ー
プ

X

15
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・
ま

ず
災

害
に

対
す

る
現

状
の

課
題

で
す

が
、

1.
 鹿

児
島

県
奄

美
大

島
地

域
は

台
風

や
梅

雨
前

線
の

影
響

で
線

状
降

水
帯

が
線

状
降

水
帯

が
発

生
し

や
す

い
。

2.
 特

に
大

雨
が

連
続

し
て

繰
り

返
さ

れ
る

場
合

、
山

間
部

の
多

い
奄

美
大

島
で

は
急

こ
う

配
、

川
幅

が
狭

い
カ

ー
ブ

地
域

に
お

い
て

河
川

の
氾

濫
が

お
き

模
洪

水
が

発
生

す
る

。
3.

 日
本

の
課

題
で

あ
る

過
疎

化
、

高
齢

化
、

少
子

化
は

本
地

域
に

お
い

て
も

進
み

、
洪

水
他

災
害

発
生

時
に

取
り

残
さ

れ
て

い
る

人
が

い
な

い
か

確
認

す
る

必
要

が
あ

る
。

4.
 洪

水
発

生
時

の
浸

水
地

域
把

握
と

電
気

・
通

信
他

の
イ

ン
フ

ラ
被

害
状

況
を

詳
細

に
調

査
す

る
必

要
が

あ
る

。
5.

 自
治

体
レ

ベ
ル

で
迅

速
に

被
害

状
況

調
査

と
要

救
助

者
捜

索
を

迅
速

か
つ

安
価

に
行

う
方

法
が

求
め

れ
て

い
る

。

こ
こ

ま
で

が
現

状
に

お
け

る
課

題
発

掘
と

な
り

ま
す

。

16

災
害
に
対
す
る
現
状
(課
題
）

1.
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
地
域
は
台
風
や
梅
雨
前
線
の
影
響
で
線
状
降
水
帯
が
線
状

降
水
帯
が
発
生
しや
す
い
。

2.
特
に
大
雨
が
連
続
して
繰
り返
され
る
場
合
、山
間
部
の
多
い
奄
美
大
島
で
は
急
こう

配
、川
幅
が
狭
い
カー
ブ地
域
に
お
い
て
河
川
の
氾
濫
が
お
き模
洪
水
が
発
生
す
る
。

3.
日
本
の
課
題
で
あ
る
過
疎
化
、高
齢
化
、少
子
化
は
本
地
域
に
お
い
て
も
進
み
、洪

水
他
災
害
発
生
時
に
取
り残
され
て
い
る
人
が
い
な
い
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

4.
洪
水
発
生
時
の
浸
水
地
域
把
握
と電
気
・通
信
他
の
イン
フラ
被
害
状
況
を詳
細
に

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

5.
自
治
体
レベ
ル
で
迅
速
に
被
害
状
況
調
査
と要
救
助
者
捜
索
を迅
速
か
つ
安
価
に

行
う方
法
が
求
め
れ
て
い
る
。

例

16
我
が
国
と
諸
外
国
の
河
川
勾
配
比
較

災
害
対
応
現
場
の
イ
メ
ー
ジ
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・
課

題
に

対
す

る
ド

ロ
ー

ン
を

活
用

し
た

災
害

対
応

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
提

案
提

案
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

で
す

が
、

最
先

端
の

ド
ロ

ー
ン

活
用

に
よ

り
、

下
記

災
害

対
応

サ
ー

ビ
ス

を
奄

美
地

域
自

治
体

に
提

供
。

1.
 災

害
状

況
、

要
救

助
者

把
握

と
し

て
効

果
1:

 ド
ロ

ー
ン

を
利

用
す

る
こ

と
に

よ
り

低
高

度
、

狭
小

地
域

で
の

高
性

能
カ

メ
ラ

撮
影

に
よ

り
詳

細
な

状
況

撮
影

と
要

救
助

者
捜

索
(夜

間
の

場
合

は
赤

外
線

カ
メ

ラ
使

用
）

が
可

能
。 効

果
2:

 飛
行

機
や

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

と
い

っ
た

実
機

に
比

較
し

安
価

に
何

度
で

も
飛

行
可

能
。

(エ
ン

ジ
ン

機
に

よ
り

実
機

を
越

え
る

11
時

間
飛

行
可

能
）

。
効

果
3:

 ス
ト

リ
ー

ミ
ン

グ
技

術
に

よ
り

災
害

対
策

本
部

、
警

察
、

消
防

署
他

か
ら

の
撮

影
や

移
動

指
示

に
細

か
く

対
応

可
能

。

2.
 緊

急
通

信
手

段
提

供
: 

効
果

1:
 ド

ロ
ー

ン
搭

載
型

携
帯

電
話

ア
ン

テ
ナ

中
継

器
に

よ
り

通
信

手
段

の
確

保
が

可
能

。
効

果
2:

 要
救

助
者

に
た

い
し

て
ス

ピ
ー

カ
ー

機
能

に
よ

り
簡

易
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
可

能
。

3.
 寸

断
地

域
へ

の
物

資
輸

送
:

効
果

: 道
路

が
寸

断
さ

れ
た

地
域

に
対

し
て

ヘ
リ

ポ
ー

ト
他

が
な

く
て

も
物

資
運

搬
が

可
能

。
(ド

ロ
ー

ン
ポ

ー
ト

が
な

い
場

合
、

低
空

か
ら

の
落

下
が

必
要

。
）

4.
 パ

イ
ロ

ッ
ト

人
員

育
成

: 
効

果
: 地

域
に

熟
知

し
た

熟
練

パ
イ

ロ
ッ

ト
養

成

17

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
した
災
害
対
応
ソ
リュ
ー
シ
ョン
提
案

最
先

端
の

ド
ロ

ー
ン

技
術

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
下

記
災

害
対

応
サ

ー
ビ

ス
を

奄
美

地
域

自
治

体
に

提
供

。

1
. 

災
害

状
況

、
要

救
助

者
把

握
:

効
果

1
: 

ド
ロ

ー
ン

を
利

用
す

る
こ

と
に

よ
り

低
高

度
、

狭
小

地
域

で
の

高
性

能
カ

メ
ラ

撮
影

に
よ

り
詳

細
な

状
況

撮
影

と
要

救
助

者
捜

索
(夜

間
の

場
合

は
赤

外
線

カ
メ

ラ
使

用
）

が
可

能
。

効
果

2
: 

飛
行

機
や

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

と
い

っ
た

実
機

に
比

較
し

安
価

に
何

度
で

も
飛

行
可

能
。

(エ
ン

ジ
ン

機
に

よ
り

実
機

を
越

え
る

1
1
時

間
飛

行
可

能
）

。

効
果

3
: 

ス
ト

リ
ー

ミ
ン

グ
技

術
に

よ
り

災
害

対
策

本
部

、
警

察
、

消
防

署
他

か
ら

の
撮

影
や

移
動

指
示

に
細

か
く

対
応

可
能

。

2
. 

緊
急

通
信

手
段

提
供

: 

効
果

1
: 

ド
ロ

ー
ン

搭
載

型
携

帯
電

話
ア

ン
テ

ナ
中

継
器

に
よ

り
通

信
手

段
の

確
保

が
可

能
。

効
果

2
: 

要
救

助
者

に
た

い
し

て
ス

ピ
ー

カ
ー

機
能

に
よ

り
簡

易
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
可

能
。

3
. 

寸
断

地
域

へ
の

物
資

輸
送

:

効
果

: 
道

路
が

寸
断

さ
れ

た
地

域
に

対
し

て
ヘ

リ
ポ

ー
ト

他
が

な
く

て
も

物
資

運
搬

が
可

能
。

(ド
ロ

ー
ン

ポ
ー

ト
が

な
い

場
合

、
低

空
か

ら
の

落
下

が
必

要
。

）

4
. 

パ
イ

ロ
ッ

ト
人

員
育

成
: 

効
果

: 
地

域
に

熟
知

し
た

熟
練

パ
イ

ロ
ッ

ト
養

成

例

17
双

葉
電

子
工

業
/
小

川
精

機
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
エ

ン
ジ

ン
©
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・
使

用
製

品
と

技
術

課
題

、
追

加
開

発
内

容
で

す
が

、

・
選

択
し

た
製

品
は

、
SA

IT
O

TE
C 

YO
RO

I
６

S2
20

0F
を

利
用

し
て

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
。

・
1.

 現
行

機
能

と
し

て
は

、
(1

) 物
資

吊
り

下
げ

運
搬

: ペ
イ

ロ
ー

ド
40

Kg
(2

) 災
害

時
で

も
飛

行
可

能
：

雨
天

、
強

風

・
2.

 課
題

・
追

加
機

能
と

し
て

、
: 

(1
) 大

音
量

ス
ピ

ー
カ

ー
/ 

高
輝

度
ス

ポ
ッ

ト
ラ

イ
ト

: 開
発

期
間

1か
月

。
ド

ロ
ー

ン
用

ス
ピ

ー
カ

ー
/高

輝
度

ス
ポ

ッ
ト

ラ
イ

ト
は

市
場

製
品

を
搭

載
。

(2
) 赤

外
線

カ
メ

ラ
(6

40
x5

12
) :

 搭
載

な
ら

び
に

ア
プ

リ
開

発
6か

月
。

(3
) 長

時
間

飛
行

(最
長

１
１

時
間

）
: 開

発
済

で
あ

る
が

機
体

認
証

取
得

の
た

め
１

年
。

(4
) 通

信
中

継
: 携

帯
電

話
会

社
は

開
発

済
で

あ
り

、
搭

載
の

た
め

６
か

月

18

使
用
製
品
(製
品
/技
術
課
題
/追
加
開
発
内
容
）

S
A

IT
O

T
E
C
 Y

O
R

O
I

６
S
2
2
0
0
F
を

利
用

し
て

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
。

1
. 

現
行

機
能

: 

(1
) 

物
資

吊
り

下
げ

運
搬

: 
ペ

イ
ロ

ー
ド

4
0
K
g

(2
) 

災
害

時
で

も
飛

行
可

能
：

雨
天

、
強

風

2
. 

課
題

・
追

加
機

能
: 

(1
) 

大
音

量
ス

ピ
ー

カ
ー

/ 
高

輝
度

ス
ポ

ッ
ト

ラ
イ

ト
: 

開
発

期
間

1
か

月
。

ド
ロ

ー
ン

用
ス

ピ
ー

カ
ー

/高
輝

度
ス

ポ
ッ

ト
ラ

イ
ト

は
市

場
製

品
を

搭
載

。

(2
) 

赤
外

線
カ

メ
ラ

(6
4
0
x5

1
2
) 

: 
搭

載
な

ら
び

に
ア

プ
リ

開
発

6
か

月
。

(3
) 

長
時

間
飛

行
(最

長
１

１
時

間
）

: 
開

発
済

で
あ

る
が

機
体

認
証

取
得

の
た

め
１

年
。

(4
) 

通
信

中
継

: 
携

帯
電

話
会

社
は

開
発

済
で

あ
り

、
搭

載
の

た
め

６
か

月

例

18
©

 一
般

社
団

法
人

安
全

安
心

社
会

構
築

教
育

協
会

20
23

350



・
次

に
解

決
す

べ
き

法
的

課
題

と
な

り
ま

す
、

・
1.

 サ
ー

ビ
ス

:  
①

低
高

度
撮

影
と

高
性

能
カ

メ
ラ

に
よ

る
被

害
状

況
の

詳
細

な
調

査
。

②
土

砂
流

入
、

高
齢

者
が

多
い

地
域

で
避

難
が

遅
れ

た
住

民
の

捜
索

と
要

救
助

状
況

把
握

。
③

山
間

部
や

過
疎

地
域

で
寸

断
さ

れ
た

場
所

へ
の

生
活

物
資

運
搬

。
④

長
時

間
飛

行
に

よ
る

LT
Eリ

ピ
ー

タ
ー

・
ア

ン
テ

ナ
中

継
器

に
よ

る
通

信
手

段
提

供
。

⑤
将

来
: 日

ご
ろ

か
ら

の
地

域
調

査
に

よ
る

防
災

調
査

。
⑥

将
来

: 日
ご

ろ
か

ら
の

ド
ロ

ー
ン

操
縦

訓
練

・
ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

訓
練

提
供

に
よ

る
、

複
数

パ
イ

ロ
ッ

ト
養

成
と

待
機

。

・
2.

 法
的

課
題

: 
①

奄
美

市
名

瀬
地

区
は

D
ID

地
区

で
あ

り
、

近
く

に
陸

上
自

衛
隊

の
駐

屯
地

が
あ

る
た

め
D

ID
規

制
と

飛
行

禁
止

区
域

制
限

②
奄

美
空

港
近

く
は

飛
行

禁
止

で
あ

り
、

数
か

所
に

防
衛

施
設

が
あ

り
飛

行
禁

止
。

③
夜

間
捜

索
に

は
夜

間
飛

行
許

可
が

必
要

。
④

物
資

吊
り

下
げ

と
落

下
に

は
許

可
が

必
要

。

19

解
決
す
べ
き
法
的
課
題

対
象

サ
ー

ビ
ス

に
対

し
て

の
解

決
す

べ
き

法
的

課
題

: 

1
. 

サ
ー

ビ
ス

: 
①

低
高

度
撮

影
と

高
性

能
カ

メ
ラ

に
よ

る
被

害
状

況
の

詳
細

な
調

査
。

②
土

砂
流

入
、

高
齢

者
が

多
い

地
域

で
避

難
が

遅
れ

た
住

民
の

捜
索

と
要

救
助

状
況

把
握

。
③

山
間

部
や

過
疎

地
域

で
寸

断
さ

れ
た

場
所

へ
の

生
活

物
資

運
搬

。
④

長
時

間
飛

行
に

よ
る

LT
E
リ

ピ
ー

タ
ー

・
ア

ン
テ

ナ
中

継
器

に
よ

る
通

信
手

段
提

供
。

⑤
将

来
: 

日
ご

ろ
か

ら
の

地
域

調
査

に
よ

る
防

災
調

査
。

⑥
将

来
: 

日
ご

ろ
か

ら
の

ド
ロ

ー
ン

操
縦

訓
練

・
ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

訓
練

提
供

に
よ

る
、

複
数

パ
イ

ロ
ッ

ト
養

成
と

待
機

。

2
. 

法
的

課
題

: 
①

奄
美

市
名

瀬
地

区
は

D
ID

地
区

で
あ

り
、

近
く

に
陸

上
自

衛
隊

の
駐

屯
地

が
あ

る
た

め
、

D
ID

規
制

と
飛

行
禁

止
区

域
制

限
②

奄
美

空
港

近
く

は
飛

行
禁

止
で

あ
り

、
数

か
所

に
防

衛
施

設
が

あ
り

飛
行

禁
止

。
③

夜
間

捜
索

に
は

夜
間

飛
行

許
可

が
必

要
。

④
物

資
吊

り
下

げ
と

落
下

に
は

許
可

が
必

要
。

例
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・
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
バ

ス
は

９
つ

の
要

素
で

構
成

さ
れ

て
い

る
と

説
明

し
ま

し
た

が
、

そ
れ

ら
は

①
パ

ー
ト

ナ
ー

、
②

主
要

活
動

、
③

提
供

価
値

、
④

顧
客

と
の

関
係

、
⑤

顧
客

、
⑥

リ
ソ

ー
ス

（
経

営
資

源
）

、
⑦

チ
ャ

ネ
ル

（
売

り
子

）
、

⑧
コ

ス
ト

構
造

、
⑨

収
益

構
造

と
な

り
ま

す
。

・
こ

の
マ

ッ
プ

に
よ

り
そ

れ
ぞ

れ
の

①
~

⑨
ま

で
が

ど
の

よ
う

に
か

か
わ

り
あ

っ
て

い
る

か
、

競
合

と
の

違
い

を
は

な
に

か
、

A社
の

現
状

確
認

や
起

業
の

構
想

が
第

三
者

に
わ

か
り

や
す

く
な

り
ま

す
。

・
そ

れ
ぞ

れ
の

枠
を

節
召

し
ま

す
が

、
こ

れ
は

講
師

が
PB

L学
習

で
学

ん
だ

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
【

奄
美

大
島

地
域

向
け

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
】

の
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

キ
ャ

ン
パ

ス
で

す
。

①
パ

ー
ト

ナ
ー

で
は

だ
れ

と
協

業
す

る
か

？
と

い
う

こ
と

を
表

し
て

あ
り

ま
す

。
つ

ま
り

売
っ

て
く

れ
る

人
や

自
社

に
サ

ー
ビ

ス
や

物
を

提
供

し
て

く
れ

る
人

は
だ

れ
か

と
い

う
こ

と
で

す
。

例
と

し
て

代
理

店
や

、
メ

ー
カ

ー
、

ソ
フ

ト
開

発
会

社
、

自
治

体
他

な
の

で
す

。
講

師
は

(1
) S

AI
TO

TE
C、

(2
) 必

要
機

能
を

開
発

し
て

い
る

企
業

、
(3

) 地
元

IT
企

業
、

(4
) 自

治
体

/政
府

、
(5

) サ
ー

ビ
ス

を
販

売
し

て
く

れ
る

会
社

他
と

し
ま

し
た

。

②
主

要
活

動
で

は
ど

の
よ

う
な

営
業

活
動

を
行

う
か

？
と

い
う

こ
と

を
表

し
ま

す
。

例
と

し
て

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
た

め
の

デ
モ

/広
告

や
、

自
治

体
と

の
実

証
実

験
、

自
治

体
と

の
提

携
と

い
っ

た
こ

と
に

な
り

ま
す

。
で

は
具

体
的

に
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
か

と
い

う
と

(1
) デ

モ
飛

行
で

有
効

性
を

見
せ

る
、

②
自

治
体

と
の

実
証

実
験

で
有

効
性

を
見

せ
る

、
③

自
治

体
と

連
携

し
て

そ
の

地
域

に
特

化
し

た
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

と
い

っ
た

こ
と

に
な

り
ま

す
。

③
提

供
価

値
で

は
各

グ
ル

ー
プ

の
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
価

値
、

強
み

で
、

(1
)自

治
体

と
の

連
携

)実
証

実
験

で
事

例
が

増
え

れ
ば

プ
ロ

と
し

て
営

業
可

能
、

(2
) ま

だ
災

害
専

門
の

競
合

他
社

が
い

な
い

た
め

に
災

害
対

応
プ

ロ
と

し
て

活
動

可
能

、
(3

) 災
害

対
応

知
識

の
の

共
有

④
顧

客
と

の
関

係
で

す
が

、
(1

) 災
害

に
特

化
し

た
サ

ー
ビ

ス
で

あ
る

た
め

、
必

要
な

機
材

、
ノ

ウ
ハ

ウ
が

蓄
積

さ
れ

て
い

る
、

(2
) ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

(要
救

助
者

捜
索

、
低

高
度

高
画

質
調

査
、

物
資

運
搬

、
通

信
提

供
が

可
能

）

➄
顧

客
で

す
が

、
地

元
自

治
体

、
全

国
自

治
体

、
消

防
、

警
察

、
政

府
と

し
て

み
ま

し
た

。

⑥
リ

ソ
ー

ス
（

経
営

資
源

と
も

言
い

ま
す

）
で

す
が

、
1.

 無
人

航
空

機
、

2.
 開

発
エ

ン
ジ

ニ
ア

、
3.

 無
人

航
空

機
有

資
格

者
,４

．
プ

ロ
と

と
し

て
の

ノ
ウ

ハ
ウ

も
同

じ
く

人
的

資
源

で
す

。

⑦
最

後
に

チ
ャ

ネ
ル

つ
ま

り
売

り
子

で
す

が
、

1.
 自

社
営

業
、

2.
 販

売
代

理
店

、
３

.ウ
ェ

ッ
ブ

サ
イ

ト
の

立
ち

上
げ

、
ヒ

ッ
ト

し
や

す
い

災
害

対
応

エ
キ

ス
パ

ー
ト

、
4.

 自
治

体
か

ら
の

行
政

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
提

供
さ

れ
て

も
い

い
と

思
い

ま
す

、

⑧
コ

ス
ト

構
造

と
⑨

収
益

構
造

で
す

が
、

み
な

さ
ん

は
記

入
し

な
く

て
よ

い
の

で
す

が
、

講
師

は
埋

め
て

み
ま

し
た

。
コ

ス
ト

構
造

で
は

、
無

人
航

空
機

の
購

入
、

償
却

, 保
険

、
保

守
、

人
件

費
や

事
務

所
賃

貸
料

、
雑

費
等

と
な

り
ま

す
。

集
積

構
造

で
は

サ
ー

ビ
ス

販
売

（
代

理
店

や
直

販
の

ケ
ー

ス
が

あ
り

ま
す

）
が

収
益

の
柱

と
な

り
ま

す
。

（
代

理
店

経
由

、
直

販
）

・
こ

こ
ま

で
が

講
師

が
PB

Lで
み

な
さ

ん
と

一
緒

に
学

習
し

て
き

た
【

災
害

対
応

ド
ロ

ー
ン

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
】

で
す

が
、

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

パ
ス

は
事

業
計

画
で

非
常

に
重

要
な

た
め

、
他

の
業

界
の

例
を

２
点

説
明

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
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⑥
リ

ソ
ー

ス
(経

営
資

源
）

③
提

供
価

値
強

み
④

顧
客

と
の

関
係

⑦
チ

ャ
ネ

ル
(売

り
子

）

⑤
顧

客
（

将
来

的
な

潜
在

顧
客

も
含

む
）

⑧
コ

ス
ト

構
造

⑨
収

益
構

造

①
パ

ー
ト

ナ
ー

だ
れ

と
協

業
す

る
か

？

売
っ

て
く

れ
る

人
や

自
社

に
サ

ー
ビ

ス
や

物
を

提
供

し
て

く
れ

る
人

。

例
: 

代
理

店
、

メ
ー

カ
ー

、
ソ

フ
ト

開
発

会
社

、
自

治
体

他

②
主

要
活

動
ど

の
よ

う
な

営
業

活
動

を
行

う
か

？

例
: 

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
た

め
の

デ
モ

/広
告

や
、

自
治

体
や

関
連

団
体

と
連

携
し

た
営

業
活

動
。

(1
) 

無
人

航
空

機
(2

) 
開

発
エ

ン
ジ

ニ
ア

(3
) 

無
人

航
空

機
有

資
格

者
(4

) 
プ

ロ
と

し
て

の
ノ

ウ
ハ

ウ

(1
)自

治
体

と
の

連
携

)実
証

実
験

で
事

例
が

増
え

れ
ば

プ
ロ

と
し

て
営

業
可

能
。

(2
) 

ま
だ

災
害

専
門

の
競

合
他

社
が

い
な

い
た

め
に

災
害

対
応

プ
ロ

と
し

て
活

動
可

能
。

(3
) 

災
害

対
応

知
識

の
の

共
有

(1
)

自
社

営
業

(2
)

代
理

店
(3

)
ウ

ェ
ッ

ブ
サ

イ
ト

(災
害

対
応

エ
キ

ス
パ

ー
ト

）
(4

)
自

治
体

産
業

課
等

と
の

協
業

(1
)

地
元

自
治

体

(2
)

全
国

自
治

体

(3
)

消
防

、
警

察

(4
) 

  
政

府

無
人

航
空

機
(購

入
、

償
却

, 
保

険
、

保
守

、
開

発
）

人
件

費
/事

務
所

費
他

雑
費

他

サ
ー

ビ
ス

販
売

（
代

理
店

経
由

、
直

販
）
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(1
) 

S
A
IT

O
T
E
C
L

(2
) 

必
要

機
能

を
開

発
し

て
い

る
企

業
(3

) 
地

元
IT

企
業

(4
) 

自
治

体
/政

府
(5

) 
サ

ー
ビ

ス
を

販
売

し
て

く
れ

る
会

社
他

(1
) 

デ
モ

飛
行

(2
) 

自
治

体
と

の
実

証
実

験
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令和４年度 文部科学省 

「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 

センシングやAI 等の最先端技術による 

安全安心インフラのDX化を推進する人材の育成プログラム 

 

成 果 報 告 書 

 

本成果報告書は、文部科学省の教育政策推進事業委託費による委託事業として、一般社団

法人安全安心社会構築教育協会が実施した令和４年度「専修学校による地域産業中核的

人材養成事業」の成果をとりまとめたものです。 

 

2023 年３月 

一般社団法人安全安心社会構築教育協会 

  


